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本 卷に收 めた る は 先生 2 筆に なリ し文學 及び 入物 月且の 

巾の 重なる ものであって、 自然 『日本 評論』 『宗敎 及び 文 

藝』 より 主として 文 學に關 する もの、 『福音 新報』 ょリ 

人物に 關 する もの を 選ぶ ことと なった。 略 類に 隨- つて 分 

ち、 外國 文學、 . ^介 及び 評論、 史上の 入物、 同時代の 内 

外人に 關 する ものと し、 必ら. ？,. -も 執筆の 時期の 順によ 

もで r 


第 十 丸 世紀に 於る 怫蘭 西の 光輝 は 一 一人の 偉大なる 男兒の 上に 集れり。 ナボ レオン 第一 世 は 其の 未 

曾 有なる 武略 戰功を 以て 本 世紀の 初に 輝き、 ヴィ ク トル • ュ ー ゴは絕 倫た る 光彩 を與へ たり。 

ュ ー ゴの 小說は 近来 頻りに 之 を稱讃 して、 其の 紹介に 務めら るる ものに 由り、 苟 くも 文 蔡に志 あ 

る 人々 の 間に は 其の 名 を 知り、 其の 文章 を 幾分 か 味へ る もの 漸くに して 其の 數を 加へ たり。 余はヴ 

ィ タトル *ュ ー ゴの 小說を 悉く 讀 みたる ことなし。 今 曰までに I 讀 したる は 其の 二三 種に 過ぎす。 

中に &き 「レ • ミゼラブル」 の 如き は 最も 多く 余に 感動 を與 ベた る ものな り。 ドル トレ ヒト の^ 甘 木 

が 福音書と 並べ 置きて、 此は 其の 實 際の 註解な りと 言へ る は 即ち 「レ ：、、 ゼラ ブル」 の 一 書な り。 

余 は 之に 就き、 聊か 見る 所 を 開陳して、 ュ-ゴ の小說 を略說 せんと 欲す。 

日本人 は 東洋の 佛蘭西 人な りと は、 屡々 人の 傳へ言 ふところな るが、 余は佛 蘭. „gl の 小 說を讀 みて、 

此の 批評の 適當 なる を 感じたり。 「レ* ミゼラブル」 を 見て 益 其の 然る を 知りぬ。 佛 人の 風俗 好尙 

何ぞ 吾が 邦人に 似た ると ころ 多き や。 然れ ども 其の 社 會に行 はる- r 道德 上の 精神に 至りて は、 一種 

* ウィク トル .ュー ゴ  一 


\i 


二 

* ウィク トル *ュー ゴ 

霊と 異なる ものな きに 非す。 此れ T ゴ の 小說！ むに 當 りて 吾人の、！」 じ" る"" 

常て 田 f  く、 佛蘭 西の 人民 は囊 上の 露甚 しく、 風俗の 悪しき善ふ に 忍び さる：： まり；： ^ 

前 ^ 實と 愛と に 管て 卷觀 るに、 此の 靈 ちに 非な りと 謂 拿- f るべ し。 ぎ ども 全 U 

0X1 富 lis 持 せんこ， II 参。 s^i^H. 

ら t 國カ 旺盛に して、 失敗 I の 創 I みに 癒 ゆるの 元 氣 あり。 nf^n^ 

台の 著者 ジェ 丄ス • ブライス 氏、 曾て 余に 語りて 曰く、 佛舊は 土地 甚だ ii なり 

臭儉 の 風に 富む。 上下 推な 並べて 飲食の 慾 寡く 博 節の 習俗 を 貴め たりと。 之に 加 ふ、 るに ^ 國 

舞 i とし、 華奢に 流れ、 g 浮薄の 風 を 極めた る 國都巴 里 を I として、 s?n 

I。 之に 反して 普通人 民の 間に は、 淳朴の 信仰 今尙 ほ存 する もの ある を 知る。 余ぐ 「hu じ to 

ブル」 を菅 及び、 11 曰く、 進 靈氣は 観、 ^^^H. 

II ふべ しとい？、 其の社會は全 く 腐敗 したる i。  I^B^^^yn 

てきす。 之 t 洋の 或る 5 に 比すれば 霄同 曰の 論に 非ざる なり 一画 文 S その 

暖 ^ り。 其の， ヴィ ク トル . . I コ其 人の 如き、 正義の 精神 擎 として 犯す ベ 力らざる 著き 

を 生じ、 其の 襲なる 小 說を 愛 零る 人民 夥しく 住居す。 此れ 何れに か 健 食 f  f^utl 

の 一 ，非す して 何ぞ や。 「レ. ミゼラブル」 の 如き 意匠と、 其の道德 上の II よ す洋 人の ^ 

に；； も 人る 可から ざる ものに 非す や、 基督 敎の感 化を蒙らざ る 人民 は蜃 に又饗 に、 「レ • ミ 


ゼラ ブル」 を愛讀 玩味す る こと 能 はざる べし。 佛蘭 西が ヴィ タトル • ュ ，ゴを 生 出し 其 人民が 是の 

如き 小 說を愛 請： する 間 はたと ひ 疲弊せ りと い へど も、 尙ほ 健全なる 部分 を存 し將來 快癒の びお 無き に 

非す。 知らす， 今の ゾラ は 佛國正 銃の 嫡子なる か。 目下 其の 人民の 好尙 はュ. 'ゴに 在らす して、 ゾ 

ラに 在る 乎。 國 運の 定まる 所 此の ー點に 在りと 謂 はざる 可から す。 文 學の世 道に 關 する 亦 大 いなる 

哉。 蓋し 「レ *ミ ゼラ ブル」 全篇の 精神 は獻身 犠牲の 精神な り。 其の 愛情の 活劇 至妙の 境に 達した 

りと 謂 ふべ し。 ジ ヤン • バ ルジ ヤンが 羅馬敎 の 監督 ミリ N ル の 愛に 救 はれて 至誠の 善人と なり 千 苦 

萬勞の 中に ファ ン ティ ヌ、 コ ゼット 及び コゼ ットの 良人と なるべき 壯士を 救援 保護した るが 如き、 

讀者 をして a つ 泣き、 a つ 怪しみつつ、 慈愛の 秘義を 感ぜ しむべし。 ジ ヤンつ、 ハルジ ヤンが 無辜の 人 

？ 5 ほ  お ほ 

を 救 ひ 出さん が爲に 今日まで 隱し 果せ、 また 人間界に 於て は 盡未來 際まで も 隱し果 すべき、 自己の 

舊惡を 暴露し、 好んで 樂地 をいで て、 苦 地に 就きた るが ごとき、 以て 懦夫 をして 起た しむ 可き な 

り。 此 等の 觀念 思想 は 皆 受難の 救世主 を 標準と する より 出で 来れる ものな り、 ヴィク トル • ュ ー ゴ 

の 基督 敎に對 する 精神 は、 まだ 至らざる 所 ありと いへ ども、 其の 說を 照らす 道 德の光 は カル バリ ー 

山上の 十字架より 發し 來れる ものと す。 

余 曾って 英國の 名士 サ 1* チヤ ー ルス • ヂルク 氏が 男女 間 を 支配すべき 正道 を 犯し、 大いに 不潔な 

る行狀 ありし とて、 痛く 世人の 擯斥す る 所と 爲り、 殆ど 社會に 身を容 るる 餘地 無き が 如き 悲慘の 境 

あ たら 

界に 沈み、 可惜 有爲の 才資を 以て、 無 爲暗黑 のうちに 生きながら 埋沒し 去られた る を 見たり。 此事 

ヴィク トル *ュ —ゴ  一二 


* ウィク トル • ュ ー ゴ 

たる や 英國の 人民が 男女 間の 德義を 重ん する こと 厚く、 其の 理想 東洋の 社 會に比 ぶれば、 超然と し . 

て、 高尙 なる もの あるの 一 證と爲 すべきに 似たり。 余輩 此に 至りて、 欽 羨の 情、 轉た禁 する こと 能 

は ざり き。 然れ ども 退いて 之を考 ふるに、 此事實 は 甚だ 美な りと 雖、 此の 嚴正莊 重なる 道德の 制裁 

のラ はるる と 同時に、 慈愛の 精神 社 會に充 ちて、 春風の 氷雪 を 融解す るが 如く、 北 ハの禾 氣溫容 きく 

罪人 を鈹 舞して、 侮改反 正の 途に 就かし むる もの ある を 要するな りソ 家に 蕩子 を歡 待して， 菩んで 

其 の罪を赦 さんと 欲する I 父な く、 唯 厳正に 失し 他 QIS むる に、 汲. -I 彼の 擎の 如き 

ものの みなる とき は、 異鄕の 寂寞なる も、 之 をして 故山 を懷 はしむ るの 力無く、 また 賴み少 き友ノ 

に 身 を 寄せ 犬 豚と 居 を 共に し、 食 を 同う する の 苦境 も、 之 をして 起ちて 父に 歸 るの 志を發 せし むる こ 

と 能 はざる べし。 英國 人民の 道德に 於る、 實に是 の 如き 弊 あるが 如し〕 君子の 惡人を 待つ は、 恩威 

並び， はれざる 可から す。 社會が 不義 を 正し. 邪を擯 くる は、 宜しく 基督の 塞 殿を濟 せる もの を驅 

るに、 鞭 を 以てした るが 如く、 パリ サイの 小人 を 罵りて、 ，類と 爲せ しが 如くなる 可く、 また 姦 

管 犯せる 婦人の 罪を赦 して、 切に 其 の將來を 訓戒した るが 若く、 前日の 非 を 悔い、 SS に歸ら 

んと 欲する 盗賊に は、 約す るに、 ともに 樂 園に 居らん こと を 以てせし が 若くなる 可し- 彼の 道德上 

の 貴族 主義 を逞 うし、 極めて 偏き、 据 傲なる 自稱 君子の 充滿 する 社會. 天 は 己に 之 を赦す も、 ノ ほの 

徒 法 を 以て 濫りに 稅 I 人 を 導 せんとす る パリ サイ 一流の 人物 横行す る 天地 は、 惡 をし S 々惡 

こ g らしめ、 小人 をして 愈々 小人なら しめ 、偽善の 風を釀 生し 似而非 仁義 を 助け 成す ものな り。 ヴィ 


ク トル •  rll ゴ 天性 弱 を 哀れみ、 屈 を 仲べ、 枉れる を 直く せんと 欲する の 義氣に 富めり。 彼 は 平民 

の 友な り 寡婦の 保護者な り 孤兒の 父な り。 善に 歸 らんと 欲すれ ども、 社會の 苛酷なる 制裁の ため 

に、 泣々 自暴自棄の 地位に 居る もの を 見れば、 彼 其の 不幸 を 偶れ みて、 奮然 社會 の不當 なる を 憤り 

其の 缝俠 心の 發 する 所、 文章と なりて、 時に 慷慨 淋- おの 筆、 能く 世の パリ サイ 主義 を 罵倒し 叉 時に 

其の 諧雜武 毅の辯 は 能く 世の 不當 偏隘 なる 小 公平 を 嘲りて、 辯 護に 餘地を 遣す 所 無し。 「レ • ミゼラ 

ブル」 の 全篇 は是の 如き 精神に て充ち 溢れたり。 究 屈なる 道 德論を 憤りて 無 爲の敎 を 立つ る、 老 

腆莊周 其 人の 如き あり。 蓋し ヴィ タトル 。 ュ ー ゴ の藤槪 は、 古來 博愛 達識なる 君子の 同感 を 表する 

所な りと す。 英人ジ H ムス • ヒ ント ン氏八 九 年 以前 一 奇書 を 著 はす d 題して 破 法 者と 云 ふ。 其の 所 

論の 歸結 は、 以 上述ぶ る 所の ものと 大同に して 小異 あるの み。 余輩 は 15^ 々紛々 たる 人類の 議論に 於 

て 此の 主義 を 見る のみに 非す。 基督の 行實 言論 は、 慈愛の 氣赦 罪の 勢力 を 以て、 世の 悪に 勝ち、 邪 

を 制する の大 g を敎 示す るに 外なら ざる を 知る〕 此の 精神 を 以てする に 非 ざれば、 悪を滅 し、 罪 を 

亡ぼす こと 得て 望む 可から す。 

ヴィク トル *ュ ！• ゴ はルソ ー 等の 謹說に 似た る 僻見 を懷 くもの，. 如し。 其說の 大意に 曰く、 人の 

性 は， なり 一個人の 誰彼の 差別 無く、 皆 正しから ざる は 無し。 社會之 をして、 惡 ならしむ るの み。 

故に 制度 を 改造し、 社會の 組織 を 改良 するとき は、 黄金世界 敢て 望むべからざる に 非す。 a; 正なる 

政理 に^き 高 明なる 社 會學の 法則に 據 りて、 普通 共和の 邦國を 作り出さば、 贫困者 跡 を 絶ち、 刑罰 
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m うる 所な く、 四海 波靜 かに、 天下 泰平 福祥荐 りに 至る の 日 を 見ん こと 疑 ひなし と、 孟柯子 は 性 

善の 說を はて、 道 德を修 むる の 熱心 を 養 はんと 試みたり。 今ュ ー ゴの言 ふ 所 之と 異なりと いへ ども 

着眼の 所在 また 似た る 所 無き に 非す。 其の 精神 ゃ嘉す 可く、 其の 慷慨 や 實に尙 ぶべ しとい へど も 

比れ ュ ー トビ ヤー 1^ の 妄想に 過ぎざる べし。 社會 何故に 邪曲なる か、 衆人 何故に 不公平な るか。 余輩 

は 一節 人 業に 已に 邪曲 なれば なり、 不公平 なれば なりと 云 はざる を 得す。 眞實の 外に 堅固なる 利益 

を與 ふるもの なし。 眞實を 誇大に 稱 する も 非な り。 眞實に 及ばす して、 之 を 不完全に 說 くも、 非な 

り。 4^ の 苟孟の 性 論の 若き は、 過不及の 間に、 至 理を失 ひたる ものと す。 ュ ー ゴ の說、 ー應は 其の 

理 なきに あらす と雖、 其 言 ふ 所 或 ひ は 眞實に 及ばざる もの あり。 其 害悪 を擧げ て、 悉く 之 を 社會の 

責 S ニ歸 せんとす。 是れ 眞實に 過ぎた る ものに 非す や。 .1 侗人を 以て 全く 善な りと す。 是れ 眞資に 

過ぐ ると 同時に また 之に 及ばざる ものに 非す や。 ヴィ タトル *ュ ー ゴ 未だ 罪惡の 性質 を 霧 かにせ す 

-.^ 生 を 察する に 精なら ざる 所 あり。 其 謬見に 陷れる は 此の 欠 點の存 する が爲 のる ， 

世に 寫實 文學 なる 者 あり。 之を唱 ふる *f は單 に社會 人物の 實際 を畫き 出す を 主として、 其 尙ぶ 

理 i の 境に 在らす。 此の 輩 をして ュ ー ゴの小 說を讀 ましめば、 是れ 異常 的な り、 想 想に 倾け 

る 者な り。 佛蘭 西の 文學に 起れ る 近来の 變鴻を 見れば、 ュ，. ゴ 一流の 小 I れて 極端に 走れる 寫實 

氏の 小 說家ゾ ラ の 徒、 勢力 を專 にした るが 如き 有様な きに あらね ど、 是れ體 くの 反動に 過ぎす ^想 

派の 勢力 を 得る に 至らん こと 期して 侯つべし。 旣に其 徴候と して 見るべき 變化 起りつつ あるな り。 


本年 四月の 『フォ ー ト ナイ トリ • レヴ. - 』 に 曰く 

『佛蘭 西 は 今日 理想の 必要 を感 する こと 切なり、 唯 物 說を補 ふに 理想 を 以てすべ きの 時 至れ りん 

寫實の 醜態 は文舉 を踩躪 せり。 理想の 美 は 搏 ぴ其 聲を發 ちて 佛 人の 眠を醍 さんと 欲す るに 似た 

り。』 ビ ！-參ド， ブ リ ー 氏 

啻に 佛蘭 西に 於ての みならす、 英に 於ても、 米に 於ても、 異常 的 理想 小說の 勢、 俄かに 增 加した る 

は 疑 もな き事實 なり。  一八 九 〇 年 六 S  (H 木 評 論) 

トルストイ 伯 

露 西 亞に絕 倫の 名士 あり" トルストイ 伯と 云 ふ。 其の 名聲 雷の 如く、 文舉の 世界に 嫌き わたれ 

り。 伯 は 文章の 大家な ひ。 經 世の 志 厚き 有 爲の士 なり。 敬虔の 念に 富める 宗教家な り。 之 を 如何な 

る 地位に 置く も、 稀世の 大人物 なること は 蓋し 疑 ふ 可らざる なり。 

武 人 

.  カザン 

伯 は 一千 八 百 二十 八 年 露 國のッ ゥラに 生る。 長す るに 及び、 有名なる 華 山の 大舉に 人り て、 擧藝 

を 修めたり。 年 二十 三に して 身 を 軍籍に 人れ、 砲兵の 士官と なりて 驍將ゴ ル チャコ フの 部下に 屬 
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し、 時に、 聖彼得 堡の任 所に 在りて 華麗なる 交際 社 會に出 人し、 時として は 舊都ー 斯 加の 營に駐 ま 

りて、 泰平の 月 を 眺めたり。 貴族に して 武人な り。 其の 豪 蒜 想 ふ 可し。 伯が 武人 を 以て 安樂なる 生 

匿を^；きるの日は、 永遠に 亘る こと を 得す。 偶々 土 耳 古の 事 起 ひて、 英怫 同盟の 軍勢 タリ ミヤに 攻め 

来り、 セ バスト ボ ー ルの戰 ひま さに 酣 なり しかば、 伯 身 を 挺して 國 難に 赴き、 黑 海の 濱荒凉 慘然た 

る 原野に 出陣して、 戰 鬪に從 事せ り。 トルストイ 伯の 出身 また 壯 なりと 云 はざる ベから す。 

文 人 

伯の 自著なる、 『余が 吿白』 に 曰く、 余 は 年少く して 善良の 人た らん を 求む るの 志し 無き に 非 さ ひ 

しか ど、 血氣 熾ん に、 情慾 甚だ 强く、 然も 道德の 途上に 於て、 師傅 同行者た るべき ものな かりき。 

故 を 以て 放恣 無頼なる 一 少年と はな ひぬ。 余は戰 時に 於て 屡々 決 鬪を祧 みて 他人 を 傷け しこと あ 

り。 詐僞 賭博、 其の 他 醜行 を爲 したる こと 枚擧 する に遑 あらざる なりと。 

お- J 

此の 無頼なる 十 年間に、 トルストイの 文名 漸く その 萌芽 を 見 はし、 試みに 著述す る 所 ありし に、 

讀 者の 稱揚思 ひの 外に 出で たり。 斯くて タリ ミヤの 役 終りし は 伯が 二十 六 年の 時な り。 文事 上 初 度 

の 經驗、 意外の 成功 ありし に 勇氣を 獲て、 功名の 念 勃然として 禁 する 能 はす、 伯は洛 陽の 天に、 そ 

の 文名 を 飛揚せ しめんが ために、 聖彼 得堡の 都に 上り、 文 .§ の 間に 身を投じたり。 伯が 文學士 

の 藤 史は實 に 此の 時よ ひ 始まれる ものな り。 

テ 一一 ソンが 『美 術 宫』 と 題せ る 詩に 左の 一 節 あり。 


文士の こ \ ろ は ひたすらに 

章句 文字のう る はしき 

殿の すま ゐに餘 念な し。 

みづ から 曰くた まし ひよ 

一任 この 世界 は忙 はしく  . 

や 

轉々 回ぐ り 休ます とも 

汝 はた、 獨り 此のとの に 

王者の ごとく やすけ かれ。 

蓋し 文 は 人類の 粹を 以て 自ら 任じ、 好んで 人の 師 となり、 文 を 弄し、 美に 耽りて、 黄鳥の ご 

はる 

とくに 謳 ひ、 櫻 花の 如く 爛漫たる 文舉 の， a; を 織.^、 神 代の 民の ごとく、 雲井 杳 けき 高 天が 原に 住居 

する の 弊 あり。 之が ために 反って 人生の 眞味を ■ 嚼し 得す、 知らす して 人に 敎 ゆれ ども 自ら 知ら ざ 

る を 知らす。 醉 るが ごとく、 睡れ るが ごとく、 可惜 此の 光陰 を 費し、 粹 美の 二字 を 以て 一生の 骨子 

とす。 ゴ H テは 文舉の 英傑な り。 然れ ども 彼 は 常に テ 一一 ソ ンの 所謂 美術 宫、 九重のう ちに 住居 を爲 

したる ものな り。 彼は絕 倫の 智者な り。 然れ ども 嬰兒の 如き 智惠に 至りて は 其の 未だ 嘗て 有せざる 

ところな り。 彼が 思想 深から ざるに あらす、 然れ ども 其の 深き は H 文 天上 帝の まへ に 頭 を 俛れ、 前日 

へりくて 

の 非 を 哀しみて、 身 を 塵埃のう ちに 謙卑 るの 種類に は屬 する ものに あらす。 彼 は 地の 事 を 知り、 地 


の 意義 を覺れ ども、 天の こと、 及び 人類 以上の 事に 至 ひて は 其の 意義 を 感得した る ものに 非ざる な 

り。 焉んぞ 能く 人類の 師 たる を 得べ けん。 

伯 はは じめ 此等】 流の 文士と 提携して 運動し、 其の 著述の 報酬た る 名譽と 黄白と を 得る こと 少か 

らす。 爲カに 場々 として 自得の 色を呈 はせ ひ。 斯くてお よそ 三年 を經る 程に、 從來の 生活に つき、 

何と無く 飽き 足らぬ 心地 を 懐く ことと はなり ぬ。 伯 蓋し 想へ らく、 文 f の 集合 は 廠狂院 に 異なら 

す。 彼ら は 已れを 知らす、 人 を 知らす、 人世の 何もの たる を 知らす。 而 うして 天下の 師 たらん と擬 

す。 普通人 民 は 彼らの 著述に 注意す る こと 稀れ なえ 文 舉者互 ひに 相 褒貶して、 或は 喜び、 また 或 

は 怒る。 千 百の 印刷人 夜 を 以て 日に 繼け ども、 書籍の 供給 尙ほ 乏しき を 告げん とす。 世の 文 a* は 

如何な 濃き 酒を飮 みたる にや。 何ぞ 其の 狀 態の 醉 狂人に 類す る こそ 甚 しき やと。 

更に、 い を 潜めて、 廣く 世界の 有様 を觀 察する に、 生命 は 何の 所より 來り、 また 何の 所に カ往 く。 

茫乎 として 雲霧のう ちに 在る が 如し。 世人 皆 進歩 を尙 ぶ、 即ち 曰く 社會は 進歩しつつ あるな り。 文 

化の 極 は 完全の 極な り。 何ぞ この 完全 を 求めざる と。 然れ ども 仔細に 觀來れ ば 吾人 は 進歩して、 例 

れの 所に 達せん と 欲する や。 一葉の 輕舟 風に 擊 たれ、 波に 搖られ て、 水面に 在り。 舟に 在る もの 相 

問 ふて 曰く、 何れの 方に 向って 之 を 進めん かと。 或 人 答へ て 曰く、 吾人 は 風浪の 持ち去る 所に 往カ 

ん のみと。 噫 これ 滿 足すべき の 答に 非ざる なり。 トルストイ 伯 は 端な くも 此の 疑 題に 撞着し、 中々 

こ、. を ：1=^ きて 憂悶のう ちに 日月 を經 過せ り。 如 ふるに 年 尙ほ少 き 兄の 死 は、 之 をして 生死の 問題 


を 忘れ ざら しめたり。 袋 愛の 妻、 最愛の 子な りと 雖も、 生命の 理を 窮め、 事業 を爲 すの 所^ を 知る 

に 非 ざれば 滿 身の 勢力 拔け 去りた るが 如く、 志 も精祌 も、 何れに か 飛び 失せた るに 異ならす。 伯自 

ら 常時の 胸中 を 叙べ て 曰く、 余が 生命 は忽爾 として 中止せ り。 余 は 眠らざる に 非す、 飮 食せ ざるに 

あらす、 然れ ども 余のう ちに は 生命の 元氣無 かりし なり。 余 は 憂 餺 の情堪 へがた く、 自殺す るに は 

如かず と 忍 ひたる こと ありし 程な りと。 

S ふに 伯の 惑 ひ は 前. ぽ の僉 ひとして 思ひ惱 みたる ところな り。 古へ より 世人が 之 を 解きて 心 を 安 

ん ぜんと 試みた るの 方法 蓋し 四つ あり。 せ： (の 第 一 は 

無 識 に 安ん ぜんと 欲する に 在り。 人皆シ ョ ぺ ン ハウ H ル にあら す。 また 西 行に あらす。 尋常の 人 

は 人世に 斯 くの ごとき 疑 題 ある こと を覺ら す、 空漠た る 心 胸を懷 きて、 徒らに 此の世界 を 過ぎん と 

す。 彼等 は」」 II 人の 蛇に 怖れざる 如く、 無學を 桐と し、 無智 を鏜 として、 苟も 快 樂を抱 持 せんとす 

る もの り。 此の方： £ 固より ％ し、 吾人の 依賴 する を 屑し とせざる ところな り。 況んゃ 已に覺 りた 

る もの を 忘る る は 到底 吾人の 能くすべき 所に あらざる に 於て を や。 無識 によりて 安き を圖 らんと 欲 

する も 得べ からす。 せ： (の 第二 を  . 

ェ ピキュ ラスの 快樂 主義と す。 夫れ 吾人の 世に 在る や、 志 ー窮 にして 世に 在る の 日 I* だ 短 か 

し。 古人 燭を luii- りて &k 遊べる も 亦 故 ありと 謂 はざる ベから す。 髮爲 レ愁先 白ク、 額 因 レ醉暫 紅シ、 此時 

無, 二 f 二. 可 計奈ニ 秋風？ 鬧 めて 自得せ る 大人と なり 得すん ば、 醉 ふて 酒 中の 仙と なるべし。 飮め、 我 
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汝に議 せん。 来れよ、 我と 偕に 美酒 を 酌めと。 古今と もに 快 樂キ： 義の徒 は聲を 合せて 此の 福 昔を唱 

たの 

へ、 以て 人生 嘆 を 免れん と圖れ り。 曾て その 主義の 主唱 者たり し 一人の 言に 曰く、 此 において 我 喜 

樂を讃 む。 蓋し 飲食して 樂 しむに 優れる こと は、 日の 下に あら ざれば なり。 人の 勞 して 得る もの \ 

中、 唯 これの みぞ 生命の 存 する 間 身 を 離れざる もの なれ。 …… 汝往 きて 喜悅を もて 汝の餅 を 食 ひ、 

樂 しき 心 を 以て 汝の 酒を飮 め、 衣 をして 常に 白から しめよ。 汝の 頭に 膏を絕 えしむ るな かれ。 此の 

空の 空なる 生命の 存 する 限り、 汝が 愛する 妻と ともに 喜びて 日を暮 すべし。 凡そ 汝の 手に 堪 ふるこ 

と は カを竭 して 之を爲 せと。 然れ ども 吾人 は 快樂を 以て 天性 を滿 足せし むる こと 能 はす。. 快 樂の福 

音 は 堅固な る 安 慰を與 ふるもの に 非 ざ るな り。 其の 第一 一 一 を 

自， とす。 家に 火 あり。 何ぞ急 はしく 之 を 出で 去らざる を 得ん や。 望な きの 世界に^ 無き の 一身 

を 托し、 造化の 狡兒 をして、 我 を 弄せし むる は、 潔く 死 を 決する に 如かす と は、 是れ 自殺 論者の 默 

くと ころに あらす や。 これこれ を 救世の 福音と 謂 ふ。 我 未だ 此名稱 の 當れる を 知らざる なり。 其の 

第 四 を 

眞 正なる 宗敎 とす。 幾分 か 天 を 知る に 非 ざれば 地 を 知る こと 能 はす。 神 を 信す る ことな くんば ま 

た 人 を 信す ベから す。 死 を理會 すると ころ あるに 非 ざれば、 此の人生^^^理會すべからす。 望の 眼 を 

天外に 改た ざれば 之 を 地に 繋ぐ こと 能 はざる なり。 トル スト ィ伯 は今渐 くにして 此の 眞理に 到達せ 

ん とす。 


眞理を 悟れる トル スト ィ伯 

細！ のうちに、 虔誡 篤信の 徒 ありて、 能く 安心立命の 道 を 維持せ り。 伯 は 人生に 關 する 疑 題に 惑 

ひて 之 を 決する こと 能 はす、 千 思 萬考、 其の 解說を 求む るの 際、 細民のう ちに 此の 著る しき 事實ぁ 

る を 見て、 忽然と して 萬 疑 氷解す るに 至れり、 即ち 悟 ひて 曰く、 信仰 は 人生の 意義 を 了解す るの 關 

鍵な り。 陰， 卬は 生命の 力なり。 信仰 は 人の 生命に 與 ふるに 著明なる 意義 を 以てす。 之に 由り て 生命 

に 光輝 燦然た る もの ある を 見るべし。 我の 世に 生れし は 決して 偶然に 非す。 且つ 我 を 世に出し たる 

もの は 萬 物の 大原 なりと 謂 はざる ベから す。 之を稱 して 神と 云 ふ。 余 之 を 信じ. 之に 依り、 之に 一 

致して 心氣 健かに、 胸中 春の 如き を覺 えたり と。 

伯 は是れ より 着々 歩 を 進めて、 犧牲 献身の 道 を 悟り、 華美 驕奢の 風 を 去りて、 衆人の ために 奴隸 

たるべき の 大義 を 奉じ、 言論に、 實 際に 之れ を唱 へて 息まざる なり。 其の 言に 曰く、 曩に 信仰の 道 

余に 臨めり、 余 は耶穌 の敎を 信じて、 性行 ー變 せる を覺 ゆと。 余輩 伯が 心に 固執し、 實 際に 應 用せ 

ん と熱衷 する 主義の 何もの たる を 見ば.. その 性行 一 變 せりと 云へ る ことばの 誇大なら ざる を 知る ベ 

し。 伯の 奉戴せ る 道 を 分ち て 左の 五條と す。  ， 

第一 衆人と 和らぎ、 何人 をも輕 蔑す る こと あるべ からす。 

第二 淫慾 を恣 にせす、 離婚 を 許す ベから す。 男女 各 一夫 一 妻の 道 を 確守すべし。 ， 

第三 祌 明に 訴 へて 誓言 を發 すべから す。 
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第 四 暴行 者に 向って 腕力 を 用う ベから す。 非行 者 を 罰せん こと を 求めす、 唯 鉋まで も是を 忍耐 

すべし。 

第五 內外國 の 怪別を 全く 廢滅 して、 一視同仁の 大義 を實 行すべし。 

白の 說に 據れば 以上 五つの 規箴は 山上 垂訓の 神髓 なりと す。 余輩 はこ、 に 其の 解決の 當否を 論ぜ 

ざるべし。 また.^ の 五條 果して 眞理 なるや 否や を 論ぜざる べし。 然れ ども 伯が 之 を 以て 救世の 幅 音 

となし、 其の 主義 を 一身に、 社交に、 ー國の 政治に、 列！： の 交際に 普く 實行 せんこと を 期す る は、 

天下に 隱れ 無き 事實 なり。 故 を 以て 伯 は 常に 農民の 友、 勞働 者の 伴侶と なりて、 國 事に 盡 すと ころ あ 

るな り。 余 は トルストイ 伯の 小說 及び その他の 著書 若干 冊を讀 みて、 その 所見 性行 を 略記せ り。 伯 

は快濶 なる 男兒 なり。 胸中に 無聲 の感覺 思想 欝勃 として 禁 する こと 能 はす、 胸襟 を 寛げ、 滿 腔の 熱 

. ^を 絞りて、 之 を 文字の 上に 發 表した るな り。 故に その 文ゃ藝 術の 細則に 束縛 せられす 其の 小說の 

美 は 自然の 長江 大河 を觀 るが 如く、 高山 峻嶺の 雲に 聳 ゆる を 仰ぐ が 如し。 伯 は 社 食の M 首 者な り。 

眞理を 傅 ふるの 天職 を 奉じた る 人な り。 小說は 其の 頂 曾 を 四方に 傳へ、 萬 民を敎 へんと 欲する の 手 

^に 過ぎざる なり。 伯 は眞實 無妄、 熱心 燃る が 如く、 其の 口に 說き， 筆に 唱 ふる 所 は 忌み 憚 かる 所 

なく、 至る ところに 之 を實行 せんと を 試みる の 人な り。 口に 逸樂 安居 を 咎め、 筆に 一 視 同仁の 大義 

を昌 ふ^ば、 自ら 進んで 農民の 群に 入り、 糞土の 間に 起居し、 手から 耕 転に 從事 すと 聞く。 其の 節 

淸烈責 ぶべき に 非す や。 伯 は 剛勇 不撓の 士 なり。 其の 主義の ために 如何なる 結果 ある を も 顧み 


す、 水火 も 刀 鋸 も 之 を沈默 せし むる こと 能 はざる べし。 トルストイ 伯 は寫實 小說の W 擘 なり。 其の 

社 會の實 際 を 寫すゃ 理想の 熱情 內に 溢る」 の 心 を 以てせり。 故に 其の 小說は 時として 傳奇 異常の 態 

を 帶ぷる こと あり。 日本の トルストイ 何處 にか 在る。  1 八 九 0 年 七 日本 評き 
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上 

明治 十四 年 二月の 頃な りしと 覺ゅ。 東京の 諸 新聞に 記せる 歐洲 電報の 一節に 曰く、 トマス • カァ 

ライル 死す と。 唯 之れ 一個の 著述家の み。 而 して 其の 死す る や、 急報 を 萬 國に傳 へ、 絕 東の 日本 ま 

た遙 かに 之れ を その 新聞紙 に 轉 載せ り。 カァ ライルが 當 世の 文豪たり しこと 知るべき のみ。 

國亂れ て 忠臣 出で、 世衰 へて 賢人 現 はる。 天 之 をして 人 を 救 はしむ るな り。 驚し 邦國の 歷史、 新 

陳交々 代る の 時に 際し、 前途の 經綸 未だ 明かなら す、 人民の 自ら を 信す る こと 薄く、 將來の 期 望 確 

として 定る所 無く、 國 民の 歸趣 天職 何れに 在る や を覺ら す、 茫然 漫然、 心なら す も 五里霧中に 彷徨 

す、 此れ 最も 危殆なる ときに あらす や。 明らかに 其の 時勢の 性賈 及び 1? 耍を 知り、 胸中に 國家 前途 

の 經綸を 抱き、 人民の 趨向すべき 所 を 示す の 能力 ある 大人物 現 はる.^ こと 無くん ば、 此の 國 民の 

將來 だ覺束 無しと 謂 はざる ベから す。 現實の 事物に 安堵し、 服 前の 狀 態に 眠り、 衰亡の 徴、 腐敗 
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の萠、 已に 其の 間に 伏在せ るに も 心 付かざる 人民 は、 明哲の 士 出で、 大聲 疾呼して、 北ハの 無明の 夢 

を 破り、 之に 其の 理想 を敎 示せざる ベから す。 國 家の 有様、 徧首已 に 疾を忠 ひ、 全心 已に闲 備^し、 

足の 跖 より 首の 頂に 至る まで、 毫も 痊 えたる ところな く、 唯 だ 傷 損し、 腐敗し、 創痕 身に 充 ちて、 

シ オン 

未だ 之 を 合せす、 未だ 之 を 束ねす、 未だ 膏を 以て 之を柔 かにせ す。 遠 人 之 を 侮り 掠め、 所謂 郇 山の 

女 は 王の 瓜田の 廬舍の ごとく 遣 されん とす。 天下 聖地の 『プ a フ さト』 (代宣 者 即ち 天意 天命 を 明示 

する 人の 義) を 要する こと、 此の 時の ごとく だしき は あらざる なり。 往昔 イスラ H ルの 民族、 埃 

及に 覊 旅する こと 四百 餘年、 言 ふべ からざる 虐待 を 被 ふり、 奴隸 たる 慘^ に陷 りし も、 天述 循環し 

て、 終に 此の 專 横の 鄕土を 離れ 去り、 將にカ ナンの 地に 於て 自由 獨 立の 樂園を 開かん と 欲す。 途次 

ァラ ビヤの 曠野 を 過ぐ。 無限の 悲慘、 動もすれば 氣衰へ 志 失せて、 岐路に 走り、 迷 律に 出ん とする 

の 恐 あり。 天 之 を 救 ふに 神妙なる 火光 柱の ごとき もの を 以てし、 之 をして 其の 陣前を 照らさし めた 

り。 社會の 行路 また 此 くの ごとき 火光 を 要する もの あり。 余の 所謂 『プ フェツ ト』 即ち 此れな 

ちかから 

り。 トマス • カァ ライルの ごとき は 英國の 社會に 於け る 『プロ フェツ ト』 たるに 庶幾ん か。 

カァ ライル 資性 沈痛 武毅 にして 深く 誡實を 愛す。 夙に 當 世の 時弊 を 看破し、 自ら 任じて 忌み 憚 か 

る 所 無く、 之 を 指摘して 世 を 警醒 せんと 企てたり。 其の 『サァ トル • リサ ァ タス J1 に 曰く、 

今の 社 會には 社交の 觀念、 絕 えて 之 無しと 謂 ふ も 可な り。 今の 社會は 之を喩 ふるに 家 を 以てすべ 

からす。 無 乃 住む 人 多き 合宿所の 如しと 謂 ふべき か。 其の 交友の 至情 は、 徒らに 口碑に 倚 はるの み 


にして. 今の 世に は 信ぜられざる なり。 汝の 聖餐式 は 煙 吐く 酒 樓の飮 食に して、 其の 導師た る 人 は 

人な り 汝の 祭司 は 唯 血を甜 るの 舌 を 有する のみ。 汝の 高貴なる 嚮導 者 及び 治者 は 導く こと 能 

はす 四方に 聞 ゆる は 口々 に 報酬々々 と 呼ば はるの 聲 のみ。 吁 吾人 をして 汝の 嚮導 を 免れし めよ、 

h の 如き 光 は 暗よりも 闇 し、 { 且 しく 汝の 報酬 を 貪 ひて、 眠るべし。 

カァ ライル は 世の 無情に 成り 行く を 嘆き、 人の 虛僞に 流る &を變 ひ、 上下 推し 並べて、 飮食 利欲 

の 奴と なる を 哀しみた るの 人な り。 彼 は 一身の 力 を 振って、 之 を 攻撃し、 其の 矯正に 從事 せり。 

は 文章の 達人な り。 然れ ども 文雅の 道 はカァ ライルの 本領に 非す。 彼 は 自ら 任じて、 使徒の 講壇に 

立たん こと を 企圖 せり。 吾人の 之 を 批評す る も、 須 らく 其の 本領に おいてすべき なり。 . 

余 は 前 號の妒 上に、 トルストイ 伯 を 批評す るに 當り、 大いに 其の 眞實 なる を稱黉 せり。 蓋し 眞實 

は 大人の 美德 なり。 言論 を 以て、 世に 敎 ふる 所 あらんと 欲する もの は、 必 す眞實 ならざる ベから 

す。 慷慨の 文章 を 作らん 人 は、 單に之 を 思想す るの みに 非す、 自ら 其の 心に 於て 切に 之 を 感じつ、 

ある を 要す。 大人 は 過ちて 自ら を 欺く こと あらん。 然れ ども 知りつ」、 人 を 欺く こと 能 はざる な 

り。 其の 說く 所、 眞理に 非ざる こと 無き を 保せ す。 然れ ども 其の 之 を 信す るゃ眞 な ひ.、 濯な り。 其 

の 之 を 執. る や、 深し、 固し。 大人の 事業に 務 むる は、 苟 くも 功利の 念に 支配 せらる.， こと 無し。 其 

の 心 を 動かす もの は、 己が 天職の 觀 念と 人 を 愛する の 至誠と に 外なら す。 トマス • カァ ライルの 意 

見 は、 余の 悉く 賛成し 得る ものに 非す。 其の 說く ところ 間々 僻論 空理に 陷 りたり と 思 はる。 然れど 
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も 余 は 言々 其の 赤心に 發 する ものた る を 疑 ふこと 能 はす。 彼が 紙に 書す ると ころ は 巳に 其の 心に 感 

じたる 听 なり。 否、 彼が 心に 感じた る 所 は、 口に 筆に、 之 を 言 はざる を 得難き 人な り。 カァ ライル 

は 多 辯 を 忌む こと 蛇蝎の 如し。 處士橫 議を恣 にし、 舌 を 以て 國家 を經營 せんと 企つ る もの" 如き 

は、 其の 口 を 極めて 攻擊 すると ころな り。 彼 常に 沈 默の美 德を稱 嘆す。 然れ ども 自ら 沈默の 人たら 

ん こと は 其の 得て 能す る 所に 非す と 見えたり。 彼の 心 は 火山の 如し。 故 を 以て 烟を喷 き、 火 を 吐き 

て 止ます。 萬ー喷 出の 路に此 一一 少の 故障 あるとき は 遠近 を 鳴動す るに 至る" 彼 は 調和の 人に 非す。 故 

を 以て、 容易に 其の 一 百 論 を 節制す る こと を 得 ざり き。 其の 過失 を咎 むる や 少しも 寬假 すると ころ 無 

し、 屬 酷に 罵り、 殘 酷に 非 維す。 イタ リャの 名士 マツ ジ 一一 曰く、 『カァ ライル は 酷評 家な り。 ^^と 

も貪眞 實に發 し、 無 邪氣に 出づる ものなる を 以て、 魔 鬼と いへ ども 之 を 憤る こと 無 かるべし』 と，^ 

此れ 善く カァ ライル を 知れる もの k 言な り。 

(カァ ライル 多 辯 を 忌む、 之 をして 今の 日本 國に 在らし めば、 鬼して 何等の 說を爲 さんか。 吾が 

國は雄 辯 豪 談の國 に 非す、 饒舌の 國 なり。 國家是 より 益々 多 辯な らん。) 

次に 注目すべき はカァ ライルが 常に 其の 心 を 理想の 上に 注射せ しこと なり。 彼 は 眼前の 物 界に安 

居せ す、 常に 形而上の 理想 界を 眺め 居たり。 蓋し B ッ ク、 ホ I プ、 ヴォ ルテ ー ル等 諸氏 ありて より 

以來、 天下：^！；^然として佳物的の弊に陷り、 アダム *ス ミス、 ベンサム 等の 功利 快 樂の說 出で てよ 

り、 利己、 い を 以て 一身の 主宰者と 仰ぐ の 風 盛んな り。 トマス • カァ ライル 慨然と して 之 を 憂 ひ、 唯 


物的 文明の 光 然 たる 中に 立ちて、 能く 心 靈の價 値 を 推 尊し、 筆 を 極めて、 道 を 說き德 を 論じて 

倦ます、 製^者、 巨商、 及び 勞働 者の 前に 理想の 靈界 を顯彰 せり。 商人 曰く、 衣食 足らざる ベから 

すと。 製造者 曰く、 勞働者 をして 牛馬たら しむ も、 殖產 工業 を 務めざる ベから すと。 噴、 製造 盛ん 

にして、 人類 は將に 木石に 等し からん とす。 富國の 論. 起り て、 滔々 たる 天下 相 率 ひて 牛馬た らんと 

はするな り。 カァ ライル 之 を 見て 血淚千 行、 熱 腸 沸く が ことし。 大呼して 曰く、 汝互 商よ、 無 乃 人 

類た らんこと を 務めよ。 汝 製造者よ、 無 乃 心 靈を贵 びて、 自ら 人類と なり、 汝の勞 役者 を も 人類た 

る こと を 得せし めよ。 政治家よ、 社會 論者よ、 凡そ 制度 を設 くるの 最大 目的 は 物產に 非す して、 之 

を 作る の 人類 を 利す るに 在り。 吾人の 勤勞 は先づ 第一 に心靈 のためにして、 肉體を 次に すべし。 

製^者 思へ らく、 此の世界 は 一大 工場な り。 宜しく 心カ體 カを驅 りて、 物品 を 製作す るに 從 事せ 

よと。 カァ ライル 曰く、 『然 り、 此の世界 は 一大 工場な り。 然れ ども 其の 首 要なる 工事 は 心 靄の 上に 

在るな り』 と。 

S 商 は 曰く、 『此の世界 は 一大 市場な り。 宜しく 贩寶の 業 を 起し、 海の 魚と 山の 木石と を 交換し、 

財 を；：^ み- ぽを蓄 へざる ベから す、』 と。 カァ ライル 曰く、 『然 り、 唯 汝の眼 を 理想 界に 注ぎて、 之に 財 

を 精む こと を 第一 に 心 懸けざる ベから す、』 と。 

蓋し 世界 は 上帝の 世界な り。 吾人の 心 靄の 世界な り。 即ち 上帝の 宮 なり。 吾人の 心靈を 修養し、 

天 を拜 し、 無限 者に 親交す るの 聖殿 なり。 徒らに 物品 を 製作し、 厘毛の 得失に 怒 篤 嬉笑すべき ェ 
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場、 若しくは 布 場 を 以て 見るべき ものに 非ざる なり。 彼の 心なき、 製造者 販賣者 は、 之 を驅逐 する 

に 索の 鞭 を 以てする も 可な りと す。 (馬 太 ニーの 一二) 

天地 を 以て、 上帝に 事 ふるの 聖殿 なりと する の觀念 は、 甚だ 高尙な る ものな り。 此の 觀 念に，. ^〔住 

して、 始めて 信 も 望 も 愛 も 全き を 得べ し。 市場の 天地 美なる か。 聖 殿の 天地 美なる か。 余 は カァラ 

ィル とともに、 萬 有 を 以て、 -ー の聖 殿な りと する 觀 念の 上に、 生命の 礎 を 定め、 此の 天地の 美と 高 

崇威 做と を樂 しまん と 欲するな り。 詩に 曰く、 

萬 軍の 主よ 汝の帷 握 は 如何に 愛すべき かな。 わが 心 籠 はたえい るば かりに、 其の 大庭を 慕 ひ、 わ 

が 心、 わが 身 は 活ける 上帝に 向 ひて 呼ば ふ。  . 

やど リ  つぼ くらめ 

誡ゃ雀 は离を 得、 燕 子 は 其の 雛 を 入る」 の巢を 得たり。 

萬 軍の エホバ、 わが 神よ、 此れ 汝の 祭壇な り。 

さい は  - _ 

汝の 家に 住む もの は 福 ひなり、 斯る人 はつねに 汝を稱 へまつ らん 

その 力なん ぢ にあり、 その 心シ ォ ン の 大路に ある もの はさい は ひなり。 

か- らは淚 の 谷 をす ぐれ ども、 ！^^處を多ほくの泉ぁる處となす、 

また 前の 雨 はもろ もろの 惠を もて 之 をお ほ 广 り。 

かれら は 力より 力に す \ み、 途 におの く シ オンに いたりて 主に まみ ゆ。 

ばんぐんの 主よ、 わがね きごと をき- r たまへ、 ヤコ ブの 神よ、 耳 を かたぶけ たまへ。 


われらの 厨なる 主よ， みそな はして なん ぢ の受膏 者の 顏をか へりみ たまへ。 

なん ぢの大 庭に すま ふ 一 日 は 千日に もまされり、 われ は惡の 幕屋に をらん より は、 

寧ろ わが 主の い へ の I： 守と ならん こと を 欲 ふなり。 

めひヌ 

そ は H ホバは 日な り 盾な り、 H ホバ は 恩と えい くわう と を あた へ 、 

く あゆむ ものに 善 物 を こばみた まふ ことなし。 

萬 軍の 主よ、 なん ぢに 依頼む もの はさい は ひなり。 

此の 詩 は 意味深長 にして、 善く 聖 殿の 樂 しき を 述べた る ものな り。 人 若し 天地に 居住して、 此く 

の ごとき m あ 想を懷 くこと を 得ぱ、 トマス • カァ ライルの 知已 朋友と なること を 得ん。 

下 

トマ ス • カァ ライルが 政治 上、 社交 上の 事物 を 論す る や、 所見 間々 正 鶴 を 失し、 思想 漠然として、 

明らか ならざる ことなき に 非す。 然れ ども 其の 至誠の 覺悟、 確然た る 目的 は 凛 乎と して、 讀 者の 心 

に 臨み、 之 をして 深く 其の 疑 題に 注目し、 衆人の 思想 を喚發 する の 力 はなはだ 犬い なりと す。 此の 

篇に 於て、 政治 社交に 關 する 力 ァ ライルの 意見 を詳 かに 論す る は、 得て 望む ベら かすと いへ ども、 

其の 極概を 示す に 足るべき 一 二の 點を擧 げんと 欲す。 

トマス • カァ ライル は 佛蘭西 革命の 亂 後に 生れ、 ナボレ オン 一世が、 妄りに 兵馬 を界 して、 全歐 
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に 暴威 を 振へ る 最中に 成長して、 中年に して 大陸 を 震動せ る 一千 八 百 四十 八 年の 厄 歳に 適 遇し、 ク 

リ ミヤの 戰ひ、 ィ タリ ー の獨 立、 踵 を 接して 起れ る を 見、 アメリカ 南北の 大亂に 其の 頭腦を 揽亂さ 

れ、 老年に 至りて は ルイ • ナボレ オンの 帝阈 瓦の ごとく 摧け 去る を目擊 せひ。 之に 加 ふるに、 貧富 

の 懸隔お よび 資本 勞 働の 問題 は 志士 論客の 心 を 苦め つ、 ありき。 其の 經營 すると ころ 是 くの 如し。 

皮が 時事に 憤慨して、 救世の 策を講 す るに 熱心せ る もまた： S しむに 足らざる なり。 

sfm, の 潮流 は、 人類 を總 括す るの 大勢な り。 其の 向 ふところ 敵な く、 帝王 も贵族 も、 之に 從っ 

て、 其の 方向 を 定めざる ベから す。 ー阈の 民が 此の 潮流に 捲 かれて、 民政の 方針 を 取る や、 動 もす 

れ. ま、 代議士 其の 人 を 得る 能 はす、 智 なく 德 なく、 政治 を 論す るの 资格 なく、 金力 横行の 時 を 僥倖 

して、 政權を 左右す るの 地位に 昇り、 忌み 憚る ところな く、 其の 際限 無き 利 慾を逞 うし、 其の 傍 若 

無人なる 盧榮を 張らん とす。 カァ ライル は 民政 を 重ん する の 人な り。 然れ ども 其の 弊害、 此に 至る 

とき は、 實に 怖るべき もの ある を覺 知せ り。 

民政の 主義 は、 一人の 專 制に 反 對す。 また 一種 族の 政權 を專ら にす るに 反對 す。 國 民が 自ら 政 を 

議し、 自ら 政 を 行 ふ、 之 を 『デモ ク ラシィ』 と稱 す。 カァ ライル 思へ らく、 今や 封建の 遣 風 已に廢 

れ、 商工の 時代 將に闌 ならん とす。 所謂 中等 社會 なる もの、 大いに 時 を 得て、 高利 貸、 兩 替屋、 質 

屋、 相場師の 輩 狭 を 列ね て、 議政 堂に 上り 来れり。 我少 くして、 家 貧しく、 生存 競爭の 間に 種々 の 

艱難 を 甞め たれ ま、 金銀の 欠く 可らざる と、 其の 甚だ 重ん すべき を 知る。 然れ ども 堂々 たる 男子の 


圃 民に して ひたすらに 黄白 をのみ 贵み、 之 を 外にして は 天 も 人 も、 廉耻も 節操 も、 品格 も 威 傲 も 

一切 之 を 顧みざる に 至らば、 何の 害 か 之より 甚 しきもの あらん や。 英國の 貿易 は、 印度 を 略し、 ァ 

フ リカの 沙 1^ に、 太平洋の 波間に 植民地 を 開きたり。 其の 功 偉なら ざるに 非ら す。 然れ ども 英國の 

人民 は 企り に 蓄財に 熱心した るが ために、 其の 品格 を卑 くし、 其の 精神 を吝 かなら しめたり。 噫 止 

ぬる かな、 此の 拜 金の 徒 は 今日 吾が 英國の 民 を 支配し つ」 あるな り、 富裕なる 中等 社會 はお 權の名 

を 以て、 平民の 友と して、 長の 特權を 破り、 着- „< 進んで、 政權を 握らん とする に 至れり。 然れ ども 

J て 

額に 汗 を 流し、 粒々 辛苦 尙ほ 且つ 飢餓に 號 ばんと する 勞働 者の 慘狀を W る こと 無き に 仏たり。 斯に 

おいて、 富者と 貧者との 間に 恐るべき 問 隙 を 生じ、 嫌惡 怨恨 を 以て 相 見る こと、 はなり ぬ。 拜 金の 

福音 を 以て、 施政の 基本と する は、 英圃の 利に あらす、 また 天下の 益に あらざる なり。 曰く 低く 買 

ひて、 高く 之 を寶れ ば、 人の 義務 を盡 せるな り。 臣民の ために、 四方に 市場 を 開けば、 政府の 責任 

を盡 せる ものな りと。 此の 若き 主義 を 以て、 國家 百年の 長 計と 爲す は、 是れ亡 國の端 を 開く ものに 

あらす や。 單に 財を聚 むる を 以て、 其の 本職と する 國 民の 元 氣は、 之 を 統治す るに 不適 當 なりと 

す。 彼等 は强大 なる 勢力に 搲會 するとき に 畏縮し、 弱 國を處 する にあたり て は、 驕慢 無狀を 極めん. 

とす。 是れ巿 場の 懸引 を. 支配す るの 道德 なり。 苟 くも 國家を 經營 し、 列 邦の 交際 を 保つ に當 りて 

は、 少しも 價値 なきもの なり、 『目今の 政治』 の 著者- 1 コル 氏 曰く、 英國の 中等 社 會には 達識の 人頗 

る 多し。 宜しく カァ ライルの 忠吿 を容れ よ。 其の 勸吿 すると ころに 從 へば、 唯自國 の 權利を 主張し 
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て、 他の 弱國を 蹂躪す ベから す。 我れ 世界の 市場 を ま 配し、 商權を 握れる の 故 を 以て、 妄りに 一視- 

同仁の 大義に 托し、  自由貿易の 主義 を 揚言す ベから す。 平和の 福音 を宣傳 する 敎師英 國 より 出で、 

無名の 師を 遣く るの 戰艦 もまた 其の 軍港より 出づ と。 蓋し 斯の ごとくに 輕 薄なる 國民 は、 永く 其の 

强 盛の 有樣を 維持す る こと 能 はざる べし。 高尙 なる 志を懷 かす。 經國の 偉 略 を 有せす、 唯 黄金 をの 

み禮拜 する、 製造 議員、 貿易 議員の、 政治 を 誤らん とする こと 茶して 是の ごとくな るか。 數月を 出 

です して、 此の 首府に 群が ひ來 らんと する、 三百の 紳士 議員 は、 是れ 如何なる も のぞ。 余輩 は 之 を" 

恐れ、 之 を 憂 ひ、 悲喜 交々 雜 はるの 間に 之を迎 へ、 ； S 目して 其の 爲す ところ を 觀んと 欲するな り。 

カァ ライル は 一 方に おいて 右の ごとく 中等 社會に 忠告し、 また 一 方に おいて は責 族に 向って 勸誘. 

すると ころ ありき。 蓋し 平民の 勢力 日に 月に 盛んなる に從 ひ、 貴族の 地位 益々 薄弱に して、 微かに 

政治 上の 露命 を 繋ぐ もの、 ごとし。 上院に 屬 する 人々 之 を 安から す 思 ひ 貴族お よび 地主の 輩、 頭 を 

病まし めて、 己れ の 地位 勢力 を 維持 せんと 試みたり。 カァ ライル 曰く 何 ぞ必ら すし も贵族 的の ー讽 

を 形ち 作らん とする や。 何ぞ國 民の 全體に 同化して、 其の 高 なる 頭腦 とならざる や。 .§0; 族た る も 

のは國 民の 進歩、 社會の 改革 を 制 肘す るの 勢力と なる ベから す。 自ら 奮って 進歩 改革の 陣 前に 乘り 

出で、 當に國 利 民福 を 興す の 先登 者た る こと を 要す。 彼等 は 宜しく 種族 的の 爭氣 を脫 し、 名譽財 

產、 才擧 を擧げ て、 國務に 服 事 せんこと を務 むべ し。 生きん と 欲する もの は 死し、 死す る も 厭 は ざ 

るの 決心 ある もの は 生く るな り。 大 ならん と 欲する もの は、 人に 事へ よ。 衆人の 上に 立ん と 心懸く 


力け 1:: し プん ビス 

る もの は、 先づ 衆人に 蔡 へよ。 靑 雲の 梯は服 事に 在り。 名 譽の路 は 世に 役 せらる， -に 在り。 英阈 の 

*ー晨 をして 黨派 心を棄 て、 忠 實に國 民の 利益 を圖 らしめば、 人民 は 永く 其の 恩を德 とすべく、  ^！晨 

の 地位 大山の 堅间 なる がごと くな らんと す。 此れ 我が 國の 華族 を 警戒す る 頂 門 の 一 針に 非す や。 

何 を か 良 政と 云 ふ。 國 民の 俊秀なる もの 出で て、 賢明なる 政 を 布く、 之 を 良 政と は 謂 ふなり。 上 

に 公平に して 鞏固なる 政府 あり レ 下に 謹 厚に して、 法令 を責 重す るの 民 あり。 之 を 治まれる 國と謂 

ふ。 民政 主義の 人民 は より 四民 百姓の 同權 なる を 信す。 然れ ども 權 利の 同じき は、 才智 技能 其 他 

境遇の 同じき に 非す。 實 際に 國を治 むる もの 少なく して、 治めら る ^ もの 多き は、 是れ理 勢の 然ら 

しむる 所な らん。 帝王と 云 ひ、 *^ と 云 ひ、 代議士 大臣と 云 ひ、 其の 政權を 掌握す るに 至れる は 皆 

此の 现に 外なら ざるな り。 

ナボレ オン 曰く、 人民 は 之 を 使用す るの 力 ある もの、 器具な りと。 思 ふに カァ ライルの 說も、 ハ 

の歸 着す る 所 を 求 むれば、 之と 大いに 異なる ところ 無 かるべし。 彼お もへ らく、 政 權は之 を 握る に 

和當 せる 天才 を 具へ、 敎 練を歷 たる 人に 歸 すべき 害な り。 俊秀の 士、 天下の 英傑 は、 理當 さに 權柄 

を 握るべき 人な り。 彼等 は 政治 を 執る の 權利を 有す。 英雄の 士、 至誠の 心 を 推し、 善良なる 目的 を 

懷 きて、 政 を 執る とき は、 所謂、 權カ即 はち 權利 なりとの 語、 其の 例 證を實 際に 示す こと を 得べ 

し。 吾人 は 恐る、 此の 主義 は 鬼して 專制 政治の ロ實 となる ものに 非ざる なき か。 之に 基き て、 歷史を 

評し、 政治 を 論ぜん と 欲する とき は 容易なら ざる 過失に 陷る こと あるに 至らん。 カァ ライル、 英雄 
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を崇拜 する こと 甚 しく、 邦國 の歷史 は、 其の 大人 豪傑の 傳 記な りとまで に斷 言せ り。 彼が 英雄の 洪 

圖 偉業 を 見て、 其の 邪 正 を 問 はす、 直ちに 口 を 極めて、 之 を稱賛 したる がごと き は、 平素 勢力 を崇 

拜す るに 過ぎ、 之 を 以て 殆ど 天理と 同視した るに 由ら すん ば あらす。 

余が 此の 篇を 草す るの 目的 は、 トマス • カァ ライルの 著書 を 詳密に 批評 せんと 欲する に 非す。 彼 

の 言に して、 今日の 吾が 國に 利益 ありと 思へ る もの を擧 げたる のみ。 其の 著書 浩瀚に して 論 する 所 

多岐に 一旦れ り。 尙ほ 其の 說を 擧げて 論ぜん と 欲する もの 多し といへ ども、 其は暫 らく 後の 時期 を 侯 

つ。 余の 英京 倫敦に 在る や、 暫 らく チヱ ルシィ に 寓居せ り。 ると ころ チ I イネ •  ri ゥに 近き を以 

て 厦カァ ライルの 舊居を 過ぐ。 テ，. ムス 河 を 距る こと 遠から す、 道路の 兩邊 老樹 茂れる 所に、 赤煉 

瓦の 家 あり。 粗 造に して、 有名なる カァ ライルが 住居せ し 所と も 見えす。 其の 平生の 質素 想 ふべき 

なり。 彼が 勞 働の 神聖なる を唱 へ、 節儉の 福音 を說 き、 自ら 平民の 一 人と して、 正直に、 勤勉に、 

また 高貴に、 其の 譽れ ある 生命 を 送り、 一千 八 百 八十 一年 二月 五日の 朝、 溘焉 として 世 を 逝り たる 

は、 即 はち 此の 家に て ありき。  一 八 九 0 年 七 巧ョ本評論) 

ゴ ェテを 論ず  . 


或る人 書 を 寄せて 曰く、 英人 ゴェテ を識ら す。 其の 之を識 るに 至れる は トマス • カァ ライル 力 推 

薦の功 また 與 りて 力 ありし に 非す や。 子 はカァ ライル を 揚げて、 ゴェテ を 抑 ゆる ものに 似たり。 蓋 

し 必らす 故 あらん、 乞ふ之を：^.ig■せょと。 

余 之に 答へ て m く、 此の 二人の 大小 優劣 は 世 己に 定論 あり。 敢 てカァ ライル を 以て 優れり と 言 ふ 

を 得べ からす。 ゴ H テは歐 州 文學の 泰斗に して、 才學 ともに 倫 を 絶す るの 譽れ あり。 チュ ルシィ の 

に其 の パ$^ に ^若たら ざ る を 得ん や。 然れ ども 其の 性行 及び 議論 の 主義 精神 に 至りて はカァ 

ライ レ遙 かこ ゴ ヱ テに 優る ところ あるが 如し。 カァ ライルの 文 は 未だ 天に 達せざる もの ありと い へ 

デ： t ァ イン 

ども、 4£T か卬 望す ると ころ は 彼 所に ありし なり。 その ァスピ レ，' ショ ンは 科；！： g での拔 に：^ まんと 

す。 ゴェテ は 俗界の 11  一一 一 fcs? にして、 其の 喜ぶ ところ 下に あり。 彼 は 俯して 地 を 眺め、 談笑 嬉戯の 問に 

美を說 き、 能く 人情 を 分解す。 ゴラァ は. CE らの 天性 を 完備なら しむる を 以て 一生の 企 岡と し、 せパの 

精祌 愛の 至情に 發 する もの 極めて 微 なり。 彼が 處 世の 方針、 身を修 むる の 標準 は 霧 美的に して、 道 

德を 主と せす。 醜 美 雅俗の 疑 題 常に 其の 胸中に 往来す る こと 繁く、 善惡邪 正に 關す るの 思想 を懷く 

こと 稀な り。 彼 は 自然 世界の 崇拜 者に して 超自然の 境に は 心 を馳聘 する こと 能 はざる が 如し。 之 を 

へ ■ 非凡な りと， IS ふ を 得べ し。 然れ ども 其の 所 ii 絶倫 非凡なる は、 常人に 優る と 同時に、 まん 大 

いに 劣る ところ ある を 以てな り。 ゴェテ の 人に 異なる は 其の 優に 於て 存し、 また 其の 劣に おいて^ 

す。 或 ひ は 凡夫 鄙悝の 境界 を脫 して、 天に 近く もの あり、 地に 下る もの あり。 ゴェテ は 其の後 者に 

ゴェテ も 論ず  二 七 
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屬 する ものに 非す や。 其の 風采 は歐州 人の 畫 きたる §1;: 天使の 如くなら す。 東洋の 辨財 天女に 左 も 似 

たり。 羽衣 は 着れ ども、 婀娜 たる 下界の 美人た る を 免れざる なり。 ゴェテ は. 一 稷 の樂天 家に して、 

常に 肖 然界の 快樂を 推薦す。 其の 一 百に 曰く、 天地 は 生命の 氣カを 以て 充滿 せり。 視 よその 生々 和 精 

き、 愈々 久しう して 愈々 繁 きを。 戰爭 も、 火事 も、 洪水 も 之を壓 倒す る こと 能 はざる べし。 試みに 

汝の眼 を 開き 見よ、 幸福 も 快 樂も之 を 遠くに 求む る を 要せす。 近く 汝の身 邊に潢 はれり。 んぞ. in 

然界の 榮光を 崇めて 之に 一身 を 委ねざる や。 詩人 畫ェの 天才に 由り て彰 はれた る 造化の 美 を 味 ふべ 

し。 歡 喜の 泉 は汝の 足下に 湧き出で つ.^ あるな り。 眼 を 閉ぢて 徒らに 幽渺 なる 事 を 夢る 勿れ。 汝の 

傍ら を 諦視し 去れば 幸福の 充 ちくた るを發 見す べきな りと。 ゴ ヱ テの敎 訓敢て 非難すべき 所な 

し、 此の ことに 注意せ ざるが ために、 世人が 容易に 獲ら るべき 幸福 を も {4- に 過す こと 少 からす。 少 

なる もの、 低き もの、 近き もの、 一見 野卑な りと 思 はるる もの も、 深く 心して 之 を Inf- ると き は、 ， 庇？ 

量の 趣味 を呈 する ものな り。 況んゃ 此の 天地の 廣き、 人物の 衆多なる に 於いてお や。 然れ どもた. 

この 一事の み を 以て、 人世 幸福の 某已に 立ちぬ とて、 滿足 する こと を 得べき か。 身邊の 事物、 眼前 

の 快樂、 某して 樂 天の 根 據と爲 すに 足る か。 之に 依りて、 能く 厥 世の 情 を 抑え、 憂愁の 念 を 斷っこ 

と を 得べき か。 ゴエテ がー 生の 經驗は 此れら の 問に 對 して、 否定の 答案 を與 ふるもの なりと 思 は 

る。 蓋し 極端 は 終に 極端に 一致す。 極端の 樂天 主義 は 忽ち 變 じて 極端なる 厭世の 人生す。 力 ビラ ヮ 

ッ 城悉達 太子の 歡喜宴 樂は 頓て 雪山の 厭世 苦行と はなり ぬ。 


みやば しらふと しきた て 、一 代に 

今ぞ つた へんか まくらの 里 

と：. ポ じたる も 身 は 忽ちに して、 禪師公 IT か 刃の 鍺と 消え、 龙ハの 鎌 4 おの 覇府は 寂しき 浦の 漁村と は 

なりに き。 も 照く 人 を 溺愛す る もの は、 また 由 もな く 其の 人 を 嫌悪す るに 至る。 其の 負 ひ 難き 重 

荷 を、 身邊の 世界に 負 はせ て、 妄りに 安 慰 幸福 を 求む る もの は、 終に 失望して、 世 を 厭 ひ 人 を惡む 

に 至らん こと 必 せり。 野路の 村雨に 遭 ひ、 道 邊の小 祠に憩 ひて、 之に 望む に 吾が 家に 在る の 便利 を 

以てす。 失望せ ざらん と 欲する も i 一 其れ 得べ けんや。 ゴヱテ の 一生 また 之に 類す る ものな きか。 

ゴェテ の 詩文 は 大抵 己の 經歷 及び 時々 の 所感 を 述べた る ものな り。 熱心なる 愛情 を 懐きて、 犬い 

に 失望した る、 彼の 不幸なる ゥ エルテル は 此れ 即 はち 別人に あらす、 作者 ゴェ テの變 名た るに 過ぎ 

ざるな り。 無 何 有の 仙境に 遊び、 想像の 世界に 徘徊し.、 其の 審美的の 情 性は實 在なる 人生の 冷 風 

に i 殺せら れんと する タツ ソゥは 此れ 即ち ゴヱテ 其 人の 假に稱 けたる 名な り。 知識の 進歩 を埶 一望 

し、 風雅の 道に 心 を 委ね、 重ね々々 虛影幻 現に 望 を 失 ひ、 多年の 苦學、 四方の 漫遊、 未だ 曾て、 人 

世 何.^ よりし、 また 何れに 向 ふやとの 問題 を 决し得 ざり し ウイ ル ヘルム. マイ ステ ルは 作者が 自家 

の經 歷を寓 したる 假設の 人物に 過ぎざる なり。 宗敎の 信仰 を 抛棄して、 先づ 知識に おいて、 限り無 

きに 至らん こと を圖 りて、 失望し、 次に 生命の 快樂を 放に して、 限り無き に 至らん こと を 求めて、 

失望した る ファウスト は、 ゴェテ 自らの 所感 を 述べた る もの に 非す や。 ゴヱ テは絕 巧の 卞思 才筆 を 

ゴ ェテも 論 や  ニォ. 
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探って、 已れが 次々 に 經歷し 来れる 所の、 境遇と 所感と を 叙述したり。 然れ ども 彼 は 能く、 人の 失 

望す まじき 生命の 理想 を發 揮して、 之 を 後世に 敎 へたり や。 古 城址に 立ち、 其の 有りし 昔、 破 匕し 

今 を、 詩に 詠 じ、 文に 賦 して、 吾人に 示す は 可な り。 然れ ども 何ん ぞ 己れ が 安住して、 終り を 全う 

せる 眞 正の 理想 境 を 以て、 吾人に 示す こと をせ ざる や。 名 醫と稱 ばる \ 人 あり。 已 の 脈 を 診し 

て、 其の 健康 は 唯 皮相の 上に ありて 存 する のみ、 必死の 徵候爭 ふべ からすと 斷定 す。 其の 一一 一一：： 辭翳々 

として、 微を 穿ち、 精に 入らざる はなく、 其の 辯 論 爽快に して • 水の 流る るが ごとし。 然れ ども， 之 

を 治療す るの 處方を 施さす、 人 之 を 知らん と 欲すれ ども、 一言 も 之に 說き 及べる ものな し。 此の 名 

醫 自他の 死病 を 吟味し、 悠々 自得 せんと 欲する に 似たり。 at: また 奇條の 至りに 非す や。 

ゴ ェテの 述作せ る 所 道德の 分子な きに あらす。 其の 『ゲ ー ッ』、 『ィ フキ ゲ 一一 ャ』、 『ヘル マ ン 及ぴド 

口 テア』 の 如き は誡實 忠信 熱， 愛の 情 を 表し、 讀者 をして 高 費なる 人物に 接せし む。 此等は 茫々. ， でる 

大洋に 孤島 を 瞥 見し 際限な き 沙漠に I 點靑 野に 接した るが 如くなる のみ〕 ゴ H テ 忍耐 を 說き、 已れ 

を 制する の 必要 を敎 ふ。 情慾に 征服せられ たる 彼の ゥ H ルテルの 篇は、 間接に 吾人が 天，、 &に 安んじ 

如何なる 境遇に ありても 忍耐すべき こと を 說き勸 めた る ものな り。 妄に 想像 を馳 せ、 實 在の 世界に 

向って 適 ふま じき 要求 を爲 せる タツ ソゥの 物語 は 忍耐 を敎 ふる I 篇 にて あるな り。 已れの 力に 負 は 

ざる 企を爲 せる ウイ ル ヘルム • マ イス テル は、 ゴ H テ がその ロを藉 りて、 已れを 制し、 忍耐 を 旨と すべ 

きを 說 ける ものな り。 膽太 くも 人智の 限界 を 跳り 越え、 學 問の 蕴奥を 極めん と 企てた る ファウスト 


の 篇も叉 同一の 敎 訓を爲 せる ものと す。 此れ 可な り。 克己 忍耐の 德 飽くまで も 之 を薦揚 せざる 可 

からす。 然れ ども 克己 も 忍耐 も、 人生の 安住すべき 最後の 目的に は 非るな り。 我 病 あり、 人 は 忍耐 

せよ と 云 ふ。 忍耐 も 可な り。 た^ 我 は 其の 癒ん こと を 求む る こと 切なり。 慾 を 制して、 失望の 逆境 

にも 忍耐す る こと 可な り。 然れ ども 吾人 は 堅固なる 眞 正の 理想 境 を 求む。 、、コ H テ 此の 事に つき 何等 

-の說 あり や。 彼が 生命 論 は確實 なる 目的 を 示す こと 能 はざる なり。 

ゴェテ が 母 は、 悲哀なる 事物 を畏 避す るの 性質に して、 凡そ 不愉快 なること は、 成るべく 之 を 見 

聞せ ざらん こと を 務めたり。 嘗て ゴェ テが ワイ マルに おいて、 危篤なる 病に 極り しとき、 何人も 敢 

て 之 を 其の 母に 吿げ 知らす るの 勇氣無 かりし と 云へ り。 此の 親に して、 此の 子 あり。 ゴェテ は 人世 

の暗黑 なる 側面 を畏 避す る こと ffi だし かりき。 然れ ども 此の 事實 ある を 以て、 、、コ H テは 卑怯なる 人 

なりと 斷 一一 一一！： する こと 能 はざる なり。 事に 臨み、 變 故に 遊 遇する にあたり、 能く 沈毅 剛勇の 精神 を 維 

持した る こと は、 其の 經歷に 於いて、 一 の 著名なる 事實 なり。 彼が 伊太利に 遊びし とき、 その 乘り 

居た る 舟、 將に 3 石 破に 觸れ て、 覆へ らんと す。 船客 上 を 下へ と 騒擾し、 男女と もに、 周章 狼 狼 泣き 

叫喚き て、 太く 混雜を 極めたり。 ゴ H テ 此の 危險 と騷擾 との 間に 立ち、 從容 として、 毫 しも 色 を 動 

かさす、 其の 慰撫の 言 を 以て、 能く 一  船の 危急 を 救 ひたる *t あり。 此れ 畏勇 なきの 人な らん や。 然 

れ ども 彼が、 人世の 不愉快なる 側面 を畏 避し、 務めて 其の 眼睛を 幸福の 一 點に 注射 せんと 試みた る 

も、 また 其の 履歷に 於いて 爭 ふべ からざる 事實 なりと 見 ゆ。 彼 は 痛く、 死と 云へ る 語を畏 避せ り。 

ゴェテ も 論ず.  三 一 
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時として 之を兩 ふるの 必要 あれば、 屡々 他の 語 を 以て 之に 代へ たりと 言 ふ。 曾て 其の 愛子 を 失 ひし 

とき、 ゼ ルテルに 書き 與 へて 曰く、 吾が 子の 流留は 恐るべき 重荷 を 我に 負 はしめ たり 云々。 是 くの 

若き は、 獨り. 死に 於る のみに 非す。 憂愁 も、 罪悪 も、 凡べ て 此の 慣 手段 を ffl ひて、 成るべく 其の 心 

胸に 浮 ぴ來ら ざらん こと を 園れ るな り。 マルテン ゼン 曰く、 ゴ H テが 厭世の 人と ならす、 また 基 f 

^^徒ともならす、 能く 此の 自然 的の 福音に 安ん， f るが ごとく 見 ゆる は、 隨を 定めて 世上の 實 況を諦 

視 せす、 成るべく 之 を 忘失 せんこと を圖 りへ 理想の 要求 を輕 減して、 實 在の 有様に 滿 足せん と 欲す 

れば なりと。 ファウスト を熟讀 すれば、 彼が 理想 界を 下りて、 凡庸なる 實 際に 入る の 傾き ある を 見 

るべ し。 何と なれば 初め ファウスト は 高遠 幽渺 たる 思想界に 游泳し、 無限の 知識 を 得ん こと を 志 

し、 上帝の 秘義に 通 ぜんとの 望 切なり しか ど、 渐 くにして 其の 心 志 を 小に し、 空漠た る 理想 を 素て 

て、 農工 土木の 事業に 奔走す る ことと はなり たり。 

土木の ェを 起し、 農 商の 業に 奔走し、 經世濟 民の 事に 勤勞 する は、 吾人の 務 むべき 所な り。 然れ 

ども、 身の 憂苦 遣る に 由 無く、 嚴 正なる 良心 我 を 促す に高尙 なる 生活 を 以てする を 矢し と 4- す、 其 

の 五月 蠅 きを 免れん がた めに、 奔走の 間に 二 六 時 を經過 せんと 欲する は、 是れ 果して 堂々 たる 丈夫 

の 精神に 乖く ところな きか。 一千 七 百 九十 年 九月 十 I 曰、 ゴ ェテ、 ヘル デルに 書 を 贈りて 曰く、 吁 

五月 蠅き 世なる かな、 余 は 君と 晩餐 を樊 し、 余が 情婦の 側らに 眠る の 時に 及ば ざれば、 眞に 幸福 を 

獲る こと あらざる べし。 君に して 常に 余 を 愛し、 余が 情婦に して 常に 貞節 を 守り、 四 五の 朋友 常に 


交り を 厚う し、 余が 所有せ る 大煖壚 にして 常に 佳き 溫熱 を與 へな ば、 余が 願 は 足れり。 また 何 を か 

望まん と。 ゴ H テの 精神 或 ひ は 之よりも 高尙 なる もの あらん。 然れ ども そのへ ルデルに 與 へたる 書 

を 以て 彼が 平生の 素懐 を 推測 すれば、 蓋し 當ら すと いへ ども 遠から ざるな り。 * 

人生の 11 を 忘れ、 暗黑 なる 側面 を 看過して、 た、. - 其の 光明なる 方 をのみ 注視す る は、 沙漠の 駝 

鳥が、 岩 底に 其の 頭を沒 して、 今 身 巳に 安し と 想像す ると 何ん ぞ擇 ばん。 其の 陋も 亦甚 しと 謂 ふべ 

し。 是れ 決して 安心立命の 道に 非るな り。 高靑邱 歌うて 曰く、 …… 地下 應レ 無二 酒 塘處？ 何以 寂寞 孤 二 

平生？  I 杯 一曲。 我 歌 君糗。 明月 自來。 不レ須 fe, 燭。 五岳 旣遠。 三 山 亦 欲レ求 一一 神仙？ 在 一一 杯 酒 中？ 思 

ふに ゴ ェテの 論 は 之と 其の 趣 を 異にする が 如しと いへ ども、 其の 精神に 至りて は 一 なり。 之に 由て、 

人世の 目的 を 達せん と 欲する は、 盥に乘 りて、 太平洋 を 超 へんと 欲する に 異ならす。 吁 また 危 いか 

な。 試みに ゴ ェテの 一生 を 觀ょ。 其の 結果 平生の 主義 を 非難す る 材料 を 供す る ものに 非す や。 曾つ 

て エッケ ルマンに 語りて 曰く、 余 は 常に 自ら 思へ り、 此の 身 は 幸福の 人な りと。 余 は 己往を 顧み 

て、 毫も 遺憾の 思 を 懐かざる なり。 然れ ども 熟々 之 を 思へば、 余が 一生 は勞劬 患難 を 以て 充塞 せら 

れ たり。 過ぎし 七十 五 年の 間 余 は 幸福 喜樂 なる 四 週 曰を經 過した る ことなし。 余が 生涯 は 永久に 石 

を轉 すに 異ならす。 一 轉 また 一 轉、 轉々 止む 所 を 知らざる なりと。 ゴ ェ テは 一 身の 往時 を 顧みて、 

斯 くの 如き 嘆 聲を發 したる のみに 非す。 老年に 至り、 汎く 世上の 形勢 を觀 察し、 大いに 嘆息して 曰 

く、 左し もに 歐 州の 如く 舊き邦 國の民 も、 次第に 惡 しき 有様に 陷 らんと はするな り。 諸事 人造 的に 

ゴェテ も 論す  三 三 
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流 T -、 餘 りに 複， になり ゆき、 衣食住と も 自然に 悖れる もの 多く、 社交 上の 關係 露資の 愛 を 欠き、 . 

懇篤の 情に 乏し。 人み な 禮節を 重んじて、 優美なる 品格 を 養へ り。 然れ ども 何人も. iin 己 を $ ^びて、 

痛切 懇 到なる 行 ひを爲 すの 勇氣 なし。 其の 心魂に 自然 を 有せる、 正直の 人 は 困難なる 生涯 を 送ら ざ 

る を 得す。 南洋の 諸島に 生れ、 彼の 所謂 野蠻 人のう ちに 住みて、 僞 りなき 人生 を 純 粹に經 過す る を 

得た らんに は 如かす 云々。 何ぞ 其の 聲の 悲慘 なるや。 樂天家 ゴヱテ も 時として は 世 を 憤 ほり、 人 を 

怨み、 屈 原 其 人の 如き 厭世の 語を發 する を禁 する こと 能 は ざり しなり。 是に 由り て 之れ を觀 ればゴ 

H テの樂 天 主義 は、 其の 背後に、 厳 世の 主義 を 伴へ り。 彼が 敎 ゆると ころ 決して 萬 全の 道に 非す。 

一千 七. 百 七十 年、 ゴ H テ、 スト ラス ブルクの. 大學に 入る。 圖らす も、 牧師 ブリオンに 交 を 結べり。 

ブリオンに フレ デリカと 呼べる 女 あり。 溫雅眞 率に して： S だ 愛すべし。 ゴェテ 之 を 愛し、 フレ デリ 

力また ゴ H テを 愛したり。 此の 二人の 間に、 愛情 日々 に 濃き を 加へ しが、 殊に フレ デリカが ゴェテ 

を 愛する こと 甚だ 深くな りぬ。 ゴ H テ謂 へらく、 今 彼が 懇切なる 愛情に 答へ、 全く 此の 身 を 以て、 

之に 許す とき は、 余が 自然の 發逹を 妨げ、 或 ひ は 修養の 路を杜 ぐ こと 無き を 保せ す。 如かす 速 かに 

此の 危險を 避けん に はと。 此に 於いて、 匆々 行李 を 整へ て フランクフルトに 歸り 去れり。 此れ 一 事 

のみ、 敢て咎 むる に 足らす。 然れ ども、 此は 彼が 品性の 一大 欠點を 代表す る ものにして、 容 n 勿に 看 

過すべき に 非るな り。 ゴ H テの 心に は 自己の 修養 發達を 期す るの 念、 極めて 强く、 文學 的の 望、 最 

も 熾ん なり。 彼が ラヴ ァ テルに 與 へたる 書に 曰く、 余が 生存の 金字塔 を 築き上げて、 中央にまで 達 


せしめん と 欲する の 望 は、 余が 心中に 勢力 を專ら にせり 云々。 故 を 以て、 其资性 人に 懇ろなる の 情 

なきに あらす といへ ども、 親の ために も、 情 ® のために も、 全く 已を棄 つるが 如き 至 愛を懷 くこと 

能 は ざり き。 彼 は 有限責任の 愛 を 以て、 其の 朋友 を 愛し、 其の 情婦 を 愛したり。 之が ために 一身 を 

犧牲に 供す るが 如き は、 其の 得て 能くす ると ころに 非るな り。 彼 をして 神 を 愛せし めんか、 其の 分 

量 を 精神に 計る ことならん、 彼 をして 妻 を 愛せし めんか、 終に 己 を 忘る & 程の 埶 (愛 を 以てする に は 

至らざる べし。 彼 は 己れ を 以て、 犟に 己れ の 犠牲と 爲すを 得た るの み。 其の 情婦のう ちに は、 奮つ 

て アメリカにまで も 伴 ひ 行かん と、 戀ひ 慕へ る もの あれ ど、 ゴ， H テは 彼の 有限責任の 規則に 從っ 

て、 其の 愛情 を 支出せ り。 世に ゴ H テの 主義 行 はるる に 至らば、 人間の 交情 はつねに 秋風に 吹かれ 

ん のみ。 

『ス ぺクテ ー トル』 の 記者 ァ 、ル • ヱ ツチ • ハットン 曰く、 ゴェテ の 性行に 於いて、 吾人の 注目す 

べき もの は、 彼が 人に も あれ、 神に も あれ、 道德上 己れ，.^ り 高き 地位に 立てる ものに 向って、 瞻仰 

長 敬愛 慕 等の 念を懷 かざる ことなり。 ゴ H テ思 へらく、 祌は 探知し 得べき ものに あらす。 宜しく 其 

の 自ら を 現 はすに 任すべし。 斯 くの 如く 神 を 度 外に 置きた る 上 は、 其の 愛 を 募ら 人 問に 施 こしたり 

やと、 尋 ぬるに、 彼 は 他の 苦 樂を思 ひ 遣り、 其の 便 ひなき を 助け、 其の 隱微 なる 情狀 を理會 し、 好 

意 を 以て 凡ての 人類 を 待遇せ りと い へ ども、 自ら は 宛 かも 人間 以外に 孤立 隱遁 したる ものの ごと 

く、 熱愛 執 一 情 を 注ぎて、 人 を 愛した る ことなし。 其の 一生の 目的 は 美術的 知識 的の 品性 を 完成す る 

ゴェテ も 論 や  三 五 
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に 在り。 其の 目的 を 達せん がた めに は、 快樂 をも棄 て、 己れ をも棄 て、 人 をも棄 つるに 躊^せ ざる. 

なり。 之が ために、 彼 はフレ デリカの 愛 を犧牲 にし、 リリの 愛 を も 振ひ棄 てたり。 若し その 目 的 を 

達する の妨 なりと 思 はピ、 彼 は ワイ t- ル 侯の 寵も、 己れ の 職 位 を も、 破 靴の ごとくに て、 顧み 

ざり しならん。 彼 は 其の 一生 を 以て、 此の 目的の ために 犠牲と はなしつ るな り。 ハットン は ゴェテ 

の 性行 を 論じて、 瞻仰 畏敬の 念 乏しと いへ り。 思 ふに 彼 は 吾が 國の 俳諧師、 風流 人の 如く、  }^^£の 

氣 風に 富み、 美術の 嗜好に 長 じて、 其の 眼 はよ く、 微に 人り、 細に 通じ、 廣 きに. 至る こと を 得と い 

へど も、 此の 儼然たる 宇宙に おいて、 其の 心意 を 堂々 たる 高 尙の點 に 注ぐ こと 能 はす.、 常に 微醉凉 

風に 吹れ、 花 下 小歌 をうた ふて、 散策 を 試みる がごと き 精神 を 以て、 生涯 を 送れり。 至 愛の 情 性 を 

抑へ、 長敬瞻 仰の 念な し。 是れ 健全なる 靈 魂の 根幹 巳に 朽ち果てん とする ものな り。 其の 才氣綠 葉 

の靑々 たるが 如く、 其の 文、 花の 艷麗 なる が 如しと いへ ども、 其の 生命 を祜槁 し、 其の 眞 正の 發達 

を 害 ふべき 毒蟲 は、 已に 之が 中心 を 喰 ひつ、 あるな り。 假肅の 心無き 洒落 一片の 文士 豈 深く 謹み ざ 

るべ けんや。 其の 羽毛の 艷麗 なる、 其の 形 狀の雅 なる、 其の 光彩の 燦然た る を 見れば、 誰れ か 雉子 

の 美を稱 せざる もの あらん や。 然れ ども 忽ちに して 彼が 蛇 を 喙み食 ふ. ^見る。 誰れ か 之 を厭惡 する 

の 情無き を 得ん。 ゴ H テの才 美に して、 愛すべし。 其の 詩文 優にして 誦すべ し。 其の 識量幽 妙に し 

て 敬服す るに 堪 へたり。 然れ ども 彼が 心中に 至 愛な し、 彼が 精神に 瞻仰 畏敬な し、 彼が 淚は 風流 文 

士の淚 にして、 仁人 義士の 淚に 非す。 彼が 一生 は 淫奔の 汚點を 以て 充塌 せられたり。 其の 才と德 と 


相 矛 す K> こと また だしから す や。 一一， I ボル 曾って ゴェテ の ウィルへ ルム • マ イス テル を， 病して 

口く、 此 馴れたる 動物の 博琉： -會 のみと。 ゴラァ の 著述 終に 此の 評 を 免れざる もの は、 其の 主義 精神 

の 狹 小なる に 職， H せ すん ば あら ざろ なり。  一八 九 0 年  < 、九 t«an 本 評論) 

畎 畝の 詩人 口べ ルト • ボル ンズ 

詩人 ロベルト • ボル ンズは 一 千 七 百 五十 九 年 一 月 厳冬 霜雪の なかに 蘇 國の愛 沙郡阿 露 江の 村に 生 

る。 父母 赤貧に して 兄弟 姉妹 屡 ま 寒に 泣き、 窮鬼 常に 其の 家 を 横領して、 i 可 酷なる 债 主の 足 繁く其 

の 破れ 戶を 叩く。 粒々 辛苦、 勞 働の 汗 滴たり て醬の ごとくなる も、 I 家の 困 厄 を 救 ふに 足らす。 貴 

高なる 情 思を蓄 へ、 豪快なる 精神 を 抱きつ X、 碌々 風塵のう ちに 栖々 し、 生涯の 企圖總 ベて 逆境に 

陷れ り。 彼 は 愛したり、 然れ ども 其の 愛情 正しから す。 また 其の 終り を 全うする こと を 得す。 彼 は 

人を敎 へたり。 然れ ども 其の 感情 頗る 猛烈なる 天性 は、 之れ をして 稀世の 詩人たら しむる と 同時に、 

肉愁 の奴隸 ともなら しむる に 至れり。 噫獨 立の 精神に 富み、 廉耻 節操に 厚き 奇男兒 よ。 色に 耽り 酒 

に 溺れ、 共 心意 を撿朿 する こと 能 は ざり し 可憐 兒ょ。 人類の 不完全 なること j に此 くの 如く 甚 しき 

もの あるか。 其 詩 一 とたび 世に出で て 蘇 都顯神 名流 大家 爭 ふて 之 を 激賞せ しも、 其の 榮花は 忽ちに 
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して 水上の 泡と 消へ 昨日 は エデン バラの 交際場裏に 時 を 得て 誇り、 今日は 寒村に 落魄して、 些々 た 

る f^i のために、 酒 を 盛り、 油 を景； り、 蠟 燭を撿 おする 身と はなり ぬ。 其の 不遇 もまた 甚 しからす 

や。 詩人 は 理想 を 主と す。 故に 其の 企 闘 欲望 は、 常に 最上の 高點に 注射 せらる。 こ \ を 以て、 现想 

上の 望と實 際の 成 達と、 相 背馳す る こと 甚し きを 感じ、 慷慨 嗟嘆 哀痛 極り て、 殆んど 狂す るに 至ら 

ん とす。 ぁ&余 之れ を 知れり。 lii の 天才 實に 哀れむべき かな、 彼靈 なる 樂 境の 存在す る を覺ら 

す、 物質的の 酒 中に 身を沒 して、 聊か 其の 菟 結の 情 を 解き、 不平の 念 を 伸 べんと 試みたり。 一 夜 太 

く、 酷 酎して、 人事 を 忘れ、 路傍に 仆れ 臥せり。 一 月の 寒天、 悲風膚 を 裂く。 終に 病 を 成して 起た 

す。 三十 八 歳 を 一期と して 世 を 去りぬ。 杜子美 貧に して 久しく 食 はす。 終に 炙 肉 白酒 を喷 ひて、 一 

夕に して 死せ り。 何ぞ其 似た る や。 ロベルト • ボルン ズの傳 記 概ね 是の 如し。 敎頭セ ー ルプ、 ボル 

ンズ が傳を 作り、 其 結尾に 書して 曰く。 

其の 詩 は 好く 貴賤 異 等の 人 を 動かし、 均しく 老大少 壯の人 を 感泣せ しむる もの あり。 額に 汙を流 

せる 勞働者 は 何れの 地に 在る も 其の 詩 を 吟誦して、 慰藉 せらる \所 あらんと す。 凡そ 英語 を 解す る 

もの- - 居住す る 所 は、 徴 くが ごとき 印度の 野、 茫々 たる アフリカの 沙.. ^、 際涯な き アメリカの 荒 

原、 遼遠なる ォ.. 'スト ラリャ の 殖民 地 にても、 英 人の 最も 深く、 最も 切に、 また 最も 誠なる 感情 を 

吐露 せん もの は 自ら ボル ンズの 詩歌 を吟 する 事な らんと。 決して 溢 美の 一一 一一 n に 非るな り。 

人生れ て 世に 處 する や、 際限な き 意思う ちに 塞がり、 無 曾の 情 胸に 欝 結して 解けざる もの は 彼の 


詩 を 吟誦す るなる べしと。 思 ふに こ は 決して 溢 美の 一 W にあら す。 比に 依り、 興に 托し、 之を肯 語に 

現 はして、 其の 情 を EJ^ も 痛切に 訴へ 出で、 f" する もの、 《5閑 する 者の 心 をして 之が 爲に淸 々しく 朗 

かなる を覺 へしむ。 之 を 名け て 歌と 云 ふ。 ロベルト • ボルン ズは何 を、 また 如何に 歌 ひたり や。 

彼 は 愛戀の 詩人な り 

過度の 勞ま、 野卑の 生活 は、 此 詩人の 天才 將に 露れ 出ん とする を 妨げ、 之れ をして 名 もな き愛沙 

の 一 農夫に して 終ら しめたる や も 未だ 知る ベから す。 然れ ども 幸 ひに して 十五 歳のと き、 愛情に 刺 

敫チ 一ら れ たるが ために、 かねて 其の 胸間に 潜める 才思 湧く がごと くに 舆り 来れり。 自ら 其の 事^ 記 

して 曰く、  I リ!！ の 頃 男女 紐 をな して、 田圃に 勞働 する は蘇國 の， 慣 なり。 余が 十五 才の 夏、 牧穫の 

ときこ、 柳 合と なりたる 少女 は 愛すべき 一佳 人に て ありき。 彼 は 余 をして 初めて 彼の 樂 しき 愛情な 

る もの を 味 はしめ たり。 It?! 々しき 失 々愛情に 伴 ひ、 機械的の ti 愼 務めて 之 を 警戒し、 直 的の 哲 

舉之を 非難す るに も拘ら す、 愛戀は 現世に ありて 人間の 幸福の 最上に 位ゐ する ものな り。  彼 

の 女 は 善く 歌 ひ、 善く 舞 ひたり。 余 は 自ら 詩 を 作りて、 之に 歌 はし めんとの 考案 を 起したり 余力 

愛戀と 詩歌 は斯の 如くに 始 りたり 云々。 ボルン ズの 歌集に は 愛戀に 係れる もの 甚だ 多し。 問々 好ま 

しからざる ものな きに 非す といへ ども、 秀 妙なる 訶作 蓋し 少 からすと す。 彼 は戀に 由り て、 ものの 

あはれ を覺 りたり と昆 ゆ。 其の 終に 邪 愛に 陷 りたる は、 かへ すがへ す も 遣憾千 萬な りと 云 はすん ば 

非ざる なり。 
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彼 は 下民の 詩人な り  . 

吾 國の賢 君 は 高き 屋に 上り、 民情 を 視察して、 其の 疾苦 を 傷みた ると か閜 く。 ボルン ズは 遙か霄 

の 上より 下民の 情 態 を 推測して、 之に 同情の 念 を 抱きた るに は 非す。 其の 農民に 於る は、 寳に 肉の 

肉、 骨の 骨、 自ら 畎 畝の 間に 生 ひ 立ち、 具 さに 耕 農の 苦 樂せ辛 を 嘗めた る ものな り。 庭 上の 櫻、 {呂 

中の 宴、 殿上の 風流の み獨 り； Is の 趣意 を 供給し、 之れ を 詠す るに 都雅た る 古典の 字句 を 排列し、 

格に 拘 はり、 式に 縛られて、 京人形の 如き 者 を 作り出す。 此れ 古今 內外 詩の 通弊に 非す や。 a ベ ル 

ト • ボルン ズ炬の 如き 眼光 を 放ち、 隱微に 洞 徹する の 識を用 ひ、 最も 熱中せ る 心情 を 抱きて、 劉 

沙 の白屋 より、 農民の 有様 を觀 察し、 其の 疾苦 艱難 喜 怒 哀樂の 狀を想 ひて は、 且つ 泣き、 且つ 嬉し 

み、 且つ 憤り、 且つ 樂 しみ、 之 を 吟詠す るに 農民の 思想と 言葉と を 以てせり。 此を 以て 其の 詩 は 宛 

かも 電氣の 如く 下民の 心に 感 通し、 畠 作る 老翁、 糸妨く 老媼に 至る まで、 之を讀 み、 之を聽 きて 乎 

の 舞 ひ 足の 踏む ところ を 知ら ざり しなり。 蘇國の 百姓 は 其の 同. 勞 者な る ボ ルン ズが 

かう ベ 

正直に して 貧し かる も、 首 を 俛れて 臆すべき 道理な し。 直ぐなる 貧苦 愧る もの は 心の 弱き 

奴隸 なり。 我. 等 は敢て 貧苦 せん。 我等 は敢て 貧苦 せん。 人間の 榮 爵は猜 へば 金貨の 紋章な ■ 

り。 人物の 正しき こそ 純粹の 黄金 なれ。 

 彼 傲然と して 自^ 貴公子と 稱す。 咸勢 筹 一り を彿 ひ、 眼 

中 人な し。 衆人 其の 前に 唯々 諾々 なり。 噴 沐猴の 衣冠！ 勳章も 勳帶も 何に かせん。 不覊獨 


立の 丈夫 は 之 を 見遣りて 笑 ふの み。 帝王 は 能く 人 を 公侯に 列せ しむ。 然れ ども 君子 正 人 は 得 

て 之れ を 作く る こと 能 はざる なり。  

と II ふ を 聞けば、 心に 自 liSi の 念 を 生じ、 畎 の 間に 濶 歩して、 世に 獨 立す るの 氣概を 養 ふこと を 

得ん。 日本の 詩歌 美術の 下民に 遠ざかり、 之と 同感の 情 を通ぜ ざる こと 久し、 察せざる ベ けんや。 

彼 は 意 を 得ざる 不平 家の 詩人な り 

は 山上に 在りて 高し。 投は澗 に 在りて 低し。 門地の 人、 金穴の 紳士、 彼 何も のぞ。 我 叉 何もの 

とつ  かプら 

ぞ。 佳人 痴漢に 歸ぎ、 賢者 時に 合 はす。 小人 は 葛の 如く 社會の 高所に 這 ひ 上りて、 遙 かに 衆人のう 

へに 錄ぇ、 君子 は 良材の { 仝 しく 伏 木と なりて 顧みられ ざるに 似たり。 あ、 冠 履 所 を！ S 倒せり。 天下 

の 不平 何もの か 能く 之に 過ぐ る もの あらん。 ボルン ズ 之が ために 憤怒の 語氣 鋭く 歌 ふて 曰く。 

彼の 貧窶 なる 過勞の 可憐 兒を 見よ。 何ぞ 野卑なる や。 何ぞ然 く醜陋 なるや。 人 を 以て 禽獸 

の 業 を 執れば なり。 彼れ 同胞の 兄弟なる 富者に 向 ひ、 拜伏 また 拜 伏して 勞 働の 便り を 求む。 

彼の 同胞の 虫なる 贵族を 見よ、 請 ふ ものの 妻 は 凍えて 淚を 垂れ、 その 兒女は 飢えて 泣く も、 

頑 然として 其の 求め を招絕 せり。 

彼 は國民 主義の 詩人な り 

英の 跋扈、 蘇の 萎 薇、 由り て來る こと 遠し。 因襲の 久しき、 蘇 人た る を 愧ぢ、 其の 辜 者 士君子 を 

擧げて 特に 圃 民の 资質を 忘れん とする に 至れり。 ボルン ズ 慨然 詩 を 作りて、 蘇の 山川 未曾有の 光輝 
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を發 ち、 蘇の 國語 未曾有の 尊貴 を帶 び、 蘇の 歷史 未贫 有の 榮譽 を 荷へ り。 ボルン ズが 作れる 『バ ン 

ノッ ク ボルン』 と 題せ る 詩の 如き は、 自由の 軍歌、 國民 的の 號 鐘の 如き ものな らん。 

彼 は 博愛の 詩人な り 

其の 心 は 深く 蘇國を 愛したり、 然れ ども 詩人の 胸中 海の 如く、 一視同仁の 大義 を 失 はす、 博愛の 

情 其の 言語 詩文 及び 行爲の 上に 顕然たり。 其の 愛 また 延びて 禽徵 草木にまで 及べる もの あり。 自然 

の 美 を 愛する の 情、 甚だ 濃 かにして、 其 趣味 神妙の 境に 造詣し、 後世の 讀者 をして、 同情の 淚に咽 

ばし むる もの ある を覺 ゆ。 山間の 雛菊 を 傷 ひて 之 を 悲しみ、 田圃に 在りた る 鼠の 奥窟を 覆へ して は、 

其の 便な きを 憐れみて、 不朽の 詩 二 章 を 詠 じたる が 如き、 以て 見るべき なり。 朝 額に つるべ とられ 

て もら ひ 水と いひた る 名 媛の 事な ど 思 ひ 合 はされ て、 甚だ 殊勝な り。 テ ー ヌ英國 文 學史に ボルン ズ 

の 語 を 引て n: く、 余 一日 森林に 分け入り ：：： 途間鳥 囀る を聽 き、 其の 謳歌 を 妨げん こと を 恐れて、 

屡路を 他に 轉 じたり と" あ- - 此の 心 あり、 以て 其の 偉男 子た る を 見るべき なり。 

彼 は 宗教の 心 ある 詩人な り 

ボ ル ン ズ の 口 i 行 冗し からざる もの あり。 其の 半生の 擧動 固より 宗教の 趣 3 曰に 背戻せ る こと 少 から 

す。 然れ ども 『コッ タ ルス * サタデ 1i ナイト』 の 如き は 善く 蘇國の 基督 敎を 表出して、 之 を 奉す る 家 

庭の 有樣を 示し、 併 はせ て 其の 少年少女 愛戀 して 淫 せす、 實 際に 關睢 の美德 ある を 明らかにせ しも 

のな り。 ボルン ズは祌 を 信じ、 來世を 信じた るが 如し。 其の 純然たる 基督 教徒たら ざり し は 蓋し 境 


遇に より 妨げられ しもの か。 テ ー ヌ 2: く、 ボルン ズを 以て 主樂 的の 徒と なす は 過てり と 謂 ふべ し。 

彼 は 深く 宗教心 を懷 抱し 居た る ものな り。 彼れ は 父の 死せ し 後、 一 夜、 聲を發 ちて 祌に 祈れり。 聞 

くもの ために 淚 下る を 覺 えぬ 云々。 豈之 をし も 無 宗敎の 人と 云 はんや。 た f 其の 宗敎は 未だ 十分 發 

育せ ざり しのみ。  一  0 年 十一 t«  (曰 木 評論) 

厭世の 詩人 n ウドつ ハイ 口 ン  . 

人生 は 嘆息な り。 其の 初 や 哀しげ に啼 き、 其の 世 を 去る やまた 悲痛の 呼吸 を 以て 終る。 生命の 悲 

歌、 其の 情 限り無し。 方寸のう ちに 無量の 思を藏 し、 永く も あらぬ 歳月に 悠久の 意を寓 す。 欝 結せ 

る 此の 懷、 之 を 吐露せ すして. i^. む 能 はす。 之 を 吐露 せんと 欲して 其の 方法 を 得ざる とき は心氣 益々 

塞がり、 或は 狂す るに 至らん とす。 英國の バイ ロンの 如き は 世 を 憤り、 人を騰 ひ、 社會を 嘲笑し、 

風俗 を 罵倒し、 常に 逆境に 處 りて 未だ 曾って 眞 正なる 安 慰 を 獲す。 其の 口に は 不平の 聲を 絶ちし こ 

と 無しと い へど も、 其の 詩 は 偉大 悲壯 なる 句 調 を 以て 能く 願 世 者 流の 深意 を 叙述し、 其 不平 を 吐露 

して 毫も 餘蘊 無き を 得せし む。 其の 詩を讀 むに 字々 呼吸す る ものの 如く、 句々 烈火の 燃 ゆるに 似た 

りと 謂 はすん ば あらす。 バイ ロンの： fi ふ 所 を 聞けば 人類の 嘆 聲天を 動かし、 憂 ふるもの、 悲しむ も 
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の、 血 淚滔々 として 洪水の 如くなる を覺 ゆ。 彼 は 能く 吾人に 與 ふるに 喜樂を 以てする こと あた は 

す 然れ ども 吾人に 代り 其の 言 ひ 難き 情懷を 述べ 盡 して 遣す 所 無し。 亦是れ 一徹の 慰藉 を寓 する も 

のに 非す や。 

ノイロン は 一千 七 fEI 八十 八 年 一月 二十 二 曰、 ロンドン 府カ ベン デシ 街に 生る。 父 は 放蕩なる 無賴 

漢 なり。 常に 淫奔 を 事と して 亂 暴なる 生涯 を 送れり。 母 もまた 11 の 女 德を備 へし 人に 非す。 幼 こ 

して 父に 後る。 母子の 交情 ^だ 親密なら す。 爭 ひの 風波 や k も すれば 之 をして 仇敵 啻 ならざる の 有 

樣に陷 らしめ たり。 母 近傍の 藥 舗に 至り 密かに 問 ふて n く、 吾が 子此 所に 来りて 毒 藥を購 ひ 去りし 

ことなき や、 來 ると も資る 勿れ、 吾が 生命 を憐 めと。 間もなく 子 亦 来りて 己れ が 母に 付きて 同一の 

依 頼を 遣して 往 けり。 墓 身 情感より 成立せ る バイ ロン 其 人に して、 斯 くの 如き 家庭に 生 ひぬ。 何 

ぞ 其の 苦心 を 憐れまざる を 得ん や。 彼 は 初めより 不遇の 人な りしな り。 其の 天性 任俠の 精， こ W 田 

み、 友愛 親切の 情 厚 かりし にも 拘ら す、 年少の 時より 甚だ 剛愎 我慢に して 傍若無人の 行 ひ 多く、  ：K 

？を 張り 綺羅 を 飾り、 勢 を 好み、 自ら 用ゐて 忌み 憚 かる 所 無し。 長す るに 及びて 口 y 了修， りす、 

擧止 動靜常 無く、 飮食度 を 守らす、 また 其の 時 を 定めす、 或 ひ は 夜 を 徹して 劇談し、 或 ひ は 日 亭午 

に. 達する も尙ほ 臥榻に 昏睡して、 前後 を 知らざる こと ありき。 幾程 も 無く 其の 詩 世に 顯. e て、 聲名 

籍甚、 天下の 人爭 うて 之 を傳唱 する に 至れり。 バイ ロン はま- 榮の 人な り。 故に 自ら 誇りて 口 く、  ,1,- 

は 韶文界 の ナボレ オンな りと。 彼 は 平素 ナボレ オン 帝の 人と 爲りを 慕 ひ、 其の 事業 を 羨めり。 是れ 


もとより 其の 弱點 なりし と 云へ ども、 また 尋常 一般の 文士と 異 りて 其の 抱負の 大 いなりし を 見る ベ 

し 0  - 

當時 英國の 社會は 虚禮繁 文の 行 はるる こと 甚 しく、 鄙 俗の 風上 下 を 吹き^かし 居たり。 其の 宗敎 

は 小節に 區々 とし、 其の 道德は パリ サイ 的の 偽善に 流れて 輕薄 浮華 至らざる 所 無き の^ 勢に て あり 

き。 フランスの テ ー ヌ、 バィロ ンの^-に於ける英國を論じて曰く、 籠 文に 熱心し、 小事に 拘 はるの 

弊 は旣に 其の 極點て 達したり。 英人 はピッ ト 若く は 國 王の 名 を 聞く ごとに 頭 を 低れ ざるべ 力ら す。 

敎 會-レ も、 神に も、 聖書に も 一様の 敬禮を 表せざる ベから す。 虚偽の 道德、 輕 薄の 風俗 は、 不必要 

る繁文 縛禮の 結果な りと。 已に咬 潔なる 雪を冼 ひ、 己に S. ける 日光 を 照らさん と 欲す。 之 を虚文 

偽善と は 言 ふなり。 想 ふに 一 とたび 此の 如き 弊に 陷 ると きは眞 心の 宗敎 地を拂 ひ、 純粹 なる 信義 道 

德 其の 形を敛 むる に 至らん。 妄りに 勅語に 禮し、 主上の 影像 を拜 する を 主張し、 之を務 むる を 以て 

教育の 本旨と 誤解し、 宛 も 狂す るが 如き 所爲を 目下の 日本 國に 於て 見聞す。 吾等 深く 之 を 慨嘆せ ざ 

る を ai7 お。 詩人 バイ ：1 ンは英 國の當 時に 於て 大いに 斯る 弊風 を 憤 ふり、 其の 反動の 勢に 乘 じて 極端 

き ざ L 

の 過失に々 ョ り、 禮を紊 り、 名敎を 犯し、 甚 しき は 遂に 共和主義 を唱 へて 王政に 反抗 せんとす るの 萠 

を 現 はすに 至 ひ。 豈思 はざる ベ けんや。 バイ Q ン 後に 『ミス』 ミル バンクス 女と 結婚せ り タポれ 

ども IE 感 火の 如く、 心 腸 常に 激動せ る バイ ロン、 其の 感 する こと は 互 人の 如く、 其の 思慮 は 子供の 

如しと、 マシゥ • アル ノル ドの 批評せ る バイ ロン、 願望 は 影^ 怒濤の 如く なれ ど 之 をして 正 當の溝 
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路に 流れし むべき 思想の 堤防 堅固なら ざる バイ ロンが、 善良に して 終り を 全うすべき 夫に 非ざる.^ 

論す るを俟 たす。 血氣强 きに 過ぎ、 不平の 情 沸々 たる 熱湯の 如く、 俄かに 放歌し 俄か こ劍舞  <  我 

かに 發砲 する 詩人 は、 其の 妻の 心 を 安んじ 得る ものに 非るな り。 バイ ロンの 妻 は 其の 故 家に 逃れお 

りぬ。 此に 於て か 世上の 風說 とりどり にして 罵詈の 聲、 諭 毀の 語、 バイ ロンの 身上に 積んで 山の 如 

し。 裴飞" の 評する 所、 世上の 褒貶、 當れる もの 多く、 また 當ら ざる もの 多 かりし ならん， 然れ ども 

バイ P ン-の 腹は斷 ぎれ た ひ。 其の 我慢 自尊の 志 は 猛烈なる 刺激 を 受けた ひ。 》怒の^^感遺る方な 

く、 世を擧 ひて 象 己の 敵な りと 思 はれし かば、 足の 塵を拂 つて 永く 英國 と訣ロ 刈し、 ィ タリ ー に 遊び 

て 風月に 耽り、 淫樂を 事と せり。 其の 一生の 不平、 1K 人 を 怨恨す. るの 思想 は發 して 有名なる 譲と 

なれ ひ 時に 風雅なる ィ タリ ー まさに 多事な り。 任俠 なる バイ ン 憤然として 起 ひ 有志 者の ためこ 

盡 す所少 からす。 また ギリシャの 愛 國士、 獨 立の 擧 ありと 聞きて は、 筆 を 投じ 銑 を 執 ひて 孤軍 遠 E 

の途に上.^^ぬ。 

ノイロン、 ミソロンギ ー に陣 せし とき、 測らすも不起の病に罹，^たり。 病勢 益々 劇しく 終に 動か 

ざる もの 二十 四時 間、 折し も 風 吹き荒れ 雷霆 霹靂と して 鳴ひ識 ろけ り。 バイ ロン 忽ち 大の， ^を 見 ョ.^ 

き、 天地 鳴動のう ちに 溘焉 として 長逝せ り。 噫 幾多の 艱難 を經 たる 無神論者、 痛切なる 読 世 家、 兹 

に 濯の 詩篇 を 遣して 世 を 去りぬ。 

蓋し バイ ンは 厭世の 詩人な ひ。 彼 は剛復 我慢に して 天上 天下 唯 我 を 尊し となし、 唯^ X 賴 みて 


天地 萬 物を阵 睨せ り。 其の 狀、 宛 も 鏡 旭の 如く、 仁王の 如く なれ ど 人生の 悲哀 深く 其の 胸 を 刺し、 

之 を ノて 熱淚こ rar ましめ たり。 其 P 袁 就の 情激 するとき は 神 を 罵り、 全世界 を叱陀 せひ。 狼 は不德 

の 1 了ひ少 からす。 然れ ども 其 性 や 悲壯な り。 其の 力 イン を 詠す る や 詩 思 飛 動して 天に 上り、 地 を 極 

め、 古今 萬 世人 類の 空しく 悲劇 を 演じ 去れる を 見て、 上帝の 攝理當 を 得すと 大呼 放歌せ り。 マン フ 

レツ ドの篇 チヤ ィ ルド • ハ 口 ルドの 歌の 如き は 識者の 絕唱 とする 所な り。 皆な 人生の 失望 を 詠 じ、 

悲 聲を發 ちて 其の 不幸 を 嘆 じ、 世 を 脈 ひ、 人 を 疎んじ、 社 會を怒 罵した る ものに 非ざる はなし。 マ 

ン フ レツ ドの篇 に 曰く 

あ.， 世の中 は、.！ さしき If 野な ひ。 ゆ • も 寂しき なり。 無情なる 浪 寄せ 来たり、 漂蕩 常な き 其 

つ ニリ  もし ほ 

のなかに、 止る もの は 屍と、 破れし 船の 殘形 のみ。 鹽 いと は ゆき 海草の み。 

バイ ロン は 多情 多感の 性 を 有し、 覇氣 天を衝 き、 壯圖 胸中に 欝 勃たり しとい へど も、 萬 物 を攝理 

する 上帝 を 知らす、 己 を 愛する 天父 を 認めす、 確乎たる 理想 を 感得せ す、 人生の 主眼 を 翁 破せ ざる 

なり。 设れ身 を盡 して 服 事すべき もの ある を 悟らす、 此の 故に 人に 事 ふるの 道 を 知る こと を 得す。 

彼 は 大いに 求む る 所 あり、 蓋し 其の 痛切なる 靈魂は 空虚に 安ん する こと 能 はす、 幸福 を 求め 得 ざれ 

ば 止む 能 はざる なり。 然れ ども 未だ 曾って 之 を 求め 得ざる が 故に 疑惑の 淵に 沈み、 肉 慾の 汚泥に 塗 

るる を 厭 はざる なり。 其の 精神、 壯は 即ち 壯 なりと S へど も 山川の 激して 其 所と も 知れぬ 谷底に 沒 

して 跡 無き に異ら す。 マン フ レツ ドの末 句に、 
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老人よ、 死す る こと 難き に 非す。  . 

と あれ ども、 是れ ストイック 者 流と 何ん ぞ 選ばん。 死す る を 怖れざる は、 犬馬 も 之 を 能くす。 望 

を懷 き、 恰悅 して 死す るに 非 ざれば 何の 見るべき 所 か あるべき。 彼 は 事業 を冀 ふこと、 饑 者の 食物 

に 於る よりも 甚し。 然れ ども 未だ 十分に 慣値 ある 事業の 所在 を 明らかにせす、 来世 は 定かなら す。 

今 世 は 厥 ふべ し。 我 も 卑しく、 人 もまた 卑し。 斯くて は 何れに も適歸 すべき 所な し。 終に 勇 を激ま 

し 悲しき 聲を 振り絞り 放 首して！：： く、 『浩々 たる 天地 其れ 我れ を 如何せん』 と。 其の 氣カ感 すべし と 

いへ ども 其の 狀况實 に 望 無しと 謂 はすん ば あるべ からす。 思 ふに、 思慮 深く、 有爲の iS?: 神 を：^ ほきて 

世に立たん 人 は 必す斯 くの 如くなる に 至るべし。 

世の 批評家、 バイ P ンに 比する に ゴェテ を 以てする もの 多し。 二人 相似た る所少 からす。 然， ど 

も 其の 異る所 また 著しき もの ある を 忘却す ベから す。 ゴ H テ また バ ィ ロン の 如く 己れ を 中心とし、 

孤立なる 一身のう ちに 籠城 せんと 試みし 人な り。 佛人廿 水 曾って、 ゴ H テを 33- て 言へ らく、 『此れ 忠難 

を經 過した る 人な り』 と。 實にゲ ー テは 人生の 險 路に處 して 其の 悲输を 味 ひ 知れるな り。 ゥェ ルテ 

ルも ファウスト も、 ともに 此の 悲 を 見 はせ る ものと す。 然れ ども ゴラァ は 務めて 世の 悲痛なる 則 

面 を 蔽ひ隱 せり。 彼 は 美術的の 眼 を 以て 世を觀 察する の 一 點に 其の 心意 を 注射せ り。 曾って 己の 主 

義を宣 ベて ni く 、『宗教と 政治 は、 美術 を紊亂 する の 分子な り。 我 常に 成る 可く 之 を 避けたり』 と。 

時コゥ ル ネルの 軍歌 全日 耳曼を 震動せ り。 哲§ フィヒテ は 講義 を 了る や la ちに 銃 を 執りて .a 國の 


こ 赴きたり。 然れ ども、、 コラァ は 毫も 國 難の 起れ る を 知らざる ものの 如くな りき。 フランスの 革命 

も、 ナボレ オンの 盛衰 も、 邦國 興亡 も、 彼の 心 を 動かす こと 能 は ざり き。 彼 は 人 を 贵ぶを 知らす、 之 

をめ くる を 思 はす。 況んゃ 人類と 共に 苦しまん と 欲する が 如き こと は 其の 夢にも 思 は ざし 所な り。 

、、コ ェ テは K 圍の 山上に 格き 亂れ たる 黑雲、 一 として 之に 映ぜ ざる は 無れ ど、 自ら は 微風 を も 起さす、 

泰然自若たる 美 はしき 湖水の 如きの み、 其の バイ ロンと 異る こと 斯 くの 如き もの あり。 ゴェ テはル 

1 テル を 好ます、 コ リオ レエ ナス は堪へ 難しと いへ り。 ダンテ は 其の 尊ぶ 所に 非るな り 。バイ ロン 

はダ ン テ を 推 尊して 措かす、 ヮ シン ト ン を 愛し、 ナボレ オン を 慕 へ り。 ゴ ヱ テ は 風流の み。 バ ィ 口 

ンは 事業の 人、 豪傑の 资を 具へ たりと 謂 ふべき か。 ゴ H テのィ タリ ー に 遊ぶ や、 專ら 其の 風. K を 愛 

したり。 バイ ロン は 然ら. f。  口 ー マに 上りし とき 轉た 今昔の 感禁 する こと 能 はす。 悵 然として 懷古 

の 詩を呤 じたり。 ゴ H テは 美術の 人、 バイ ロン は 人類の 苦樂に 同情 を 動かせる 人な り。 二人の 長短 

互 ひに 同じから ざる こと 斯 くの 若し。 

あ \ 、ハイ ロン、 汝は 哀しみ たれ ど 之が ために 聖 潔に 進む こと 能 は ざり き。 汝の歌 は 嘆き たれ ど 眞. 

の 安 慰を與 ふること 能 はぎりき。 世に は 愛すべき もの、 身 を犧牲 にして 奉 事すべき もの 無き に 非 

す。 汝の歌 は 何故に 失望の 聲 のみ を 發 したる か。 汝は 勇士な り、 任俠 なり、 活力 餘り ありと す。 然れ. 

ど、 も 理想 無く、 神 無く、 望 無き の 活力 は、 暴に 流れ、 狂に 失し 放漫 無賴 ならざる を 保す ると 能 はす。 

一 八 九 一年 三 g  (日本 評論) 

厭世の 詩人 口 ウド • バイ ロン  四ブ 


.  自然界の 豫言 若ゥ オルズ ゥォ ルス  五 ◦ 

自然界の 豫 言者ゥ ォ ル ズゥォ ルス 

ゥォ ル ズゥォ ルス は哲擧 的の 思想 者な り。 彼 は 人類、 自然界、 及び 生命に 關 する 疑 題 を誡俩 親切 

. に觀 察し、 假 かに その 覺悟を 定め、 稀 有の 想像に 依り、 神妙なる 天来の 光を發 揮して、 之 を 詩に 著 

- はし、 優に 一 世. の 師と爲 るに 足り、 其の 遣芳を 永く 後の世に 傳 ふべき 人な り。 此の 偉人の 生 行 著述 

を 論す る は 容易， の 業に 非る 可し。 此篇の 如き は、 僅かに 其の 一 斑 を 窺 ひて、 同好の 士に質 し、 併 は 

せて 他の 人々 に 之 を 紹介 せんと 欲する のみ。 I 問ゥォ ル ズゥォ ルス を 論じ、 其の 詩 を 誦する もの 漸 

やくに して 其の 數を加 へんと する の 兆 あり。 今 此の 蕪雜 なる 文章 を 草す る は、 まさに 其の 時 を 獲し 

もの か。 

ゥォ ル ズゥォ ルス 幼時 擧 校に 在りて、 才名 甚だしく 著れ す。 夙に 林，：： 水の 癖禁 すべから ざる もの あ 

りて、 少き 頃より i 「咏を 好む の 傾向 ありし かど、 誰か 數 年後の ゥォ ル ズゥォ ルス を 以て、 此の 童子 

に 望を屬 せし もの あらん や。 其の 詩に も 見えた る 如く、 兒は 成人の 父な り。 剛復 にして 氣^ 荒々 し 

く、 曾って 憤 ふること ありし 爲め 自殺 を さへ 鬪れる 此の 少年 は、 實に 優美 溫 良なる 詩人 ゥォ ルズゥ 


ォ ルス と はなり しなり。 

； 人 は八歲 にして 母に 死なれ、 十四 歳に して 父 を 喪 ひ、 一 一十 一 一歳に して、 一 千 七 百 九十 一 年の 一 

月ケム ブリッジの 大學を 卒業せ り。 神 舉に從 事して、 宣敎士 たらん こと を勸 むる もの ありし かど、 

之 を 背かす。 さりと て 法律 を 修めて、 狀師 たらん は、 其の 最も 嫌悪す る 所に て ありき。 彼 は 如何な 

ろ 科-求、 を 修めて、 立 身の 极據 と爲 すべき か。 自ら 大將の 器な りと 思惟して、 軍籍に 人らん との 意 を 

抱きた る こと あり。 然れ ども 要するに 此の 問題 は 久しく 未決の 儘に て 放任せられ たり。 幾程 もな く 

彼 は 思 ひ 立つ こと ありて 佛蘭 西 に 遊びぬ。 

もなか 

此の 旅行 は 詩人の 藤 史に大 いなる 變化を 起すべき 機 會を與 へ たり。 當時佛 蘭 II は 革命の 最中に 

て、 物議 紛々、 社 會の狀 態 亂雜を 極めたり。 ゥォ ル ズゥォ ルス は 此の 亂の 原動力と なりたる 自由 民 

權の 眞现に 感激し、 其の 民主 論 共和 說に 同意して、 殆んど 身 を 革命 黨 中に 置く に 至れり。 コル リツ 

ヂは壯 年の 時 一 種の 社 會說に 心 を 寄せ、 同志の 文士 チヤ ー ル ス • ラムと \ もに 米國に 渡航し、 サス 

キハ ンナァ の 河畔に 现想的 社 會を創 起せん と 企てたり。. 资 本の 足ら ざり しため、 計りし こと 签 しく 

畫 餅に 歸 したりと いへ ども、 コル リツ ヂが暫 らくの 間、 此の 理想に 熱衷 したる は 疑 ひもな き 事實な 

り。 盖し眞 誠の 詩人 は 理想 境を瞻 仰す る 人に て、 不平に 堪 へざる 事充滿 せる 此の 目前の 世界に 滿足 

する こと 能 はす、 人 を も 世 を も 更に 高尙 なる 有様に 進まし めんと 欲する の 念 甚だ 切なり。 ゥォ ルズ 

ゥォ ルス 佛蘭 西の 革命に 遭 ひて 念へ らく、 人類が 一 大 進歩 を爲 すの 時節 到来せ り。 歐洲の 救 ひは此 
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の騷亂 より 起らん と。 其の 詩に 曰く、 

" l-he  wholn  cartli, 

ulc Ideality  wore  of  l)romisc  ；  that  which  sets 

rii ひ budding  rose  p^so  the  rose  f 二 II 1〕 一 own. 一、 

希望に 滿ち たる 心 胸洋々 として、 意氣 時に 軒昂、 筆 を 投じ 劍を 按じて、 激 徒の g ，こ， 與 みせ， P と 

欲する までに 思 ひ 込みた るゥォ ル ズゥォ ルスが 當 年の 精神 自ら 此の 詩句のう ちに 顯 はれたり。 

革命の 勢 ひ 破竹の 如く、 固 王の 生命 は斷頭 場の 露と 消えに けり。 自由の 名 を 以て 種々 の 慘劇は {ぷ 

ぜられ たり。 英國の 識者 その しきに 驚きて、 佛蘭 西の 革命 を惡 める もの 多し。 監督 ヮッ トソンr^ 

如き は、 王の 殘 害せられ たる を 傷み、 殺戮の 甚し きを 悲 みて、 口 を 極めて 佛蘭 西の 革命 を 非難 4., 

り。 ゥ オルズ ゥォ ルス 一 文 を 草し、 之 を 辯 護して 餘カを 遣 さす、 反對 論者 を兒 女に 比して 之 を 嘲 ff^. 

し、 非常の 時期に は 非常の 事な かるべ からすと 痛論せ り。 詩人 ゥォ ル ズゥォ ルス は 大義と き 口す る こ 

とのた めに は 擾亂を も惲ら す、 斷頭 機の 血に も瞻を 冷す さ なかり き。 彼 は感愦 一片なる 心 弱き 文. < - 

にて は 非 ざり しなり。 然れ ども 佛蘭 西の 革命が 終に ー轉 して、 武斷 政治と なり、 掠奪 攻伐を 事と 爲す 

に 至れる を 見て、 彼 は 大いに 憤 ほり、 甚 しく 失望し、 深く 省みて 前日の 非を覺 り、 將來の 方向 を I 

變 せり。 彼 は 自由 民樓の 主義 を棄 てし に 非す。 只 だ 政黨、 制度、 及び 政策に 關 する 其の 意見 は 全く 

前日と 異なれる 點に 出で しなり。 此の 時より 彼 は 英國の 制度 を 愛する 保守 平民主義 の 人と はなり 


ぬ。 ほら 此の 變化を 論じて n く、 余が 政治 上の 意見 終始 變る こと 無くして 止まば、 幾多の 經驗と 思 

相」 とま、 徒 勞に屬 せりと 云 はざる 可ら す。 若し 佛蘭 西の 革命に 心 胸を鈹 動せられ しこと 無力ら しめ 

ばい 余 は 氣概と 熱情な きの 少年な り。 また 後ち に 至りて 政治 上の 見解 を變 化せ ざら しめん か、 余 は 

熟慮 靜 思に. S りて 自ら を ( 俭 する こと 能 はざる の 人な りと。 彼 は 主義の 人な り。 進む にも 誠 を 以て 

し、 、にも 誠 を 以てせり。 共の 政論の 是非に 拘 はらす、 其の 進退 は 甚だ 高 明 正大なる に 非す や。 

皮 ほ 紛々 たる 政界よ ひ 退きぬ。 然れ ども 徒らに 白雲の 鄕に 遊び、 文字 を 弄し、 風 R: を 嘲 ひ、 世事 

を 忘れて 社 今， の 利害 を 思 はす、 國 家の 安危 を 念頭に 置かざる が 如き 隱遁 高踏の 士 となりし に 非す。 

共の 歐洲 大陸の 治 亂に心 を 用ゐ、 英國と ナボレ オンとの 激闘に 注意せ しが 如き は、 彼が 作れる 詩 1^ 

のうちに 顯然 たり。 ゥォ ル ズゥォ ルス は 憂世 愛 國の心 深き 詩人に て あ 力き。 

北 ハの佛 蘭 商より 英 國に歸 ひしの ち、 革命の 結果 凡て 意外の 點に 出で たる を 見る や、 豫 ねて 崇拜せ 

る 现想は 忽ち 塵芥のう ちに 委棄せられ たり。 其の 心 胸 を 蹄ら せた る 希望 は 髮氣樓 にて ありき。 頼み 

レ人も むに 足らす。 曾って 雲 中に 弊 ゆるとまで 見し 志士 仁人 は 今の 奸黨. ^人と な ひて 地 雅ょひ 

も き こ， ffi ，したる かと 惟し まる。 世 は 皆 夢に て あ ひける。 營々 たる 事業 はうた 力た の 脆き に異 

ならす。 此に 於て か 光明の 天地 は! の 世界と はなり ぬ。 活 澄の 元氣顿 みに 失せ、 有 爲の志 折れた 

る 弓の 弦の 如くな りぬ。 林 泉の 癖 其の 痕跡 を 止め t 自然界の 1 一一 门者は 反りて 自然界 を 厭悪す るの 

境遇に 陷 りぬ。 彼 は 懐疑の 奴と な ひ、 失望の 囚廣 となりし な ひ。 彼 は 憂欝の 泥濘に 塗れて、 起き も 
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自然界の 豫 言者ゥ オルズ ゥォ ルス  £  : 

得 上らす。 實 に I 極まれる 有様と はなり しもの かな。 人生の 行路に 非常なる 頓挫 を經驗 せん もの 

は 勢 ひ、 此の 如くなら ざる を 得す。 此の 歡に 沈みて、 浮ぶべき 瀨も 無く、 終に 憂憤 慚悔の £ ほ 鬼と な 

りし もの 擧げ て數 ふべ からざる なり。 

此の 危嶮 なる 時期に 於て 救 扱の 天使 は來 ひぬ。 ゥォ ル ズゥォ ルスに 一人の 妹 あり、 ド 。セァ と 云 

ふ。 此の 女 該博なる 舉問 あるに 非す、 また 勝れし 容色 あるに 非す。 然れ ども 思慮 深く して 敏く、 殊 

に溫 良に して 能く 物に 堪へ、 同情の 念 湧く が 如く、 親愛の 情 極めて 切な. り。 彼 は 兄の 憂^に^ へ ざ 

る狀を 見、 其の 懐疑 失望の 鐵 鎖に 繋がれて、 青天白日 を 仰ぐ の意氣 なく 頻に 危害 切迫せ る を 憂 ひ、 

其の 誡を盡 し、 其の 全力 を用ゐ て、 之 を 救 はんと 欲せ ひ。 彼 は 兄 を 誘 ひて 幽靜 なる 土地に 至 ひ、 J 

なる 天地 山川の 風光に 接し、 また 質朴に 無邪氣 なる 田夫 野 老と交 はらしめ たり。 自然界の 感化 は 其 

の 熱狂 せんする 頭腦 に淸凉 劑を與 へた. り。 田夫 野老の 間に 行 はる &宗敎 道德の 精神 厚く、 風俗の 敦 

朴 なる を 見て は、 彼が 心に 稍 人類 を 信す るの 念 を 恢復せ り。 至誠なる ドロ セァの 熱愛に 接しつ、 如 

何で、 人類 を惡と 見做す こと を 得ん や。 此の 秩序 あるの 天地 は 道理の 行 はる.， 所に 非す や。 .3^ ほ を 

寛げて、 自然界の 啓示す る 所 を 見れば、 焉んぞ 其の 喜びに 觸れ ざる こと を 得ん や。 田夫 野 老と交 ひ 

て、， 其のう ち 王侯 も 及ばざる 慣値 ある を 見れば、 事業と は 何ぞ、 功名と は 何ぞ、 大小 高下と ま 何 

ぞ。 此ら の感覺 思想 は、 ゥォ ル ズゥォ ルス をして 再び 少時の 舊 天地 を 樂 ましめ、 また 其の 目前に^ 

天地 を も 開拓せ り。 此に 於て ド。 セ ァの勸 誘す る 所 も あり、 彼 は 詩人 を 以て 生涯 を.^ 一らん と 欲する 


の 志 を 立てたり。 

ダンテの ビアトリスに 於け る、 ペトラ ルクの ラウ ラに 於け る 佳人 淑女の 詩人 を 助け、 共の 志を勵 

して 大業 を 成就せ しめたる 者少 からす。 チヤ ー ル ス • ラム 其の 妹に 負 ふ 所 多き は 最近の 好 的 例に 非 

す や。 詩人 ゥォ ル ズゥォ ルス は ドロ セァに 救 はれたり。 加 ふるに ゥォ ル ズゥォ ルス 天性 剛健に 過ぎ 

て、 厳酷に 失する の 弊 あり。 a つ 其の 愛する 所の 自然界の 氣色 は專ら 崇高なる もの、 情惋 なる も 

の、 及び 畏怖すべき ものに 止 ひて、 溫和靜 安の 分子 を 看過す るの 傾向 を 免る、 こと 能 は ざ ひしな 

り。 其の 心を柔 らげ、 之 をして 人情に 厚から しめ、 其の 目 を 開きて、 隱れ たる 美妙 を 味 はしめ たる- 

は ドロ セァの 功な りと 謂 はざる ベから す。 詩人 自ら 妹の 德を赞 して 曰く、 

She  trave  IT-e  eyes,  she  wave  nle  ears: 

And  vmmble  cares  and  delicate  fears; 

A  v-eart,  the  fountain  of  sweet  tears. 

And  love  and  dlollwlnt,  ana  joy.  . 

米人ト ラム ブル 友誼と 名く る 一 書 を 著述せ り。 其の 中に 詩の インス ピレ ー ショ ン たる 友誼と 題せ 

る〕 章な。 古來 交友の 詩歌 を 鈹舞 せし こと 雷 多し。 詩人に して 知己 朋友の 獎勵. i せる がた め 

に 造詣の 高貴なる を 得し もの 少 からす。 ト ラム ブルの 書中に ゥォ ル ズゥォ ルスと コル リツ ヂの 交友 

を 載せた ひ、 蓋し ゥォ ル ズゥォ ルスが 生涯に 大關係 ある 人物 は 第一に 其： の 妹 ドロ セァを 8 すると 
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五六 

ともに、 t コル リツ、 チ ある を 忘る ベから す。 コル リツ デは舊 近代の 哲 I 中 屈指の |家こ し. 

て 詩 もまた 優に 大家のう ち i 歩す き 足れり。 § 性行に は 多くの 過失 S ひながら 彼 I だ 愛 

すべき 人な ひ。 ゥ オルズ ゥォ ルス 之 を 評して 曰く、 余 は， 奇 偉なる 事業 を 成せる 多くの 人物 を 知.， 

り。 然れ ども 余が 知れる 中に て奋 偉の 人と 稱 すべき もの は コル リツで 一人 あるの みと、， コル リツ ヂ 

また ゥォ ル ズゥォ ルス を 評して 曰く、 余 は 彼の 傍らに 立ちて 自ら 倭 小なる を感 すと。 兩人互 ひて- ポ 

己と して 相 親しむ や 倾蓋已 に蓦の 如く、 その 交情 は 歳月の 進む に從 ひて、 ま享 し。 寺と して は 

相携 へて 獨乙 I き、 叉 時として は 共に 鬵の 山間に f たり。 時に fglf こと 遠から 

す 日夕の 歡會に 談論 を 上下して、 互 ひに 益す る こと を 得たり。 居所の 遠く 隔離せ る 場合に へ、 て 

も、 屡 往来して 迭 みに その 胸臆 を盡 し、 各自の 天分 を 全うする こと を 怠ら ざ ひき。 ，を 昌. 

へ、 その 新 主義 を說 き、 他の 辨 難に 對 して 解 說を 試みる 如きに 至 ひて は、 ゥォ ル ズゥォ レスの 一せ 斤， 

にして、 思 菌大、 所見 深遠な りし コル ッ リヂの 長所に て ありき。 ゥォ ル ズゥォ ルスの * 人と して. 

謹せ るに 付きて は、 コル リツ i デが產 の 感化 與 ひて 力 ありき と 謂 はざる ベから す。 後者が I. よ 

り 受けし 利 f また 大 いなる もの ありし ならん。 二 家の 交際 は 文雅に して、 眞 率なゥ。 I 

羨せ ざる を 得ん や。  ■  '  i 

ゥォ ル ズゥ才 ルスが 專ら詩に 謹 せんとの f 定めた る I 性の 然ら しむる 所な りと いへ ども、 

一 つに は 精 思 舊の上 自ら 好んで 之を擇 みたる に 由れ り。 詩人 は 生， ものに て、 ま，？ も？， 


非るな り。 詩 は刖才 なり。 天然の 詩 思 欹才を 具へ たる 人 は、 草木の 光に 向 ふが 如く、 水の 低き に 赴 

くが 如く 之 を 文字 首 語に 著 はして 咨嗟 詠嘆す る は 自然の 勢 ひなり と 謂 はざる 可ら す。 ゥォ ル ズゥォ 

ル ス にも 亦是の 如き もの あ ひしな らん。 然れ ども 彼が 詩人と な ひしに は 此の 外に も 理由な きに 非る 

なり。 彼 は 自家の 事、 詩の 事 を 熟慮せ り、 其の 結 栗と して 思へ らく、 余が 平生 心 を 寄す る 所の 眞理に 

逹す るの 方法 は 詩の 富瞻圓 足に して 異様 窮り 無き に 如く もの 無し。 之 を 言語に 顯 はし、 其の 微旨を 

推薦して dwellers ョ the  hearts  of ョ cn  (人の 心に 住む もの) たらし めんに は、 詩の 力に 優れる 

もの 有る 可ら すと。 而 して ゥォ ル ズゥォ ルス は 詩人と して 發 達する の 案 を 立て、 計 を 定め、 百難に 

も 橈ます、 千 挫に も 屈せす、 面 も 振らす、 一心 不亂に 此志を 成さん こと を 務めた ひ。 文士 多く は才 

に ffit 淸に驅 られて 自ら 羅朿 する こと を 知らす。 其の 事業に 一定の 方針な く、 生涯の 計茫 乎と して 

雲 を 攫む に 等しき もの あり。 豈に思 はざる ベ けんや。 ゥォ ル ズゥォ ルスの 如き は〕 且 詩人た るを以 

て、 自家の 天職と 覺悟 する や、 兄妹 二人 僅かに 糊口す るに 足る の 收人を 以て、 數 年の 間 極めて 儉素 

なる 生活 を營 むの 計 を 定めて、 已を 修め、 詩 思 を 凍 磨す るの 外 他事な く、 富 を も 希 はす、 名 聲をも 

求めす、 グラス ミ ー ルの 山間 湖 邊に悠 々歳月 を經 過せ り。 

ゥォ ル ズゥォ ルス 曾って 友人に 贈 ひたる 書中に 言へ る こと あり。 文學の 人、 其 他 何の 家業た る を 問 

はす、 凡て 公人と して 世に立たん 人 は、 嚴 正に 節儉 素朴なる 生涯 を 送らざる 可ら すと。 彼 は 人に 向 

ひて、 此の 眞理を 唱道せ しのみ に 非す、 著る しく 之 を 其の 身に 實行 したるな ひ。 邸宅の ため、 飮食 
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五八 

衣服の ために 思 力 隨を徒 零る こと 多き は、 成功の 大害 にして、 文 を 修め、 道 を 行 ひ、 公共の 事 

業 を 成就 せんと 欲する もの X 躓きの 石な り。 儉 素なる 生活 を營 みて 高尙 なる 田 b 想 を 修めよ とま、 ゥ 

ヴ オルズ ゥォ ルスが 實行 せし 所の 訓誡な え 世人 此の 訓誡 を 要する や 久し。 i に 達し、 il 

さんと 欲する もの， I な此 Qi まるべ ？高 f る？？ 世に立つ 者 は 此の？？ あ 

るべき こと 最も 肝要な ひとす。  •  ， 

ゥォ ル ズゥォ ルス 詩人の il する こと 至れり と 謂 はざる ベから す。 故に 其 I を 成就 せんが 

ために 如何なる 事 を も 忍び 得た る 也。 或る 詩人 は 人を悅 ばし むる を 目的と 做せり。 ルゥク リシ ャ 

. -ボ， -プの 如き は.。 琢章彫 句 を 以て 詩の 本領と 思へ り。 天馬 空に 馳 する の概 ありと いへ ども 田し S 

堅固なら ざる シェ レイ、、、 ハイ ロンの 如き は 詩に 由り て 其の 感 ff し、 其 不平 基へ、 a 

求めん と 欲す. るに 切なる のみ。 ゥォ ル ズゥォ ルス は然 らま 其の 詩を ¥ るの 一 f 曰く、 大ぃ なる 

詩人 は 敎師に 非る も Q 無し。 余 は I として 算 へられ すん ば、 他の 資格に 於て 世 つ こと を 願ま 

ざるな. りと。 其の 本領 参る 所是 の 如くに 高し。 千き 子 は 市に 死せ すと 云 ふ。 彼が 籠 5 爲 め：； 

動かされす、 世の 霧に I する こと 無く、 好んで グラス、、 i の 寂し I 甘んじ、 S 少き程 S 

儉 なる 生活 i せし も、 此の 確 雷 f る も Q なり。 aaf. 寺 人が f ま 

でに 皇？ 所以の 理由 知るべき なり。 曰く 憂 まもき 慰め、 福 ひな. fQ をして 更 こまなら 

しめて、 I の 明に 曰 f 添え、 人 をして 其の 老幼に fi く 見、 善く 思 ひ、 mm 


舉ば しめ、 之 をして ー肝^^！^堅间なる君子善人たらしむるを以て、 詠 詩の 大目 的と はするな りと。 

其の 大作なる 2 クスコ ルショ ンに兑 えたる 左の 1 句の 如き は 以て ゥォ ルズ ルゥォ スの 精神 を 示す に 

足れり。 

And l)v  A.\-or(ls 

wolll 二 1 armisc  the  sensi 一 al from  tils-  sleep 

cf  (k-atll,alKl  will  vacant  and  the  vaiii 

、ro  noble  raptures 一- 

一一 

ゥォ ル ズゥォ t スの 詩、 世に 棄 てられし こと 二十 余 年。 彼 は 何の 仕出した る こと も 無く、 此の 惜 

むべき 幾多の 歳月 を 空しう せり。 一詩 出る ごとに、 悪評 は 益 多く 其 姓名のう へに 集り 來 わり 辦 ルカ 

ありし にも 拘ら す、 共の 天職 を 確信して 疑 はす、 我が 詩 永く 人間に 痕跡 を 止む るな らんとの 一念 厳 

の 如くに 堅^な り。 今人より 之 を 見れば、 其の 凛 乎た る 精神、 其の 斷乎 たる 決意、 其の 天職の 爲め 

に 身 を犧牲 にせん と 欲する の 赤心 は、 欽慕す るに 餘り ありと 雖、 當 時の 凡庸 衆 俗はゥ オルズ ゥォ ル 

スの 徒食 二十 餘年、 茫然た る 生涯 を 送りつ、 ある を 見て 如何なる 感覺を 起せし やらん。 rt^ ら，^ る こ 

五. S? 
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と 明らかなる ものと いへ ども、 知己な きの 天下に 孤立して、 疑 I 笑の 督 とせら f  、い 

苦しき 1 に 非 I。 世人が ゥォ i ルス を 見る に 如何なる？ 以てした るか、 そ は 次 g 在 

irmiic 一  端 直るべき き。 彼が 囊 にして 人と 語らす、 Mia.  S 

# は 月に 乘 じて 漫ろ歩き しで、 此の 多事なる 世界に 生活す る こき 得難 けれと は、 11. 

H^^^.  I の 探偵 も漸 やくに して 其の 有様に 不管懷 き、 此れ 必定 奸 if る崖を 營 

も」 もの 力 f ざれば 顏に對 し 511 する Q 徒なる べしとの 推測 を 下す 皇れ り。 

めま人は預、 ねて 賃借せ る 家を遂 はれて、 止む を 得 J を 遠く 他所に？ る こと さなり ぬ。 ゥォ レ 

ズゥォ ルスの f また 甚 しからす や。 庭 は择に 入らす。 凡庸の 目に は 聖人 も痴誉 たるに 過 

きす 古来 高 人の 最も 難ん する 所、 此に 在りと 謂 はざる 可ら す。 

然れ ども 志士 容易 に 失望 する 勿れ。 厳冬 過ぎ去りて、 置 吹き 至る に 程 4 に ゥォ レズ ゥォ レ 

スは 詩界に 創 起した る ものな り。 詩文 にても 宗敎爵 にても、 凡 If 破りて 自ら 新 執 

is す もの は、 幾分 か 斯道の ために 殉証 者た るの 震 ある を 免れざる べし， 况ん I の 創 起 f 

も 多少の 欠點 短所 ありて、 世人の 讓 を價 値する もの 存す るに 於て を や。 ゥォ ル ズゥォ レスの 運；： 

す 此の 數 こと を 得 ざり き。 然れ ども 天 豈に 此の？ 喪ぼ す 可 けんや。 詩人 は 其の 逆 t に 《 

して ハ分 勇氣 を皴勵 し、 其の 分と して 當 さに 唱道す べきの 眞 理を說 きぬ。 彼れ 終に 一部の か 一人 をして 

己れ の 詩 I- し、 其の f 愛好 する 程の 趣味 を 養成せ しめたり。 彼 は 二十 餘 年の 長時間 を 以て、 已 


れ 2|を敎 育す る こき 得たり。 凡そ 大 いなる 美術家 は 己れ を 味 ふべき 趣味 を，、 以て 之れ を 

舊 S する の 術 を訓へ すん ば 有らす と、 . ル リツ 、チ S へる lif る舊な るべ し。 

時勢 ま 此にー 變 せり。 一 千 八 百 一二 十 年より S は漸を 以て ゥォ ル ズゥォ ルスの 價値を 置し 始め 

たり。 &は， 侈に 紛々 たる 批評 界に 於て 非常なる 聲價を 博し 得たり。 其の 狂 愚 を 笑ひ迂 拙を啤 ひたる 

世界 ま 一千 八 ぼ三 十九 年 オクス フォ ルド 大雷 由り て 之に 博士の 榮稱を 贈 與せ"。 宰相 ピ 1 ルはー 

千 八 百 四十 三年 之に 桂 霧 人 Q 地位 S けて 曰く、 此れ 現在 詩人の 第一 位 |るぁ に與 ふべき の 

尊敬の 貢祖 たるに 過 I と。 凡そ 生きん と 欲する もの は 死し、 ，ために 死 を f¥ ざる 程の 精 

神 を 有する もの は 生く。 此れ li の 大法な り。 ゥ才 ル ズゥ才 ルスの 忍耐 年 を累 ぬるに 及び 其の 價値 

弋 C に顯 はれて、 榮名 天下に 喧傳 せらる、 に 至れり。 此の 山間の 名花 を 尊ね て、 グラス ミ ー ルの地 

に來る もの 引き も 切らす。 ラルソンの 如き も 故ら に 之 を 訪問した りと 云 ふ。 名士 アル ノ ルド (ル 

グビ ー 校の 長) は 詩人 を 慕 ふの 餘り、 居 を 其の 近傍に 移せり〕 此らは 文 界の大 星な り。 其の 他 小 星 

のゥォ ル ズゥォ ルス を圍繞 して、 彼が 歌德を 讃美せ る もの 枚擧 する に遑 あらざる なり。 

テー I ソンの 光揮界 I ら すに 及び、 殆ん どゥ- ルズ ゥォ ルスの 榮を奪 ひ、 之 をして 其の 光 ま 

ましむ るの まり き。 然れ ども 此れ 雷同 者 流の 間に 於て 名聲の 低落した るの み。 文事に 籠に し 

て、 善く 譲 を 知る ものに 於る ゥォ ルズ ゥォ ルスの 勢力 永久に 減す 可らざる もの あ"。 一 時の 雷 

は賴 むに 足らす、 庸 衆の 黉成は 重し とせら る" に堪 へざる なり。 實に 
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六 二 

.vvnat  lie  lias  lo づ e(l 

others  111  】ove,  and  he  will  teach  them  how. " 

英語の 詰 さる、 所、 其の 使用の 保存せ？ 限り、 ゥォ ル ズゥォ ルスの 詩 は活？ る 生命 を 人き 

I すべき を 知る。 現に シャ クスピ —ャ、 ポウプの 詩句と k もに 最も 多く 著作家に 引用 せらる 4 寸 

人はゥ オルズ ゥォ ルスに 如く もの 無しと、 鋭利 莊重なる 批評家 ジョン、 モルレ ィは斷 首せ り。 ジョ 

： • スチュ アルト • ミルの 自叙 傳を讀 むと、 此の 哲舉 者が 嘗て 厭世の 淵に 陷 りて、 、い 氣茶 だしく，； 內 

み衰 へしと き ゥ.. ル ズゥ才 ルスの f 蒙て、 之に 救 はれし こと あり。 ミル 親ら 其の 事 を 記して 曰. 

く ゥ オル、 スゥ才 ルスの 詩 は 外界の 美 I せる のみな I、 美に 動かされ たる S 及び 傳の I 

に染 りたる iss だす。 此れ 其 I が 余の 暦 を f し 所以な り。 含 平靜 tf 職 

のうちに 眞個 永久の 幸福 ある I 攀 るの i に 管れ 居たり。 ゥォ ル ズゥォ レス まし も 人 貝 、- 

同情 及 I 曰の 歸趨を 回避せ しむる こと 無く、 反って 一 署 深く 此らの ことに 精神 I がしめ 以；： 余 

^.u^ni ゥ オルズ ゥォ ルス は 人類の 同情 I んじ、 生路 の 雲 を 忘 

れ 徒らに t 林 泉 を 件 侶と して、 吟詠 を I したる 人に 非す。 其の 風流 は 簾なる 人， S び 

、；れ す、 其の 詩 裏む もの をして、 自ら 磨く 氣 平らかに して、 一 善 ふべ からざる の 妙 ま 惑 

^u^^ia . テ の 明哲なる 心と バ ィ 。 ン の 快活の 如き は、 ま； の 再 

ひ 世に 齎らし 來る こと もや あらん。 然れ ども 歐 州の 今 曰 は 何れの 所に 行きて 再び ゥ， i  U 


の hcaliT  power  (平癒 を與 ふる 力) を 見出す こと を 得ん やと (モル レイ 文 舉論 第三 十一 頁)。 ^ 

の 病 を 癒す の 力と 云へ る 語 は、 最も 善く ゥォ ル ズゥォ ルスの 價 値を發 揮し 得たり と 云 はざる ベから 

す。 此の 力 何れより 来りし ぞ。 彼が 一生の 本領 は 如何なる 點に 在りし か。 

皮 i 讀 書の 人に 非す。 曾って 友人に 語 ひて 曰く、 余 は 五 年の 間に 五シ リング を 新版の 書籍に 消費 

せし こと 無しと。 其の 藏書 は敢 て富贍 なりし に は 非す。 然れ ども 彼 は 辛うじて 其の 五分の 一 を讀み 

たるの み。 杜子 美が 讀 tti 萬卷 下 筆 如 有 神と 云へ ると は 全く 正反對 なり。 然れ ども 天才 は 一様に 

非す。 皮， も 可な り、 此も 可な り。 唯 漫然 讀 書に 耽りて、 凝 思 冥想 を 怠る 者 はよ し 萬卷に 達する も 何 

の ハ佺か あらん。 ゥォ ル ズゥォ ルス は 書窒の 思想 者に 非す。 彼 は 靑天を 戴き、 綠 草を蹈 み、 水 邊に座 

し、 樹 蔭に i ひて、 思想 を煉 り、 工夫 を 凝らす こと を 常習と せり。 自ら 之 を 述べて 曰く、 余 はィ、 

スデ， 'ル を 流 る、 溪 水の 邊 りに て 數 千の 句 を 緩れ りと。 

.*pl ひ iminniirs  near  the  lunmllg  rooks. 

A  music  sweeter  than  their  own  . 

彼が 自然界 を觀 察する や 精細に して 深く 其の 幽微に 透徹せ り。 其 野草 を 叙し、 險坂を 走る 鬼 を 詠 じ 

ヒ 雨後の^ 水 を描寫 し、 其 他 荒 村 幽谷 花 月 雲霞 を吟 する や、 讀者 をして 宛 かも 寫眞鏡 に^するが 如き 

の感 あらしむ。 其の 着眼 は 精な り、 其 叙事 は眞實 にして 浮華なら す。 然れ ども 其 詩 は 唯 だ 自然 景を 

有る が 儘に 寫せ るに は 非るな り。 科 擧者及 寫眞師 は 外物 を眞實 に直寫 する のみ。 然れ ども 眞 正なる 
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晝ェ 及び 詩人 は 外界の 美觀を 眞實 に寫す K 一 を 務め また 之 を 感じて 富す さを務 む。 彼れ は 自然 景と人 

情との 關係を 最も 眞實 精細に 富し 出 だす を 以て 其の 本領と す。 ゥォ ル ズゥォ ルス 月明 を吟 じて： n く 

"The  moon  doth  with  delight  . 

； Look:  round  lier  ,\vllen  t;l:-rt  lle^avcns  arc ゲ are 》》 

月明の 夜景 は 此の 僅少なる 文字のう ちに 最も 眞實に 描 富せられ しとい へど も、 之に 對 r る 人隋の 

感動 辭 句の 間に 溢れたり と 謂 はざる 可ら す。 t ル ズゥォ ルス は 寫眞の 精細と 理想の 幽 高と を 兼ね 

て、 自然界 を觀 察せり。 彼 は 目と 靈 魂と を 以て 天地の 美 を 眺めたり。 故に 其の 詩 は 最も 善く 自然界 

の 意義 を發 揮し、 其の 間に 含蓄， せられた る眞 理を閬 明し、 天下の 人 をして 意外の 點に 大道の 存 する 

を 知らし むる を 得たり。 

、ro 】ne  the  meanest  flower  thiit  Hows  can ち .v ひ 

Tllcsghts  that  often  too  dee づ for  tears. 》* 

あ、 我に 對 して は 最微の 花も感 淚を禁 する こと 能 はざる 程の 思想 を與 ふと。 實に然 り、 彼は此 Q 

思想 を宣傳 する の 預言者に て ありき。 アル ノ ルドが 詩の 解釋 力と 名付けし は即 はち 此の 事に 非す 

や。 ゥォ ル ズゥォ ルスが 詩 は 凡て 科 學の面 上に 現 はれて、 情感の 切なる" &フ； ^ili なりと 云 ひし も訟 

する 所 之と 義を 同う する も の に 非す や。 

國 破れて 山河 有り、 城 春に して 草木 深し、 此の 時に 當 りて は 花に も淚を 濺く ベく、 立つ 鳥に も 魂 


を 驚かすべし。 況湘の 日夜 東 流す る を 見て は 其の 愁人 のために 暫 らく 停らん こと を 希 ひ、 失意の ゾ 

左遷の 途に 上らん とする に 臨み、 庭 上の 梅花 を 眺めて は 其の f 遠く 我が 配所に 送り 来らん £ を 求 

め、 心 を 死灰に 比して 無我の境に 人れ る 法師 も 秋風 身に 染み、 蕭條 として 鴨の 澤邊に 立つ を 見て は 

坐ろ にあ はれ を 催 ふせる に f や。 一一 ュ マ ン 曰く、 天地 は大 いなる 聖禮 典な り。 形のう ちに 靈 妙の 

意義 を寓 せたり と。 野の 百合 花 を 見よ。 ソロモンの 榮花も 之に 如かざる 其の 美 は 何を敎 ふる か。 空 

飛ぶ 鳥 を 思へ。 鴻雁は 如何なる 消息 を 人間に 傳 ふるや。 耶穌は 之 を 以て 慰藉の 使者な りと 言へ るに 

や。 あ. >T もの.^ あはれ！ 此れ 如何なる こと ぞ。 誰か 天地 を 無情な りと 云 ふか。 物 界は靈 なる 

意義 を 以て 充滿 せり。 シェ， 'ルプ 曰く 名 稱を與 ふるの 時代 過ぎて、 自然界に 對す るの 感情 稍 ゃ痴. 

なりと。 名 稱を與 ふるの 時代と は何ぞ や。 人 初めて 山に 登り 海 を 望み、 牛馬 鳥 雀に 接する や、 其の 感 

想 果して 如何ん。 奇 絕快絕 手の 舞 ひ 足の 踏む 所 を 知らす。 目に 驚ろ き、 心に 感じ、 情 動き、 想像 發 

して 止ます。 而 して 之に 名稱を 付す る や、 詩 思 其の 言語のう ちに 充滿 せり。 トレンチが 言語の 研究 

と 題せ る 書に 論述せ る 所 を 見れば、 吾人の 無意識に 使用す る 言語が 如何に 詩想に 基き しもの 多き か 

を 知らん とす。 吾人 は 何の 心 もな く 此らの 言語 を 使用す る 如く、 自然の 景色に 對 する 感想 も 亦 痴鈍 

と はなり にけ り。 幼年の 時 月に 對 して 乳母と 共に 爾が 年齒 幾何 ぞ との 問 を發 し、 虹霓 を 見て 心 胸 躍 

り、 滿 面喜悅 せる (ゥォ ル ズゥォ ルスの 詩を參 照せ よ) 我 は 今日の 我に s.。 慣る \ て ふ 恐ろしき 

錢は、 自然界 を 反映すべき 吾人の 心 鏡 を 曇らせたり。 日月 も 陳腐と はなり ぬ。 花 も 新鮮の 色 を失ハ 
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り。 鳥 も 好 音を傳 へす。 天地 は 僅かに I 大機關 と はなり ぬ。 自然 は 風致な き 割烹店の 如くた^ #y 

のみ、 奔走の み、 混雜 のみ。 吾人の 風流 は 盆卉、 奇形なる 石、 生姜の 如き 山岳 を寫 せる 墨畫 若しく 

は瓢 簟を携 へて 醉歌 する 花見 遊山と はなり にけ り。 其の 歌 は 足曳の 山鳥の 尾の しだり をの 長々 しき 

冠辭 枕詞の ために 囚 へられ、 其の 風雅 は 古人の 句 調を擧 びて 唯だ鸚 S の 若く 吾が 美 はしき 音調 を 

臚列 する のみ。 今人の 風流 は 景樹の 風流な り。 甚 しき は 貫 之、 人 磨の 風流な り。 古語、 歌格、 典故 

は 詩人と 自然界との 間に I 大墻壁 を 築き 出 だせり。 あ、 大和歌 は 化石と 變 じたる に 非す や。 眞 個の 

自然界の 預言者 起り て、 アダム、 エバが 初めて 天ョ を 仰ぎ、 樂 園の 花鳥 を樂 める 時の 風情と 同様な 

る 眼光 を 以て 物界の 光景 を觀、 以て 眞實に 且つ 高 尙に之 を 吟詠す るに 非 ざれば、 所謂 もの、 あはれ 

は 之より 衰 ふること ならん。 

ゥ オルズ ゥォ ルスの 時、 英國の 文 界は實 に 此の 如き SIg にて ありき。 ボルン ズ、 カウ ペルの 徒 前 

に 顯れて 幾分 か 此の方 面に 革新の 力 を 用 ひたりと いへ ども、 ゥォ ル ズゥォ ルス 出で て 其の 功 完成せ 

りと 謂 はざる ベから す。 彼 は 詩の 慣例 を 破りて、 通俗の 語 を 用うる の 勇 ありき。 彼れ は 世人の 所謂 

高貴 偉大 等 を 判別す るの 標準に 從 はす、 彼らが 微小 取る に 足らす と 見做せる もの X うちに 極 美 極大 

なる 意 養 具 理の存 する を 認めたり、 彼 は 曰 常 見る 所の 事物 を 題目と して 不朽の 詩句 を作爲 せり。 其 

の 詩 を讀む もの は 之に 由り て 思 はざる 邊に 美妙 慰藉 希望の 存 する を 見出し、 世界 を觀 るの 眼 一新せ 

るが 如くに 感ぜ すん ば あらざる なり。 吾々 はゥォ ル ズゥォ ルスと & もに 山の 美 を 感じ、 水の 音樂に 


耳を倾 くる を 得べ し。 然れ ども ゥォ ル ズゥォ ルスの 自然と 情感 を 交通 せんとす る や、 其の 結果 は 堂 

々たる 偉男 兒の 如し。 かの 月 を 望みて 千々 に 悲しみ を 催 ふし 涕淚 潜々 たる 婦女子の 如くなる を 見る 

ベから す。 共の 所感 多く は喜樂 なり、 慰藉な り。 奮發興 志な り。 日本の 詩歌 を 研究す る もの は 之 を 

一 考 せざる ベから す。 

詩 は 微小なる 眞理の 上に 王公の 玉座 を設 くる こと を 得べ し。 犬なる もの は何ぞ 芙蓉 峯 のみに 限ら 

ん。 其の 蘊蓄せ る 怠義を 冥想 すれば 屋 後の 小 丘 また 大 なりと 謂 はざる ベから す。 ゥォ ル ズゥォ ルス 

ま^^！^王義の人なり。 彼 は 天然の 景色に 於て 微 なる もの を輕ん する こと を惡み 田野 を！^ ひ 菜園 

を吟 じ、 其 他 詩の 題目と して 顧みられざる もの を 詠 じたり。 其の 平民主義 は 人 を 題目と する に 及び 

て、 最も 著る しく 彰 はれた る を 見るべし。 帝王 將相 匹夫 小人の iHi: 別 は 其の 問 ふ 所に 非す。 藤 史の上 

に 豪傑と して 顯 著なる 偉人 も、 陋巷に 生れて 陋巷に 死す る もの もゥォ ル ズゥォ ルスの 目に はた.^ 人 

類と して 見られし のみ。 凡そ 人情の 切なる もの、 志氣 の高尙 なる もの 境遇の 偶れ むべ きもの あれば、 

匹夫 も 帝王と 同じく 詩の 題目と して 可な り、 故に ゥォ ル ズゥォ ルスの ルシィ • グレイ を 詠す る を 見 

よ、 皮な リアル • コル デリ ャに與 ふるの 同情 を 以て、 此の ソル ン 河畔の 哀れなる 母 を 遇する に 非す 

や。 その 幼兒の 神聖なる と 其の 驚異 歡喜 する 所と を 詠す る や、 終に 靈性 不朽の 歌と はなり しなり。 

は S ォ io 母もピ ー トル • ベルの 恐怖 も 詩 題た るに 適當 なりと 思 ひしな り。 プリル ウドの 第 十三 章 

に此 主義 を 甚だ 明かに 示せる もの あり。 蓋し サ カレイ、 デッキ ンス、 ジョ ルジ リ オット 等が 下 暦 
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社會に 最も 高尙 なる 詩の 材料 を 求め、 小說の 題目 を 尋ね、 人生の 大小 は 人爵 若く ば 名聲を 以て 判斷 

すべき ものに 非ざる の理を 事實に 於て 證 明せ るの 今日は、 ゥォ ル ズゥォ ルスの 所爲 在し むに ci! らす 

といへ ども、 其の 時代の 人 は 之が ために 一 驚 を 喫した るな り。 コル リツ ヂ 曰く 

To  contemplate  the  creation  with  feelings  as  fresh  as  if  all  had  then  spring 

lorth  at  ひ nrsi:  creative  fiat;;  to  cany  on  th ひ feelings  of  cllishoo^ into  ？ o 

I)ovvers  or  maiilioool ； t;o  conVhine  tlie  cllilcl、s  sens ひ of  wonder  and  novelty l^y 

t:he  appearances  which  every  day  have  made  familiar :  this  is  the  character 

ancl で rivelegc  ot  e^enills. 

らば ゥォ ル ズゥォ ルス は大 いなる 天才の 人に て ありし と 謂 はざる ベから す。 近來 世人の 啧稱す 

る 所なる 白 川の 樂翁公 曰く 

つく，.^ とひと りむ かへば 吾 身 さ へ 

月の なかなる 心地 こそ すれ 

の經驗 最も 深く、 此の 眞理を 最も 痛切に 詩歌に 宣傳 したる もの はゥォ ル ズゥォ ルスに 非す や。 

彼 は實に 自然界の 預言者な り、 然れ ども 吾人 は 亦 其の 人情に 切なる を 忘る 可ら す。 彼 は 人 噴の 記憶 

より 磨；^ すま じき 人類の 歌 を 詠 じたり。 マシゥ • アル ノル ド之を 品評して 曰く、 ゥ オルズ ゥォ ルス 

は ミルトン、 シャ クスピ ー ャの 次位に 在りて、 他に は 英語 界に 於て 之と 匹敵す る もの 有る 可ら す 


と。 此！ 一  C 當ら すと 雖も 遠から す。 余はテ 一一 ソン を 以て 或 ひ は 之れ に 勝れり と 思考す。 然れ ども 自餘 

の 人に 至りて はゥォ ル ズゥォ ルスに 一籌 を 譲れり と 云 ふ も 敢て過 (員す るに 非るな り。 

ゥォ ル ズゥォ ルスの 詩 長篇に 拙な り。 其の 佳什 は 短篇のう ちに 多し。 彼 は 時として 冗漫に 失する 

の 弊 あり。 又 露 はに 敎訓を 事と する に 過ぐ るの 過失 ある を 免れす。 キ，. -ッ言 はす や、 吾人に 對 して 

明 由なる 敎訓的 希望 を 有する 詩 は 厭 ふべき なり。 詩 は 犬なる を 要す、 また 干涉に 過ぎざる を 要す 

と。 チヤ ー ルス、 ラム 曾って 友人と して ゥ オルズ ゥォ ルスの 詩 を 評して 曰く、 其のう ちに 示せる 敎 

n は餘 りに 直接なる を覺 ゆ。 此の 如き 敎訓 は讀 者の 心 付かざる 間に 其の 心 胸 を 感化す る を 貴ぶな り 

と。 ゥ オルズ ゥォ ルス は敎. 師を 以て 自在せ る 詩人な り。 此れ 其の 長所に して、 短所 また 之より 生 

す。 此の 白玉の 微瑕は 吾人の 喜んで 寬假 する 所に 非す や。 其他ゥ オルズ ゥォ ルスの 缺 點を擧 ぐれ 

ば、 更に 其の 項目 を增 加す る こと を 得べ し、 然れ ども 唯 だ 其の 一 つ を 擧げ、 併せて 其の 不當 なる を 

辯， せんと 欲す。 論者 曰く、 ゥォ ル ズゥォ ルス 情感 切ならざる を憾 むと。 あ X 此れ バイ 口 ンの 如き 詩 

人の 情感 漲 溢す る もの を 見て 之 を 喜び、 蒼海の 如くに 靜 かに、 深淵の 如くに 平らかなる ゥォ ルズゥ 

ォ ルスの 情感 を 味 ひ 能 はざる の 見解に 非す や。 

そこ ひなき 淵 や はさ はぐ 山河の 

あさき 瀨に こそ あだなみ はたて 

N クスコ ルショ ンを讀 む もの は H ルレ ンの 悲劇 等 を 誦する に 及び、 詩人の 心濶大 沈痛に して 其の 
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情感 婦人の 如く 柔 かなる もの ある を覺ら すん ば 有らざる なり。 ハツ トンの 文集に ゥォ ル ズゥォ ルス 

を 論す る 一大 雄篇 あり。 彼 は 第 一 に 其の 靈魂 上の 節儉 (spiritual  frugality) なる 奇異の 項目 を 描げ 

て 鋭敏なる 批評 を 試みたり。 共の 趣意 はゥォ ル ズゥォ ルズが 胸中に 情感 を 蘊蓄して、 猥りに 之 を發 

せ ざり しを說 くに 在り。 其の 詩の 美妙 は 此の節 儉 より 生じた る もの 多し とす。 文學の 批評 此に 至り 

て 精微に 人り 殆んど 鬼 をして 哭せ しむる の概 ありと 謂 はざる ベから す。 

1 八 九 三年 八 gen 本 評論) 


グ レ ー が 絶唱 『村 寺の 墓地』 の 由来 

グ丫 Is 詩人に して、 赫は詞 句 1、 思想 優雅、 悉. く精祌 S 揚に發 し、 情感の 至 張に 

^<  ^^りぁって議さざるの趣ぁり。 其 『村 寺の 議』 は洽く 人口に 直して、 人類 普遍の 思 

想 は 感を顯 すに 最も 婉龍精 微の筆 を 以てせる ものな りと 稱 せらる。 一 千 七 百 五十 一 年 梓に 上る や 

二 個 月に して 四 版 を 重ね、 直に 十一 版に 達し、 希臘、 拉典、 希 伯 来の 諸 古語 を 初め、 全歐の 諸國語 

に飜！ f せられて、 英詩 中 最も 廣く 世に 讀 まるる ものと なれり 

此詩 出で て 第 九 年、 一千 七 百 五十 九 年の 九月 十三 日、 即ち 彼の アブラハム 平原の 戰爭の 前夜、 驍 

将 ウルフ 其 一 部隊 を 率ゐ、 沿岸に 屯せ る 敵の 哨兵の 目を偷 み、 引き 汐に乘 じ、 枚 を 喘みつつ 聖ロ ー 

レンス 可 を々  1- 下す。 全 衆 皆 明日の 決 戰を豫 想して 無量の 感を覺 え、 敢て言 を發 する 者な く 唯 水流. 

の宗々 たる を閜 くの み。 ウルフ 獨り吏 I みて、 麓に グ丫の 鼈 『村 寺の^ m』 中 『榮譽 の途. 

の 到る 處は唯 墳墓な り』 て ふ 佳句 を 繰 返へ して 打ち 誦し、 最後に 言って 曰く 『方々 よ 我はク エベ ッ 

クを 略取 せんよりも、 寧ろ 此 詩の 著者な らん を 望む』 と。 以て 『村 寺の 墓地』 が 如何ば かり 人心 を 
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グレ I が絡唱 『村 寺の 墓地』 の由來  七 一一. 

動かす か を 知るべき なり。 

末流 は 源泉より 高から す。 『村 寺の 墓地』 が斯の 如く 絶妙の 調 を 成す もの 豈故 なくして 然 らん や。 

此の 詩の 由り て來る 所を尋 ぬれば、 詩人 自ら 人生 傷心 駭魄の 事 實に打 たれて 至情 迷る 所、 最 深最微 

の 琴線に 觸れて 此妙調 をな したる を 見るな り。 

グ レ ー の 父 は 粗放 g 惰 にして 自ら 家業 を 營む能 はす。 其 妻の 住 地に 至って 之が 奉 養 を 受けし 人な 

り。 されば グレ ー をして 大名 を擧げ 大業 をな さしめ たるに は、 父の 力 殆んど 一毫 も 添へ す。 唯 母と 

其 外戚との 鞠 育 誘 被に 是れ 由れ り。 母 は ドロ シと云 ひ、 極めて 堅剛 なる 氣質を 有し、 叉 濃 かなる 愛 

情に 富めり。 グレ ー の 同胞 十二 人な りし も、 他 は 皆 血液の 過多なる に 由り、 悉く 呼吸 塞 迫 を 以て 早 

世せ り。 母 は此を 以て 身 荏 弱なる 婦女子に て あり 乍ら、 手づ から グレ ー の 血管 を 破って、 其 血液 を 

流出せ しめたれば、 病 は 此に癒 ゆる を 得たり と 言 ふ。 グレ ー がィ ー トン 高等 學 校に 入りて より、 ケ 

ムブ リツ ヂのぺ ムブロ ー ク院に 進み、 之 を 出づる まや 彼が 保護者た りし は、 母の 兄弟た る 口 ボル 

ト. アン トロ バ ス、 ウイ リア ム. アン ト 0 バ ス の 二人な り。 伯父 等 は 極めて 嚴 格に 敎 育し、 特に 質朴 

の 德義を 養 はんこと を勵 ましたり。 グレ ー は 其 性質 溫和 にして 容貌まで も 極めて 優しく、 後 曰 其 友 

ヮ ルポ ー ル をして、 『彼 は 決して 男 兒に非 ざり き』 と 言 はしめ たる 程な り。 然れば 剛毅 峻厳なる：^ 父 

の 傍に 在りて 勉學 する は 心苦しき ことの 限りに して、 人知れぬ 淚に 暮れし こと も 多 かり けん も、 ハ 

鞠 育の 恩 は 身に 浸み て 永く 忘る る 能 はざる もの ありし ならし。 


i 千 七 百 四十 一 年グ レ 1 の 父 フィリップ っグ レ 1 死せ しかば、 翌年に 至り 母 は 其 姉妹 マ リ 1 アン 

トロ バスと 共に ストぶ に I し、 同じ年 叉 其 夫 口 1 ガルに 死に別れ たる 一 姉妹 も來り 住めり。 伯 

母 マリ アン トロ バス はグレ ー の 母と 同じく、 精神 堅 確なる 婦人な り。 グレ ー の 母が 結婚せ ざる 

1 こよ、 コ ルン ヒルに 於て 二人の 资を 合せて 装飾品 販賣店 を 開 きゐたり。 母と 二人の 伯母と が スト 

；に S りて より、 グレ 1 は 厘々 其 地を訪 ひ、 長く 滯？， も 多 かりき。 特に 一千 七 百 四十 四年學 

位 I けられ、 居 を ケムブ I、 チ H 定め 一」 後 は、 スト 1 クを訪 t 以て 大 いなる 樂 しみと なしぬ。 

下 

グノ ー がィ ー トンに 在りし ときよ り 最も 親交せ る 二人の 擧友 あり。 ホレ ース. ウル ボ ー ル 及び リ 

チヤ ルド .ゥェ スト 是れ なり。 ウル ボ ー ル は總理 大臣の 子、 ゥヱ スト は 愛蘭 大藏 卿の 子に して、 彼 

の 有名なる 監雲ル ネットの 孫に 當る。 此他尙 ほ トマス ナントン、 ジャ コブ • ブライアント 等 i 

友 ありき。 後グ丫 の ケムブ リツ ヂに 到り、 其 伯父の 校友た るピ 1 ハウス 高等 學 校に 入る や " 

ルポ ー ル、 ウェスト、 ァシ トン 相 前後して ケムブ リツ ヂに 到り、 思 ひ/ \ の擧 校に 入り、 四 人の 交 

靑 ま 大攀に 至る まで 渝る ことなく、 自ら 『四 足 同盟』 と稱 する もの を 形成したり。 

. ゲレ、 ケムブ リツ ヂを 去りて 後 間もなく、 ウル ボ ー ルは彼 を 招きて 己が 大陸 漫遊に 待 ふべき を 

勸 めたり。 ダレ ー 之を諾 し、 乃ち 二 年 四 個 月の 間、 共に 佛蘭 西、 瑞西、 伊太利 等 を 藤 遊せ り。 異 
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： ^凡の 風土 を訪 ひ、 山水の 明媚 を 賞し、 古の 跡 を 吊 ふ。 靑年 詩人に とりて 如何ば かり 樂 しかり けんと 

は、 $1 人の 想像す る 所 なれ ども、 悲しい 哉グレ ー と ウル ボ ー ル との 情誼 は、 此 行に. H つて ^ ん I ほ を 

生じ、 其 心兩々 相 乖離し、 遊 覽の快 趣 亦 減殺せられ ざる を 得 ざり き。 近き 間に § を 結べと はわが 

邦人 の俗讓 なり。 少しく 隔 りて 相 見れば 痘痕 も 笑 慰と 信ぜら るれ ど、 さて 相 近くに 至 ひて は 案外 

に 快から ざる もの あり。 各 其 校 を 異にし、 .5^ 淡なる 四周の 間に 立ちて こそ 『四 足 同 は 膠漆 管な 

ら ざる 關係を 有し たれ。 今や 世界の 中唯グ レ ー と ウル ボ ー ル とのみ なる 觀を呈 する 漫遊 ザに.， い； て、 

其缺點 過誤の 蔽 ひなく 暴露し、 嫌 厩の 情 互に 然ぇ 上る に 至れる は、 人類の 弱點亦 正に 然るべ かりし 

所な り。 斯る 時に 當 つて 其 愛情 更に 强きカ を 以て 他の 友に 傾注す る は 亦 至情な りと す。 思 ふに グレ 

1 が 其 情を訴 へし は 唯一 人の ゥ H ストな りしな らん。 . 況ん やその 友 ブライアントの 記す る > ^にぬ つ 

て 見れば、 ゥ H スト は 非常の 秀才に して 學カは ダレ.' 及び 其 他の 諸 友に 優り、 其道德 行；^ 共 に^け 

なきの 人な りし を や。 グレ ー は實に 尊敬と 愛情と を 以て ゥ H ストと 交り を 結びし なり。 

一千 七 百 四十 一年 グレ ー 初めて 英語の 詩 『ァ グッリ ピナ』 を 作りぬ。 ゥ ヱ スト 之れ を 見て 餘 りに 

古風な りと 評せし かば、 翌年 三月 グレ ー は 再び 之に 關 する 意見 を錄 して ゥ H ストに 送り、 その S  乂 

『春の 歌』 を 作り、 人生の 栗敢 なき を咏 じて、 六月 之 をゥヱ ストの 許に 送りし に、 豈 料らん やおよ 

其 月の 初旬 死去せ りと て、 詩 は 奮の ままに 返り 來 らんと は。 惆悵の 情 知るべき のみ。 啻に 之に 止ま 

らす、 未だ 幾何 も經 ざるに、 其 伯父 ウィリアム • ァント バス 亦 逝きぬ。 グレ ー は實に 前年の 九 巧 


^1  <  其 十一月に 父 を 失 ひ、 今又最 親の 友、 S の 深き 伯父、 I いで 罕 るに ま。 猿き 

... 人い かで か 霞の 苦しみ I じ み を惹 くの f  i え ざらん や。 此に 於て か ダレ 1 は スト 1 ク 

一 i 在って i くィ 1 トン I む』 を賦 し、 沈痛 漏な 暴に 自己 §懷 をで、 『ゥュ ストの 死 をせ 

む』 を 作って、 、い 友の 死 を 悲しみ 己が 此 世に 於ても はや 一つの 慰め I ざるべき を 歌へ"。 而し 

てい k が， 尖り t 席た る 『村 寺の 墓地』 も 實に此 痛恨 惆悵の 間に 稿 を 起せるな り。 

if. 一千 ヒ百 sis 伯母 マリ 1 死す。 グマは 又 之 S りて 至大 I 動奚 けしな 

らん。 置 こ 彼 は 们母を 葬れる 墓畔を 徘徊し、 夢の 如き 往事 を 思 ひ、 薩峻嚴 なる 伯母の f 促 

び、 七 年の 前 亡くなれ るち ストの 事、 また 伯父の 事まで も 霧た る 回想の 幻に 浮べて 低徊せ M を 

去る おは ざり しならん。 纏て 日 も 暮れん とす  レ， S 

『おつぐ る 鐘の音 は 哀れに 響き、 業 を わたる 風靜 かなり。 賤の男 は 疲れし 歩み を 家路に 述び 

I ま 暗き と 我との み。 おぼろに 見えし！？ 光景 も 消え 行けば、 天地 は 寂々 寞々 たり。 唯甲蟲 

の fif 立てて 飛ぶ と、 臭の 悽き聲 ふり 立てて、 葛に 纏 はれた る 彼方の 塔より 月に 訴 ふると 

彼處 の 養 たるきの 樹の 下、 此の g の樹の 蔭、 ，として 膨れ 上れる 芝生の 小 塚 は. 是れ村 

の 父祖 等が. 水へ に 眠れる 所な り。』  。 —  i, 

山河 百年 其 形 を 改めす。 雞犬は 昔の 儘に 相應 ふれ ども、 而も 逝く 者 は途 に 還ら す。 偏に 風の S 
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塵の 如し。 禾は 刈りて 倉に 牧 めら れ、 棒莽の 地は墾 かれて の赔 となり、 彼等が 生前の 力作 辛勞 

はまた 一 方なら ざり しなり。 而 して 今や 等しく 逝いて 亡し。 其 名 は 世に 知られす、 其 功業 は 史こ止 

まらす。 然れ ども、 

『野心家 をして 彼等の 必要なる 勞作、 家庭 圑 築の 樂、 人に 知られざる 命運 を 嘲らし むる 勿れ。 虚榮 

に 醉ふ者 をして、 彼等が 簡 短なる 一代記 を 冷笑に 付せ しむる 勿れ。 傳 記の 誇張、 横 勢の 赫突、 曾 

て 享有せ る 美と 財と は、 等しく 皆 避くべからざる 日 を 待てるな り。 榮 華の 途の 達する 所 は 境 墓な 

るぞ かし。』 

三寸 息 絶 ゆれば 萬 事 休む。 身 後の 名 豈に默 せる 塵に 生 を 吹き 入れ 得ん や。 諛 頌赘、 以て 死者の 

鈍く して 冷 かなる 耳 を 慰め 得ん や。 是等は 凡て 徒然なる ことなり。 英雄 匹夫 抑々 何の 差別 ぞ。 『ョ 5 

ふに 人の 心 目を惹 かざる 此 境に は、 曾て 天 來の活 火に 燃えた る 心 在り。』 

『玲瓏たる 寶石も 多く 底 ひ 知れぬ 海の 深みに 藏れ、 多くの 花 は 人に 眺められ すして 野 山の 末に 散 

り、 其 婉麗を 空しく 銷し 去る。 

此に 陲れる ものの 中には、 或は 一村の ハム プデン も あるべく、 或は 無言に して 譽れ なき ミルトン 

も あるべく、 或は 罪な き クロム ゥヱ ルも あるべし og 

ああ ゥ H スト も 逝き、 又 伯母 も 逝き、 多くの 父祖 は 皆 逝きぬ。 彼等の 中には 大 いなる 性格 を 抱き 

て {.^L  く 朽ちし も少 からざる べし。 彼等 は陋 なる 社 會の奔 渦を餘 所に 見て、 其の 淸醇 なる 頭 望 は 決 


して 之に 迷 ひ 入らす、 其 傍 を 沿うて 靜 かに 音な き 路を迪 り 行けり。 彼等の ために は 一 片の頌 德表を 

捧 ぐる 者 もな く、  I 基の 肖像 を 彫む もの もな く、 宇宙の 間斯る 人物の 居りし ぞと誰 一 人 言 ふ もの も 

なかる べしと 雖、 苔む せる 石塔、 年と 姓名 を 刻める 墓表、 彫り付け たる 聖書の 句 こそ、 なかく に 

彼等の 光榮 なれ。 

思 ひ此に 至れば 情感 激揚 して 詩 愦轉た 動き、 天 來の鈹 吹 深く 錦 腸に 入って 呤哦迸 出す るを覺 えし 

ならん。 此に 於て か 七 年 前の 舊稿を 取り出で て 推敲 添 刪し、 『村 寺の 墓地』 完く 成りぬ。 而 して 之が 

出 饭に盡 力せ し は ウル ボ-ル にして 往年の 疎情此 詩の 出で しに 由って 克復せ しも 亦 一美 譚 なり。 

グレ ー が 『村 寺の 墓地』 の 由 來斯の 如し。 今日の 所謂 詩人 等が、 徒に 句 を 練り 辭を 飾り、 力めて 

其 感淸を 誇張に 顯 はして 同感 を讀 者に 强求 すると、 其 作に 於て 霄壌の 差 ある また 宜 ならす や。 

1 八 九 七 年 七 g  (福音 新報) 
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白屋の 土曜の 夕 

吾が 邦の 家庭 は 如何なる 有樣 にて あるか。 國 家の 前途 之に 關 する もの 少 からず。 今 ボル ンズ のコッ タル 

ス.サ タディ. ナイトの 大意 を譯 出す る 所以の もの は 頗る 時事に 感ずる ところ あれば なり。 

塞 風 吹き 猛る 霜月の 天、 冬の 日足 早くして 入相の 頃と はなり ぬ。 泥に 塗れし 馬 は If より 還.， 

る。 幾何 かの 黑點を 黄昏の 空に 染め出せる 群 鴉 は 其のね ぐらに 行く めり。 た.. 見る 一人の 農夫 はら 

のが 鋤餓を 擔げ、 家路 を さしてた どり 行く。 草原 を 踏む 其の あ^え li- に は 六日の 疲れ 最も 重 やかな り 0 

遮莫 此の 一 週の 業は娱 てたり。 明日の 安息 ぞ樂 しけれ。 

二 

老樹の 蔭に 1 ゆる は 彼が 住居す る白屋 なり。 孤 屋の寂 ll しさよ。 左れ ど 其の 家庭の 樂 しさ 如何ば 

力り ぞゃ。 阿 爺の 歸り來 る を 待ち設け たる 幼 兒等は 危う 氣に見 ゆる 足 を 急がせつ、 歡 喜の 聲 ふり 立 

てて 走り出 づ。 家のう ちに は 小さき 爐に、 柴 折り 焚きて 質素 を 守る る が 妻 は、 打ち^^^みて出で 

迎ふ。 舌 も 回らぬ 稚兒 はやが て 父の 膝に 這 ひ 上れり。 今や 主人 は 書の 勞苦も の 疲れ もき るる^ 


き 心地す めり。 

fl 後れ 先き 立ちて 歸り 来れる は 稍 や 年 i みたる 羅" なり。 fp の 像に 雇 はれ 

て、 或は 耕 やし、 或は 牧 S 從 事し、 或は， 使 ひして 僅か 髮譬 獲つ あるな り。，. t にも 肺な 

る ジヱレ -ィは 巳に 立派なる 婦と はなり たり。 I 少 き！！？ S 姿 つややかに、 SS0§. 

ばかりな り。 彼 S り來 つる は 新たに 作りた る 美 はしき i を 見せん と にゃあらん。 兩 f1  、困に 

惱 みたま ふ も 知れす、 左 あらんに は 心ば かりの 助けに もとて、 己れ が 辛うじて 貯 へたる 少額の 銅錢 

を携へ たる にゃあらん。 

四 

兄弟 もお 4 い £^僞 りなき 喜樂を 以て g ゐ坐 せり。 彼ら は 互 ひに 近頃の 安否 を 問 ひぬ。 f き？ 親しみの 時 

間 は 夢の 如く 籠に 飛び f て、 fktit 彼ら は 思 ひくに 其の 見聞せ る こと ど 

も を， て餘 t し。 p は を 見遣りて 其の 行く末に 警屬 する こと 深し。 霞 は 此の 老 たる 

人々 をして 後の 事 ども を 眼前に 見せしめたり。 其の ひ I 母が 手に 執る 針と 鋏に、 敝れ たる， 衣 

も 新ら しき 鮮衣 とな りつ. - あり。 父 は 折々 彼らの 談話に 口 を 添へ て 有益なる 訓 誨を與 へ た り 

£  まめ s-?-  たと 

父 は 云 ふ、 llffl ぜは备 の 主人 及び 主婦に 從 順なる を 忘る る 勿れ。 常に 忠實に 其の 業 を 勤めよ、 設 

お 九 
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令 人目な き 所 にても ひに 遊び 戯れて 空しく 時 を 過す まじき ぞ。 殊に 謹みて 主なる 神 を 長れ よ。 朝 

た 夕べに 御身 等の 義務 を 心に 懸けよ。 或は 誘惑の 途に迷 ひ 入るべき こと もや あらん、 ゆめ 怠らす.^ 

の誨 へと 其の 御 力 を 求めよ かし。 正しき 心 を 主に 求めた る ものの ij;i、  I まに なりし i しある を 聞 

かすと。 

六 

折し もホト くと 戶を 叩く もの あり。 ジ H ン 一一 ィは 逸早く も 其の 意義 を 得て、 此は 其の 近くに 住 

める 少年が 所用 ありて 来れる 序に 妾 を 主家に 伴 ひ 行かん と 欲する ものな りと 云 ふ。 心 利きた る 母 は 

ジ I ン 一一 ィの眼 きらめき、 其の 頗の邊 りに 紅潮 を 催 ふせる を 見と めたり。 此は 安から ぬ 事な りと 思 

ひし 力 は、 其の 少年の 名 を 問 ひしに、 ジュ ン ニイ は 忸悔 ひたる l^t! て 只 だ 微かに 口のう ちに 其の 名 

を洩 せり。 母 は 少年が 亂暴鄙 野な る 放蕩 漢 に 非 ざり しに 心 Irt たり。 

まめ だ 

ジ I ン 一一 ィ信 切ち て迎へ 人れ たる は 身長 高き 少年に て ありき。 母 は 之 を 一 見して 好意 を 少年に 注 

げり。 ジェ ン 一一 ィは 客 の 善く 受け 容れら れしを 推して 私 かに 打ち 喜びぬ。 父 は 牛馬の ことども を 

語ら ひ 始めたり。 彼の 少年の 單 純なる 心 胸 は 喜び を 以て 充ち 溢れ たれ ど、 何となく ぎら 心 は I かしく、 

く 擧止手 持 無沙汰に 見えたり。 婦の母 は 人の 智惠 のい 最と敏 くも、 少年が 甚だ li^y 目に して、 ふ 

容體を 見て取り、 其の 仔細 を 推したり。 彼は已れのむ^^が^だの如く顧み慕はる\を見て嬉しく思ひ 


ああ 樂 しき 戀愛。 此 くの 如き 戀 愛は樂 しき かな。 あな 心の底に 達する 歡喜。 如何なる 幸福 力 之に 

M ふべき。 余 は 此の はかなき 憂き 世に 於て 經 せし ところ 多 かり。  <ル は經驗 に. ffl りて 左の 一事 を擧 

ベり …… 天 若し 其の 歡 害の 玉 盃を 分ち て 此の 悲痛 極まれ る^の 谷に 慰藉の 靈液を 降さん と 欲する と 

\  ニノ-一-'  ニノ  -一  のばら 

き は、 年少く して wi;: 女の 禮を 知れる 二 個の 愛人が、 夕風に 香 を 吹き送る 乳白色の 野生 薔薇の 陰に、 

互 に 手と 手と を 取り 交 は し て gE 話 濃 かな る 時に 如く も のなかる べし。 

九 

つ く  まュと 

詭計 を 構へ、 艷言を 列ね、 神聖なる 愛情の 狀を 仮粧り て、 彼の ジ - ン 一一 ィの 如く 猜疑、 七な く宽に 

無邪氣 なる 少女 を 誑す を 憚から ざる もの あり や。 あ， -殘 忍の 心なる かな。 是れ 人面 を 具へ て 其の 心 

胸 を 1 け 亡ざる もの。 愛と 眞實 とに 由緣 なき^ 徒よ、 惡漢 よ。 其の 害毒の 術、 其の 僞 善の 策 は詆 はる 

べし。 あ. t 廉も、 道 患、 良心 は!； て 此の世に 跡を絕 ちた るに や。 世に は 親が 子 を 最愛し む 情 を 思 ひ 

遣り、 猥褻の 道に 誘 はれし 處女を 傷む 父母の 悲哀 を 偶れ むの 至 性な きか。 

十 

自  かたち 

客 も 主 も 諸と もに 樂 しき 晩餐 を果 したり。 斯くて 爐邊に 集りて 圓 形に 列び 坐した る 彼ら は 利ゃ容 

を更 めたり。 父 はいと 儼  1 に 聖書 を繙 きぬ。 此の 大部の 一冊 は 客 ii に 具へ しものに て 亡き親の 誇り 
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し 所な りきと 謂 ふ。 父 は 1 として 帽子 を脫 ぎ、 白髮 まばらなる 秀 K を 露 はしぬ。 彼の 敏 山の 聖歌 

より 適當と 思しき 章 を拔き 出して 云 ふ、 我らい ざ 神を拜 せんと。 一 坐 そぞろに 襟 を 正う せり。 

十一 

一同 は 飾りな き 調子 を最と 淡泊に 謳 ひたり。 曲調 は ともあれ、 其の 心 胸の 節奏よ く 道に 適 ふこと 

を務 むる ぞ目 出た けれ。 彼らの. 遍 へる は 粗 豪なる 『ダンディ』， の 調子なる か。 名に し 負 ふ 『殉證 

者』 の悲壯 なる 音なる か。 將た 彼らが 心 胸の 炎 火 は氣韻 高き 『ュル ジン』 の 節に 連れて、 天に ヒり 

つつ あるか。 此らは 蘇國の 聖樂の 中に 就て 殊に 優美なる ものな り。 イタ リャの 音樂も 之に 比 ぶれば 

聽 くに 堪 ベす。 其の 調子 は 造 物の 大王 を頌 むる に相應 しからぬ ものな り。 - 

十二 

祭司 然と も 見べき 此 家の 父 は 聖書 を讀み 出で たり。 其 はァ ブラ ハムが 上帝の 友と なりし 顕末 を！^ 

せる 章 にゃあらん。 モ ウセが 奸 けたる ァ マ レ ク人を 攻めし 時の 激戰の 模様 を述 ぶる 條 にゃあらん。 

若く は 詩仙 ダビデが 大 いなる 罪 を 犯し、 天 證を蒙 ふりて 痛く 歎き 哭 しめる こと を讀 みたる ものなら 

ん。 然ら すん ば 約 kn の 悲しみ 訴 ふる 悲聲を 誦しつつ ありし にや、 將に歡 びに 已を 忘る るば， かりなる 

ィザャ の 熱情 烈火 の 如き 文章 か 、 或 ひ は 其 時 神聖なる 樂を 奏でた る 他の 費き 曾 の 書な り し か 。 

十一 二 

ちし ほ 

彼が 請み たる は 新約の 聖書に は 非 ざり しか。 罪な きものの 血 は 罪 ある もの 、ために 流されたり。 


天に 在りて は 第二の 名 を 冇ち給 ふ 主 は、 地の 上に 頭 を 休む る 所 だに 無 かりき。 初めの 門徒と 僕ら は 

傅 道に 身 を 献げ、 ral 方の 國々 に 書 を 送りて 賢 こき 訓誨を 施しき。 パト モスの 孤島に 流されし 其が 一 

人 は 力強き 天使が 曰のう ちに 立てる を 見、 大バビ 。 ン の-滅亡が 神の 命に 由り て 宣告 せらる、 を聽き 

たり。 彼が 請み し は 此の 新約の 書 にゃある らん。 

十四 

護み 了り て 彼 は 天に 在る 永久の 王の 御前に 跪きて 祈りせ り。 實に彼 は 聖徒な り、 父な り， 良人な 

り。 今 また 意の 如く 親しめる 一家 朋友 はまた 後の世に 於ても 食な 相 見る こと あらんと 彼が 言 ひしと 

き 希 歌の i 篤して 高く 翔りたり。 神の 811  く 悲しみの 淚 なし。 造られ ざり し 光り 

の 照り 輝け るな かに、 打ち 集 ひて 造物主 を 頌め謳 ふ。 其の 交り は 之よりも 更に 樂 しく 賁カ卞 一ん。 日 

月 週り 行きて 永遠の 世界に 移らん 時には。 

十五  ひとつや 

拜の 式の 壯嚴を 極めた る、 巨大なる 會 堂のう ちに 心なき 宗敎の 儀 文を務 むる を^て.. -の 孤屋の 

家庭の 祈りに 比 ぶれば、 其の 陋 しさ 限りなき を 知る。 盛んなる 儀式： 立派な^^音樂、 司祭の 禮服も 

或 ひ は 神の 顧みざる もの となる ことな からす や。 然れど 幸 ひ にして 僻遠の 白 屋には 其の 聖 意に 適 へ 

る靈 魂の 言 を 聞く ことなき に 非す。 神 は 生命の 書に 斯る 家の人々 を 記名す る ことならん。 

十六 

八 一 11 
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親しき 物語り も 果てたり、 儼 かなる 禮拜も 終りたり。 年少き もの ども は 田. 3 ひく こ歸り 去り r -。 

ふたお 9-  ふしど  .  / 1  I 

兩 親なる 夫婦 は 臥榻に 入る 前に 懇ろに 和 かなる 祈り を爲 せり。 空の 鳥 も 飼 はる。 野の fn 合 も 美 はし 

く 人 咲、 きぬ。 國 王の 榮華も などて 及ばん。 己れ が こと も兒 等の 前途 も 賢明なる 攝醒こ 任せ ん、 殊,, 

I  つかさど 

^はしき は 神の 恩惠、 其の 心 を 主宰らん ことなりと、 必定 夫婦 は 知りた るなら め。 

十七 

あ X 吾ら 舊蘇國 が 内に 愛せられ、 外に 敬 重 せらる A は、 斯る 家庭 あれば なり。 蘇國の 偉大なる は 

みな 斯る 中より 生じた るの み。 公侯贵 人 は 帝王の 一 呼吸に て 生れん。 唯 だ 正直なる 丈夫 は 上帝の 最 

く さの や 

も 高 費なる 工作な り。 實 にも 道 德 の 天 路には 宮殿 も 白屋に 及ぶ ベから す。 權門 豪家 Q 華美. 可 もの 

ぞ。 此れ 煩 はしき 重荷な り。 厘々 鄙 傀 劣等の 人物 を 僞り裝 ふの 具と なれる のみ。 彼のと I は 陰 の 術 

に 老け、 典椎 なる 惡 逆に 長 じたり。 

十八 

あ A 蘇國、 わが 寿 一 愛する 生地よ。 我れ 蘇國 のために 天に 感謝す。 汝の 僻遠なる 田圃に 勞働 する 强 

硬の 男兒カ 萄 健かに 心 平 かに 能く 足る こと を 知りて 何時までも 斯くて あらん ことこ そ 願 はしけ 

れ。 あ \ 天、 繊弱 汚猥 なる 華美の 流 風 をして 蘇國の 質朴なる 生活に 傳染 せし むる 勿れ。 蘇國 の男兒 

が 斯くて 在らん 限り、 たと ひ 王統 は 崩れ、 峨冠は 泥土に 塗み るる も、 正義の 民衆 鞭 然として 立ち、 

宛 かも 犬の 城壁 を 作れる 如くに 其の 執 一 愛する 島國を 擁護 せん。 


十九 

あ X 天父 上帝、 汝 はゥォ ー レスの 勇悍 なる 心 胸に 愛 國の情 潮 を 漲らせ、 之 をし て^だ 高潔に 暴君 

の 侮慢に 杭せ しめ、 第二の 盛事なる 愛 國の死 を騰は ざら しめたり。 (神 は 殊に 愛圃 おの 祌 なり。 彼 は 

愛つ 友 なり。 激勵 者な り、 擁護 者な り、 其の 報酬な り)。 あ &祌ょ 蘇 國を棄 つる 勿.^ 蘇 國の飾 

りこ 二て 其の 護衛た る 憂 園の 士 と 憂！： の 詩人 をし て 尙ほ踵 を 接し て 起ら しめよ。 
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詩人 ブラウ 一一 ング、 一 日英 國 ダル ゥ斗 ッ チに 程近き 林に 唯 だ 一 人 逍遙し つ k あつたが、 忽ち 心に 

感じけ る は、 若し 世の中 を、 今の 我と 同じく、 唯 だ 一人 通過す る ものが あると 假定 せば 如何う であ 

らう。 地位 も 名 も 無き 人物 故 其の 通過した 痕跡 を も 遣して 居らぬ が、 無意識ながら 一歩 毎に 感化 を 

永く 及ぼす ことが 無い にも 限らぬ。 斯る 人の 存在せば 如何に 床しき ことで あらう と。 斯くて 其の 想 

像が 頻りに 胸中に 往来した 結 菜、 『ピッ パ 通過す』 の 詩が 出來 たので ある。 

ビッパ は 無論 詩 中の 人物に 過ぎぬ。 然 かし 詩人 は、 之 を 北 伊太利の ァソ n と 云 ふ 所に 住んだ 少女 

に 取りな した。 早くより 兩 親に 別れて、 世に も 頼りなき 身の上、 ァソ。 の製絲 工場に 糸卷 きに 俯 は 

れて、 一年 n 一 百 六十 五日 少しも 暇の ない 體 であった。 今日は 元日で、 一年 一度の 休 曰を與 へられ 

た。 せち 辛き 世の中に、 樂 園に 入りた らん 如き 心地せ しむべく、 祌の惠 まれた 士 〔日、 何とかして 最 

も签 ある やうに 之 を 利用したい ものと、 寢 床に 居る うちから 考へを 凝らした。 起き 出で て 支度 も そ 

こく 出 懸けた が、 豫 ねて 心に 定めた 其の 日の 次第 は 斯うで ある。 此の ァソ n に 於て 最も 幸福な り 

と覺 しきもの を 四 人 ほど 算へ 上げ、 朝、 晝、 夕暮 及び il- の 四 回に 分ち て、 彼らの 住 ひ Illn る 所に 行き 


自ら 其の 人々 てな り 澄ました 積り になって、 今 曰 一 曰 を樂し i さう と考 へた。 彼方なる 山腹に 華 

f 極めた 家が 見 ゆる。 其 所の I ォッ チ マ は 夫 ある f 以て 獨 逸の音樂 者セバ ルドなる もの あ 

ならぬ 關 係を 結んで 快樂 に 耽って 居る。 ビッ パは先 づォッ チ マ の 家の 逢り に 行きて ほら 彼に なつ， 

氣取 を裝ふ 積り であった が、 何分 其の 愛が S でない ので、 其れよ" もっと 善き もの を 求めざる を 得 

なかった。 蔡で 次に 口 指した Q は、 i 研究の ため、 此國に 爆せ る佛 番人 ジュ ウルと、 今日し 

も 之 あ婚 すべき フ キネと であった。 晝の頃 彼ら は 凰た く會堂 から 歸 つて、 才ル カナの ハ 介に 5 

る S に 入る であらう。 然 かし 若夫婦の 關係必 すし も 安心の 出來る もので ない。 生命 あらん， 彎 

る まじき ：| の 愛の 顿母 しきに はとても 及ぶまい。 此の 夕暮に は、 ピッ VS 所なる 家の 樓 上の 一 

窒こ佗 住 学る ル. -ギ V 其の 母と 二人して 睦 じく I する であらう。 戀人 i 係よりも ま i 

健で、 乂 朋友の 間 よりも 情愛が 濃 かい。 我 は 母の 額 I 憶せ t 父親 も 見た となし』 願く は ルネギ の 

きこなり たや。 然れ ども 更に 好き は祌 S である。 直の 塔に 靈 f 竜に は、 今宵 ぞ信籠 高 

き 1MI らる丄 云へば、 せめて は 一夜な りと、 彼の i なる 祭司に なって 見たい ものである。. 

斯く  ひ總 ナっ& ビッパ は、 朝 まだき にォ ツチ マの 家に 來た。 不義の 關係は 愈よ^ 長し、 兩 人諜. 

し 合せて、 昨夜 老いた る 夫 ルカ を 殺害した る 後で ある。 屍 は 服の あたりに 横 はって 居る。 セバ ルド 

ほ ^、いの 咎めに 氣も 弱くな りて、 恩人 を 手に 懸けた 罪の 恐ろし さに、 後悔の 色が 兑 えた。 然 れどォ 

ツチ マが 或は 勵 まし、 或は 賺 かして、 不義の 快 を 貪った 昔の 夢の 記憶に 訴 ふるな ど、 頻りにせ パ の- 


氣を 引き立て たので、 セバ ルド も 心 を 取り直して、 毒 を 食はビ 皿まで も、 f^; に變 るな 變ら じと 言 ひ 

交 はして 居る 途端に、 外に は ピッパ 無 邪 氣に聲 も淸ら かに、 識 ふた。 

. 年 は 春、 曰 は 朝、 朝 は 七 時、 山腹 は眞珠 なす 露ぞ濡 ふ、 

雲雀 は 飛び立ちぬ、 蝸牛 は 茨が 上に 在り。 

神 其の 天に 在り 11 世界 はすべ て I あなり。 

との 聲を 遣して ピッ パは 通過 じ^. つ だ。 

神 其の 天に 在りの 一句 はセバ ルドの 耳に 雷の 如く 響いた。 其の 良心 は覺醒 した。 ケ まで 戀に, 

る 目が 明かに なって、 ォッ チ マ の醜惡 なる 人格 を 看破して 全く 愛想 を盡 して 了った。 セバ ルド 曰く、 

彼の 田家の 少女 一と 聲を 以て 能く 我 を 正しき に 反らしめ たり。 我れ 亡びたり といへ ども、 今 は 

善と 惡、 淸 潔と 汚 機、 自然と 狡 計、 何れ か 優れる を 知りて、 少しも 惑 ふ 所な し。 我れ 己が 爲せ 

-.. しこと を 知る。 今 は 全く 之 を 知りぬ！ 我れ 斯の 如き 苦悶 を感 する こと を 誇りと す。 II 世界 

は {且 しく 之より 名 譽を擔 ふべ し。 II 我れ 我が 惡事を 行 ひたれば、 また 其の 代！^ を郎 まんと 

す—  神 其の 天に 在り！ 

斯く 叫びつつ 間もなく 彼 は 自殺した。 姦婦 ォッ チマ も 其の後 を 追 ひ、 『神よ、 我に は あらす — ^ 

に 條みを 垂れ 給へ！』 との 聲を 遣して 死 を 遂げた。 

少女 ピッパ は、 此の 家のう ちに 斯る ことの ありし とも 知らす、 其の 歌の カ惡 人を覺 し 得たり と. 


も覺 るに. e なく、 歩を轉 じ、 オル カノの 谷 を 越えて、 ジュ ウルが 家に 着いた。 新郎 ジュ ウル^ 新 

婦フヰ ネと相 速れ 立ちて {衍 所に 歸. ^来り、 今し も 内に 人った 所で ある。 新 夫婦の 問に 忽ち 一 つの 悲 

劇が 演ぜられた。 使 太 利に 遊擧 せる 外國の 美術家 數人、 深く ジュ ウル を 恨む る こと ありて、 i3t 悪 極 

まれる 奸針を 通らし、 フヰネ の 書翰なる もの 数 通を擬 造して、 彼 は 文學に 秀でて、 世に も 稀なる 才 

女で あると 思 ひ 込まし め、 遂に 之 を 結婚せ しむる までに 計り 了せ たので ある。 新婚の 式 力ら M 

つて 來 ると 間もなく、  二人が なかの 話に 奸計の 次第が 全然 暴露した。 フ キネ は 無敎 育な 賤 しい 身柄 

の 美人、 ^味な ど は 少しも 養 はれて 居らぬ。 不 釣り合なる 夫婦であった。 其 所で ジュ ウル は 烈火の 

如く 怒を發 し、 彼ら 十五 名の 漢 ども： S ま \ に は 置かれぬ。 死 を 決して 恨み を 報いん ものと 思 ひ 立 

ち、 若干の 金 をフヰ ネに與 へて 絕緣を 宣告した。 折し も 窓の 外に はピ ツバ、 昔 或る {.2 屮に 仕へ た 小 

姓が、 女王 を 戀ひ慕 ひ、 何にも あれ 赤誠 を 表 はして、 其の 愛 を 促す に 足るべき 理. S を 作り出 さんと 

苦、 いしたれ ども、 何一つ 不足な き 御身 分で あるから、 手段の 施すべき やう も 知らす、 力なく く 疑 

ひ 悶えた と 云 ふ 話 を 骨子と した 歌 を、 何 心なく 謳った。 

之 を 聞いた ジュ ウル は、 忽ち 胸の 開けた 如く 新なる 思想 を 浮べ、 其の 暗黑 なる 生命 を 照せ る 一條 

の 光明 を認 むる こと を 得た。 即ち 思へ らく、 女王 危險 にも 陷ら す、 貧し くもなり 難き ため、 小姓 は 

之に 力 を © し、 身 を 致して 赤き 心を證 明す る 機會を 得ざる に 苦んだ ので あるが、 小姓の 如き 身ハ 刀の 

ものに Q み斯る 苦、 い を 一 任すべき 道理 は ある ま.^。 何故に 其の 苦心 を顚 倒す る こと を容す 、ペ 力ら ざ 


る 力 フ， ネに f して は 此身宛 かも 女王の ごとき ものである。 フ斗 ネは 我が 愛に 由り て旣に 新たな 

る 生命 を萠 したら しく 見 ゆる。 我 無くば 彼の 女 は資に 行き 立たない ので ある。 我に して 之 を 愛し、 

懇に 之を勞 りなば、 彼の 女 は覺醒 し、 感覺 し、 活動す るに 至る であらう。 若 かじ 一 つの 新たなる 靈 

魂 を 我が ものと なさん に はと。 彼 は 八重の 汐路を 越え 遠き 島根に 渡り 行きて、 可錄 なる フ+ネ rN 稽 

魂 を 喚び 起す ことに 決心した。 ピッ パの歌 は 夫婦の 赤繩を 鬚ぎ 止めた ので ある。 

伊太利 は當 時日 本の 維新 時代に 於け る 如く、 有志 家なる もの 横行して、 隱謀を 企つ る さが 寳 出し 

た。 彼ら は 愛國の 義士 を 以て 自ら を 標榜し、 秘密結社 を 組織して、 過激なる 企てに 腐心し、 Firt- 暗 

殺 を 行 ひ、 此 所でなら ば 大逆罪と でも 名 を 付くべき こと を 謀る こと もあった。 血氣 盛んなる ルヰギ 

は 此の 連中の } 人であった。 ァダ 口に 臨める 小山の 斜面に 建てられた 家の 樓上、 穴の 如き 一室に、 彼 

は 今し も 母と 密々 話の 最中で ある。 澳國の 皇帝 を 暗殺すべき 陰謀 忙加擔 し、 之を資 行すべく 出立の 

時機が 今宵に 迫って 居る こと を 打ち明けた 所、 母 は 大いに 驚き、 其の 無謀なる を 戒め 所謂 愛國 者の 

共に 謀る に 足らざる を說 き、 果て は 其の 子の 愛し 居る 女子の こと を 言 ひ 出で て、 暴 擧を思 ひ 止まら 

しめんと、 百方 言を盡 して 諫めて 居る。 ルヰギ は 之が ために 志氣 挫けて 少く とも 出立 を 明る 朝まで 

延期 せんかと 思案し つ.. あつたと き、 ピッパ は 古への 賢き 王 を 賞揚せ る 歌 を 謳って、 其 象の 前 を 過 

ぎた。 其 意中 を 知る 由 もな き 彼 は斯る 目的 を 以て 黼 つたので はない が、 之 を 聞いた ルヰギ は、 愛國 

の 熱情 再び 奮 ひ 起り て、 其 所 を 飛び出し 何處 ともなく 去った。 豫 ねて 探偵が 尾行して 11 おった から、 


其の 夜 II めて 音 3 すべき 手 雷な？ g つた けれど、 立が まであった ので 萬 事が 手 

違 ひに なり、 折角 網 I つて 獲物 を 取り逃がし たので ある。 斯くて ル？ は 運 善く 其の まま」 全う 

し、 また 多分 其の 一命 を も 全うする こと も 得た。 f ッ パの思 ひ 懸けぬ 救 ひ を 受けた ので ある 

夜に 入りて ピッパ は、 監督の 宿れる 邸宅の 逯 りに 遣って 來た。 中には 神^なる 監督 裏 下が、 人..^ 

ひして、 執事と 商議 中で ある。 神 I る監 15 は ピッパ の 叔父で ある、 其の 父親 の 死んだ に 

も 何 か 架い 關 係が あるら しく、 死後に は 霊 I く 横領して、 不義の 富を窗 して e る 執事と 云へ 

る 男も甚 しき 囊、 容易なら ぬ 犯罪者で ある。 執事 は 監督の ために ピッパ を 亡き ものにして、 後ろ 

安くす るの 謀計 を 籠した。 彼 は 一人の I なる 英國人 を 語ら ひ、 甚を 以て ピッパ を 不義 壽の 

f 議せ しめ、 羅 馬に 誘 ひ 出して 之 を 花柳界に 沈め、 悪き 病 を 得せし めて、 羣が うちに は其 の 

生命 を斷 つべ しと 云 ふ 世に も 恐ろしき 悪計 を 巧んだ。 殊勝なる 監督 臺下 は、 同意し さうな 面色で、 

之に 耳 を 傾けて 居た。 すると 忽ち 夜の 寂寞 を 破って ピッ パの謳 ふ聲が 聞え た。 

頭上に は樹々 の 梢 相 交る、 足下に 花 は 唤き草 も 萌え出 づ。 

ヒ にある もの も、 下に ある もの も、 皆な 我が 幼き ときより 親み たる も のぞ 力し" 

. 鳥の 聲、 獸の聲 も 我らの 解す る 語に あらす や。 

其の 異るは 我らの 彌ゃ增 りて 優に 面白き ことならす や 

此の 趣味 は、 我が 生命と X もに 始まりぬ。 . 


突如と して 神 我 を 執へ たり。 

ケ レイ 此の 歌 を 解して 曰く、 傲慢で 世俗的な、 また 奢侈に 耽った 監督が、 其の 宮中に ゆ  1 して 居る。 

其の 纖 は 暗黑に 包まれ、 虚偽に 溺れた。 彼は將 さに 恐るべき 惡事を 行 ふべ く 今 i されつ、 ち 

る。 端 鍵く も 年若 き朗 かなる 一 と聲 が、 樹木、 花卉、 禽獸、 曰、 月、 4 總て 自然界の 天 眞爛き 

して 單純、 議 として S 掬すべく、 豪に して 僞 りなき 風情 を 謳 ふ を 聞いて、 宛 かも 霸を 破る 

月影に、 眼前のに 橫 はる 物凄き 深淵 I めて、 あな やとば かり、 驚いて あと 點 りする が 如く、  I の 

懸幌 力ら 飛び 返かん とする に 至った、 と。 ピ ツバの 歌 は 良心 を覺酲 して 道 德ヒの 反 衝を催 起した の 

である。 

神より 之 を 見なば 總 ての 奉仕 其の 位置に 於て 同一な り。  . 

最も 善き もの も 最も 惡 きもの も 我ら は 神の 操縦す る听 のみ。 

-… あと  さき 

後の もの もな く 前の もの もな し。 

ピッパ の 物語 を 味 は.^、 普通に 解 せらる、 人生の 價 値は顚 倒せざる を 得ぬ。 王公 必ら すし も 貴 か 

らす。 駕匹管 S むべき あらま 尊の 力 思 ひ Q 外 小さく、 後者の 影管及 ぼす 所 驚くべき 

ほどに 大 いなる 場合 も あ， る： お直の f 聞き f 』(f 連)。 少年 イシマエルの 泣く 養に 聞 

えたので ある。 『汝ら 此の 小 子の 一人 をも愼 みて 輕視 るな かれ。 我れ 汝ら に吿 げん、 彼らの 天の 使者 


は 天に 在りて 天に I す 我 父の 面 を 常に 觀れ ばな り』 (^4 ま)。 基督 敎は 形の 偉大なる と 位 匿の 高貴な 

る ことに は 餘り重 かぬ。 人格 其の もの を 重ん す。 サ マリヤの 婦人 の落魄 せる 生 IS にも 無限の 

趣味 は滿 ちて 居る。 レブ タを 納めた る 寡婦の 行爲は 其の 日の 大事 件よりも 深く 耶穌の 注意 を惹ぃ 

こ。 基督 敎は 平穩 なる 事物の 惯値を 天にまで 引き上げ、 其のう ちに 含蓄せられ たる 意義と 趣味と を 

發採 する を 以て 其の 特徴と して 居る。 少女 ピ ツバが 一 日の 休息 は 意外に も大 いなる 詩 題と なった。 

平凡 生 の 趣味 及び 其の 惯値 頗る 妙な りと 云 ふべ きで ある 

分けて 面白き は 無意識なる 感化 力で ある。 花 を 促す にも 機械 づ くめなる 溫窒の 如きが あり、 或 ひ 

は、 卷 致の 如き も ある。 露骨なる 敎育も あれば、 溫 として 玉の 如き 庭訓 も ある。 律法と 恩寵、 文字 

と 人格 的 薰陶、 兩 者の 距離 甚 しく、 其の 效果相 隔たり、 其の 徹底す る淺 深甚 だ異 つて 居る。 美しき 

人格が 無意 1 の 切切せ すして 其の 周圍に 及ぼす 感化 こそ 最も 尙 ぶべき である。 マ ホメッ ト敎 の經典 

に、 天女 は を發 汗す と 云 ふ 話が ある。 人格 は 美妙なる 力 を 以て、 其の 震す る もの I 陶す。 

此の ピッパ を 見よ。 無 邪氣 なる 少女 は、 其れと はなしに、 多くの 人 塞 化する こと I た。 其のき- 

邪氣 なる 耿は、 鬼の 如き 心 t 動かし 石の 如き 讀をも 溶解し 去った。 若し 信仰 篤く 美 はしき 議 

を 修養す る ことが 出来たならば、 纏て 其の ことが 力 ある 傳道大 いなる 事業で ある。 ピ ツバの 如く ヲ 

眞 爛漫、 無邪氣 にして 淸き靈 魂 を 有って 居るならば、 世界に 非常なる 敎訓を 與へ廣 く 天下に 化育 を 

及ぼす ことが 出来る。 人格の 同化 力 ほど 不思議な もの はない。 幼け なきもの k 一顰一笑に、 罪を悔 


いて、 過ち を 改めた 事實も 多く ある。 果して 然 らば、 吾人 は 善き につけ、 惡 しきに つけ、 精神 界ゥ 

發電 所で、 知らざる 間に 世の 益と なり また 其の 害 ともなって 居る。 斯く考 へて 來 ると、 如何なる 賤 

業を營 みても、 また 世に 全く 顯れ ざる 地位に 在りても、 生命の 力 ほど 恐ろしき もの はない。 

惡事 千里 を 走り、 好事 門 を 出です と 云 ふが、 是は淺 薄なる 考 へと 謂 はねば ならぬ。 神の 主宰 せら 

る 人 天地に 其ん な 道理 は 無い。 神 は 善き こと を 助けた まふ。 『人の子 已れの 榮光を もて 諸の 聖使を 率 

ゐ來 ると き は 其の 榮 光の 位に 坐し、 萬 國の民 を 其の 前に 集め、 羊 を牧ふ 者の 綿羊と 山羊と を 別つ が 

如く 彼等 を 別ち、 綿羊 を 其の 右に、 山羊 を 其の 左に 置くべし。 斯くて 王 其の 右て， 罟 る もの こ 一一 目 は 

ノヽ り、 ゝヽ J  ,  よの はじま リ このかた 

ん ゎガ 父に 惠 まる k ものよ、 來 りて 創世より 以來汝 のために 備 へられた る國を 嗣げ。 蓋 は 汝ら； 

が飢 ゑし とき 我に 食せ、 渴 きしと き 我に 飲ませ、 旅せし とき 我 を 宿らせ、 裸なりしとき^^5-こ.衣せ、 

病みし とき 我 を 見舞 ひ、 獄に 在りし とき 我に 就れば なり。 是に 於て 義者 かれに 答へ て 言 はん、 主 

よ 何時 汝の飢 ゑた る を 見て 食せ、 また 渴き たるに 飲まし、 や。 何時 主の 旅した る を 見て 旨ら せ、 

又 裸なる に 衣せ しゃ。 何時 主の 病み、 また 獄に 在る を 見て 汝に 至り. しゃ。 王 答へ て 彼らに 言 はん、 

. 我 まことに 汝らに 告げん、 旣 に汝ら わが 此の 兄弟の. 最微 者の 一人に 行へ る は 即ち 我に 行 ひしな り』 

01i^"l)。 天 は隱れ たる 至誠 を 看過せ ぬ。 天来の 種 萌え出で、 秀で、 また 寳るを 期待して 忘吆 X：？。 衣裳 

も 窶れた 貧しき 少女 ピ ツバの 品性 は、 少しも 無効に 了らなかった。 却って 驚くべき 勢力 を 多くの 人 

に 及ぼした ではない か。 H ネル ギィの 保存 は 物質 界の 法則 のみでない。 精 祌界に 於ても 一 歷嚴重 こ 


ー仃 はれて 居る。 I 霤、 I は 管の 昔に 應す るが 如く、  I も 遠 はない。 此の 意味に 於て S 

f  つて は 居らぬ。 深山の 躑 ii、 人に 知られざる 擎の 人格、 共の 名 を 竹帛に 止めす と 

雖も、 品性 は、 祌 の總密 なる 保護の 下に 指導 せられて、 意外なる 點に 其の ra^ を 結ぶ。 祌は善 を 

空う せぬ。 

ビッ 。へ， ^§ かなる 一と 誓 S して 忽ち 過ぎ去った。 實に瞬 問 時の S 秦 である。 然れ 共旣に 永遠 

を L  、さ 一 f した。 一:^ り 無き 生命が 難され た。 詩人 キイ ッは零 己が  一 I 宛 かも 波の 上に 文字 

を， る？ であろ I へた。 然れ共 無常 迅速、 電光石火の 如しと 雖も、 吾人の i 一 動 は 永遠の 

關系 をお す。 § ひ 束の の 事業な りと も、 i 響す る 所 は g 間の 霞に は 因らぬ。 一代の 事舊 

こして！ こと も ある。 ー場の演說 に 終 t げし ステづ I 涯も 不成功と は 言へ ぬ。 朝に 道 を 

mipo 人は必 す 事業 S きに f を 要せぬ。 n 聲は唯 だ 有 明の 月ば かり』 

i れ どき 人の 心 を 共 e 根底から 動かして 居る。 已れの 意識し 得る 効果に S せす、 祌 きじて 大 

翁 g 美く しき 品性 を發 揮して 世に立つ こと を 心懸く 可き である。  ： , . . 

4< "しど^ ピ ツバの 過ぐ るの みならん や。 邪 穌も亦 ま 吾人 を 通過 せらる (？^ か „") 

タメ/  .  i  一九 一 一年 三 n: (宗教 及び 文藝) 


詩 人 ブ ラ ゥ 二 ン グ 

先き 頃の 諸 新聞紙 報じて 曰く、 有名なる 英國の 詩宗 口べ ル ト • ブラウ 一一 ング 死せ りと。 余 _ ^ポ 共の 

詩 を愛讀 する こと 久し。 余 W また 其の 妻 エリ ザべ ス た、ハ アト レツ ト* ブラウ 一 1 ングの 詩 を 誦して 激 

(具 措く 能 はざる もの あり。 思 ふに ブラウ 一一 ングの 詩 巧緻なら すと いへ ども、 皆眞率 至誠の 心より 發 

し、 共の インス ピレ， -ショ ンは 高く 天 より 來る。 共の 詩 『ドラマ チッ ク』 (演劇) の资に 乏しと いへ 

ども、 思想 深遠に して 能く を 玩味 するとき は 靈魂を 導いて 至聖 所に 進み 入らし む。 蓋し ブラウ 二 

ングは 厚く 基督 敎を 信奉した る 人な り。 平素 約 翰の 福音 嘗 を誦讀 して 心 を 其の 奥妙 幽玄なる に 

潜め、 其の 微匕曰 を 方寸のう ちに 會 得せし 處實に 淺少に 非す。 『iw 魂の 悲称』 と 題せ る 詩に 左の 一句 

あ. り。 曰く" 余 は 萬 有 を 信じ、 祌を 信じ、 又 吾が 靈魂を 信す と。 其の 『パウリ ン』 と 云へ る； に 曰 

く、 我 は 上帝 を 信じ、 眞理を 信じ、 愛 を 信す るな りと、 此の 三つ は 人生の 波 問に 屹立 せる 盤石に 異 

ならす。 天^！き、 海鳴り喚ぐも、 之 あるとき は 以て 吾人 を壓 倒す るに 足らす。 能く 死生 を 一にして 

151! 々成 版の ために 鄙吝の 情に 陷ら ざる こと を 得る もの は 此の 三の眞 理を 奉す るに.^ る。 比の 仰 あ 

るが 故に 基督 者 は 須臾の 間 も 心中の 和平 を 失 はす、 世 怒り、 人吼狂 ひて 罪悪の 烟霧朦 々として 宛ら g 


ァ ビクス  まのあたり 

無き の 暗 谷に 陷れる 如くなる も 必勝の S モ 常に 眼前に 輝きぬ。 此の 信仰の 幾分 を 心に 保ちた るが 故に 

仲 尼 は 天 德を 我に 生せ り、 桓膽我 を 如何に 爲し 得ん と は 叫びた るな り。 ブラウ- ング また 『パ ラセ 

ルサス』 の 詩に、 已の 信す る處を 概括して 曰く 、『神よ、 爾は 愛な り、 我 此の上に 吾が 信仰 を 建立 

す』 と。 余 は 此ら數 句を讀 み、 始めて 詩人 ロベルト • ブラウ 一一 ングを 知り 得べき なり。 

1 八 九 〇 年三 月 (日本 評論) 

ブ ラ ゥ ニン グの詩 

『力 ダシシ の 書 翰』 

ロベルト • ブラウ 一一 ングの 詩に ァラ ビヤの 醫士 カル シ シ なる もの- -奇 異なる 實驗を 想像 的に 叙述 

せし もの あり。 彼 マルタ、 マリヤの 兄弟 ラザロが 死して 葬られ、 圖らす も 主 耶穌に 甦らされし 後の 

經 驗を傳 へて 曰く、 『是 より 後 ラザロ は、 曾て 大 なりと 思 ひし こと を 小な りと し、 昔 取る に 足らす と 

せし こと を 甚だしく 重し とする に 至れり。 彼に は 千 軍 萬 馬 も瓢を 負へ る 騾馬と、 敢て 甚だしく 異る 

所な し。 大事に は 毫も 感覺 なきもの \ 如くな れど、 微々 たる 事に 感じて 非常に 恐れ 驚く 所 あるに 似 

たり。 彼に 取りて は 萬 物の 價格比 準 全く 顚 倒した る もの- f 如し』 と。 詩人 は ラザロ 一た び 死の 門 を 

潜り、 超 時間の 世界に 接し、 無限 境に 足 を 人れ しょり、 其の 見る 所 大いに 變 化して、 大小 輕 重の 標 
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準 全く 前 曰と 異り、 新たなる 眼 を 以て 天地 を觀 察し、 人事 を 刺 斷す るに 至りし ならん との 奇 ma を 韻 

文に 述べた るな り。 我等 は 影 を 追 ひ、 空 を捉 へんと 欲して 餘念 なく、 天地 萬 物の 眞相 を覺ら す、 目 

に 見 耳に 聽く 外に 苦 樂の感 すべき ものな く、 何 を 着 何 を 食 はんとの み 思 ひ 煩 ひて 祌の圃 と 共の 義と 

を 幽靈の 如くに 頼み 少しと 思 ひ 僻め、 神よりも 人 を 恐れ 天よりも 地を大 なりと 想像し、 一 5g の 地 iff 

中心 說に迷 ひつ X あり。 故に 大小 輕 重の 刹斷 悉く 其の 實 際に 適せす。 恰 かも 熱に 浮 さる \ ものん 味 

む を 適 當に牟 別し 難き と 一般な り。 ブラウ 一一 ン グの假 想せ る ラザロ は 死生の 間 を往來 S 無 界に 

接觸 し、 萬 物の 位置 を 明かに して、 其の 權衡を 保つ こと を 得たり。 彼は歷 史家の 驚嘆す る戰 役に 於 

てよりも 幼稚なる 兒 女の 泣く 聲に魂 を 飛ばす。 余 聚 をして 坐ろ に 或る 儒者が 其の 愛兒の 泣く を 聞き 

て、 是れ 天籟な りと 言 ひし を 想 ひ 起さし む。 祌を 明かに 認め、 死生の 理を覺 り、 其の 意義 を會得 

し 人間 以，. i の 毀譽 褒貶 を感 する こ と 切な る ものにして、 初めて 心意 健全 喜 怒 哀樂其 フ {且 し こ かチ W 

ひ 所謂 風雨に も 迷 はす、 雷霆 にも 驚かざる こと を 得べ し。 孔子 も 幾分 か此に 得る 所 あり。 佛も此 

に 正覺を 開きし 所 あり。 此を 以て 彼等の 悲喜 憂歡、 是非 褒^ 大いに 尋常と 異る もの ありし なり。 宗 

敎の 要は 熱病 的 虛僞の 世界 を 出 でて 天地の 眞 相に 立ち 歸り、 無限なる 心と 我との 關係を 明かに する 

にあり 此の 點 より 言 へ ば 基督 敎も 亦轉迷 開悟 を 以て 其の 要旨と なす ものに 非す や。 

„  1 八 九 八 年 三月 (福音 新報) 


ブラウ 二 ング の宗敎 

© ^に 此の 题 目を擇 みし や . 

或 ひ は 信仰的の 集 會に文 § を 提出す る は 少しく 不 似合に 非す やと 懸念す る もの も 有らん。 然れ 

ども ブラウ 二 ングの 人格に 接し、 其の 詩 を 吟誦す る は 宛 かも 夏 B 風塵に 困 しめらる.^ 大阪の 地 を 去 

りて、 山 高く 水 淸き有 馬に 登る が 如し。 其の 靈的 趣味 津々 として 盡 きす。 吾が 言 はんと 欲する 處は 

彼に よりて 餘蕴 なく 道破せられ たり。 吾が 問 はんと 欲する 處は 其の 燃 ゆるが 如き 信念に よりて 解決 

せらる..^ を 見るべし。 人生の 希望 は 言々 句々 に 溢れて、 永久の 世界にまで 昂騰せ り。 ブラウ 二 ング 

の 歌に 和して 天来の 安 慰、 世界の 苦悶 を 和む るに 足れり。 凡そ 靈 性の 飢 渴を覺 ゆる もの は、 此の 詩 

人 的 預言者に 依り て 胸中の 欝結を 解く こと を 得べ し。 

ブラウ 二 ング 在世の 時、 旣に その 詩 を講讀 する を 目的と せる 會 合 は英國 及び 北米 合 衆國の 都邑に 

た ひ 

興れり。 斯 くの 如き もの は 他の 詩人に 於て 多く 其の 比 ひ ある を 知らざる なり。 之 を 夏期 擧 校に 紹介 

する 決して 無用の 業に 非ざる 可き を 信す。 

彼の 出身 

ブラウ 二 ングは 一千 八 百 十二 年 五月七日 を 以て 倫敦に 生る。 彼 は 市井に 生 ひ 立ちし 詩人な り。 其 
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の 父母 共に 基督 信徒に して 德高 きのみなら す、 資產豐 かなりし かば、 懇ろに 子女 を敎 養す る こと を 

得たり。 家 貧 ふして 爲 めに 其の 子女の 精神 璧の 如くな りし もの 無き に 非ざる 可し。 然れ ども ブラウ 

へ-一 ングが 貧窮と 苦闘す るの 必要 を 免 かれた る は、 彼が 詩の 穩健 にして 11 なりし 所以に 非す や。 斯 

くて 長す るに 及び、 ロンドン 大學に 入る。 在 擧ニ年 業を卒 へす して 出づ。 故に 彼 は博舉 にして 當& 

の 思想に 精通せ りと 雖も、 正式に 次第 を踐 み、 系統 を 追 ふて 敎 育せられ しに 非す。 自ら^ lg み、 自ら 

思想して 獨立獨 歩の i となる こと を 得たり。 彼 は 世界の 美術 國 なる イタ リイに 遊び、 彼處に 住居 

する もの 多年、 其の 文物に 接して 得る 處 頗る 多し。 イタ リイ は實に 彼が 爲 めに 一の 大擧 にて あり 

き。 左れば ブラウ 二 ン グの敎 育は變 則な りと 謂 はざる ベから す。 其の 長所 兹に 在り、 其の 短所 亦 之 

に 伴 はざる を 得す。 彼が 想像 は 天馬の 空 を 駆ける が 如く、 觀察は 電光の 閃く に 異ならす。 破格の 文 

字 傍若無人に 用 ゐられ て 縦横 自在、 實に 俗流 を 驚 殺せり。 其の 不羈なる 天才 は 高踏 奔逸、 風の 何，. 

より 来り、 又 何れに 去る か を 知る 可らざる に 似たり。 典型に 拘泥して 機械的に なり 易き は 古今 文學 

の 流 弊な り。 ブラウ-一 ン グの蕲 新に して 創開 的なる 詩 は 千里の 平原に 突如と して 大山 巨 嶽の聳 ゆる 

力 如き 心地す。 然れ ども 崎蠣 として 道路 險惡、 羊腸た る 九折、 還々 行人 をして 其の 方向に 迷 はしむ 

るの 弊少 からす。 此れ ブラウ 二 ングの 詩 を讀む もの く 所に 非す や。 

竞に 詩人と なる 

當初彼 は傳道 者た らんこと を 希へ り。 其の 素志 形式に 於て は實 現せられ ざり しと 雖も、 彼が】 生 


は 偉大なる 傳 道な りしと 謂 はざる 可ら す。 世界 は 彼が 如き 傳道 者の 多から ざる を 憂 ふ。 年少なる 彼 

が 未熟なる 詩 は 母の 誇りて ありき。 其の 功名心 は 之が 爲 めに 少 からす 刺激せられ ざる を 得す。 加 ふ 

るに ゆにて り あん 派の 牧師 某 大いに 之 を獎勵 せる あり。 後ち 幾程 もな くシュ レイ 及び キ イツの 詩 を 

讀 みて、 深く 之に 心醉 し、 斷然 其の 志 を 立て、 身 を 詩に 委 ぬる ことと なりぬ 

千 八 百 三十 二 年 彼が 作れる パウリ ン 刊行 せらる。 初版 は 一部 も賨れ ざり しならん と は、 後年 彼が 

屡々 語りし 所な り。 然れ ども 天職 を 奉す るの 志 愈々 堅く、 世人の 冷遇に 僻 易せ すして 詩 を 作る こと 

漸く 多く、 其の 分量 遙 かに 聖書に も 超えたり。 加 ふるに 初め 冷淡な りしに 似す、 世人 は竟に ブラウ 

一一 ングの 詩 を 激賞す るに 至れり。 彼の 成功 は 甚だ 遲緩 なりき。 

而 して 其の 理由 

ブラウ- ングの 詩 は 原野の 延燒 する が 如くなら す。 堅牢なる 大木に 火の 移る が 如く、 初め 遲々 た 

りと 雖も 其の 燃る や 火力 猛烈に して、 金鐵 をも鑠 かすに 足れり。 其の 成功 斯の 如く 遲 かりし 理由 は 

第一 は高尙 なる 讀 者の 少 數に滿 足し たれば なり。 群議 紛々、 凡俗 聲を 等う して 其の 詩 を 非 奠- 

せる 時、 ブラウ 一一 ン グ從容 として 迫らす、 予は ミル 及び フォック ス 等の 賢者に 認識せられ たり、 多 

數の^^愚^3^-て於て何かぁらんとーー目へり。 彼 は 多數に 阿諛し、 所謂 人望 を 買 ふこと を耻 とせり。 名聲 

の廣 からん よりも 其の 寧ろ 深 からん こと は 彼の 志に て ありき。 

^二. 神の 外の 何ものに も 屈する こと を耻 としたれば なり。 其の 不羅獨 立の 意氣 盛んにして、 豪 . 
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邁 不撓、 唯 だ 神 を 長れ、 己が 天職 を肅 みて 進みた るの み。 身 を 殺して 其の 鍵 魂 を 殺す こと 能 はざる 

もの は 彼が 恐る & 所に 非 ざ ひき。 是等雨 者 を 併せ 殺す の 力 ある もの こそ ブラウ 一一 ングが 色 を變じ 

て 畏敬せ し 所 なれ。 男子 此 所に 到る を眞 正の 剛者 とす。 

第三 彼が 詩、 i§ に 向 ひて 餘 りに 多く 思索 を 要求 すれば なり。 ブラウ 一一 ングの 詩 を讀む もの は 

思索 力 を 充分に 催促し、 頭 腦を勞 する こと 多大なら ざれば、 之 を 理解す る こと 能 はざる な ゆ。 世人 

多く は 小冊子に 耽る。 彼等 は 沈潜 反覆して 回 思 熟慮す るの 勞を 憚る。 彼等 は 茶菓 堙草を 嗜 むと 同 I 

なる 趣味 を 以て 書籍 を讀 まんと す。 此 故に 淺 薄なる もの &外 喜ぶ こと 能 はざる なり。 ブラウ ユング 

は 此の 種類の 嗜好に 投 する こと を 屑と せす 其の 詩 凡て 深山 大澤に 入る が 如くに 感ぜら る。 ベ H ジ 

ホ ッ ト 曰く、 ブラウ 一一 ン グを讀 まば 何人も その 才能に 敬服す るの みならす、 其の 智力の 偉大なる こ 

感嘆せ ざる を 得すと。 誠に 然り。 ブラウ 一一 ングの 詩 は 雄大なる 思想の 發現 なり。 其の 中に 價 高き 眞 

珠 潜めり と雖 も、 之 を 採集 せんと 欲せば、 浪を 被ぎ て 海底 深く 沈まざる 可ら す。 思想 深き 詩 ま 架き 

思想 を 以て 之を讀 むの 外な かるべし。 然れ ども 此 くの 如 き は 思想す るに 箭き 徒輩の 堪へ 難き 所な 

り。 彼が 成功 遲々 たりし は 自然の 結果に 非す や。 ブラウ-一 ングは 己の 詩 を 理會し 得べき 趣味 を敎育 

しつ， - 歩一歩 進みて 竟 に光榮 ある 勝利 を 得た ひ。 自己の ために 天下の 趣味 を 開拓し、 世人 を 高所に 

まで 引上げて、 其の 詩に 敬服せ しめたり。 其の 功 また 偉なる かな。  - 

有 馬 夏期 學校 講演  編者 註、 續稿 なし I 九 0 三年 七 W  (福音 新報) 


あ 、、テ 二 ソン 逝け り 

其の 音調 絶妙に して、 思想 極めて 高潔なる 詩 を 詠 じ、 六十 年の 問 英國の 文壇に 最高の 地位 を 占 

め、 能く 人情 を 啓 導し、 綱常 を扶 起して、 萬 有の 豫霄 者、 人民の 師傅 として 勢力 ありし 詩聖 テー ーソ 

ン、 忽焉 として 逝け り。 豈に獨 り英國 人民の 痛惜す る 所の みならん や。 凡そ 文 藝に志 を 抱く もの、 

殊に テ 一一 ソンの 精祌 志望と 情感 を 同じう する もの は、 其の 如何なる 方 首、 人種、 若く は 邦土に ffi す 

る を 問 はす、 誰か 界び 得難き 師友に 離れ、 暗夜に 燈火を 失へ る 心地せ ざる もの あらん や。 

去赛余 一人の 愛兒に 先立た る。 天地 爲に 晦冥、 萬 物 皆 空に して、 日頃 確信せ りと 思へ る靈性 無窮 

の 竹」、 此に 於て かまた 夢幻に 等し。 愛兒の 存在 此に 止る か。 人間の 親愛 畢竟 何も のぞ。 疑問 百出、 

心意 忽ち 雲霧のう ちに 圍 まれて、 呆然 自失す る もの 久し。 此の 時に 當り、 余が 心 胸 を 啓きて 天の 一 

方に 光明 を 望ましめ、 靈性 無窮の 道 を 確信して 少しも 惑. ふところ なきに 至ら しめたる もの もとよ 

り 聖經の 在る ありと 雖 ども、 また テ 一一 ソンの 詩を讀 みて、 冥想 默 思せ るの 致す 所な りと 謂 はざる ベ 

からす。 加 ふるに 旣往十 年の 間、 之に よりて 生命 を 廣く且 高から しむる の 敎訓を 受けし もの 甚だ 多 

し。 此の 人 今や 世 を 去りぬ。 豈 に恨然 たらざる を 得ん や。 然れ ども 其の 英靈は 常に 存 するな り。 其 

の 愛した る 世界 も存 す。 其の 熱愛 を濺 ぎて 同情 を 催せる 人類 も存 す。 彼が 平生 深く 心に 懸けた る 生 

あ、 テニソン 逝け り  一 ◦ 一 一一 
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命の 戰も、 如 今 まさに 其の 最中に あり。 テ 一一 ソンの 詩句 また 人類の 心 胸に 銘 せられて 永く 存在し、 

雜然 紛然た る 人事 世 道に 於け る 正義の 一要素と して、 遣 香 を 千歳に 傳 へんと す。 曾て 余が 淚を拭 ひ 

去りた るテ -1 ソンの 一 語 は、 以て 遙に 其の 英魂 を 弔 ふべき なり。 

4ruth—for  Truth  is  Truth—he  worshipped  being  true  as  he  was  bri. 

Good—for  Good  is  Good—he  glowed  yet  he  looked  beyond  the  grave." 

此れ テ 二 ソンが 其の 亡兒 ライ ォ ネル を 追想して、 其の 感懷を 述べた るの 一節な り。 實に彼 は 填 墓の 

beyond に 眼睛を 注射せ し 人な り。 

TP- 士の 榮譽、 辯 士¥ 仙の 名聲 は、 永く も あらぬ 夢なる かも。 やがて 無涯の 海に 人り、 跡 白 

波と 消え失せなん。 

• 邪と 戰 ひて 挑み 合. ひ、 正義 を復 へす 功 こそ、 正 人君 子の 榮 なれ。 fi^ 、德義 は榮を 求めす、 

虚名 を 愛する 者なら す。 正義の 途に 愈々 進み、 德の 成長 際涯な きぞ、 正 人君 子の 望なる。 

罪の 報 は 死なり けり。 正義の 報 塵に しあら ば、 蝉蝣に 等しき 此の 生命、 如何なる 心 を 以て 

か 忍ぶべき。 

She  desires  no  isles  of  the  blest,  no  qtiiet  seats  of  the  Jus<, 

匕 o  rest  in  a  golden  grove,  or  to  bask  in  a  glaser  sky  . 

-Ive  her  the  wages  of  goil】g  §,  not  to  die." 1 八 二 九 年 一 o  B: (曰 本 評論.) 


詩 宗 テ 二 ソン 

ハラム： ァ 一一 ソ ンは 詩宗 ァ ルフ レツ， ド： ァ 一一 ソ ン の息 なり。 t 父の？ 叙して 世に 公け にせ 

り。 き 在りし 昍、 常に f の 耳目 I 動 せん， こと を 恐れ、 公衆の 畫 口に 臨む を 忌み、 新聞紙 上の 

賞 誓 厭 ひ、 之が ために 世 は 其 管 聞け ども、 然も 其の 人 を 見る 能 はざる 憾 t し 十九 世紀の 大詩 

人 ま、 死 轰數ギ の 今日に 至って、 始めて 其の 俤を 世に 現 はせ る觀 あり。 

書 はき 校範 的 籠と も稱す 可き ものにして、 唯 だ 孝心の 至れる を 霊せ るの みならす また 化. = 

i 义の眞 面目 を發 揮し Kig なしと 評せら る。 近時 我 阈の逢 界に、 テ 一一 ソン に關 する 記囊評 

の 多 I 以は、 蓋し 此の 奮 出で たる 影響に て あるな り。 吾人 また 兹に 『アウト ルツ ク』 紙上 メビ 

1 氏 IT.^ 冊の 中より 面白く 思 はる k 點を譯 出せん と欲づ 

テ- ソンの 一生 を 貰ぬ ける は 調和と いふ ことにして、 其の 籠を讀 まん もの は 之に 由て 慰め 

勵 まさる、 所 多 かる 可し。 テ 一一 ソンの 詩 は、 實に 其の 心 持の 中に 潜める 最深至誡 の もの を 明晰 卒直 

に顯 はした るに 外なら す。 彼 は 其の 作詩に 於て 理想と する 所 を確 持し、 之 を 把って 決して f くこと 

なか I。  .^1 稳と いふ を 恐れす、 成功し たれば とて 自ら 墮 落す. るが 如き ことな 力" き。 彼 は 

詩宗 テ _1 y ン 
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詩人た ると 同時 暴 者，、 通 家ず、 ？ ずしな り。 其の 一生 は 其の 齢 Q 高 意 S つて 沈 

靜の 中に 益す 大きく 廣く 深く 進み 行きた る ものな りき， テ 一一 ソンの 一 生の 如き 美 はしき 生涯 は、 寳 

に 之 を 後世に 傳ふ る Q 要 あるな り。 つ フク テ， 一 ソン の 著した る 癒 はよ しゃ 英豪史 中に て餐 

最 美なる 大 詩人が 詩想の 發達を 叙した る ものなら じと する も、 尙ほ 且つ 其の 內に 道徳的 內容の 充溢 

せる 點は、 千 萬 金 之に 代 ゆ 可から ざる 値 あるな り。 テ 一一 ソンの 信念 徑行 は、 猶ほ 息み なき^ 上 を， 

す 光の 如く、 其の 全 生の 凡ての 行動の 中に 规灼 として 仰ぎ 慕 はしむ。 テ 一一 ソン は 萬 事に 於て 健全 圓 

滿 にして、 能く 神經 過敏の 弊 を 免れ、 唯 だ 文 を 舞し 筆 を 弄ぶ が 如き 陋事を 忌み、 常に 明白なる 道念 

を 抱きたり。 其の 籠 性と いひ、 心 力と いひ、 將 た肉體 とい ひ、 彼 は 實に健 I 實の 人に て ありき。 

テ 一一 ソン は 天性 感情の 親き 方な りし かば、 其の 作詩に 關 する 世の 批評に 對 しても、 また 決して 《 

頓着なる 能 は ざり き。 其の 名聲の 最も 籍甚 なりし 時す らも、 淺薄 卑陋なる 批評、 能く 彼り、 レを 傷く 

る 力 ありし な ひ。 友人の 批評 は 彼の 喜んで 受け、 意 を 留めて 聽 きし 所に して 其の 妻の 批評 は 皮の 絕 

えす 求めし 所な りき。 然れ ども 不親切なる もの、 詩 を 解せ ざる 者、 議論 を 好める 者の 批評に 至って 

は、 常に 甚だしく テ -ー ソ ンを 怒らしめ たり。 

一 千 八 百 三十 年、 テ 一一 ソ ンは 始めて 其の 名を署 して 詩歌 を 公け にし、 超えて】 一年 第一 一 集 を 出 だせ 

り 此の 時の 世評 はいたく 青年 文 擧者を 挫きし が、 而も 其の 幸運の 一階 段たり し は 疑 を容れ ざる 所 

なりと す。 爾後 十 年間 は 全く 靜默の 曰 月 を 送り、 其の 間 深く 修め、 廣く讀 み、 ，® えす 乍り、 以て 弋 


： r X、  ，f  り w 土 こ. v.?^6 られ ぬ。 テ 一一 ソンの 耳 は元來 

、 こMする^:t^ぁり。 技兩 玆に發 生し 音調 を 訳 ふるの 利ルに クオ y  ^vo 

UM、  rir 重 f  。 彼 は i 中に 潜んで、 ！ <IJ^ 

Is き 出 だす こ f、 其の 詩 を 作る に當 つて、 先づ 文字に 書く 前 一 曰 一之 を 粗み 立つ る こと ゥォ ルス 

"而 して 散歩の 際 之 を 朗吟し、 以て 其の 調に 合 ふや 否や を 耳に 依て 試みたり。 宜 U 

U か U の is きく 好謹妙を帶 びた る や。 多くの 詩人 は 目 を 主として 詩 を 作り、 テ 一一 ソン は 

"zn" リオ H なぬ。 き il て ふこと を 恐れす 忌ま ざ！。 以爲 らく 詩 を 以て 發揮 さる 

耳き として r を 作. 7 き irtlli すべき I の 5? すく 犬なる を 要すと。 夫の 龍、 杜 

可き 自然の 饒 富なる に從 つて 之 を 發掉づ へき 技霄の 男 ま-  ： . 

0. 怠慢に して、 敢て硏 sf 積ます、 自ら 自然の f 歌 ふに は 決して 文字に 拘泥す へ 力ら すな 

ど昌 ふる は、 彼の： だしく 忌む 所な りき。  、 I. 」 a 

；： 人"、 フラウ 一一 ング傳 を讀 まん 人 は、 彼の 『サゥ 口』 の 作家の 心！ 配し、 10^ 

上の I を 以て、 其の 病 句に 輝け る囊心 をば 此の 中に 捉 ふる 能 はざる を 遣憾 とする； ^ー( 

ハ ラ ム ； 一一 ゾ ン 卿の 書に 至て は 大いに 然ら す、 卿 は 啻に 孝心の 盛んなる；： の rK の」：^ 

人テ 一一 ソ ン の 人物に 對 する 觀察 と 同情 また 實に 至れる あり。 卿 は 其の 父が 詩の 源泉 は ま 狼 g ノ 

女 勺 人生 觀 より 男き 出で たる ものなる を 見、 之を顯 はすに 十分の 意 を用ゐ た.. メ 

零； U る 『イ r モリ アム』. の 詩は、 一 千 八 百 三士  二 年、 アル サル， ハラムの 死後 久しから ざ 

る！？ T 1^  く 其 ひ 胚子 を 現 はせ り。 

レ？ 
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.『 我が 愛せし 聲何處 にか ある。 

, あ 么我か 握り緊めし 愛する 手何處 にか ある。 

- 天空 茫漠 徒らに 寒く 徒らに 空しき のみ。 

星辰 輝け ども 我が 憂 ひ を 知らす。 

パ .糢 糊た る 影, 朧げに 浮動し 

其の 形 人よりも 大 いなる が 傍 を 過ぎ行き。 

" 我 力 愛した る 人の 影に や。 ， . ，. 

は； 其の 手 を 組合 はせ て 宛ら 祈る 者の 如し』 

其 b 思 1 お 形式、 r ソンが 詩の 特質 は此 時より 旣に顯 著なる もの あり。 詩人の 暴 は 同窓 こし 

て 而も 斷 金の 交 ありし 親友の 死に 5,、 兹に 霞した るな り。 『イン •  メモリ アム』 を 見き、 テ 一一 

ソン は 此の 時人 生の 根本的 問題に 接觸 せる が 如く、 其の 精神 上 S 惱に f 、 深き f 二 耽り こる 

狀は、 詩の 各 章句 明かに 之 I せり。 彼 は 決して 入り 易き 樂天 家に て は あら ざり き。 テニソン 

力 角 的なる 人に して 多くの 扉に 通ぜ しみな 参、 文學の 外に、 8、 雷、 科學、 sf  • 

ぽく 其の 友人と して 力 1 フィル、 T リス、 チン ダル、 グラッドストンの 如き あらゆる 部門 

の 名 まり 博 Is るに 從 つて 其の 心裡 SI 簾なら ざる i す。 『イン. メ  7 アム』. 


は實に 此の 複雑の 內 より 貫ぬ き 出 づる昔 調に て， あるな り。 『眞に 此は悲 み を 分つ 人の 言な り。 彼 は 疑 

"惑と 戰ひ、 人生 及 世界の 秘義 のために 絶大の 打擊を 受けた る 人な り』。 

, テニソン は 神 を 敬 ひ 人 を 愛する を とし、 信仰に 關 する 教義の 如き は 敢て之 を 意に 介せ ざり き 

會て肯 へらく、 来世に 於て 神の 前に 出 でんと き、 汝 の信條 は何ぞ やと 問 はる.^ が 如き は ま， 底 想像 

する 能 はざる 所に して、 汝は 我に 誠を盡 せし か、 汝は我 名に 由り て 一杯の 冷水 を 微小 者の 一人に 與 

へたる かて ふ 是れ卽 ち 其の 時の 疑問な らん。 余 は 不信 を惡 む。 余 は 人が 其の 不完全なる 知識 を 以て 

3 具理 なりと する も Q \ ために 祭壇に 犠牲 を 供 へ ん こ と を 永く 續く べしと 思 はざる なり と。 彼 は 宇宙 

到る 所に 神の 榮 光と 梭 威と を 認め、 諸 科蓽は 特に 之 を 愛好し、 凡て 己れ の 接着す る 所の 新 事 實は心 

を 留めて 之 を 見、 自然が 絶えす 美に 付て 新に 顯彰 する 所の もの を 尊重せ り。 

テュ ソン 亦 時として 神氣 沮喪す る ある を 免れ ざり き。 斯 かる 時には 世上の 悲慘 と混亂 とが 重く 彼 

の、 ぃを壓 したるな り。 千 八 百 九十 二 年に 言へ る こと あり。 曰く 祌は 愛な り、 凡てに 遍 ねし、 されぶ 

我等 は 自然と 世界と を 見て 此の 信仰 を 得る こ と 能 はす.、 自然 は 完全と 不完全と にて 錯綜せ り 若 

し 之の み 見ば 神 は 疾病、 虐殺、 暴戾 なりと せん。 我等 は自已 の衷に 在る 最高の ものより 此の 信 1  ま を 

得たり と。 羅馬書 八 章 を讀ん では、. 自然界の 悲苦 世界の 慘 事の 中に 神の 最も 聖 なる 思想に 對 する 躓 

の 石 を 認めたり。 然れ ども 之 を 以て 更に 高き 善に 至る の途 となし ぬ。 彼 は 西歐が 其の 文明の みなも 

す、 又 意志の 自由、 個人性の 十全、 道德 上の 責茌、 個人性の 不滅 等 宇宙 及び 人生に 對 する 精神的 觀 
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念 を 築成レ たる を 喜び、 忠實に 之 を 主張せ り。 口く 若し 個人の 責任て ふこと を 取り去らん 乎。 人 は 

厭世と 失望と に 沈まざる を 得すと。 ！ 14、 の 心性 を發 露した る 首に 曰く、 余の 最も 切なる 願望 は 神に 付 

マの 觀識を 層 一 層 十分 明白に 把持 せんこと なりと。 靈性 不死に 付て は in く、 性格 偉大に して 想像力 

ある 人に して、 意義深く 其の 生 を 送り、 思部^^行動する者にして、 死後 引き 續き靈 性の 發達を 疑 ふ 

を 得る と は、 余の 殆んど 惑 はざる を 得ざる 所な りと。 叉 口く 人類 永遠に 生存す る を 知らざる 位なら 

ば、 寧ろ 永遠に 滅亡す る こと を 知りし ならん と。 其の 『大 > なる 希望』 なる 語 を 用 ゆる や、 彼 は 之 

に 由て 人類の 終極の 靈化救 扱 を 意味したり。 祈禱に 付て は、 是れ 大海に 滿 潮の 来れる とき、 水門 を 

開く が 如き 關係を 我等と 神との 間に 生ぜし むるな りと 言へ り。 テ 一一 ソ ンは 絶えす 聖書 を 研究し、 無 

限の 嘆美 を 其の 大部分に 歸 したり。 彼 は 基督の 性質に 付て 議 する を 好ます、 父の 外 子 を 知る 者な し 

て ふ 常套語 を 以て 之 を 担め り。 

死す る 前日 沙 翁の 『シム ベリン』 中の 

- たまし ひ 

. 『我 か靈 よ、 汝は 果實の 如く 懸る なり。 其の ネの 枯る& まで』 

て ふ 所 を 開き ドクトル • ドッ ブスと 共に 現世 は實に 影の 如く、 而 して 人 は 如何に 大生 命の 一 小 部分 

ものがたり 

に^ 着す る 者なる や を 語り合 ひし も、 ドッ ブスが信仰を以て九十年の齢を終りたる村人の；！^,をなす 

つぶや ., 

や、 彼 は淚を 流し 是れ眞 の 信仰な りと 蟠き、 適に 自ら 反りて 『死 か』 との 一 語 を 吐きぬ。 ドッ ブス 

領き けれ は 善しと 言 ひ， て、 其の 妻と 子と を 顧み、 最後の 祝福の 辭を 述べぬ。 


テン ソン も 人な り、 固より 缺點 なきに 非 ざり しか ども、 彼 は 確に 偉大なる 人物な りき. i 

明、 聖高、 妻の 生 を 送りぬ。 彼の 述作 は硏 謹， 繁 にして、 其 の眞 理に對 する 大 いなる 觀察 

は、 其の 目的と 精神の 調 高 かりし に 由って なり。 彼 は實に 十九 世紀の 大 詩人 大人物な りき 

1 八 九 八 年 一 g  (福音 新報) 

テニソンの 信 仰 

. テ 一一 ソンの 傳は 其の 遣 子 ハラム *テ 一一 ソンの 筆に 成りて、 二 冊の 美本と して 世に 現れたり。 書中 

其の 宗敎 上の 立場 を 明かに し、 信仰の 深 かりし を 示せる 部分の 如き は、 福音 新報の 讀 者に 最も 有益 

なる ベければ、 外字 新聞に より 其の 一端 を 記すべし。 『イン •  メモリ アム』 の 著者 は、 如何なる 信仰 

を 抱き 居りし か 其の 晩年の 心事に 付きて、 或は 疑 ひ を 挿む 者 あり。 甚だしき は懷 疑の 暗 黑裡に 迷 ひ 

人り たりと 推測す る もの ありき、 然れ ども 今テ 一一 ソンの 傳記 によりて 其の 晩年の 經 過を詳 かに 知る 

に 及び、 彼が 祌を 信じ 来世 を 望む こと、 i と. t もに 益す 進み、 其の 確信 終りに 至る まで 變 せす、 政 

台ヒ 及； W^^IEF の動搖 激甚に して、 多くの 子 を 喪 ひし ことな どより 人生の 酸味 を甞 むる こと 一 にして 

足ら ざり しか ど、 彼が 神に 倚り 頼む の 念 は爲に 一 點の 曇り をも帶 ぶる に 至ら ざり き。 彼 は 科 擧の進 

歩 を 目撃し、 知識の 側面より， 猛烈なる 波動. を 生じて 宗敎 世界に 紛擾 を來 せし こと 少なから ざる を實 

テやソ の 信仰；  _ 一  』 


テ  一一 5s ンの 信仰 

一 1 二 

見せり と雖、 『イン、 メモリ アム』 の 首に、 知識の i が 上に 進歩 せんこと 甚だ 可な り。 然れ ども 宜 

しく 驚 2f すく 深く 毒 si すべ I え 斯くて 智力と 謹と よく 調和し 5 と 變るこ 

となく され ど 更に 宏大なる 昔， 寧る S らん i 望まし けれと 云 ひし は、 as 自身の 霧 

を 語りし ものな りと 謂て 可な り。  . 

ハラム • テ 一一 ソ ン 其の 父が 聖書 を愛讀 せし こと を 記して 曰く、 我 父が 聖書 を 精密に M.^ を 習赏と 

せし は 其の 詩 を讀む 者の 容易に 知り 得べき 所。 彼 は 塞 5 ことに 付きて 著述され し 新たなる 書籍 

は 成るべく 之 を i する を 怠 らざ|。 平素 I に敎 へけ る は、 宗敎は 倫理 哲擧 など を 根本と なす 

ぺ きものに 非す 聖書に 記載せられ たる 高尙 にして 單 純なる 思と 事寶 を根據 とせざる ベから す。 聖 

書が 廣く讀 まれ、 單 純に 說き敎 へ らる こそ 望まし けれと。 

テ 一一 ソン は 漠然たる 抽象的の 觀 念に 滿 足せす 事實を 尊べる 人な り。 彼が 全能の 神、 遍在に して 萬 

民 を 愛する i が、 自き 霜に する の 愛に 由て 已れ I 彰せ きと i じ、 人 I 直 由なる こ 

と、 其 i 性の 不滅な き 急 認識す るに 至りて は、 即ちき 永亲變 の疆と 名く る 所に て 力ち 

る 信仰 i に與へ ず、 然れ ども 彼 は 霧 SHiQ 眞 fi 立てん 参る ものに は 不賛成，， 

方に て ありき。 其の 持論に 曰く、 凡そ 何 にても 證據 立つ るの 價値 ある こと は證據 立て 得べき も 0 こ 

ます ^擧の 基礎た る 法則に 至りても 之 を 知る を 望む ベから チ。 唯 だ 之 を 信す るの 外な しと。 皮 は 

漫 りに 神 III して 定 f 下す こと I る さと 甚だしく、 神の 名 含に 唱 ふるすら 容易 にせざる 


習慣な りしが、 意識 ある 神の 存在 を 信す る ことなくば 是れ 世界の 脊骨を 取り去りし なりと は 其の 

常に 主張す る 所に て ありき。 

テ 一一 ソン は 意志の 自出を 重んじ、 從 つて 道德 上の 責任 を 確信す る 厚 かりき。 彼が 善悪の 賞罰 を 信 

じ、 人類 は 各自 其の 行爲の 責任 を 食 ふべ しと 做し 、来世の 實在を 認識せ し は、 『イン •  メモリ アム』 を 

書きし 時より、 其の 死に 至る まで 終始一貫 せりと 謂 はざる ベから す 

テ 一一 ソン は ダル ゥ斗 ンと 親し かりし が、 曾て 之に 語って 曰く、 君の 進化論 は必 すし も 基督 敎と矛 

盾すべき ものに 非す と。 此を 以て 見れば テ 一一 ソンが 進化論に 對す るの 立場 寧ろ 賛成の 方な りしと 謂 

ふべ し。 然れ ども ハラム ，テ 一一 ソン は 言 ふ、 吾が 父 は穩當 なる 進化論 を 是認せ しが、 ダル ゥ斗 ンを 

祖述す る 或る 論者が 之が 依りて I わ.^ なき 憶斷を 下し。 傲然と して 靈性界 の 事 をまで 說き 去らん とす 

るに は 少しも 同情 を 寄せ ざり きと。 

&は 頗る 寛大 こ 各 宗派 を 待遇せ り。 然れ ども 餘り镇 式 を 重ん する 徒輩 及び 偏理者 流に 對 して は 

月 かに 反 對の意 を 表し、 何 所まで も 之に 抵抗す るの 意氣を 示せり。 其の 世 を 去る 數月 前、 牧師 メリ 

マン 氏 を 請 じて、 其の 書齋 にて 主の晩餐 を 執行せ り。 式に 先 だち て 彼 は 己れ の 詩より 一句 を援き 

是れ、 コ ミュ 一一 オンに て マスに 非す、 祭 物に 非す して 生命 を與 ふるの 祝实 なりと 言へ り。 此は 牧師 

に對 して、 &が加 特カ敎 徒 其の 他 儀式に 拘泥す る 者の 主張す る 如き 意味に 於て 晩餐 を 守る ものに ま 

すとの 意 を 表明した るな り。 

チ II ソンの 信仰  一 一 三 


.  テ 11 ソンの 信仰  - 

二  H 

ュ 一一 テリア. _ノ く 主義なる 博士 マルチ ノウ 『宗教に 於け る 權烕の 所在』 を 著述せ し 時、 ハラム .テ 一一 

ソンに 一書 を 贈りて 曰く、 余が 著書 は 君が 父の 黉成 する 所に 非ざる を 知る。 然れ どもた とひ 他人の 

未だ 同情 を 寄せざる 所な りと も、 自己の 確信 は 之 を 主張せ ざるべからざる なり 云々 と。 ハラム ，テ 

一一 ソン 此の 事に 付て 左の 意味 深き 一 言 を 此の 傳 記に 載せたり， 我 父の 見る 所に 依れ、 ま、 専士 マレ チ 

ノウ If 確信より 寧ろ 5 を 根據 となせ しも g よ。 彼 は着敎 91 に付き 少しも 厳 世 勺 

の 觀念を 抱 力ま 將來 ますぐ 光明 を I するな らんと は、 其の 常 I ん I く 所な りき。 ディ 

ン* スタン レイが 基 督敎 は 決して 時候 後れと なりし ものに 非す。 尙 ほ開 發 せら f を 待つ ものな り 

と 言へ る は、 彼 S 意す る 所 HTt き。 彼 はま ま 画 Q 現狀 及、 lif 付ても 奏 的の 直 

を 抱け りと 見 ゆ。 彼 I 國 Q 勢力 世界に 膨脹す る は 人類 ss りと 確信し、 之が ために は 兵馬 を 

Mfafit 無 1QSI 國を 一家と して 人類 を兄舊 とし、 泰の 

全く 襲す る皇 らんこと 皇む にあり しか ど、 彼 は 漫ぶ禱 I せて 血 を f  、者に 非 ざり し 

なり。 彼 I 仰な くし 一」 道？ j むべ しと I 匿 ま、 af 讓墓 すき 邪 f 

りと 言ひ、 常 に是雰 傾向に は 太く 反對し i え 彼 I 裏 S 霧に は 薄强く 馬 せり。 曾 • 

て ゾラ I 評して 曰く、  f 理想 を 排除して IQ 齊 t 顯 はす。 彼 は 5 に 依りて 取捨す る こ 

と をな きる が 故に、 其の 霧 は 薄 厭 ふべき ものと なれり。 fl なる 天才に な、 自ら I す 

るの 霧を缺 くべ からす。 又 曰く 其の 著？ 以て 犯 f 流布せ しむる f 犬い なる It ベから 


すと。 元來テ 11 ソン は 質朴 を 尊び 自然 を 重ん する 人な りし 故、 他 を 面白がらせ、 感ぜし むる を 故ら 

に 其の 目的と なす 如き は、 其の 最も 忌む 所な り。 彼 は 美術 は 美術の ためにす べしと 云 ふ說に 反對し 

て、 美術 はよ ろしく 人の ためにす べしと 主張して 已 まざりき。 

或 人 其の 詩 を賞讃 して、 其の 感化の 大 なる を 謝する の 書 を 寄せし こと あり。 テ 一一 ソン 之 を 一 讀し 

て 曰く、 余 は 來世を 確信せ しと 云 ふ 外、 人 をして 斯の 如く 余に 感謝せ しむる 程の こと をな せし を 知 

ら すと。 テ 11 ソン は 他の 議論. 如何様に あるに も 頓着せ す。 唯 頑固に 靈 魂の 不滅 神の 存在 を 主張せ し 

人に 非す。 其の 活 澄なる 頭腦は 種々 の 疑問と 戰ひ、 擧 者の 反 對論を も 不問に 措く ことな かひき。 然 

れ ども 人の 批評に 耳 を 傾け、 反 對の說 を 究めし 後、 常に 語りし に は、 神 を 信す る は 難し、 然れ ども 

之 を 信ぜざる は 更に 難し、 余 は 自然 世界に 於て 見る 所より 神 を 信じた るに 非す、 人に 於て 見る 所よ 

り 之 を 信す と。 テ 一一 ソン は 其の 辭 世の 詩と も 謂 ふべき 詩に 見えし 如く、 死の 海に 乘り 出で しとき、. 

波打ち際 極めて 靜 かにして、 其の 所謂 明かなる 招き、 神の 聲 として 聞え しとき 柔順に して 世 を 去り 

たり。 ハラム *テ 一一 ソン 曰く、 父の 將に 死なん とする や、 余 は 彼が 平素の 志 を 知りし が 故に、 其の 

常に 愛した る 祈 ひの 句を唱 へ、 神よ 之 を 接け 給へ、 基督よ 之 を容れ 給へ と 言へ り。 

1 八 九 八 年 六 W  (福音 新報) 


テ II ソン の 信仰  1 一 五 


テ 一一 ソンと 其の 詩 


テ 11 ソ ンと 其の 詩 


上 

アルフレッド ニァ 一一 ソン 歿して I 生 霜 を經る こと 旣に 六、 爾來 其の 名聲は 益々 籍遊 にして 却て 生^ 

に 優る もの あり。 特レ 其の 子息 ハ ラム • テ 一一 ソ ンが 去年 詩宗の I を 公に する や、 之き する 批評 

と 紹介 はテ -1 ソ ン I 人 を 難して 親しく 世人に I しめたり。 我が 驅 新 f 其の 頃 I する 听 

ありし が 今 又 他の 材料 に 就て 面白く 思 は る \ 節 を 摘 載せん とす。 

テ 一一 ソン は 千 八 百 九 年 八月 六日、 舊 リン コル シャイ ル 州の ソメ ルス、 T に 生れ、 其の 『蜃 の 

歌』 に m 謂 『1 帶の林 は 鳶色な せる 丘 を繞 りぬ。 M$  の 白楊、 我が 父の 家の &く立 

てり』 『緩く うねりた る 平原の 上、 毛 を 剪られた る 羊が 柴を 編みて 作れる より 發 する 長 鳴』 を 

にして 此 間に 成長し、 其の 十四 歳の 時、 バイ ロンの 死 を 傳へ閬 くや、 年少の 心いた く 之に 擊た I、 

バイ ロン 死せ りと 絶叫し っ丄 f 石の 上に 斯く 書きた る こと あり。 『gr 議』 のこと とて、 カウ 

ベ ル の 所謂 『壓 制と 虚偽との 取り沙汰』 を も 遠く 離れ、 浮世の 大事 件 も 此の 家の 扉 を 叩く までに は 

頗る 時 を 要したり。 兄弟 は 一人の 外 皆な 後日 文界に 入り、 最も 長 じたる フレデ リツ ク 及び チヤ ー レ 


ズ. は 常時 名 を 揚げし 人々 なり。 小兒 等の 幼き 時斯く 世の 風潮と 離れ、 此の 家 は 別に 一個の 天地 を 作 

り、 己が 藤史を 作りた る こと、 思 ふに 彼等の ため-幸福 となり 利ハ發 となり たるべし。 

『ハ ー パ ー ス gmg ま g;if に 或 人の 傳 ふる 所に 據れ ば、 アル フ レツ ドの 最初の 詩 は、 或る 安息日、 

兄弟 中の 年長けた る 者等敎 會に詣 り、 幼き アル フ レツ ド のみ 殘 りけ ると き、 其の 兄 チヤ ー ルズが 交 

I： し 置きし 石板 を 取り、 小 晝の餐 の 時に 書きた る ものな りと 云 ふ。 チヤ ー ルズは 『園 生の 花』 て ふ 

題を與 へて 出で 行き、 ^り 来れば 弟 は 白 字の 詩句 全面 を蔽 へる 石板 を携へ 来れり。 詩句 は トム ソ ン 

の 『四季』 に刖 りて 作られたり。 共れ まで アルフレッドが 讀 みし 詩と て は 唯 だ 之の みなりし なり。 或 

時 また 其の 祖父より 新に 亡せ たる 祖母の ために 弔歌 を 作る ベ き 3 曰 求められ、 之 を 作り 果せし 力げ 

祖父 は十シ リングの 金 を 孫の 掌 上に 置いて 曰く 『是れ 御身が 自ら の 詩に 由り て 得た る 最初 の 金に し 

て 叉 最終の 金な り』 と。 

-生部 を 出で てォッ ク スフ ォ ド に遊擧 する や、 兹 にて 親友の 一 圑體を 得、 交情 至って 密 なりき。 

此の 中に 『イン， メモリ アム』 詩 中の 主人公 アル サル • ハ ラム あり。 ハ ラムとの 交情 は 詩 中に 見 ゆ 

る 如く 殊に I" かなる もの ありし に、 悲しむべし、 ハラム 其の 父と 旅行して 填 太 利に 在りし 間、 病 を 

辱て 一 &舍に 逝きぬ。 年 齒堇に 二十 三。 ハラム はテ 一一 ソンの 初めて 詩 を 出 だせし 頃より、 其の 將來を 

望んで、 八！' 代の 最大 詩人、 思 ふに 叉 今世紀の 最大 詩人 は此 人な りと 頌 せし 人に て、 テ 一一 ソン は 知己 

の感 最も 深 かりし ものな り。 曾て 西班牙 獨 立戰爭 の 初め、 共に 携 へて ビレー 一 スに 旅行し、 自由の た 

テニソンと 其の 詩  一 一 七 


.  テ 一 一 ソンと 其の 詩  ， 一 i 

め盡库 したる こと あり。 ハラムの 名 は テ-ー ソンの 「イン •  メモリ アム」 に 依って、 英！： 文學ヒ こ不 

朽の跡 を 留めたり と 謂 ふべ し。 

. 大攀を 出で て後鄕 里に 歸り、 結婚 後 暫く ハイ ビ ー チに 住し、 倫敦に 出で て 居 を 定め 、一幸 運 向ん..^ 

.=:^し時ヮィトの島に返きぬ。 初め 「兄弟 詩集」 を 公に し 賞牌 を 得、 それより 繽々 乍 を 世. こ，；：： だし 

て、 四十 七 年に 「プリンセス」 を 作り、 五十 年に 「イン •  メモリ アム」 を 出 だしぬ。 其の 年ゥォ ル 

ズ. ゥォ ルス せし かば、 彼は擧 げられ て 桂冠 詩宗と なれり。 

テ 一一 ソ ンは 其の 詩 を 出 だせし 初めより 批評 を 受け、 神 舉上社 會ヒの 立脚 點 より 攻擊を 蒙む る こと 

甚だし かりき。 特に 「乇 ー ド」 の篇 クサ ミヤ 戰爭の 間に 出づる や、 其の 攻撃 は I 方なら ざり き。 「ィ 

ン. メモリ アム」 も 亦 之と 同じ。 テ 一一 ソン は 凡て 批評に 對 して 非常に 祌經鋭 かりし 人な り。 之に 

關 して レツ キ ー 氏の ハラム • テニソ ンに 送れる 文に 面. Bi き 節 あり。 曰く 『足下の父君は己の詩を^^ 

み 息 ひ 過ぐ ると は 多くの 人の 言 ふ 所に て、 如何にも 父君 は 其の 思想の 大部 を 己の 詩に て 占められ、 

一 且つ 小兒の 如く 不思議な るまで 正直と 質朴と を 以て、 之に 關 する 自 說を陳 ぶる を 常と せし こと も 事 

寳 なり。 然れど 余の 見る 所 を 以てすれば、 足下の 父君 は 板 底に 於て 其の 性質 眞に謙 痛なる 人な り。 

足下の 父君 ほど 反對 者の 批評に 從 つて 詩の 辭句を 訂正せ しこと 多き 詩人 は 未だ 曾て 之 あらざる な 

り。 彼の 感情 鋭き こと は 其の 體軀の 強健 長大なる に 比し、 其の 皮膚の 色の 黑 くして 丈夫の 如きに 比 

し 又 其の 大 にして 尖端 四角と なれる 指に 比し 釣り合 はざる 心地す。 然れ ど是れ し 彼 をして 感 お，： 


の 美妙なる 點 に付き 斯 くも 優雅なる 說明 者たら しむる 天ネ と、 彼 をして 心の 苦しみ を 受け ざら しむ 

-る 極めて 柔和なる 天性と が 密に相 結合せ る 故にて あるべし』 と。 

下. 

テ 一 リンの iQ 最も 高潮な りし 時代 は、 其の 「王の 牧歌」 を 公に せし 頃に して、 初めの 四つ は 

千 八 百 五十八 年に 現れ、 次で 「イノ ッ ク. ァ，. デン」 出で ぬ。 「イノ ッ ク -T デン」 はテ -ーソ ンの詩 

• にて 最も 汎く衆 民に 讀 まれた る もの、 六 萬 部 を寶り 揚げたり と 云 ふ〕 千 八 百 六十 九 年 殘れる 「短 

歌」 公に せられし が、 就中 其の 「ホ ーリ， グレ ー ル」 は 不可思議なる 魔力 を 以て 人 を 魅す る もの あ 

り。 . ハ ラ ム ，テ 一一 ソ ン の 著せる 其の 父の 傳記 中には、 此の 物語の 詩が 含める 意義に 關し 種. <  の說 を- 

擧 げたり。 其の 特に 面白き もの を揭 げんに、 

『詩の 含める 多くの 意味に 關 して 今 わが 父の 信ぜし は、 詩 は猶ほ 極めて 緻密なる 色分け 織りの 結の 

如し。 之 を 請む 者、 己が 能力に 應じ、 己が 詩人に 對 する 同情に 應じ、 夫れ々々 に 其の 解釋 をな す を 

# とい ふに 在り。 「牧歌」 の 主意と する 所以て 知るべし。 父 は 首へ り、 此は 凡て 實際 的の 生活に 來ら 

ん として、 その 罪の ために 破滅した る 人の 夢な り。 生 は秘義 なり 死 は秘義 なり。 其の 中央に 生命の 

高原と 其の 苦 辛 並に 完成 存す。 是れ 一人 又は 一代の 歷史 にあら す、 人類 全 時代の 歷史 なり』 ^た： 

又 曰く， 『我が 父 は强く 信す らく、 人 は 唯 だ 理想の インス ピレ ー ショ ンに 依り 叉 其の 「天に 浸せる. 

テ 一一 ソンと 其の 詩  ， 


.  テ 一一 ソンと 其の 詩. 

劎」 に 依っての み、 克く 冷酷なる 無頓着と、 sit 簾の 纏と、 i 時代に 於 I 利. 

的 唯物主義と を 打擊し 得べき な ひと。 父 は 詩 は事實 よりも 眞な ひと 言へ. ひ。 理想 を 仰ぐ 麓 性 は、 よ 

り の聲| かれて SQ^I を 慕 ひ 仰ぎて 無限にまで 憧れ 出で、 終に 此の 理想 I も大に f 强く 

實 にせられ たる は 彼の 「道」 の 外に 之な きを 認 むるな り』 と。 

. 彼の 詩 は 道德 の 目的の ために 警 損じた る. ものな りとの 批評に 對し、 ーァ 一一 ソ ンは， のた めの 美 

術な ひて ふ 詩を 作って、 『美術の ためにす る 美術 は 地獄の 主な り、 善く 書きた る畫の 最も 截 きもの 

も、 惡く 書きた る晝 I も淸 きものより 犬な 之 と 首 ひ、 又 或 時人に 語って、 『余 はゥォ ル ズゥォ レ 

スに 墨して、 美術 は選擇な り 参る ものな り。 例へば ゾラ を 見よ、 彼 は 理想と する 所な くして.， 

の 悪 を 描出す、 iiiilit  iia  I なる 

天才に は 息自？ 要す』 i 晚年 また 同じ 問題に 付て 斷 f 下して 曰く。 『§f せる 

にぬ つて 蕭を 世に 流布せ しむる ほど 天才の 人に 取りて 大ぃ If あらす』 と。 

テ 一一 ソ ンは 全く 詩の 中に 閉墓 りたる 人な ひ。 然れば 多数の 天才が 苦しみし 生活 問題の ために 錫 

1 ォ 又 ダンテ をず ミルトン を 作り シェ クスピ —ァ をず たる 如き 時勢の 激動に 觸れざ I。 

其の 詩 I 和に して 優雅なる も 此の 故にて きべき か。 然れ ども is 烈しき i 句の 中に 薦 

せき 覺ゅ。 其の 美術に 對 する 無量の 愛 は、 凡ての 叙壽 をして 眞理の 研究たら しめ、 凡ての 音節 

をして 無限の 調和に 必要なる 部分たら しめたり。 世に 理想 を 憧れ 慕 ひし 人 ありと すれ ズテ 一一 ソ ンま 


Si 鳥し 其 Q 人な り。 

今日は 著者に 其の 所作 を 成熟す るの 時間 を 許さざる 時代な りと は、 此の 桂冠 詩宗が 常に 嘆 ぜし所 

なりき。 彼 は 己が 詩の 改版に 對し 常に 自ら 批評せ り。 彼 は 己が 心 止む を 得ざる に 至ら ざれば 敢て詩 

を 作らす、 作る に 至れば 自ら 凡ての 能力 を 之に 献げ、 限 ひなき 熱心 を 以て 唯 だ 之の み を爲す 時と 

して 數日問 全く 之に 耽って 他 を 顧みざる こと あり。 然 かも 斯く 其の 課業に 身心 を 集中す るの 間 は、 

また 家庭に 於て 最も 優しき 時な ひき。 彼 はまた 日毎の 散歩 を樂 しみ、 交際、 業務 等 は 措きても 春 夏 

秋 冬 之 を廢 せし ことなく、 以て 自然と 接着し 其の 鋭き 眼に 之を觀 察した ひ。 

田 5 辨は 想像 深き 天才の 一分 子に して 逢々 危 險に陷 らしむ る ものな り。 詩人 を 誤らし めんと せ^ ナ S 

想 は、 「イン • メモリ アム」 の" g 一に 隱見 する もの あり。 然れど 八十 歳の 高齢に 於て 彼 は 『信仰の 圃を 

♦ よ、 未だ 他に 善き 種の 蒔くべき もの あらざる 前、 破壞 する こと を愼 しめよ』 と 言へ り。 

.テ 一一 ソンが m 心辨 より 來る 種々 の 疑問に 對し、 概して 如何なる 能 ^ 度 を 取りし や は、 ァ ー ジル 侯の 

「K 舊」 中の 曾に. E つて 知る を 得べ し。 即ち 下の 如し。 . 

『足下の 父 は 余が 知れる 中に て 最も 高き 謙邏の 人な りき。 …… 其の 衷心に 於て 彼 は 常に 自らの 

語 を 覺り 居る ものの 如く 見えたり。 曰く 

我 そ も 何も のぞ、 

お ざな！ J 

夜中に 泣く 幼兒 
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夜もすがら 泣く 幼兒 

泣く より 外に， 語な きものな り。』 

其の 心斯の 如くなる と共に、 其の 性質 は 深く 敬虔な りき。 思辨に 於て は 彼は赝 々大膽 なり。 或る 

意味に 於て は 時に 霊的な り。 され ど 常に 敬虔に して、 神の 事に 關 して は il て も 一 I に 於て 

も 輕噪と 多 縛と を惡 みたり。 彼 は 心 一 種の 驚異 即ち 沈默 せる 禮拜 にて 充ち、 直接に 祌 擧に關 する 言 

論 は 稀な りし も、 自ら 『信條 中の 信條』 の 眞理を 遵奉す る こと を 明言し、 當 時の 疑惑、 難題に 對し 

. て は 寛大な りし も、 大 いなる 基督 敎の 眞寳を 侮り 蔑.;^ する ものに は 少しも 假借 する 所な く、 時 こよ 

憤然 之 を 責めし こと も あり。 

r ソン と 皇窒 との 關係 交情 は 如何な りし か。 左に 拔萃 せる は 直 日誌 中の 一 節なる が、 または 

て英 皇室の 人民に 懷き 仰がる る 所以の 一. 端 を 知り、 詩人の MM を も 窺 ふに 足らん か。 

『千 八 百 八十 三年 八月 七 S 火曜 曰ォス ボルンに て、 午前の 小晝 終りて 大 詩人 テ 一一 ソン を 我が 愛す 

るァ ルバ I ドの窒 に 見る。 殆んど 一 時間ば かり 甚だ 面白く 感じたり。 彼も餘 程に 年老 ひ 其の n,. 

-. 光 も 弱くな りしが 甚だ 親切 懲穀 なりき。 我 は 其 所に 坐 せんこと を 求めたり。 彼 は 其の 亡へ る 諸 

. 友の 事 を 語り 出で、 而 して 別れと いふ ことなき 他の 世界 ある を 信じ 又 之 を 知る ことなくば 如 可 

- • ならん と 言 ひ、 更に 不 I 哲擧 者に して、 他の 世界と てもなく 棚 不滅と いふ ものな I 我に 

： 信ぜし め、 不幸なる 方法に て 凡ての 事 を 解釋し 去らん とする 者に 付き 恐れ を 以て 語ろ 所 あり、 


 余 は 「イン •  メモリ アム」 は 我に も 如何に 慰めと なりし か を 語りし に、 彼 は 喜り し 

. が、 然 かも 此の 詩に 付て 彼が 愛け し 書翰の 數を舉 ぐると も、 我が 之 を 信す ましき を 言へ り。 辭 

し 去らん とするとき 我 は 彼に 其の 厚意 を 謝し、 我 は 世 を經る こと 多ければ 斯る命 昆を 要する 旨 

を 語りし に、 彼 一一 一：" ひける は 『陛下 は 恐ろしき 程 高き 所に 立ち 給 ふ。 斯. - 地位 は 恐ろしき ものな 

り。 0000sff3 臣が 餘侖も 一年 か 一一 年に 迫れり。 され ど 陛下の 御た 

め臣 の爲し 得る こ と をな す は 甚だ 幸福 に感 する 所 なれば、 御意の ま にく 何時 にて も 召し 汁ん 

されよ』 と。 余 は 厚く 彼に 謝しぬ。  - 

. 老ひ褒 へて 死の 近づきし 時 彼 は 『我 は 眞に闭 なき 一生 を りぬ』 と霄 ひし こと ありし が 最後?、 

病に 臥せし とき、 『此の 生 は實に 影に して、 押し 詰む る 所 人 は 唯 だ 犬なる 世界的 生命の 一 小 部分に 繁 

，り 居る ものなる』 を 語り、 醫士に 向って 『死 か』 と 問 ひ、 其の 傍に シェ クスピ ー ァの 『シム ベリ 

ン』 中の、 

< だ も 0 

. 我が 魂よ 汝は粱 の 如く 懸れり 

其の 木の 枯る るまで 

と 云 ふ 句の ある 所 を 開き 置きて 永への 眠に 就きぬ。 『神よ 彼 を 接け 給へ、 某 督ょ彼 を 受け 給へ』 と 

の 祈、 是れ 其の 子 ハラムが 此の 刹那に 獻 じたる 祈な りき。 ズ丸  <  年 丸 SI 報) 
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テ 11 ソ ンと 其の 詩の 一斑  . 

詩人 アル フ レツ ド*テ 一一 ソ ンは 一 千 八 百 〇 九 年 八月の 六 曰 英國ソ モ ル スビィ の 村に 生れた 0 山靜 

かに 野廣 くして、 宛 がら 樹木の 懷に 睡眠せ るが 如き 此の 村 は、 テ 一 1 ソンの 敎 育に 最も 善く 適當 せし 

ところな り。 父 は 村の 敎會に 牧師と して 學問も 尋常なら す、 眞に 好侗の 紳士た"。 a> は 優美 溫 ウベな 

る 性質に て、 家庭に 於け る 親愛の 中心たり しのみ ならす、 其の 氣 高き f は 自ら 畏敬の 念 を 起さし 

めた，， テ 一一 ソ ンが 婦人 を 重んじて 之に 信 を 置く ことの 厚 かりし は、 蓋し 母の 感化に 歸 すべき もの 

か。 故に 婦人に つきて 高尙 なる 理想 を 示し、 夫婦の 大倫を 儼 かに 敎へ、 愛情の 祌 i でなる を說 くが ご 

とき は、 テ 一一 ソ ンの 詩に 最も 著しき 特徴の 一 つと す 0 彼 は その 第 四 子に して、 十 一 人の 兄笫 姉妹 を 

有せり。 兄 チヤ ー ルス も 詩文に 趣味 深く、 後に 至り 其の 弟 アルフレッド と共に 詩集 を 公に せし こと 

あり。 地 も 家 も 詩の 穴 充滿 せるな かに 薰陶を 受けつ とァ 一一 ソ ンは 成長した るな り。 て 歳の 時 父 n 

花園に 遊びて、 一 陣 の 風 俄に 吹き 來るゃ 叫んで 曰く、 『余 は 風のう ちに 語れる 聲を閱 けり』 と。 彼 は 

已に 詩人に て ありき。 初めて 詩 數節を 石版に 書き 錄 せし を 兄 チヤ ー ルスが 讀 みて、 『然 り爾は 詩文 を 

作り 得ん』 と 言 ひし 時、 其の 喜び は 後年に 及び、 彼 桂冠詩人に 勅任せられ しに も 優りて、 滿 足なる 


、い 地せ しこと ならん。 然れ ども 祖父 は 新の 如く テ 一一 ソンの 未来に 望み を羼せ ざり き。 祖母の 死せ し 

時、 .v< ま nD.:^  . ー篇を 作りて fg 父に 與 へたり。 其の 報酬と して 受けし 牛ソブ レン 貨は、 之に 添レし 詞 

の 無 かりせば、 一人 嬉しく 感ぜられ しならん。 祖父 は霄 へり、 『アルフレッドよ、 此は爾 が 詩に 依り 

て is- し 最初の 金な り、 然れ ども 余 は 報酬の 最後 もまた 之なる べしと 豫言 する を 憚らす』 と。 祖父 は 

アルフレッドが 未来の 成功 を豫 想す る こと 能 は ざり しなり。 

テ 一一 ソン 二十歳に して ケムブ リツ ヂの 大學に 入りぬ。 碩學 ホイ ー ゥ H ル 等の 敎授を 受け、 ハラ 

ム、 トレンチ、 ミ ルンス、 アル フォルド 其の 他 後世に 名 を 成せる 人々 と 同窓の 友たり。 テー 1 ソン 等 

の 同窓の 友相議 して 使徒の 會 なる もの を 組織し、 5^ 々集會 を 催して 討論 談話せ り。 彼等 は 時に 政治 

上の 意 兑を鬪 はする こと も ありたり。 祌の ペルソ ナリ ティ、 祈禱、 惡の 起源、 道念の 由來 などの 如 

き は 其の 話頭に 上れる 重なる ものに て ありき。 彼等 は プレト ー、 ヒュ ー ム、 デカルト カント 

ン サム、 バ ー クレイ、 バット ラ ー 等の 著書 を會讀 評論せ り。 當時は 有名な る 『ヱ ッセ イス • アンド 

レヴュ ー ス』 の 出で し 頃に て、 宗敎 上の 議論 は 鼎の 沸く が 如く、 懷 疑の 精神 横行して、 唯物主義 は 

青年の 間に. 害毒 を 退う せり。 使徒 會に屬 する 青年 諸氏の 世の 風潮に 漂 はされ、 信仰 を 火に して 燒き 

試みら るる 如き 經驗を 嘗め、 疑惑の 暗中に 彷徨して、 中には 起き も 上り 得ざる 苦境に 陷り しもの さ 

へ あり。 詩人 テ 一一 ソン は 思想の 人に して、 ダ ー ウイ ン、 ハックス レイ 等が 驚嘆せ し 程に 科擧的 眼光 

透 3 なり。 & は淸濃 かにして、 世上の 疾 痛快 樂を感 する こと 甚だ 敏捷な り。 故 を 以て 宗敎 上の 問題 
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ニー 六 

に f 意る こと も 比較的に 痛切なら ざる を 得す。 彼は篇 心と 苦戰 したり。 m 

精 f に觀 察して、 其の 苦味と 困難と を 熟知せ り。 篇 者に 對 する 同情の 篤 かりし も I なり。 故に 

f 上に 行 き惱 む もの テ 一一 ソ ン の 詩 $ めば、 恰も 篇識に 簾した る の 思 をな.； ！ 

？ン f 如く、  r ソン は 顯微鏡薦！。 

:^^^^1ふ^、 き ii なる、 其の 知識の 雲なる、 凰 ii かしめ、 L 

ム 1 r ナイ チン ゲ丄の 囀る にあたり、 其の 服 光爛々 たる を認 めた る 如き、 其の 

んど 無比な りと 謂 はざる ベから す。 彼 は 此の 緻密なる 觀 察を 以て、 響の 作用、 il 

庐 動機の 秘密、 人 ま 機微、 篇 心の 起伏、 信仰の 消長、 及び 其の 他 凡て 人生の 大 

^  it  I 讓、 ニ聲、 SI  isrf-H^^ 

精 細を極 め、 其の 幽春、 微に 徹する の攀獨歩の蕭めるも 

同窓の 友の なかに テ-ー ソンの 最も 親し かりし は、 アル サルニ ラムな り。 ハラ.？ r  一 ノン 2- 

と 約 I ベり。 二人の 簿薦 なる は、 管 仲 飽叔の 類に 非す。 MmH 

MHrru なり。 裹の 道、 人 I 化し、 大事 I 就し、 大勢 i むる の 力 ある は、 古來 人類 

の 快なる ものに 非 J。 ル 1  一 I と メ ランク トン、 コブ デンと ブライトの 交 靑友 

よ。 8 の 犬なる は 交友の 賜に 外な I。  I 敎も鷺 は 交友に 非す や。 ^01^^^^^ 


や  =」 にして、 祌 人類の 友た るに 至る 之 を 救と は IS ふ。 テ 一一 ソンと ハラムの 交友 は 二人の 歷史 に大 いな 

る 影響 及び 深 f;^ なる 感化 を 及せ り。 テ 一一 ソ ンは 共の 詩に 己と ハラムとの 交情 母の 子に 於け る 如く 親 

しく、 兄弟に 於け るよりも 切なり と 歌へ り。 彼 は ハラムと 死別せ しため 人生の 行路 を 歩む 宛ら 寡婦 

の 如き 心地す と 嘆息せ り。 ハラムの 剛健なる 性情 は 良人の 如く、 テ- ソンの 詩的 人格 は 妻の 如く テ 

なりし なり。 良人 世 を 去りて、 妻獨り 寡居す るの 悲哀 は、 テ 一一 ソンが ハラムの 死 を 悼む の 情なり。 

彼ら は文擧 上の 好 伴侶、 靈性 上の 良友に して、 進 返 行藏を 共に する を 誓へ り。 西班牙に 義擧を 企つ 

る もの ありと 聞く や、 二人 相携 へて、 遠く 彼の 國に 到り、 任俠の 精神 を 鼓して 革命の 企 を 助けた 

り、 生前 斯の 如き 關係 ある 朋友 3 一  It 死後にまで 影響す ると ころな からん や。 

ダンテ は 其の 愛慕せ る ビヤ ト リスの 死に 感じて 「デ ヴィ ナ* コメ ヂャ」 の 大作 を 成せり。 ミルト 

ンの 『リシ ダス』 は、 朋友の 死 を 悼む の 歌な り。 其の. サム ソ ン • ァグ ノス チス 及び 失樂 園の 詩 も 彼 

が 世の 逆境に 處 して、 大いに 心 を 動かされ しに 非れば、 人類 を 益す るの 機 會を與 へられ ざり しなら 

ん。 テ  一 I ソ ンの 詩才 はァ ルサル • ハラムが 一 千 八 百 三十 三年の 九月 十五 日澳都 ウィン ナに 病歿せ し 

に 依り ー轉 して 新たなる 時期に 入りぬ。 彼 は 死生の 大 問題に 接し、 神の 聲を聽 きて、 廣く 人の 信仰 

を 嚮導す ベ き 預言者と なりぬ。 

紀念 歌の 著はァ ルサル • ハラムの 死せ しのち 間も無く 着手せられ しなり。 一 千 八 百 四十 二 年に 結 

末の 章 成れる まで 前後 九 年 を 費せ り。 紀念 歌の 引 は 一 千 八 百 四十 九 年に 至りて、 加 へられた る もの 
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故 全 詩 十七 年の 銀 鍊を經 たりと 云 ふべ し。 テ 一一 ソ ン の 詩 は 一 氣呵 成の 種類に 屬 せす、 皆 苦 Si3 久 うせ 

るの 結 茶な り。 紀念 歌の 引を讀 むに、 起句 『神の 剛健なる 子、 無窮なる 愛よ』 より 以下 數節 は、 テ 

一一 ソンが 基督 を祌 として 之に 祈 を 捧げた る ものな り。 其の 崇拜 せる 基督 は、 死生の 主宰者、 人瞎の 

造りし ものな り。 彼 は 神に して 人、 最も 高く 最も 神聖なる 人格な り。 人類 は 自己の 意志 を 有す。 然 

れ ども 基督の 意志と 合一 する に 非れば、 其の 本領 を 全うする こと 能 はざる なり。 斯の 如く 歌へ るテ 

一一 ソ ン の 基督 は 使徒 パ ゥ a の 基督に 外なら す。 

テー I ソン はハ ミルトンの 哲學 英國の 思想界 を風麼 し、 神 を 不可 識と 見做す こと 頗る 流行せ し 時代 

に 敎育を 受け、 天地 根本的の 實在は 到底 言 說の相 を超脫 せりと 主張せ るスぺ ン セルの 所論に 同情 を 

寄す る こと 淺 からす。 故 を 以て 其の 詩 不可 識者 流の 臭味 を帶 びた る もの 多し。 ストップ フォ ード* 

ブルック スがテ  一 I ソ ンを 評して 彼 は 有 神 者た るよりも 無 乃 基督 者な りと 言へ る も、 斯る事 の存す 

れば なり。 無論 彼 は 篤信 虔 誠なる 有神論 者な り。 誰か テ 一一 ソンの 詩 を 誦して 彼が 祌を 信じ、 基督に 

伊り、 靄 性 不滅なる を 認識せ る を 疑 ふこと を 得ん や。 然れ ども 其の 思想と 詩に 不可 識說と 氣息相 通 

する もの ある は事實 なり。 

紀念 歌の 引に 曰く、 『我ら 唯 信仰 あるの み。 我ら は 知る こと 能 はす。 知識 は 目に 見 ゆる もの. - こと 

なり。 然れ ども 此れ 爾 (基督、 神) より 來る ものに て實に 暗中の 光に ぞ ある、 其の 愈々 仲 張 せんこ 

そ 願 はしけれ』 と。 テ - ソ ンは 信仰 を 重んじたり。 其の 理想 は、 智力と 靈性、 相， S して 一 つの 洪大 


なる 音樂を 合奏す るに 至らん ことなり。 然れ ども 彼 は 確かに 知識 を 形而下に 限り、 信仰 は 知識に 非 

す、 宗敎の 事物 は 全然 知識 を 超越せ りと 思 ひ 僻めたり。 ドラ モシ ドの說 きし 如く、 信仰 を 人の 見聞 

する 範圍 に屬 せす と 爲すは 新約聖書の 敎示 なりと 雖も、 理性と 信仰 全く 相 異なれり とする は、 基督 

敎の 精神に 非るな り。 蓋し 『信仰 は 知識の 高尙 なる 一 種な り。 信仰 は 順 正 健全なる 愛情に 基け る理， 

&のー 大作 用な り。 愛 深く 意志 正しき もの k 有する 知識 之 を 信仰と 云 ふ r 

テ 一一 ソンが 信仰と 知識との 關係を 誤解せ る こと 斯の 如し。 彼が 時代の 子な りし を 以てな り。 此の 

短所 は 其の 懷疑的 時代の 光明と して、 多くの 人 を 確信に 導く の 長所た る を 得たり。 

紀念歌 を 分ち て 九 段と 爲す。 第一 段 は 一 章より 八 章に 至る。 墓 上の 樹木 肅條 として 其の 根 白骨 を 

纏へ り。 其の 枝 は 死者の 名 を 記せる 石 を 抱へ たり。 詩人 は 此の 感極まり なき 景 狀に據 りて、 死中の 

生 を 詠 じ、 生 中の 死を豫 想して、 悲嘆 遣る 方 もな し。 彼 は 俯仰 唯 だ 憂愁と 絕 望との 感に打 たれた 

ひ。 一身 宛 も 舵 を 失へ る 小舟に 坐す るの 想を爲 す。 或 ひ は 云 ふ、 『死者 復た 還らす、 豈に 他の 友な 

からん や。 哀別 離苦 は 人生 普通の 事實 なり』 と。 喧 此の 陳腐なる 慰藉 は麥 として 與 へら るれ ども、 

其の 實は粃 糠の み。 死別 普通な りとの 事實 は、 以て 吾が 悲哀 を增 すに 足る のみ。 朝より 夕に 至る ま 

での 間 に は、 何れの 所に か斷 腸の 苦痛 あり。 其の 健氣 なる 兒 のために 遙 かに 健康の 杯を擧 ぐる 父 あ 

り。 未だ 飮みも 了へ ざるに、 銃 聲ー發 遠征の 健 兒旣に 他界の 人となりぬ。 門閭に 倚りて 母 は 水夫と 

なりし 愛 兒の爲 に 祈る。 其の 頭 擧げも あへ ざるに、 はや 吊 床の 荒 布に 包まれて、 炮丸を 錘に せる 彼 
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が 屍は大 いなる 漂蕩 へる 墓に 降され たり。 紀念 歌の 詩人 も歸 るべき 友 を 待ちわびて、 何 を 語り 如 JH> 

なる 近作 を 示し、 如何なる 思想 を 叙 べん かと 用意 闌 なりし 時、 狂風 一陣 忽ち訃 言 を蕭し 来れるな 

り。 慕 ふ 人の 來れる を 今 かと 待ちし 甲斐 もな く、 僅かに 其の 紀 念の 品 を 獲し 淸 潔なる 處女も あるべ 

し。 テ- ソン 曰く 『あ、 彼の 處 女が 行末 如何な らん。 又 我に も 何の 善き もの 遣らん や。 彼に は 身 終 

るまで 處女的 生活 あり。 我に は 第二の 朋友 ある こと 無 けん』 と。 死別 普通な りとの 事 實豈に 愁人を 

慰む ベ けんや。 

戀人を 其の 家に 訪 へば、 旣に 遠く 去りて 在らす。 樂げに 見えし 書院 も、 庭前の 四阿 も、 火の 消え 

し 跡の 如く 凡て 暗くな ひぬ。 歡 びの 蛻 とな.^ し 家のう ち滿 足して 居るべからざる なり。 テ 一一 ソンが 

ハラムと 相携 へて 遊びし 野邊 も、 相 語りし 窒も、 i やかに 握手せ し街衝 も、 彼の 在らすな ひて 

は、 總て 暗中に 移りた ゆ。 此の際 詩人 思へ らく、 『亡友 を紀 念す る 歌 を 作らん と 欲する の 念な きに あ 

らね ど、 哀悼の 情 を 言に 叙ぶ る 或 ひ は 其の 半 は 罪なる や も 測られす。 何と なれば 自然界が 其の 蘊奥 

な カぱ  なかば 

に 潜める 心靈 を半彰 して 半隱蔽 せる 如く、 一  1  一一 n 語 を 以て 至情 を 描さん とする また 同一 の 遺憾な きこと 

能 は ざれば なり。 然れ ども 之 を 他の 方面より 考 ふるに、 韻文 は 憂 を 解く の良藥 なり。 粗栲に 身を裹 

みて 寒 を 防ぐ が 如く、 雜 草と 一様に も 見 ゆる 詞に 自ら を裹 む、 また 可なら す や』 と。 皮 は 比の 問題 

を 決する に躊蹉 せひ。 然れ ども 第一 段の 末に 至り、 遂に 此詩を 詠す るの 意 定まりた るを說 く。 曰く 

,  むす ぼれ 

言 ふに も 足らざる 吾が 詩情の 華 は、 近頃 思ひ欝 屈れ て、 手入れ だに 怠 ひたれ ど、 尙ほ 全く 凋み 盡 


さすして あり。 世 を 去りし 友 之 を 好みし なれば、 いで や 一枝 を 彼が 墓に 植え てん。 幸 ひに して 其處 

に 華 かば 可な り。 枯る i もせめ て は 共 處に 枯れよ かし。』 

第一 一段 は 九 節より 始まりて 十九 節に 終る" 先づ ハ ラムの 遺骸 イタ リャ より 海上 本國に 送られて、 

一 千 八百卅 SI 年 一 月の 三日 ブリストル 海峡に 臨める 孤 丘に 建てられし クリ -ブド ン會 堂に 葬られた 

る 颜末を 叙し、 其の 精神 漸く 定 りて、 交友の 無究 なる を 趣味 極めて 深く. 齲 ひ、 信仰の 光暗游 たる 墓 

の 陰 を 破- ひて、 希望の 勝利 疑 ひなき もの. - 如し。 船の 到る を 待てる 彼 は 神 飛び 魂馳 せて 船端 を 洗 ふ 

波の音 を聽 き、 更岡 けて は 時 を 報す るの 鐘 聲を算 へ、 船室の 窓 を ii す 光 も 眼に 遮り、 水夫の 舵を轉 

する を も目擊 する 如く 感じたり。 忽ち 嘆 じて 曰く、 『船よ、 爾は 水夫 を 彼が 妻に 返し、 旅客 を 外國ょ 

り携 へ、 一行 千金の 書信 を 感動に 戰く 手に 交付す。 而 して 雨の 今 窗 せる は 消え失せ たる 生命な り』 

と U 然れ ども 詩人 は 友の 遣骸 故山に 歸れる を 一 つの 慰めと なしぬ。 彼 は 切に 舟行の 恙な からん こと 

を 祈りた.^。 彼は寡^！の如く取り遣されし己が生涯終るまで再び見るを得まじき友の紀念を懇ろに 

待ち設けたり。 葬り は てぬ。 テ - ソン は 自ら も 生命 消え. <\- になり 行く かと 疑 ひし かど、 天来の 

力 漸く 加 はり、 憂愁 苦悶 を 忍ぶ 間に、 亡友の 言語 容貌 を 憶 ひ 出し 之 を 味ひ考 へて、 其の 精神 稍々 堅 

同なる を覺 えたり。 彼 は 胸中に 幾分の 光明 を 獲て、 少しく 語る の 氣カを 回復せ り。 

第三 段 は 一 一十 節より 起る。 死者に 對 する テ 一一 ソ ン の 友情 何ぞ 其れ 切なる や。 狂と 呼ばれ、 痴と罵 

らる 、も、 彼 は 友の 墓に 謳 はざる を 得す。 彼 は 止む を 得ざる が 故に 謳 ひ 且つ 笛 を 吹くな り。 宛 かも 
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リンず  ニニ  二 

紅雀の 囀づ るに 異ならす。 甲の 紅雀 は 喜べり。 其の 調 面白し。 其の 雛 成育して ft を獵 りつ」 あれば 

なり。 乙 は 悲し。 其の 聲變 調な り。 其の 雛盜 まれ たれば なり。 詩人 は ハラムが 生前の 交友 を 憶 ひ、 

濃 かに 之 を 叙述して、 其の 死を惜 むの 情 綿々 盡 きす。 歡喜は 友と 偕に せる に 由り て 二 立 n4- り。 一 つ 

の 悲痛 も 交友の 情 之 を 二分して、 其の 一半 を 彼に 與 へしが 故に 負 ひ 難から す。 あ，. K かしき 友よ。 

夫れ 人生の 行路 羊腸たり。 詩人 は 勇 を 鼓して 之を迪 らんと 欲す。 輕 薄なる 舌 は 之 を 如何と もい は，. 

一一 目へ、 彼 は 益々 友情 を 修めて、 歳月の 愛を麄 蝕し 能 はざる を證 せんと 欲す。 天 も照變 せよ。 此の 交 

友の 情 若し 死と、 もに 薄らがん ともせば、 明旦の 太陽 印度洋 遙 かに 東天 を 照らさ，. る 前に、 死の 陰 

影 我 を 覆 ひて 正當 なる 侮辱より 我 を 掩護せ よかし と 詩人 は絕呌 せり。 愛して 之 を 忘却す る は 死より 

も惡 しき ことなり。 テ 一一 ソンの 結句 萬 鈎の 力 あり。 曰く 『何事の ありと も、 我 は斯の 如く 信す。 否 

悲 みの 最も 甚だしと きに 然く感 す。 愛して 之 を 失 ふ は 絶えて 愛する ことなき に 優る』 と。 

其くて 第一 一十 八 章より. 第 四 段に 入る。 折し も クリス マ ス の 夜な り。 EC は隱れ たり。 クリスマスの 

銃、 山より 山に 鳴り渡りて 霧の 中に 相呼應 す。 習慣の 壓 制はテ 二 ソン 等を驅 つて、 心なら す も タリ 

ス マスの 裝 飾を爲 さしめ たり。 雨 を 含める 雲 は 地 を 占領せ り。 あな 悲しげ なる クリス マ スの夕 かな。 

1 家 喜べる が 如くに， 菔ひ樂 める が 如くに 踊りぬ。 一 坐此 所に 在るべく して 在らざる 友 を 腹 ひて、 レ甚 

だ 重 やかな り。 然れ ども 纏て 慰め は 来りぬ。 彼ら は 言へ り、 一 「死せ る もの は 休らへ るな り。 其のお り 

ゃ樂 し』。 斯くて 暫くの 間默然 たりし か、 終に 皆哭 きぬ。 渐 くにして 彼らの 聲は 精神と、 もに 高調 こ 


達したり。 ： 屯に. 减. ひて rn く、 『去りし もの 死せ す。 せ、 の 生前の 同^ 消 ゆ 可ら す。 之に 變化 ありし にも 

せよ、 我らに 對 して は 變 化せざる なり』 と。 夕に は 力無げに クリスマス を迎 へし テニソン 此に 至り 

て、 精祌 爽快なる を覺 え、 |g 旋， ォの 如き 聲を 放ちて c く、 『起きよ、 福 ひなる 朝、 起きよ 齊き 朝。 爽 

かなる 日 を 夜 よれ 引き出せ。 あ X 天父、 東天に 手を按 けて、 昔 希望の 生れし 時 (耶穌 の 誕生) 輝け， 

る 光 を點じ 給へ』 と。 泎々 たる 希 に 導かれて、 詩人の 注意 は ー轉 しぬ。 『我 は復 生な り 叉 生命な 

り』 と宣 はせ し 基督の 一 百に 死より 起せし ラザロと 彼が 姉妹 マリヤの 故事に 其の 筆 は 移りぬ。 眞 正の 

生命なる 甚ヌ H を 信 f レ マリヤの 赤心 は、 假令 其の 信仰な きものと 雖も、 肅んで 之 を 尊敬せ ざる、、 〈力 

らす。 テニソン 门 く、 『我の 微かなる 生命 は靈 性の 無究 なる を敎 ゆ。 然ら ざれば 地 は 根本にまで 暗 

し。 凡ての：， r 在 は 藤に 歸し 灰に 化する のみ』 と。 彼 は 人格の 消滅 必定なら ば 愛 を 保全す る こと 能 は 

すと 說 きぬ。 處女將 さに 良人に 婚 がんとして、 其の 父母 兄姉 に^れ を 吿ぐ。 憂と 喜と 交々 催 ふされ 

て、 其の 眼中 四月の 天の 如く 忽然と して 陰晴 あり。 彼の 女が 愛の 他界に 移轉 せんがた めに 之と 相 抱 

きて 吿別 する や、 父 は覺束 なげに 喜び、 母 は 思 はす も淚 潜々 たり。 彼 は 良人の 家に 適き て 子 を設. 

け、 敎冇 の責仟 を倘： ひて、 世々 相承ぐ の 連鎖た らんと す。 テニソンの 愛惜す る ハラムの 死 また 何ぞ 

之に 異る もの あらん や。 彼 は 天才 愈々 仲び、 器 益々 發 達して 靈 界に大 なる 任務 を與 へられ、 不死の 

%； を 結ぶべき 新生 命に 人り しなり。 然れ ども 新婦の こと 之と 異る ところな きに 非す。 彼女 は屢々 其 

, の實 父母 兄妹に 昔 信 を 通す。 故 鄕の爐 邊には 時に 彼女の 歸省 する こと も あるな り。 或 ひ は 其の 新た 
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に 乂" けたる 子を携 へて 来り もせん か。 一家 別れの 哀みを 償 ひ 得て 尙ほ餘 り 多き 歡喜 あらん。 テニソ 

ン门 ^、 『然れ ども ァ ルサル よ、 爾と手 を 別ちて より 以来 我 は 多く 重ねた る 冬に 意 氣揚ら ざるな り。 

我 か 行徑は 年来 熟知せ る 方面に 在り。 而 して 獨り爾 は 我の 夢想し 得ざる 國に 活動す』 と。 天地 i" ぬ 

せり。 交友 斯くて も繼續 すべき か。 彼 尙ほ我 を 思 ひ、 我 を 助く るか。 テ-ー ソンが 反覆 叮寧 此の 5H> 題 

を 研究す ると ころ 其の 情味 言 ふべ からざる もの あり。 或 ひ は 疑 ひ、 或 ひ は 開悟し、 或 ひ は 信じ、 itr 

轉 左折 數囘に して 彼 は 左の 如く 述ぶ るに 至れり。 2 く、 『個々 分立せ し 人類 f 一  大本 我と も 兒る無 

弟ヌ 境に 沒 すと 爲 すが 如き は、 漠然として 少しも 喜びな き 信仰な り。 永久の 人格 は 永久の 霞 性を以 

て 割 然他を 更ロ釗 すべし。 我 アル サルに 遭 は，. 其の 彼なる を 認識すべき なり。 而 して 各自の 德 を相樂 

みて 歡喜盡 くるの 期な からん とす』 と。 斯の 如き 信仰 は 議論の 結果に 非す。 生命の 根底 を淚に 浸さ 

れ し經驗 より 來れ り。 バウ 口 曰く、 『患難 は 練達 を 生じ、 練達 は 希望 を 生じ、 希望 は 恥 を 来らせす』 

と。 テ 二 ソンの 經驗實 に斯の 如し。 紀念歌 は バウ 口の 語 を 敷衍せ しものに 非ざる なき を 得ん や。 

此の 一 段 を 終る 前に テニソンが クリスマスの 所感 を 述べ、 ラザロ、 マリヤの 事 を 說く序 を 以て 基 

督の 啓示 を 讃美せ る 一 節 を抄錄 せんと 欲す。 無下に 之 を 看過し 難く 感 する を 以てな り。 

唯 だ 精細なる 言 を 以てして は 徹底し 難き 眞理 も、 之 を 物語りに 描かば、 瞻り 得て 明かな らん。 是 

を 以て 神の 言、 生氣を 呼吸す る ものと なり、 愛らしき 完全なる 事業に より、 凡ての 詩的 思想よりも 

强く、 人類た る 手 を 以て 信條 中の 信條 を實演 せり。 稻束を 束ぬ る 者 も、 家を造る，^;^も、 墓 を 穿つ 11 


も、 珊瑚 島の 周 圍 に 吼ぇ猛 る浪を 打ち 目 守れる 彼の 粗放なる 眼 も、 善く 之 を 理解すべき なり。 

其の 第五 段 は 第五 十 章に 始まる。 窮 して 父母に 呼ばり、 艱 みて 知己に 訴 ふる は 人情な り。 人生の 

暗雲 重く 詩人の 胸 を 趣して、 全身 萎え 库る& 如く 覺ぇ、 『存在の 車輪 動く. t 遲々 たり』。 信仰 漸く 氣勢 

を 失 ひて、 人の 命 は晚卷 の蠅、 卵 を 生み、 啼 きつ 螫 しつ、 營々 翼 を 鼓ち、 其の 微々 たる 細胞 を 組織 

して、 忽ち 死に 失する にも 似た るかな。 其の 心事 斯の 如く、 テ 一一 ソン は 憂悶、 疑惑、 苦痛 及び 死に 

攻め あまされたり。 彼 は 此の 窮境より 聲を 揚げて 援を 亡友に 求めたり。 在天の 知己 近き に 在りて、 

之 を 扶助し 慰撫し、 獎勵 し、 死の 際に も 微かに 永 在の 光明 を指點 して、 希望 を 抱かし めんこと を 

願へ り。 

さも あらば あれ、 幽明 途相 異なり。 死者の 德性靈 能 は 超然と して 發 達し、 其の 品格の 高く 妙なる 

遙か こ 想像す る に堪 へ たり。 之に 見られん こと を 怖る 陋劣 鄙 野の 點 吾が 心中 奥深く 潜み つ \ ある 

なからん S ！^。 亡友に 接近す る豈 に. 容易な らん や。 昔 は 其の 生前に 彼が 贊辭を 歡び迎 へ 彼 力 非難に は 

敬很 する の 外な かりし が、 今 は 其の 明かなる 眼に 射ら る. \ 身の 如何で 之に 愛せら る& ことの 衰へざ 

る を 知るべき。 經驗 なきもの はテ 一一 ソンが 死者に 對 して か \ る 苦心 ありし を 惟み、 甚 しき は 其の 痴 

態 を 笑 ふなるべし。 然れ ども 此は 親しく 死生の 秘義に 接して、 深く 感じ 切に 思 ふ 所な きが 故の み。 

或る人 其の 愛 兒を失 ひ、 彼が 天に 在る の靈魂 如何に 高潔なる べき か を 想像し、 己が 品性の 依然と し 

て卑 きを 顧み、 今の 狀 彼に 見ら る \ を 愧ぢて 屡々 發憤 興起せ り。 之と 經驗を 同う する 者テ 一一 ソンの 

テ 一一 ソンと 其の 詩の 一 斑  一三 I 


テュ ソンと 其の 詩の 一斑  一三 六 

みならん や。 詩人 時として は 其の 亡友との 關係宛 も 貧家の 女 身分 迥 かに 驟絕 せる 戀人を 慕 ふが 如き 

に 非す やと 疑へ り。 然れ ども 彼 は寳に 亡友 を 愛した るな り。 其の 赤心に はシェ ，-ク スピアの 靈魂も 

及ぶ 可ら す。 其の 愛情の 切なる 沙翁 にも 優るべし と斷 首せ し 一 句 は、 テ 一一 ソンが 靈的耍 素 彼に 乏し 

力り し を 暗示せ るな り。 詩人と して はテ 一一 ソ ン 遠く 沙 翁に 及ぶ 可ら す。 然れ ども 此の I 點 こ，^、 てま 

其の 詩 彼 を 凌駕す るに 足るべし。 沙 翁の 筆 神 的 人格 を 描き出せる を兒る 事な きの 现ホ此 所に 存す。 

彼 は 亡友 を 愛す。 唯 だ 其の 愛の 不完全な らんこと を 恐れし なり。 彼 は 友を懷 ふの 詩 を 作らん と 欲 

す あと も、 其の 詞湾 くして 輕 薄な らんこと を氣 遣へ り。 時として は 恐れ。 時として は 慰めら し、 言 

じて は 疑 ひ、 疑 ひて は 叉 信 t 詩人の 情緒 亂れ て絲の 如し。 浙 くにして 思へ らく、 『冬 去りて 案 

る 人生 QJ 扉 凡て 喜に 終局す る ことな からん や』 と。 彼 纏を排 して 靑ぇ を I の 希警生 

じたり タ  1 れ ども 此の 希望 は尙 ほ職氣 なり。 彼 は 『稚兒 の 夜 問 泣く が 如し。 光明 を 求めて 泣く。 然 

れ とも 泣く 聲の ほかに は發 すべ 墓 ー"を おせざる なり』。 人 は 神 を 愛すべく 造られたり。 其の 靈魂 は、 に 

久 世界と 聯 結す。 唯 だ 本 善の 性、 外物に 掩 はれて、 其の 眞 面目 を發揮 する こと 能 はす。 神靈 の氣勿 

化せられて 草木の 如く 集 せんとす。 然れ ども 本體墓 明 時に 發 して、 神 集め 永生 を 慕 ふの 聲と 

なる。 テ -ー ソンの 所 鬆兒の 磨 泣きて 光明 を 求む る Q 聲是 なり。 其れ 唯だ聲 なり。 未 I 着か 

なる f なきと 能 はま 此 Q 管 S し、 其 Ql を雞 し、 共 SI る 根 管 明きす る も 

の を耶稣 基督と す。 


テ 一一 ソ ン：： ： く T 無 の • 住 命 を 希^す る は、 人の 靈性 神に 最も 似た る逯 より 發し來 る。 來世を 信す 

る は 至誠の 發動 なり』 と。 然れ ども 彼 は 此の 希望と 信念との 前に 横 はれる 多くの 雞题 ある を 熟知せ 

り。 t 疑の S より Si 躁き 出で たる テ 一一 ソ ンの 信仰 は 疑惑の 现由を 看過せ ざるな り。 に 目 を じて 

自然界 を觀 察せよ。 造化 は 類 を 全うする を 好め ども、 個別 軍獨の 生物に 至りて は 其の 亡び 失する を 

顧 #34- ざるな り。 人類 は存 す。 然れ ども 個人 は 減す るに 非す や。 五十の 種 51 ハの 秀で、 實る もの は 

1 i 弘 こ も^ぎ ざるべし。 t. 化 は 軍獨の 生物 を 重んぜざる なり。 銜の 如く 思想し 來 りてテ 一一 ソ ン E 

く、 『余 は 昔 確と 歩みし ところに も 今 は晴躇 する が 如き 心地す』 と。 其の 信仰 上の 苦戰 察する に堪へ 

たり。 m 心 想 愈々 進みて 彼 は 造化が 生物の 種類 を も 重んぜ ざるの 事 實歷々 たる を 見たり。 彼の 累々 た 

る 化石 は诚盡 せる 多くの 稷類 ある を 示す に 非す や。 造化 は 生じて 又 粒す。 スピ リツ トの語 は 氣を意 

. ^す。 靈魂は 呼吸に 過ぎす。 三寸 氣息絶 ゆれば 萬 事 休む とする は 非 か。 自 然界は 信仰に 向 ひて 此の 

如く 論戰を 挑みつ. - あり。 

. ^こ， 於て 詩人 曰く、 人 は 萬 物の 籠な り。 其の 眼 睛、 天 を 仰ぎて 志望 極めて 高大な り。 冬 天 寒し と 

維 も 4^ が讃 頌歌 は洋々 たり。 祈りて 効 鬼 を 見ざる こと ある も、 彼が 建つ る 禮拜堂 は 空 天に 聳ゅ。 自 

然界は 弱 强 食の 修羅場な り。 爪と 牙と は 血に 染みて 神の愛 を 罵倒 せんとす。 然れ ども 彼 は 尙ほ神 

の 愛た る を 信じ、 造化 最終の 法則 は 愛に 外なら ざる を 固執 せんと 欲す。 彼 は 愛したり。 彼 は 無氯の 

苦 辛を甞 めたり。 彼 は 正義 公道の ために 戰 へり。 斯の 如き もの 豈に 徒らに 『沙漠の 塵と ともに 散 じ、 
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トルストイ s 脚 地  ニース 

鐘の 山に 到 鎖せられ て 止まん や』。 若し さる ことの あり もせば、 是 甚だしき 怪事 なり、 夢な り、 亂^ 

子な り。 混沌 世界の 震動 も 之に 比すれば 調子 整へ る音樂 とも 聞え なん。 靈 性の 誠 は斯の 如く 敎ゅ。 

自然界 は 彼の 如く 難す。 詩人 は 且つ 惑 ひ 且つ 勇みつ k 力無く 亡友に 別れ を 告げて 止みなん とす。 

然れ ども 詩神テ  一 I ソ ンに 論して 曰く、 何ぞ 無益なる 淚を 以て 雨の 同胞 を 傷まし むる や。 暫く 寺つ 

パし 爾は 更に 高.^ なる 吿別 を爲す こと を 得ん。 編 Ksi 稿な し  ！九 〇 一 年 一、 11 m: (福 音 新報) 

. トルストイの 立脚地 

(基督教 の 本旨) 

露國の トルスト ィ 伯と 云 へ ば 日 の 出の 勢 を 以て 是 より 我文界 に歡迎 せられん とする 人なる を 何人 

も 之 を 知る。 以前 は 英米の 文界に 於ても 亦 然る 事 ありき。 併し 是は 昔の 夢な り、 今 は 皮^ 立場 を谁 

詰す る 者 中々 に尠 なから す。 アンナ *ダ ウス 氏が 近刊の アウト ルツ クに 寄せた る 論文の 如き は 即ち 

其の 一斑な り。 題して 『新 猶太 敎』 と 云 ふ。 其 大意に 曰く 吾人 德を 修め 善を爲 さんと 欲す。 然れ ども 

成り 難し、 於是實 例に 法り 訓誡に 遵 はんとし、 尙 進んで は 難行苦行 を も 亦 務めん と 欲す。 然して 世 

に 道 德宗敎 の 多き が 中に 訓誡の 頗る 優れる 者 を 有する は 蓋し 猶太 敎 なり、 基督 敎は 之が 發 達した る 

者なる のみ。 故に 基督 敎の 本旨なる 者 も 只 新約 書中の 訓誡 を 文字通りに 遵奉 履行す るの 外に 出です 


となす。 是れ 吾人の 志 行、 聞義 不能 徙、 不善 不能 改を憂 ふる 至情より 出 づる考 なり。 斯 かる 輩 

は 上 十：： より 有りた る なれ ど、 近來 特に 莊嚴 端麗なる 服装 を 着けて 起ちた る 者 を トルストイと 爲す、 

夫れ 律法と し 云 へ ば 起臥 飲食の 制限 すら 欠けな く 守る に 難き ものな り、 況んゃ 人間の 世に 處す るに 

方り て最聖 至高の 道程た る 基督の 訓誡に 於て を や。 然れ ど是れ 非常なる 難事 なれば こそ 基督 も 殊更 

ら 『窄き 門より 入れよ』 と 曰 ひ 給 ひしなら め。 山上の垂訓 極めて 高く 甚だ 聖し、 僅に 之に 近寄る だ 

も 夫して 容易の 業に 非ら す。 左りながら 是が爲 めに 弱き 心 を 益々 弱くし 以て 此 垂訓 をば 單に 理想に 

描きて 4- まん と は 決して 基督の 本意に 非ざる べし。 いざ 我 奮 ふて 山上の垂訓 さへ をも實 行せ むと。 

トレ ス トイ 自は實 にか、 る 悟了 を 獲て 『余が 吿白』 を 公に し、 か」 る 決心 を 以て 『余が 宗敎』 を 出 

しなり。 彼が 現今の 思想界に 超然と して 雄視 する 所以 全く 爱に 在り、 其の 小說を 草し 奇行 を爲す 

が 如き は 抑 も是れ 末なる のみ。 雖然考 一考せ よ。 新なる 律法に 新たなる 服装 を爲 さんと 之れ 茶して 

基督 敎の 眞義 なる か。 是を 試に 實 行し 視ょ、 乃ち 全然 新 猶太 敎 となり 了る に 非ら す や。 成程 基督 も 

『^？^：法を成就せんがために來れり』 と 曰 ひ 『新たなる 誡 命を授 く』 と 曰 ひ 給へ り。 左れ ども 其 語 

意 恐く はト 伯の 唱 ふる 所と 異る もの あらん。 基督 は 猶太 敎を 成就し 給 ふと 同時に 叉 破 壞し給 ひし 者 

なる を 記憶せ ざる 可ら す。 破壞 せられし 要點は 他な し、 猶太 敎は 一意 專 心に 吾人の 所作に 關 する 聖 

法； W 律 を 之れ 守り 行 はんとす、 基督 之 を破壞 せられし なり、 即ち 舊 きを 棄て」 新しき 律法 を 授け 行 

はし めんと に 非ら す、 律法 其 物に 對 する 心事 を 新たなら しめ 給へ るな り。 凡そ 山上の垂訓 を始 とし 
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新約 全書 片七卷 中に 散在す る 大小 巨細の 新 律法 新 誠 命 を 數へ來 たらば 日 も 足ら じ。 而 して 何れも 基 

づく 所は聖 なる 神の 意志に して 彼此 相 H 歸係 せす と 云 ふ事莫 し。 ヤコ ブ云 はす や 『人 若し 律法 を悉 

く 守る とも 若し 其 一 に 躓かば 其の 全體を 犯す 也』 と。 然而 基督 言 ひ 給 はく 『爾 曹の義 若し パリ サイ 

人の 義 よりも 勝れす ば 天阈に 入る 能 はす』 と、 蓋し 吾人の 荏 弱なる 未だ 其 本性に 於て パリ サイ 人に 

勝る 者 ある を 見す、 更に 高尙 なる 律法 を缺 けなく 行 はんに は 其 德義遠 かに 彼等に 勝 さるべき を 保し 

難し。 ^^^八鑑遠からす、 現に 中世の モンクの 徒に 身 を 以て 苦行 を 勉め竟 に 失敗した る 者 比々 皆 &れな 

らす や。 故に 祈禱の 法、 慈善の 心掛け、 其 他何吳 となく 基督の 敎へ給 ひし 訓誡 を 悉皆 守り 行 はんと 

茶して 基督 敎の眞 意な りと せば 勿論. 言 美しく 意壯 ならざる に 非 ざれ ども、 而 かも 滔々 たる 者 何.， も 

天！^の門タ^^たるべきなり。 豈 此の 如き 事 あらむ や。 窄き 門と は豈之 をのみ 意味す る 者な らん や。 

基督 は途、 光、 生命 を此 世に 持 来られたり しも 新 律法 を 授けん ために 来られす、 彼の 要む る は 律法 

に從 順なる とに 非ら す、 寧ろ 生命に 充 ちんと なり、 義を行 はんとに 非ら す、 寧ろ 義 ならん， ，0 愛たら 

ん となり。 此の 如く 基督 敎は 全然 猶太 敎と 相違す る 者な り。 視ょ 目に て 目 を 償 ふは是 I 律. 法 遵守 を 

是れ 3n とする 猶太 敎 徒の 爲す 所に 非す や。 此の 徒にして 如何で か 仇敵 を赦す £ を 得ん、 況んゃ 愛す 

ると を や。 然して 基督教 徒 は單に 愛すと て 優しく 敵 を 1.1、 且つ 憐む のみなる 可ら す。 愛 は 仕方に 

ぎす 實 力なり、 仇敵 尙ほ 且つ 元 來は祌 子なる を 想 ひ、 今 は 則ち 罪囚 なる を洲 みて 憐愁の 情 油然と 胸 

裏に 湧く、 と ある を 要す、 此愛 あれば 仇 を 允して 敵に 事 ふる 蓋し 易々 たり、 基督 は 此の 愛を與 へて，^ 


愛 を 要め 給 ふに 過す。 實に 基督 敎は心 (ハ ー ト) の敎 なり、 決して 行爲の 律法に 非ら す。 靄は活 

かし 镇文は 殺す、 前者 は 基督に 馬し、 後者 は 摩 西に 馬す。 兩者 全く 異る なり。 且つ 夫れ ト伯 一味の 

勵 ほ 論者の 弊 は勒も すれば 愛も義 も行爲 のみ 仕方の みと 爲し 心中の 泉た るべ きを 忘る。 而 して 異萨 

人に 父の 榮を顯 はさんが ために 故ら に 善事 を 務め、 親戚知己 を 救にまで 導かん として 態々 言行 を愼 

む 輩 は 眞にト 伯の 徒弟な り。 基督の 本旨 焉んぞ 兹に存 せんや。 夫れ 基督 者 は 新しき 酒な り、 ト伯は 

即ち 敢て之 をば 猶太 敎的 舊囊に 盛らん とす、 遂に 囊は 裂けて 酒 は 漏れむ。 儀 文 は 何 を 以て 殺す と 云 

ふや. 他な し 固 型 なれば なり 死 式 なれば なり、 內 なる 生命 は延 ぶる 能 はす、 延びん とすれば 遂に 儀 

文を搖 がし 壤ら ざる 可から ざれば なり。 吾人 獨りト 伯の 爲 めに のみ 此 言を爲 さす。 信條の 熱心 家 も 

幸に 一 考 すべきな り。  一八 九 S 年 二  g  8音新 報) 
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トルストイ 伯 遂に 逝去した ひ。 數日 前に 於る 其の 隱退 は旣に 天下の 耳目 を聳 動せ り。 „s の 病死 は 

全世界 を 通じて、 無數の 哀悼 者 を 喚起したり。 武威と 富と に 狂奔せ る 世に も、 精神的の 價値斯 の 如 

くに 廣く 且つ 深く 認識 せられて、 其の 死後 を 飾れる 光榮 王者の 上に 出る もの ある は、 近頃 懾 快なる 
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出来事な りと 云 ふべ し。 

彼 は 千 八 百 二十 八 年 八月 廿 八日に 生る。 有名なる カザンの 大學に 人り て 擧藝を 修め、 年 二十 三に 

して 軍籍に 入り、 砲兵の 士宫 として 驍將ゴ ルチ； コ フの 部下に 屬 したり。 i 寸 として は セントた へト 

ルス ボルクの 住所、 舊都 モス コゥ の營に 出入し、 豪華なる 交際 場裡の 夢に 憬れ、 時として は 修羅の 

巷の 戰 場に 往来し、 黑 海の 濱荒凉 たる 原野に 露營 して 武功の 競 爭に餘 念な かりし なり。 

クリミ ャの 役終 りし は 伯が 二士 ハ 年の 時な りしが、 是れ より 先き 試みに 手 を 染めた る 著書の意外 

に 成功した るに 獎勵 を與 へられ、 武人の 名 譽心此 にー轉 して 文 擧場裡 に馳騁 せんこと を 志す に 至れ 

り 彼 は 文 學界に 於て 思 ひの 外に 得意なる 身と なりぬ。 然れ ども 約 三年 を經る ほどに、 從來の 生活 

何となく 像らぬ 心地 せられて、 渐く 三十 年の 非 を 悟り、 自ら 思へ らく、 文學 者の 會合は 歸狂院 に異ら 

す 彼等 は 己れ を 知らす、 人 を 知らす、 人生の 何物た る を 解せ す。 而 して 天下の. 師 たる こと を 以て 

自ら 住す。 其の 相 褒貶して 或は 喜び 或は 怒る の狀 態、 醉 狂人に 然も 似たり と。 斯くて 彼 は 端な く 人 

生の 疑 題に 搲會 し、 世界の 不可解な るに 煩悶せ り。 伯當 時の 經驗を 語りて 曰く、 余が 生命 は 突如と 

して 中止せ り。 余は飮 食せ ざるに あらす。 然れ ども 余の 中には 生命の 元氣 消え去りぬ。 憂欝 堪へ難 

く、 寧ろ 自殺す るに 如かす と 思 ふ ほどな りきと。 

是れ眞 正なる 宗敎 を與へ らる」 に 非 ざれば、 難無く 通過す 可らざる 關 門に 接 到した る 場合な り。 

天 を 失る に 非 ざれば 地 を 知る こと 能 はす。 神 を 知る ことな くんば 人 を 信す る こと を 全うすべ から 


す。 e こ 就きて 會 る 所有ら すん ば、 人生の 境遇に 首肯す る こと を 許さす。 望みの 眼 を 雲の 彼方 

に&た ざれば 之 を 地に 繋ぐ こと 能 は ざ るな り。 トルストイ の 疑 題 は 信仰に 依ら ざれば 到底 之 を 解決 

する を 得 ざり しなり。 

, お 悶 は哲學 者に 依らす、 書籍の 助け を も 借らす、 細民の 中に 虔誠 篤信の 徒 多き を 見出し、 彼 

等が 美 はしき 安心と 平和と を 得つ、 あるに 驚き、 其の 理由 を i 九す るに 當 りて、 萬 疑 忽然 水 解し 

て、 神秘的 信仰の 人と はな ひぬ。 彼の 生涯 は 之より 新たなる 紀元 を 開きたり。 

ま 人た るを廢 めた る 文人 は、 此に 於て 社會 改良 者 及び 神秘的 宗敎 家と なりぬ。 犧牲 献身の 主義 を 

唱道し、 華美 驕奢の 風 を 除去す る こと を 努め、 人 を 使 ふに あらで 却って 人に 使 はるべし て ふ 精神 を 

奉じて、 或は 言論に、 或は 實 際に 之 を 主張して 止 まざりき。 曰く 曩 きに 信仰の 道 余に 臨めり。 余 は 

B-^? 道 を 言 じて 性 一 了ー變 せる を覺 ゆと。 伯の 回心 は 疑 も 無き 事實 にて ありき。 而 して 其の 主義 は 

別ちて 左の 五條と す。 曰く、 第一 衆人と 和ぎ、 何人 をも輕 蔑す 可ら す。 第二 淫愁 を恣 にせす 離婚 を 

容 さす、 一 夫 一 妻の 道 を 確守すべし。 第三 漫 りに 神明に 訴 へて 誓言 を發す 可ら す。 第 四 暴行 者に 向 

つて 强カを 用 ふ 可ら す。 非行 者 を 罰せん こと を 求めす、 唯 だ 鉋く まで 忍耐すべし〕 第五 內外國 の IhM 

別を廢 し、 一視同仁の 大義 を實 行すべし と。 是れ トルストイ 伯の 宗敎 なり。 ハルナックの 指摘せ る 

^く、 - ぬの 厭世主義の 如き は 基督の 本旨に 非ざる こと 云 ふまで もな し。 其の 出身 西 行に 似た る トル 

ス トイの 宗敎 は、 之に 二宮 尊德の 主義 を 加味した らん 如き もの ある を覺 ゆ。 彼の 基督 敎は 福音 的に 
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ます。 異敎 臭味 案外に 多き を認 むべ し。 其の 唱道せ る 所 基督 敎を 縑惡 する 輩に 歡迎 せられた る も 亦 

其の 故 無き に 非す。 彼 は 東洋風の 豫言 者た ひしな り。  I 九 1 1 年  一 HJ  (福音 新報) 


今の 文學 

三郎 氏せ て 某所に 演說 して：！ I く 『今日は 文舉 極- ® の 時代な り』 と。 叉 吾が 有 (倫なる 『日本』 

記^ は 二 e: 廿 八：：：： の 社說に 於て 今の 文學を 批評し、 嘔吐 顰慼 に艰 へす、 失望 落膽 せざる を 得すと ま 

でに 之 を if 論せられ たり。 余輩 は 識者の 注意 漸くに して 今の 文 學に向 ひ 來れる を 喜ぶ。 吾人 明治の 

文， に §•」 を^す る こと 深く、 其の 性質 は國 民の 性質 を 代表し、 また 之 を 模造す るに：： 止る ものなる を 

知 ス、。 而 して 今日の 文攀 世界 を： E}^" 渡す に、 滿 足すべき もの 少く、 慨嘆の 念 常に 禁 する こと 能 はざる 

を覺 ゆ。 乞 ふ、 試に 之 を 論ぜん。  . 

小 學の兒 衆 隊伍 を 整へ て 行く。 之 を 見る に 洋服 を 着す る あり、 日本 服に 靴 を 穿てる あり、 洋装の 

少女 前に 進めば、 紫の 待 を 着た る もの 其の後 方に. 從 へり。 叉 試に 東京 市街の 家 星 を視 よ。 英米 加漢 

蘭、 w を陳 ね、 一お を 並べて 一種の 奇觀 を呈 し、 遠 遊の 客に 一驚 を 喫せし む。 思 ふに 文 舉の事 亦 之に 

異ならざる もの あり。 或は 元 綠 の 笆蕉、 西 鶴 等が 文擧を 尊崇して 頻に 之に 校 倣 せんこと を勉 むる あ 

り。 . ^は獨 乙に 心醉 して ゴェ テ、 シ ルレ ルを 祖述す る あり。 或は トルストイ、 ツル ゲ ー ネフの 露 文 

寧に 據 りて； g 幟を樹 つる あり。 或は マ コ 1- レ ー 一流の 文體を 製作して 世に 時め かんと 企つ る あり。 

今の 文 ©    t  —一 S 五    


或は 純粹の 和文 を 根本と し、 之に 西洋の 原素 精祌を 加へ て 打って出 づる あり。 夂 或は 一一 一一：： 文 一 致 を 主 

張して 一方に 雄視 せんと 欲する もの あり。 文事の 覇横 果して 誰が 手に 落ちん とする や。 会 S. は 此の 

紛然 擾然、 また 雜然 たる 有様 を觀 察して 以爲 是れ文 體變遷 の 時な り。 如何なる 文 體が勝 を 制すべ 

オリジナリティ 

き やと 云 ふに、 最も 創始の 力に 富み、 普通に して 廣大 なる 眞理を 奉じ、 其の 思想 全身に 充ち 一且 り 

て、 一 函 一人の 爲に缺 くべ からざる 事物 を 論じ、 此の 人民と 感を 同う し、 を 共に する 文舉 界の英 

傑出 づ るに 非 すん ば、 吾が 邦 の 文 體を定 む る こ と 能 は ざ る ベ し。 

其の 故 如何と 尋 ぬるに、 彼の 沐猴 にして 冠 冕す とも 稱 すべき 校 倣 文 寧の 世に 現出す る、 設令ひ 一 

日 千 百 を 以て 之を算 ふるに 至る も、 其の 勢力 は 二 州 橋畔の 焖 火に 異ならす。 よし #： くの^ 俗人の！ E 

を 驚かす に 足る も、 其の 榮華は 春宵の 一 夢の 如く、 忽ちに して また 之 をー顿 する. もの 無き に 至ら 

ん。 今の 文 擧者中 誰か 此の 創始の 力に 富める も のぞ。 其の 流行の 烟 火に 等しから ざる もの 何れの 處 

に 在り や。 蓋し 之 あらん。 吾人 は 未だ 之 を 見ざる なり。 ァ リスト ー トル 言 はや や 『詩歌の 歷 に 優 

る 所以の もの は、 其の 眞理 更に 高尙 に、 其の t: 懨の 態度 遙 かに 之に 過ぐ る もの あれば なり』 と。 

是れ文 擧全體 に 適 ffl すべきの 語な り。 養し 文舉の 要は、 高大 尊貴なる 思想 を 儼 かに a つ 美しく 發 

露して 以て、 人生に 應 ffl せし むる に 在りと す。 然る を 徒に 章句の 末節に 汲々 として 彫琢 之れ 事と 

し、 言 を珠 にし 語 を 玉に せんと 欲する のみに して 中に 活^々 の生氣 なく、 絶 高 絶大の E 《想な く、 天. 

を 驚かし 地 を 動かす に 足る の 情意 感覺を 有せす。 之 を 物に 喩 ふれば 緩 『維^ 繡を徙 へ る 京人形に 似た 


り。 此の多^^^多難なる活世界に生きながら、 死人の 如き 生涯 を經 過す る 富豪の 14 婦は之 を 弄ぶ こと 

あらん。 銷： 发の资 に 佻し、 喫 堙窒の 徒然 を 慰めん ために 之を携 ふるもの おらん。 若しくは 汽車の 旅 

客、 睡^ を 防ぐ の 几と なさん がた めに 之 を讀む もの あらん。 今の 小說 一流の 文 寧 即ち ー讀 直に 紙屑 

屋の籠 中に 投人 せらるべき 文舉 にして、 北ハの 品位 惯恼、 上に 述 ぶる 所と 異なる もの あり や。 白樂天 

曰く 『文章 は 時の 爲 にして^ すべく、 歌 詩 は 事の 爲 にして これ を 作るべし』 と。 今日の 文擧 *f は 文 

章の に 文牽を 作る ものな り。 其の 精祌は 古の 述歌 俳諧の 宗 li^ に 異なる 所な し。 其の 弊 もまた ffi し 

からす や。 大 なる 國 民は大 なる 思想より 成立す。 高尙 なる 1! 民 は高尙 なる 眞理に 其の 養を受 くろ も 

のな り。 1^;"が！；人民の大ロ《袖心大眞理を待っこと久し。 恰も 凯ゑ たる 嬰 兒の乳 を 探り 求む るに 異なら 

す。 ！^:"が文舉^^は何を以て之に應ぜんとするか。 企 輩 は 恐る、 共の IPX . に與ふ K> 所の もの は、 所謂 

『i1 を 求む る ものに 蛇を與 へ、 餅 を 乞 ふ ものに 石を與 ふる』 の 類に 非ざる 無き を^ん や。 今の 日本 

圃 民に は大思 想大眞 理の 深く 腦裡 に染渐 したる ものな し。 余 W が 切に 憂慮す る 所、 此に. 在り。 然れ 

ども 此の 人民の 先達 者 を 以て 自ら 任す る文擧 者の 病、 また 之に 同じき を昆 るに 至り、 会 W ，か 憂慮す 

る もの は 更に 切なる を覺 ゆ。 蓋し 彼等の 著作す る 所、 名譽 利得の 談に非 ざれば、 神聖の 性 t パを缺 き 

たろ 愛 を 以て 子と し、 瑰屑 鄙猥、 繊弱 矮小に して 1  毫も 人類 を 高貴に し、 偉大に し、 之 をして 眞男 

眞 女たら しむる 元素に 乏し。 喧々 斯の 如き 悪食 を 食み、 斯の 如き 濁水 を 飲む 人民の 將來は 如何 ある 

べき。 余輩 は國 家財 政の 困難なる よりも、 沿海 防禦の 備 はらざる よりも、 無 乃 此の 事 を 以て 最も 怖 
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るべ しとす。 苛政 虎よりも 怖るべし。 惡文攀 政よりも 甚 しと 謂 はざる ベから す。 

退いて また 之 を 思 ふに、 今や 國家 多事の 秋な り。 外、 條 約の 改正、 國 交際の 關 係より、 内 は國會 

の 開設 寳に 眼前に 在り。 與 すべきの 事業 山の 如く 夥しく、 人心 を 刺激す る もの 一 にして 足らす。 吾 

が 邦人 は 之が 爲に 右轉左 倒、 東に 馳せ 西に 奔り、 怫に 出で 英に 入り、 獨を 去り 伊に 就く、 朝に 社き 

主義 を唱 へて 夕に 個人主義 を 主張す。 敎 育に 實 業に 其の 奔馳 する i 狂せ るが 如し。 是を 以て 知 

る、 吾が 邦人. に は 思想な きに 非す、 また 重大 必要の 事な きに 非ざる なり。 只憾 むらく は 其の 信す る 

所 厚から す、 其の 執る 所 素な きを 如何せん。 今の 小說的 文擧を 見る に、 著者の 胸中 確信 確守す る 所 

なく、 其の 文 墨 を 弄する や、 萍の 水に 誘 はれん こと を 待ち、 海月の 波に 漂 ふに 似たり。 比の 無 H 一一 口の 

徒 何事 を か 能く せん。 此の 無 主義の 文學者 何の 功 を か 世に 遣し 得ん。 

令の 文 學には 重大なる 眞理 なく、 高尙 なる 思想な く、 また 確然 不抜の 精神 あるな し。 之 を 英國の 

テ 一一 ソン、 ブラウ 二 ング、 メレ デスの 徒が、 文體 に、 思想に、 創始の 天ネに 富み 自ら 信す る 所 を 維 

持し、 十數 年間 世の 反對 嘲罵 を 顧みす、 人心 反覆 嶮輒 なる に會 して 驚かす、 屈せす、 終に 勝 を 占 

め、 世人 をして 其の 價値を 認識せ しめたる に 比 ぶれば、 其の 差異 啻に 天地の みに 非ざる なり。 メレ 

4  ゥォ I ムス  ラフ トル 

、テス 曰く 數 年間の 輕蔑 嘲罵、 今 漸く 溫暖の 期、 談笑の 夏と はなれり 云々。 余輩 メレ デスが 能く 其 

の 天職 を 重んじ、 其の 價値を 自信して 疑 はす、 世の 毀 春に 於る、 宛も巖 石の 波浪に 於る が 若くなる 

を 見て、 之を欽 仰して 止む 能 はざる なり 


已に 論じた るが 如く、 今の 文擧 は^ 蝣 的文舉 なり 0 朝に 生れて 夕に 死す る ものな り。 ェ メル ソン 

吾人に 歸 へて 曰く 『生れて 三 歲を經 て ハ俭 々健全なる 書に 非 ざれば 讀 むべ からす』 と。 全 輩 は 此の 言 

を 以て 請 書の 良規 なりと 思考す。 然れ ども 此の 規則に 從 つて 書を讀 まんと 欲すれば 日本 文 學の體 面 

に 一 大變 動の 起らざる 間、 盡未來 際に 至る まで 余 W は 一 小冊子 をも讀 むこと 能 はざる ベ し。 凡そ 世 

に 現れ 出づ る小說 的文舉 は、 三年 を經 すして 枯死 赛滅 する もの 比々 智是 なり。 鳴 1: 生者 必. 減と は 

首 ひながら、 今の 文擧の 如き 世に 果敢なき もの また 何處 にか 在る、 3 一  1- 悵然 たらざる を 得ん や。 

斯の 如く 短命なる 文擧 何の 害 をか爲 さん。 よし 害を爲 すと する も 其の iHi 域 極めて 小な らんと。 是 

れ皮 想の 見に 過ぎす。 何と なれば 設令ひ 其の 書滅 する も、 其の 害 は 之と 共に 滅 すろ ものに 非す。 其 

の 人 亡す る も、 其の 悪 は 之と 共に 亡すべき に 非ざる なり。 ジ ョルジ • エリオ ッ ト # て 『口 モラ』 の 

一書に 說 いて 曰く 『吾人の 行狀は 吾人の 生 立せ る兒 女の 如し。 吾人より 出で、 而 して 獨 立の 存在 を 

保つ。 其の 子孫 綿々 能く 絕 ゆる こと 無 けん』 と。 此れ 世の 文擧 者の 心瞻を 寒から しめ、 其の 事業に 

關 して 莊重謹 厚の 想を懷 かしむ る ものに 非す や。 鄙猥 矮小の 文擧 其の 夭す るに 先立ちて 旣に 鄙猥 矮 

小の 男女 子を擧 ぐ、 其の 子孫 鄙猥 矮小 また 綿々 絕 ゆる こと 無 かるべし。 短命の 文 學の世 を 害する こ 

と 決して 小なら すと 謂 ふべ し  一 八 九 0 年 一 11 月 on 本 評き 
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社會に 大勢 力 ありし 三小說 

米 國のノ  ，1 トフ ォ ルド 一 肘に、 ハリエット *ビ1' チヨ ル • ス タウと 呼べる 婦人 あり。 曾って 合衆國 

の 南部に、 黑奴を 使役す. る こと 甚だ 多く、 之 を 待遇す るの 法 屡 淺虐を 極めたり。 の 相 食む すら 之 

を 悪むべし、 況んゃ 人の 互 ひに 相 虐げ 相殺す を や。 埃 及の 王 パロ 吾が^ 內に 住する イスラ H ル族を 

虐待す る こと 1:^ し。 モ ー セ愤 然として 蹶起し、 人類 以上の 手を藉 り、 .絕 倫の 武勇 智略 を 以て、 之 を 

塗炭の 中より 救 ひ 出したり。 昔し 瑞 西の 民 暴政に 苦しみ、 f 可 敛に惱 み、 其の 號 泣の 聲 天に 逮 せり。 

天ゥ イリヤ ム • テル を 起し、 之 をして 自由の 民た る を 得せし めたり。 當時 米國の mi 奴に 於け る 亦 之 

に 同じき もの あり。 義士 之が 爲に 泣き、 節婦 之 か 爲に腸 を 断つ。 ス タウ 夫人 實に 其の 一人に て あり 

き。 彼 深く 黑 奴の 慘狀を 哀れみ、 白. 人の 之 を 待つ の 無道なる を愤 り、 慨然と して 一書 を 著 はせ り。 

名け て 『アン クル • ト ムス • キャビン』 と 云 ふ。 之 を讀む もの は黑 奴の 爲 めに 同情の 淚を 流し、 腕 

を扼 りて 義憤の 念 胸に 滿 るに 至れり。 北部の 人心 一途に 出で、 士人 淑女 聲を合 はせ て、. 仁義の 戰を 

赘 成した る もの は 實に此 書 あるに 由れ り。 阁秀の 一 女子 其の 文字 を 以て 一 國の 大事 を：^ し、 人類 歷史 

に 磨 減すべからざる 痕跡 を 遣す を 得、 其の 功 亦 偉な りと 謂 はさる 可ら す。 ス タウ 夫人 t の 己れ を稱 


赞 する 者に 向って、 ^に 一 t へらく、 余 は 『アン クル、 ト ムス、 キャビン』 の物^^?をwふること能は 

ざり き。 此の 書 は 自然に 成りし ものな り。 余 を 以て 其の 著者と 爲 すか。 決して 然ら す、 上帝 自ら 之 

を 害き たるな り。 余 は 其の 手中の 謙遍 なる 器械た るに 過き す。 讃美 は總て 之に こそ 歸 すべ けれと。 

蓋し 天より 落ち 來れる 『インス ピレ ー ショ ン』 の 火炎に ^ り、 ス タウ 夫人の 胸間に 慈悲 博愛 自由の 

正 氣燃ゑ たれば なり。 

ロンドン は贫 民の ぷ架疴 なり。 百鬼晝 行き、 惡 iS の 奂氣{ なに 充ち、 困苦の 狀は 其の 家 星、 其の.^ 

鉢 衣 s^、 及び 其の 容貌 額 色の 上に、 眞黑の 文字 を 以て 大書した るが 若く、 行 客 をして 坐ろ に 人生^ 

を吟ぜ しむ。 東 n ン、 ドン 數十 萬の 贫民は 家庭 無く、 快樂 無し。 其の 兒女は 二六時中 多く は 街 上に 徘 

徊す。 街 上に 住居し、 之に 成長す るの 兒女、 亦 何等の 敎育か 之 あらん。 其 將來の 成 菜 は 愚者と い へ 

ども 之をト 知すべき なり。 彼等 は 何の 過ち ありて が 此の 慘狀 に陷 りし ぞ。 必す しも 悉く 己れ の 過失 

に 出り て此に 至りし ものに は 非るべし。 富家の 兒、 貧家の 女、 其の 有様に 相 懸絶す る 天地よ り^し 

と 謂 はざる 可ら す。 歐洲 各國に 社會黨 起り、 或 ひは甚 しき は 虚無 黨を 生じて、 悲劇 を社會 に^ 出せ 

ん とする もの 決して 偶然に 非るな り。 身 歐洲に 遊びて 此 等の 實況を 觀、 世論の 傾向 を 察し、 而 して 

仁恤を 施す の 企 を爲す もの 所々 に 起り、 救世 濟 民の 策、 實 際に、 議論に、 日 を 追うて 益々 多き を 見 

な f 、 歐 米の 社會に 早晚ー 大變 動の 起る 可き を 知る こと 容易な らん， 

ン ドンに べス ナル、 グリ ー ンと 云へ る 街 あり。 見る 影 も 無き 貧民の 家 凰の 間に、 签 中に 突起 

社會に 大勢 力 ありし 三小說  ーョー 
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せる 大厦を 名け て 人民の 宮殿と 稱す。 世の 所謂 公贵 人なる もの は、 春 は 花の 御遊に 其の 長き 日 を 忘. 

れ、 秋 は 月の 宴に 寂 寒-を 遣る。 彼等 は廣大 なる 宮殿 を專 有し、 美麗 壯觀 なる 苑鬧 を獨 占し、 鹿を逐 

ひ 狐を獵 りて、 靑き天 を 戴き、 靑き 田野 を 踏みて 横行す。 貧民 は然ら す、 宛ら 穴居せ る 民の 如く、 

縮小の 天 を 仰ぎて 嘆息し、 縮小の 地に 俯して 怨、 嗟す。 彼等 は 製造所の 煙に 咽び、 暴 を塵坑 の. Hjas に 

撲れ、 新鮮 自由の 空氣も 地より 湧き出る 淸凉の 水 も、 貧民に は 恰も 萬 金に 値する もの V 如く、 辛う 

じて 稀れ に 之 を 吸 ひ 之を飮 むこと を 得 可し。 此の 哀れむべき 民に、 遊ぶ 可き 場所 を 供し、 娛樂を 取 

るの 機 會を與 へんと 欲す。 此れ 人民の 宮殿の 設立 ある 所以な りと す。 其の 中に、 廉價 なる 飲食物 を 

贩ぐ所 あり、 宏大なる 體操場 あり、 其の 器具 頗る 全備せ り、 其 他 園 書. {至、 新聞紙 窒等ー つと して 貧 

民の 偸 快 娱樂を 助く るの 資に 非る は 無し。 貧民の 子弟 多く は 敎育を 受けす、 身に 一 藝を備 へす。 此 

を 以て 人と 成りて 後 は 無頼の 群に 入り、 觸惰の 生涯 を 送り、 果て は 法律の 罪人と なる もの 難から 

す。 斯の 如く なれば 貧 人の 浮び 上る 可き 瀨は 永劫まで も 之 無しと 諦めざる 可ら す。 故に 之 を 十分に 

救 ひ、 他日の 害 を 未發に 防がん と 欲すれば、 相 當の敎 育 を 授け、 ェ藝を 習 はしむ る を 要す。 人民の 

宮殿に は 夙に 此の 設け あり。 圖畫に 彫刻に、 其の 他 百般の 技藝に 於て、 貧民の 子弟 を敎 育す るの 方 

法 殆ど 至らざる 所 無き が 若し。 貧富の 距離 南北の ごとく、 上下 相嫉 むこと 吳 越の ごとき 英國 の社會 

に 於て、 此等 博愛 仁 恤の擧 あるに 遭へば、 吾人の 心 を 慰む る こと 少 からざる なり。 之に. S りて、 人 

類の 社會に 將來の 希望 を屬 すべき、 一線の 光 閃々 として 輝き、 漸くに して 旭日の 東天に 上る を 見ん 


こ と を 期す ベ きなり。 此 の 世界 は 獨り財 神の 永く 專領す ベ き 所に 非るな り。 

人 の宫 sj< の ぬ て 起れ る 所を尋 ぬるに、 今 を距る 五十 年 前、 ピウ モントなる  一： i: 士、 其の 死 せん- 

とす るに 臨み、  金 二お ニ千薛 (凡そ 吾が 金货 にて 六萬圓 なり) を 人に 托し、 囑 して in く、 願 はく は 

之 を 束 。ン ドンの 贫 民の 知識 を 進め、 娘樂を 助く るの 资に 供せ よと。 六 萬 圓の金 決して 少額に 非 

す、 然. ども 十八 P こ 其の 遣囑 者の 目的 を 達せん とする に は 大いに 足らざる 所 ある を 如何せん、 之 力. 

爲こ， 止む を 得す ビゥモ ント氏 博愛の 遗志も {4- しく 年月 を經 るの みに て ありき。 

一千 八 百 八十 二 年英國 の小說 家ゥォ ー トル • ベ サン ト 新たに 一書 を 著 はして 『人類の 千狀萬 態』. 

と 題き り。 此の 小論 は 寫眞文 舉の粹 を 得た る ものにして、 精細 巧緻の 筆 を 以て、 善くべ ス ナル、 グ 

リ ー ン、 ホ アイ チャペル (共に 東 n ンドン に 在る 市街) の 妝を寫 し、 うちに 悲哀の 情、 慷慨の 精神 

を 寄せ、 之 を讀む もの をして 淚潜然 たる を覺ぇ ざら しむ。 書中の 才子 佳人 貧民の 苦 を 憐れみ、 如何 

にもして 之 を 救 はんと 苦心し、 千 思萬考 終に 歡娛の 宮殿なる もの を 作る の 案 を 立てたり。 書中 其の 

机 織を說 くこと 亦 精細な りと す。 斯くて 『人類 千狀萬 態』 一とた び 世に出で て、 肉食の 縉紳 貧民の 

はか 

爲 めに 嘆息し、 富豪の 淑女 之が ために 泣き、 貪婪の 人 之が ために 心 を 動かせり。 彼等 相 商り て 曰く 

ベ サ ントの 所謂 歡蜈の 宮殿！ 此れ 彼の 貧民 を 助く るの 妙案に 非す やと。 千金 萬金此 所より 彼 所より 

集り 来りて、 其の 額顿 みに 數十 萬圓に 達し、 規模 を 張り、 組織 を 宏大に して、 彼の 人民の 宮殿 を 起 

ェし、 一千 八 百 八十 七 年 五月 十四 曰英國 の女皇 親ら 之に 臨みて、 開場の 式 を 助けたり、 喧眞 正なる 
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寫眞 文學、 莊 重なる 目的 を もって 成りた る 小說、 熱血 を濺 ぎし 著書の 結 E ；,、 欽慕に 洪 へざる もの 

ベ サン ト氏 また 『ギベオンの 子』 と 題せ る 寫眞小 說の著 あり。 此の 文 を 草す るに 常り、 其 齊坐 irr 

に 無き を 以て、 引證の 便を缺 く。 然れ ども 訊 憶に 由り てせ (の 梗概 を 記さん。 < ^^往年 n. ン ドンに お 

りし 日、 『コム テム ボ レリ ー、 リヴュ 丄 の 編 g: 者 バン チン グ 氏に 面 晤し、 之に 問 ふに 英國 せ、：^ つ.：^ 

を 以てせり。 バン チン グ氏 曰く、 翁 民の 事を詳 かに せんと 欲すれば、 m (らく 此小說 を 請め とて、 ョ卷 

の 書 を 貸し 與 へらる、 即ちべ サン 卜が 著 はせ る 『ギベオンの 子』 是 なり。 余聚之 を W むに 字々^^、 

句々 淚を 流す の感 ありき。 食 女 一塊の 餅、 一杯の 冷水 を 得、 些の荷 料 を拂 はんがた めに、 晨に 起き、 

夜半に 寢ね、 勞動 日に 十七 時 g^、 ま 痿ぇ眼 眩暈く に 至りて 息む。 余輩 之が ために 哀 聲を發 ちて、 天 

に訴 へんと 欲丄 たり。 妙齢の 女子に して 此の 若き 生涯 を 送り、 偶々 外に 出で て 人の子 を 見る、 ，：；a 

に 亦 羨望の 念 無き を 得ん。 此に 於て 富有の 悪漢 之 を 挑む に、 黄金 を 以てし、 之 を 誘 ふに 美服 を 以て 

す。 此の 誘惑の カ實に 恐る ベ きもの ありと す。 余 W ベ サン ト 氏が 之 を 記す るの 文を讀 みて： ip:.: 恶 

く、 肌に 栗 を 生す るを覺 ゑたり。 

蓋し 斯の 類の 小^ 出で て、 世論 を 動かし、 惰 民の 睡眠 を攬 破し、 社會 改良の 先登 を爲 したる こと 

少 からす。 余 M は此に 最近の 一例 を擧げ て、 小 說の世 道に 關 する こと 大 いなる もの ある を 示さん と 

欲す。 


咋年米 圃に圃 民 主義 を i: ふる 一 派の 社^ 改革 家 現出せ り、 本誌 論 說の欄 内に 社友の 起稿せ る 一 文 

あり 阈民黨 の、 王義 大要 は 之に 就て、 甘. (の 一端 を 知り 得べき なり。 今 其 由來を 尋ねる に 蓋し 左の 如く 

なりと 云 ふ。 

匕术合衆^！-マサチュ セッの チコ ピ フォ ルスに エワルド • ベラ ミィ なる 人 あり、 年齢 四十 前後な 

. ^と！ しゅ。 付って 一一 ユウ ョ ー クの 『ィ ー ブ I ーング .ボー スト』 の 記 T ォな りしが、 一千 八 百 七十.： ハ 年に 

至り、 新 ii の 事業 を^して、 尊ら 小 說に從 事せ り。 著 はす 所 數^、  ij: 世に 行 はる」 と 云 ふ。 新くて 

一一 千 八^ 八十 八：^ の 一月？ i グ illp と 題せ る 小說を 著述して I に 公け にせり。 僅々 数 tl^il に米國 

に 於ての み 十一. -餘 部を寶 りたり と 問く。 北 〔の 流行の 盛大 想 ふべ し。 『囘 頓談』 は 米 國の國 民 黨を呼 

び 起せ る 害な り。 余 W 讀 T 才 のために 試みに せ ：ハ の 梗概 を 略 記せん。 

ボストン 府 のせ 山裕 なる 一純 士ジュ リ ヤン • ウエストなる 壯 夫は此 書の 主人公な り。 不眠 病に 頓 

り、 止む を 得す、 地下に寢{!^.^を設け、 翳の 助け を藉 りて 辛うじて 睡眠に 就く を 得たり。 時 は 一千 八 

^八十 ヒド V 几 Hn; 十 曰の 夕に 相當 せり。 ゥェ ストの 長眠闌 にして、 此に 多くの 星霜 を經 過し、 紀元 

. 二 千 J ^こ！ ^にり、 やく 目覺 めて、 ボストンのお 様を见 るに、 山 も 水 も、 舊 日に 異なる 所 無し。 ロハ 著 

しく 異なれる もの は、 社會の 秩序 及び 經濟の 方法 等に 在りき。 後者に 於ての 變化寶 に目覺 しきもの 

あり。 蓋し 此の 變動は エ^ 上 自然の 進化 發^ の然 らしむ る 所な りと す。 過ぎし S 十九 世紀に は鐵道 

の 諸 含 社 多く は大 1!1： の 策 を 探りて 聯合し 製造者 も 聯合し、 商人 も 聯合せ り。 资 本の 圑結 盛んなる が 
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會に 大勢 力 ありし 三小說  一 五山、 

ために、 小 民の 不平 益甚 しく、 怨嗟の 聲、 四方に 聞え たり。 然れ ども 此れ 自然の 勢 ひに して、 之 を 

昔日の 如くなら しめんと する も 到底 能すべき に 非るな り。 今にして 復古 を 謀る は迂 腐の 策の み、 若 

かす 此の 避く 可らざる 團 結の 傾向 を 貫徹して、 其の 結局に 至らし めんに はと。 此に 於て か 全 资本を 

國 民の 手に 團 結し、 一 大會社 を 組織し、 而 して 國 中に 唯 一 の 資本家、 唯 一 個の 傭 役者 を 遣す ことと 

はなり ぬ。 此の 新社會 は尙武 的の ものに 非す、 無 乃 工業 的の ものたり。 凡そ 民籍に 馬す る もの は獨 

乙の 徵 兵法に 於け るが 如く、  二十 四 年の 間、 或る 業務に 從事 する を 要す。 其の 期限、 二十 一 歳の 末 

に 起り て、 TO: 十五 歳に 至りて 滿期 となる の 法な り …… 此の 工業 軍隊の 首長 を 合 衆國の 大統領と す… 

…萬般 の 業務 を 十 部門に 分ち、 备 部門に 部長 を 置く。 部長より 成立す る 會を評 議院と 稱す。 其の 職 

掌 は 大統領 を 助けて 會 社の 事務 を 整理す るに 在り …… 此の 會社 にて は、 廢人 も兒女 も、 皆な 相當の 

保護 を受 くるな り …… 

ベ ラミィ の 问顧談 一部の 主義 精神 は 余 擎 が 上に 略記せ る 所に 外なら ざるな り。 當 初べ ラミ， -は故 

ら に社會 改良の 點 より、 此書を 作らん と 思 ひたる に は 非り しか ど、 獨佛兩 國に行 はる \ 軍隊 組織の 

事より、 漸 やく 之 を 以て、 世 を 救 ひ、 民を濟 ふに 足る 可し との 信認 を 固め 庶くは 世人に 訴 へて 社 會 

の 秩序 を 一 變 せんと 欲する の 志を懷 くに 至りし なり。 ベ ラ ミィの 所見に よれば 國民 主義 は 紀元 一 一千 

年の 前に 米 國に行 はる べき 徵候 明らかな り。 合衆國 人民が 僅々 數 人の 资 本家に 支配 せらる &と、 吾が 

國民 主義 を 探 用す るとの 利害 を 比較し、 其の 去就 を 一 決せざる を 得ざる の 日 は 蓋し 十 年の 內に 在り 


とす 云々。 讀 者の 知らる  >  如く、 歐 米の 肚 會は现 財の 問題、 貧富 關 係の 問題の ために の 沸く が，^ 

く、 物 々たり、 早晚大 いなる 變 動の 來 るな らんと は、 世人の 一般に 豫期 する 所な り、 故 を 以て 

囘顧談 の 世に出る や、 米 國の士 人- 爭 ふて 之 を傅唱 し、 一 是 一 非、 忽ちに して、 世上の 一 大 問題と は 

なりぬ。 一 千 八 一.:n 八十 八 年の 九月 ボストン • ベラ ミ ィ俱樂 部なる もの を 組織し、 同 十二月、 國民供 

樂 部を创 立して より、 北 ハの勢 ひ、 原野 を 焚く が 若く、 頗る 盛大な らんと す。 巳に 曰 本にまで も 名 を 

ら L たる フランセス • ウイ ラ， -ド 女. の 如き も、 衷心 之 を 賛成せ しと 云 ふ。 

余お に ま H ドヮレ ド • ベ ラ ミ ィ の 意見 を贊 成す る もの に 非す。 思 ふに 其の 小說は 暫くの ^、 签中 に 

問め く 流 E 化の 如き ものな らん。 然れ ども、 社會變 化の 潮 勢 を 示す の 材料と して 深く 注目すべき 新 現 

象な りと li はざる ベから す。 ベラ ミィの 書 は 忘れられ、 せパ の 結合せ る 黨勢は 土の 如く 崩れ、 瓦の， 5 

く 解く る こと あらん。 然れ ども 社 龠變遷 の 一 段階と して は 永く 其の 印 跡 を 世に 止む るなる べし。 

1 八 九 0 年 三 H: (日本 評論) 


今日の 新聞紙 

余輩 今の 新聞紙 を 見る に、 頗る 天下の 無事なる に 苦しむ が 若し、 彼等に 堂々 たる 大 問題 を與 へな 
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.  今 n: の 新聞紙  .  一 五 人 

ば、 堂々 たる 大議 論の、 其の 紙上に 湧き出る を 見るな らん、  < 水 W が 之 を 見ん と 欲して、 未だ 能く 之 

を 見ざる もの は、 政 海の 波靜 かなる が爲 なる か、 將た 吾人が 政治 上. に 於て 議論すべき 問題の 盡 きた 

るが 爲な るか。 或は 之れ あらん、 余輩 は 其の 然る を 疑 はんと 欲する ものな り。 新聞紙の 論お べき も 

の赏唯 政治の 一事の みならん や。 未だ 場 數の功 を E 糸ね ざる 消防 夫 は專ら 火の 屋上に 現れ 出づ るに 注 

目す。 之に 反して 其の 年來 の經驗 ある もの は 能く 屋 下の 火勢にまで 注目せ すん ば あらざる なり。 今 

の i 聞 力 社會の 現象 及び 敎育 宗敎 等に 關 する 事物 を 等閑に して 專ら 其の 心 を &台 部面に の み 致す 

は、 單に 屋上 を 見る 彼の 消防 夫の 類に 非ざる を 得ん や。 余輩 は 政治 上の 議論 旣に盡 きたりと 思 は 

す よし 盡 きたりと する も、 政治 以外に 於る 新聞紙の 版 圖尙廣 やかなる もの あり。 企 W は 其の 論題に 

窮す るが 若くなる を； g しまざる を 得す。 聽 衆の 耳を聳 かすに 足る 可き 眞 個の 情 値 ある 腹案 を 有せ ざ 

る演說 者の 擅 上に ある や、 徒らに 聲色を 激し、 奇拔 なる 首 語 を 用 ひ、 異様なる 身 態 を 装 ひ， 以て 一 

時の 喝釆を 博 せんこと を務 む。 今の 新聞に して 之. に 類す る ものな きか。 或は 裸體の 美人 を 畫 きて 裸 

體畫 の俩を 作り、 政府 をして 條 例を發 して 之を禁 する に 至らし むる もの あり。 綺畫に 紙幅に、 廣吿 

に紛々 たる 競 爭亦甚 しと 謂 はざる を 得す。 余輩 曾て 疑へ り、 薩 摩の 主人 岩 谷 松 平 は 新聞紙の 子なる 

か 將た 新聞紙が 岩 谷 松 平の 子なる か。 未だ 此の 問題の 何れに 定まるべき を 知らす といへ ども、 兩 

者の 頗る 相 肖た るは爭 ふべ からざる の事實 なり。 或は 之 を 雙生兒 ならん と 首 ふ もの あり。 余 W は敢 

て 之 を 不通の 說と認 むる 能 はざる なり。 區々 たる 小事 を喃々 し、 妄り. に 他人の 身の上に 關 する 餅 謗 


を臚列  > て n>3.:t 憚る 所 無き は、 無學 なる 婦女子の 常と す。 彼等 は 重要なる 事項の 以て 談 柄と 爲 すべ 

きもの ある を 知らす、 小事の 間に 生活し、 只 小事の み 其の 胸間に 往來 せり。 余輩 は 之 を 厭 ふと 同時 

こ g 木く 之 を.^ ますん ば あらざる なり。 曰く 一字 評、 曰く 某氏の 身上 を 批評す、 曰く 某氏の 旅行、 曰 

くサ木 氏の 歸 明と、 而し て經 世の 大 議論に 至り て は 余輩 之 を 新聞紙に 觉 むれ ど も 常に 其の 得難き を 

嘆息す。 其の 狀宛 かも 井邊 に集會 せる 炊 婢の談 を 聞く に 異ならす。 何ぞ 其の 品位の 野卑なる や。 

吾人が 近頃に 至りて 注目すべき 新聞 世界の 競爭は 年中 無 休刊の 一事な り。 曾て 時事 新報が 無 休刊 

の 戰端を 開きて より 自餘の 新聞紙 も 比お 我 劣ら じと 無 休刊と はなり ぬ。 英國 には勞 働の 時間 を 制限し 

て、 八 時 に 定めん とする の 議論 盛んな りと 聞く。 是れ勞 役者 を 保護す るが ために は 必要なる 條例 

ならん。 ァ リスト ー トル 曰く 大人と なる に は 閑暇なる を 要すと。 日夕 斷 なく 勞役驅 使 せらる" と 

きょ、 、レ靈 の 光 漸くに して 消滅し、 人類 をして 機械の 如き 狀 態に 陷 らしむ るの 恐れ あり。 試みに 途 

上 重き を 負 ひ、 車を牽 きて、 勞カ する もの を 熟視せ よ。 中には 巳に 人類の 靈光を 消 減し 去りて、 活 

ける 機械 を 以て 視 るべき もの 無き か。 彼等 は 美妙 不可思議の 天地に 住-. -て、 之 を 凝思默 想す るの 暇 

旺丁 きなり。 彼等 は 形 以ヒの 事を考 へて、 其の 心性 を 養 ふの 暇 無き なり。 社會は 彼等 をして 勞働 する 

所 物、 飲食す る 所の 機械たら しめたり。 其の 情、 誠に 悲慘を 極めたり と 謂 はざる を 得す。 此を 

以ての. M に、 グ リシ ャの 大賢 は 社會に 奴隸を 置く の 必要 を說 きたるな り。 然れ ども 人類の 一半 を發 

.1^ せしめん が爲 めに、 - 他の 一半 を 奴き たらしめ、 機械たら しめんと する は 酷 も亦甚 しからす や。 今 

今日の 新 SS 紙  一 五 九 


今日の 新 is  一六 〇 

の 文明 世界に は此 じ、 以て 其 Q 管 5S け t。  am 

する の 風習 是れ なり。 余 W は宗 敎の點 より 此の 風習の 吾が 邦に 洽 からん こと を 欲する のみに 非す 之 

を 社 食 上より 論じて、 其の 利益の 莫大なる を 知る。 ェ藝日 々に！^ け、 社 食の 事物 愈々 複雜 なれば、 

隨 つて 此の 休養の 日 を 要する こと 愈々 切迫な らんと す。 苟 くも 平民 を 愛し、 勞働者 を 憐れみ、 社 人 g ほ 

をして 成るべく 平等の 幸福 を享 けし めんと 志す もの 豈 此の 一事 を 看過して 可な らん や。 然るに 社會 

の 指導者 を 以て 任す る 新聞紙が、 之 を是れ 察せす、 競 爭の餘 り、 社會に 害毒 を 流す を も 顧みす、 職 

H の 偶れ むべき を も 慮らす、 『ォム 一一 バス』 の 御者に 等しき 精神 を 以て、 相 率 ゐて無 休刊の 發免を 

爲 すに 至れる は、 余輩の 最も 遣憾 とする 所な り 

盖し 新聞紙なる も の は單 に商賣 の 主義 を 以て 成立す ベ きものに 非す。 正義 を 以て 其 の 基礎と し、 

邦家の 昌盛、 人類の 發達を 以て、 其の 檩 準と 爲 さ，. る 可から す。 新聞紙の 目的 は 極めて 高尙 なる を 

耍す。 若し 厘毛の 利ハ兪 のために、 其の 主義 を賫 り、 競 爭の爲 めに、 其の 自重の 精神 を 奪 ひ 去ら.， な 

ば、 是れ流 俗に 媚びる ものにして、 社會 を指敎 する ものに 非るな り。 

月謝 を 後 盾と して、 成立す る 神 田の 私立 擧校 は、 能く 完全なる 敎育を 施す を 得る 乎。 只 恐る く 

書生 好 尙の向 ふところ を 察し 時機に 投 する を 專ら とす。 此れ 生徒に 向って 其方 針 を 指示す る ものに 

非す。 寧ろ 生徒の 敎 導に 從ひ、 奴の ごとく、 僕の 若く 唯々 諾々 として、 其の後 尾に 附 くものに 非す 

して 何ぞ や。 吾人 若し 完全 堅固なる 舉校を 設けん と 欲すれば、 月謝に 依らす、 束 修こ眞 ます、 自家 


の资 本に 據 りて、 着々 自家 理想 上の 敎育を 施すべき なり、 新聞紙 も 亦何ぞ 之に 異なる もの あらん。 

『ロンドン • タイム ス』 の 若き 新聞紙 を 作らん と 欲せば、 歐米諸 國の大 いなる 舉 校の 仕組に 傚 ひて、 

之 を運轉 せざる 可ら す。 

此の 事 を 書す ると 同時に、 余輩の 腦裡に 浮び 來れる 一事 あり。 今の 新聞紙 中、 余輩が 最も 信認 を 

置くべき もの は、 編 i: 局に 牛耳 を 執る 人が 能く 其の 事務 財政 を も 左右す るの 地位に 在る もの 是れな 

り。 商賣 主義の 社主、 若く は、 政黨の 首領 をして、 新聞 を 支配し、 編 韓 局 を 支配せ しめん か。 余輩 

は 其の 新聞に 信用 を 置く 能 は、 や。 其の 新聞紙 を 以て 記者の 覺悟を 代表す る ものと 見做す 能 はざる な 

り。 之 を 要するに 吾人の 依賴 すべき、 信用すべき 新聞紙 は讀 者の 好尙 より 獨立 せざる ベから す。 編 

輯 局外の 勢力より 獨立 せざる ベから ざるな り。  一 八 九 0 年 三 艮曰 本 評論) 

マ 

世界の 光 

『ロンド ン たテ！ リ. I  • テレグラフ』 の 記者 サァ • エ ド ウイ ン • アル ノル ド氏 は英國 文壇の 豪 者な 

り。 其の 亞細亞 の 光と 題した る 長 篇の詩 は、 佛祖 釋迦牟 尼の 行實 および 入道 寂滅の Si 末 を 流暢に 稚 

潔に！ I ひたる ものなる が、 歐西 人の 眼に は 其の 題意の 新奇なる と、 著者が 文章の 美 はしき とに 由 


り、 頗る 世人の 好評 を 博 取せ り。 佛敎徒 は 亞細亞 の 光世に もて 離さる. -を 喜びて、 宛ら 枯木に 花 、，、 

ける がごと き 思を爲 したりと 聞く。 其れ か あらぬ か、 之 を 日本 文に 翻譯 して 印刷に 附 したる もの あ 

り。 元來 日本 は 佛敎の 國と稱 せらる、 ものに て、 釋 氏の 行實 にっきて は、 彼の 亞細亞 の 光より 新に 

事ぶべき 箇條も 無 かるべき 害 なれば、， アル ノル ド 氏の 英詩 翻 譯の擧 は あらす もがな と 識者 は 評し あ 

へり。 

亞細亞 の光已 でに 世に出で たり。 遠から す 同 著者の 手より、 世界の 光と 題す る 詩の 出 でん こと は 

豫 てより 世人の 待ち設け たる 所なる が、 アル ノル ド氏は 近頃 吾が 東京 府下に 寄寓し、 日本の 風月 を 

樂 しまる- - 間に、 世界の 光 を 著しつ X あるな り。 其の 草稿に は 日本の 山水 を 譬喩と したる 個所 も往 

往 にして 之 ありと 云 ふ。 余輩 は 一日 も 早く 其の 詩 を 見ん こと を 希 ふの 情、 林 一へ する こと 能 はざる な 

り。 其の 書 未だ 世に出です といへ ども、 余輩 は讀 者と ともに 其の 二 斑 を 窺 ふの 機會に 接した るを悅 

ば すん ば あらす。 アル ノル ド氏は 去ぬ る 六月 十七 日の 午后 慈 惠救濟 の资に 一助 を與 へんが ため、 鹿 

鳴 館に 於て 其の 新著 世界の 光 中の ！章 を朗讀 せり。 著者 は 有名なる 詩人な り。 加 ふるに 世人の 賛成 

. を 得べき 目的 を 以てす。 故 を 以て 聽客 堂に 滿ち 塞がりぬ。 サ 1*  H ドウ ヰン は、 數言の 序 說を陳 ベ 

頓て 詩の 朗讀に 取り 褂 りたり。 其 章 は ボン テオ • ピラトと マグ ダラの マリヤと 不測 も 面 會 せし とい 

ふ假托 の說を 敷衍して、 基督の 威德 を稱揚 する ものに 係る。 氏が 朗讀 の體裁 如何にも 宜しき を 得、 

替聲 明かに、 熱心の 色顯 はれ、 身 自ら 深く 感動 せられて、 之を讀 みたる が 故に、 くもの も 自ら 非 


<!iE な る感ぉ を 引き起し たるが  一. 3 とくに 見えたり 。 

アル ノル ド 氏の： ^は、 先 づ辆太 的 『維 馬 風なる 化の 光澤つ や」 かに、 風景 絶 佧 なる ガリ ラャの 過 

ぎ 去りし 十：： の 有 枝 を 叙べ、 都府 村落、 丘陵、 山河、 湖水 等 眼前に 見る が 如く 覺 えたり" 此の 一 段の 

叙 i$ 文 妙 絶に して、 聽 客 を 感服せ しめたり とい ふ" 次に 今の ガリ ラャの 有様 を 叙べ 來 りしが、 #n と 

は 天地の 懸隔 ありて、 北 ハの狀 態 荒 凉慘澹 にして、 山河の 位 m おは 敢て 古と 異なる にあら ね ど、 共の 光 

^美麗 は 何時しか 去りて 跡 もな し。 思慮 深き 旅行者 は パレスチナ を經 過す るに 當り、 其の 無慘 なる 

有 を： 15- て #：： の 榮華を 忍び、 感慨 無景； の SE を 起さ すん ば あらざる なり。 アル ノル ド 氏が 絶妙， S 美な 

る 言 詞を聯 ねて 之 を 歌 ひ 出で たる 時、 脊て 聖地に 杖を曳 きしこと ある 人々 は、 爲 めに 舊遊を 回 憶し 

て 感慨 の^を 催せり。 況んゃ當時のガリラャは基督の：：^：？住せるガリラャにして、 共の 『インス ピレ 

1 ショ ン』 は 之 を 更に 美 はしき ものと したる に 於て を や。 詩 漸く： e 境に 至れり。 共の 大意に 曰く、 

救世主の 死に 亡せ てより、 已に 三. の 星霜 を經 たり。 ユダヤの 知泰ボ ン テオ， ピラト は 其の 施政 上不 

都 八：： の廉 ありて、 維 馬の 朝廷に 告訴せられ、 心中 快々 として、 行く末 過ぎ 来し方 を 思 ひ、 胸屮 何と 

なく 安から す。 帝の 鞫問を 受けん が爲 めに、 世界の都に^！らんとす。 左らぬ だに、 物變き 旅路 を 

いご ，=0 さびし 

ば、 ュ 1 途 5； 几 束 無く も、 逸み 行く 程に、 福 昔の 歴史に 名 も 高き、 カペナ ゥンの 里 を 過ぎ、 暮天最 寂 霧 

き：^、 マグ ダラの 5^ にぞ =11.15 きに ける。 測らす も 共の 旅館に 宛てられ たる は、 マグ ダラの マリアが 貞 

潔 殊勝なる 生 IS を 送りた る 家に て ありき。 夜靜 かに、 更闕 け、 天地 寂と して 難な し。 然れ ども ビラ 


トの 心は靜 かなる を 得す。 良心 は 吾人 をして 怯懦なら しむと、 沙翁は 言 ひけん。 ピラト は轉 今昔の 

感に 堪えす、 縷 ふれば 三年の 昔、 公平なる 法 を 屈げ て、 暴 人の 手に 付した る 彼の 義人 ナザレの^ 穌 

の 死！ 忘れん と 欲すれ ども 忘る、 こと 能 はす。 獨ひ 悶え 苦しみて、 終夜 眠り 難 からん とす。 

蓋し ピラト は 傲然たる 羅 馬の 士人、 暴威 を 逞しう して 屬國 を治理 せる 方 伯な り。 平素 ストイック 

の 學風を 以て 養 はれ たれば、 其の後の 如き 心 腸 は、 手に 無辜の 血 を 流せ ども、 少しも 之 を 忌み 憚 か 

ると ころな く、 實に 傍若無人の 一 男兒 にて ありき。 然れ ども 彼の ユダヤ人の 王 を 追 慮す る 寺 は 其 魂 

の 根底 を 震動せられ、 良心に 安き を 得す。 其の 『スト イツ ク』 流の 精神 は、 己が いひ 甲斐な くも 暴 

民の 望に 從 ひたる を尤 め、 十字架に 釘せられ たる 猶太 人が 王者に か. i しき 擧動 ありし を、 胸中より 

忘れ 遣る こと 能 は ざ ひき。 且つ 後に 閜 けば 死 も 其の 囚唐を 永遠に 押 守す る こと 能 はす。 耶穌 死者の 

中より 復活して、 多くの 正直なる ものと 語 ゆ、 飮食を 共に して 遂に 見えすな りぬ と。 加 之 4^ は已 

に 人の 崇拜を 受け、 自ら 稱 して 其 門徒な ゆと 呼ぶ 者、 擧 げて數 ふべ からす。 是 等の 思想、 感覺 胸間 

に 往来して 眠 を なすこと 能 はす。 歎息 慚愧の 間に、 其 妻と 私き 語ら ふ 折し も、 主人 マリヤ 其の 室に 

スひ來 る。 アル ノル ド氏は マリヤの 氣 高き 東方 風の 美 を 富し 出さん が爲 に、 筆力 を 充分に 運用した 

りと 見 ゆ。 氏 は 富士を 眺めつ、 此の 詩 を 草し たれば、 マリヤ を 富士の 高く 美しき に 比したり。 マグ 

ダラの マリア、 容を 正め て 基督の 事 を 語り 出で、 其の 言 を 誦し、 其の 慈悲 愛憐の 奇蹟 を說 き、 其の 

恩惠 限りなき を 叙べ たり。 ピラト は 遂に 堪え難く 感じ、 遽 かに 其の 從者を 呼び 起し、 走る が 如く 其 


窒を 出で 去る。 彼 は マリヤの 一一 目、 如何にも 銳く、 矢 を 射る 如く、 其の 胸に 中り たれば 遂に 自ら もナ 

ザレ 人の 一 人と なる に 至らん も 知る ベから すと 氣遣 ひたるな り。 

此の 一 章總 ベて 詩句 も 美しく、 趣向 も 巧に して、 感覺 を惹き 起す 力、 滿ち 溢れた ひ。 詩の 作意に 

宗敎の 精神 厚く、 深遠 高尙 なる 眞理 に說き 及べり。 美と 高さと を 兼ね 備 へたり とい ふべ し。 若し 世 

界の光 をして、 全篇 此の 章の 如き 精神 を 維持す る ものなら しめば、 當 世の 詩文 中、 高等なる 地位 を 

占む るて 至るべき や^せり。  一 A 九 0 年 七 B\ 、日本 評論) 
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スト ラウス 曰く、 基督 は 歴史に 於け る宗敎 上の 大 天才な りと。 ルナン 曰く、 基督に 代 ふるに 一曆 

勝れた る 理想 を 以てする こと 思 ひも よら i^。 萬 世 は 之 を 以て 人類の 至大 者な りと 宣 首すべし。 其の 

禮拜は 常に 靑 春の 如く 壯 にして、 毫も 衰弱の 期 ある ことな けんと。 基督に 關 する 神 擧に 就きて は、 

學說 一?i ！々、 議論 一致す る こと 容易なら すと いへ ども、 其の 神聖なる 生命 を瞻 仰し、 崇拜 し、 愛慕し 

て 靈性を 養 ふに 至りて は、 苟 くも 至誠 を責 び、 高潔 を 期す る もの 敢て 異論 を稱 ふべ くも あらす。 さ 

るから に 近時 祌學 上の 倾向、 大いに 基督の 心性 人物の ー點に 集まり、 殊 別なる 學說を 主張す る も 
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の、 各々 得意の 頌德表 を 十字架の もとに 奉り、 偏现 者もュ  一 I テリ ヤン も、 福音 的 基督 敎徒 も、 ナザ 

レ の 人耶穌 基督の 前に 露踞 して 敬 禮を行 ふ も敢て 性し むに 足らざる なり。 近 來歐州 各地に 行 はれ 

て、 非常に 感動 を與 へたる 受難劇の 結 slf 意外に 美 はしかり しが 如き、 =H (の 他社 會の 傾向、 文學 

の 兆候に して 基督 を 指示す る もの 一 にして 足らす。 

去年 m 本に 來遊 せられた る 英國の 文士、 サァ • エド ウイ ン • アル ノル. ド氏 は、 前に 亜 細亞の 光て 

ふ 長 篇の詩 を 作りて、 彼の 菩提樹の 下に 無上 正覺を 獲た る 能 仁 氏 釋迦牟 尼の 一生 を 諷 歌して、 印度 

の 颜佌 歌 を 西 人に 味 はしめ、 生死の 理を 究めて、 涅槃の 道に 達した る 優美 痛切なる 修行の 願 末 を、 

廣く歐 米 の 基督 敎徒 に 知らし めたり。 

アル ノル ド氏は 此の！ S へに 至り、 其の 數. a«^、 刻 意 推敲せ る 世界の 光て ふ 詩の 雄篇 を 出版せられ た 

り。 彼 は 亞細亞 の 光な り。 此は 世界の 光な り。 亞細 亜の 光 は淚の 詩、 幽暗の 歌な り。 其、 の 精 祌は願 

世な り。 故に 其の 聲ゃ 甚だ 悲しめり。 世界の 光 は 喜ばしき 音信な り。 元始より 旣に祌 とともに 在り 

二とば 

たる 首靈 のうちに 臨みて 人の 生命と なる。 その 生命 は 人の 光な り。. 燦 たり 爛 たり。 死の 陰 を 照らす 

義の 太陽 は 淚を拭 ひ、 憂愁 を 解く ものな り。 アル ノル ド 氏の 序 詩に！ n く、 

『咸 條畏き 聲復び 我が 耳に 語りて 云 ふ。 汝今淚 に 汚れざる 詩 を 作れと。 余 答へ て 曰く 我 何 をか述 

べん。 聲 之に 答へ て 曰く、 余が 汝に語 げんと する 十字架の 人 を 謳へ。 余 曰く、 我 彼の 優美なる 一一！ 一 n 

を 誦する 慣彼 なし。 いかで 之 を 謳 ふこと を 得ん。 聲 また 之に 應 じて 曰く、 其の カは汝 に賦與 せら 


るべ し斷 じて 之 を 謎へ。 汝の 唇を淨 めて 謳 ふべ しと。』 

^^^f 『ベ ッレ ヘム にて』 と 題す。 靜 かなる 夜、 野. 遂に 羊 を 飼養せ る 牧士の 様 は In: 朴に 愛ら 

しく 抽出され たり。 .1:8^^る嬰兒は馬槽の中に安臥せり。 何ぞ 其の 其の 资く且 殊勝なる や。 アル ノ 

ルド は. の _E ^方の 博士 を 以て 印度 國奉佛 の 大君 主より 差遣せられ たる 使節な りと 認めたり。 彼 

等が 忽然 天の 一方より 來 りて、 祌 なる 嬰 孩を拜 し、 之に 方 物を献 ぐ。 何ぞ 其の 出處遭 逢の 奇なる 

や。 へ 口  、、テ 慘 S 母の m 心 案を述 らして ベ ッレ ヘム 邑ー 一歳 以下の 兒等を 殺す。 哀詩 一 章。 讀 者の 腸 を斷 

つ。 ヨ^ I 必 妻子 を携 へて、 遠く 埃 及に 流離す。 絶大なる 悲劇 旣に 始まる たるな り。 詩人 彼の 祌 なる 

兒を詠 じて EI く、 

wabe  Divine,  fee】in^  with  ^o^o^^  of  silk. 

For  fountains  of  a  Mortal  Motllerws  milk 

with  sweet  mouth  ^-.-K.^^^  ia  tlie  warm  breast  thus 

And  dear  heart  growing  wreat  to  be^t  for  US. 

第一^ はマグ ダラの マリアと いふ。 其の 大意 は、 福音 週報 第 十七 號に 略記せ り。 時 は 今 耶穌の 死 

後 三： キ、 ピラト 其の 妻 クラウ ギヤ を携 へて 羅 馬に 歸 らんと 欲し、 琴の 湖て ふ ガリ ラャの 海の 傍り に 

至る。 ま ハの夜 ピラト 三年 前の 悲劇 を 追懐し、 夜半 眠 就ら す。 圖らす もマグ ダラの マリアに 邂 返す。 

マリア 之に 吿 ぐるに 主の 行 狀心術 を 以てす。 ピラト 得耐 へす 即夜 其處を 出で 去る。 
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第二 韋を 題して マ ダスと 云 ふ。 「マ グス」 らは 印度に ありて 耶穌の 敎を傳 聞し、 嘗て 彼等が べッ 

レ ヘムに 輝く を 見た 羞の 終に 如何にな りし や を 知らな と 欲して 來れ るな り。 マリア 六日の f 毎 

に 耶穌の 事 を 語る。 其 物， 語り 此の 章に 於て は 基蝥の 三十 歳に なり 給 ふまでに て.^ めり。 印度の 博士 

貧の， 語る ところ を 聞き、 耶穌の 聖徳に 感じて、 屢々 佛は 之に 及ばす とい. J -。 

！ 第三 章を獵 石の 函と 題す。 マリア、 此の 章に 於て 始めて 耶穌に 見えし 時の 模様 を 述べ、 山上の 垂 

0 其の 他 彼が マ グ ダ ラ の シメォ ン が 家 にて 感謝の 香膏を 耶穌に 注ぎた る 事 等 を說き 出せり。 

第 四 章 は 譬喩と 題 さる。 此の 章、 耶穌の 敎訓、 歷遊、 奇蹟 等 を 記述す るの 筆 優美 を 極めたり。 其 

の 麗し さ 云 はん 方な し。 

第五 章 は 神人の 愛と 名付けられたり。 マリア 耶穌 の聖言 を 誦し、 愛 を 以て 基督 敎の 本旨と なす ft 

說 きたり。 其の 措辭、 幽高 にして 妙な り。 殊に 不 i なる は 翳ら せられた るャ イロの 女 をして 見 

ぬ 世の 事 を 語らし むる 一條な り。 此の 點、 趣向 あまり 感服し 難き 心地す る は 非 か。 

第 六 章 を 大圑圓 とす。 アル ノル ド氏は ラザロ を 以て マグ ダラの マリアの 兄弟な りと せられたり。 

.ル を 以て 見れば、 此の マリア はべ ター 1 ャの 同名なる 婦人と、 同人な りと 云 はざる ベから す、 詩人が 

福 音史 を 解す るき り、 此の 如く 養 杜撰なる もの、 一にして 足らざる なり。 マリアの 兄弟なる ラ 

ザ n の 復活、 耶穌の 痛苦、 死 及び 復活 を 此の， 章に 述べたり。 物語の 間に 彼女 は聲 口籠りぬ。 

『マリア は 甚く 感じて 聲 さへ 出です なりぬ。 心情の 底より 流れ出 づ る淚、 禁め 難く ぞ見 えに け 


る。 然れ ども 四月の 雨を橫 射して、 签天 虾霓を 描き出す にさ も 似た る 一種の 光輝 は、 彼女が 千 行 

爲す淚 のせ 後に 燦然たり。 

比の 詩 は 左の 絶妙なる 一 句 を 以て 終れり。 吾人 は 之を譯 する に 金玉の 文字 を 以てする てと 能 は ざ 

る を 惜しむ。 

『平和の 光なる 慈愛、 これ ぞ 世代と もに 愈增 るべき もの なれ 1 - 憤怒 も 怨も 死に 失せ、 悲哀と 死 

の 息まん ときまで 11 地に は 平和、 人に は惠 みあれ と。 寧 靜溫容 なる 靈魂は 今 も尙、 此の 遠大 無 

限の 音 樂を聽 くな り。』  , 

アル ノル ド氏は 純粹の 基督 敎 徒に は あらざる べし。 然れ ども 一種の 意味に 於て は、 深く 基督 を 信 

する ものな りと 云 はざる ベから す。 其の 詩 を 作る や 嚴肅莊 重の 精神 を 失 はす、 謙 遞崇拜 の 念 胸に 滿 

ちた るが 如し。 耶穌と 佛陀と を 比較す るに 當り、 靈氣 發 動し、 高德 なる 道 德の點 より 之を觀 察せ 

り。 決して 輕薄兒 の 妄りに 文字 を 弄して、 聖人 英雄 を 論じ 去る の 類に あらざる なり。 アル ノル ド氏 

年齢 漸く 進み、 舉問 思想 共に 成熟の 期に 達し、 久しく 練磨せ る 詩才 を 以て、 此の 美しき 禮物を 救世 

主に 献ぜ られ たり。 これ 實に 近年の 一大 詩作な り。 西 人 亞細亞 の 光を讀 みて 激賞 止ます。 蓋し 其の 

皮-等に は 最も 新奇なる を 以てな り。 世界の 光に 至りて は、 或は さ 程の 賞證を 被る こと 能 はざる こと 

もや あらん。 これ、 その 謳 ふ所陳 套に屬 し、 西 人 皆 之 を詳知 すれば なり。 且西 人の 理想 此の 一事に 

付きて は 非常に 進歩し 居る が 故に、 一 歷 酷烈なる 批評眼 を 以て 此の 詩 を 待遇す る ことならん。 東洋 

r 世界の 光』 も謅 みて  一 六プ. 


『世界の 光』 を 請み て 

一七 0 

a 其の 世界の-光 墓け る や、 西 人 藍暨の 光に 於け るが 如き もの あるな り。 

f に アル ノ ルド 氏の 詩 は、 東洋人に 歡迎 せらる さとな らん。 ？il する に 至る もの 多から 

ざる も、 英詩 を 解す る もの は、 必らす 之 を愛讀 する こと 亜 細亞の 光に 勝る もの あらんと す。 

1 ダ九 一年 六月 (福音 週報) 
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流 行 の 變 遷 

吾が 邦の 豪 世界 は、 其 の變 化 飛鳥 川の 濃よりも 薄し。 其 好尙の t、 衣服の 流行よりも 速 

なり。 昨 は ダイナマイト 入りの 小說 大いに 流行し、 血腥 直、 S 黨の春 S せる シべ リャ尋 

より 吹きず、 陰險な I 黨 Q 議、 稷の ■ なる 手段 は、 パリ 城 中の 『サ ルン』 より 傳 はり，.。 

其れと 見る 程に、 臭氣 粉々 たる 下， £屋 の 小說、 時 を得顏 に、 ゾゥラ I 流の 寫賨、 王義、 漸く 其の 頭 

角 裏げ たり。 雪中 栴、 鬼啾々 なんどい へる もの 謝し 去り、 霊 S の 薪 之に 代りて、 裹の巿 

場、 所狹 しと 勢 を 張りぬ。 籠、 是 もまた 花の 一時にて、 其の 盛り 久しから す。 本尊な I の I 其 

人の 靈も、 ？ 其の 趣を更 へたる が 如し。 艾の 好尙何 墓らざる を 得ん。 n ず 調子 低き S 


の 文 ま、 ニー  1 一子の 首唱と ともに、 赘 成の 聲 一時に 一す しく、 俳諧、 速 歌 もどき の 文章、 現 はれ W 

で-, り。 素より 极も 深から す、 さまでの^ 値 ある ものに 非る が 故に、 其の 稍 を瞻れ ば、 霜枯 の徴爭 

ふ 可らざる に 似たり。 諷論 的の 漢詩 流行して、 新聞紙 は 何れも 詩人 を 魔 ひ 来りて 惡ロ嘲 篤の 助援と 

まなし.， こり。 是は 辛うじて 文 界の微 雲、 ！^^人が意を注ぎて論すろまでもなし。 近来 は 韶文攀 の 時代 

になり たりと て、 世と 推し 移る 才子 等の m 意と り，^ にて、 新體 詩の 人 麻呂、 赤 人の 出現 も 遠き に 

非 じな ど吹聽 する もの 往々 にして 之 あり。 是 もまた 暫くの 問 にゃあらん。 心 もとな く、 其の 成り 行 

きを 兑んと 欲す。 鬼に 角、 阿房 陀£.. ま 經の句 調 を 移植せ るに は 非す やと 疑 はる、 外 山 博士 等の 作 は 

白晝の 星と 一般なる 運命に 陷 るべき 時節 到來 せりと 謂 ふべ し。 無常迅速の 道理 は、 文擧の 上に 於て 

も 著し。 榮枯 盛- M いと 上 催すべき が 如く なれ ど、 之 を 一段の 進歩と n:^^ れば賀 すべき ことに 非す 

や。 唯憾 む、 文 舉の變 へ 其の 好 尙の轉 移、 多く は琪々 たる 刺激に， m りて 起り 来れる ものに て、 是 

ぞ 深く 者へ たる 結 梁 なれと 稱 すべき もの 稀な り。 所謂 一 時の 思 ひっきに 由り て 生れ 出で たる ものな 

るが 故に、 其の 生命の 長から ぬ も 道理な りと 謂 はざる ベから す。 疾く 進む もの は、 疾く 退く ものな り 

1 曰 一世に 出で なば、 必. f 踏み止まりて 一歩 も 退か じと 思 ふの 覺悟 もな く、 唯 浮 足に て 文 學の場 中に 進 

み 入りた る もの なれば、 味方の 色めく を 見る とき は、 一と 支へ も 支へ す。 逸早く 逃れ 行 力ん とす 

ig 日文舉 上の 諸 名士 食 合の 席に て 或る人. の 言 ひけん やう 『知舉 の 流行 今より 三 四 年間 は 持 精す ベ 

きの 見込 あり。 我 之より 和學を 修めん』 と。 さてく 殘念千 萬なる 心 i (なる かな。 此の 人の 賈を以 
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て 普く 諸 文士の 胸臆 を推季 る は、 是 ならん か、 非な らん か、 此は 讀者 の 判斷て 任すべき ぼ 

ぞミ に 春 蝶々 すべき ことか は。 此も 例の 流行の 一 つならん。 近来 文士のう ちに は、 

す、 る もの 秦に 殖え 行かん とす。 霞の II も；，？。  if  11 平 ^ 

1 眼 uii さる。 露 伴が 誉讀み 味へ る は、 5 文章のう へに 明か；？ 蓋し 想； こ 

f  1、 の 奇想 霧 百出せ I ま 豪 (流れくて 支那に 入り、 其形狀 原書と は fi:: 

sr"uru?r 蒙 高峰の |に囊を 吹 き拂 はれ、 浮！ i て眞 如の 月 直ん と 

欲する を 以て 西 I 硕の 輕佻 難なる 『インス ピ r ショ ン』 I  くるに 比すれ ズ、 其の^る 

こと 遠し と 謂 はすん ば あらす。 然れ ども えで I、、  ？  „ ？-の ffi^ れる 

，  ^れ とも 古ォ 文士の I 升 は あらゆる 事物 を 利用して 文 を 修飾す るの 

资 にきき と I する にず。 天 を 仰ぎて、 其の 偉觀  まため す! 

に u々u  。  is!i  ？  l!LHH 

Kkirs^JU 邝 11 ばんよ 4  S 其の 經 典の 服裝| り 來り、 

i 人 まふに 維 春 is 文辭を 以てする に 過 I。 斯の 如くん ば、 I 

文士 時として は、 i^of  f.ru^o.^^^ 

リ l"t す、 詩人に も I、 た 二！ とし ii し、 L: 、の 幻" 

^^11-1  f 季る うちに も 文 f 練り、 靈 なる 山河 i る も 文の ためこ；；： ^ 

せん # す。 天地 何 I  く蕭 なる。 貪 利 厭く，， と を 知らざる 商人 は、 I の 風光 も、 ^ぬ 


愛 も、 一切 を 舉げて 之 を 財 神の 祭壇に 供 へんと す。 或る 文士の 爲す ところ， 之と 異る もの ありと い 

へど も、 其の 精神の 歸着 する 所 甚だ 相 近し と 謂 はざる ベから す。 若し 其の 志を廣 めて 眞に佛 典を硏 

究 せば、 彼が 之 を稱譽 する も、 從 前と 比 ぶれば 其の 趣 を 異にする 所 あるべし。 之 を 以て 己が 運筆の 

援助と 爲す も、 また 前 曰と 同じから ざる もの あらん。 ：れ 落不覊 と、 浮佻輕 薄と は 容易に 之 を IhM 別す 

る を 得す。 其の 千里の 懸隔 は、 實に 一 髮の 差異に 生す る ものな り。 達磨の 跡 を 慕 ひ、 彼の 所謂 悟道 

に 熱心す る もの を 見る に、 一方に 於て は 不覊： 叙  1* の 人となり、 他の 一 方に 於て は 浮佻輕 薄の 人物と 

なる。 今の 佛道 を修 する もの、 傾向 は、 前者に あるか、 將た 後者に あるか。 更に 深く 此の 問題 を硏 

究 すれば、 參禪、 悟道なる もの、 感化 力 は、 本來 前者の 如き もの を 多し とする か。 其の 最も 著き も 

. の は、 後者に 在りて 存す るか。 此れ 識者の 一考 を 煩 はすに 足るべき 疑 題に あら 十 や。 思 ふに 佛經の 

^流 文攀に 於け る 影響 は、 之 をして 愈輕 薄なら しめたる に 非るな きを 得ん や。 

今日の 詩歌、 小 說の類 は、 間々 例外の もの あるに も拘ら す、 咸な 推し 並べて 駄洒落 を 3 曰と 務め、 

脇然 たる 大人、 君子の 如き もの 少く、 封 m 間者 流の 徒に 似た る もの 頗る 多し とす。 佛經 を讀む もの、. 

七の 點に 於て 己が 病 を 救 治す るの 藥石を 獲たり や。 少しく 疑な きを 得す。 古來 吾が 邦の 文學、 藝術 

にして、 佛敎の 感化 を 被りし もの 少 からす。 和歌の 如き は、 佛敎 のために 殆ど 其の 趣 を 一 變し、 特 

殊新樣 の 原素 を 加へ たりと 見る も 差 支な かるべし。 其の 經 典が、 文學 のうちに 厭世の 主義 を 吹き込 

みたる こと は、 「蓋し 隱れも あらざる 事實 なり。 夫れ 厭世の 主義 は、 世の 賴み 難き を悲 むの 淚 とな 
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ひ 時として はまた 萬 物 を 漏す る 犬儒の 嘲罵と なる。 或 ひ は再變 して、 一休 和尙の 如き i 家と 

なりて 止まん とす。 現に 佛書を 講じつ k ある 文士に は、 I 休の 徒少 からざる べき か。 

文 學 と 宗 敎 

. 上文に 示せる 如く、 日本 文學の 宗敎に 於け る關係 は、 古今と もに 緻密なる もの あり。 今や 世人 は 

* ら 政治 上の 事に 心 を 用ゐ、 さし もに 前日 世に 時め ける 文擧 も、 稍 や 衰頹枯 凋の 態に て 殆ど 時候 後 

れの感 あ ひ。 宗敎に 至りて は、 之 を 顧る もの 更に 小ノ數 なるべし と 思 はる。 是の 如く 忘却 せらる、 に 

も 拘らす 、宗教の 眞理 は、 其の 人事 世 道に 關 する 所 重 且つ 犬なる もの あり。 大聲疾 乎して 世人の 

睡魔 を 破り、 之 をして 形而上の 眞理を 悟らし むる は、 實に 方今の 要務 何もの か 之に^ ぐる もの あ 

らん。. 

誘 ふ 水に 身 を 委せて、 東に 流れ、 西に 寄り、 宛ら 浮萍の 如く、 また 青の 如き 軟弱なる 豪の 流 

行す る 時 は、 是れ施 洗 者 ヨハネの 風 を 慕 ふ 義士の 奮 興すべき 機會に 非す や。 爾曹 なに を 見ん とて 野 

に 出で しゃ。 風に 動かさる」 葦なる か。 美麗なる 衣服 を 着飾れる 人なる か。 威風 堂々、 相貌 嬉々、 B 

靜擧止 儼然として、 其の 行狀 電光の 如くに 四 邊を拂 ひ、 其の 言語 雷 霜の 如くに 人の 心 膽を拉 ぎ、 王 

公 も 其の 前に 出て は 烕を失 ひ、 赏育も 之に 遭へば 勇武 を 施す にぬ 無し。 無人の 喊 野に 在りて、 一 た 

び 義の聲 を發 ちて 道 i れば、 遠近 響の 如く 之に 應じ、 ユダヤ も H ルサ レム 暴り て 其の 許に I 


し、 前日の 非 を 痛み、 往昔の 過 を 悔い、 謹んで 其の 道 を 奉す る もの 引き も斷ら す。 噫 ヨハネ は曠 t 

の 偉人に 非す や。 目 を 擧げて 見よ、 紛々 たる 賓 利の 世界、 人 皆 私を營 むに 汲々 たり。 サド カイの 徒 

は、 舊 時の 如く 其の 小智 偏見に 安んじ、 卑近なる 眼界に 籠城し、 狭隘なる 懷疑說 を 主張し、 財祌に 

銷び、 甘んじて 名利の 奴と なり、 貪 利暴层 至らざる 所 無し。 パリ サイの 徒 も、 舊 時の 如く 儀 文を崇 

め、 架空の 法螺 を 吹き 立て、 虚名 世 を 欺き、 鬼面 凡俗 を 驚かし、 心に 眞 正の 勇氣 なく、 徒に 言葉の 

上に S の 花 を^せ、 板 垣 伯の 言 ひけん 如く、 辛うじて 面の 皮を搔 きむ しる 許りの 刺客、 恐ろしき 

ダイナマイト を携 へて 臆病なる 有志 者 を 恐怖せ しめ、 知る もの は 言 はす、 心 ある もの は隱 る。 壯士 

S の 如くに 集り、 浪人 蚊の 如くに 囂 すし。 今日の 政治 世界 は、 昔日の 江戸に 住みて、 俄然 失火の 警 

鐘 を ii^ ける に異ら す。 心無き 彌次 馬途を 塞ぎ、 路 次に 充滿 し、 東西に 馳せ違 ふ 人 雲霞の 如し。 然れ 

ども、 弱き を 助け、 重き を 負 ひ、 眞 面目に 立 働く もの 幾人 か ある。 彌次馬 横行の 世界 は 憑し から 

す。 眞 面目なる 人士 藝々 たる 天下 は、 其の 危 きこと 累 卵よりも 甚だし。 吾人 ヨハネ 其 人の 聲を聽 か 

んと 欲する こと 久し。 阮籍ー 派の 文士、 如何に 白眼 を 以て 一 世 を輕侮 嘲罵す る も、 間 詩人 如何に 

辭を 弄して 太平 樂を黼 ふ も、 小 說家は 北 里 柳 橋に て擧 びた る 人情 を、 如何に 巧 を 極めて 書き 列ぬ る 

も、 よし 彼等の 文章 堆積して 地の 載す る 能 はざる 程に 至る も、 何の 喜ぶべき ことか 之 あらん。 

試みに 府下の 新聞紙 を視 よ。 新著 出版の 廣 吿何ぞ 其れ 盛んなる や" 噫 世の中 は聲 稀に して 反響 頗 

る 多し。 月に fe を 以て 算 ふべき 著 蚩曰 中、 眞 正の 著述 幾許 か ある。 今 は 小冊子の 時代な り。 今 は 百べ 
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1 七 六 

,iiQ 時代ず。 天下の 人、 ill しとず。 代議士 も 小冊子に て讓 11 

:1  め、 ！ ^r#f  ：  HI 11 1 蘇、 李 以来の 紋 I を 押し通 itl 之 

t^t  。 て 全世界 I 稱 X と 欲す。 如何に 多事の 世界と は 云へ、 IL 

"に M す や 4 マに して 尙 I 年を經 過せば、 曰 本 は 無 思想の 國と 化し 去らん とす。 

1% 凄く I た應 しと 謂 はざる ベ か 参。 tan  fsh^^ 

M 此の Bsll へ。 s 世界の 义ネ 出で て、 玄 If  I 想 を 吹更る さ； ん P へ 

puu.^ys. 世の I 少しく 囊に 注目して 雷 書缺點|破し「 靈 

の 事物 を^ ふて 之 を補實 する に 至らん こと を。 

西 儒、 詩 を 作れる もの を稱贊 して. ni く、 

. i に與 ふるに 貴 高なる 生活 を 以てし、 

宏 をして 心 に 高なる 煩累 を襄 かしめ、 

.5.  をして 地に 在りて 尙ほ眞 理の 嗣子と なり、  . 

天に 在る が 如き 眼 を 開きて、 

. 純潔 殊勝なる 歡 喜を爲 さしむ る 彼の 詩人 こぞ 

< とこし へに 頌 美すべき もの なれ。 祝福 無窮な， X。 

, と。 是の 如き ま」 以て 人類に 贈れる 歌仙 は、 何れも 現在 ひ 世に のみ 安住ず。 其の 信仰の 眼 を 放ち 


て殊絶 高遠なる 理想 境を瞻 望し、 靈 光に 接し、 靈氣に 觸れ、 神 動き、 心 感じて、 之を詞 花言葉の 上 

ひ 出で たる ものに 非る は 無し。 エス キュ ラス 及び ソフォ クリス はグ リシ ャの 詩仙な り。 其の 

詩、 秀妙卓 偉に して、 百世の 下 能く 儒 夫 をして 廉 ならしめ、 讀者 をして 義氣任 俠の精 祌を發 揮せ し 

む。 識者 之 を 評して 口  く、 『彼等 は 玄妙なる 秘義 のうちに 生れ、 其の 足 を 以て 此の 塵 土 を 踏みつ &ぁ 

る 間、 已に 見るべからざる 上帝の- M たる 榮光 を感覺 し、 國家 多難の 時に 當 りて、 能く 身を棄 て、 義 

に 赴き、 K 大 なる 行 を爲す こと を 得た るな り』。 其の 詩 曲の 能く 後代の 人 を 感動す る こと 然く 盛んな 

る は、 全く 之 を 以ての 故に 過ぎざる なり。 

何の 悲劇 か、 人の 方寸に 起れ る道德 上の 爭鬪の 如く 痛切 重大なる もの あらん や。 此の 特殊なる 悲 

劇 を 玩味して 能く 其の 祌 I 隠に 通 ぜんこと は、 宗敎 上の 信仰 深き ものに 非 すん ば 能 はざる なり。 天下 

何もの- -高崇 か、 德義の 高崇に 比すべき もの あらん や、 然れ ども 無限の 義は、 宗敎の 信仰 を 外にし 

て、 之 を 何れの 所に か 求むべき。 若し 無限 有心なる 存在者の 在す 無く、 德義の 練習 發達 僅に 五十 年 

の 生命に 止ら ば、 道德 の高崇 幾何の 重量 を存 すべき か。 目に 見 ゆる 自然界の 美 をして、 見る ベから 

ざる 塞の 發 現に 非 ざら しめば、 深く 吾人の 心意 を 動かす こ と あた はざる べし。 若し 此の 『見る 

べき もの をして、 見るべからざる ものの 上に、 其の 基 を据ゑ ざら しめば、 擧世 漸く 禽獸の 有様に 陷 

らんと す』。 有限の 世界より 眼を轉 じて、 無限の 世界 を 望み、 吾人の 不完全なる 義に 由り て、 完全な 

る義 者の 堂々 として 上に 照臨す る を 仰ぎ、 有形 界の 美妙に 感じて、 知らす く 無形なる 美の 本體に 
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接する を覺 ゆるに 至りて、 絕奇 絶妙の 感想 を 起し、 雄篇 大作 を 成就す る こと を 得ん。 宗敎を 杜絶 

し、 無限 者を瞻 仰す るの 眼 を 塞ぎ、 人類 をして 無限の 聖域に 達せん こと を 欲する 志望 を 抑止す る 

は 腐 妙なる ィ ン スピレ -J ショ ンを 枯死せ しめ、 殊勝なる 文擧 美術の 生命 を絕 つに 異ら す。 

美術の 本領 

美術の 本領、 詩人の 天職 は 何れに 在り や。 思 ふに 科擧 の隸屬 となり、 歷史 の附隨 者と なりて 資際 

の 事物に 制限せられ、 一九の 膝 栗毛 を 著 はせ るが 如く、 ゾゥ ラのナ アナ を 作れる が 如く、 唯 自然 以 

下に 束縛 せらる \ は、 決して 詩文 美術の 要旨と 云 ふべ からす。 人世 は 陳腐な り、 善美 秀 妙なる 理想 

界を 現出し、 恰も 闇夜に 燈光を 望む が 如き 想 を 懐かしむ る は 美術の 本領に て あるな り。 形體 上の 開 

化 曰に 開け、 ェ藝 月に 進み、 社會は 愈々 多事 を 極め、 人類 は 巨大なる 機械の 間に 其の 本性 をお-失 

し、 其の 殊勝なる 由來 も、 贵 高なる 歸趣 趨向 も、 悉く 其の 繁忙なる 頭腦を 脆け 去り、 勝敗 利鈍 を 計 

較す るに 汲々 として、 動もすれば 自然の 愛情 を枯 凋せ しめんと する の 恐れ あり。 此際眞 li- なる fr を 

與し、 文を講 する の 利益 甚だ 大 いなる は、 誰か また 疑 ふ もの あるべき。 ショウ ペン ハウ ヱル 口く、 

美術の 宫能 は、 永 在不變 なる 眞實の 存在 を 開示して、 此の 塵 俗の 稱 都より 人 を 救 ひ 出す に 在りと。 . 

ショウべ ン ハウ ヱルの 所謂 眞實の 存在と は 何ぞ。 之に 比 ぶれば に 高遠なる プレト ー の 折 n 學に據 り 

て 其の 稱呼を 求む るに、 永存 不變 なる 獨！ の活神 即ち 此れな り、 晝ェの 最も 高尙 なる 『インス ピレ 


1 'ショ ン』 此に 在り。 詩人の： 歌詠痪 する 妙處 また 此に 在り。 樂 人の 企圆 する 極秘 も 此の ー蓽を 

ロ發 せんと 欲する に 過ぎす。 此 等の 美術 は 高尙に 過ぎて、 衆 俗の： 斗 目に 入る 能 はす。 美術の 最も 普 

通に して 何人に も 適すべき もの を擧げ なば、 必す 小說を 以て 其の 一つと なすこと ならん。 小 說は袅 

も 多 數の聽 衆 を 所有せ る說敎 者の 如し。 天職 また 大 なりと 云 ふべ し。 科 a* の 職務 は、 物體を 取り 

來り、 事實を 菜め て 之 を 排列す るに 在り。 小說 家の 職務 は 首と して 事實 を採擇 取捨す るに 在り。 而 

して 其の 之 を採擇 する は、 專ら 謹愼、 廉恥、 敬 長、 莊重 等の 如き 標準に 則ら すん ば あるべ からす。 

唯 在る がま \ に 凡ての 事實を 露出 せんと 企つ るが 如き は、 大いに 美術の 本意に 背き、 小說の 目的に 

逮 へる 者な りと 云 はざる 可ら す。 譬 へば 男女 間の 情事 を述 ぶる に當 り、 其の 淫蕩 放恣の 有様 を 叙し 

たれば とて 敢て之 を 不可な りと 云 はす。 其の 探擇 記述の 方法 宜しき を 得て、 古人の 所謂 忍耐の 保 

障、 廉恥 節義の 師傳 とも 稱 せらるべき 家庭の 尊贵を 保ち、 其の 淸潔を 維持し、 其の 安全 を 助け 成す 

こと を 得ば、 設 令醜陋 なる 事に 渉る もまた 何の 妨か之 あらん。 ダンテの 『インフェルノ ォ』 は、 書 

中 の 人物 惡 なる もの 多き にも 關ら す、 讀者 をし て 樂 圚の淸 潔を冀 望せ しむる こ と 最も 切なり。 

人類 獨 居して 在る は 宜しから すと は 千古の 確言な ゆ。 プレト ー も 云 はす や、 好んで 孤立の 生涯 を 

送らん と 欲する もの は、 人類に 過る もの あるか、 若く は 之に 劣る 所な くんば あらざる なりと。 蓋し 

. 愛情に つきて 
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孤立 獨居は 人の 能く 忍び 得る ところに 非す。 水淸 く、 草綠 に、 花 爛漫と して、 造化 は寬 かに 人の 歡 

樂に奉 事して 些か 吝む ところな きも、 以て 其の 無聊 を 慰む るに は 足らす。 常に 生，^ 叩 ある ものに 接 

し、 思 を 通じ、 情 を 交換 せんこと を 求む。， 時として は獨 居の 苦み に耐へ かね、 生命な きもの を 以て 

生命 ある ものに 擬し、 せめても の 心 遣に せんと 欲する に 至る。 空行く 雲、 風 そよ ぐ 松、 岩う つ 波、 

凡そ 生命 あり 氣に見 ゆる もの あれば、 何 にても 之 を 歡び迎 へて、 共に 親しみ を 結ばん と 欲するな 

り。 菅 原の 道實 其の 罪に 非す して 配所の 月を眺 むる の 厄に 罹り、 將に 左遷の 途に 上らん とす。 住む 

もの 多き 都の 天 も、 宛然ら 無人の 孤島に ひとしく 感ぜられ、 腸を斷 つの 哀聲 を發 ちて 曰く、 

東風 ふかば に ほひお こせよ 梅の 花 

あるじな しとて 舂な わすれ そ 

花 は 生命 あり。 之 を 愛で 育 つれば 榮ぇ、 之 を棄て k 顧み ざれば 即ち 凋む。 其の 狀 恰も 人 S の 愛に 

應答 する もの、 如し。 之 を 金石に 比すれば、 人心 を滿 足せし むる こと 稍 深し とす。 動物に 至りて は 

人と 交際す るの 度、 遙 かに 植物の 上に 出づ。 故 を 以て 之 を 愛する の 念 も、 更に 深切なる を 得。 草木 

や、 禽獸 や、 人 之に 接して 幾分の 滿足を 取るべし といへ ども、 唯 其れの みに て は 到底 不幸なる 感覺 

を 免 かれ 能 はざる なり。 人類の 侶と し 交 はらんと 欲する 所の もの は、 少 くも 己と 對等 匹敵な らん を 

要す。 成るべくん ば 己に 優れる もの を 獲る に 如かす。 人類 は獨立 せんとて 生れ 出で たるに あらす。 

强て獨 立 せんと 企てた るが ために、 人類 を擧げ て沈淪 する に 至れるな り。 きこと 天子たり、 富 四 


海 を ち、 威勢 草木 をも麼 かす ものと いへ ども、 其の 中心の 欲望 を尋 ぬれば、 他 を 有し、 他 を 支 

配し、 他 を 推し 麼 けんと 欲する に 在らす。 己の 親愛 委任すべき ものに 慰められ、 銃 率せられ、 占領 

せら； d んと ふの 念、 隱微 のうちに 切なる を 見るべし。 

綸言 汗の 如く、 其の 意思の 嚮 ふところ 天下の 法律と なり、 生 殺與奪 其の 專 裁に 出づ。 以て 暴君の 

心情 を滿 足せし むる を 得べき か。 彼 は 己の 意思に 反抗す る もの あらん こと を 求め、 自ら 膝 を 屈めて 

拜崇 すべき 人 あらん こと を 望む。 是を 以て 暴君の 朝に は、 侍 人、 宦官 志を恣 にし、 妻妾 後宮に 在り 

て 時に ー國の 政令 を 左右し、 億兆 臣民の 君主、 俳優の 如き もの、 ために 奴隸の 如く 使役 せらる、 に 

至る。 

人類 は 他の 己に 類した る ものと 交 親す るに 非れば、 其の 性分の 發 達を完 うする こと 能 はす。 其の 

最も 贵 高なる 志望 も、 才能 も、 之 を 親交す る もの あるに 非れば、 其の 功 用を逞 うする こと 能 はざる 

べし。 慈愛、 節義、 公平、 正直、 同情 等 は、 同 明 相 照し、 同 相 求め、 人 互に 相 親交す るに 非れば 

意義な きの 訶 のみ。 鳴る 鐘、 響く 叙と 何ぞ擇 ばん。 交 親の 度 を 量らん と 欲する とき は、 須く 其の 深 

廣 長の 三つに 注意せ ざるべ からす。 或 ひ は 甚だ 狹 S なる もの あり" 或 ひ は 博く 衆に 及ぶ もの あり 

交 親の 愛情、 之に 由り て 其の 價値を 異にす。 或 ひ は 愛の 活動 僅かに 皮相の 上 を往來 し、 微風の 平原 

を 吹き 急ぐ が 如く、 其の 親み は 淡々 として、 人世 を 過ぎ行かん とする もの ある を 見る。 若し 交 親愛 

情の 博 からん こと を 求めな ば、 眼 を 擧げて 人類の 社 畲を瞰 よ。 見渡す 限り 耕さざる の 田野な り。 博 
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愛 任 俠の心 を 推し 擴 めて 道 を 天下に 行 はんと 欲せば、 到る^^^^して其の事業積んで丘の如し。 能く 

時世の 必要 を \ ^破し、 社 會の倾 向 を 察知し、 科舉の カを藉 り、 精細なる 銃 計に 據り、 理財 衛生の 大 

法に 則りて、 世を濟 ひお を 助けん と 志さば、 世界 は 義士 仁人が 其の 意 を 達すべき 企 11 計 晝の無 藏 

にあら す や。 若し 交 親の 廣博を 主と せば、 吾人の 望兹に 於て 已に滿 足せり と 謂 はざる ベから す。 1^ 

私利 己の 溝路に 生命 を 限られ、 志 を 固！； にして 日月 を經過 せんこと は、 此の 如く 交 親の 區 域 を廣 

め、 愛情 を 衆に 及ぼす の高尙 なる に 如かざる なり。 然れ どもた 2.- 是の 如きの みに て は、 人 頃の 愛情 

未だ 其の 底 一 i を盡 さ^る もの ある を 免れす。 漠 として 廣 やかなる 人間 社き に 通 動す る もの は、 キ、. - 

士 仁人の 全部に 非す。 僅かに 其の 一 小 半に 過ぎざる なり。 人 gE の 最も 切なる、 最も 深き 部分 は、 未 

だ 活動の 機 を g: すして、 空しく 胸中に 埋沒れ てなん とす。 マシゥ * アル ノル ドー 一目 はす や。 

遮莫此 の 世の i=: しき 執： 鬧 の 街に は 

事業の 活劇 輕 へ ば 火花 を 散らす 程なる も  . 

吾が ！一 沒 された る 生命 を 尋ね 出さん と 欲する 

冀か fr: 禁めぁ へ すして 起り 來る。 

噫 言 ひ 難き 至情、 禁め 難，. n 冀 望よ。 

此の 冀れ； .11 を 滿 足せし むる もの は何ぞ や。 芝蘭斷 金の 友 幾分 か 之を滿 足せ しむべし。 家庭 大いに 之 を 

滿 足せし むる を 得べき なり。 一 日の 公務 を 執り、 ^爽 より 世 に 奔走し、 事渐く 3^ て、、 友に 會 


し、 家庭の 團 坐に 人る。 欝精 せる 心情の 關 門を排 ひ、 親愛の. i 氣赛の 如し。 思 ふが ま、 に 言 ひ， 摩 

する がま に 笑 ひ、 互に 好む 所 を 知り、 情 紡 相 結んで まさに 此れ 異體 同心な り。 恰も 大海に 風浪 を 

凌ぎ、 辛うじて 15 かなる 港 門に 入りた るに 異ら す。 漠 として 廣 かなる 交 親の 砂原 を 出で、、 此の 

醇蒼 たる 家庭の 綠 地に 歸る。 何の 快樂か 之に 過ぐ る もの あらん。 征夫 之が ために 足 を 早め、 遊子 之- 

が ために 慈母 倚 門の 感懐に 塔へ  す。  佳人 月下に 衣 を 裁ちて 遠く 湖北の 天 を 望み、 勇士 家書 を 得て 一 

行の 音信に 千 行の 紅 淚を灑 ぐ。 詩人 ロベルト • ブ ラ ウー 1 ング 曰く 

天恩 謝する に堪 へたり、 祌の至 愛 こそ 有り難 けれ。 

微賤なる 男子 も、 其の 靈 魂に は兩の 側面 あり。 

一面 を 以て 世に 向 ひ、 他の 一面 を 以て 共の 愛戀 する！ 6 女に 對 する を 得ん。 

天 幸 之に 加 ふべき も のぞな き。  . 

と、 nz 本の 詩人 亦 II ふて 曰く、 

戀 せす は 人に 心 はなから まし  ， 

物の あはれ はこれ より ぞ 知る 

女の 愛、 夫！^ 偕樂の 情、 其の 臭なる ものに 至りて は、 此の上 も 無く 臭な り。 其の 貴き に 至りて. 

は、 祌聖 にして 犯す ベから す。 襟 を 整へ、 坐 を 正う して 之を談 すべきな り。 カァ ライル 曰く、 『大 い， 

なる かな 愛 難の 道、 貴重な >C 哉 夫婦の 情 や。 音 樂を 以てし 詩の 一一 一一！： を 以てせ ざれば、 敢て之 を 語る ベ 
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から や』 と。 余 不肖な り。 何 を 以て 能く 之を辨 明す る？ J を 得ん。 唯 謹んで 之 を 試みん と 思 ふの み？ 

乾 健かに、 坤柔 かにして 男女 性質 を 異にし、 相愛の 情 其の 間に 成り立ちて、 夫婦の道 行 はる。 ft. 

ほしい ま >f 

の 情 を縱 にして 邪 路に陷 り、 一身 を 害ね、 城を倾 むけ、 家 固 を 危うした る もの、 舉げ て^ふる に堪. 

へす。 然れ ども 男女の 愛 は 人類の 免れが たき 弱點 とす。 之 を 節し、 之を愼 みて 利 ^ すべし と は、 所 

謂 世才 子の 稱道 すると ころな り。 妻戀 ふる 鹿、 其の聲 に， S りて 獵夫 のために 己が 所在 を 知らる。 生 

きとし 生ける もの 誰か 此の 情なき を 得ん と。 此れ 愛情の 高贵 なる を 知らざる の 言の み。 未だ 其の 理 

想を膽 ざるの 說 のみ。 何ぞ 愛情 を 蔑視す るの 甚 しき や。 世人 或 ひ は、 愛情の 寄 を 以て 其の 利益に 超 

過す る もの ありと なし、 無下に 之 を 賤 しめ 輕ん じて 其の 覊雜 を晚 せんと 試みる に 至る。 古の ルゥ ク 

リシ ャ スの 如き 是れ なり。 吾邦の 怫敎 徒のう ちに は、 同様の 觀念 幾分 か 行 はれ 居る に は 非る か。 是 

れ 井に 坐して 天の 大小 を 論す るが 如し。 利害 を 比較し、 得失 苦樂を 計算して 愛情の 惯 做を斷 ぜんと 

す。 其の 標準 固より 非な り。 何 を 以て か 能く 迷 誤に 陷ら ざる を 得ん や。 愛情と 利害と は、 其の 種類 

異なり 其の 差^ 天地の みに 非す。 是を 以て 彼 を輕重 せんと 欲する は、 树を 以て 聲音 を：： らんと する. 

に 似たり。 愛情 は道德 なり。 宗教な り。 區々 たる 小利 害の 事に 非ざる なり。 詩に 云 はく、 

愛して 之 を 失 へ る は 全く 愛した る ことなき に 愈れ り 

人に して 愛情な き は、 一 啻に 玉の 盃の 底な きが 如きの みに 非す。 之 を 認めて 德義 上の 缺點 なりと する 

も 不可な かるべし。 


愛情 は 春風な り。 人性の 花 は 其の 感化に 由り て苦樂 し。 生况の 明暗、 幸 不幸 多く は 之が ために 分 

る、 に 至れり。 古の 善く 愛した る もの 曰く、 『愛情の 感化に 由り て、 地 は 融和して 天と なりぬ』 と。 

其れ 然り、 豈 それ 然 らん や。 愛情の 失敗 は 古人の 傷む ところ、 今人の 常に 慨嘆す る 所な り。 愛情の 

蓬萊に 至り、 祌 仙の 樂を 獲ん と 欲して、 敢な くも 海底の 藻屑と なりし もの 少しと せす。 之に 乘じ 

て、 天使と なれる もの あり。 然れ ども 之に 溺れて、 麼 鬼と 化せし もの また 無き に 非す。 此を 以て 觀 

れば總 ての 愛必 すし も斯の 如く 美 はしき ものに あらす。 或る 特殊なる 愛情の み然 りと す。 蓋し 愛情 

は 悉く 同 一 の 模型に 出です、 實に千 能^ 萬狀 なりと 謂 ふべ し。 動物の 愛 あり。 商寶上 利害 を 本と せる 

もの あり。 聖ェ リザべ ッの愛 あり。 タレ ヲパ トラの 情 あり。 何 ぞ之を 一な りと 云 ふ を 得ん。 如何な 

る を か 之れ 眞 正の 愛と は 云 ふぞ。 

眞 正の 愛靑は 首と して 左の 二 件に 由り て 立つ ものな り。 互に 愛せん と 欲する 男女 は、 第一に 自ら 

の 品性 心 術に 關 して 其の 良心の 感覺、 光風 霽月の 如くなら ざるべ からす。 第二に、 自らの 心に 疚し 

きと ころな きのみ ならす、 己が 愛せん と 欲する 彼の 人の 品性 心 術に つきて、 確信す ると ころ ある を 

要す。 自己の 良心に 照して、 大いに 愧る ところ あり。 其の 事 を 彼の 男子 若く は 女子に 知らる k とき 

にあたり、 必定 其の 心に 恐怖せ しむべき 程の 秘密 あらば、 其の 間に 健全なる 愛情 成立つ こと を 得べ 

からす。 此の 故障 あるに も拘ら す。 妄りに 愛 ig.^ 縱に する は、 決して 道德 上の 祝福に 非す。 反って 

其の 詛 となる ゃ必 せり。. 

實際と 理想.  一八 五  . 


.  「實 際と 理想  j 八 六 

余 實に汝 を 愛す、 然れ ども 節義 を 愛する こと ， 

汝を 愛する に 過ぎ すん ば 

余 は 此の 如くに 善く 

汝を 愛する こと 能 は ざり しならん。 

と。 是れ眞 正の 情 を 以て、 其の 情人 を 愛した る もの 丄百 なり。 心中 皎 として 潔く、 情人 を 愛する に 

於て 良心 疾し きを 感ぜざる もの は、 獨り 能く贵 高なる 愛情 を 懐く を 得べ し。 己が 情人 を 想 ふこと 切 

なりと いへ ども、 淸潔を 愛する こと 之に 比べて 更に 甚 しきものに 非れば、 貴 高なる 情人の 愛 を受く 

るに 堪 へざる ものな り。 此 心なき もの は 淑女の 好配に あらす、 また 君子の 好逑 にあらざる なり。 已 

が 愛情の 淸 潔なる を 確 知す る は、 眞 個の 愛情に 缺く ベから ざる 一 耍素 ならん。 一 

己れ が 良心に 疚しから ざるの みに て は、 尙ほ 足らざる 所 あり。 彼の 情人の 心術淸 くして、 其の 我 

を 愛する こと 實に 節義 淸潔を 愛する に 如かす。 彼 は 最も 厚く 道 を 重ん する ものな り。 然ら すん ば、 

己 を 正う して 彼が 愛情 を受 くるに 相應 しからん とする も、 徒 勞に歸 せざる を 得す。 我 何が 故に 彼の 

愛 を 尊崇す るか。 其の 痛切なる を 以ての 故に 非す。 其の 愛の 贵 高なる を 以てな り。 渴 しても 盜 泉の 

水 は 掬せ ざるべし。 君子 は 不潔 不良なる 8E にせん ぜす。 其の 受 くる 愛情の 多量な らんより は、 無 

乃 其の 源 頭の 淸 からん こと を 欲す。 ク レヴン 女史が 著 はせ る 小 說の女 主人公 慨然と して 曰く。 『余 等 

1 一人が 曾て 共に 同心 一 意 以て 神 を 愛した る 時の 如く、 互に 相愛した る ことなし』。 また 曰く 、『良人 は 


上帝 を繁发 する こと、 其の 我 を 愛する よりも 切なる もの あら すん ば、 是の 如くに 余 を 愛し 祠ざ りし 

こと.^ らん』 と。 男女の 愛情 此の 點に 達し、 其の 淵源す る 所、 此の 如くに して はじめて 貴 高 神聖な 

りと 謂 ふ を 得べ し。 

神 は 限な き 愛 を 以て 性と す。 た に 神 を 愛する の 人類の み 最も 能く 交互 の 愛を完 うする を 得 べし。 

夫婦の 至 愛 をして、 神の愛の 活 水に 洗 禮を 受けし むる とき は、 其の 性質 一 變 して 地より 天に 遷り、 

動物界より 暦々 進化して 靈界に 入る。 夫婦 肉 體の關 係 は、 露なる 和 樂の端 を 開き、 心の 配合 を 致す 

の 機會を 作る ものな り。 靈 なる 和樂と 心の 配合と は漸を 以て 大成す。 苗に して 秀で、 秀でて 實 るべ 

きものと す。 然れ ども 夫婦 愛情の 端 を 開く に當 り、 初より 靈 分の 要素 を存 する ことな くんば、 意 情 

の 正しき を 得た る ものに 非ざる なり。 靈 分の 要素 を 具へ たる 配合 は、 蜜月 を 以て 其の 盛時と せす、 

新婚の 時 を 以て 喜樂の 頂、 點と はなさざる なり。 愈々 久 うして 益々 心の 和合 を密 にし、 其の 藤なる 一 

致 日 を 追 ふて 進歩す。 木の 榮 ゆる、 叉 花の 開く る、 必す 太陽の 光熱に 照 育せられ すん ば あらざる な 

り。 永 在の 愛なる 上帝 を 愛する， t 無くば、 爭で 能く 人類の 愛情 を 正しく 全うする こと を 得ん や。 

パゥ B 曾て 汎く 愛の 道 を 論じて 曰く、 『愛 は 寛容 を 主と す。 愛 は 妬ます、 傲らす、 非 禮を行 はす、 

己の 快樂を 求めす、 人の 惡し きを 念 はす、 不義 を 喜ばす、 眞實を 喜び、 凡そ 事 信じ、 凡そ 事 望み、 

凡そ 事 忍ぶな り。 愛 は 永久 墮 つる ことなし。 され ど 預言 は 魔り、 方 一 百 は 息み、 知識 もまた 失せん と 

す』 と。 此の 語を遷 して、 殊に 之 を正當 なる 男女 間の 愛情に 適用す る、 また 何の 不可 か 之 あらん。 

實 際と 理想  1 八 七 


實 際と 理想 ■  一.，^ 八 

正しき 愛 は總て 神聖なる ものな り。 其の 淸 潔なる や、 皓々 として 雪の 如し。 上來 說き來 れる听 は、 

バウ。 が. 愛の 章 を 以て 好 註解と なし、 また 之 を 以て 好 結尾と 爲 すべき ものに あらす や。 不義 を 喜 

ぶ、 何 ぞ之を 愛と 稱 する を 得ん。 肉體の 快樂を 主と し、 己の 樂に资 し、 歡を 貪る の 手段に 供 せんと 

圖る、 何 を 以て か 之 を 愛と 云 ふべき。 非禮 なる 愛 は 愛に 非す。 滔々 たる 天下 何人の 愛か眞 正の 愛な 

でと 

るべき 愛よ 愛よ。 汝が 花の 若く 淸く美 はしき 名 を 冒して、 似 も 付かざる 荆棘 地に 蔓れる こと 久し。 

愛 は 永久に 墮 つる ことなし。 よし 天地 は 壌る \ も、 眞 正の 愛 は 亡びざる なり。 限 無き 愛の 上帝 は 

亡びす。 人間の 至 愛 また 亡びざる なり。 愛 は 現在の 占領な り、 また 將來 の預 約な り。 愛 は 確然た る 

現在の 事實 なり。 また 後に 至らん とする もの. >r 前徵 なり。 院本に 曰く、 「二世 三世の 夫婦な り」 と。 

是れ 全く  _ ^人の 妄想に して、 取る に 足らざる ことなる や。 ジ ョルジ •  H リ オット 來 世の 談を 以て、 

架 {41 の 噫 測に 歸し 去れり。 然れ ども 其の 小說 中の 最も 高貴なる 人物 を 現 はさんと 欲すれば、 預て架 

空な りと 思 ひ 定めた る 此の 信仰に 基かざる を 得す。 ゴ H テもマ ルガ レツ トの 情事 を 叙ぶ るに あたり 

て は、 此の 信仰 を假定 せざる を 得 ざり き。 ロベルト • ブラウ-一 ング、 謹嚴 なる 信仰 を懷 きつ.. - 其の 

中心の 所思 を 詠 じて 曰く、 

吾妹 子よ、 われらが 靈魂、 彼の 萬 物 を 新たに する、 

大 いなる 靈魂 を理會 せんとき、 

地 解け 散 じて、 天廣 やかな らんと するとき、 


手 を 以て 造られざる 家のう ちに 在りて、 

此の 變化 は、 余と 汝 とに、 如何なる 感 覺を與 ふべき や。 

また 歌 ふて 口く、 

Was  there  nought  ^Q^^o^  tlian  to  enjoy  r 

No  feat,  which,  done,  would  malie  time  mreak 

And  let  us で ent-uf-  creatures  though 

Into  eternity,  our  due? 

No  fcrcine--  earth  teach  heaven 一 s  employ  i 

No  wise iDe な lining,  liere  ttnd  now, 

Wtiat  cannot  ^row  complete  (eartvs  leat) 

And  heaven  nuist  finish,  there  and  then? 

No  tastinJT  eartVs  true  food  for  men. 

Its  sweet  in  sad,  its  sad  in  sweet? 

前に 說き 示せる 如く、 愛の 道 は 其の 夫婦 間にあると 他の 關 係に 基く と を 問 はす、 其の 理 一 にして 

二 あるな し。 故に 親子の 關 係に 基け る 一 話 を 引き 来りて、 前說の 例證に 充てん と德づ 
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ァゥ ガス チン、 母と 共に 故 國に歸 らんと し、 途次 ヲス チヤに 滯留 す。 測らす も 母の 病に f れ るが 

爲に， 船出す る こと を 得す。 滯留數 日 其 病 益々 S し。 臨終の 日 近づきし 時、 母子 庭阖に 臨める 窓に 

倚りて 錚 かに 来世の こと を 語りぬ。 ァゥ ガス チ ン 吿 白書 の 中 に 其 の 模様 を 記して！：！  く  、『吾等 の 談話 

漸く 秦し、 與闌 なる に當 り、 精神 恍惚と して、 有形の 世界 を 過ぎ、 天 を 超え、 日 を 超え、 星 を 超え 

て 高く 霊界の 内に 進み 入りたり。 斯くてい ふべ からざる の 境に 達し、 名狀 すべから ざるの 榮 光に 接 

したる が …： 再び 原の 我に 還り、 震なる 榮 光の 初 穗を 捨て i 亦 此の 肉體 2 一一 II を 聞き、 二人の 聲 前の 

如く 耳に 入る ことと はなり たり。 其の 時 吾等の 相， 語れる は 大略 左の 如くに て ありき 。『此の 肉 體の騒 

擾靜 まり、 地、 風、 及び 水の 昔靜 まり、 天籟 も靜 まり、 心も靜 まり、 自ら を 超越し、 夢 も 幻 も 影 を 

隱し、 舌 も 記號も 消え 亡せ、 轉々 常な きもの 悉く 形を歛 むる に 至り、 只 耳 を 神の 言に て、 只 神の 

み 天地 形の 物 を用ゐ すして 自ら 直接に 言 ひ、 我等 をして 肉の 舌に 由ら す、 天使の 聲に 由ら す、 雷 

霆の識 くに 由ら す、 譬喩の 路を迂 廻せ す、 直に 其 言 を 聞かしめ たらん に は II 若し 其の 有様 長く g 

き、 此の 歡喜內 に 包まれな ば 11 若し 我等が 暫くの 間經驗 したる 如き こと 永久に 延びな ば ，1 「是 

れ汝 主の 喜びに 入れよ」 と、 宜 へる 秘義 を實驗 したる ものに 非す や。 噫 吾等 母子 何れの 日 か此嗎 竟 

に 達する こと を 得べき。 是れ 我等の 界び 生きん 時に 非す や。 され ど 其 時 は 萬 物 悉く 變 化する に 非す 

や され ど 其 時 は 萬 物 悉く 變 化する に 非す や』 と。 モニカ の 愛、 ァゥ ガス チ ン の 誠 は 其 希 §;.f; に逮は 

す 永 クに墜 つる ことなく、 知識、 方言、 擧術 等の 廢 るに も拘ら す、 長 遠 二、 存 する ものに 非す や。 


敎授 ハツ クスレ ！• 云 はく、 『意識 ある 生活 は 幸福の 性質 を變 化する に 足らす。 例へば ー畫ェ あり、 

雄大なる 意匠に 動かされて 丹 靑のェ を 凝し、 精神 を 此の 一 事に 注入す。 其 間の 喜樂 いふべ からす。 

其 準備に 一 週間 を 費す も、 將た 二週間 を 費す も、 其の 喜樂の 性質 は 同 一 にして 相異る 所な し。 之 を 

して 一 週の 後に 死なし むる も、 二 週の 後に 死なし むる も、 其 喜び は 一 なり』 と。 ハックス レ 1- の 云 

へる 如く 幸福 は 長短に よりて 其 性質 を變更 する ものに あらす と雖 も、 彼の 畫ェが 其の 意匠 を 丹青の 

實 際に 現 はし、 其の 計畫を 成就す る こと を 得る や 否やに 關 する 信仰 及び 希望 は、 幸福の 性質 をして 

特殊の 物たら しむる に 足れり。 若し 畫ェ をして 其の 絶妙なる 意匠 を實 際に 現出す るの 機な く、 大ぃ 

なる 理想 を窗 らして 空しく 死す るな らんと 思 はしめ なば、 揮毫の 準備 能く 之 をして 偸 快なら しむる 

を 得べき か。 豈 只畫ェ のみな らん や。 杜子 美、 諸 葛亮の 墓に 詣 でて 云 はく、 

亟相祠 堂 何處尋 錦宫 城外 柏 森森 

映 SPi; 草自 春色 隔葉 货鶸签 好 昔 

三 顧頻烦 天下 計 兩 朝開濟 老臣 心 

出師 未 捷身先 死 長 使 英雄 淚滿襟 

. 鳴 呼 世 短う して、 意 常に 長し。 悠久の 愛 を 以てうた かたの 世界に 一身 を 寄す。 世と 心と iiji する 

こと 何 ぞ斯の 如く 甚 しき や。 ブラウ 二 ングの 信仰な くば 此の 疑 を 解く こと 能 はざる べし 。「愛情、 好 

惡咸な 夢の 如し。 愛する も 愚かな り。 憎む も 愚かな り。 心 を 枯木に 等しう して 大 化の 中に^ 遙 する 
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に 如かす。 造化 夫れ 何物 ぞ、 我 を 弄する こと 何 ぞ斯の 如くなる や』 と。 是れ 厭世家の 常套. 語な り。 

世 を 厩 離す る もの、 何ぞ 愛の 至 道に 通 ぜん。 偶々 愛の 道 を 行 ふ もの ある も、 專ら 動物の 您に 牽れ、 

肉 情の 奴隸 となりて、 何の 分別 も 無く 色 海に 沈み 果 つるに 過ぎす。 其の 狀 恰も 泥土、 汚物に 身 を 塗 

みら す 豕に異 る もの 無け.， p。  一 八 九 0  ^ 九、 一 0  H- (曰 本 評論) 
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大擧 に緣故 ある 人々 が、 新體 詩なる もの を 創作せられ. たる は數年 前の ことなり。 韻文の 流行 敢て 

今日に 始まりし ものに 非す。 政府が 小 擧の敎 育法 を 改良し、 幼童の ために 唱歌 を 編 製し、 音 樂の講 

習 所 を 設けて、 西洋の 樂譜 を學ば しめたる が 如き は 皆 今日の 所謂 韻文なる もの を萠 出せ しめたる 機 

緣の 一端と も 見做すべき なり。 此に 世人の 注意に 上らざる 韻文 流行の 先驅者 こそ あれ。 其の 功績み 

だり に埋沒 すべから す。 外國 宣教師の 日本に 渡来して 福音の 弘 通に 從 事す る や、 流行に 先き 立ちて 

通俗 文の 敎書 を編述 し、 羅馬 字會の 未だ 起らざる まへ に 在りて 疾に羅 馬の 文字 を 適用した る こと あ 

り。 殊に 記憶すべき は、 世人が 新體 詩の 事 を 夢にも 知らす、 詩歌と さへ 言へば 平仄 七難 かしき 唐詩 

か、 若しくは 三十 一文字の 和歌との み 心得、 足曳の 山鳥の 長々 しき 夜の 夢 未だ 覺め 遣ら ざり し 間 

に、 內外 基督 敎 信徒の 中には 讃美歌なる もの 出で 来れり。 其の 初めは 拙劣な りしと 言 ふ 迄 も 無 


し。 天下 何もの か 拙劣 蕪雜の 有様に て氱 めら れ ざる もの あるべき。 基督 敎 徒の 讃美歌 は、 新體 韻文 

いやしげ どよめ 

の 破天荒 なるべし。 喂歌、 軍歌、 宴遊の 歌な ど繽々 と 現れ 出で、 拔刀隊 の 歌 鄙 偶 に 怒 叫き 立てられ、 

君が代の 軟弱なる 調子、 宛 かも i の ごとく、 秋の 野に 蟲の 音の 枯れん すば かりに 謳 はる k と 相 前 

後して、 新體の 韻文 は 次第に 開け はじめたり。 然れ ども 此ぞと 謂 ふべき 進歩 も 無く、  a を驅 り、 雲 

を 湧し、 萬斛 の^, 源 を 迷ら する が 如き 秀靈 なる 詩歌 出です。 新體の 韻文 は 在る が 如く また 亡きが 如 

く、 誡 とに 憑み 少き 露命 を繁 ぎつ- r ありし が、 國會 創設の 年なる 去年に 至り、 文 學の氣 運 稍 韻文の 

舆 起に 向へ る ものに 似たり。 蓋し 在来の 文學 にして、 礮然 たる 天職 を 確信す るより 出で しもの 殆ど 

稀れ なり。 近時 不適 當 にも 文學の 名を專 有する の 姿 ある 時流 小說の 類に 至りて は、 之 を 要するに 世 

人の 玩弈 物た るに 過ぎす。 其の 所作 は 封 巾 間 俳優の 演技と 異る もの 尠 なく、 田 舍大盡 の 取り 卷 きを 努 

め、 遊惰なる 令孃 のために 消閑の 手段 を 供し、 少年 子弟の ために 一杯の 火酒 を倾盡 し、 空中に 癱然 

たる 烟火を 看る と、 其の 趣 を 同う せる 快樂を 作り出す を 以て、 最上の 目的と はした る なれ。 遮莫誠 

に鹽 梅し がた きもの は 大名の 機嫌に 非す や。 世の 好尙と 云へ る 彼の 貴公子 は、 最早 烟 火に は 厭き 給 

へ り。 餘 りに 御意の 變ら ざるう ちに 何 をが なと は 彼の 文士 等の 苦心した る 所な らん。 其れ か あらぬ 

きのこ 

か、 新體の 詩歌 茸の 如く、 彼方此方に 生え 出で たり。 余輩 は 此の 流行が 堅固なる 正當の 動機に 導か 

れ、 國 民の 生活 上 眞實の 必要 ありて 生じた る ものな らん を 望む。 流行に 伴 はれて 動き 出で たる 人々 

の 底意 何 所に ありと する も、 其の 心 術 は 如何に 浮き立ち たるに もせよ、 此の 國 民が 詩の 勃興 を 要す 
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る こと 巳に 久し。 明媚なる 日本の 風光、 榮譽 重き 日本の 歷史 は、 現の 世代に 向って 詩人 を 呼 召し * 

清らかに、 高らかに、 また 美しく 妙に 謳歌 せんこと を 要する のみに 非す。 思 ふに 固有なる 天職 を 奉 

じ、 遠祖に も 遠 孫に も 特殊なる 責任 を 負へ る 吾が 現の 世代 は、 今や 產 みの 苦しみ をな しつ k あり。 

視ょ 如何に 此の 民の 心 胸 鼓動し つ k あるか を。 聽 けよ、 此の 民 呻吟 絶叫し つ. - あるか を。 此の世 代 

の 冀望は 何 所に 在り や。 蓋し 新聞紙 上淋 たる 墨痕、 國會の 議場 囂々 たる 夢、 および 紛々 たる 時流 小 

說家 の 洒落 は 、決して 能く 國民的 生命 の 底 蘊を發 露し 、其 の 心 胸 に 熱中 せ る冀 望を述 ぶる ものに 非る 

二  .  たまし ひ 

な ひ。 現の 世代の 生命の 神髓を 感得し、 國 民の 心 胸と ともに 動 棒す る 心魂 を 有し、 其の 理想の 觀念 

高く 天心 を 穿ち、 遠く 月界に 3r つる 詩人に 非 ざれば、 國民を 謳 ひ、 國民を 慰撫し、 國民を 指導す る 

こと 能 はざる なり。 新體 韻文の 今日に 於る、 其の 當に 抱負すべき 所 然く大 いなりと す。 豈 好事家 消 

閑の 餘事 として 見るべき ものな らん や。 グ リシ ャの 大賢、 プラト ゥ 其の 理想 共和 國卷の 十に 痛く 詩 

人 を 排撃して 其の 無用 を 嘲け ひ、 其の 害 ある を 罵れり。 世 或は 之に 雷同して 詩 を 無用な りと する も 

のな きに 非す。 iHii 々たる 彼の 連歌 俳諧の 流亞、 阿世 尙 俗の 作詩 家 は、 其の 新體 たると 古體 たると を 

問 はす、 余輩 ブラ トウの 痛罵 酷評に 向って 之 を 辯 護す る こと を 好ます、 否 辯 護す る こと 能 はざる な 

り。 然れ ども 詩 豈斯の 如き ものな らん や。 凡そ 現在の 事實は 理想 を 荷 はすん ば あらす。 其の 體裁形 

狀は 理想 を 表出す る ものな り。 然れ ども 余輩 は 未だ 現實の 生活に 理想 を 完成 具備せ しもの ある を 聞 

かす。 吾人の 耳目に 接する 世界 は 高 明なる 理想の 片破 月な.^。 其の 苗に して 未だ 秀です、. よく 實ら 


ざる ものな り。 地盤 已に 固く、 基礎 將に 成らん とし、 建築の 材料 參差 として 四邊に 散在 すれ ども、 

輪 奥の 壯麗、 金 殿 玉樓の 結構 は ェ師其 人の 計圖 想念のう ちに 存 する のみ。 此れ 人生の 實況に 非す 

や。 能く 凌雲の 氣を鈹 し、 宇宙の 生命と 一 致して 呼吸し、 靈眼を 開きて 眞理 を達觀 し、 夢裡 永在不 

變の 境に 遊び、 精神 天の 絕 高所に 飛翱 す。 之 を 名け て 詩人と 云 ふ。 詩人 を 罵れる プラト ゥ其人 自ら 

も 此の 種類の 詩人た るな り。 宜べ なり 千載の 下、 其の 散文に 遣せ る 詩 思 詩情 は 高骓秀 美の 光 を發ち 

て、 擧者 其の 淸冽 幽玄の 文 を 味うて 止まざる や。 美妙なる 感想 を 趣味 深き 韻文に 排列し、 讀む むの 

をして 夏日 炎熱 燃 ゆるば かりなる 時、 一 服の 淸凉劑 を用ゐ たるの 想 あらしむ る は 詩な り〕 人生れ て 

世に 在る や、 或は 活 世界に 活動す る こと あり、 また 或ると き は 退 守 虛默、 幽靜の 中に 獨 坐して 凝 思 

冥想し、 若しくは 睡眠に 入りて 無 何 有の 鄕に 遊ぶ。 活動す ると 靜守 すると 何れ か 重き。 余輩 其の 間 

に 優劣 ある を 見す。 爲さビ る ありて 始めて 爲す こと を 得べき のみ。 活動、 また 活動、 唯 働きに 追 は 

つ *  ーノ 

れ、 勤勞に 役せられ、 此の 寬 かなる 天地に 脊を 縮め、 眉を蹙 め、 春 咬へ ども はす、 鳥 歌へ ども 怒 

罵 嘲笑の ほか 其の 口より 出づる ものな し。 喧 此の 如き 人 は 生きながら 阿 鼻 地獄に 墜ち 入りた るに 非 

す や。 詩豈 節奏 ある 昔 響の 謂 ひならん や。 天地 は 詩な り。 人生 もまた 詩、 詩情 的の 眼 を 以て 天地人 

生を觀 察し、 胸に 固有せ る 詩 性を發 露せ しむ。 是れ 今日の 一大 要務に 非す や。 此の 生命の 水 を 汲む 

ひひ 

べき 所、 何 所に 在り や、 眞 正なる 詩人の 謳歌す る 所、 生命の 氣冲 りて 天に 達し、 大人 は 赤子の 心 を 

恢復し、 白 頭猶ほ fc^ の 如くな らん。 詩の 用 僅かに 斯の ー點に 止る ものに 非す。 時として は 狂亂せ 
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しに やと 疑 はれた る佛人 ァゥガ スト • コム ト 曰く 『世に 政治の 詩なる もの あり。 斑 言 的の 眼を以 

て、 人類 更生の 理想 を觀 じ、 社會の 進歩 するとと もに 漸を 以て 近付き 來 らんと する 新 天 新地 を 冥想 

して 之 を 吟詠す る もの は眞 正の 詩人に 非す や』 と。 詩の 世 道 人心に 關 する こと 此に 至りて. 多に 其 

の 佳境に 達せん とす。 帝 國議會 の 開かれし 當初 府下の 文士、 國粹宴 を 張り 國會の 無風 流 を 嘲け り 

ぬ。 識者 之 を 見て 其の 不當を 咎め、 其の 道心に 乏しき を 歎きたり。 余輩 もまた 彼の 國粹宴 の 無 まな 

りし を 知る。 然れ ども 紛々 たる 帝 國議會 また 甚だ 無風 流に 非す や。 余輩の 所謂 無風 流と は 國粹实 の 

先生 輩が 說く 所と は 異なる もの あらん。 是 は眞、 彼は僞 なり。 花に 嘲 ひ、 月に 葬 ひ、 し りこ 談を 高 

うし、 論 を 放に する は眞 正の 風流に 非す。 然 かせざる もの また 必ら すし も 無風 流な りと 謂 ふべ から 

す 余輩の 風流 は 大いに 之と 異なる もの あり。 々たる 徒 黨の爭 を 事と し、 小利 を 偏執し、 權 勢に 

垂诞 し、 政 費 節減の 聲 裡に苞 f 且 横行の 臭を傳 へ、 目前の 政治に 心 を 奪 はれて 遠大の 經濟を 忘れ、 . ソレ 

に拘 はり、 得失に 縛られ、 唯 物に 僻して、 超然 物 外に 遊ぶ の氣象 無し。 彼の 三月 夢に 周 公を兑 すし 

て 嘆息す。 是れ此 孔子の 詩に 非す や。 眼前に 琵琶湖の 水漫々 たる を 見て 『大 いなる かな 神禹の 力』 

と 絶叫す" 是仁齋 の 詩に 非す や。 大義 難に 赴き、 身 を 犧牲に 供して 世 を 救 はんと 欲す。 是の 精冲は 

詩に. Trn す や。 何の 詩 か 献身 至誠より 美なる もの あらん。 何の 歌 か 理想の 光明に 照 さ， C -、 邦家 一身の 

大計 を定 むる に 優る もの あらん や。 余輩 は 帝 國議會 が 『ボ ェチ カル』 となり、 日本の 政治家が 詩 巾 W 

的と ならん こと を 望む こと 切な. 5;,。 


近日の女舉雜誌にm舍；^:w人、 亂酒 詩人と 題した る 一 篇 あり。 善く 今の所 謂 詩人 を 批評し、 其の 人 

生に 迂 なる を 痛論せ りと 謂 ふべ し。 記^^の所說大ぃに余等が素論の精神と暗合するもの ある を 喜 

ぶ。 

顷日 文の 新 m を 開拓 せんと 欲し、 汲々 として 其の 擴 張に 從 事す る もの 尠 からす。 忍 月 氏の 如き 

は非^£なる裔發を以て戯曲論を作り、 山 美妙 氏 は 其の 文 論て ふ 長 篇を國 民の 友に 連載せられ、 

時として また 作の 新 體詩を 世に 公 やけに す。 忍 月 氏 は 得意の 批評家な り。 其の 戯曲 論 は莶々 勢力 

を 張らる k ことならん。 美妙 氏 は才愦 湧く が 如く、 其文舉 上の 意匠 稍 新 創なる もの あり。 其の 着眼 

往々 にして 世間の 流行に 先き 立ん とす。 其の 詩人た るの 惯愤 幾許 か ある、 之 を 論定す べきの 時期 未 

だ 到来せ ざるが 如し。 美妙 氏の ig 文 論に、 精 親なる 論鋒 を 向け、 手酷く 其の 弱 點と覺 しき 條々 を 非 

難した る は 近刊の 國 民の 友に 見た る K • U 氏の 文な り。 其 人 は 余 W が 知る ものなる が 如く、 また 然 

ら ざるに 似たり。 其の 何人なる を 問 はす、 詩 美に 熱心なる 論者なる こと を 知る。 氏の 說く所 

過失な きに 非す とい へど も、 着眼 其の 正 當の點 を 去る こと 遠から すと 謂 ふべき か。 梅花 道 人、 湖處 

子の 作詩 を 評して 急激 派と 一 百 ひ 放てる は 幸 田 露 伴 氏な り。 日本語の 脉^ 系 續に關 せす、 和歌 從 前の 

發育を 無視し、 文攀上 歴史的の 繼 續を斷 ち、 妄りに 作り、 妄りに 謳 ふ もの を 呼んで 近世 新體詩 家中 

の -激 派な りと 謂はビ 其の 名 稱或ひ は當れ りと せん。 詩の 形に 模擬せ る小說 的の 散文に 詩と い へる 

名稱を 下す こと 某して 穩當 なるべき か、 余 等 は 之 を 知らざる なり。 雲峯淺 花の 二 氏 は 露 伴 氏の 所謂 
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溫和 派な りと す。 古来 日本に 流行せ る 詩歌に 束縛 せらる &が 如く 見 ゆる は、 彼の 二 氏が 温和 匠に g 

すと 評せられ たる 所以なる べし。 雲峯 氏の 知 盛 卿 は 余综の 論す る 所に 非す。 唯 雲 峯氏は 前途 多望の 

詩人な りと 評せん のみ。 殘花 氏の 歌 は 厘々 日本 評論に 揭 載した る 所 なれば 本誌の 讀者中 巳に 其の 惯 

値に 關す るの 定論 あるな らん。 其の 朝の 歌 は女學 記者の 激賞せ し 所な り。 其の 夕と 題せ る 一 篇の如 

き は 余 等 殊に 絕唱 なりと して 之 を 推薦せ すん ば あらす。 史詩 玉藻 は 一 の長篇 なり。 之 を 大作と 謂 は 

んは 未だしき 所 ある を 免れす。 雲峯殘 花の 二 氏 和歌の 桎措を 撒し 去り、 其の 凡なら ざる 詩 思 詩情 を 

人類の 生命 海中に 游泳せ しめ、 其の 11 歌す る 所 をして 更に 勇猛なる 地歩 を 占む るに 至らし めば 高 妙 

の點に 造詣 せんこと を 期して 待つ べきな り。 

之を稱 して 新體 詩と 謂 ひ、 新體韶 文と 謂 ふ。 體 裁の 新たなる を 謂 ふか、 抑 また 趣向 精神の 舊 に異、 

る もの ある を 謂 ふか。 依然た る 一 一十 一 代 集の 精神に 被らし むる に 稍 新たな りと 思しき 衣服 を もって 

する は新體 韻文の 本意なる か。 十七 字に て すら 五月 蠅き其 角 流の 洒落 思想 を述 るに 長々 しき 彼等が 

所謂 新たなる 體裁を 用ゐん とす、 是れ 古き 酒 を 新しき 革 褻に 盛るな り。 囊 裂け、 酒 f に 出で て、 兩 

者と もに 全き を 得す。 世人の 所謂 新 體詩實 に 此の 弊 ある を 免れざる なり。 蓋し 新體 詩、 舊體と 其の 

實 際に 於て 異なる 所 は 長短の 差 あるの み。 五十歩百歩の g と は 其れ 是の 如き もの を 謂 ふ 乎。 五十 歩 

にして 百 歩 を 笑 ふ、 郯人孟 1: 曾て 之 を 不可な りと 言へ り。 今や 然ら す。 新體の 長き を 以て 奮 體の短 

きを 笑 はんとす。 百 歩に して 五十 歩 を 嘲け る。 古今 時勢の 異なる こと 何ぞ g く 甚だしき もの あり 


や。 沐候 にして 衣冠す る ある も、 唯 看る 人の 嘲笑 を 招かん のみ。 徒らに 體 裁の 末技に 走りて 詩の 本 

領を 得たり とし、 女舉 記者の 謂 ふなる 田舍 詩人 亂酒 詩人 睡餘洒 後の 放言 痴語を 衣冠す るに 如何なる 

猶を 以てする も、 余^ は 其の 贵 ぶべき 理. ffl ある を 知らす。 詩の ために 體裁を 論す る は 可な り。 然 

れ ども 其の 精神 を 論す る は に 必要な りと 謂 はすん ば あらす。 其の 精神に して 見る に 足らす、 妄り 

に體 裁に 汲々 として 議論 を鬪 はせ、 句 を 鍊り章 を 銀 へんと する が 如き は、 余 等の 取らざる 所な り。 

昔時 サ マリヤの 婦活水 を 野中の 井に 求め、 釣瓶 を 以て 之 を 汲まん と 欲す。 活水を 土中に 覚む、 土臭 

紛々 たる を 免れす。 今の 詩人 其の 詩 思 詩情 を 塵芥のう ちに 埋め、 直立 天 を 仰ぐ の 眼 を 以て、 唯 横 さ 

まに 俗世 を俯視 す。 彼れ 章句 昔 響の 手段 以て 眞 個の イス ンピレ ー ショ ンを攫 取 せんとす。 區々 たる 

一 小器 を 土中に 下して 活水を 汲み出 さんと 欲す。 其の 望む 所 は轅を 南に 向けて 身 を 北に 至らし めん 

と 欲する に 異ならざる なり。 何ぞ 其の 汲 器の 新 故 を 問 ふを須 ゐん。 サ マリヤの 婦 また 曰く 『此の 井 

は 遠祖 ヤコ ブの 遺せし 所 之に 由ら すん ば活水 得て 掬すべからざる なり』 と。 嗚呼 何ぞ 其の 見識の 小 

なるや。 今の 詩人、 即ち 一派 守舊の 詩人 は 奮に 由り 往時に 泥み、 先人の 糟 粕を甜 りて 詩 思の 發達を 

謀り、 景樹と 呼び 桃靜 翁と 叫び、 新 體の粧 を 凝らしつ k 和歌 俳諧の 氣骨 精神に 役せられ、 魔 的の 風 

流に 驅使 せらる。 嗚呼 何ぞ 其の 不見識 なるや。 何ぞ 其の 固陋なる や、 -耶穌 首 はす や 『凡て 此らの 水 

を 飲む もの は渴 かん。 然ど 我が 與 ふる 水 を 飲む もの は 永遠 無究渴 くこと 無 けん。 我が 與 ふる 水 は 其 

の 中に 泉と なり 湧き出で て 永生に 至るべき なり』 と。 余 は 今の 詩人が 其の 意 を 此の インス ピレ ー シ 
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ョ ン の巌 源に 向けん こと を 望む。 

き 詩人よ。 汝が歌 ふ 所の 此の 天地の 美 はし さよ。 春 曙梦、 江河 山岳の 美 養に 季 ベく、 

すへ きなり 汝は 天の 萬 物 I 育す るに 感じて、 『ま 仁 天の 如し』 と 云 ふ。 拳 久しく 外 こぁリ r 

up 『故 の 山 笑 1 之 を 待つ』 と 輝す。 a 汝は mi 

と 歌 ふ 寂々 たる 黄昏、 墙の樂 しげに 飛び 行く を 眺め 遣りて F 鳩 i もがな』 Is^. 

は 詩仙 ダビデ 王に 非す や。 花に淚 I ぎ、 

k の： 力く に 感じ、 i^<§ia  S 梦、 江河 山岳な り。 f 

a 汝は 形を經 由して 無形の 霧に 接し、 g を 媒介と して 旣に超 si づきた：： 

u^ufY て 何 r ラスキン 曰く 『. ^て 偉大なる 藝は 上帝の 妙き S 樂 しむの III 

^ ものな り』 と 此の世界 を 以て 一大 機械と 做し、 萬 物の 騰、 天地 の顯象は 翠 

si  i むる が 如ぐ、 i る！、 薦 ぶが 如く？  n 

れ主 f 暴 f して、 吾が 心の 反射の み。 i0fisn^sii 

霧 s、 蔡 衆多、 露出 I あしと いへ ども、 g む もの、 m 

1 存在す るに 非？。 痴犬 己の 影に f  、ナ ルシ 力水 面に 映射せ る 己の， 眷戀 す。 ，^へ 地 こ 

叫む 花に 泣き 鳥に 驚く の 愚、 何ぞ 之と 異なる ものな らん や。 嗚呼 此の 不信 說！ 此の 懐疑論 f 

是れ詩 思の インス。 ヒレ I ショ ン を枯 死せ しむる ものに. 非す や。 此の ヴ讓ム に 入らば、 ミルトン も m は 


す、 ダンテ も.！！ はす、 テ 一一 ソン も 謳 ふこと 能 はす。 旣に 詩の 穴 r- 氣 無し、 ； おん ぞ 詩の 音響 を傳 ふるの 

便 あらん。 詩人 吟詠して 曰く 『さても 此の世の 樂 しさよ』 と。 此れ 或は 其の 實情 を寫 出した る もの 

ならん。 然れ ども 試みに 問 はん、 唯 物 の 世界 眞に斯 の 如く 樂し きか。 古人 は 月 を晃て 『これ まこ 

とに 愛すべし、 然れ ども 積れば 人の 憂と なる もの を』 と 謂 ひたり。 宗 敎の覺 悟な きもの 能く 之と 異 

なる 田し を 抱く こと を 5£ん や。  一 八 九 一年 一 H: (日本 評論) 

畫伯 フ ラ ン ソ. ァ* ミ ー H 

佛都 パリ を 一遊せ は、 喋々 口 を 極めて 其の 豪奢 を談 じ、 佛國は 都鄙 舉て 歌舞 終 歌に 日月 を 送 

り、 恰も 楊 州を歐 西に 觀 るが 如しと 云 ふ。 この 驕傲の 國が 虎狼の 隣邦に 交り、 能く 一 國の獨 立 を 得 

ん やと 誰か 疑 ひ を 抱か ざらん、 然れ ども こ は 佛！： を 表面よ.^ 觀 察せし ものにして、 この 羅甸 人種が 

あまた、 び 歐洲列 國の覇 植を擎 握せ し は、 佛都 パリに 嘲 月 弄 花の 士 民の 力に 非 すして、 質朴 剛毅の 

. 野人 が m  ^ に 養 ひた る實カ に 基く と 知る ベ し。 

畫伯ミ ー ェ もこの 野人 の^に 人と 爲 りて、 豪奢 華麗の 喝釆を 博せ しこと なく、 終身 斗酒 斤 肉 だに 

ー飽 せす、 矮屋の 中に 起臥 し^子 を 採 ひて、 殆んど 饑餓の 間に 大 題の 畫を 成就せ し 一 筒の 偉丈夫な 
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りき。 

幼時の さま 

氏 は 千 八 百 十四 年 十 1H 四日 佛國 グル ー シ ー の 奥 家に 生れたり、 父 は S 組 を 手に し、 田 問に 孜々 

として 耕械 する 人 なれ ども、 時に 梁 父の 呤を 嘯く ごとき 高潔の 君子に して、 资性 脊樂を 好み 叉 天然 

を 尤も 愛せし 人な りき。 母 は 豪農の 令嬉 にして 元より 宗敎に 心 厚く 敬虔の 信者な り、 妻と なり a> と 

なりて 叉 三 遷の遣 風 ある 賢婦 なりき。 氏 は 多く 祖母の 手に よりて 生長せ し 人な り、 其祖 ai> ま たこ 

れ 父母と 同じき、 閑雅 貞淑の 婦人に して 育 養の 間よ く 敬神と 美術の 精神 を 感化せ りと ぞ。 或 日 氏 は 

朝暾の 玻璃 窓に 映す る を も 知らす 熟睡せ し 時、 祖母 は 氏 を搖り 起して 

フラン ソァ よ、 起きよ、 軒端の 雀 は 早くより 祌 愛を唱 ふなり、 はや 起きよ、 

と、 朝 募些々 たる 事に も、 かく 天然によ りて 神 愛を說 き、 基督が 野の花 空の 鳥 を 以て、 眞理 を敎へ 

し 如き 有様な り。 然れば 氏が 一門 は 多く 文藝の 人に 富み、 叔父の 「人 は 化舉者 なれ ども、 常に モン 

テヌ、 パスカルの 如き 書 を愛讀 し、 叉 名山 大 川の 践跛を 好みし 人な り。 他の 叔父 は 天主 敎傲 にして 

f  ^ の 如き 之れ また 脫 俗の 人な りき。 か >  る 高潔 優美の 血液 を傳 へし ミ ー H なれば 父 をめ けて、 

耕 転に 從 事せ しと 雖も、 十二 歳の 妙齢より 早く 羅甸 語に 熟達し、 ゥはル ジルの 古詩 を讀 み、 其他聖 

徒の 一一 一一 口 行錄、 ァゥ ガス チンの 信仰 吿 白、 フ H ネ n ンの 著書 等 を愛讀 し、 讀 書の 快 樂に 耽る の 有様な 

りしと ぞ 0 


畫師と 心 を 定めたり 

大人 J!?; 子が 經 世の 大事 を負擔 し、 邦國に 大業 を垂る も、 文舉技 藝の士 が 不朽の 藝術を 遣む る も、 

偶然の 事より して 自家 使命の ある 處を 知り、 終に 或 一事に つきて 其 身 を犧牲 となし 倒れて 止む の壯 

快なる 事跡 を 見る に 至る こと あり。 ミ ー H が 総 畫に著 手せ しも 初より して 從^ 慂 する 親族 もな く獎勵 

する 友人 も 非 ざり しが、 錐 は 永く 嚢中に 藏れ てお はらす、 燈火は 斗の 下に 輝く ものなら す、 或日敎 

會 堂より 家に 歸 りし 時、 不 圖或圖 案を畫 かんと 思 ひ、 木炭の 一塊 を 取りて 其 意匠 を畫 きしに 發れ 

り。 一旦 天才の 微光 を：^ せし より、 父母 親戚 朋友 も 氏に 緒畫 を學ん で、 生計の 途を 立てん 事 を勸め 

たりと ぞ。 氏 は 近き シ. 5. ル ボルダに 出で てモ 1 'シュ ルと稱 ふる 人 を 師と爲 せし が この 師も 氏が 前途 

をト して 旣に 運命の あると ころ を 知り 得たり とぞ。 

地 仙と 尊ばれし 李少陵 も、 蘇 國の詩 伯と 仰がれし ボルン ズも、 餓 塞の 爭鬪 を經て 後ち に、 玉 振 金 

聲音 として 備 はらざる なく 五 金 七 玉 器と して 全から すと 云 ふ 事な き 妙 境に いたりし なり。 フラン ソ 

ァ*ミー H の 天才 を完 からし めんと て か、 父の 死後 パリに 出で 綾畫を 修めん とせし 時より、 氏 は 終 

身殆 んど餓 寒の 爲に 寧日な く、 都鄙の 間に 彷徨して 僅に 家居の 小康 を 得し も 矮屋に 住して. 欄豚舍 

に 接し、 妻子の. g 囂の 中に 悠然として 得意の 畫を 作りし なり。 

困難なる パリの 生活 

氏が 初めて パリに 上りし は、 維時. 一月の 雪 夜に して、 氏 は閑靜 幽雅の 村落より 熱鬧 紛擾の 大 都に 
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入り、 特 if 建て 列ね し 家 Q 上 f れば 汚菌籍 として、 S の 中に f が 如 I なれば、 ^ 

閑 S 人の  一 f  ，あた ふ II。 然れ ども 氏 はか 巷に 住して、 |を尋せ し 

そ 11、  |の家 を 思 ひ 今や 母 は 如何なる 有様に て 暖爐の 前に 坐し 誰と讓 せらる ネ、 

この 磨た る， I 霧し t ふ嘗 f て、 I 皇め 5 や、 祖母 笑いなる II け，. 

力ら If 讀み てきす や 又は 難し mfil りて おはす や、 1011 

拿 もよ く靈を I しゃ、 余が 接ぎし i は 如^る かと 俯仰の 鐘 S へ t 中產次 f 洗 

はんが 爲に 街路の f に 就きし 事 ありたり。 氏が パリに て 墓 を舉 ベる や、 ヮ トォ、 f  i 

の 霧 は 斥け、 彼の 『卞 ブル』 a ミカ H ル. アンジェ 。、 マンタ ンャ、 f サ； や 

を 看し、 數 名の 師に 就きし が、 到窗禽 の II けたり。 然れ ども 氏 が薦は |§ ま 

て、 技術 上の S を 受けん と爲 せし, 不 章なる 師が勸 If  、 つ ひに パリ i て 其の 灰 マ ン 

« -と獨 立の 畫室を 開く に 至 匕り。  ： 

古今東西 を 問 はす、 文爵 藝の士 がー 生の 行路に あたり、 躓く 石と もな り、 又は 大名の f を 築 

く 司き 隅の 石と も なれる は、 時好の 潮流と 云へ る 一事な り。 ミ 氏が I の讓 I き S の 刷き 

右手に 携へ 色彩の 和合 f 左 f 執り、 社畜 出る や、 潮流 は 激して ミ 氏备； に 反 對の卞 

向に 進み 氏が 熟練せ し 技倆 も 更に 施す 可き 燈く、 終に 友人の 助 I 從ひ、 平 磨 節 を 屈し、 ット 

才 フ ー シャァ の 流れ を 汲み (ッ氏 は 美女 美男の 如き 今様の 容姿 を畫 きて 佛國 の鎗畫 をー變 せしめ 


し 一 世の 大家な り) 漸くに して 二十 『フラ ンク』 の 報酬 を 得たり とぞ。 

後！ r び パリに 移りて、 頗る 寒 ひお を 極めたり と雖 も、 親友の 愛憐に より、 辛く 雨露 を 凌ぎ、 飢渴を 

支え、 や- r 畫名を 都下に 知らる るに 至れり とか や。 

畫 題に 一 機軸 を 出す 

時 氏が 手に なりし 输畫中 特に 世人の 喝釆を 博せ し は、 ァ ブラ ハムの 妾ハ ガル が 主婦の 妬に よ 

り、 其 子 イシ マ H ル の vi^ を携 へ、 四 邊荒漠 として 日光 眼 を 射る 砂漠に 醪 泊し、 全身 殆ど 裸體 となり 

て 路傍に 困憊せ るすが たなり き。 

斯く氏 は 裸 體の背 像 をのみ 多く 畫き、 一時 この種の 書： 家と して 人に も 知られ 己 もまた 財囊 を、 や 

ゃ暖 になせ り。 一 日 ミ氏は 深き 意匠 も 凝らす、 牧草 の 堆積せ し 傍に、 一 人の 農夫が 草 刈 る 所を畫 

き、 n ら其 畫に滿 足せし 事 あり、 是れぞ 氏が 畢生の 腦 カを沃 ぎて、 大名 を 世界に^ かせし、 後 曰の 

畫 題と はなり にけ り。 

或 日 氏 は 幕れ 行く K.^ を 眺めつ & 窓に 肱 もたらして、 四邊を 望み 居りし 時、 其 窓 下 をば 何事 かニ靑 

年の 高 藤に 語り ゆく あり。 不圖耳 をと めて 聽 けば、 氏が 畫 きし (浴 中の 美人) にっきて 語るな り。 

畫 きし 奴 は 誰ぞミ ー H と 云 へ る 奴な り、 彼奴 は 斯る晝 題 をのみ 畫く 奴な.^ と 冷評し つ 過ぎ ゆく 

なり。 ミ氏 は此宵 年の 批評に 驚き、 已はカ 弱くして 平素の 志操に 背きつ、 遂に この 冷評 を 聞く に 至 

れり。 漸愧の 心に 堪 へす、 斷然筆 を 裸體の 美人に 絶ち、 生 平の 精祌を 貰かん と 心 を 決せり。 tl^ (妻に 
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對ひ 今日 余が この 畫 題に (美人 圖の 如き) 筆 を 擲ち天 眞の圖 を 晝く時 は、 生計の 途を がた し、 汝 

の 思 ふ 所 は 如何と、 計りし に、 妻 も又畫 伯の 妻 君た るに 恥ぢ す、 淚を拭 ひ 奪 然として、 君が 志操 を 

達せよ、 妾 は 君が 爲に 生計の 苦 を 忍ばん と 答へ たり。 

ミ氏は 其 後 パリの 紅塵 中に 流 轉顚沛 し、 辛酸の 極に 至り、 加る に佛國 革命の 亂に 際し、 さなき だ 

に 花客の 乏しき 畫 H なれば、 今 は 旦暮の 術計に 盡き 果て、 夫婦 は 二日 間 全く 飲食 を絕 ち、 爐中 また 

燃す 可き の 一 木片な く、 凍 I ぬして 立つ こと 能 はす、 偶々 或 人の 愛憐に より、 些少の 金圓を 得し 時、 

I 語 『謝す』 と 云 ひし 而己 にて 匆忙 市に 奔 りて 薪 を 購求した りと ぞ、 凍 の 樣思ふ 可き なり。 

其 後 氏 は 居 を フォン タ ン ブ n 1 州の バ アビ ソ ン 村に 矮小な る 一 屋を購 ひ、 欝蒼 とせ し 森林の 傍 

に、 幽靜 なる 閑居 を 卜し、 二十 七 年間 田園の 畫 題に のみ カを盡 しぬ。 其 家 とても 庖厨 畫窒寢 窒の僅 

に 三 間の みなれば、 後に 畫窒を 庭園の 一隅に 建て、 午前に は 田 間に 耕 転し、 午後に は 綠樹晝 ほな 暗 

き 畫窒に 筆 を 執れり。 あ \ 佛國の 淵 明 斗 米の 爲に膝 を 屈して 畫を 信ら す 

少無適 俗 韻、 性 本 愛 丘 山、 方 宅十餘 畝、 

草屋 八 九 間、 楡柳蔭 後 園、 桃李 羅堂 前、  ， 

陶 潜の 詩趣に 近き、 ミ 氏が 冲 潜の 氣節 愛す 可き 哉。 

ミ氏 はこの 幽居に て、 ルツの 圖に 意匠 を 凝し 能く 當 時の 風俗 を摹 し、 ^><農民播種の圖を|;-して、 

ノルマ ンデ ー の 古風 を寫 しぬ。 斯 く高尙 優美の 繪畫を 夥く畫 きたり、 特に 名 聲の喧 すしき は 農夫の 


接 枝す る li 及び 農夫が 鋤に 倚りて 憩へ る 11 なりき。 甲 は 千 八 百 五十 五 年の 萬國博 覽會に 出し， 乙 は 

千 八 百 六十 三年に 畫 きし 物な り。 氏の 畫題 は斯 くの 如き 農民 勞 作の 圖、 又は 村嬉野 翁の 無邪氣 なる 

所を靈 きしに ぞ、 世人 は 一時 氏 を 目して 社 の畫 ェと稱 する に 至れり。 

我が 國 維新の 前に あたり、 浮 田 一 薏が兒 島 三郞の 櫻樹を 削りて、 天 勾 踐の句 を 書せ し 圖を畫 き、 

一時 勤王の 士の 精祌を 鼓舞せ しと 聞く、 總畫の 人 を 動かす 決して 少 小なる 事なら す。 基督 は 天空の 

鳥、 田 問の 花 を 以て 吾人に 立命 安心の 道 を 敎へソ P モ ンが榮 華の 極す らも、 朝露の 重き 一 枝の 百合 

花に 及ばざる 事を說 けり。 ミ ー ェが 田園の 光景 を畫 くや、 又よ く 看る 者 をして、 額 上に 汗して 勞作 

すべき 訓戒 を 知らし めたり。 洋々 たる 村 嬢の 謳歌、 嬉々 たる 稚兒の 笑顏、 堤 上の 歸牛、 叢 間の 羔の 

圖は 蝸牛 角 上に 銖利爭 闘の 社 會を脫 し、 悠々 たる 田 間の 樂を 知らし め、 確かに 一種の 福音 圖解 と稱 

す 可き 物 多し。 

榮譽 及び 老年 

千 八 百 六十 七 年の 萬國博 覽會に 『レジ オン、 ォブ、 オノ ー ル』 十字架 賞牌 をば ミ ー H 氏 は 得た 

り。 この 賞牌 は 佛國文 學技藝 の 士は云 ふ もさら なり、 牙籌の 吏、 千 城の 武夫 もこよ なき 榮譽 と爲せ 

る 賞牌 なれば ミ 氏が 賞牌 を領 する 時 は、 喝釆の 聲四邊 を 震動せ りと ぞ。 氏が 成功の 日は遲 緩な りし 

が 終に ー畫 千金 を 以て 爭 ふに 至れり、 歿後 益々 赫々 たる 名 聲は歐 米諸國 に疆 きわたれ り。 

ミ 氏の 老年 は 再び 戰亂 の爲 に、 追放の 難 を 蒙り、 更に 辛酸 を 重ねたり と雖 も、 千 八 百 七十 四年佛 

畫伯 フラン ソァ ：、、  — ェ  二 〇 七 


翥伯 フラン ソァ ：、、一 ェ  ニコ \ 

lie/ 

國 政府の 聘に應 じ、 『パン セ 1- オン』 サン ゥ ー ブ禮拜 堂の 装飾 を 修理す る こと を檐 任せし が、 惜 哉き 

疴に摧 りて、 其 功 を 栗 さす、 千 八 百 七十 五 年 j 月 二十日 中道に して 溘焉 この 世 を 逝れり、 

一八 九 一年 1H: (ほ 本 評論) 

愛 國、 輿 論、 新 聞 紙 

愛 固と は 何ぞ。 如何なる 人士に 負 はしむ るに 愛 固と いへ る 滎名を 以てすべき や。 世間 似て 非なる 

もの 多し。 紫の 朱 を 奪 ふ は、 古今の 通弊に 非す や。 

吾人が 母の 胎內を 出で、 初めて 太陽の 光 を瞻、 初めて 己の 方言 を學 び、 幾多の 歳月 を經 過し、 家 

庭の 苦 樂を味 ひ 知た る 所、 之 を 吾が 鄕圃と 云 ふ。 其の 山 は 慕 ふべ く、 其の 川 は 愛す 可し。 故國の K 

野 地み な 忘る 可から す、 常に 其の 眼前に 遮りて 遠征の 人を惱 殺す。 此れ 吾が 祖宗の 國 なり。 お 等 

の 汗 は、 其の 土壌に 滴りぬ。 彼らの 血 は、 其の 饗 ある 幾多の 戰 場に 流れたり。 彼らの 痕跡 は、 吾が 

衣裳に、 慣習に、 言語に、 終に また 文章に 殘 りて だ鮮 かなり。 吾人が 國を 愛する は、 1^ に 邦土 を 

愛する のみに 非す。 愛 國の眞 意 は、 國民を 愛する に 在り、 其の 歷史を 忘れ 難く 覺 ゆるに 在り、 夢寐 

の 間に 其の 英雄と 交通す るに 在り。 


人已に舊の精神を^:3;ぶと首は^-、 其の 自國の 已往を 愛 重し、 其の 美粹を 保ちて、 天の 之に 赋與 

せし 特1|3： を 維持 せんと 欲する こと 知る 可き なり。 然れ ども 眞 正のお 舊 は、 旣往に 束縛 せらる X もの- 

に 非す、  今に 居て 能く、 過去 を繼 承し、 其の 精神 を擴充 して、 大いに 將來の 新田 地 を 開拓す る を 期 

する ものな り。 徒らに 已往を 再演す る は、 愛國 者の 本意に 非す。 祖宗の 遣 業を弘 め、 汲々 として、 

其の 大成 を圖る は、 國を 愛する もの \ 志す 所な り。 往を 承け、 來に繼 ぐの 大義 を 忘れ、 漫 に國粹 の 

主義 を唱 へ、 鎖國 的の 國 民論 を 主張す る は、 抑 また 愛國の 本義 を 誤れる ものに 非す や。 此 主義に. 3 

りて、 政治 を 論す る もの は、 實に 固陋に して 其の 圃に 害する こと 甚し。 此 主義に 由り て、 美術 を 論 

する もの は、 吾が 邦の 終畫 をして、 目下 開會. ^なる 美術展 覽會の 範圍を 超 出す る こと 能 は ざら しめ 

ん とす。 此の 輩 は 生 平 怫敎を 信ぜす、 また 神道 を 蔑視す。 然れ ども 談偶 宗敎に 及ぶ とき は、 力 を 極 

めて 基督 敎を 排擊 す。 貿易の 上に、 保護の 政策 を 行る は、 吾人 之 を 知る。 此の 輩 は 則ち 然ら す、.. 宇 

i 由の 公有物に して、 萬 邦に 流通すべき、 美妙に、 學 問に、 また 眞理 に、 保護の 政策 を 行 はし めんと 

欲する ものに 似たり。 音樂 に、 緣畫 に、 また 宗敎 に、 凡べ て 目 を 後 面に 專ら にして、 悠々 たる 文運 

^^の 

の 前 程 を 望む こと をせ す。 是れ豈 に 進歩の 道な らん や。 一 國の 民、 其の 自己 を 執りて、 固く 立た 

す、 妄りに 外國の 風暂、 文物に 屈從 し、 奴隸の 如く 其の 模倣に 奔走す る は、 吾人の 非難す る 所な 

り。 吾人 は c„i なる 國民 主義に 左袒 す。 然れ ども 過去の 井中に 起居 游泳して、 天地の 犬なる に 心 付 

かす、 頻りに 進歩の 路に阻 碍を加 へんと 欲する の 徒、 即 はち 愛國の 名を藉 りて、 天 下 有志の 人を讒 

愛國、 輿論、 新聞紙  二 〇 九 


愛國、 輿論、 新聞紙  一二 〇 

害せん と 試みる ものに 至りて は、 吾人 其の 固陋なる を 笑 ふと 同時に、 其の 眞 正の 利 を 害 ふこと し 

きを 惡む なり。 己れ を 知りて 他 を 知らす、、 偏隘 なる IhM 域に 跼蹐 して、 廣く 人類の 同情 同感 乞 求め 

す、 固陋なる 國 民の 精神 愈々 盛んにして、 人類の 資格 を 萎縮せ しむる こと 漸 やく：！： し。 之 を 名け 

て、 野 蕃と稱 す。 惟 ふに、 文と 野と、 其の 151! 別實に 此の 一 點に 在りて 存す。 所謂 國民 主義、 即ち 就 

中 其 極端なる ものに 至りて は、 國 象 をして 野卑なら しむる ものな りと 謂 はざる ベから す. - 吾人 u よ 

り國 民の 本色 を 保有す るの 必要なる を 知る。 然れ ども また 之と 同時に、 宇內の 大勢に 羞 眼し、 人類 

全體の 大目 的に 注意し、 人類の 一 部分と して、 日本 國 民の 分當 さに 務む ベく、 修 むべき 所の もの あ 

る を 忘る ベから す。 酉 々たる 小 流に 拘泥せ す、 廣く眼 を 放って、 人類の 歴史て ふ 大潮 流を觀 察せ 

よ。 東西 國を 異にし、 人種 を 殊にす とい へど も、 人類 は 或る 數點に 於て、 共通の 目的に 向って、 進 

みつ \ あるに 非す や。 之 を 成就す る は、 ー國 民の 得て 能くす る 所に 非す。 天下の 諸 邦 固、 一.ti ひに 並 

行して、 之に 進むべき なり。 來 西の 國民、 互 ひに 取り 若しくは 與 ふるの 關係を 保ち、 胸襟 を寬ろ 

げ、 猜忌を 去りて、 美 を 競 ひ、 長を鬪 はせ、 劣 を 去り、 優に 就く を學 ばざる ベから す。 凡そ 何事に 

限らす、 國21:{ たる もの、 妄りに 己れ を榮 とし、 己れ の 中に 退 居 籠城 するとき は、 萎微 不振の 勢 ひに 

陷 らんこと、 鏡に 懸けて 視 るが 如し。 察せざる ベ けんや。 

彼の 似て 非なる 愛國者 流、 井中の 蛙に 等しき 偏頗なる 國民黨 の 輩 は 巧みに、 否、 妄りに-お 號を造 

り 立て. >r、 其の 反對の 人々 を 傷く る を 常と す。 曰く 不忠の 徒、 寶國の 民と。 蓋し が 指： Z する 人 


人のう ちに は、 不忠の 徒 も あらん。 賣國の 民 も あらん。 彼ら 自らのう ちに も、 是の 如き もの 無き を 

保せ す。 然れ ども 美術 上の 意見 を 異にし、 宗敎の 信仰 を 同う せす、 彼らと k もに 或る  一 ^o^f^、c 

列なる を 快し とせす、 彼らと k もに 國家敎 育なる 主義に 狂奔す る こと 能 はざる もの あれば、 忽ち 之 

を 奸と云 ひ、 賊と稱 す。 今日の 1： 號の 横行す る 時代な り。 己れ に 便利に して、 敵手に 害 を 加 ふるに 

足るべき 號を發 明す る もの は 勝ち、 否らざる もの は 爲に欧 色 を 露 はすに 至， 丄り。 皮の 豫算案 こ 仏、、 

ける 兩黨の 勝敗 を 見よ。 議論の 强弱 は、 其の 勝敗 を 決する に 於て、 如何 計りの 重み を 有せし ぞ。 所 

謂 問題の 價値 は、 羽毛の 輕 きに 似たり、 硬軟の 名稱は アル ムスト ロングの 巨砲に 異ならす。 何もの 

の^ 兒ぞ、 此の 利器 を 創 思せ し。 彼の 狐の 如き 改進 黨は、 北に 東に、 政談 演說會 を 開き、 其の 族 章 

に大 害して 曰く、 硬派 演說會 と。 彼等の 議論 或 ひ は價値 あらん。 然れ ども 彼らが 旗 章の 力 あるに は 

如 力ざる なり。 -ぉ號 の 時代！ 以て 國家を 利すべく、 以て 之 を 害すべし。 彼の 保守的 國 黨は、 御 

幣を 振り、 抹香 を薰 らし、 其の 反 對の人 を 罵詈す るに、 種々 の 惡名を 以てす。 而 して 今日は- S 號ゥ 

時代なる が 故に、 之に 由り て、 大いに 世人 を瞞 かし、 大臣 を 殺し、 大 ほの 足 を 斬り、 壯士 を敎 唆し、 

學校を 騒がせ、 堂々 たる 顯宫の 頭痛 を 起し、 其の 餘勢を 借りて、 雜 多なる 狼藉 を 行へ り。 之に 由り 

て 知る、 號の勢 は 西 野 文 太郞の 出刃よりも、 來島恒 喜の 爆裂 彈 よりも、 更に 甚 しきもの ありし 

を。 妄りに 詭激 なる 言語 を 用ゐ、 由來も 無き 名號を 造り 出せる、 操 觚の士 は、 大いに 其の 責任の 重 

C  n  r  >  しか 

大 なる を 失らざる 可 力ら す。 號の 勢力、 然く 盛なる 所以の もの は何ぞ や。 比の 人 a.? 深く s 慮す る 

愛國、 興 論、 新聞紙  ニー  I 


愛國、 輿論、 新聞紙  .  ニー  二 

こと 無ければ なり。 凡そ 問題 を 決する に當 ひて、 其の 眞 正の 價値を 量る こと 無ければ なり。 宛 かも 

なれ 

京 慣れぬ 田 舍漢、 銀座の 街頭に て奸 商の 詭計に 權り、 正札の 價を拂 ふて、 物を購 ふに 異ら す、 『喷々 

此の 民 は覺ら す、 此の 民 は 思慮せ ざるな り』。 ナボレ オン 曰く、 人民と は 年長 じたる 小兒の 謂な り 

あだな 

と。 思慮せ ざる 人民！ 故に 小 政治家 は理に 依らす、 聲に 依りて 跌扈 しつ」 あるな り。 故に- S 號の 

力 萬鈎菅 ならざる な ひ。 故に 奸譎の 徒、 朝野に 蔓 らんと はするな り。 

此に 於て、 吾人 は 輿論なる ものに 幾何の 價値を 置くべき を 知るな ひ。 聲に誘 はれ、 名に 惑 はさ 

れ、 奇拔 なる 字句に 驅使 せらる」、 人民の 輿論 何程の 事 か 之 あらん。 未だ 世人が 尙 ぶこと を 知ら ざ 

る 神聖なる 人の 言に 曰く、 凡べ ての 人爾 らを稱 めな ば災 ひなる かなと。 爾の爲 すと ころ、 必 らす此 

の 痴愚なる 輿論に 符合す、 果して 爾の 正しき を 知るべき 乎。 爾ぢ 能く、 衆望に 擁せられて、 政治 界 

の 權柄を 握る、 果して 爾が 所見の 誤 ひ 無き を 知る 乎。 雨ら は 五月幟の 鯉の 如きの み。 風 吹けば、 意 

氣揚々 として 飛ぶ。 爾 ぢが僞 りて 粉粧 せる 活動、 幾 久しき を 得る 乎、 吾人が 輿論に 處す るの 道 を 明 

ら かにす る は 今 曰 の 急務に 非す や。 

蓋し 事物の 眞相 を洞觀 すれば、 天下の 形勢 を 支配す る もの は銅鐵 黄金の 類 ひに 非す。 見る 可ら ざ 

るの 思想 實に 歷史の 主動 力に て あるな り。 國 家の 興亡、 盛衰 を 究め、 之 を劍戟 硝藥を 以てする 戰亂 

に被歸 する は、 皮相の見 解た る を 免れす。 思想の 遷易 向背 實に 之が 首 因たら すん ば 非るな り。 思想 

の發 現す る、 之 を 議論 • と 云 ふ。 其の 能く 人民の 多數を 制し、 衆望 を 負 ひて、 天下 を 風 藤す るの 勢力 


ある、 之 を 名け て 輿論と す。 輿論の 勢力 は、 古今の 史上に 一大 動機たり しこと 明かな ひ。 專制獨 裁 

の 時に 於て すら、 舆論の 力 驚くべき もの あり。 况んゃ 立憲 代議の 政 を 行 ふの 世と なりて は、 爲孜の 

樞機、 國 運の 消長 一 に舆 論の 力に 依らざる を 得す。 

衆 口金 を鑠. かすに 足れり。 是れ 唯り 讒誣の 恐るべき のみに 非す。 衆多の 議論 は、 其の 當り 難き こ 

と 疾風の 如し。 之と 向背 を 共に する は、 流 を 追 ひ、 風に 順 ひて、 舟 を 行る に異ら す。 之に 反抗す る 

は、 猛火のう ちに 跳り 入る よりも 難し。 是を 以て 己れ の 意見、 端な くも 輿論と 衝突 するとき は、 人 

動もすれば 金 鐵の剛 腸 を 失 ひ、 鄙 吝の念 其の 胸 を 塞ぎて、 無慘々 々卑屈なる 精神 を 現 はし、 衆愚と 

ともに 奔り、 群盲と 共に 狂 ひ、 相 卒ゐて 誤謬 危險 の畊 中に 陷る を覺ら ざるな ひ。 此れ 世の 壯士 なる 

ものに 在りて は 或 ひ は 可な らん。 苟 くも 經綸の 志 ありと 稱 する 人々 にして、 草の 風に 魔き、 湖 中の 

水、 其の上 を疾 行す る 雲と ともに 其の 色を變 化する が 如くならば、 其の 天下 を經營 し、 人民の 治理 

する の 器に 非ざる こと 知るべき のみ。 衆 俗の 奴隸 たるに 甘んじ、 舆論の 向背に 役 せらる、 者 は、 國 

家 を 治む るの 價値 なきもの とす。 奴隸 にして、 天下 を 治めん と擬 す。 潜 越 も亦甚 しからす や。 群成不 

の唱 ふる 所必 すし も是 ならす。 人民の 聲は 神の 聲 なりと は、 此上 もな き 妄語な り。 人民の 聲は屢 

悪魔の 反響た る こと あり。 輿論の 中には 玉石の 雜然 たる を 見る。 以て 敬す 可く、 また 以て 賤 しむべ 

きものな り。 此の 玉石 を 識別す るの 明な きもの は、 爲 政の 智に 於て 欠く る 所 あり。 之 を 識別 やる 

も、 能く 之 を 導きて、 善良の 結果 を 見る に 至らし むる こと 能 はざる もの は、 爲 政の 伎倆に 乏しと 謂 

.  愛 ま、 興 論、 新聞紙  ニニ 二 


愛國、 興 論、 新聞紙  一 二 四 

はざる ベから す。 之 を 知りつ、、 目前の 利 を 貪り， 世に 阿りて、 己れ の 節操 を 曲げ、 妄りに 下 か 

輿論に 屈從 する ものに 至りて は 君子の 最も 悪む 所と す。 是れ ピラトの 徒の み。 『デマ ゴ ゥゲ』 のみ。 

之れ を稱 して 政治家、 圃士と 云 はん は、 稱 呼の 穩 當を缺 くこと 實に甚 しと 謂ざる ベから す。 ソ クラ 

テス を 殺した る は 此の 輩な り、 仲 尼 を 陳蔡の 間に 困め しもの は 此の M なり。 此輩 常に！： 家の 大事 を 

誤 まる。 唯 目前の 勝敗に 意 を 注ぎ、 選擧 人の 投票 を 偶像と し、 議事堂の 椅子に 拜跪 する、 彼の 自稱 

政治家 は、 アフリカの 森林に 出沒 せる、 拜物 徒に も 如かざる 所な り。 其の 陋ゃ笑 ふべ く、 また 厭 

ふべ し。 

遮莫 プリ 一一 ィ云 はす や、 一 人 を 以て、 天下の 人 を 欺く こと 難し。. 全世界の 人 悉く 誤 謹に 陷る こと 

殆ど 稀な りと。 輿論 悉く 非な りと 謂 ふ を 得す。 凡そ 爲政 者た る もの は. S しく 人民の 意 を 察し、 典 論 

の 方向 を 看破し、 之 を 裁す るに 智を 以てし、 之 を 決する に 良心 を 以てし、 高 明 正大なる 地位に 立ち 

て、 紛々 たる 國 家の 事物 を 料理す る こと を 務めざる ベから す、 吾人 素より 輿論の 重ん すべき を 知 

る。 立憲 代議の 政 未だ 其の 緖に 就かざる に當 りて は 有司 專 制の 弊 を 正せん がた めに、 輿論の 惯値 

を 主張して 代議制度の 創始 を 謀るべき こと 論を俟 たざる なり。 今や 藩閥の 宿弊 尙ほ 依然たり。 政務 

の 過失、 制度の 害、 輿論の 勢力 を藉 ひて、 革むべき もの 未、 お 少しと 得， \c。 然れ ども 衆 俗の 議 

論渐 く跌蜃 して、 『デマ ゴ ゥグ』 の 害 を爲す こと 日に 甚 しからん とす。 今日は 單に 輿論の 貴むべき を 

說 くの 時代に 非ざる なり。 輿論の 風潮に 乘 じて、 一時の 姑息 策 を 施し、 目前の 時務 を 料理す る は、 


バ 政治家の 爲す 所な り。 眞實に 時勢の 利 弊 を 看破し、 舆 論の 是非 を 判じ、 其の 隱微 なる 意義 を 了，^ 

し、 毅然として 其の 心 胸に 覺悟 せる 正義 を稱へ 一 面 は 深く 方今の 潮流に 同情の 念 を 裏き、 一 面 は 遠 I 

く 群衆に 超越し、 未だ 見ざる の 理想に 心醉 し、. 偉大なる 經綸の 策 を 方寸のう ちに 蓄へ、 其 敏活 勇猛 

なる 手腕 は 庸俗を 導きて、， 一 段高尙 なる 程度に 進まし むる を 得べ し。 之 を 名け て眞 正なる 治 家と 

稱す。 設令ひ 其の 力足ら す、 若しくは 其の 時 利 あらざる がた めに、 失敗す るに 至る こと あらん も、 

能く 己れ の覺 悟に 忠誠 を 致し、 輿論に 屈せす、 人望に 戀々 せす、 堂々 其の 確信す る 所 を唱 へ、 死 こ 

至る まで 變ぜ ざる もの、 之 を 名け て 義士 仁人、 殉證 者、 1^ 言 者と は稱 するな り。 

正義 は 頭數に 非す。 道理の 勝敗 は、 可否 投票の 加減 乘 除に 非す。 詩に 謂 はす や、 異邦 咆哮、 諸 民 

徒 謀、 爱爲 哉、 地 之 列 王 自立、 群 伯 相議、 然坐於 夫者必 笑、 上帝 必藐 忽之矣 と。 噫 彼煞. の 咆哮 は 道 

理の聲 に 非す。 衆 俗の 徒 謀必ら すし も是 なりと 謂 ふ 可ら す、 各 黨の人 1^ ひに 其の 旗下に 屬 する もの 

の 多寡 を爭 ひ、 皆 相 叫んで 輿論と 呼ばる。 何ぞ 其の 所爲の 福音書に 記載せ る ガダラ 人に 似た るの 甚 

しき や。 曰く 

『ガダラの 墓 間に 惡 鬼に 取り 憑れ しもの あり。 耶穌之 を 見て、 其の 名 を 問 ふ。 答へ て 云く、 「レ ギヨ 

ン」 なりと。 驚し 「レ ギヨン」 とは羅 馬の 兵制 大隊の 稱呼 なり。 惡鬼 此の 名稱 を用ゐ たる 所以の 

もの は、 其の 數 殊に 許 多なる を 以てな り。  惡鬼 等つ ひに 數 千の 膝の 中に 入り、 自ら 海に 

投じて 溺れ 畢 りぬ 云々』。 

.  1. 輿論、 新 M 紙  ニー  五 


愛國、 興 論、 新閗紙  ニニ、 

巳に 『レ ギヨン』 と稱 す。 其の 數の 夥多し きを 知らん。 何ぞ 其の 末路の 奇異なる や。 狂して 海に fg: 

る、 思 ふに 輿論の 狀況 時として、 之に 類す る もの 無き こと 能 はす。 

輿論の 由て 来る 所 は 時勢な り。 時の 蓮 を 計り、 民心の 向 ふ 所、 事物の 眼前に 傾斜す る 所 を 察する 

は 世の 智者の 最も 長す る 所と す。 時勢の 機微 を 知る の才 は、 政治家に 欠く 可らざる 资格 ならん。 然.， 

ども 眼前の 時勢 を 知 了す る も、 未だ 以て 眞 個の 大政 治 家た る こと 能 はざる べし。 吾人 は 宜しく 歷史 

の 精神 を洞觀 し、 人類 古今の 歷 史の歸 向す る 所 を 悟り、 上帝の 攝理に 由り て 指示 せらる. >T 社 會の歸 

結 を 明らかにし、 一?^ 々たる 一時の 舆 論に 非す して、 祌人萬 世の 輿論 を 以て、 己れ の 立脚の 地と な. 

し、 超然 不羈の 精神 を發揚 して、 今 世の 要務に 當り、 時勢の 催促 を 取捨せ すん ば あらざる なり。 此 

の 歷史の 精神 は 燦然た る 『光輝 を發 ちて、 喑 きを 照らす といへ ども。 暗き は 之 を覺ら ざるな り』 

(約 一 の 五)。 時勢の 歸趣は 屡 此の 精神と 背馳す る こと あり。 是を 以て ユダヤ 當 代の 時勢 は、 某督ゥ 

理想と 衝突し 其の 輿論 は、 無慘 にも 此の 義人 を磔 殺した るに 非す や。 然れ ども 狂せ る 此の 時勢 何ぞ 

ディウ ァ イン  プ 口 ヰデン ス 

能く 歷史の 精 fl:、 天命の 歸趣， 神聖なる 攝理の 氣運を 阻碍し 了す る こと を 得ん。 基督 謂 はす や、 我 

實に 世に 勝ちぬ と。 擾々 たる 通と 塞と 基督に 於て 何 か あらん。 彼 は 永生の 地に 屹 立して、 流轉 常な 

き 世 海の 怒濤 を觀 察せり。 故 を 以て 奪 ふ 可らざる の 平和、 其の 胸 宇に 充ち、 正氣凛 然として 舆 論の 

怒 號も之 を 屈せし むる こと 能 は ざり しなり。 羅 馬より 派遣せられ たる 宫人 は、 小 政治家、 外交官 

の、 特色 を 現 はし、 時勢の 催促に 應じ、 輿論の 傾向に 伴 はれて、 萬 代 不滅の 大惡を 行へ り。 之に 反 


し^ は 歷史の 精神に 安んじて、 從容 死に 就き、 死して 以て 前絕 後の 偉業 を 成就せ り。 憂に は 朝 

紅 あり、 ， 川 ふるに 天 曇りぬ、 汝 之に 由り て 雨るな らんと 云 ふ 偽善者よ、 汝ら の 氣色を 別つ こと を 

知りて 時の 休徵を 別つ こと 能 はざる 乎と 絶叫せ る 彼の 聖者の 聲は、 今 も尙ほ 世人に 警戒 を與へ つ \ 

あるに 非す や。 

治と 道 德の關 係 は、 之 を 二様に 分ち て、 觀 察する こと を 得ん。 一 を 政治的 道 德と謂 ひ、 其の 次 

を 道 的 政治と 謂 ふ。 前者 は 道德を 以て 政治の 機械と し、 政治の 便 不便に 由り て、 善悪 を 加減し、 

妄りに 我が儘なる 道德を 押し立てて、 忌み 憚 かる 所 無 からん とす。 後者 は 倫理 を 根本と して、 政治 

を 一 了 ひ、 凡そ 事 を處理 する に當 り、 一 に 良心の 命に 從 はんと 欲する ものな り、 今 は 政治的 道 德横流 

の 時代な り。 其の 然る 所以の もの は、 首と して、 世人が 時勢の 精神に 瞞 せられて、 歷史の 精神 を 看 

破す るの 活眼 無き を 以てな り。 

藤お の 精神 を發揚 する の 言論 を 名け て、 經と云 ひ 預言と 云 ふ。 凡そ 永遠 無究 なる 眞理 を携 へて、 

世に 生れ 朽ちざる の 文字 を 以て 之 を 論じ、 之 を 謳へ る もの は、 其の 著述の 詩賦 文章た る を 問 はす、 

吾人が 所謂 歷史の 精神 を發揚 する ものに 非る は 無し、 皆是れ 世界の 恩人な り、 吾人 之に 敬 事せ ざる 

ベから す。 目前の 時勢 を覺 り、 一時の 氣 運に 乘 じて、 世人の 注意 を 喚起し、 言論 文章 を 以て 輿論 を 

興し、 若く は 之に 應 ぜんとす る もの を擧 ぐれば、 先 づ指を 新聞紙 雜 誌に 屈せざる を 得ざる なり。 我 

邦 新聞紙の 業 を 創めて より、 日 尙ほ淺 しとい へど も、 其の 進歩 驚くべき もの あり。 其の 勢力 は 泰西 

愛闕、 輿論、 新聞紙  .  ニー  七. 


愛國、 輿論、 新聞紙 

諸 1 名 ある 新聞紙に 比すべ からすと いへ ども、 之 I はる A 論の 反響 は 時として 政府の 威き 

も歷 なきに 非ざる なり。 現行の 新囊が、 稍譽的 の资格を 具へ て、 幾分 か 輿論 を敎育 

し 天下の 人 V をして 屋 前途の 理想に 注意せ しめたる の 功勞 を 忘れ ざらん こと を 期す。 

%れ ども、 今の 新聞紙に して、 曰 本文 明の 汚 點と も稱 すべき 條 例の 存 する にも 係らす、 I 

任 極めて 重大なる I 参、 偏狭なる 謹の 精神 爆 かれ、 0i!f!m 

uur れ、 固陋 I 國粹 塞に I れて、 層の 讓 S を與 ふべき 文字 を 列ね、 諭 激なる霄 

論 を 揭載 する もの 少 からす。 其の li まり、 人 をして 不測の 危害に 陷 らしめ、 履の 11 

成した もの 無き を保 せす。 今の 新聞紙 はま I を畫 し、 之 を愼まざ るの 風 ある こ以 たり。 

天下の ために、 之 を 憂 ひざる を 得ざる なり。 

ミルトン 口く、 人世に 向って； 文章 を 草 せんと 欲する とき は、 其の 理性き 慮と を 振作して、 

iu 助 r.? る 可ら す。 彼 は I し 又 思念す、 勵精 刻苦の 餘、 尙も 友人と 讓 討論し、 己れ が 

せん 袭 する 事物に つき？ の 直 If きと i む。 著述の 塞大 なきと 斯の 如し。 曰 

やの 新 S は 頃刻の 間に 成り、 また 頃刻の 間に 羅と なる。 詩人 T ッ 自ら 碑銘 を 作りて 口く、 其 

の 名 を 流水に 書せ る もの 4 骸此に 在りと。 沉んゃ 日刊新聞の 論說をゃ、 霸をゃ C  f こ ぞ讀 

1 一 また 忽ちに して 忘れら る。 吾人 之 を 論す るに ミルトン sif 以てする の 酷に 失する を 

知る f ども、 人の 毀 f 妄りにし 或 ひ は 重大なる 問題 を 蒙に 論じ 去り、 或 ひ は 其の 墓 崖 - 


の ill 薄 きがため に、 天下の 人 を 誤らん とする に 至りて は。 遣憾 之に 過ぐ る もの 無 けん。 今の 新聞紙 

は ミルトン に 學ぶ所 ある を耍 す。 

今の 新聞紙 は 專ら黨 派 的 目的に 支配 せらる。 然ら ざれば 營利を 主と し、 唯 だ 俗人の 意向に 投 する 

を 事と し、 一種の 敎育者 を 以て 任す る もの 極めて 少なし。 營利 的の 私立 舉 校に 全 國の敎 育 を 一 任す 

るの 害と、 唯 だ 今日 の ご とき 新聞紙 を も つ て 舆論を 指導せ しむる の 害と は 其の 世 を 害する こ と 孰れ 

か 最も 甚だし かるべき。 互 ひに 伯仲の 間に 在らん のみ。 直接に 現 はる \ 害に 至りて は、 新聞 ®IK も 

怖るべき ものな り。 今の 新聞紙 は 其の 社會の 好尙を 定め、 風流 趣味 を 養 ひ、 美術 文學 を獎勵 し、 風 

敎を 維持す るに 於いて、 如何なる 價値 如何なる 欠 典 か ある。 是れ 他日 論述すべき 好 問題な らんと 思 

i る。 

1 八 九 一 年 五 g  (曰 本 評論) 

文學 上の 理想主義に 就て 一 言ナ 

文學 上の 事 何となく 沈み 勝ちに 見 ゆる 今日に 於て 幾分の 火 氣を帶 びて 稍 や 活逾に 見 ゆる もの は理ー 

想 記 實の爭 論に ぞ ある。 その 爭端を 開ける は 坪 內雄藏 氏が 早 稻闺文 學に沒 理想なる 議論 を褐 げられ 

.  文學 上の 理想主義に 就て 一 言す  ニー 九 


文蔡 上の 理想主義に 就て 1 言す  一一 一一 ◦ 

し を 森林 太郞 氏が 反駁せられ たるに 濫 鵃 しける となん。 二 氏の 論ぜら る \ 所 隨分長 かなる ものに て 

一 々細讀 すべく も あらす。 余 は 事々 しく 之 を 評論すべき 必耍 ありと しも 覺 えざる なり。 左れ ど 世の 

所謂 文 I 等の なかには 天晴 の角觝 や、 勝負 如何にと 片唾を 飲んで 眼 を 皿の 如く せらる k 人 も 多 か 

ん めれ。 とにかく 無事に 苦しめる 文擧 世界に 測らす も 此の 風波 を 起して 微 さか 興味 を 添 へられた る 

は 二 氏の 功に 非す と 謂 ふ 可から す。 

余 は 彼の 逍遙 鷗 外の 二 氏が 對論 せらる X 所に つきて は此に 論述せ す。 只實 際と 理想と に關 して 平 

素眞理 なり と 思 ふ 件々 を 略說せ んは 決して 無用 の 業に 非ざる ベ し。 

詩人に も あれ、 畫伯 にも あれ、 若しくは 演ぜられざる ドラマと 稱 せらる &小說 の 作家に も あれ、 

凡そ 美術家の 本領 は實際 を歷て 理想の 境界に 昇り、 理想の 光りに 依り 實際を 照して 之 を 描出す るに 

在るな り。 理想の 標準に 訴 へて 實際を 識^ 取捨す る こと をせ す、 漫 りに 事の 在る がま \ を 描出す る 

もの は 美術の 天職 を 全うした りと 謂 ふべ からす。 

見 ゆる 世界 は 見えざる 世界より 出で 来りぬ。 唯物論 者が 唯 一 の實 在な りと 心得る 今日 世界 は 人と 

其の 事業と を 併 はせ て 永久に 存 すべき ものに 非す。 變 遷流轉 して 渐 やく 理想 境に 入らん と はするな 

り 謂 ふ 6- の實 際は假 にして、 其の 空な りと する 理想の み 最も 實な るに 非す や。 一派の 觀察 者が 據 

土 濁世と 嘆 じつる 人生 は 其の 罪悪なる 矮小の 有様 を 離れて 完備なる 理想 境の 最も 堅固なる 存在に 達 

せんとし つ X あるな り。 宗教の 發達、 文舉の 希望、 人類の 歷史、 事物の 趨勢 は總 ベて 理想的 進行の 


波 潤な り。 一 千 八： e 八. 一 '九 年に 佛國巴 里に 開かれた る大博 覽會は 彼の 前代未聞なる 慘艇を 演じつ る 

百年 以前の 大 革命 を紀 念す るの 目的な りしが 宇内 各國の 進歩せ る實蹟 一 所に 集まり、 蒸 氣電氣 みな 

人の 意に 服して 鍵 妙なる 功 用を彰 はす を 見、 人類の 精神が 結晶して 造り 出せる 文明の 現狀を 通覽し 

たる もの \ 胸中に は 一 啻に 懊 古の 情 をのみ 起す こと 能 はす。 斯 くの 如き 歷史を 背負 ひ、 斯 くまでに 進 

み 来れる 人類の 將來は 如何 あるべき との 理想的 觀念禁 する こと 能 は ざり しなり。 殊に 佛國の 識者に 

して 深く 此の 事 を 感じ、 冥想 凝 思 理想 境に 祌馳 して 大いに 將 來に對 する 邦家 人民の 方針 を議 せんと 

、い懸 くる もの 少 からす。 近 來佛蘭 西に 盛んな らんと する spiritual  nlcvesent の 由て 來る ところ 

實に是 の 如し。 此の 運動の 餘 波文擧 世界に も 及びて ゾラ 一流の 記 實小說 を 嫌悪す る もの 大いに 增加 

し 來り 理想的 の ぉ述 盛んに 興らん とする の 兆し あり。 こ れ 注目す ベ き 現象に 非す や。 

E 心 ふに^ 家の f;:- き は 共の 在る がま、 にて 贵 きに 非す。 其の 將 さに 贵 からん とする 所に 依りて 最も 

貴き を感 すべきな り。 個人の 現 狀は醜 美 相半ばし、 其の 頭上に は 金冠の 光り 燦た るかと 見れば 忽ち 

にして g: 身 泥土に 塗れた るに 一 驚 を 喫せざる を 得す。 是を 以て 人類の 靈性は 現實の もの を 以て 滿足 

せらる、 こと 能 はす、 理想の 鍵. in 水 をして、 辭 聊か 自ら を 慰め、 大に 發奮與 起す る 所 あらんと はする 

なり。 ショウ ペン ハウ H ル 曰く、 美術の 當務は 露實の 存在 を 有する 事物 を 開示して 仮想 世界に 執着 

する 凡俗の 迷 ひ を 解き 常住 不變 常に 眞實 なる 物の 本體を 明かに する に 在りと す。 私情 を 交へ ざる 

心 を 以て 之を觀 察する は、 恰 かも 火 の 長途に 疲れたる 旅人が 大 岩の 影に 憩 ひて 凉風を 迎へ汗 を 拭 
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ふに 異ならす 云々。 あ、 美術家 は 理想の 開 導 者に 非す や。 小說を 作り、 詩 を 詠 じ、 書 を 著 はす を務 

むる 人々 は 其の 天職 然 かく 重大なる を 忘る ベから す。 彼ら は 人生 を 美に し、 其 好尙を Fv^ し 其の キ、  1 

氣を與 す を 以て 貴重なる. 目的と 做すべし。 科擧 者が 其の 專 門の 知識 を攻 むる に當 りて や、 眼中 淸潔 

ォ淸 潔の n 刈 ある こと 無し。 物質 上の 擧 問に 倫理の 干涉 すべき 餘 地なければ な.，， 。 彼の 小說の 如き は 

^らづ 其の 與 かると ころの もの は 人間の 事寳 なり。 焉んぞ 倫理 道 德に關 せざる を 得ん。 彼 は 有ら 

ゆる 事 養 を ffl ゐて 己が 材料と する の 必要なし。 一 啻に 此の 必要に 束縛せられ ざるの みならす 其の 第 一 

の 義務 は 撰 擇取扮 を 怠らざる ことなり。 小說家 及び 詩人 は 謹 厚、 廉耻、 敬畏、 純潔 等の 如き 偷理上 

の 大法 則に 制限せ られつ，. 事物 を擇 び、 材料 を取扮 せざる ベから す。 時として 惡を 暴露す る は 取り 

も 直さす 其の 蔓延 を 助く るに 等しと 謂 ふべき 場合 少 からす。 斯る 場合に 於て 沈默の 義務 を 守るべき 

はぺ說 家の 本分な り。 謹 愼の德 を 欠き 妄りに 之 を風聽 して 其の 醜 を 文章に 敷衍す る は 毒 を 玉 川に 放 

ちて 府下 百 萬の 生命 を 害する に 異ならす。 ジョ ルジ • エリオ ッ ト 曰く、 吾人 は 道、. ：：^ だ 微かに. ンて 

人心の 最も 危うき を覺る 時 は、 敬 長の 念 を 生じて 戰懐 せざる を 得ざる が 如き 心地し 魔 人性の 猪猛淫 

猥 なる 部分 を掩 ふて 之 を 口外に 發 せざる を 當然の 義務と すと。 例す るに 男女 間の 情 は 人を激 する 至 

大の 勢力な り。 之が 爲 めに 天使と なる もの あり。 また 之が ために. 惡魔 となる もの あり。 古来の ト說 

家 詩人 は 此の 情 を 以て 其の 著述の 經緯と 做した る ことなる が、 中には 禽獸 的の 色慾 を^ して 之 

を 記した る 者 あり。 或 ひ は 其の 陋猥 なる 現象 を 取り除き 其の 隱れ たる 美を發 揮し 之を眞 美術の 程度 


にまで 高贵な らしめ て 其の 狀 態 を 描出 せり。 後者の 如き は眞 正 の 小説家 詩人 と稱 せらるべき ものな 

り。 彼 は奸夫 淫婦の 醜行 を說 かざる に 非す。 然れ ども 其の 不正なる を 藤 ふ 高潔なる 精祌は 何となく 

共の 紙面に 溢れ、 忍耐の 堅城、 廉耻 の.！ 傅に して 同感の 全きと ころなる 純粹の 感情 を 君； んす るの 意 

讀者を 感動す る もの 無くん ば あらざる なり。 是れ徵 慾の 醜 を 暴露す るの 外 何の 趨向 もな き ゾラ 者 流 

の 小 說と日 を 同う して 語る ベから す。 小說 中の 人物 は 悉く 大奸 極惡の 徒に 滿 さる、 一 とも 之 を 記述す 

るの， 法は恭 秋よりも 嚴 なる を 得ん。 ダンテが 冥府の 歌 を 誦し 共の 列記せ る 奸惡の 徒に 接する と 

き は 樂園を 想 ふの 情轉た 切なる に 至る。 世の 醜 を 描出す るの 著述 斯の 如くな らんに は 誰か 之 を 非難 

する もの あらん。 余 は 假定の 人物 を 作り、 存在すべからざる 事實を 設けて、 妄りに 瑰想を 描出す ベ 

しと 謂 はす。 ゴ ェ テ首はすゃ眞！^^なる瑰想は實彰はれたる材料を^ひて理想上の眞理を實在の如く 

に 感受せ しむる に 在りと。 鹿々 たる 男女の 痴情 は 吾人の 實 際に 見る 所な りと い へど も此は 永存す ベ 

からざる 假 想に 過ぎす。 高潔なる 愛情 は 進化の 極 所に 在りて 存す。 其の 存在 や^だ 堅固に して 眞實 

なり。 此の 實を 看過し 愛の 仮想た る獸 慾に のみ 着目して 我 こそ は 記 實小說 家 なれと 云 ふ は 最も 解す 

ベ からざる 迷 謬な り。  一 八 九 二 年 S  w  (日本 評論) 
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世人の 了知す る 如く、 ス トウ 夫人が、 米國に 虐使 せられし 黑 奴の 慘狀を 悲しみて、 作り出せる 

『アン クル *ト ムス • キャビン』 は、 彼らが 自由 を 得、 青天白日 を 見る の曉 鐘に て ありし なり。 三年 

前 獨逸國 の 文 學界に 現出せ し 一女 子の 著述 は、 戰亂爭 鬪の慘 毒 を 描 富して、 犬に 世人の 心 胸 を 刺激 

し、 殺伐の 妖雲 を排 して、 平和の 靑天を 見る の 時期 を 促す に 於て 少 からざる 勢力 を 有する ものな り 

と 思 はる。 女流の 文擧世 運に 關 する もの 大 なりと 云 はざる ベから す。 

蓋し 歐州 諸國が 尙武の 災害に 疲弊し、 軍備の 擴 張に 辟易し、 流血の 文明 を 厭 ひ、 平和の 樂 境を渴 

望す る こと 日旣に 久し。 多數 の宗敎 者、 道德 家、 政治 擧者、 其の 他 博愛 任 俠の士 は、 國 交際の 事情 

決して 今日 の 如き を 以て 其の 最後の 理想と すべから す。 必すゃ 人類の 勢力 を 殺伐に あらざる 他の 溝 

路に 注入す る を 得べき 別天地 を 開く こと 無 かるべ からすと 思惟せ り。 人事 世態の 推移す ると ころ を 

考 ふるに、 此の 喜ぶべき の 時代 を 來すは 第 二十世紀の 活歷史 ならん と 云 ふ も 大過な かるべき か。 日 

本 評論が 夙に 此の 事に 注目し、 1^々之に就きて論述したるは讀者の熟知する所ならん。 

殺伐の 世界に 英雄の 名聲を 轟かせし 者、 近代に 於て 誰か モルトケ、 ビスマルクの 右に 出る 者 あら 


んゃ。 今や 此の 二 翁の 產 地なる 獨逸國 は、 勢力の 強大なる 平和の 使節 を 文明 諸國に 派遣せ り。 ス 

トウ ネル 女史の 小說 即ち これな り。 

此の 小說 題して 『ディ • ヮッ フユ ン • 一一  ィ デル。 アイ ネ*レー ベン スゲシ ヒテ』 と 云 ふ。 雨の 武器 

を 棄却せ よ。 此れ 實歷の 物語な り、 との 義 なり。 女史の 著述せ る小說 は、 熱情う ちに 燃え、 血淚目 

に 溢れ、 慈愛 義憤 其の 心 胸 を 震動した るの 結果な り。 是の 火の 如き 文字に は 反對の 批評 も その 鋒 先 

を 鈍らし、 武人 も 豪傑 も、 憮然と して 深く 感 する 所な きを 得ざる なり。 澳國の 財務 大臣 ドナ ゥ ウス 

キ ー 國會に 於て 演說 して 曰く、 余 は 諸君が ス トウ ネル 女史の 小 說に數 時間 を 割愛 せられん こと を 望 

む。 一 度 之を讀 み、 なほよ く 尙武の 主義 を 執り、 若く は 戰鬪を 喜ぶ もの あらば、 余 は誡實 以て これ 

を 個まざる を 得ざる なりと。 而 して 有名なる 批評家 ハルト、 ボ ー デ ンシュ テツ ト等、 其の 他 幾多の 

名士 はこれ を 激賞して 止ます。 武威の 崇拜者 は 此の 書 を 以て 怖る ベ ま 大敵と 見做し、 防禦に 全力 を 

盡す ものに 似たり。 また 盛な ひと 謂 ふべ し。 

書中の 人物 は マ ルタ • フォ ン* アル ッゥ ス と名づ く。 此の 婦人 初め ドウ ツキ ー なる もの、 妻と な 

る。 後、 再婚して テル リングなる ものに 配す。 マルタが 處女、 夫人、 寡婦、 及び 再婚の 妻と して 一 

千 八 百 五十 九 年より 一千 八 百 七十 一年に 至る まで、 リル フ. エリ ー ノ、 サド ヮ、 セダンの 變亂に 遭遇 

せし 問に、 其の 經歷 したる 事實の 物語 を 以て 本篇の 骨子と す。 •  - 

マルタの 父 は塽國 の將宫 にて 休職せ し 人な り。 彼は壯 年の 頃 イタリアの 役に 從 軍して、 武功 を 輝 


かせし こと あり。 故 を 以て 軍人の 生涯 を榮 とする の 心 深く、 尙武の 精神に 支配せられ たり。 マルタ 

が女兒 ながら も. 父の 董、； 陶に養 はれ たれば、 其の 心 志擧動 自らに 男々 しく、 ジャ. ンヌ • ダルクの 人 

となり を 敬慕して 止ます。 其の 崇拜 する 所の 英雄 は、 ハン 一一 バル、 ナボレ オンの 如き 古今の 俊傑に 

てぁ.^き。 或 宴席に て、 舞踏せ しとき、 マルタが 組合に て 踊りた る 人 は 歩兵 少佐 ドウ ツキ ー と 云へ 

る壯士 なりし が、 二人の 意氣 端な くも 相 投じて、 互に 夫婦の 契約 を 為しぬ。 彼等が 婚禮の 式 を擧げ 

たる は マ ルタが 第 十八 回の 誕生日に 相當 せり。 斯くて 歡 喜と 希望との 中に 一 年 は 宛 も 一 日の 如く 夢 

に 異らす 過ぎて、 夫婦の 間に ルドルフと 云へ る 一 子 をぞ擧 げた ひける" 成人の 後 は天晴 なる 武夫に 

も なれ かしと 思 ふ 二人 は、 如何なる 摟臺 をば 空中に 畫 きけん。 ルド ルァが 生れし より 三月 許り も 過 

ぎしと き、 世の中 忽ち 騒がしく なりぬ。 サルヂ ユアと 塽國 の關係 甚だ 錯亂 して、 ルヰ • ナボレ オン 

はや リを  -C 

_ の 動靜氣 遣 はしくな ゆたり。 逸雄の 壯士等 は 愛國の 軍歌 をうた ひ、 殺氣を 天に 漲らせて、 武名 を戰 

場に 輝かせよ、 澳國の 國旗は 常に 勝利 ありな どと 聲々 に 罵りぬ。 日 來尙武 の志淺 からぬ マルタ は、 

此の 時に 至り 不思議に も 前日と 異れる 思想に 心を惱 まされた ひ。 彼、 今まで は 尙武の 精神 を 尊び ゐ 

たりし も、 漸くに して 其の 道理 を 疑 ふの 念を萠 せり。 沈思 冥想 愈々 久しう して、 マルタ は、 戰の害 

甚 しきもの ありて、 其の 全く 文明の 進歩と、 趣向 を 共に する ものに あらざる を 知り、 此の 無道なる 

. 尙武論 を 打破す るに 非 ざれば 人類の 進歩 期すべからざる を 悟れり。 然れ ども その 父 及び 賴む ところ 

0 良人 は主戰 黨に與 みして、 頻りに 出軍の 日 を 待 居たり。 幾程 もな く ドウ ツキ 1- 少佐 は.、 意氣揚 


揚、 マルタよ 汝の夫 は 重 やかに 榮 譽を擔 ひつ. -、 やがて 歸陣 すべき ぞ との 一語 を殘 して 出で 去り 

ぬ。 憂に 沈める マルタ は、 アル ノは陷 落し 良人 は戰 死せ りとの 凶報に 接したり。 それの みならす、 

リル フエ リノの 收軍 は塽圃 及び その 志 土の 熱情 を 絶望の 墓に 葬りぬ〕 

父 は 世の 有様 を愤 りて 止ます。 マルタ は 死者 を 悼み、 身 を菜敢 て、 悲哀の 淚に 咽び つ \、 と ある 

僻陬に 閑居せ り。 或 日ゥキ ンナ の書雕 より 一. 包の 書籍 到來 せり。 之に 添へ たる 書狀に 曰く、 こ は 近 

時の 大 著述な り。 ダ， -ゥキ ンの 生物 起原 論 は科擧 上の 新 時期 を 創す るに 足れり と" マルタ 之 を 父 

に 一； 小す。 彼 は 不與氣 に 之 を 打消して 曰く、 止みね-/ \ 腐れ ii 者の 著述 我に 於て 何 か あらん。 ィ タリ 

ャの 同盟、 日 耳：： 聯合に 於け る 澳國の 首 坐！ 此れ こそ 世界の 歷史に 一時期 を g  くべき もの なれ？ 

ぁ& 此の 如き 著書 は 何程の 事 か あらんと。 本篇の 著者 スト ゥ ネル 女史 は 進化論の 崇拜 者な り。 彼 は 

ダル ゥキ ン、 ス ベンセルの 進化論に 據り、 近時の 哲 寧に 基き て、 社會の 性質 及び 構造 を 研究し、 人類 

の^おすべき 理想 を 認知せ り。 而 して 歐 州の 尙武的 現狀は 徹頭徹尾 此の 理想に 背き、 第 十九 世紀の 

爵、 竹擧、 及 宗敎の 眞现を 蹂躪す る ものに 外なら すと 思へ り。 女. 滿 腔の 不平 は 上に 揭 げたる 如 

く マルタが ダル ゥ斗 ンの 著書 を 接 手せ し條に 溢れ出で たるな り。 マルタ は 二 年の 間 寡婦に て あり 

し 力 はからす もバ ロン • フリ， 'ドリ ヒ • フォ ン • テ ルリ ングに 遇 ひぬ。 良緣を 結ぶ の-端 此處に 開 

けて、 彼はバ 。ン • フォ ン • テル リング 夫人と なりたり。 此の 人 は 身 を 軍籍に 置きし も、 其の si 

の 結 菜に よりて、 軍人の 生涯 を惡 むこと ti! しかりき。 彼 は 武士の 愁望 及び 目的 は 人類の J 具 正なる 利 


益と 反對 にして、 歐 州の 天地、 尙 武的國 交際の 行 はる X 爲、 害毒 を 被る こと 甚 しき を覺れ り。 夫婦 

の 意見 一致す る こと 是 の 如くなる を 以て、 彼 は 軍籍 を. 脫 せんこと を 希望せ り。 然れ ども、 身 貧しき 

がた めに 俄に その 志 を 成す こと 能 はす。 とかくす る 問に シ ユレ ー スヴィ ヒ • ホル シュ タイン 問題 突 

如と して 起り 來 りたれば、 良人 フリ， - ドリ ヒは 其の 聯隊と ともに 出馬す る こと.^ なりぬ。 妻 は 此の 

時 まさに 產の氣 づきて、 子 を 生まん とす。 良人 は 後に 心 を 遣し つ，^、 其の 心に 染まざる 戰に臨 

めり。  ■ 

此の 悲境 を述 ぶる に 至りて、 女史の 筆力 驚くべき もの あり。 且、 戰爭の 起因た るシュ レ、 - スヴィ 

ヒ* ホル シュ タイン 問題の 性質、 及び 其の 願 末を歷 史的に 叙し 去り、 叙し 來 りて、 血 を 流し、 人 を 殺 

し、 幾多の 家庭 を 悲境に 陷 らしめ、 文明の 進歩 入 類の 幸福 を 傷害す る こと 頗る 大 なる 此の 戰爭の 起 

因 は、 笑 ふに 堪 へたる 些細の 事實 なる を說 くの 一 段 は、 文勢 滔々 諷刺 百出、 痛罵 痛擊、 面 を 向く ベ 

からざる の概 あり。 

戰 終りて 良人 は 無事に 歸り 来れり。 彼 は 愈々 戰 爭を惡 むの 人となりぬ。 夫婦 はた ビ眞理 と 時勢の 

趨向と に賴 み、 哲人 達士， の 輿論 を 後援と して、 戰鬪を 撲滅す るの 志望 を懷 けり。 小 學の敎 育、 输畫 

の 趣向、 歷史の 編纂、 體 操の 法式、 兒 女の 遊戲、 勳章 年金に 至る まで 何れも 尙武の 精神 を 養 ひ、 人 

民 をして 兵役の 他に は 最も 高尙 なる 愛國の 功業な しと 妄信せ しむる ものに あらざる はなし。 ぁ&斯 

の 如き 場合に 於て、 尙武の 主義に 反抗 せんと 欲する もまた 難い かな。 


1 千 八 百 六十 叫 年の 戰は 一 日； 鎮定に 歸 したれ ども、 其の 餘 再び 燃え 上りて、 一 千 八 百 六十 六 年 

の 擾亂と はなり ぬ。 塽 普の 兩國 は、 彼らが デム マルクより 掠め取り たる 獲物 を爭 ひて、 H に豺 狼， の 

牙 を 噴み、 ルイ • ナボレ オン は！ 畔の 爭に乘 する 漁夫の 如く、 其の 傍に 立ちて 様子 如何にと 窺へ 

り。 北 (の 年の 六 n に 至り、 11 戰の 公布せられ しとき、 哀れむべし フリ， - ドリ ヒ • フォ ン* テル リン 

グ はまた も 其の 妻に 別れて 修羅の巷に 出で にけ り。 マルタ は 良人の 安危 心許なく、 た^ 呆然と して 

戰 5, 勿より 達すべき 報知 を 待つ に 得た へす、 窃に 父の 家を拔 け 出で、 戰 地なる ボへ ミヤに 赴きたり。 

此の 出 來事を 叙す るに あたり 女史の 文章 は 絶妙と 稱す るの ほかな し。 敵 味方の 動靜、 行軍の 苦 

辛、 人馬の 虐待 を 始めと して、 鬪爭 殺戮の 狀景、 一 々眞に 迫りて、 宛ら 眼の あたりに 之を觀 るに 異 

らす。 殊に マルタが 戰 場の 慘劇 を目掣 する を 叙す る 文字の 如き は、 .H 彝 地獄の 實況 を描寫 せる かと 

疑 はる。 然れ ども 其の 叙事の 體裁 少しも 誇大に 失する ことなく、 また 妄りに 情感に 訴 ふるの 跡 無 

し。 一字 一 句、 みな 謹嚴 なる 品性 を 維持せ ざる もの 稀な り。 是れ 其の 文章 を 評する に K の j 字を以 

てすべき 所以な り。 

此の 戰は コレラ 病の 流行す る 媒介と なりたり。 之が ために 死亡す る もの： H (の 數を 知らす。 マルタ 

の 父 も 其の 兄妹 も 死者の 中に 算 へられたり。 夫婦の 感慨 はこ- -に 至りて 更に 連し きもの ありき。 彼 

ら はこれ より 一 しほ 平和の、 干： 義に 熱心し、 天に 誓って 之 を 成就 せんと 圖れ り。 一 千 八 百 六十 六： 牛 十 

1 n 二 口 の 萬 鎮祭 口に、 夫婦 は その 血痕 未だ 乾き もやらざる 前日の 戰爭に 死歿せ る將 卒の圾 慕累々 
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たる ケ ー 一一 ヒ • ダラ ！■ ッと 云へ る 所に 詣 でたり。 こ は 其の 志 を 別して、 天に 誓 はんと 欲する にて 

ありき。 墓地の 有様 及び 夫婦が 感情 悲痛の 情 終、 作者の 妙 攀 に 叙述 せられて、 讀^^が心胸の脾，蕴を 

動力す に 足れり。 夫婦 は遷々 イタ リャ に往 き、 フラ ンスに 出入して、 平和の 擴張 にな， i- 事 4, 一り。 

一千 八 百 七十 年の 夏、 巴 里に 在りし とき、 i^.M 佛 の戰爭 起り て、 彼ら は 心なら す も 城 中に &: り： めら 

れて 出る こと 能 はす。 或 日フリ ー ドリ ヒ にあて たるま I： 狀 にして ベルリン の 消印 ある  一 Ie」 を 手に 人. 5.- 

し 者 あり。 彼奴 こそ 敵の^ 諜な らんと 篤り 噪 ぐと 同時に、 フリ ー ドリ ヒは 忽ち 敍 殺され こ， けり。 比 

れ I 莨に 一 千 八 百 七十 一年 二月 一 日に 演ぜられ たる 戰爭の 悲劇に して、 其の 慘毒 こ. T に 至りて 絕 でに 

達したり と はざる ベから す。 

女史が 著書の 梗概 は 上に 述ぶ るが 如し。 敎育、 政 ユか、 風俗、 道德 等に 於け る、 尙武 主義の 及 

ぴ權謀 詐術 は 細大 精粗 殆ど：^ らす 所な く、 女. a< の 第 を 以て 其の 實狀を 暴露せられ たり。 誰か 之 を 一 

讀 したる のち、 政て 尙武 的の 議論 を 喋々 せんとす る も のぞ。 澳闺 宰相の 一一 一一：：、 決して 溢 美に あらざる 

なり、 

英國の フ レギ リツ ク*  ロバ ー トソ ンは 愛と 義 とに 富みた る 偉 ffi- 兒 なり。 彼が ブライト ン に 牧師と 

して 宣傳 せる 福音の 敎訓は 英文 學の 眞珠 にして、 無數 なる 讀 者の 敬 审： する 所たり。 彼 は 博愛の 基赞 

敎徒 たるに も拘ら す、 所謂 萬國 平和 協 會の趣 皆に 反對 し、 雄 辯 快纖を 揮って 兵士 を 辯 護し、 武夫の 

價値 を稱揚 せり。 武道 豈に 悉く 非な りと 謂 ふ を 得ん や。 戰の爲 に 世 を 益し、 人類の 精神 を 鼓. t し、 


義氣廉 耻の風 を 養 ひたる こと 少しと せす。 古人！ n く、 花 は樱、 人 は 武士と。 決して 過當の 一一 目にあら 

す。 然れ ども、 人 額の 進化 及び！ -史の 變遷に 由り、 旣往の 制度 習惯 にして、 最早 今日に 用 ふべ から 

すて ふ 墳墓の 中に 葬られし もの 其 事例 一 にして 足らざる なり。 司馬遷 の稱黉 せる 遊俠の 如き、 日本 

の 古俗なる 復鱸 一： の 如き、 古に 存 すべく して、 之 を 今日に 存 すべから す。 戰の 如き 亦 その 稀. 類に 屬す 

る ものに 非す や。 尙武の 天地 失せ去りて、 平和の 乾坤 開く るの 時代 旣に來 りつ \ あるに あらざる 

か。 ケ ー ー1 ヒべ ルグの 哲人 力 ント より スト ゥ ネル 女 の 小說に 至る まで、 仁人 子の 冀望 せし 所、 山； a 

に 全く. S しきに： g すべ けんや。 藤 史の賴 向を視 よ。 文明の 歸趣を 察せよ。 歐 州の 近時に 注目せ よ。 

思 ひ 半ばに 過ぐ る もの あらんと す。 今 は 古の 如くなら す、 後 また 今の 如くなる ベから す。 若し 今の 

如くに て 止まば、 人類 もまた 卑劣なる かな。 世界 も 亦 無情なる かな。 歷史も 亦 意義 を 透徹せ すして 

止まん。 進化の 理存 す。 進化 を攝理 する 上帝 存す。 兵馬の 世界 は 最終の 世界に あらざる なり。 

1 八 九 三年 1 0 月 (日本 評論) 

畫伯葛 飾北齋  > 

詩 は 是れ有 聲の畫 、畫 は是れ 無聲の 詩な り。 名は異 りと 雖も、 其の 實を 推せば 共に 是れ同 一 の 源^ 
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より 發し 出で たる ニ條の 河流た るに 過ぎざる のみ。 萬 有の 情趣に 富める、 人生 道 味 を 含める、 ，人 

にあら すして 誰か 能く 其の 趣 を 掬し、 而 して 之 を 歌 はんや。 畫伯 にあら すして 誰か 能く 其の 味 を 味 

ひ、 以て 之を畫 かんや。 詩と 云 ひ 叉 畫と云 ふ、 孰れ も 其の 技 をば 相 異にすと 雖 ども、 然れ ども 其の 

詩 を 誦し、 其の ffi を 覽る者 をして 不知 不識の 間に 一種の インス ピレ ー ショ ンを 其の、、 1 一」 吹！； <j.:f -、 

以て 烦悶欝 結せ る 胸臆 を洗灘 し、 以て 卑矮腕 劣なる 其の 念 を高尙 にし、 而 して 能く 生きた る 1^ 化 力 

を 他に 與 ふる 所以の ものに 至りて は、 未だ 嘗て 其の 理を 一 にせ すん ば あらざる なり。 然 りと 唯 も 天 

地 一： 上：： 有の 含蓄 包蔵の 多き、 世態 人情の 變幻 多様なる、 詩人 其の 詩の み を 以て は猶ほ 且つ、 „ ^じ I- す こ 

と 能 はざる 所の ものな り。 畫人 其の 畫 のみ を 以て は猶ほ 且つ 畫き盡 す こと 能 はざる 所の もの あり。 

是に 力て 力 き ^ 人 の 能く 咏す る 能 はざる 所 畫人爲 めに 之 を畫 き、 畫 人の 畫 く 能 は ざ る 所 詩人 爲 めに 之 

を 歌 ふ。 一長一短 相互に 其の 缺漏を 補 直し、 而 して 後天 地 萬 有の 神、 爱に發 禅し、 世態 人 の 率、 

愛に 顯 現し 來る べし。 詩人 畫人は 共に 是れ 『美 神』 の體 内より 生れ 出で たる 姉と 妹に して、 詩と 聲 

と は 共に 是れ 此の世界の 雙美 なりけ り。 

一 ニダの 天下 いつしか 過ぎ去りて、 元 fi 亨保 も名殘 なく 逝き、 世 は 寶勝寛 政の 天下と なれり。 さな 

き だに 巢林 子、 海 昔の 詞藻 を もって はやした る 時代 は、 今 も 猶ほ半 二、 出 雲の 脚色 を ほめた \ へた 

り。 本 居官； 長、 平 K 篤 胤、 香 川 景樹を 要求した る 時代の 必要 は、 他に 叉 京傳を 呼び、 三 馬 を 呼び 

彥を 呼び、 而 して 叉蜀 山人 を も 呼べり。 畫伯葛 飾 北齋を 呼び 起した る は、 か \ る 人々 を 呼び 起した 


る 同じ 必要の 聲 なりと 知るべし。 儒士 文人の 畫 伯池大 維の 後に、 葛 飾 北齋の 浮世 綾 を 以て 別に 一旗 

幟を樹 てた る は、 猶ほ も 馬 琴、 蜀 山人 等の 宣長、 景樹 等に 於け るが 如き もの ありき。 平民の 詩 3： 

旣に 出で た"。 平民の 晝们 Eia に顯 はれす して 已 むべ けんや。  ■、 

俗に 在りて 俗に 沒 せす、 規律の 外に 規律 を 有し、 千金 を芥 にして 眄み ざれば、 富 貝 も 中々 淫 する 

能 はす。 千 乘を展 にして 脫す るが 如く すれば、 威武 も 容易に 屈する こと 能 はす。 胸に 卓然 たる 見識 

を 具へ、 毅然として 己が 立脚の 地 を 固め、 平 居 貧に 安んじ、 生涯 定地 なく、 唯 だ是れ 畫を嗜 むこと 

は 全世界の 有 ゆる ものに も替へ 難く、 五十 年來畫 三味、 金 骨 雅致の 逃道 を 嫌 ひて、 山 か 雲 かの わか 

ち を 知れ ど、 ^に 似た る鎗を か、 す。 眞を はなれて 眞を寫 し、 實にー 家の 畫道を 開き、 其の 始めは 

いたく 述 遼蹉跎 したれ ども、 其の 終 は 名 々として 上下に 喧しく、 询 に是れ 曠世の 逸才、 、ゆん 呼此 

の 人 ありて 此の 如きの 畫を 出すべし。 

飯^：！^虛心氏が^？飾北齋傳ニ卷、 頃日 蓬 樞閣の 手 を經て 世に 公に せらる。 記事 簡明に して 考證 頗る 

精確、 北 齋 翁が 一生の 極概 描き 盡 せり。 著者の 功 勞豈に 感謝せ ざるべ けんや。 其の後 擧 を嘉惠 する 

の効盖 し尠少 にあら ざ るな り。 

お 飾 北 齋は寶 S 十 年 九月 を 以て 本 所 割下 水に 生る。 幼に して 敏慧、 成 童の 頃 ほひに は 彫刻家に 就 

て 北 ハの枝 を學び たれ ども、 未だ 弱冠に 至らす して 輒ち 之を廢 し、 やがて 勝 川 舂窣の 門に ゆきて 浮世 

繪を舉 ベり。 技能く 北ハの 妙に 達し、 聊か 其の 師風 を模 する に 至りたり と雖 ども、 未だ 幾くなら すし 
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て 破門の 厄に 遭 ひ、 年 三十の 頃 迄 は猶ほ 貧より 貧を趁 うて 此處 彼處に 流浪せ り。 

- 此の頃 小傳馬 町に 住し、 專ら 狂歌の 招 物を晝 く。 從來招 物 は 錦緣と 異なり、 別に 畫法 ありて 風 ® 

賤 しからざる を 旨と す。 宗理 (北 齋) の 招 物 もとより 超凡に して、 來り請 ふ 者 多し と雖 ども、 禾 

だ 之を專 業と し 口腹 を 養 ふに 足らざる なり。 貧困 殊に 甚 しかりき。 よりて 業 を轉じ 活計 をな さん 

とせる こと 崖 あり。 宗理 一日 七色 蕃椒 を賣り あるきし が、 寶れ すして 止む。 又 歲晚に 際し 柱舊 を. 

うり 歩きし が、 淺草藏 前へ 來 りし 時、 先師 春 章 夫婦に 行き 逢 ひ、 面目 を 失 ひしと。 時に 人 あり、 

五月幟の 畫を請 ふ。 宗理 直に 朱 をと き、 鑌 旭の 圖を 晝き與 へしに、 其の 人 大いに 喜び、 謝 すと 

して 金 ニ兩を 贈る。 此ニ兩 の 金 は 貧困せ る 宗理の 身に ありて は實に 無上の 寶貨 にして、. 他日 畫名 

を 一世に 鳴らす も、 此の 贈 金 あるに よりて なり。 さて 宗理は 日々 生活に 苦しみし が、 ， ^の 金 を 得 

しょり 忽ち 志 を ー轉 し、 妙 見に 祈り、 生涯 晝 H を もて 世 を 終らん こと を 誓 ひたり。 是 より m々s: 

まだき より 筆 を 採り、 小夜 ふけて 人の 寢靜 まる 頃に 至り、 夫より 更に 己が 志す 所を擧 び、 腕痺. 

れ、 眼 疲れて 漸く 事 を 止め、 藩 麥ニ椀 を 喫して 臥す。 (北齋 傳上卷 九十 紫) 

春 章の 北齋を 破門した る 所以 の もの は、 北齋が 其の ^ に 告げす して 竊か に 狩 野 某の 下にいたり、 

其の 畫風 を擧 びし が ゆえな りと 云 ふ。 其のの ち俊屋 宗理、 堤 等 琳の畫 風 を 慕 ひ、 『住 古 內記資 行に 就 • 

きて 土 佐 風 を 擧び又 司 馬 江漢に 就き 西洋 畫を學 び、 又 明 人の 畫法 を擧 ぶ』 而 して 其の 畫亂を 一 纖 


し、 漸く 已が獨 得の 技能 を顯 はした る は、 寬政 十一 年 北 齋が年 四十の 時な りしな り。 

此の頃. 江 戶に來 りし 和 蘭の 加 比 丹 某我國 町人の 小兒 出産の 體を 始めと して、 年々 成長の 體、 筆 

算 稽古の 體、 又 年た けて 遊 串 一な どへ 通 ふ體、 又 年老 ひて 死し、 sft を 行 ふの 體を圖 し、 男子 女子 

を 一 卷づ丄 一 卷に靈 かんこと を 北 齋に依 横し、 金 五十 圓の 謝禮 にて 約 (ル せり。 加 比丹附 馬の 醫 

師某 も、 亦 HE 圖ニ 卷を畫 かんこと を 乞 ふ。 北齋諾 して 數 日間に 之を畫 き、 さて 四卷の 圖を携 へて 

旅館に 到りし に、 加 比 丹 は 約の 如く kii 五十 圓を出 だし、 ニ卷を 受納せ り。 夫より 醫師の 許に 到り 

しに 醫 K の 曰く、 予は加 比 丹と 異なり 薄給の 身 なれば 同お-の 謝禮 はなし 難し、 半減 即七 十五 金に 

て、 二 卷を與 へ 給 ふべ し。 北 齋 少しく 愤 りて 曰く、 何故に： a 初に 其の 事 を 明し 給 はざる や。 は 

同じく とも 彩色 共の 他 を 略 すれば、 七十 五 金 にても 畫 かる、 なり。 旣に戴 きたる 上 は 今更な すべ 

きな し。 又 之 を 七十 五 金に て 進 するとき は、 加 比 丹に 對し餘 り 高惯を 貪りた る ことに 常り、 心 苦 

しき 限な り。 醫 g の 曰く、 されば 二 卷の中 男子 圖 一 卷を七 十五 金に て與へ 給へ と。 此の 時 尋常の 

畫ェ ならば 諾 して 一 卷を與 ふべき に 赤贫洗 ふが 如き 北齋其 の 約に 背きた る を 憤り ニ卷 共に 懷 にし 

て、 id に 家に 持ち^ へれり。 家婦 其の 故 を 聞き、 諫めて 曰く、 日夜 丹精 を 凝らし 畫き 給へ る畫卷 

なれ ど 此の 圖我 邦に て は 珍しから ぬ もの なれば、 寶 らんと する も 買 ふ ものな かるべし。 時 問と 錄 

用を耍 すれば 損失 あれ ども 七十 五 金に て 醫師に 與へ給 ふが 得策なる べし。 今 七十 五 金 を 得 ざれば 

貧苦の 上に 貧苦 を かさぬ るの 道理なら す や。 北齋 iS して^な く、 暫く ありて 曰く、 予も亦 其の 貧 
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苦の 日に 迫る を 知らざる にあらざる なり。 され ど 外 國の人 約に 背きし を、 其の 

通り に な し 置く と 

き は、 自分の 損失 は 免 かる \ とも、 我 邦人 は 人に よりて 掛直 をい ふとの 嘲 は 盖し免 かる，^ 能 は ざ 

るな り。 故に 予は 深く 其 所を考 へて 持ち 歸 りしな りと。 後に 譯官某 此の 事 を 聞き 加 比 丹に 語りけ 

れば、 加 比 丹 も 深く 感じて、 直に 百 五十 金 を 出し、 かの 二 卷をも 請 ひ 得て 本國に 持ち 歸 りしと 

ぞ。 其の後 和 蘭より 畫を請 ふ 者 多く、 毎年 數百 葉を靈 きて、 長 崎に 送り、 海外に 輸出せ しが、 後 

に 幕府 阈內の 秘密 を 漏す をお それ 之 を 禁止せ り。  (北齋 傳上卷 十六、 十七 葉) 

文化 元年 江 mjw 羽 護！： 寺 に 於て 觀 世 音 の 開帳 あり。 ra 月 十三 日本 堂の 前 にて 北齋 始めて 大 戴の 

大逹摩 を 害： けり。 先 づ庭上 一 面に 麥程 をし き、 * 數百 二十 疊 敷の 大 厚紙 を 其の上に おき、 揚 汁 を 

酒 襟 四 斗 入に 充て、 藁 箒 を もて 筆に 代へ 恰も 落葉 を拂 ふが 如く 紙上 を馳せ 廻りて、 異形の 山水の 

如き もの を 作る。 暫時に してなる といへ ども、 見る もの 其の 何たる を辯ぜ す。 さて 本堂の ヒに上 

ぼり て 之 を 見れば、 即 半身の 大達 摩な り。 全圖 の廣大 なる 口に 馬 を 通すべく、 眼に 人 を 座せ しめ 

て餘り あり。 衆 其の 腕力の 奇 巧に 驚かざる はなし。  (北齋 傳上卷 十九 紫) 

北 齋大圖 に 巧みなる のみなら す、 又 細 小の 圖を畫 くに 妙な り。 かの 囘向院 にて、 布袋の 大 圖 を騫. 

きし 時、 跡に て 米 一粒へ 雀 二 羽を畫 く。 人み な 肉眼 を もて 之 を 見る に 苦しむ。 又 縮！： に 巧な り。 

此の頃 鍬形蕙 齋の畫 大いに 行 はる。 蕙齋 誓て 京師の. <、 黄 茶 山が 花 洛ー費 圖に做 ひ、 、江戸 jial 


を畫 き、 世人.. V 驚かす。 これ 江 戶八百 八 町 を 一 紙の 中に 縮めた るを赏 す >c なり。 北齋竊 かに 之 を 

笑 ひ、 武_1 相 校 伊豆 安房 上 總下總 を 一 紙に 縮阖 して 房總 一 覽圖と 名 づけ、 刊行せ.^。 世人 叉 其の 

巧妙、 蕙 II の 上に 出 づるを 驚く。  (北齋 傳上卷 一 一十 一 葉) 

幾 もな くして 時の 將軍德 川 家 齊北齋 が畫の 巧妙 人 を 驚かす こと を 聞き、 召して 其の 技能 を 一 覽せ 

らる。 『是 より 北 齋の名 四方に 噪 しく、 騫を請 ふ もの 踵 を 接して 至り、 笈を負 ひ 來り擧 ぶ もの、 日 

に 多し』。 

か、 る 時に 於て 最も 注目すべき は、 北齋が 曲亭馬 琴と 常に 相 合 はすして、 議論 を 生じ 爭端を 酸した 

る 一 事な りき。 馬 琴 は是れ 當時詞 壇の 泰斗に して、 北齋 は是れ 當時藝 能の 宗伯 なり。 若 夫れ 馬 琴の 

文藻に 北 齋の畫 趣 を 添へ、 彼の 言 ふ 能 はざる 處 此れ 之 を畫 き、 此の 畫く能 はざる 處彼之 を 言 ひ、 兩 

々相 待て 進みた らんに は、 是れ 所謂 蛟龍の 雲 を 得、 蟠 蛇の 霧に 遊べる 者に して、 询に 文界の 完璧た 

りし も、 惜哉水 滸畫傳 の 初 編 以下 は、 復た之 を 見る こと 能 はす、 南柯夢 其の 終を吿 げしと 雖も、 其 

の 精 編に 至りて は、 遂に 袖を拂 ふて 交を絕 つに 至れり。 古より 兩雄 は往々 並び 立た す。 豈悲 しか 

らす や。 

然 りと 雖も人 各 見る 所 あり。 天稟の 才能 相異 るに 從 ふて 其の 志の 向 ふ 處も亦 同じから す。 强 いて 

彼 を 以て 此に 合すべ からす。 备 其の 胸中に 輝け る 星 光に 由り て 自家の 經 路を拓 き、 以て 其の 行く ベ 

畫伯葛 飾北齋  二三 七 


叢 伯 葛 飾北齋  二三 八 

き處に 行きて 安ん すべきの み。 漫 りに 富贵を 以て 貧賤 を輕 くし、 俗務 を 恃んで 他に 誇る が 如き。 見 

識 ある 男子 は 見て 之 を 笑 ふべ し。 馬 琴と 相 合 は ざり し 彼 は、 彼が 見識に 逆 ふす ベての 點に 於て 相 

合 はす。 

此頃 俳優 尾 上 梅 幸の 技藝 世に 名高し、 最も 幽靈 に扮 する に 巧みに して 殊に 賞 せらる。 梅 幸 北. g を 

招き、 幽 靈を畫 かしめ、 其の 圖の 鬼して 眞に逼 らば、 是 になら ひ、 扮裝 をな し 愈 其の 技 を 巧に せ 

ん とす。 北齋 来らす。 梅 幸 曾て 一 日 輿に 乘り、 北齋の 家を訪 ふ。 其の 家 もとより 貧しければ、 茶 

煙草盆の 設も なく、 窒內 荒れ はて X、  # て 掃除せ しこと なければ、 不潔い はんかた なし、 梅 幸 こ 

の ありさまに 驚き、 再び 戶 外に 出で、 舆丁を 呼び、 輿 中の 毛 1^ を 出 だし、 之を窒 內に 敷かし め、 

さて 窒に 入りて 坐し、 ー禮を 述べん とせし が、 北齋 其の 擧 動の 不敬に 亙れる を 憤り、 机に よりて 

顧みす。 梅 幸 も 亦 憤然 一 語 を 交 へす して 立ち去りたり。  (北 齋傳 上卷ー H. 九 葉) 

奧州 津輕の 城主 津輕越 中 守 誓て 翁 を 招き、 屏風 を畫 かし めんと す。 使者 往復 數囘、 翁 首 を ふりて 行 

かす。 旬餘 にして  一 士 あり。 來 りて n く。 予は it 輕 家の 臣 なり。 侯 先. 生 を 招く に 先生の 来らざる 

は 蓋し 故 あるべし。 此の 物輕微 なれ ども、 先づ 進呈すべし とて、 金 五兩を 贈り、 願く は 先生 今よ 

り予と 同行して 藩邸に 来らるべし。 もし 先生が 畫く所 侯が 意に 適 は^、 必 す 若干の 報酬 あるべ 

し。 翁 又 事に 托して 行かす。 數日を 過ぎ、 かの 藩士 又來 りて 同行 を 促す。 翁 叉 行かす。 藩士 大ぃ 

に 怒り。 翁 を 斬りて 自殺すべし とい ひける を、 傍の 人々 藩士 をな だめ、 翁 をす すめて 行かし めん 


とす。 翁聽 かすして： n く、 囊に請 取りし 五兩を 返却せば 可なる べし。 明日 人 をして 藩邸に 贈る ベ 

しと。 藩士 及び 傍の 人々 之 を 聞き、 あきれはて-" 其の 日 は 事す みたり。 後數 日を經 て、 何故に 

や、 招かざる に 翁 突然 自ら 藩邸に 赴きて、 屛風ー 雙を畫 きたり。 其の 畫は 野馬 群 遊の 圆 にして、 

今津輕 { さに 存 せりと ぞ。  (北 齋傳上 卷十艽 薬) 

然れ ども 『平常 は 謙遜 辭讓 にして、 門 に は 百姓 八 右衛門と 書きた る 名刺 を 貼り、 窒に は、 おじぎ 

川、 みやげ 無用の 壁 害 を か、 げ』 置きたり と 云 ふ。 

平 居 茶 だ 貧に 安んじ、 橋 居 弊陋、 他人の 坐す るに 堪へ ざり し處 にも 北齋は 平然として 毫も 心に 關 

する 處な かりき。 

幕府の ^ 達 鶴の 屋某、 一 日 藥商千 葉 氏と 共に 北齋 翁の 家に 到り、 畫 帳の 揮毫 を 乞 ふ。 翁、 時に 南 

軒に座して；^^^を捫りながら答へ て曰く、 我に さし か k りの 急用 あり、 乞に 應じ 難しと て 更に 其の 

衣 縫を飜 へし、 其の 母子 を 拾 ひて 止ます。 二人 頻に乞 ふて 承諾 を 得、 银蹙 して 其の 家 を 出づ。 行 

くこと 數十 歩、 北 齋 之 を 呼び 謂て 曰く、 他人 若し 我が 居 宅 を 聞く こと あらば、 淸潔 It 美 を もて 答 

へよ と。  (北齋 傳上卷 三十 葉) 

, 询 に是れ 畸人 中の 畸人、 其の 膝 達 物に 關 せざる こと 此の 如き もの あり。 

北齋が 信念 は 至って 單純 なりき。 平素 妙 見 を 信じ、 其の 畫ェ たらん と 志 を 決した る當 時より、 曰 

夜 心 を 込めて 妙 兌に 祈り、 自ら 辰 政と 號 したる も、 此の 信仰に 基き たる ものな りと 云 ふ。 而 して 日 
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蓮 も 亦 彼が 渴仰啻 ならざる ものな りき。 或 時 は 其の 家の 柱に 密柑箱 を 高く 釕づ けして 其の 中に 日蓮 

の 像 を 安置した る こと も ありし と 云 ふ。  . 

又 北 齋は畫 の 外に 戯作者と して 自家の 運命 を 試みた る こと ありき。 

不調 方なる 戯作 仕 差 上申 候。 是 にて 御 間に合 ひ 候 は^、 何卒 御覽の 上、 御 出 板 可 被 成 下 候。 初而 

儀に 御座 候へば、 あしき 所 は 曲 亭馬琴 先生へ 御 直し 被 下 候 様、 此段 よろしく 奉 願 候。 又々 當年 

評 刺 すこしも よろしく 御座 候.. へば、 來 春より 出精 仕、 御 覽に入 可 申 候。 右 申 上 候 早々 不具。 

こ は 舌代と して 北齋が 其の 戯作 逝 將軍勘 略の 卷 末に 載せ 置け る ものな り。 其の 他不 厨庖、 即席 料 

理 等の 如き 一 一三の 戯作 出で た ひと 雖も、 是れ唯 だ 其の 餘技 たるに 過ぎざる のみ。 

北齋 生涯 其の 居を轉 する こと 九十 三回、 甚 しきに 至 ひて は 一 日 三 所に 轉 じたる こと ありと 云 ふ。 

嘗て 曰く、 

幕府の 表 坊主に 寺 町 百 庵と いふ 人 あり、 旣に今 は 九十 有餘囘 の轉居 をな せり。 余 もまた 百 庵に な 

らひ、 百 囘の轉 居 をな し、 しかして 死所 を 卜すべし。 

(北齋 傳下卷 二十 一葉) 

此の 如く 叉 其の 號をも 一 定 せす。 其の 始 より 終に 至る 迄、 前後 幾度と なく 變稱 したり。 而 して 又 

諸 國諸州 を 流浪して 自ら 天竺浪人 といへ り。 

馬 琴と 交 を 絶ちた る 四 K 年の 後、 文化 十四 年 北 齋獨り 名 古屋に 赴き、 門人 墨^の 家に 僑 居し、 同 


所 两褂所 境内に 於て、 磨の 大像 を畫 きて 諸人の 喝釆を 博し、 去りて^ 勢紀 州大阪 京都 を： 歴 返して 

復 た江戶 に^り 来れり。 北 齋漫畫 の 初 編 は、 墨僵の 家に 在る 時、 畫 きたる ものな りと 云 ふ。 後 相 州 

沛 ハに 移り、 幾程 もな くして 復た 江戶に g 來 せり。 

嘉永ニ 年 北 箫 翁 年 九十、 淺草 ifK 町の 遍照院 境内の； S 居に 殁す。 翁の 爲人を 叙す る 者 あり。 曰 

北 齋 翁は禮 儀禮讓 をな す を 好ます。 性 頗る 淡： g にして、 人に 遇 ふ も 嘗て 首 を 下げた る ことなく、 

唯 今日はと いひ、 ィャ とい ふの みに て 時候の 寒暖、 身體の 安否な ど、 ながながと 述べた る ことな 

く、 又 他より 食物 を 買 ひ來 り、 或は 人より 貧 物 を 贈らる ると も 之 を 他の 器に うつす ことなく、 ケ 

の 皮 重箱 を 論ぜす、 己の 前にお き、 箸に て 挾 さむ こと もな さで 直につ かみて 之 を 食 ひ、 食 ひき： し 

て、 重箱、 竹の 皮 は、 其の ま \ すておく なり。  (北齋 傳下卷 十一 葉) 

規律 外に 规^ を 求め、 曠達 物に 關ら ざる 翁の 風釆、 想 ひ 見るべし。 

翁 嘗て IE く、 

己 1  パ 歳より 物の 形 狀を寫 すの 癖 ありて 半白の 頃より しば，^ 畫篇を 著 はすと い へど も、 七十 年畫 

く 所 は、 實に 取る に 足る ものな く、 七十 三 歳に して 稍 禽獸蟲 魚の 骨格、 草木の 品 生 を 悟り 得た 

り、 故に 八十 歳に して は、 ますく 進み、 九十 歳に して 猶 其の 奥意 を 極め、 一 百 歲 にして 正に 神 

妙な らん か。 百 有 十 歳に して は、 ー點ー 劃に して 生く るが 如くな らん。 (北齋 傳上卷 五十二 葉) 

畫伯ー DS 飾北齋  二 四 1 
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然れ ども 天 は 翁に 尙ほ年 を 借 さ りき。 將に死 せんとす る や 翁 大息して 曰く、 

天 我 をして 十 年の 命 を 長う せしめば、 

暫くして 更に 謂 ひて 曰く、 

天 我 をして 五 年の 命 を 保た しめば、 眞 正の 畫ェ となる を 得べ し。 

言 訖 りて 死 せり。  (北齋 傳上卷 1  パ 十八 葉) 

家 貧に して 洗 ふが 如し。 其の 死す る や 門人 故舊相 集りて、 懇ろに 其の後 事を營 みたり。 

翁 歿して よりこ、 に 殆んど 五十 年。 翁の 畫は猶 ほ 依然として 吾人の 中に 殘れ り。 覺る者 誰か 翁が 

當年を 想 ひ、 坐ろ に 其の 爲人を 餐鬆 せざる。 ひたすら 俗界の 英物 のみ を 尊びて、 其の 他に 向 ひて は 

其の 兩 nw を .路 せる 吾が 國民 も、 早晚 此の 畫伯 を懷 ふの 時 あるべし。 

(飯 島 虛心氏 著、 蓬 樞閣藏 板、 葛 飾 北 齋傳】 一 卷評) 

1 八 九 三年 一 〇 H: (日本 評論) 

基督 敎 徒の 新聞 維 誌 及び その 記者 

上 


基督^^の新聞莉誌は、 徒の 數と 財政 上の 力と に 比して 驚くべき ほど 多數 なる を覺 ゆ。 是れー つ 

に は S 然の 必要より 起ら す、 ％ 支 相 K ふや 否やに 頓着せ す 他より 保護 を 受けて 成立す る もの 多き 

に 出る。 二つに は 基督 敎 徒の に は 其の 意見 感情 を 文擧に 表さん と 欲する の 念 割合に 盛んにして、 

は， U 己の 敎派を 張り、 特殊なる 事業 を廣吿 し、 殊に は 基督の 道 を宜傳 せんと 欲する より 起れ る 現 

象な り 鬼に 角 恶督敎 徒の 文學 は、 其の 品質に 於て 如何なる 地位に 立つ やの 問題 は！：： く 措き、 其の 

分量 に 於て は 甚だ 盛大な りと 謂 はざる ベ か らす。  • 

鼓に 基督 敎の 定時 刊行 文學の 歴史 を 回顧して、 其の 今日までの 成り行き を考 へ、 たと ひ 正面より 

基督 敎 主義 を 唱へ ざり しに もせよ、 多少 これと 相 出入す る こと あり し 雜誌類 のこと をまで 併せ 見 

ば、 餘程 面白く n- つ 參考 に 供す べき こと を も發 見す るに 足らん。 

余. 都の 記憶す る 所に 據れ ば、 基督 敎の 新聞と して 最も 早く 現れ しもの を 神戶の 『七 一 雜報』 と 

す あの 第一 號 より 久しき 『編 i: 長』 として 署名せ し 村 上 俊吉氏 は、 基督 敎徒^ 新聞記者の 先鋒 

f 余. 華 は 此の 元老の^ 在 を 忘る まじき ことなり。 當 時の 『七 I 雜報』 は、 全く 外國 人の 補助と 

指揮との 下に 成立ちし ことなる が、 其の 紙面に は 世間の 人々 が斯る ことに 未だ 注意せ ざる 以前、 旣 

に ベリ ー 氏の {s® 改良 談、 衛生 論 等、 其他ソ P プの 作り方より、 ビ， 《フ. ティ， -の 前-: じ 法に 至る ま 

で 或お は 鬪 を 禅 人す るな どして 之を說 きしこと あり。 時として は 『合 衆國ィ ルリ ノィ洲 チカ ァゴ 

ォ府』 (原文の まま) の 事な りと て 西洋の か ノ談を も 載せたり。 余 W は 『七 ー雜 報』 によりて、 泰西 

教徒の 新^ 雜誌 及び 其の 記者  二 四 三 
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の 生活法、 文明 流の 風俗 等を攀 びて、 珍ら しく 感ぜし 記憶 今に 至る まで 心 を 去らざる もの あり。 當 

時の 讀 者が 七 一 紙上に 現れた る 『天 路歷 程』 の a 譯、 フォ ー ルズ 氏の 『變遷 論』 (大舉 敎授モ ー ルス 

氏の 非 基督 敎的 進化論 を馼擊 せし もの) 等 を 甘露 を甞 むる の 心地して 歡迎 せし は 何時しか 一 一十 餘年 

の 昔と はなり ぬ。 手 塚 新 氏の 如き は 基督 敎文擧 者と して 當 時の 七 一 紙上に 最も 幅 を 利かせた る 一 人 

にて ありき 。『七 一 雜報』 は 其の後 『福. 昔 新報』 と 改題したり。 改題せ しと 相 前後して (？) 共の 編 

轉 の 主任と なりし を 浮 M 和 民 氏と す。 氏が 編！： する やうに なりした め、 村 上 氏 時代と は 紙面の 體裁 

も改 りて、 面目 を 新に する 所 も あり たれ ど、 宗敎 的に は 別段に 勢力 活氣を 添へ たりと も 見え ざり 

き。 浮 W 氏に 繼ぎて 『福音 新報』 の 編！： を擔 任せし は 松 村 (當時 森 本) 介 石 氏な り。 松 村 氏 は備中 

高 梁に 傳 道して、 リバ ィバ ル の-勇 將を 以て 自ら 任じ、 『鳥渡 一 言』 的の 文章 を 以て 活氣 ある 記事 を 紙 

上に 揭 載せられたり。 其の 文學的 及び 神擧 上の 價値は 兎も角、 多くの 人に 面白く 元氣 よく 讀 まれし 

に 相違な し。 時 恰も 東京に 於て 今の 『基督 敎 新聞』 の 前身なる 『束 京 毎週 新報』 の發行 せらる るに 

遭 ひ、 是 より 先祌戶 より 大阪に 移りた る 『福音 新報』 の 地位に 動 搖を來 し、 程なく 廢刊 する ことと な 

れり。 此に 於て 基督 界 最初の 新聞 は、 老實 なる 村 上 氏より、 博擧 多才なる 浮 田 氏の 手に 移り、 三遷 

し て 元 氣ょ き 松 村 氏 の擔 任に 歸 し、 其 の 元氣ょ き 時代 に 於て 惜む ベ き 臨終 を 遂げ た り 。 

『福 昔 新報』 に關 係せ し 人々、 斯くて 全く 止まん も殘 念な りと 思 ひしに や、 松 村 氏の 如き 非常なる 

奮發 にて、 伴 直 之 助 氏 等 を 重なる 同勞 者と し、 宇田川文海の 如き 軟文擧 の 玄人 を も 引 入れ、 『太平 新 


報』 なる 日刊 を發 行せられ たり。 氣焰萬 丈、 其の 勢 t„ ^だ 盛ん なれば 終に 太平 藥を 奏する に 至らん か 

と W 心 ひの 外、 幾程 もな く 立ち消えの 姿と はなり にき。 松 村 氏 は 其 後 再び 東京に 上られ、 暫の間 『基 

督敎 新聞』 の 編 S: に從 事して 餘程 成功せられ たり。 氏が 基 脊敎の 文 學に關 係 ある こと 斯の 如く 深き 

のみなら す、 其の 著書 飜譯 等の 多き、 基. 齊敎文 擧界の 元老と 稱す るに 足れり。 同氏が 戸川 氏と 共に 

『三 賴』 を發 行せられ、 若干の 損失 を 招きて 之 を 廢刊の 墓に 葬りし とのこと は、 余 W が 定時 刊行 文 

學に 於け る 松 村 氏に 付きて 最近の 報知な り。 然れ ども 斯の 如く 此の 種類の 文學 に因緣 深き 氏の こと 

故、 後に 至り 新聞記者 として 再現す る 日 も 無き に 非ざる べし。 

關 f の 方に ありて 基脊敎 の 定時 刊行 文事に 從事 せ し 手始め は 、 今 囚徒の 敎育 事業に 熱心 せらる る 

原 胤昭 氏と す。 氏 は^て 自己の 资カを 招て て 女 擧校を 1;! け、 十字 屋と 言へ る 基督 敎の #1 籍店を 開 

き、 盛んに 宗敎 書の 出版な ど をな して 條 道の 助と なりし もの 少 からす。 其の 計畫 によりて 發行 せし 

雜誌を 『東京 新報』 と 言 ふ。 當時 流行の 『評論 新聞』 『報 W 叢談』 『花 月 新 誌』 などと 同じ 體裁 にて、 

® 紙假 綴の 小冊子に て ありき。 其の 編 稱 主任者 を 鈴 木舍定 氏と す。 此の 人 は 巌手縣 人に て、 銀庵敎 

會 (今の 數寄屋 橋 敎會) の 長老 を 勤め、 多少 筆の 利きし ー靑 年に て ありき。 氏 は 識見に も 富み、 氣カ 

も 尋常に 超え、 志 を 負 ひて 世に立 たんと 欲せし 人なる が、 『東京 新報』 の廢刊 後、 自由主義の 宣傳に 

從事し 巖手縣 の 有志 家と して 東北に 勢力 を 振 ふに 至れり。 惜ぃ哉 病 を 得て 起た す、 有 s の 志 を窗し 

て 長逝の 客と なりたり。 鈴 木 舍定氏 をして 今日に 生存せ しめば、 憲政 黨自由 派の 名士と して 重く 推 

.  ^13* お 徒の 新 間雜誌 及び 其の s^" 者  二  SI 五 
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戴 せらる る を 疑 はす。 『東京 新報』 の 編輯 所に 記者が 數 日間 同氏と ともに 起居せ し 往時 を 憶 ひ 出で 

て感 轉た禁 する こと 能 はざる もの あり。 然れ ども 『東京 新報』 は 基督 敎傳播 の 上に 著しき 功 を 奏す 

べき 程の 资格を 具へ ざり き。 余輩の 記憶に 留まる もの は、 長老 敎會 主義に 熱心なる 鈴 木 氏 等が、 長 

老 政治の 効能 を陳 ベた ると、 當 時横濱 にあり し 故 H ス*ァール* ブラ オンが、 其の 高弟に して 支那の 

傑物なる ョ ング • ウィン (容宏 ) の 小傳を ものして 續 載せし めし こと あるの み。 

よろ-一び おと グれ 

『衆 京 新報』 と 前後して 發 行せられ し を 『喜 の 音』 とす。 是 は米阈 日曜 擧校協 會に關 係 ある 筋より 

资本を 得て、 マ クー 1 ィルと 云へ る 人の 企てし もの、 初めより 自ら 飜譯 物ば かり を揭 載す る 傾 を 有 

せし が、 三つ子の 魂 までの 譬に 洩れす、 今 曰 に 至る まで 依然として 西洋の 曰曜擧 校の 子供 雜誌其 

の 儘な り。 若し 全く 西洋 趣味な りと も、 之 を 適當に 運用せば 其の 利益 非常なる もの あるべし と 信 

す。 マ クー ーィル 氏が 之を檐 任せし 頃 其の 飜譯 などに 盡カ せし 人々 は、 最初 植村 氏に て、 其 後 古 m 信 

好、 井深 梶之助 諸氏の 手に 移り、 田 村直臣 氏の 如き は吉 m 氏 編輯の 時代に 發送 及び 配付 を檐 任せら 

れ たりと 聞く。 マ ク 一一 ィル氏 去って ミ 。ル 夫人 其の後 を 引受け、 三 浦徹氏 其の 編輯 者 (寧ろ 飜譯方 

か) となり 十 年 一 日の 如く 精勤 せらる る こと 多と すべきな り。 

茶督敎 主義 雜誌 中、 發行 部數の 最も 多き もの を數 へな ば、 『喜の 音』 を 以て 其の 第 一 に 推さざる ベ か 

らす。 日曜 擧 校の 改善 は 目下の 急務に て、 其の 仕組み だに {且 しきに 適 はば 宗敎の 事に 力 あるの みな 

らす、 國民敎 育の 一 大缺陷 を 補 ふ 上に 於て 大 なる 勢力と なる を 得べ し。 基督 敎 徒の ふ I 庭に 子女の 讀 


物と して 『少年 世界』 『小國 民』 の 類 をのみ 與 ふる は 痛心の 至りに 非す や。 『喜の 音』 にして、 曰曜學 

校の 機關 として、 好き 兒童雜 誌と して 編 輯 宜しき に 適 ひ、 其の II 裁 を 整へ て 其の 記事 を 精選し、 特 

に 日本の 生活と 一 歷 親密なる ものと ならん こと は、 余 W の歡迎 する 所なる のみなら す、 督敎徒 全 

體の 希望す る 所なる を 疑 はす。 敢て當 局 者の 注意 を 促さん と 欲す。 

次に 現れた る を 『六合 雜誌』 とす。 其の 初めは 基督 敎を 正當 に宜傳 する の牙營 として 天下の 耳目 

を 集む るに 足りし も、 後 幾變遷 して 終に ュ 一一 テリア ン の機關 となりた る 『六合 雜誌』 は 如何にして 

成立す るに 至りし か。 余 摩 は號を 重ねて 其の 係奇 的に して 悲觀 的の 趣味 深き 歴史 及び 其の 當局者 を 

論すべし。 

中 

前號の 福音 新報 を 配布せ し 後、 記者の 一 人 松 村 介 石 氏に 面，^:! す。 氏 曰く、 『太平 新報』 の 事 を 書か 

れ しうち 其の 記者の 姓名 中に 土 居 通 豫氏を 遣 失せり と。 土 居 氏の 如き は 其の 近年の 生活 宫 海に 出 沒 

して 基督 敎社會 には殆 んど關 係な きものの 如くな りし も、 氏が 曾て 基督教の 熱心 家と して 大阪に 住 

居し、 米 國シト ー 力 會に緣 故 ある 基督 敎 主義 文 擧擧 術の 講義 錄 とも 謂 ふべき 『文 擧雜 誌』 の 編輯に. 

從 事し、 或は 宫川經 輝 氏と 共に ディ ン • チヨ ルチの 著書 を譯 して 歐洲正 氣論を 世に 公に せし 如き、 

終に また 『太平 新報』 の 編輯 員に 加 はりし 如き、 基督 敎の文 擧には 緣故淺 からざる もの あるな り。 - 
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基督教の 軍隊に 現役 士宫 となり、 壯んに 其の 戰鬪、 攻 伐の 事業に 與 ひし 戰 友に して、 種々 の 都合 上 

より 非 役と なりし もの 頗る 多し。 モ 1- セの 如く ァラ ビヤの 野に 暫の間 退却せ し 者 も 之 あらん。 倦み 

疲れて 世の 勢力に 降參 せし 者 も 之 あらん。 余輩 は 新聞に、 講壇に、 昔繁く 聞え て 今 寂と して 聲 なき 

に 至りし 多くの 戰 友を數 へ 來 ひて 感慨に 堪 へ ざ る もの あり。 

筆 は 少しく 岐路に 外れた.^。 其の 本道に 立ち返りて 『六合 雜誌』 の 事に 說き 及ばざる ベから す。 

明治 十三 年 春の 事 かと 覺ゅ。 京 橋 銀治屋 町なる 小 崎 弘道氏 寓居 (講義 所) の H 至に 數 名の 基督 敎 P 

青年 信徒 會合を 催せり。 靑 年と は 言へ 湯 淺治郞 氏 吉田信 好 氏の 如き 立派に 一 家 を 成せる 紳士 等 を 其 

の 席に 見受けたり。 彼等 は 種々 評議せ し 結 ra^ 東京 靑年會 なる もの を 組織せ り。 是れ 本邦に 靑年會 て 

ふ 名稱を 見る の 濫鵃と 一一 一一 II ふべき もの か。 投票の 上 靑年會 の 役員に 選擧 せられし は、 井深、 小 崎、 植 

村の 三 氏に て、 會員を 正員 客員に 分ち、 毎月 二回 集會を 催し、 其の 一 つ は 公衆 を 集めて 宗敎 及び 學 

術の 演說 をな す 仕組みに て ありき。 祌田乃 武氏元 良 勇 次郞 氏の 如き も正會 員と して 盡 力せられ たる 

やに 記憶す。 特に 神 田 氏の 如き は歸朝 後間 もな きこと とて 屢々 敎會 にも 出入し、 靑年會 創立の 會に 

て 種べ 意見 を陳 ベ、 基督 敎 徒と 交際 來往 する こと 頗る 繁多な ひき。 然れ ども 敎會の 有様、 氏が 米國 

にて 見聞せ し 所と 大いに 其の 趣 を 異にし、 音樂は 勿論-萬 事蕪雜 粗野なる に 驚き、 『どうも 日本の 敎會 

はホ ー ムラ イクに 非す して 困る』 と は、 氏が 其の 友人に 厘々 吿 げし 所な り。 それ か あらぬ か、 亞米 

利 加の 宗敎的 暖窒に 成長せ し 氏 を 始め、 多くの 信者が 日本の 未熟なる 敎會を 厭 ひ、 或は 社會の 手荒， 


き 待遇に 辟易して 基督 敎に 遠ざかり、 茶 は 神の 國 にも 遠ざかり しもの 多き は淺念 千 萬と 謂 はざる ベ 

力ら す 

束 京 靑年會 は 更に 進んで 『六合 雜誌』 と 言へ る雜 誌を發 行す る こと を 決議せ り。 發行 編輯 所 は 十 

字 屋の樓 上と 定め、 小 崎、 田 村、 植 村の 三 氏 其の 編 1: と 事務 を檐 任し、 明治 十三 年 十 十一 曰 を 

以て 北ハの ^9!  _ 號を發 行せ り。 靑年會 員の 舎費 若干と 有志 者の 寄附 及び 雜 誌の 前金 等 を 合算して、 百 

圓 許りの 资本を 以て 此の 血 氣壯ん なる 『六合 雜誌』 を 世に出せ り。 或は 月 二回と なせし こと も あり 

しか ど、 大低は 月刊に て繼續 されたり。 其の 編輯と 維持と に 付て は、 困難 實に 名歉 すべから ざる も 

の ありて、 之に 從事 せし ものの 經驗に は 感謝して 愉快に 思 ふこと も 多く ありし かど、 苦味 甚し きを 

感ぜし こと も少 からざる べし。 小 崎 氏の 如き は 『六合 雜誌』 を 始め 某督敎 主義の 新聞 事業の ために 

其の 多く も あらぬ 財産 を 殆んど 使用し 盡 したりと 聞く。 平 岩愷保 氏が 靑年會 長と なりし とき、 內外 

人に {i; ひて 『六合 雜誌』 への 寄附 金 を 募りし こと あり。 氏 を はじめ 當時 出京 中な りし 內村鑑 三 氏な 

どが 英文の 募集 書 數十枚 を謄寫 せられて 種々 盡カ 斡旋の 勞を 取られた るが 如き は、 當時該 紙の 局に 

當 りし 人々 が腦 底に 記して 忘れざる 所と す。 斯の 如く 少 からざる 苦勞を 以て 發 行せられ 維持せられ 

たる 『六合 雜誌』 は、 之に 相當 して 尙ほ餘 り あるの 功 を 奏し、 世間に 向 ひて 某 督敎の 勢力 を 張る に 

缺く ベから ざる ものに て ありき。 常時 基督 敎徒を 外にして は、 文學上 『六合 雜誌』 と 匹敵すべき も 

の 唯 だ 『1% 洋 擧藝雜 誌』 あるの みなれば、 世の 識者 をして 窃かに 基督教の 力に 敬服す るの 思 ひ をな 
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さしめ たるに 相違な し。 基督 敎徒は 其 紙面に 於て、 福澤 諭吉、 田 口 卯吉、 井上 哲ニ 郞、 外 山 正 一氏 

等と 戰を 交へ、 其 主義 を 唱道し、 反對 者の 辯難駁 擊に應 じ、 攻守と もに 花々 しき 戰爭 をな したり。 

德富猪 「郞 氏の 如き も大江 逸の 名 を 以て 其の 氣魄 盛んなる 文章 を 寄 送せ しこと 少 からす。 氏が 矢 野 

文 雄 氏 の 周遊 雜記を 手痛く 批評 攻 擊 して 紙上 に 火花 を 散ら し た る 如 き は 面白 き觀物 にて ありき。 高 

橋 五郎 氏の ェ ンサ イク ：！ ぺ ディ ァ 的に 該博なる は讀者 をして 喫驚 仰天せ しめたり。 森 田 久萬人 氏の 

難 かしき 折 n 擧的 文章 は、 多くの 人 を 苦め て 氏の 擧問 深く して 測る ベ からざる に 感服せ しめたる こと 

ならん。 浮 田 和 民 氏の 思想 富膽 にして 文 華 燥 爛たる 論說 は、 氏 をして 當時旣 に 文 界に名 を 成さし め 

っ& ありき。 印度人 ナラヤン • シシャ ドリ ー の演說 筆記 は、 僧侶 は 勿論 凡ての 人に 珍しく 讀 まれ、 

基督に 降參 せる 此の 婆羅門 徒の 言論 は、 福音の 力が 日本 を風麼 すべき 吉兆と して 歡迎 せられたり。 

松 村 介 石 氏が 尙ほ 築地の ジ ョ ン • バ ラ 氏の 擧 校に 在りし 頃、 『秋 夜 虫聲を 聞きて 感 あり』 の 文章 を揭 

げて 文學的 初陣の 功名 赫 突たり しも 『六合 雜誌』 初朋 時代の 紙面に て ありき。 是 等に 比すれば 稍 後 

れて 『六合 雑誌』 の 紙面に 現れし 名家の 中に 竹 越 與三郞 氏 あり。 氏の アム ピショ ンは之 をして 如何 

なる 事柄に も 精通せ しめたる にや、 其の 哲擧 及び 神擧 上の 事柄に 付きて 論ぜられ たる 手際、 今日の 

『世界 之 日本』 ほど に は 無 かるべ きも 其の 才筆 大ぃ に 見るべき もの ありし なり。 

明治 十六 年 東京に 基督 敎徒大 親睦 會 催さる。 全國 より 信徒の 上京す る もの 雲の 如く、 其の 集會の 

盛んなる 其の後 絶えて 見ざる 所と す。 新 島 氏が 多くの 聽集を 感動せ しめたる も、 金 森 通 倫 氏が スミ 


ス 夫人の 『幸福の 生涯』 を 虎の 卷 とし T 献身の 說』 を 主張して リバイバル 的の， 基 敎を唱 へ、 內村 

氏が 演！， に 野の fc 合の 花 を 振り して 趣.^ 深き 演說 をな し、 喝釆滿 堂な りし も 其の 席上に て あり 

き。 一日 公 M 演說 終りて 冇 f ゎ者會 場なる 淺草 井生 村 樓の別 {If- に會 して 晚餐を 喫 す。 座定り 食事 酣な 

る 中に、 小 崎 弘道氏 起って 基督 敎の 文舉 出版 會社を 創立す るの 必耍 を說き 其の 方法 を陳 ベら る。 二 

三の 之に 次ぎて 赞 成の 意 を 表する 者 ある や、 我 も々々 と 株金の 募集に 應 する 者績 出し、 五 千 圓の资 

本 金 過半 は 其 の 席上に て 應募者 を m 儿 出す に 至れり。 斯く て 株式 組織 に て 設 立 さ れしを 警醒 社と す 。 

1 面に 於て は 靑年會 と 協議して 『六合 雜誌』 を 引受け、 外に 『東京 毎週 新聞』 なる もの を發 行し、 

他の 一面に 於て は 書籍 を 出版す るの 目的に て ありき。 湯 淺治郞 氏の 如き は 警醒 社の 事業 を監赞 し、 

自ら 资 金を投 する こと 株主 中 最も 多く、 勞カを 以て 之 を 助けた る こと 表面に 顯れ たるよりも： 史に大 

なりし と 謂 はざる ベから す。 氏の 如く 身敎 職に 在らす して 基督 敎 のために 拈 加經營 する もの 多く 起 

ら すん ば、 基督 敎は 社會に 根據を 固う する こと 能 はざる なり。 湯淺 氏が 基督 敎の 文舉 に功勞 ある ま 

若干の 原稿料 を 支出して 『眞理 一 斑』 を 著述せ しめたる が 如き、 新撰 讚美歌の 出版 を 負、 擔 して 其の 

成功 を 助けた るが 如き を 始めと して、 警醒 社の 事業 特に 『六合 雜誌』 r 基督 敎 新聞』 (東京 毎週 新報 改 

題) を 監督した るな ど、 日本 基督 敎 徒の 永く 忘るべからざる 所と す。 

『東京 毎週 新報』 は 創立の 當初餘 りに 大袈裟に 着手せられ、 編树 事務 等の ために (母 月 fE 有 餘圓の 給 

料 を仕拂 ひたる 等 無謀なる 組織な りし かば、 僅々 數月 にして 改革の 必耍を 感じ、 經費 節減 を斷行 4,- 
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ざる を 得ざる 場合と なり.、 其の 間に 株主の 議論 も 粉々 として 起り、 新聞の 改題と なり 編 £ 者 の交迭 

となりたり。 或る時 代に 於て は 三 浦 徹氏泰 吞舟氏 等の 監督せ しこと あり。 其の 編 g 者の 一人た る植 

村 氏先づ 去り、 次に 小 崎 氏 去り、 次に 浮 田 氏 去りて 厳 本 善 治 氏が 其の 編树者 となりし こと も あり 

き。 『基督教 新聞』 は斯の 如く 多くの 手 を經、 前號に 記載せ し 如く 松 村 氏の 編輯せ し 時代 を 過ぎ また 

再び 小 崎 氏の 手に 歸り、 ： 史に轉 じて 橫井氏 原 田 氏に 移り、 而 して 現今の 留岡氏 主筆の 時代と はなり 

ぬ 。『基督教 新聞』 の 小歷史 は斯の 如くなる が、 其の 間に 注目すべき 事 は 無宗派の 組織に て、 基督教 

全體の 機關を 以て 任ぜし ものが 終に 何時の間にやら 組合 敎會 の機關 となる に 至りし ことなり。 此は 

勢の 然 らしむ る 所會社 組織 と は 言 へ、 株主て ふ ものの 責任 極めて 輕く從 つて 權利も 極めて 少 かりし 

結 衆に て、 敢て 不平 を 首 ふべき 事柄に も 非ざる べし 。『基督 敎 新聞』 は 鬼に 角 現在の 宗敎 新聞 中 『六 

合雜 誌』 を 除きて は 最も 古き もの、 旣に 十六の 星霜 を經 たる ことと て 立脚の 基礎 甚だ 堅固に して、 

世間に 知らる る こ と 最も 廣く 世 を 益す るの 便 利 を 最も 多く 具備 せりと 謂 はざる ベから す。 余輩 は 基 

督敎 新聞の 今日に 至る まで 健在な りし を 祝し、 其の 現任 記者の 盡カ によりて 今後 益々 隆盛な らんこ 

と を 祈る。 

下 

之を植 うる 者 あり。 之に 灌ぐ もの あり。 先人 後人 相承け 相續 ぎて 功 を 全うする は、 祌の國 の 事業 


に於てその：|!^.^著明なるを見るべし。『基赞敎新聞』 は 多くの 力 ある 人々 の 手を經 たり。 樂 一大 的に 意 

地 强き小 崎 氏 は、 北ハの 創立者と して 之に 力 を 用うる こと 最も 多 かりき。 氏が 文舉的 趣味 敢て 深し と 

1 百 ふに 足らす。 北ハ の 首 論 奇警 車举 にして 讀者を 驚か す も Q あ るに 非す。 然れ ども 氏 は 計畫 多き 人な 

•I. 

り。 凡ての 事に 付きて 考案 を 立て Iw^ に 角 大いに 自任す るの 人な り。 其の 朋友に して 小 崎 氏の 自信 强 

き に 感ぜ ざる もの ある まじ。 故に 氏 は 新聞 記 者と し て 華やかな る 歷 史を 作る こ と 能 は ざるべし と 

雖、 時に 觸れ 物に 當 りて 何分の 考案 を 自信 自任 强く發 表する こと を 得るな り。 此 は新閒 事業に 適任 

者た る I の 重大なる 资格 なりと 謂 ふ を 得べ し。 氏 は 抽象的の 議論 家に 非す。 時務に 處す るの 考案 を 

回 ら すの 人な り。 氏が 基督 敎界 にあり て 種々 の 事業 を 企て、 新 蓮 動の 主唱 者と なり 委員と なり、 擔 

任 者と なりし こ-と 多き に は、 基督 敎徒中 之と 肩 を 並ぶべき も Q なかる べしと 信ぜら る。 特に 小晦氏 

の 信仰 は 恶督敎 の 要目に 於て 純粹 剛健に して、 世人の 所謂 福音 的なる ものな り。 『基督 敎新 間』 が 

其の 創業 時代 の 記者と し て 此人を 得し は 最も 喜 ぶ ベ き こ となり。 

『基督 敎 新聞』 の 記者と して 其の 重き をな さしめ し 一 人と して 記憶すべき は 横 井 時 雄 氏な り。 氏 は 

品格よ き 一 個. ，3 徘士 にして ォ氣 縦横、 小 崎 氏に 比して は文擧 的の 技倆 稍 優る もの あり。 就中 九州 人 

の 特質と して、 時事に 注目し 之 を 政治的に 觀 察する の 傾向に 富みたり。 其の 心は輕 快に 動く に 妙な 

り。 たと ひ識 MJ- 擧殖 非凡なる も、 進退 重 やかに して 心の 運用に 敏捷 を缺 くもの は、 新聞記者 たるに 

不適 當 なりと 謂 はざる ベから す。 横 井 氏 は博襄 にして 機智 敏捷、 通用 輕 快なる 思想 力 を 具へ、 好紳 
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士の 風釆を 以て 『基督 敎 新聞』 の 記者と なり。 其の 一 面に 於て 好 記者た る を 失 は ざり し は 怪しむ に 

足らざる ことならん。 氏が 同志 社 を 卒業せ し 時の 演說 に、 大傳道 者なる 使徒 バウ 。の 性行 事業 を聘 

讚した るが 如き、 今 治に 在りて 熱心なる 福 昔の 宣 傳者 として 比較的 大 いなる 敎舎を 建設した る 如 

き、 『眞 敎辨 明』 (？) なる 小冊子 を 著して、 トマス ，ぺ ；ンの 『道现 の 世』 に對 する ワトソンつ 『ァ 

ボロジ ，-』 に 於る 如き 姿勢と 口調と を 以て 基督 敎 のために 反對者 を說服 せんと 試みた るが 如き、 特 

に蛇來 つて H バを 誘惑 せんとす るの 條を說 明し 去られた るが 如き、 (當時 氏 は 如何に 違 書の イン ス ビ 

レ， -シ ヨン を 窮屈に 考 へたり しぞ) 同志 社に 入りて 新 島 氏の 補助 者と なりし が 如き、 金 森 氏の 著 

書 『現今の 基督 敎 及び 將來の 基督 敎』 の 出づる や、 之 を駁擊 して 『國 民の 友』 に 手痛き 批評 を 試み 

たる 如き、 やがて 自ら も 金 森 氏と 同 一 の 意見 を 抱く に 至れる を 暴露し 謹 厚なる ュ 11 テリア ン よりも 

甚 しく 基督の 敎 3 曰 に 遠ざかり し 態度 にまで 進みた る が 如き、 氏の 經歷は マインド の輕 失なる の みな 

らす、 其の 信仰的 生活の 動作 も 亦 頗る 輕 快なる ものな きか を 疑 はしむ るに 非す や。 

溫 順冷靜 にして 好個の 官 人に 似つ か はしき 原 W 助 氏 も、 『基督 敎 新聞』 の 記者と なりて 盡 力せられ 

しなり。 氏 は 記者と して 餘り 多く 其の 痕跡 を 留め ざり しものと 推測す る も敢て 不可な りと 謂 ふべ か 

らす。 渡 瀨常吉 氏の 如き は 『基督 敎 新聞』 の 記者と して 世間 旣に 定評の ある あり。 此に 喋.？ < す るの 

必要 もなかるべし。 社き 事業に 熱心な りと 自ら 標褐 し、 監獄 事業 慈善事業 を兩 手に 提げて 『茶 督敎 

新聞』 に 筆を揮 はるる 留岡 氏の 時代 は、 追 其の 佳境に 進みつ k あるが 如し。 記者と して 同氏の 歷 


史を 記す る は 尙ほ早 しと 謂 はざる ベから す。 

メソ ディ スト 諸派 は新敎 各派の 中 最も 響 多き 團體 にして 彼等 は 傅 道 界の騎 兵隊な り。 旨 卬の 

起、 傅 道の 盛況 を呼號 する も 彼等な り。 福音 同盟 會其他 各派 連帶の 計畫に 先鋒 隊を 以て 自ら 任す る 

こと 常に 盛んなる もの も 彼等な り。 斯る圑 體にー の機關 新聞な くして 可な らん や。 『六合 雜誌』 の 創 

HI セら f し 後出 もな く 『美 會 新報』 なる もの ありき。 精密に 用意せ ざり しもの か 所謂 三 ュ雜誌 の 中 

問に 葬られ 了ん ぬ。 日本 メソ ディ ストの 平 岩惶保 氏が、 ス ボル ジョ ンのス ？i:^ir む 於る、 ビ I チ 

ャ ー の 『クリスチャン ，ュ -I オン』 に 於る が 如き 機關を 設けら れんと にや、 自己の 講擅 として 『^ 

Is- の 反響』 を發 行せられ たる は、 『美 會 新報』 の 忘れられ しょり 餘程 後の ことなる が、 野の 秋草 を 過 

ぎ わたる 風の 吹き 去りて 跡な きが 如く、 聲も 留めすな りし は 遣憾千 萬な りと 謂 はざる ベから す。 圻 

くて 止むべき にあらねば、 メソ ディ ストの 圑體 にて 更に 大 いなる 計畫を 定め、 公式の 機關 ともい ふ 

べき 週刊 粗を發 行す る ことと なりたり。 首 ふまで もな く 今日の 『護 敎』 之れ なり。 數年^ 其の 記者 

たりし 山路 彌吉氏 は、 遠 州 袋 井に 傳道 せし 頃より 見る に 足るべき 文^ を、 『女 擧雜 誌』、 『阔 民の 友』 

などに 寄 革せ しこと ありて、 文擧 上の 技倆 夙に 顧る。 特に 民 友 社に 入りし 以來、 愛山 生の 名 天下に 

隱れ なきに 至れり。 余辈は 『護 敎』 の 紙上に 於て よりも 他の 方面に 於て 愛山 生の 文學的 技倆 顯 著な 

りし を認 む。 共の 思想 は 敏活な り。 其の 筆は輕 快に して 親 利な り。 其の 趣味 は 多角形な り。 猛烈な 

る 其の 感 SE、 梭々 たる 土丄 角、 當り 難き 覇氣、 抑 ふべ からざる 其の 文舉的 功名心、 皆 愛山 生の 文 掌 を 

^^3教徒の新11雑誌及び其の記者  ニ££ 


基督教 徒の 新聞 雜法 及び 其の 記者  二 五六 

して 一 種の 光彩と 氣魄と を 具へ しめたり。 山路 氏の 『護 敎』 に 於る 地位に 付きて 少しく 遺憾に 思 は 

るる は、 氏が 基督 敎の傳 道と 全く 心身 を 一 つに せす 其の 職掌より 止む を 得す 書く と 言 ふ 如き 有様に 

て ありし ことなりつ 敎會 は斯の 如く 樹立せ ざるべ からす、 神 擧は斯 の 如く 組織せ ざるべ からす、 基 

督敎 は斯の 如く 宣傳 せられざる ベから すと、 根底 ある 主張 を抱懷 し、 勢力と 才擧と を 此の 理想に 捧 

献 して 盡す所 あらんと 期す るに 非 すん ば、 『護 敎』 の 如き 雜誌 を適當 に運轉 する こと 能 はざる べし。 

山路 氏の 『護 敎』 に 於る 地位 は少 くと も アブ ノル マルな りしと 謂 はざる ベから す。 然れ ども 其の 記 

者たり し 間、 『護 敎』 が元氣 よく 筆鋒 快 利に して 讀 者に 一 種の 面白味 を與 へしこと ある は、 流石に 山 

路 氏の カを顯 せる ものと 首って 可な ひ。 山路 氏 去って^ 所 梅 之 助 氏 『護 敎』 の 編輯 を負擔 せられし 

後、 其の 紙面 幾分 か 意 氣昂ら ざる もの あるに 似たり と雖、 宗敎 的の 品質に 至りて は 稍 進みた る もの 

の 如く、 外 國敎會 の 模様 を 報道す る 所な ど、 他の 基督 敎 主義の 雜 誌よりも 分量に 於て 最も 多く、 文 

章 を 品よ くせ ん とする 工夫、 あまり 斧 整の 痕を顯 すまでに 念の 入りた るな ど、 之を該 紙の 近狀と 

す。 メソ ディ _ スト 敎會は 活潑 なる 騎兵の 如き ものなる に、 其の 機關 紙が 女官の 如き 有様なる は 少し 

く 似合 はしからぬ 心地す。 『護 敎』 の 進歩 を 計るべき 點は 蓋し 此點 に存 する ことならん、 

プロ テス タ ン ト 基督 敎 徒の 發行 する 週刊紙の 中、 『基督 敎 新聞』 及び 『護 敎』 に 付て は 略 之 を 首 へ 

り。 次に 擧 ぐべき は 『福 昔 新報』 のこと なり。 其の 編！： 固より 拙劣に して 事 多く 意と 遠 ひ、 今日 ま 

で碌々 年を閱 する こと 九、 其の 成績 見る に 足る もの 少きは 記者 等の 慚悔 に堪 へざる 所な り。 然れど 


も 請^の 赞助、 同志 諸. 君の 協力、 同勞 者の 献身的 SS. により 次第に 好況 を呈 し、 敎會の 補助 を 受け 

• す、 內外傅 道 食 社の 寄附に 依らす、 獨立獨 歩、 漸を 以て 維持の 困難 を も 免れん とする に 至れ"。 余 

球 は 『某  1^ 敎 新聞』 及び 『護 敎』 等の 間に 列り、 よく 其の 任命 をま胞 して 共に 斯道の 扶植 を 圖り、 基 

督の 阈を擴 張す るの 事 棄に從 はんと 欲す。 余輩 は，： in らに 付て 多く 語る こと を 好ます。 唯 だ の 二， 

開と 共 に 、 汎く基 |1 敎徒 の 同情と 贅 助と を 得て 健全 に發逹 せんこと を 祈る のみ。 

昔 ありて 今 は 名 を だに 留めざる 基 骨 敎の雜 誌 甚だ 多し。 『耶穌 新敎雜 誌』 と 云へ る は 鈴 木 某の 發行 

せし 所、 奥 野： S 綱 氏の 說敎 など を 多く 其の 紙上に 見受けたり。 然れ ども 今 は 斯る雜 誌 ありし と 言 ふ 

こと を も 忘らる、 ほどの ものに て ありき。 n 化 野 光多 氏の 『標準』 は 其の 編者と 同じく 分 器 に. H 

出來 たれ ど、 幾程 もな く 『基督 敎 新聞』 の附錄 となり、 又 間もなく 附錄 としても 存在 を 失 ふに 至れ 

り。 田 村 直 は 氏 は 早くより 基督 敎の 定時 刊行 文 學に目 を 着け、 著述な ども 割合に 多き 人な り。 同 vff 

が自已 の機關 として 發行 せし 『いのち』 は、 以前の 『萬 朝 報』 の 如き 種類に 近く 中々 目^ましき 事 

ども を記戟 せられし が、 漸くに して 聞え すなり ぬ。 其 後 屡々 之が 標題 を 改めて 微かに 存在 だけ を 維 

持し つ.. ありし と 聞く。 今 は 何と 名 づけら るる や を 知らす。 基督 敎の 記者と 言 はんも ® だ 心苦しき 

感覺 なきに あらね ど、 加藤覺 氏の 如き は 或 時 は 正 銃 的 熱 信者と して、 或 時はュ 一一 テリアン として 出 

. 浚し、 正 良なる 外國 基督 信徒の 援助に よりて、 束 京 傳道會 を 組織し 且つ 之 を 烏 有に 歸 せしめ、 或 時 

ほ 煙草 『ヴァ ル ジン』 の寶柳 人と して 新 閜の雜 報を赈 はし、 rai- は 『ボン チ』 記者、 日刊新聞の 記者 

,  ^督敎 徒の 新^ 雜誌 及び 其の 記者  二 五 七 


.  ^督 教徒の 新 iM 雜誌 及び 其の 記者  •  二 五八 

とまでな りて、 變幻 極り なき 世渡りの 輕業を 演じて 今 は遙に 米國に 赴きて 在りと か。 彼が 如き 宗敎 

ならずもの  . 

界の破 落戶も 一 時 は傳道 者と して 身 を 立てし 時代 あり、 且つ 其の 編 树 せる 『敎 義』 が 一 部の 外國宣 

敎師 に歡迎 されし こと ある は、 宗敎 界に處 する もの  > 深く 戒愼 して 記憶すべき 所に あらす や。 

余輩 は 今_5^北學院 に 在りて 敎授に 從事 せらる る 石 田祐安 氏が 、 『 岡 山 基督 敎』 と 云 ふ 雜誌 を發行 

し、 氣炳^ 丈  一^して 『東洋 基 骨敎』 と 改題せ しも 名と 共に 販路 は 膨脹せ ざり しもの か、 ii もな く 

慶刊の 悲運に 陷 りし を 記憶す。 島^ 兵 太夫 氏 は 勃.々 たる 覇氣と 抑 ふ ベから ざる 企業-熱 を 抱いて 上 

洛し、 傅 道に 從 事し、 赏生 養育 所 を 設け、 If 籍を 出版し、 雜 誌を發 行す るな ど 八方に 切り 週して： HC 

の强 からざる 肉體の 健康 を掼ふ ほどに 至れり。 同氏 編 轉の雜 誌 『救世』 は 勉強と 负 けぬ 一； 取と を 以て 

充滿 したれ ど、 成功の 之に 伴 は ざり しぞ 是非な き。 余 W はせ： ハの维 太なる 題字 を-記憶 する のみなる を 

遣憾 とす。 一時 は 欺-書販 寶人 として 基赞敎 徒の に 運動せ し 江 藤義質 氏の 『反 i:』 スノド グラス 氏 

の 『基 赞敎新 誌』 公 # 派の 『八紘』 ^、 甚螫敎 主義者の 計畫 せし 雜 誌の 滅亡に 歸せ しもの プ おんど 

わざ 

枚 擧に逵 あらざる なり。 基督 敎文學 の 位牌の み を餘り 久しく 點檢 する は氣も 沈む 業 なれば、 歩を轉 

じ て 其 の 現存^<？ に 及ぶ こ そ 辞 けれ。 

獨 逸の 宣敎， 師スピ ンぇル 氏が 日本に 來 りて 傳 道に 着手せ し は 十三 四 年 以前の ことかと 覺ゅ。 W 士 

として 品格 中分な く、 舉者 として は 深く 尊敬すべく、 基督 敎の 信者と して 虔 誠の 德露然 掬すべき も 

の ありし 同氏の 事 薬 は、 人 を 悔い改めに 導きて 堅间 なる 敎會を 建設す る 如き 種類の 成功 殆んど 見る 


べき ものな しと 雖、 宗敎 3^ に 波^ を 生じ、 未熟なる 祌藥 者、 經驗に 乏しき 信徒の 心に 動 搖を來 して 

！ n 々の； を 惹起せ しょり すれば、 傅 道 界稀啊 の 成功な りと はざる ベから す。 無^ プ ビヤ スタン 

ト. -攸 の 巾に は、 始めより 進歩的の 考を なせし もの も ありて 問々 懷 疑^も 少 から ざり しこと 

な れ 〔-- 一、 ス ピ ン え ル 氏來り て 『lg〈it.』 て ふ雜 誌を發 行し、 プ ライ デレル 一流の 極端. 派の 祌擧を 

i? 道して、 ^^^^督敎の极本的事赏及び耍理に向って破壞的の批評を試みしため、 是 等の 傾向 一段の 勢 

力 を 所-し、 . お 々裡 に^ 胎 されつ & ありし 破壞的 批評 勃然として り 出で て、 基督 敎社會 の 紛擾 昨今 

の：： i 風雨に 於る が 如き もの ありき。 支那 蠆灣に 偉 道す る宣 敎師 等が、 本 國の挑 歩 變動を 度 外に 描き 

唯た 淺 S なる 共 哀ほ敎 を 傅 へ、 北ハの 新に 道に 入りし 者 を 養成して 傅 逝に 從 S. せし むる に 至りても、 深 

f おな る ，w 識を養 ひ 泰西の 文舉を 吸， 枚 せ しむる こと をお り、 ^だしき は斯 く， なすより 生す る！ gEi^HV 氣 

遣 ひ 故ら に條道 者の 深く 舉 問せ ざらん こと を 望む W も ありと 聞く。 幸に して 日本に 來れる 外！： 宣敎 

.1 等の 多数 は斯の 如き！ f は兑を 抱かす、 舉問 上の 開拓と 傳 道と を载 ぬるの 方針 を 取りたり。 然れ ども 

其の 大 as の 形勢より いべば、 彼等 は 本 圃 の 進歩に 伴 ふの 傅 道 を 等^に し、 囚循姑 <n:0 唯だ舊 式の 舉說 

解 釋 を 移 杭し、 日本人 をして 之 を丸吞 みに せしめん と擬 したり。 英國 及び 米國の 宜敎. ！- 等の みに 一 

住した らんに は、 たと ひ 心 ある： Hr 本の 敎師傳 道 者が 直接に 書物な どに よりて 神 擧の新 知識 を 研 す 

れば とて、 共の； 菜 日本の 甚 督敎 思想 をして 恰もべ ルリの 來ら ざる 前 唯 だ 和 蘭人 を經て 外國と 交通 

せる gsB 本の 如き 觀を呈 せし むる ものな きを 保す る 能 はす。 ス ピ ン え ル氏等 其 他 『露 现』 に從 事す 

敎從の 新^ 雜誌 びその 記者  |ニ 五 九  - 


.  荼督敎 徒の 新 iS 雜誌 及び その 記者  ，  二 六 〇 

る 面々 は、 共の s」 督敎の 解釋、 信仰の 性質に 於て 余輩の 感服し 難き ものな り。 或る 怠 味に 於て は 寧 

ろ反對 者と して 待遇せ ざる を 得ざる ものな り。 され ど 曰 本の 祌藥界 の空氣 を新缸  1 にし、 一 時 動搖を 

與 へしに も拘ら す、 基督 敎 徒の 大多數 をして 着實 なる 進歩的 態度 を 執らし め、 英米 諸國 宣敎. 等の 

傳范法 をして  一 & 5 開明 的の ものたら しむる に與 りて 力 ありし 大功 沒 すべから ざる もの ありと は ざ 

るべ からす。 余 載 は 此の 點に 於て 『眞 理』 の發行 ありし を 喜び、 神の 攝理 によりて 日本 基督 敎の開 

發 に貢獻 する 所 ありし を 喜ぶ ものな り。 曰 本人に して 『眞 理』 の 編輯に 從事 せし もののう ち 丸 山 通 

一氏の 如き は 日刊新聞の 事業に it じ、 向 軍 次 氏 は 敎育界 に 身を投じたり。 唯 だ 殘れる は 三 並 良 氏 あ 

るの み。 氏が キリス トリ ー ブ氏 等と 共に 健在して 菱麼振 はざる 中に も 『眞 理』 の 存在と 體 面と を 維 

持し、 之と 主義 を 異にする 基督 敎 徒に 向 ひて 研究の 刺激物と なり、 一 種の 敵 國外忠 となりて 進歩 を 

獎勵す ベ き 媒介と なり つ 、 ある は 余 W の 尊敬す る 所と す。 

『眞 理』 と 趨向 を 同う せる もの を 『ゆにて り あん』 とす。 後 改めて 『宗 敎』 と 言 ふ。 無味 淡白なる 

孤立 ー祌 敎を唱 へ、 超自然的 要素 を拔き 去りた る 倫理的 基督 敎を唱 ふる を 以て 特色と す。 然れ ども 

此の 派 は 曰 本の 宗敎 思想に 何の 寄與 する 所 ありし とも 見えす。 唯 だ 近頃 『六合 雜誌』 と 合併せ して 

ふ 一事の 目立てる あるの み。 之に 關 して 面白き 一 つの 事資 あり。 さし もに 宗敎界 に雄視 せる 『六合 

雜誌』 も名實 共に ュ 一一 チ リア ン 主義と なりて は讀者 著しく 減じ、 一 ー雜誌 合併の 甲斐 殆んど 之な しと 

V ムふ。 是れ 方今の 宗敎 事. 情に 園して 何等の 消息 を傳 ふるものな るか。 1 八 九 八 年  < 、九 „§1 音 新報) 


ホルマン。 ハント 

去る 十日 都下に 發行 せらる、 諸 新聞紙に 祸 げたる 外國 電報の 一 節に 曰く 『英 國畫伯 ホル マン e ハ 

ント氏 死去せ り』。 

ホルマン • ハント は、 一千 八 二十 七 年英國 倫敦に 生れたり。 プレ * ラフ ァ エラ イト 派 を 創立せ る 

首 鍋の. 1 人と して 其 名高し。 .S 來宗 敎畫は カトリ ッ ク敎 徒の 獨 占の 如き 觀 ありき。 然るに 彼 は プロ 

テス タント 敎徒 として、 宗敎畫 に 妙 を 得、 其の 擒畫に 表 はれた る 信仰の 活力 を 以て 多くの 人 を 啓 導 

したり。 或 人 古今の 名晝を 題と して 數篇の 說敎を 物し、 之 を 名付けて 『美術に 於け る 說敎』 と 云へ 

さす 

り。 而 して 該書中 最も 有力なる 說敎の 二つ は、 資に ホルマン。 ハ ントの 手に 成れる 『世界の 光』 『流 

離の 山羊』 を 題と なせり。 未だ 原畫を 見ざる もの も、 其の 微かなる 模寫に 依り、 著者の 說明 する 所 

を讀 みて、 恰か も 偉大な る說敎 者の 敎訓 に 接する の 思 ひ を爲す ベ し。 

さすら ひ  れ ジ き 

『流ぎ の 山羊』 は 利 末 記 第 十六 章の 記事に 基き し 大作な り。 フォ ルサ イス 博士の 『近代の 美術に 於 

ける 宗敎』 の 中に、 ホルマン • ハン トを 論じた る 文章 一 ー篇を 載す。 趣味 限り無く 蘊藏盡 くると ころ 

を 知らす。 其の 一 部に 曰く、 『ハ ント氏 は 多くの 說敎 者が 爲 すよりも 遙に 好く、 宗 敎を畫 くの みなら 

ホルマン • ハント  二 六  一  • 
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f 又敎理 をも畫 くな り。 其の 心 を 占 鎖す るかの 如く 見 ゆる は、 . 十字架の 敎理 なり』 と。 ホル マ 

ン*ハ ントの 『流離の 山羊』 は、 フォ ルサ イスの 曾へ る 如く、 人 をして 實に 基督に 由- L るき、 罪の 敎 

理を說 明せ る 神學の 論文 を讀 むの 感 あらしむ。 一 幅の 畫：^ かも 續罪 論の 大 著述に 接する の あり。 

彼は專 門祌舉 者に 非す と雖 も、 其の 信仰 上より、 噴 i 非 論の 如き 敎理を 研究し、 其の 結 3^ を宣 傅す る 

を 必要と 感じた るな り。 宗敎は 生命な り。 然れ ども 亦條理 ある 生命なる を 忘る ベから す。 條 1 と m5 

想と を輕ん する の 信仰 は、 膚淺 にして、 深く 久しく 人の 心 を 支配す るの 活力に 乏し〕 来月 開かる ベ 

き 組合 敎會の 總會に は、 三位 ー體 論、 及び 基督 論の 如き、 ^^だ面倒なる題目を褐げて講演し且っ討 

論すべし と 聞け り。 rai- して 如何なる 種類の 說を唱 へらる、 や を 知らす と雖 も、 必す しも 敎理不 、ふ 要 

論 を 主張す るの 主意の みと 之 を 解す ベから す。 神學の 必要に 驅られ て、 斯る 研究 を さへ 爲 すに 至 I 

る ものと 見る も 不可な かるべし、 汝某督 を 何と 思 ふや。 其の 十字架の 意義 及び 價： S 何 こ， あり や。 

是れ 千古の 大 問題な り。 之 を 度外視して 基督 敎の 道德的 方面に のみ 意 を專ら にす る は 宜しから す。 

； i して 健全な る 信仰 旺盛な りと 見る ベ き 徵に非 ざ るな り。 a っ是等 の 事項に 就きて 何等の 解 釋をも 

與へ すして、 傳 道の 成功 を 期す る は 甚だ 覺 束な き所爲 なるべし。 畫家 ホルマン • ハントの 畫題は 或 

る 種類の 說敎者 をして 慚 死せ しむる に 足れり。 彼の 如く 正直に 熱 切に カを盡 して 十字架の 眞 意を發 

揮 せんと 企つ る 說敎者 は 、 多くの 人 を 基督に 導く の 力 有る ベ きを 疑 ふこと 能 は ざ るな りリ 

『世界の 光』 は ホルマン ムントが 默示錄 第三 章 二十 節 『視ょ 我 戸の 外に 立ちて 叩く。 若し fl^:A 聲 


を 聞きて 戶を 開く もの あらば、 我 其の 人の 所に 就らん、 而 して 我 は 其の 人と 偕に 其の 人 は 我と 偕に 

食 せん.」 と 云へ る 意味 を寫 せる ものな り。 嘗て ミ レ H  (英 人な り。 佛蘭 西の 養家 ミィレ H と 混同す 

ベから す) に 其の 下圆を 示して 之と 談話せ し 際 ほら 『世界の 光』 を說 明して 曰く 『默 示錄に は戶の 

外に 立ちて 叩く とのみ 言 ひて 夜の 事と は 見えす。 然れ ども 余 は 之 を 暗夜の 出來 ies- に 見立て、、 共の 

意味 を强 めんと 欲す。 韮 督が內 なる 罪人 を 照 すべき 光 を携 へられた る 様に 寫 せる も 之が ためめ な 

り。 余 は 雜草を 生 ひ 茂 げらせ て、 戶ロを 塞ぐ の 趣向な り。 是は內 なる 靈 魂が 長夜の 眠 を 貪りて 長き. 

あしら 

間戶を 開く ことす ら爲さ りし を 表 はす。 而 して 背面に は 菓樹園 を 設備 ふ 結構な り』 と。 0 著 『プ 

レ* ラフ ァ エル 主義 及び プレ • ラファ エル 兄弟 圑〕 に 曰く 『汆は 敎會の 古式に も據ら す、 昔ながら の 

表象に も 拘泥せ す、 自己の 思想より 總てを 案出したり。 戶の閉 されし は 頑に 籠居せ る 心なり。 雜草 

は日每 怠りて 放任せ る 結 菜、 懶惰の 報い 恐るべき もの ある を 示す。 樹 園は靈 魂の 饗應に 供 せらる 

べき 美 はしき 架實 の累々 たる 園な り。 畫を 見なば 自ら 微かなる 聲 して、 昔樂の 奏せら る、 を 聞く が 

如き 心地す るな らん。 是は 怠惰 者 を 呼び 覺 して、 祌 なる 園 主の 下に 熱心なる 勤勞 者たら しめんと 催 

促頻 りなる を 意味す。 暗中に 出沒 する 蝙蝠 は、 信仰 無き 靈 魂の 無智 不靈 なる を 暗示せ るな り。 柠め 

る耶穌 在りし 昔の ナザレ 人に 引き 代へ、 祭司の 長の 服 裝を爲 して、 王者の 冠 四 邊を拂 へる は、 彼が 

基督 者の 身に も靈 魂に も 王者と して 君臨し、 神威 世の常の 人の 類 ひに 非す とい ふ 意を寓 せたり。 余 

が 基督 をして 燈 火を携 へしめ 全體 の. 光景 を 夜の 其れに 見立てた る は、 詩篇 第 百 十九 篇 第五 百 節 「：& 
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と. 9 し W 

の 聖言は 我が 足の 燈火、 我が 路の 光な り」 と あるに 因み、 バウ 11 が 羅馬書 第 十三 章 第 十二 節 「夜 旣： 

■  .  くらき  わざ  よろ ひ 

に 更けて 日 近づけり、 故に 我等 暗 味の 行 を 去て 光明の 甲 を 衣るべし」 と 言へ る を據り 所と なせる 

なり』 と。 

ラスキン 乂 眷 て 此の 畫を 批評し ける は 『圖中 耶穌の 手に 携 へたる 燈火は 良心 を 剥 激し、 罪惡を 曙- 

露すべき 物凄き 光 を 放つ。 然れ ども 主の 頭より 發 する 光 は、 救の 希望の 光明な り。 即ち 首に 戴ける 

棘の 冠より 發す。 平和の 影隱 かにして、 心 も 自ら 悠然な り。 此の 光の 映す る 所、 樹々 の 枝 も 葉 も tii- 

色と もに 定かなら す。 殆んど 見分け 難く 見 ゆると こ-ろな ど、 十字架の 光如 何に 眩き か を 暗示せ り。 

余 は 此の 畫を 以て 古今 獨歩 の 大作な り と斷言 す る を 憚らす』 

人の 靈魂 は歷 史上の 耶穌 のみ を 知り 得 たれば とて、 根本的に 覺醒 する ものに 非す。 彼が 寶に神 を 

宣傳 する 豫言 者た る こ-と を認 むる のみなら す、 罪 を 贈 ふ 祭司と して、 十字架の カ靈 魂の 奥にまで 透；" 

徹する を實驗 し、 神の 世 を 愛む 其の 獨子 を與 ふる ほどな りと ある 十字架の 威力に 由れ る 神の 主 横 永- 

久に 綠 なる 棘の  冠 を 仰ぐ に 至ら すん ば、  眞に 罪より 救 はる、 こと 思 ひも 寄らす。 人的の 耶穌は 人 を、 

救 はざる なり。 十字架 を 削除せ る 福音 は、 其の 味 を 失 ひたる i  ，の 如し。 我ら は ホル マン • ハ ント の. 

『世界の 光』 の-如く、 耶穌 基督 を宣傳 すべし。  1 九 一 年 九 貝醫 新報) 


改革 家、 策士 及び 文藝家 = 伊太利の 俊傑 マツ ヂ 二  I 

^太 利國が 四分五裂の 有様より 統 一 の 王國を 形造 ひ 落魄 汚辱の 狀態を 去.^ て歐洲 の强國 中に 數 へ、. 

らる. -に 至りた る は、 近代の 一大 快事、 阈家 復活の 實 例な ひと 云 はざる ベから す。 此 偉業 は 蓋し 

人の 英雄 ありて これ を經營 したるな.^。 覇 王の 资格を 具備せ るギク トル • イマ ヌ H ル、 祌 機妙算 に- 

甯 みたる 策 土 カブ ー ル、 勇武 膽略 多く 其の 比 を 見ざる ガ リバ ルヂ ー 及び マ ッ ヂ 二 ー の ^：人 即ち 是な • 

り。 就中 マツ ヂー 11 は 事業 をな すの 實カ を蓄 へしの みならす、 思想 遠大 幽玄に して、 人物 も 極めて 

高尙 にて ありき。 彼 は 國の爲 め、 共の 主義の 爲に 獄に繁 がれ、 異鄕に 配所の 月 を 眺め、 其の 筆に 成. 

れる 一一 一一 n 論 を 以て、 伊太利の 豫 一一 一一 门 者と なり、 其の 靈魂 上の 偉人と はな ひたり。 然れ ども マツ ヂニ  I は： 

決して 太 利の 豫ー 一一 n 者の みに あらす。 其の 言論 は 今の 全世界 を敎 ふるに 足れり。 彼 は 熱心 已れ の國. 

を 愛し、 间く國 民 主義 を 執 ひて 伊太利の こと を經營 したりと いへ ども、 其の 博愛の 精 祌は廣 く 人類. 

の 一 致 を 促が すの 媒介と な ひし もの 少なから ざるべし。 マツ ヂ 一一 ー の說 くと ころ 是非 相半ばし、 得- 

失 差 ありと い  へど も、， 其の 精； t に 接し 其の 希 §モ を 傅へ 聞く もの、 誰か 發窗 興起して 犬に 志 を； ^ て、 

其. の 生 11 を高尙 なる 程度に 進めん と 欲し、 前日に 異なる 眼 を 以て 世と 人類と を 觀 察する に 至らざる- 

改^ 家、 策士 及び 文藝家 = 伊太利の 俊傑 マ ツギ- 1 1  .  二 六 五  . 


改革 家、 策士 及び タ藝家 = 伊太利の 俊傑 マツ ヂ， II  二 六 山、 

もの あらん や。 ジョ I セフ • マツ ヂ-ー ー は I 千 八 百 〇 五 年 伊太利の ヂェ ノアに 生る。 共の 父母 まほ 

由 民攒の 精神に 富み、 俠骨 稜々、 漫りに 富者 贵 人の 前に 膝 を 屈する を 好ます。 故 を 以て マツ ヂ 二  — 

は 愛國の 精神 盛に して、 自^ 平等の 穴 力， ま 允 {ま： せる 家庭に 生 ひ 立ちたり。 f 八 W 一 一十； 年の 叫 月 4,^ 

る 日曜の 曰、 マツ ヂ 一一 ー が 其の 母 及び 一友 人と 共に ヂェ ノアの 市街に 歩みつ、 ありし とき、 計ら 

す も 服 光炯々 人 を 射て 武勇の t 叫？ g を 掃 ふば かりの  一士 人に 遇へ り。 彼. R き ハンケ チ を：^ トナ。 マ 

ッヂ -11 等に 乞うて 曰く、 『願く はき 太 利の 亡命者 及び 不幸なる 愛闽 者の 爲に 若干の 金 を投ぜ よ』 

と。 この 人はビ ー モントの 義 徒が 共の 年の 三月 襖 太 利に 向って 兵を擧 げしと き、 共の 了將 として 驗： 

名 を 51 かした る リニ ー といへ る ものな り。 戰利 あらす して ピ I モント 人 は 脆く も 敗北し、 殘. 兵 辛う 

して ヂ H  ノアに 逃れ 來 りて、 心 もとな くも； 冉擧を 謀 ひ 居た るな り、 彼の 日ヂ H  ノアの 街 上に て リー 1 

1 に邂 返した る は、 マツ ヂ 二. -が靈 性 一 變 し來. ^て 犠牲 献身の 志 厚き 義士と なりたる 起因に て あり 

き。 ^太 利 人 は 本國の 自由 を 恢復し 叉 これ を擴 張す るの 力 あ，^、 故に 之が 爲 めに 挑み (サ はざる ベ か 

ら ざすとの 觀 念が マツ ヂ 一 11 の 腦裡に 浮び、 將來の 悲劇 活劇 を 演じて、 終に ゆ 太 利の 銃 一岡 を 生. r 

する に 至れる 種子の きかれた る は 即ち この 日な り。 マツ ヂニ ー は當. 時日 I 母に ヂ H  ノアの 大舉に 在り 

て舉を 修め 居 ひたりし が、 憂國 の志禁 する こと 能 はす、 靜觀 熟慮して 宛ら 雲 を 待つ 龍の 如き 有様に 

て ありき。 彼 は 常に 黑の 喪服 を 着せり。 其の 阈難を 悲しむ の 情 切なる を 表せん が爲 めな り。 事兒 戯- 

に 似たり といへ ども、 亦 以て 其 志の 切なる を 見る に 足れ ひ。 大舉に 在りて 其の 悲壯 なる 精； f- こ 匕， y 


られ、 E 慨 つて 大義 を 以て 自ら 任ぜん と 欲する の 同志 數名 をお たり。 中に も ルフ斗 ニスの 如き は 共の 

最も 勝れた る ものな"。 マツ ヂ 一 1 1 はこの 人々 に已 の懷拘 せる 主義 思想 を 吿げ、 兀に^^.も叙密なる 

交 を 結び 北ハの 相愛す る HJ 兄 n め靑 ならざる の 有様な"。 蓋し マツ ヂ 一一 ー は 智力 遠大に して。 共の 眼光 

能く 幽微の 境に 通， f といへ ども、 友： f はの 情 極めて 厚く、 相愛の 人：^ 熱心なる： S 人に も 勝る もの あり。 

、 ) れ 彼が ダ ン テと 共に、 愛！： の士と して、 I 乂べ稱 せらる 所以 な"。 マ ッ ヂ 一一 ー は n 十く より ダ ン テ 

の 詩 を愛讀 し、 これ を 以て 國 民の 豫 一一 一一 门 者と なしぬ。 彼が 愛 の 熱情 を 呼び 起せる に は、 美術 上の 觀 

念與 ひて 力 ありし なり。 蓋し 美術 は 岡 民の 活力が 美妙の 形 を 取りて 發 現せし ものな り。 然るに マツ 

ヂ 二 ー の 時に 於て は 唯 ゆ 太 利 古代の 美術 ありて 常 代の 美術な く、 一貫に 其の 圃民は 活力 過去 に^して 

今 は 枯死 せんとす るば かりなり き。 此を 以て 愛 國の士 は 先す 睡眠 を 貪り、 無意識の 有様に 陷 りたる 

人民の 活力 を推究 し" 其の 冷却 せんとす る 心 贜の鈹 動 を 探り、 其の 稀に 感 する 動脈 を 診察して $ ^太 

利闽 民の 天才 何れに ある や を 確かめ、 其の 目的 及び 義務 を 明かに せざる ベから す。 然れ ども t おし a- 

太 利！ ！ 民の 天才 を發 育し 其の 固有せ る资質 を 伸暢せ しめんと 欲すれば、 圃に 自由の 制 一皮 ありて 漫り 

に 心 靈の發 達を妨 ぐる ことなき を 要するな り、 然るが 故に マツ ヂ 一一 ー は 意 を 決して 政治に 從蔡 し^ 

太 利の 自. 5 と統 一 と を X 布 望して 終に カルボ ナリ ー 黨の 秘密. t.: に 加 人したり。 共の 首領た ろ 人々 これ 

を タス カー 一 ー に 遣 はして 彼處に 味方 を 募らし めたり。 事 政府の 知る 所と なけて、 彼 は 縛に就き ぬし 

ヂ.^  ノアの 知事 共の 事. B を マツ ヂュ ー が 父に 報じて 曰く、 『彼 は 非凡の 才力 ある 少年に して、 夜 巾 平 

改革 家、 策士 及び 文 €in 伊太利の 俊傑 マツ ヂ 11 l  二 六 七 


.  改革 家、 策士 及び 文 € 家- "伊太利の 俊 ツギ 二—  ， こ、、 

二  i てノ 

身 散歩す る こと を 好み、 平生 其の 胸中 を 人に 語る こと を 好ます。 政府 は已の 心のう ちに i ける 所 を 

吐露す る ことなき 有力の 少年 を 忌み嫌 ふな ひ』 と。 斯くて マツ ヂ 二 ー は 其の 愛する ところの 父と 別. 

れて、 海に 面せる サ ボナの 城 に 遣 はされ た ひ、 (暫くの 間兹に 抑留せられ しが、 彼 は 聖書、 タシタ 

ス 及び バイ ロンの 詩集 を讀 みて 其の 無聊 を 遣 ひたりと いふ。 マツ ヂ 一一 ー は 其の後 放免せられ しが、 

第 I 回の 蹉跌に 懲ひ す、 更に 一 計 を 案出し、 新た ッ なる 靑 年の 團體を 設けて、 伊太利の 獨立を 成就 

せんと @lf  ^。 出獄の 後間 もな く マ ヂ 一 1 1 は 瑞西國 及び 佛蘭 西に 旅行せ しが、 マルセイユ に 於て t 

名の 伊太利 國の 亡命者に 食し、 其の 心事 を 語 ひ、 新 團體の 目的 規則 等 を 示せり。 一 千 八 百 三十 I 年. 

四月 嘗て カルボ ナリ ー 黨の 一 人たり し チヤ ー ル ス • アル ボル ト なる 者サ ルヂ 一一 ャの 王； K に 上れり。 

これより 伊太利の 自. H 獨立は 期して 待つべし と 信じた る もの 尠 からす。 然れ ども マツ ヂ， 一 ー は 頗る 

こす を 疑 へ ひ。 マ ッ ヂ 二 ー は 有名なる 14^ を サルヂ 一一 ァ 王に 贈 ひ、 伊太利 國民蜀 の 運動に ヌ 、みし 

て、 其の 首領た らんこと を勸吿 し、 ほつ 曰く、 『王が 最も 偉大なる 人物と して、 後世に， せらる. r 

力 .5- 太 利 最後の 壓制 者と して 汚名 を 千載に 遣す に 至るべき か、 實に 此の ー擧 にあるな ひ。 乞 ふ 謹 

ん で出處 進退 を 決せよ』 と。 彼 は 此の 如き 書 を 王に 贈 ひたる にも 拘 はらす、 其の、， ：1 中に 於て 雀 信す 

ると ころの 政治 キ： 義は、 共和 民政 的の ものに て あ，^ しな， ts。 マツ ヂ 一 11 常に 謂へ らく 『伊太利の 獨 

立 は 君主の 得て 全ら すべきと ころに あらす、 唯 伊太利 園 民が 共和 的の 團體を 組織す るに 依 ひて、 成 

就す. る を 得べ きのみ』 と。 マツ ヂ 一一 ー の 共和 的现相 6 は SSf に 政治 上の 機關 たるに 止まらす、 一 の 有機 


的園體 にして、 宗 敎ト： の ：！：！ 仰 を 以て 共の 骨髓 とす. るの 仕組に て あ ひき。 蓋し 此の 時に 當り、 俘 太 や 

闽民 は佛蘭 西の 思想肯 論に 支配せられ、 上下 擧っ. て實 利、 王義に 流れ、 唯 物的の 觀 念に 溺れたり。 S 

つ 常に 怫蘭 西 に 依る の 陋習 を 晩 却す る f } と 能 はす、 獨 立の 元氣 全く 銷 磨し 去 ひたる が 如く 思 はるる 

ものな きに あらす。 マツ ヂ 一一 ー 等 は 大いに これ を 憤慨し、 伊太利の 銃 一 を 希望せ しのみ ならす、 力 

ィザル の 時に 於け る羅 馬、 カトリ ッ ク敎會 の 盛時に 於け る羅 馬の 前例に 做 ひて、 lit 部 世界の 結合 を 

成就す べきの 天職 は 伊太利の 自任すべき 所な りと 信じたり。 其の 論に 曰く、 余 は 確信す、 今日の 大 

^題 は宗敎 上の 大 問題な り。 他 は 皆な これに 次ぐ の 問題なる のみ。 今の 伊一 八 利 人 をして、 覺悟 せし 

むべき 第一義 は、 勝利 を 得る の途は 自ら を 犠牲に する にあり、 —— 犧牲 となりて、 忍耐す るに あり 

と。 この 故に 前日の カルボ ナリ ー 黨の 如く 權略を 事と し •、 奇策 を 幕と して 事 を 成さん とする を 魔 

し、 所謂 少壯 伊太利 黨 なる 團結を 形 #3 り、 新鮮なる 生命 を 懐き、 新鮮なる 旗幟 を 立て、 最も 根强き 

運動 を创 問せ り マ ッ ヂ 一一 ー が 嘗て 少壯 伊太利の 黨 員に 告知し、 其の 共和、 王 養の 理由 を 示せる 略に 曰 

、 

少壯 伊太利 黨が 共和、 王義を 執る 所以の もの は、 凡そ 國民 たる もの は 自由 同等なる 兄弟の 結社 を 組 

織すべき ものな れ ばな り。 

凡て 眞 正なる 主 權は國 民 の 全 體に存 す ベ きも のな れ ばな " 。 

漫に 或る 秫 類の 人に 特權 を與 ふる は、 國 民の If 等 を 害し、 國の自 .2 を 危殆なら しむる の 虞 あれば 

改 £r 策士 及び 文薛家 = 伊太利の 俊傑 マツ ヂ -ー ー  二 六 九- 


.  改： 他 へぺ 策士 及び 文輕家 = 伊太利の 俊傑 マツ * -ll  一一， d 

なり。  , 

漫に政 横 を 掠 摩する を 得べ き 機會を 塞ぐ もの は 共和政治 なり、 これ を 開く もの は 他の 主義に 依る 

の 政治 なれば なり。 

君主 政治 は 勢、 贵族 的の 分子 を 其 中^に 含お せざる を 得す、 これ 人民 の^に 不平％ を來 し、 ：將文 

. を 招く の 媒介 たれば なり。 

,TA れ 君主 政治 は 最早 維持す ベ からざる に 至れる 祌 與の權 利に 基く こと を 得ざる が 故に、 國法 及び 

楸 威の 約束と して は^だ 臉弱 なる ものと なりたれ、 まなり。 

^太 利 瞬に は 君主 政治の 要素 を 有せ ざれば なり。  . . 

伊太利 固お 古今の 歴史 は大體 共和 民政 的の もの なれば なり。 

lilvTr ^政治 は^ 太 利 をして 外 國の宫 廷に讓 ると ころ 多き に 過ぎ、 專ら 外交の 樓 |L 口 こ依與 し、 人，.. lArr> 

の 分子 を 抑 きして、 顧みる ことなから しむべき を 以てな り。 

近時 伊太利に 起れ る 運動 は、 大體 共和 民政 的 なれば なり。 

最後に 共和 民政の 觀念 は、 凡て 歐洲に 起れ る 革命的 通 動の 骨髓 にして、 伊. K 利國 民の 同情 及び 想 

像に. M ふるの 力 これに 過ぐ る ものな け， 丄ズな り』。 

これ を マツ ヂー 1— の 徒が 共和 民政、 王義 を両 執して、 犬に 運動 を 試みた る 理由の 要點 とす。 少壯伊 

太利^！^め黨良は其の主義に忠實にして、 身 を 捨て、 快 樂を擲 て、 これに 從事 せり。 その 首 鋭なる マ 


ッ ヂ 一一 li 口て 慨然と していへ る こと あり。 『余 は 未だ 嘗て 同志の 人々 の 如く、  ？A に 意氣相 投じ 熱情 を 

漉ぎ て 和 愛し、 時々 刻々 相勵 まして、 勞を 取り、 業を勉 むる に 忠義な りし もの を 見し ことなし。 余 

と共に！： 辜に 奔走す る靑 年の 阐體の 如き もの は、 他に 其の 比類 を 見る ベから す。 ラン ベルチ、 ウス 

グ リヲ、 ラスト リー 一、 ルフ. - 一一 共 他」 ハ名 は、 單身 にして 何の 定棄な く、 一人の 屬僚 もな く、 終日 事 

務を 執り、 夜 も 遲く寢 に 就く を 以て 常例と なしたり。 其の 勉 むる ところの 業務 は 新聞 雜 誌に 投書す 

べき文^3^を起草し.往復頻繁たる信書を綴り、旅人に接見し、 き 太 利の 水夫に 交 はり、 印刷せ る 論文 

を 封 じ、 これ を 数個に 束ねて 發 送す るが 如き これな り。 余 等 は 一面に 於て 頭 腦を勞 する の 働に 從事 

し、 他の 一 面に 於て 職工に 均しき 雜務を 執りた るな り』 と。 一 千 八 fn 三十 一 年の 末に 當り、 少壯伊 

太 利と いへ る 新聞紙に この 新政 黨の宜 首 書 出で たり。 マツ ヂ - 1 が 自ら 起草した る ものな りと 云 

ふ。 ーーー1 辭悲壯 にして、 熱血 紙面に 溢れ、 犬に 伊太利 人民に 愤慨 の愤を 起さし めたり。 マツ ヂ 111 

は、 此の文^？举に於て、 伊太 刺國 民の 更生 革新せ ざるべからざる 必要 を說 き、 其の 國人 な 奴 隸の陋 

^を 一洗し、 耻づ べきの 態を脫 却せ ざるべ からすと 論じ、 宗敎 的の 精祌を 以て 改革 を 成就せ ざる 

ベから すと、 王 張せ り。 H: つ この 道 動 をして 彼の カルボ ナリ ー のこと-同視 せらる- の 愛な からしめ 

んが爲 めに、 彼 は圑結 共力 を 以て 其の 警語と はなしぬ。 蓋し カルボ ナリ I 黨は 個人主義に 基き、 物 

1^ 上の 利益 を、 王と し、 調停和熟-を^5^らに勉むるが爲に、 權 略を賴 み、 甚だ、 王義 を輕ん する の觀 あり 

き。 マツ ヂ  一一. I はこれ と 己の 卞義と を IHi:^ せんが 爲に、 圑體 共力なる 警語を 呼號 したるな り。 曰く 

改^ 家、 策士 及び 文薛家 = 伊太利の 俊傑 マツ - 1  二 七 一 


.  改 K 象、 策士 及び 文藝家 = 伊太利の 俊傑 マツ f  二. I  二 二 

『革命 は 人民に 依りて、 人民の 爲 めに-. 成就 せらるべき ものな り。 これ 我等の 一一 目論な り。 我等の 主 

義は 要するに 皆 この 一 點に歸 着す。 我等の 擧術 ノ宗敎 及び 心 胸の 愛 皆な こ、 にあ ひ』 と。 蓋し 極端 

, なる 個人主義の 時代 已に 過ぎ去り たれば、 最早 人類の 大 運動 を 爲 すに 當り、 個人、 王義を 以て 其の 基 

礎と 爲す こと 能 はざる な"。 阈民 全體に 其の 天職 を 知らし め、 其の 大計 を覺 らしむ る こと 最も 必要 

&り。 この宣 首 書に 次いで マツ ヂ 一一 ー の 筆に なりし 論文 一 にして 足らす。 十九 世紀の 詩人に 向って 

4 门 白す るの 思想、 人民の 互に 兄弟た る こと、 佛 獨ニ阈 民の 同盟、 少壯 伊太利が 獨逸阈 民 及び 佛蘭西 

の自. E 黨に吿 ぐるの 書 等 は 其の 最も 著しき ものと す。 マツ ヂー 1 1 の名聲 4 且 しく、 內 外の 批評 區々 に 

して、 或は これ を義 とい ひ、 或は これ を奸 とい ひ、 各圃の 政府 多く はこれ を 以て だ危險 なる 叛逆 

の E 魁と 見做せれ。 一千 八 In 三十 二 年 彼 は 終に 佛蘭西 を放遂 せらる，^ の 災厄に 揺れり。 然れ ども、 

この 義士 を 放逐す るの 命令 を實 施す る は、 容易なる 事業に あら ざり しな ひ。 何と なれば 佛蘭 西の 警 

言が 使用せ る 探偵 は 喜んで マツ ヂ -  .1 の 使用す ると ころと なりたれば なり。 ： ^は 其の 容貌 甚だ 己に 

類した る 一 友人 をヂェ ネバ に 送り、 自ら は 陰 かに 兵士の 服 を 着し、 素 知らぬ 容貌 をな しつ、 警察官 

の 中を濶 歩し、 これより 後一 年の 間 依然として マルセイユに 止まり、 革命の 論文 を 草し、 印刷 を 校 

合し、 信書 を 往来し 雄々 秘密 會を 催しつ、 恙なき 生涯 を 送れり。 或る 著述 者 は 『マツ ヂ 一一. 1 こそ 猫 

の 高き より 墮 つれ ども 傷つ けらる」 ことなき が 如き 伎倆 を 有する もの なれ』 といへ り。 は^も 共 

# 主義の 幽 戴なる かと 思 はる、 ばかりに、 嚴重 なる 探偵 追 捕 あるに 拘 はらす、 歐洲各 都の 市街 を 歩 


みて 少しも 傷つ けらる、 ことな かりし なり。 

烏 合の 衆 を もって 精練の 軍隊 を 破らん こと 固より 難し。 マツ ヂ 11 1 等が 顧 覆せん と 試みた る政權 

は假 令. M 败 したる にもせ よ、 守成の 功 を 積みた る 組織 を 有する ものなる が 故に、 物惯れ ざる 叛徒の 

容易に 破壊し 得べき ものに あらす。 マツ ヂ 一一-の 地位 S: だ闲 難なる もの ありき。 始め 彼 はヂュ ノア 

及び ァ レキサ ン ドリア を 以て 一 一つの 中心と なし、 サルヂ 一一 ァ諸 州の 叛 くに 柴 じて 全！； の 革，， 、叩 を 成就 

せんと 企てたり。 然れ ども 味方の 砲兵 一 一入 計らす も 口論 を爲 したる が爲め 不幸に して 政府の 怪しむ 

ところと なりぬ。 探偵 嚴か なりし ものから 隱謀 悉く 暴露したり。， 政府 は 忽ち 多くの 人士 を 捕 傅 チ- 

り。 2if 力 を 以て 嚇し 甘言 を 以て これ を 誘 ひて、 政府が 此の 隱 謀に 與 したる もの を礼彈 する さ 至ら ざ 

ると ころな し。 中には 政府の 造りた る僞甞 に 依り 味方の 誰れ 彼れ 心を變 じて 政府に 屈服せ りと 誤信 

せしめた る もの あり。 或は 窃かに 其の 黨 類と 僞 りたる 探偵 を獄に 投じて マツ ヂー 11. 等の 秘密 を發か 

しめたる こと も あり。 ^^！だしきに至りては囚徒の飮料に用ゅる水に藥を和して叛黨の頭腦を鈍らし 

むる に 至れり。 又た 或 時 は 獄舍の 近傍に て 其の 味方の 連累 者た る 人々 の 處刑を 高聲に 叫ばし めて こ. 

れを 瞞着す るな ど 政府の 盡カ 一 事なら す。 マツ ヂ 11 f の 徒 これが 爲に 失望 落瞻 する もの あり 或 ひ は 

愤懣 に堪へ 兼ねて 自殺した る もの も ありたり。 其の 徒ヂャ コボ • ルフキ 一 1 1 といへ る は 天性 最も 愛 

すべく、 誡寶 にして 甚だ 高潔なる 少年な りしが、 I 夜 獄舍の 戸より I 本の 釘 を拔き 取り 已れが 首筋 

の 動脈 を 突き破りて 自殺 を 遂げたり。 マツ ヂー 1 1 これ を 悲んで 曰く 彼 は 暴政に 對し てこの 最後の 反 

改革 家、 策士 及び 文藝家 = 伊太利の 俊傑 マツ ヂ 11  ，  二 七三. 


改 14 家、 策士 及び 文藝家 = 伊太利の 俊傑 マツ ヂー 1 1  二 七 四 

抗を なしつ X 上帝の 懷に難 を 免れたり。 かくて 此の 大獄 終に 結了して 死刑に 處 せらら る 、もの 數 

人、 無期 若しくは 有期の 禁獄に 處 せらる 人 もの 數人、 看守の 隙 を 窺 ふて 脫獄 したる もの 數人。 マツ 

ヂ 一一 ー は 死罪に 處 せらるべき 害な りしが 辛うじて 其 難 を 免 かる \ こと を 得たり。  . 

『愛國 の 有志 者が 計畫 せし こと 此の 如く、 第 一 着 を 誤りたり と雖 彼等の 精祌 毫も これが 爲 めに 挫け 

t 其の 志氣 益々 振へ り。 マツ ヂ 一一 ー はヂヱ ネバに 逃れ 柱き 『中央 歐羅 巴』 なる 雜誌を 創立して 遙 

に 故國の 革命 を 成就 せんこと を 謀れり。 彼れ らがヂ ヱ え. バ にて 計 畫 せる 隱謀は ラモ リノ  ！• といへ る 

者 を 以て、 遠征の 大將 となした るが 爲め 脆く も 失敗 を 執りぬ。 此に 於て 伊太利の 亡命者 は 歐洲の 諸 

政府より 忌み嫌 はれ、 何れに ありても 酷なる 處置を 蒙りたり。 其の 中數 人はス イツ ランドに 隱れ 

居りし が 友な く 家な く、 只 偉大なる 理想 を 望みつ & 貧苦 艱難の 中に 生 を 送る の 不幸に 遭遇せ り。 マ 

ッ ヂ 11 1. も實に 其の I 人に て ありき。 彼等 は 例へば 新世界の 嬰兒、 新ら しき 信仰の 子供 等に て あり 

き。 其の 現況 は撼軻 不遇な りしに も拘 はす、 理想 を 追求む るの 精神 確乎と し 動かす。 其の 信仰と 希望 

とに 依り、 彼等 は國 民の 生れ 更るを 見、 互に 分裂せ る 人士が I 視 同仁の 親み を 全うし、 相携 へて 進 

み自， S 平等 博愛の 天使 其の 雪の 如く 白き |異 を 以て これ を 覆 ふ を 眼前に 目擊 したる が 如き 心地せ り。 

マツ ヂ 一一，' 等 は、 片時 事 閑散の 生涯 を 送る こと をせ す、 或る時 は 列國の 志士 義人 を會 して 歐 

羅巴 改造の 策 を 講じ 上帝の 法則に 依りて 人類の 進歩 を 成就す るの 目的 を吿 白し 又た 或る時 は 其の 所 

在 地なる 瑞西 國の爲 めに 大いに 謀る ところ ありたり。 歐洲 諸國の 政府 は マツ ヂー 1 1 等 を 以て 最も 危 


險なる率命的1^=節^^となし何とかしてこれを除かんと百方計を綢：らしぬ。 殊に 佛蘭 西の 政府 は 脅迫 

乎 段 を 以て 瑞 闽の {R 府を 動かし 終に マツ ヂニ ー 等 を 其の 岡 外に 放逐せ しめたり。 此の 不運に 際.^ 3 

したる にも 拘 はらす 彼れ は 猶ほ瑞 西 國に 潜み 居りし が 同志の 二人 病に 權り たるが 爲め已 む をれ す 一 

千 八 百 三十.： J 年の 一 e: 共の 隱れ家 を 出で て遙 かに 英國の 倫 動に 來れ り。 天涯の 孤客 身に 餘 財の 蓄へ 

なく 失 &.; の 胸 を 抱し つ A 慷慨 悲£. の 日 を偷 敦の大 霧中に 經 過せ"。 共の 曾-困の 苦しき 有様 は 彼れ 

が. n: ら記す 所に 依りて 知らる。 曰く、 『余 は 只だ默 然として 悶へ 苦み たり。 余 は 何^ a ひ 出すべき 

目途 もな く 傲 かに 殘し ける 一 一た 親の 紀念を も 典した るが 或る 土曜日に 至り 已 むこと を 得す、 十门き 

外 と 破れ 靴 一 對を携 へて 11^ 屋の 店頭に 行き、 僅かの 銅 錢に換 へて 露 人 叩を繁 げりと。 これら は 只 だ 

肉體 の W 苦 なれ ど 彼れ は 精祌の 上に 於ても 云 ふべ か らざ る の 苦痛 を 感じ 澳惱 たる 物 思 ひとま 淚に咽 

び、 ¥ ぶ， 临を斷 つの 心地せ り』。 

『yi 抓し 彼れ が 大_^ を 思 ひ 立ちて より 前途 多望の 少年 子弟 慨然と して 其の 真 秦に與 みし、 年來悲 の 

お 劇を演 する の 問に 生命. を 犠牲に 供し、 刑場の 露と 消え 落魄 の^に 愤死 せる 者少 からす。 マツ ヂニ 

-E 心へ らく. 旷 T 呼 これ 余が 爲 せる ところな り。 幾多の 人 を 苦しめ 若しくは 死に 致した るの 資任は 全く 

我れ I 人 に^す。 ァレキ サンド リア、 チ H ン ベリ ー 等に 於け る 同志 者の 銃殺 は 面の あたりに これ を 

見る が 如し。 余 は 共の 命 を 恢復す る こと 能 はす。 これが 爲め 幾多の 母 は 其の 健氣 なる 愛兒の 死亡 を 

悲しみつ -1 あるらん。 余に して 此の 大事 を 思 ひ 止ら す 更に 進みて 爲す ところ あらんと すれば 尙ほも 
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多數の 人々 に 云 ふ 可らざる の 悲哀 を與 へざる を 得す。 而 して 余が 熱望せ る 伊太利 統一 の 企 は 到底 成 

就すべからざる 空想に あらざる なき を 得ん や。 企が 心事 して 公明正大なる 乎。 我が 希望 鬼して 正 

當 なる 极據 ある 乎と。 此の 如き 疑惑 は 貧苦 疾病よりも 最も 鋭く マツ ヂ 一一 ー の 心 を 刺激せ り。 自ら 大 

事 を 企て 新なる 主義 を唱 ふるが 爲め 天下の 擾亂 を惹き 起し、 多數 人民の 悲痛 を 生す るの 懐れ あるに 

當 りて は 古今の 義士 皆な マツ ヂ 一一-と 同様なる 憂 を爲す ことならん。 彼れ が 此の 疑惑に して 久しき 

に涉 りたらん に は 恐らく 自ら 堪 へ 難ね て 自殺す るに 至りし ならん。 然れ ども 彼れ は 深く 自ら.. V 顧み 

北ハ 心事 を 分解し て 毫も^ 心 に 耻づ る 所な きを 發！？ -し、 又 た 共 の 事業 を 熟 察して ：}^i だ 望を屬 す ベ き 偉 

大公 明なる 企てなる を 悟り 漸くに して 其の 心の 平和 を 恢復す る を 得たり。 マツ ヂ 一一 ， 'は 此の 時に 當 

り 一の 記憶すべき 言 を爲 せり。 曰く 生命 は！ $1 な 一大 の 使命な り。 凡て 他の 生命 論は爲 りに して 人 を 米』 

謹の 途に誘 はんとす と。 凡そ 五 = 人の 行爲 にして 上帝の 使命と し 人類の 趨向に 從ふ ものなら しこ， は從 

令 如何なる 結 ra^ を 生す ると も 決して 心の 平和 を亂す ベ きに あらす。 吾人 は 主義の 爲 めに 戰 ふべ き 兵 

士 なり。 吾人の 企 園す ると ころ 大義に 背く ことなき 乎。 此の 問 ひに して 滿 足すべき 答 を 得ば 他 は 

ふに？ J あらざる なり。 耶 S 曰く 爾曹 吾れ 平和 を 地に 齋 らし 来れり と 思 ふ 勿れ。 我れ は 平和 こ あらす 

もた 

して 劍. を 齎らし 來れ るな りと。 剛毅にしてほっ多咸^！^：：？る マツ ヂ 11 1 は 其の 目的の 公明正大なる を 確 

知し 心事の 高潔な る を 悟り たれ ば 其の 疑惑 の 雲霧 頓 に 消散して 共の 胸中 に 光風 tsn の 想 を懷 けり。 

其の 倫敦 にある や 彼 は 鉛槧の 業に 從 事し 若干の 原稿料 を 得て 糊口の 资に 充て 其の 貧き 同志 をも坊 


けたり。 其の g 常に マツ ヂ- 1 の 眼 は 歐洲の 大勢 を觀 察し 伊太利の 國 事に 至りて は 其の 注意 其： だ. 緻. 

密 なる もの ありき。 これと 同時に 彼れ は その 同志の 人 を蒸陶 し、 その 志氣を 鼓舞す る こと を 務め、 

伊太利の 革命の 爲 めに 一大 敎育 者た るの 任命 を盡 したり。 そのこと 我が 佐 久問象 山、 吉 ffl 松 陰 等の 

維新の 大業に 於け るに 異ならす。 

マツ ヂ 一一 ，-は 力 1 フィル を 論す るの 文 一 ー篇を 作りたり。 その 批評 能く 力 ー ライルの 長所 を 述べ 其 

の 短所 を 指摘して 餘 g な きが 如し 。 當 時文 壇！ の 快事と して 世人の 稱 讚し たる も {n: なりと 云 ふ べし 。- 

其の 論に 曰く 力 ー ライルが 據擊 すると ころの もの は K に 忌むべきの 邪說 たり。 彼. れが これ を 論す る 

最も 力 を 極めたり とい ふべ し。 然れ ども 彼れ が 自ら 敎 ゆると ころ は必 すし も R 理 なりと いふべ から 

す。 其の 希^ は遙 かに 將來に 向 ひつ . ^ありし かど 其の 識見の 習惯 及び 天然の 性痴は 旣往に 偏り て 

保守の 倾 きを 冇 したりと いはざる ベから す。 余 は 力， - ライル 其の 人の 一半に は 深く 同淸を 表する も- 

のな り  ハの 他の 一 半に 至りて は 大に昆 ると こ-ろ を 異にすと。 蓋し マツ ヂ 一一 ー の！ a ると ころに 衣 

ば 力，' ライ ルの 弱點は 其の 個人主義 にあり。 力 ー ライル の 謙に 依れば 孤獨 なる 靈魂 上帝の 前に 畏れ 

伏して これと 親密なる 關係を 保つ こと 能 はす。 人 は 全能者の 前に ありて 何の 惯値 もな く 殆んど 存在. 

せざる ものに 異ならす。 彼れ は 人類の 綜合 的 生活 を 忘却し、 多數 人民 を 蔑視す。 其の 英雄 崇拜を 主 

張し 強大なる 主 治者 を 推 尊し 俊傑に して 世 を 救 ふ もの を 得ん と 欲して 止む 能 はざる なり。 力， 丄フィ 

ルは喊 野に 叫ぶ ョ ハネの 如し。 其の 天職 固より 贵 しとい へどもこれを以て眞正の福音を說けるもの- 
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と i すべから す。 徙れは 個人 を 知りて 人類 を 知らす。 故に 彼れ は £s 主義の I 者と なること 能 

はざる なり マツ ヂ 一一 ，-が 力、 - ライル を 評する ところ ffi に 論鋒 鋭利に して 當 るべ からす。 若し 尋常 

の 人な らんに は 互 ひに 相 敵視して 怨み を 結べるな らんが、 流石に 彼等 は 君子の 人な り。 此の 批評 を 

媒介と して 十九 世紀の 二 偉人 は マ： ひに 手 を 握りて 最も 親密なる 朋友と はなり ぬ。 英^ 府が マツ ヂニ 

1 の 信書 を發 きて 其の 秘密 を 澳太利 政府に 通知 し 其の I の 地位に 立て if して 此の 1% なる 

伊太利の 義士 を 國會 議場に 讒謗せ しめたる 時、 力、 丄 フィル は タイ ムス 新 ffi りこれ を辨 護し 

て 曰く 余力 マツ ヂ 一一 ，-を 知りて より 實に數 年を經 過せ り。 其の 措置の 得失 は 知らす 彼れ が 天才の 人 

有 德の士 にして 望む ところ 高潔に、 志す ところ 公明正大なる は 余が 敢て 保- 證 すると ころな り。 皮 ま 

稀 有の 人な り。 其の 志より 言へば I 個 Q1S 的の 靈魂 を 有し 沈 默の裡 I 々大義 を 貪 行 せんと 欲す 

るの 偉人な り 云々。 

英國の 政府が 此 Q 如く マツ デ 一一，， に反對 したる が爲め 彼れ はこれ に對 してき 然感 f 澳 けりと 

へど も 其の 人民に 至りて は 常に 其の 風俗の 美なる 其の 精神の 潔白なる を景 慕す る こと 架し。 皮 L 

？謂 〈らく 英阈の 人民 は 進歩と 共 楊 物 I 守す る遍 心なり。 故 を 以て 人 fi 裁 を ま 

し 名 ありて 毫も 其の f  If 奮 上 i 持 せんと 欲す。 S にも 社交^ 此 SS て數 ふ、、 \ 

力ら づ 彼等 はこれ が爲 めに 知らす 識らす 法律上の 假設を 事と して 一 直線に 弊風 を 除却す る こと を 

せす これ 道 德ヒ應 ふべき ことなりと いはざる へからす。 彼等 は 民政 的の 人民な り。 现當 さに 帝王 


を廢 せざる ベから ざる 答なる に國 家の 元 主 は ズ ei ち 1 すれと も Govern する ものに 非す と 云へ る最 

も 解す ベから ざる 文字 ヒの 儀式 を 以て、 依然 之 を 維持し て 少しも 其 の 自家 撞着 を 依し むと ことなき 

に 似たり。 英國の 制度が 駸々 止まざる 變 化の 中に 在りて 紛亂の 弊な き 所以の もの は 人民に 上の 如き 

奇異なる 習慣 ある を 以てな. 5^。 然れ ども 之が ために 人民の 良心 を 痴鈍なら しめ、 王 義を重 んす るの 精 

神 を 害する こと 甚 しと 謂 はざる 可ら すと。 

左て 此 間に 伊太利の 1： 勢屢々 變轉 して マツ ヂ 一一 ，-が 同情 を 表せざる 黨 派の 權カ 次第に 增加 せり。 

此 の 黨派 に 屑す る 人々 は 唯 物 主 義 にして、 奇變を 貴び 佛蘭西 の 首 動 に 從ふ？ J を 耻ぢざ る 者 共 にて 所 

謂穩和 黨是れ なり。 彼等 は 正義より 寧ろ 蘇 張 者 流義の 權變に 依頼し 法皇 ピ ヤス 第 九 世に 依り て 事 を 

成さん とする ものな り。 かくて 一 千 八 四十 八 年と はなり ぬ。 革命の 警報 歐洲の 各所に 起れ り。 伊 

太 利に 於ても 改革の 戰を 起す もの あり。 マツ ヂ 一一 ，-も 機 失 ふべ からすと 取る もの も 取り 敢 へす 本圃 

に歸 り、 路に羅 馬の 古都に 入りて 自由 政體を 創立し、 一 千 八 百 四十 九 年の 二月 九日に 於て 共和 國設 

立の 趣意 を 公然 天下に 宣ー 百す る ことと はなり たり。 改革 黨は 先づ 普通 選擧を 以て 一 fjn 五十 名の 議員 

を 召集せ しが 其の 會議に 於て 法皇の 政權を 公け に廢 止し 着々 歩 を 進めて 健全なる 民主 政體を 樹立せ 

んと 試みたり。 三月 十八 日國會 は マツ ヂ 一一 ，-の 建言に ¥ 軍事 委員 を 設け 四 萬 五 千の 兵 を 募り 其の 

內 一 萬 人 を 送りて ピ ー モント を 助く る ことに 議定せ り。 然れ ども 英雄の 企圖 志士の 考案 恰も 春の 一 

夢の 如く 驚かされて 其の 年 ra: 月 一 一十 五 曰に 至れば 旣に佛 蘭 西の 軍隊 は 非常なる 勢 を 以て 此の 幼稚な 
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る 共和 國を 攻擊 したり。 こ は 全く ナボレ オン 第三 世が 謀りし ところと なりい ふ。 

一 八 九 二 年 二月 (H 本 評論) 


. 驚異、 嘆美 及び 崇敬の 念 . - 

天 の 覆 ふ 所、 地の 載す ると ころ、 物と して 絕奇絕 妙なら ざる は 無し。 春の 曙、 夏の 雲、 夜の 星、 

草木の 花、 誰れ か 之に 接 じて 驚異の 念 を喚發 せざる もの あらん。 四時 行 はれ、 萬物肯 す。 造化の 日 

用、 得て 思議す ベから す。 燕 然として 雷鳴り、 倏忽 として 大風 至る。 自然界の 力また 盛んなら す 

や。 吾人 若し 無邪氣 なる 心 胸 を 抱きて、 此の 奇絕 不可思議なる 天地に 對し、 熟ら 之を觀 察せば、 驚 

異の念 禁ぜす して 起り、 時に 無限の 感情 を 生す るに 至る。 斯る 場合に 際し、 吾人 は 自ら 危坐 正 念し 

て、 宛 かも 眼前に 鬼神に 接した るが ごとく 感 する こと あり。 プ レト， -tn く 『ィ リス を 以て タウ マス 

の 女と 爲すは 頗る 妙な り』 と。 イリ スは 神の 使、 タウ マス は 驚異の 義 なり。 蓋し 人類が 其の 思想の 

妙 W を もって、 天地の 間に 上下し 萬 物 を 統合す ると ころの 知識 を 獲る 所以の もの は、 其の 天性に ir 

異の 念を存 すれば なり。 

年若き とき は、 萬 物盡く 新奇に して、 鮮 かなる こと 左ながら 爽快なる 朝氣に 異ならす。 之に 接す 

れば、 自ら 神 氣活逾 思想 勃々 たる を覺 ゆ。 年漸 やく 進みて、 老大に 至る も、 學を 好んで 倦ます、 頻 

に 心 を 新たなる 世界に 馳騁 し、 能く 舊 事物の 新 側面 を發見 するとき は 驚異の 活力、 淸 泉の ごとく、 
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常に 胸中に 湧き出で、 之 をして 白 頭尙ほ 少壯の 氣概を 維持せ しむる こと を 得ん。 然れ ども 怠惰に し 

て 進む こと を 知らす、 少壯 にして 僅かに 獲た る 知識 を 徒らに 土中に 埋め、 之 を運轉 利用して 倍蓰す 

る こと を 務め すん は、 此の 靈妙 不思議なる 天地 を 觀るも 陳腐の 思を爲 すに 至らん。 斯の 若き 人 は淺. 

草の 奥山に 生れし 不具なる 使 物 を 見る に 非 ざれば 敢 へて 驚くべき もの 無 かるべく、 眼前に 人の 電光 

に擊 たれて 死す るに 遭 は ざれば、 危坐 正 念す るの 機會を 得ざる べし。 或は 紛々 たる 銅臭 世界 は 吾 

が 靈 心 を 埋葬し 、 { 船寐 とも に 名利の 問に 狂奔す るが ため 厘 毛を爭 ふ の 慾 情 愈活 潑 にして 俯仰 H< 地 に 

驚嘆す るの 心愈衰 へ、 政治に 文藝 に、 功利の 念 日に 熾ん にして、 其の 精神 は娥 鬼の ごとくな らんと.. 

す。 ゥォ ル ズゥォ ル ス 田 く 

空 を ながめて 虹. 霓 見れば 

一】 お どリ 

われの 心 は 雀躍す。 

S も ひ 

幼稚の 時の 此の 感想 

成年の 今も尙 失せ じ。 

老 ひても 斯くて あらま ほし。 

此の 虹霓 見つ、 躍らざる 

老の いのち を 何に せん。  ， 

* に 幼年 は靑 年の 父。 


#3 花の 妙 を 敬愛す る  . 

赤き こ、 ろの 索 を もて 

世に ある 日 をば 一 列に せん。 

卅：^ 幾人 か 能く ゥォ ル ズゥォ ルスと M 感の 情を懷 くも のぞ。 俗氣 吾人が 靑年を 包み、 世事 は栖々 

たる 風 燕のう ちに 塊 めら る。 年長け、 老來 りて、 天然の 美に 對す るの t{ 覺紛の ごとく 重く、 彼の 詩 

人の 所謂^ 化の 妙 を 敬愛す る 赤き こ、 ろ は、 消えて 跡な きに 至らん とす。 鳴 呼無殘 なる 老衰！ 露 

けき. S 昔の 靑 今 何 所に か ある。 

身の 光 は in: なり。 IE にして 光り を 失 は、.^ 其の 暗き 如何に ぞゃ。 世に 風流 を 以て 自 任す る もの あ 

.^。 彼等 は 美妙の 觀念を 維持す る 天職 ありと 稱す。 然れ ども 妄りに 巧 細 を 事と し、 翁 色 布置 配合に 

意 を 幕に す。 共の 弊 や 世人 をして 天然の 美 を 忘れ、 徒らに 之を畫 幅の うちにの み 求めし めんと する 

に 在り。 呼人^ 風流の 日本人 民 を 害する こと 久し。 彼等 は 山水 を 愛せす して、 山水の 畫を 愛す。 

彼等 は奇 -M 絶 g.; を 愛せす して、 床 間の 石 を 愛す。 歌人 は 居ながら にして、 世界の 名所 舊跡を 知る。 

故に 彼等の 怨 める 月 は 萬 IS 古今の 月の み。 彼等の 惜 める 花は自 から 惜 める ものに 非す して、 贳之 

恒 等の 惜 める 花な り、 彼等 は 風流の 正 金を使 用せ す。 千 百年 以來 幾多の 手 を 通過して、 太く 垢 染. 

み、 太く 斷れ たる：^, 幣を使 ffl しつ、 あるな り。 吾人 は 彼等に 求む るに、 天地の 活美を 以てす。 彼等 

は 之に 應す るに、 其 死 美 を 以てせり。 此れ 盲に して 盲 を 指導 せんと 試みる ものな り。 焉んぞ 相 率て 

驚異、 暖美、 及び 崇敬の 念  二八 三  - 


.  sr 嘆美、 及、 び 崇敬の 念  ，  一一、， - 

溝 壑に轉 び 人らざる を ん。 英京 倫 敦のゴ ルドン • スク H ャ 街に 住む 當 代の； g 舉を 博士 マルチ ナウ 

と 云 ふ。 年 A 十に して 思想 益々 敏に、 才情 湧く がごと く、 美妙の 感覺 常に 新 なり。 博士の 言に 曰 

く、 吾人の 感情 乾き 菜なん とする に當 り、 驚異 嘆美の 洪水 を 以て 再び 洗禮を 施すべき もの は、 詩と. 

宗敎 との 責任な り。 彼等 は 萬 物 を 其の 本色に 復 へらしめ、 惯 熟と 陳腐と より 成立せ る肓膜 を，^ り 去 

り、 之 をして 其 同 有の 勢力 を發せ しむべし。 然れ ども 模倣 的の 詩歌、 鉛版 的の 宗敎は 人造の^ 池に 

して、 生命 を與 ふる 流水に 非ざる なりと。 此の 語 以て 吾が 國 今日の 美術 を 評すべき ものな り。 天地 

山河 は、 其感覺 及び インス ピレ ー ショ ンを 以て、 目前に 横 はれり。 仰ぎて 之に 驚き、 俯して 之に 感- 

じ、  觀覽 熟視して 之 を 愛すべき なり。 茫渺 たる 蒼海、 屹然 たる 高 5:^ 一望 十 里 麥浪を 捲け る W 鮮.、 

澤に 立つ 鴨、 {ゃ 一飛ぶ 鳥、 何れ か 吾人の 心 を 動かさざる も のぞ。 都 門の 熱鬧、 人家 櫛の 齒を 比べた る. 

力， 5  く、 樹木^！^に、 天地 狹 きを 感 する がごと くな らんと いへ ども、 詩人 また 一一 一一 "す，。 

律 轉鴻釣 佳氣同 肩摩穀 擊樂融 々  ， 

不須更 向 東郊 去 春 在 千 門 萬 戸中 

来れ、 共に 此の 造化の 美 を 探らん と 欲す。 

吾が 邦 古より、 上下 懸隔 基 だしく、 其の に假 かなる 禮節 行れて、 武毅莊 重の^ ありき。 然れ ど. 

も 其の 能く 是 くの ごとき は、 君 ほ の 道、 封建の 制度、 專横 抑壓の 積弊に 出で しもの 多く、 中に 卑屈 

阿默の 分子 を 含める こと 少 からすと す。 之に 加 ふるに 近年に 至りて は、 の さへ 大 いこ- -isjs  、ラ 


き、 世 は^て 無 禮侮投 の 魔界に 沈淪 せんとす。 視ょ 吾人の 子弟 子女 は 長上 を 敬す るの 心 厚から す。 . 

促 傲 不適の 惡德 を逕 うせんと す。 今日は 諷！^ 家の 縱 横に 濶 歩す る 時な り。 被 等 は 奇怪 百出なる 掉號 

を 以て 大人 名 賢の 上に 積み重ね、 左 なきだに 醜聞 多き 新聞紙 を充增 する に、 理， H も 無き 評說を 以て 

せり。 二 ジブ ト王パ 0 蛙の 禍に苦 めら る。 傳に 曰く 蛙 群り 來 りて 王の 家に 人り、 王の 民の 家に 

こぬ ばち-  ,  , 

至り、 莉 民の S 地に 及び、 また その 搓 鉢に 入りぬ" また 王の 身に 登り、 その 民 及び その 諸臣の 上に 登 

れり、 (ffiliA) と。 彼の 諷刺 を 事と し、 諧謔 嘲 篤 を とする W は 登る まじき 所に 登り、 入る まじ 

きと ころに 入り、 人の 秘密 を 犯し、 家族の 神聖 を Im して、 毫も 忌み 禪る ところな し。 聞く も 五月 蠅 

き 其の聲 は、 蛙の 鳴き 喚く に 異ならす。 彼等 は 嘲って、 其の 悲劇 を 著述す。 其の 舞 面目なる は戯 劇 

に 在り。 彼等 は 時に 善人 を 描出さざる に 非す。 然れ ども 其の 賛辭に 耳を倾 くるに、 低調 子 は 人の 至 

誡を疑 ひ、 天地 啻 ならざる 善惡の 差別 を 以て、 境遇の 玩弄物な りと する に 似たり、 彼等 は 理想の 翼 

に駕 して、 高 明なる 境界に 遊ぶ こと をせ す。 蝙蝠の 如く 地の 冥暗き 洞窟に 蟄伏し、 井蛙の 見 を 以て 

人類の 世界 を寫 さんと す、 S なる かな、 其の 直寫に 偏して、 異常 的の 分子に 乏き や。 我 聞く、  ノ 

ァ 葡萄酒 を 飲みて 醉ひ、 天幕のう ちに 在りて 裸になれり、 其の 第二 子 ハム 父の 隱し所 を 見て、 外 

に 在りし 二人の 兄弟に 吿 げたり。 セムと ャぺテ 乃ち 衣 を 取て ともに 其の 肩に かけ、 後 向に 歩み 往き 

て 父の 裸體を 13- へ ひ。 彼等 は 面 を 北 "けて、 父の 裸身なる を 見 ざり き。 ノア 酒 醒めて、 其の 若き 子 

等の 爲 しつる こと を 知り、 嘆 じて 曰く、 ハム は 僕の 僕と なりて 其の 兄弟に 事 へんと。 蓋し ハム は 

驚 IT.® 美 、及び 祟 敬の 念.  I 1 —  二八. 五 . 


験異、 嘆美、 及び 崇敬の 念  二八.,、 

黑 奴の 祖先な り。 余 等はハ ムが 父の 耻を 嘲け りたる がた めに、 其の 子孫 奴隸 となりた る ものなる や 

否 や を 知らす。 然れ ども 此の 古 傳說は 吾人が 永く 記憶すべき 一大 眞理 を敎 ふるもの なり。 其 は 他に 

非す。 ^傲 不遞 にして 長上 を 尊ぶ の 心なく、 唯 嘲 篤 諧謔 を 事と し、 善 を 見て は、 之を稱 する に遞々 

とし、 惡を 見て は、 之 を 笑 ふ (愤 ると 謂 はす) に 速 かなる 固 民 は 心氣隘 小に、 思想 卑陋なる ものな 

り。 其の 强大 の隨 民た らんこと を 望む も 得べ からす。 是の 如き 民 は奴隸 の奴隸 となりて、 固の 獨立 

を 保ち 得す 四方に 屈辱 を受 くるに 至る、 素よ ひ 其の 所なら す や。 }i3 直 義勇 博愛 高潔の 精神 は 祈く の 

ごとき 人民の 胸中に、 止る こと を 屑し とせざる なり。 世 問の 事情に 通じた る を 以て 自負す る 『ボン 

チ』 者 流の 文 學者は 深く 之 を 思 はざる ベから す。  . 

目 を擧げ て、 在野 政黨の 有様 を 見よ。 士人互 ひに 相 譲らす、 情實 のために 屈從 する 所の 政黨 首領 

は あれ ども、 其の 之 を 英雄と して 心服し、 先輩と して. 師事す る もの 何 所に 在り や。 是. H,;^ 阔孜界 

に、 グラッドストン ビスマルクの ごとき、 經國濟 世の 豪 ら ざるが ため か、 或は 然 らん。 然れ 

ど 侮慢の 氣 吾が 社會に 充滿 し、 人の 心 術 を 疑 ひ、 善行の 誠なる を 信す る， t 難く、 他人の 己れ に 勝 

る を 忍ぶ こと 能 はす、 傲然と して 一 世 を 睥睨す るの 風 盛なる は是 其の 一 大 原因に 非す や。 トマス • 

カァ ライル は 英雄 崇拜 の說敎 者な り。 思 ふに 吾が 國今 日の 靑 年の ため、 否 全國 民の ために 必要なる 

福音の 一 つ は 着 實穩當 なる 英雄の 崇拜 論な りと す。 歐米諸 國は獨 立 自由 を 尊ぶ。 然れ ども 其の 人民 

の 英雄 を 推 尊す る こと、 之 を 吾が 國に 比すれば 更に 切なる もの ありと 謂 はざる ベから す。 彼等 は獨 


立の 精神 を 抱きつ」、 長上 を 敬 ひ、 英雄 を崇る こと 篤し。 蓋しお のれに 優れる もの を 仰ぎ 尊む は 決 

して 卑劣なる 行 ひに 非す。 他人の 美を嫉 み、 非難の 聲 高く、 賞揚の 聲 常に 低き もの は 以て 其の 心賤 

きを 知るべし。 英雄 を 崇め、 君子 を 敬す るの 度量 を 有する もの は、 心に 掉々 乎と して 餘裕 ある もの 

なり。 三千の 弟子 仲 尼に 師事す。 彼等 は 之 を 以て、 其の 心の 小なる を 示せり や。 美質の； 1^ する を 見 

て、 之 を 嘆賞し、 德の備 はれる を 見て、 心 を 之に 歸す。 吾人 其 可なる を 知れ ども、 未だ 其の 不可な 

る を 知らす。 人類 は 前面 をのみ 見る 可き ものに 非す。 見す や 天の 高き を。 また 見す や、 芙嶽の 雲 を 

衝て聳 ゆる を。 吾人 は 儕輩の ほかに 交 はるべき ものな きか。 吾人 は 人間に 仰ぐべき ものな きか。 限 

り あるの 人類に 向って、 完全なる を 望む ベから す。 身 を 忘れ、 利害 を 忘れて、 之と 始終 を 共に せん 

と 欲す。 世人 名利の ために 生命 を 賭し、 風流の ために 身を危 くす るを顕 みす、 暫 らくに して 移ら ふ 

べき 色香の ために 心を勞 する こと 甚だし。 英雄の 德を 愛し、 人物 を 敬す る を もって、 之に 比れば、 

其の 優劣 何れに 在り や、 智者 を 待た すして 明かな らん。  一  <  九 0 年 六 Mrs 評論) 

東西の 厭世主義 

東.； e の 厭世主義  二八 七 . 


ず. f&i の 厭！ pi 主 二八へ 

ショウ ペン ハウェル 曰く、 

『天下 入 類の 外に は 自己の 存在に 不審 を 催 ふす もの あ り とし も覺 えす』。 『唯 だ 思慮の 力なき 禽獸 

のみ 北 と 生命と を 以て 使し むこと を 要せざる 當然の 事と 見 故せ り。 人 は然ら す、 共の 315- も S 

と がら 

野狹！ ^なる 徒と いへ ども、 時 ありて 其の 胸中 を 光明に 照らされ、 切に 此の 疑問に 刺激 きらる，， こ 

と 無くん ば あらざる なり。 プレト ー の 所謂 賢哲の 驚異 心 は 之に 外なら ざるに 似たり』。 『世に 願 は 

しき こと あらば、 存在の 冥暗 を 照らす の 光 を 獲て、 微細 かにても 此の 生命の 謎 を 解釋し 得ん こと 

なりと 謂 はざる ベから す』。 『堂塔、 伽藍、 社殿、 樓閣の 萬 世に 存し、 萬圃に #: ねき は、 其^ 炅の 

美 置なる と、 結構の 壯大 なるとに 由り て、 人類に 存在の 必要 ある を證 する 所以に 非す や。』 

此の 人に して 此の 一一 目 ある は、 甚だ 味 ふべき ことなり。 我 何ぞ。 何れより 來り しゃ。 我 何故に 存す 

るか。 我が 終極の 目的 如何ん。 此の 目的 を 成す の 道 何 所に 在り や。 此れ 吾人の 問 はすして、 止む 能 

はざる 所な り。 試みに 英阈歷 代の 詩 を通讀 せよ〕 其の 戯劇 諷刺の 類 は 論す るに 足らす。. 苟 くも 莊重 

なる ものに 至りて は、 生命の 疑 題 を 以て その 中心 點と爲 さ る もの 殆んど 稀れ なり U 殊に 第 十九 t 

紀の 英詩 は 厭世主義と 抗爭 する 情意 感想 を 以て 充滿 せりと 謂 ふ も、 決して 過 首に 非ざる なり。 虽 

ひて 其の 證據を 索 めんと 欲する もの あらば、 ゥォ ル ズゥォ ルス、 テ I 一  ソンの 二人 を 奐び來 r^。 誰か 

また 此の 如き 斷言 を咎 むる もの あらん や。 . 

紀元前 二 千 四 五十 年の 頃、 ユダヤの 人に して、 大いに 此の 難題に 心 を 苦しめ、 自己の 心 胸 feg 動 


せる s 歷經驗 に 由り て、 其の 所見 を 書冊に 著 はせ しもの あり。 舊約 書中 載す る 所の 傳道之 書、 即は 

ち是れ なり。 或 ひ は 書中の 文字に 拘泥して、 此はソ 。モンの 著作な りと 言 ふ もの ありと いへ ども、 

擧 者の 研究 愈々 精細 を 極む るの 今日に 於いて、 斯 かる 意見 を 固執す る もの は少 かるべし。 r.- の 書 

名をコ へ レツと 云 ふ。 人民 を 招集して 禮 拜に參 せし むる ものとの 義な ひ。 蓋し 己れ の 名を傳 へざる 

當 時の 達士 其の 蘊蓄す る 所 を 傾倒して、 道 を 世に 明らかに せんがた めに、 此の 書 を 著述せ しもの な 

らん。 

俥 道の 書 は、 舊約 書中 最も 解し 難き もの、 一 つなり。 古今 擧 者の 註解 山の 如し。 其の 著者に つき 

て も、 臆 說を逞 ふし、 妄りに 文擧 を附會 して、 其の 性行 經歷 を描寫 せんと 試みし もの、 枚擧 する に 

遑 あらざる なり。 中に 就きて 英人 プラム プ トルの 說は、 希 を 街 ひ 俗耳 を 驚かす の 言に 似たり といへ 

ども、 之 を 一 個の 小說的 考案な りと して 見れば、 また 聊か 本書の 性質 及び 其の 精神 を 明らかにする 

に 足る もの 無き に 非ざる べし。 世に は假說 寓言に 由り て、 事物の 眞 相を顯 はすの 例 多ければ なり。 

プ ラム ブト ル傳道 之 書に 記載せられ たる 所に 據り、 著者の 人物 を 叙して 曰く、 

コ へ レツ は 紀元前 二百 二十 年の 頃 存命せ し 人な り。 其の 居所 は、 エルサレムの 都 を距る こと 遠 か 

らす U 彼 は 幼時より 屡 其の 間 を 往来した るな らん。 當 時宗 敎の 精神 痛く 衰 へたる にも 拘ら す、 ゴ 

へ レツ は 夙に 村 塾に 在りて 古の 明主 フルモンの 事を學 び、 心 窃かに 之 を 欽慕せ り。 年少き 頃已に 

曲 辰 業を條 めた ひとい へど も、 此は 決して 貧困なる がた めにあら す、 其^" 资產裕 かにて あり 
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き。 其 a> は 愛敬すべき 賢婦に 非す。 コ へ レツ は 母の 品性 を 見て、 自ら 婦女 全體を 蔑視す るの 氣風 

を 養 ひし ことならん。 漸 やくに して 彼 は 世間に 行 はる 、宗教の 虛僞 空文なる を 看破し、 何時しか 

宗敎 を輕ん する の 人と はなり ぬ。 其の、 ち 諸 國を歷 遊し、 終に 居 を ァレキ サン デリ ャにト せし 

が、 時の 政道 暴虐の 事 多く 有司 奸詐の 術を逞 うし、 人民 塗炭の 苦み に 泣く を 目撃した るより、 一 

つに は 大いに 之 を 憤慨し、 二つに は 仁義 道 德の實 在 を 疑 はしく 感じたり。 此に 於て 意馬心猿 狂 ひ 

出で て、 奢侈 遊蕩の 人と はなり ぬ。 彼 は 終に 来世の 存在 を も 信ぜざる に 至れり。 

ァレキ サン デリ ャに 在りし 間に、 コへ レツ は 一 人の 朋友 を 得たり。 其の 交際 斷金啻 ならす。 彼 は 

美人に 溺れ、 其の 甘言に 欺かれて、 非常に 失望せ し 時 も、 之 を 慰 論して、 精神 を 恢復せ しめたる 

ま、 此の 朋友の 信義な り。 此に 於て コ へ レツ は 心 を 美術に 轉じ、 次に 希 職の 哲擧を 究めて、 僅 力 

に 心の 欝を散 ぜんと 試みたり。 殊に ェピ キゥ ラス、 スト イツ クの 哲學は 其の 好む 所な りと 見えた 

り。 コ へ レツが 人體の 解剖に 通す る こと 尋常なら ざる は、 蓋し H ピキゥ ラスの 舉を 講ぜし による 

ものな らん。 然れ ども 此ら 哲舉は 人生の 疑 題 を解說 する こと 能 はざる なり。 人窮 すれば 本に 反 

る。 彼が 心 は 終に 紙 先 以来の 宗敎に 傾きぬ。 其の 恢復せ る 信仰に 由り て、 胸中 また 卷の 如き を感 

じたり。 …… 老年に 及び 其の 神 を 信じ、 永生 を 望む の 念 益 堅固な り。 傳道之 書 は 即ち 其の 成熟せ 

る 思想 及び 經驗の 結果な り。 

プラム プ トルの 言 架 {4! の臆說 にして、 事實の 上に は根據 とすべき もの 少なし といへ ども、 傳道之 


逢曰 を 著述せ し隱 君子の 心事、 少なくも 其の 著書の 要旨 を 指摘す るに 於いて、 稍 や 正鵠 を 獲たり と 謂 

ふべき か。 

波 斯王ク セル キセス 諸阈を 威服せ しとき、 ユダヤ も 其の 附庸 となりて、 ^政に 苦しむ もの、 此に 

數 世を累 ねたり。 人民の メ サイ ァ的 希望 大いに 弛みて、 在る が 若く また 亡きが 若し。 斯る 時代の 常 

として 宗教の 力、 道德の 制裁 甚だ 薄弱に して、 世 は 快 樂に奔 り、 肉 慾に 奉す る を 事と し、 若く は懷 

疑 失望の 暗中に 旬して 元氣銷 磨し、 社會は 何となく 沈欝を 極めたり。 マルチ ンゼン 曰く、 人類が 

洪業を 創 起し、 大事 を 成就した るの 時代 は、 樂 天の 精神 盛んな りと す。 グ リシ ャ、 ロウ マの 盛時 を 

以て 之 を例證 する に 足れり。 之に 反して 世事 日々 に 非、 國家益 顧 躓 多き とき は 厭世の 穴て； 氣、 人民の 

呼吸 を 窒息 せんとす るの 勢 ひを呈 する に 至らん とすと。 吾が 國の 藤史に 於ても、 慶 元の 亂 治りて 漸 

やく 元祿の 頃に 至り 樂 天の 氣風 社會の 全面に 普ね かりし は、 其の 文學 風俗に 徵 しても 明らかに 知る 

べきな り。 其の 間に 奢侈 文弱の 病を發 して、 國家衰 額の 原因と なりし に は 相違な けれども、 彼の 樂 

天的氣 風の 存在せ る は國カ 旺盛に して 人民 自ら を 信す るの 精神に 富みた る 一 證と見 做して 差 支な き 

ことならん。 コ へ レツの 時 は 活力 ある 樂天的 精神の 振興すべき 勢 ひに 非す。 失 怨嗟の 聲 四方に 聞 

え、 社會は I 種の 憂欝 病に 擢 りたり。 コ へ レツ は 古 M 言 者の 如く 活潑 なる メ サイ ァ的 希望 を 喚起し 

て、 世人の 惑溺 を 救 ふ ものに 非す。 彼 もまた 時勢の 子な り。 厭世の 主義 は 深く 其の 精神 を 感化せ 

り、 然れ ども 其の 厭世主義 は、 呆然 自失 困 頓萎微 た^ 沈欝 なる 生命 を 保つ が 如き 種類に 非す。 世 を 
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憂 ひ、 時を慨 する こと 切なる 中に も、 彼が 健全なる 天性 は、 能く 有 神 的確 信と 來世的 希望と を！： 執 

せり。 彼 は此ら の眞理 社會に 忘られて 人民の 狀態 甚だ 危急なる を 見て、 大いに 道義 を 扶植 せんと 欲 

する の 志 を 喚起し、 乃ち 筆 を 執りて 傳 道の 書 を 著述せ り。 ハイネ は 之 を 呼んで 懷 疑の 歌と 云へ り。 

此れ 一理 あるに 似たり といへ ども、 デ 1 'リツ チが 上帝 を 畏敬す るの 詩な りと 云へ るに 比 ぶれば、 甚 

だ 穩當な る 見解 に 非 ざ る を 知 る ベ し。 

傳道之 書 は 一 種の 厭世 論な り。 故に 近世に 於る 厭世 哲學の 泰斗た る獨 逸の シ ヨウべ ン ハウェル は、 

本書の 著者 を 以て 意氣相 合する ものと 做し、 コ へ レツ は 面白味 多き 哲學 者な りと 云へ り。 傳道之 書 

に 見えた る 厭世 論と、 ショウ ペン ハウ ヱル、 ハルトマン 等 諸氏の 厭世 哲學と は、 互 ひに 精 祌歸趣 を 

同う する ものなる か。 若し 相 異なりと せば、 如何なる 點に 於て 然る か。 

等しく 是れ 天地な り。 然れ ども 其の 形象 變 化に 對 して、 或は テ 一一 ソ ン、 ゥォ ル ズゥォ ルスの 如 

く、 其の 美妙に 感じ、 其の 微意 を發 明して、 和氣 胸に 滿 つる もの あり。 或 ひ は弯蒼 を 仰ぎて、 日 を 

新郎の 祝 ひの 殿 を出づ るに 比し、 歡 呼して 造化の 德 を-調 歌す る ダビ ヂの 如き もの あり。 或は 月 を 見 

て は、 かこち 顔なる 我が 淚 かなと： K しむ 西 行の 如き もの あり。 同一 の 天地に して、 其の 人心 を 動か 

す 所 千 態萬狀 なりと 謂 はざる ベから す。 サリ ー の 厭世 擧に 臼く、 樂天黻 世の 二 說は之 を 奉す る もの 

の、 賦性 天稟に 基く もの 多し と。 其の 體質、 氣風、 性格、 道義、 宗敎 等に 由り て、 或は 腿 世の 人と 

なり、 或は 樂 天の 徒と なる。 古今の 厭世主義 を 論" 1^ する に當 りて、 吾人 は 此の 一事に 注目せ ざる 可 


からす。 バイ。 ンの麼 世 詩 は、 其の 性情と 信仰と を 離 るれば 之 を理會 すべから す。 之 を 其の 生 平の 

氣 風習 惯に 照らさ ビれば 明白に 味 ふべ からざる なり。  , 

傳道之 書 は、 其の 主人公た るソ 。 モン 王が、 自然界の 天 律不變 一様なる に 立腹して、 大いに 之 を 

憤慨せ る 如くに 記述せ り。 著者の 炯眼 善く 人情の 微を 穿つ に 非れば、 豈に斯 の 如く 精神 徹底の 說を 

爲す こと を 得ん や。 ソ n モン はまき こと 天子たり、 富 四海 を 有す、 驕奢 試みざる なく、 人 睛 r ず ざ 

るな く、 肉愁 耽らざる なく、 風流 を 極め、 全盛に 誇りて、 有らゆる 人生の 快樂を 嘗め 味 ひたり。 而 ， 

して 腹は滿 つれ ども 心 之に 滿 たす、 口 は 物に 飽き 足れり といへ ども、 心は常に飢^3ぁり。 遊甚 に疲 

れ、 宴 樂に 倦み、 信仰と 希望と より 生す る 喜樂を 抱かす して、 此の 茫々 たる 天地に 對し、 此の 悠々 

たる 歳月 を 送迎す。 一代 旣に 逝きて、 一代 又來 る。 唯 だ 天地 永く 存 する のみ。 日出で、 日 入りて 萬 

古 千秋 同 一 の 轍 を 行く。 風 南に 吹き、 北に 旋り、 旋轉 して 止ます。 河水 悉く 流れて 海に 入れ ども、 

海 尙ほ盈 つる こと 無し。 水の 循環 流轉 する の形狀 一様 不變 なる に 非す や。 まことに 萬 物の 劬勞 1:^1 し 

きもの あり。 其の 片時 息まざる の 運動 は、 言語 道斷 なりと 謂 はざる ベから す。 然れ ども 其の 結 菜 は 

古今 同然、 日の したに 一 つと して 新しき もの 無し。 此の 陳腐なる 結果と、 しばらく も 息まざる の 運 

行動 作と を對 照し 來れ ば、 忙 然として 氣も 弛み、 精神 も衰 へて、 志 {4! く浩 歎す るの 外 無 からん と 

す。  . 

億兆 無數の 人類 言 ふ 可から ざるの 勞苦を 嘗め、 淚の 谷を迎 りて、 此の 大地 を蹈 めり。 將來に 於て 
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も 幾 億 萬の^ 生 同じく 此の 塵界に 浮沈す る ことならん。 同一 の 逆旅、 刻々 換る 所の 行 客、 其勞 幾許 

ぞ。 其の 功 幾何 ぞ。 疲 かる & のみ、 死す るの み。 忘れら る \ のみ。 ソ 口 モンの 地位に 立ち、 其の 境 

遇に 處 すれば、 誰か 悲歌 を唱 へて、 太虚の^、 天下 な^なりと 呼號 せざる を 得ん や。 

人生 何の！ ni 的 か ある。 此の 疑 題 は 痛く コ へ レツの 心 胸を鈹 動せ り。 日の 下に ありて、 人心に 滿足 

を與 へん もの は、 其れ 何れに あり や。 彼 は 其の 智力 を發 揮し、 細かに 人事 世 道を觀 察し、 t ハの 理非 

得失 を 窮めて、 人類の 安 所 を 求めん と 試みたり。 彼 は 天下の 事業 を. 玩索 せり。 然れ ども 學 問の 結 栗 

少しも 見るべき もの 無し。 其の 勞は風 を 捕へ、 雲を捉 ふるの 類 ひなり。 之を究 むる こと 愈よ 精密な 

るに 從ひ、 營々 勞苦 する 所の 事業 途に 徒然に 歸 すべき こと 愈よ 明らかな り。 蓋し 曲れ る もの は、 究 

竟 之れ を 直く する こと 能 はす、 缺 くる もの は、 尙ほ 依然として 數 ふるに 勝へ す。 今の ハルトマン は 

人類の 藤史を 一括して 食な 虛僞 なり、 その 進歩と 稱 する もの は 幻影 を 追 ふに 過ぎす と 絶叫せ り。 束 

西 古今の 言 何ぞ然 かく 相似た る や。 智慧 多ければ、 憂患 亦 多し。 知識 を增す もの は、 憂戚 を 4" すの 

み。 學 問の 結 rai^ は 無知 を 知る に 在り。 曲れ る もの を 直う せんと 欲して、 其の 道理 を究竞 すれば、 其 

の 到 S 直う すべから ざる こと 明白に 暴露 せらる & のみ。 バウ 口 曰く、 若し 自ら 能く 物 を 知れり と 意 

ふ もの は、 未だ 其の 知るべき 程 を も 知らざる なりと。 あ \ 智慧 は滿足 を 人類に 與へ 得る ものに 非 ざ 

るな り。  ， 

コ へ レツ は 進んで 决樂の 以て 最大 幸福と 爲 すに 足らざる ものなる を說 きぬ。 曰く、 我れ 中心に さ 一 I- 


つて 曰く、 來れ、 喜樂を 以て 爾を 試みん と。 然れ ども 此れ 亦虛 なり。 戯劇 談笑に 耽ける は 狂な り。 

宴 樂 終に 何の 歸 着す る所ぞ と。 此れ 快樂に 耽り たれ ど、 幾分 か 之 を 節制す るの 道 を 知りて、 能く 其 

の 虛 なる を 看破した る もの、 言な り。 傳道之 書に 見えた るソ a モン は 快樂の 人心 を滿 足す るに 足 

ら ざる を 知れり。 

試 看 六 印 盡垂、 腰 何 似 一 巵長在 A 手、 莫, 惜 黄金 醉ニ靑 春？ 幾人 不ん队 身 亦 貧、 酒 中有レ 趣世不 レ識、 

…… 地下 應， 無二 酒璩處 T 何 苦 寂寞 孤 二 平生？ …… 欲 レ求ニ 神仙 一 在 n 杯 酒 中？ 

是れ 厭世の 詩な り。 人生の 疑 題 を解釋 せんとす る 答案の 一 つなり。 是れ 茶して 狂 愚に 非す や。 

彼 は 智慧 を 以て 人心 を滿 足す るに 足らす と 云へ り。 然れ ども 誤解す る こと 勿れ。 コ へ レツ は適當 

に 知 B 慧舉問 を 重んじた る 人な り。 其の 首に 曰く、 是に 於て 我れ 智慧の 愚魯に 勝る こと、 光の 暗き に 

於る が 如くなる を 觀 たり。 蓋し 智者の 目 は、 其の 首に 在り、 愚者 は 之に 反して 己れ の 行く ところ を 

知らす と。 叉 曰く、 智は智 人 を 堅 同なら しむ。 城 中に 雄 豪の 十 人 あらんより、 智者の 功 更に 偉大な 

り。 者 は 己れ を 知りて、 能く 謙に 居る。 故に 妄りに 他人の 惡を尤 めす、 輕々 しく 人の 惡言 を愤ら 

す。 暴君 汚 吏の もとに 身 を 安んじ、 專 横の 政 を 忍びて、 靜 かに 矯正の 道を講 する は、 智者に 非 ざれ 

ば 能くせ ざるな り (；il)。 曾て 一 の小邑 あり。 之 を 防 守す る もの 塞し。 大王の 攻め 来りて 之 を圍 み、 

之に 向 ひて 高壘を 築きた る 時、 邑に 一人の 貧に して 智 ある もの あり。 彼れ 能く 其の 智を 以て 此の 邑 

を 救へ り。 世人 昏愚 にして、 此の 貧者 を 記憶せ すと いへ ども、 智は 力より 愈れ り。 智者の 靜言 を聽 
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く は、 愚かなる 長者の 呼號 より 勝れり。 智は實は軍器にも愈れひ(^^|1^-、)。 智者 は斯の 若く 優れ 

るに も拘ら す、 其の 結局に 至れば、 智愚賢 不肖 一 なりと 謂 はざる 可ら す。 智者 は展々 其の 身 を 全 ふ. 

す 效れ ども 終に は 墳墓の 人た る を 免れざる なり。 智人も 愚者 も 同一なる 出来事に 遭遇せ ざる を 唇 

夜の 襲 ひ 来る とき は、 聖人 も 小人と ともに、 大水の 如く 流れ 去るべし (f 5^0)。 彼等 は 等しく 世に 

記憶 せらる k こと 無 けん 3f ぺ ls)。 昔し ダビデ 王名將 アブ ネルの 死 を 悲しみて 曰く、 あ \、 ァ ブネ 

ル 如何にして 愚かなる 人の 如くに 死に けん！ と。 此れ 人生の 一大 恨事に 非す や。 傳道者 曰く、 鳴. 

呼 智者の 愚者と 同じく 死ぬ る は是れ 何事 ぞ やと。 陶靖節 云 はす や、 三皇 大聖 人、 今復在 一一 何處 J 彭祖 

壽 永年。 ま 1, 留不， 得， 住。 老少 同一 死。 賢愚 無二 復數？ 此に 於て コ へ レツ 長大息して 歌 ふて 曰く、 

れ 世に 存生 ふること を 厭 ふ。 凡そ 日の 下に 爲す 所の 事 は、 我に 悪しく 見 ゆれば なり。 即 はち 空に し 

て、 風 を 捕 ふるが 如し。 世間 或 ひ は 富 を 蓄積す る を 以て、 此の上 も 無き 幸福と 見做す もの あり。 " 

へ レツ は 財に 賴 むの 愚かなる を 看破し、 守錢 奴の 謀な きを 罵倒せ り。 其の 銳 利なる 痛罵， 諷刺の 刻 

は、 百世の 守錢 奴を愧 死せ しむる に 足れり。  • 

殊に ゴへ レツの 此の世に 在りし は、 國家 多難に して、 社 食に 横 逆の 事繁く 起り し 時代に て あり 

き。 酷吏 權を 弄して、 下民 を 虐待す る は、 義士 仁人の 常に 憤慨す る 所な り。 ダビデの 詩篇 を 誦し 來 

れば、 無力 無告の 細民が 疾苦に 泣く の 狀を憐 み、 之 を 助けて、 强暴を 挫かん と 欲する 仁俠 義勇 © 


氣、 is 勃た るに 感激せ すん ば あらす。 傳道之 書 は、 政令に 抵抗すべからざる を說 き、 君主 を 重ん す 

べき を敎 へたれ ど、 苛政に 對 する 不平の 氣 紙面に 溢れた る を 見る。 城 狐 社 鼠 結 托朋黨 して、 私利 を 

營み汚 慾を恣 にす。 波 斯！： の 風習と して、 君主の 後 房の 美人 三千 權略 を逞 うして 大政 を 左右し、 宦 

宫者 流烕を 朝野に 專ら にせり。 貪 夫 法文 を 弄して、 無智の 細民 を羅 織し、 以て 思 ひの ま」 に 不義の 

財 を 積む。 『庄屋の 內 儀の もみ うら 小袖、 地下の 百姓の 血の 淚。』 社會の 制度 腐敗 するとき は、 政務 大 

小の 機 關盡く 不義の 運 轉を爲 すべし。 宰相 虎狼の カを縱 にして 暴 橫を極 むれば、 小吏 其の 烕を藉 り 

てまた 忌み 憚る 所な し。 ユダヤ 阈當 時の 狀態 また 悲しむ に堪 へたり。 智者 は 私 かに 悲憤の 淚を飮 

み、 無謀の 士は 切齒扼 腕お ぞく も 法網に 觸れて 囹圄の 中に 呻吟す。 彼れ 何人 ぞ。 我れ 何人 ぞ。 人類 

の 懸絕何 ぞ斯の 如くに 其れ 甚 しき や。 露 國の虛 無黨も 多く は、 此の 如き 感想より 起れ り。 獨 逸の 社 

會黨も 富者の 暴 横 を 憤 ふりて、 危害 多き 朋黨を 樹立す るに 至れるな り。 コ へ レツ 慨然と して 曰く、 

しへ たげ 

玆に 我れ 身を轉 らして、 日の 下に 行 はる， - 諸の 虐 遇を視 たり。 あ、 虐げら る. - もの、 淚は 流れた 

り。 之 を 慰む る もの あらざる なり。 また 虐 ぐる も 手に は權カ あり。 彼ら は 之 を 慰む る もの 有ら 

ざるな りと。 政 虎よりも 甚し。 1 斯る橫 逆の 權 力に 虐げられて、 左らぬ だに 住み 憂き 此の世界に 棲 

息す。 見る もの 聞く もの 何れ か 憂憤の 種と ならざる を 得ん や。 首 陽 山に 餓死せ る 奇士の 心事 は 此の 

境遇に 處 して、 察知す る を 得べ し。 傅 道 者 曰く、 我れ は 生ける 生者よりも、 旣に 死にた る 死者 を以 

て 幸 ひなり とすと。 彼 は 痛切に 存在の 苦痛 を 感じたり。 太虚の 虛、 天下 皆虛 なる かな。 
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前篇に も 論じた る 如く、 傳道之 書 著者 は、 自家の 經驗と 時世の 有様と に 由り て、 世 を ぁぢき 無く 

觀じ、 生る- -は 死す るの 優れる に 如かす とまで 極言す るに 至れり。 然れ ども 其の 言 ふ 所 を 味 ひ、 其 

の 著書 を 通じて 紛れ もな き 精神 を 察すれば、 正義の 神 萬 有 を 統治し、 善惡の 責任 亂る ベから ざる も 

の ある を 認め、 永世の 存在 を 信す るの 念、 深く 人性に 基く (一一 ーづを 信じた るに 因り、 失望 悲哀の 闇雲 

に 包まれつ.^ も、 尙 ほ志氣 全く 銷磨 せらる \ ことなく、 一 道の 光 はたと ひ 微かなる にもせ よ 著者の 

胸中 を 照らせり。 彼が 厭世の 言 を 吐きた るに も拘ら す、 其の 方寸の 問に は 一 種樂 天 的の 微動 中々 に 

根强 きもの ありし を 知る。 其の 處 女の 方法 を說 くや、 時として 輕 薄なる 吉 W 兼 好が つれ，^ 草を讀 

むと 一 般、 利己主義の 安心 を 眼目と する もの，^ 如く、 又べ ンジャ ミン • フラ ン クリンの 世 谷 主義に 

類す るに 似たり。 然れ ども、 精細に 其の 說く所 を 玩味 すれば、 堂々 たる 希 伯來的 正義の 觀念 全く 其 

の 3^ を 止めざる に は 非ざる なり。 シ ヨウ ペン ハウ H ル 等が 己れ の黨與 と！ 115^ 做せる 傳道之 書 著者の 麼 

世論 獨り 此の 如くなる は 如何なる 故ぞ。 詩人 ブラウ 一一 ング 曰く、 如何に 卑しき 人と いへ ども 其の 靈 

魂に 一 一 つ の 側面 ある を 見る こそ 神に 感謝すべき ことなれ。 一 一つの 側面と は何ぞ や。 一 面 以て 世界に 

對 すべく、 他 は 以て 其の 愛する 婦に對 する を 得 可へ しと。 此の 悲痛 慘擔の 事繁き 世に ありて、 吾人 

た 羨ましく も 照る 所の 孤月に 向 ひ、 生存 競 爭の酣 はなる 修羅場 裏の 人物に のみ 接し、 々競々^ 


みに 眉 を 窺 ひて 寸 毫も 神 氣を寬 ろぐ 餘地 なき 境遇に ありて、 若し ブラウ 一一 ングの 所謂 潔き 愛 を 以て 

相 慕 ふこと を 得べき 藤 魂の 側面 存せ すん ば、 人生 は 如何に 賴み少 きものに 非す や。 束 西の 厭世 主 

，、 婦を 卑しめ、 情 を 嘲け り、 愛 を輕ん する に 至りて、 其の 悲哀 憂悶 不平 痛恨の 心事 殊に 憫 むべ 

く、 其の 沈窗の 竊已に 肺腑に 徹し、 骨髓に 達したり と 謂 はざる ベ かりす。 ショウ ペン ハウェルの 徒 

曰く、 女 は 道徳上 男子の 寄生 樹 のみ。 虛僞 陰謀 は 其 固有す る 所の 天性な り。 土 耳 古の 語に 長髮 なる 

も Q  (女) は ト^な りと 云 ふこと あり 實に 婦人 は 短 才淺智 の 動物に て ありけ り、 多妻の 俗 は 婦人 

のために 利益 多 かるべし。 婦人の 義務 は從 順に 在り。 年少き とき は 其の 情人に 從ふ ベく、 年老た る 

とき は 得度の 導師た る 僧侶に 從 ふの 外 無 からん と。 ハ ルト マ ンが 婦人 を 攻撃す るの 鋒 先は斯 くまで 

こ 恐ろし からす。 彼 は 女子と 交際す る こと は 男子に とりて 甚だ 必要な りと 切論して 曰く、 男子のう 

ちに 朋友 を 41? せざる も、 書籍 を讀 めば、 其の 缺を補 ふこと を 得ん。 然れ ども 婦人と 交際す る ことな 

きとき は、 其の 缺を補 ふの 道 を 見出す 可ら す。 婦人の 交際 を 放棄す る 哲學者 は、 書を讀 みて 人生の 

眞 相を舉 ばんと 欲する ものに 異なる 所な しと。 然れ ども 之 を 要するに、 凡そ 厭世の 主義 を 固執す る 

もつ-. - 眼中 婦人の 地位 を輕ん じ、 愛の 神聖 を 蔑し ろに する の 傾向 ある は、 古今東西の 通弊な りと 思 

はる。 傳道之 書 著者 も 亦た 厭世の 主義に 導かれし がた め、 左らぬ だに 婦人 を 蔑視 せんとす る その 

東洋 的 精神 は 更に 甚 しきもの ありし ならん。 然れ ども 左の 如き 語を讀 めば、 傳道 書の 婦人 論 は 他 

の， &め 厭世 論と 大いに 其の 趣 を 異にする もの ある を認 むる を 得べ し。 曰く、 神が 日の 下に 於て 
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汝に與 へたる 虚しき 生命の tn を、 汝 I する 妻 まも I しく 請 X こと I めよ、 と。 彼 は 女 

こそ 男子の ため I 應 はしき 補助 なれと 云へ る |§ 本文 § りて 、其の？ 論 si めし 

ものと 見えたり。 其の 他 多くの 點に 於て、 コへ レツの 厭世的 見解 は、 ショウ ペン ハウェル、 ハレ ト 

マ ンと大 い I 庭す る 所 I は何ぞ や。 傳 I 末尾 曰く、 之 を 要する 纖 PII し 左の 

,5 し ， 桐 を 敬 長して、 其の 命令 を 奉すべし。 此れ 各人の 當 さに 爲 すべき 所な り。 神 は 凡べ ての 一 了 ひ 

を 審判すべし。 其の 賞罰 は 善と悪し きを 問 はす。 雲のう ちに 潜める ことに も 及ぶべきな りと。 神 

と來世 .4 の 二 個の 宗敎 的觀念 は、 傳道 書の 厭世 論 をして 特異の 性質 を 有せ しめたる 所以 こ，， 

す や。  月—. ブ 

コへ レツの 時に 當り、 イスラエル 民族の 宗敎 思想 は 退潮の 最も 俄き 程度 こ 下り、 皮ら の 1 勺，. - 

念 は 宿 命說 凡 神 論の ために 侵されて、 漸ゃ くその 純粹 なる 特色 禽ひ、 加 ふるに 來世 的 信倉應 

固 明白なる 地位に 達せざる なり。 靈 上の 有様 斯の 如くに、 守備 完全なら ざるに 乘 じて、 震 多 

難 昔し は 其の 醜 夷と 呼びて 蔑視せ る 外國の 民に 祖先の 邦土 を 蹂躪せられ、 暴政 日々 に 苛く 賦 歛.. 

に 厚く、 世の 狀態讓を 極む るに 至れり。 大 I 頹 れんと する、 一木の 能-く 支 ふべき に 非す。 旣こ 

：；= れ たる 狂瀾 を 挽き 復 へす は 人力の 及ぶ 所に 非ざる なり。 志士 路に躓 づき、 美人 計 破れて 《やしく 斷 

頭 場の I となる。 同國の 人民 I 舞して、 元氣を 振作し、 亡國の 原因た る 積弊 集め、 si 

良して、 會稽の 耻辱を 雪がん と 欲すれ ども、 辛苦 經營 する 所、 多く は 奪斫り 糠に 釘 打つ が 口し。 


是れ 失望 落瞻、 氣 弛み 志 挫く るの 秋に 非す や。 厭世の 潮流 滔々 として 進み 來れ るに 際し、 コへ レツ 

が 心事 茫々、 天柱 折れ、 地 維 破れん とする 計りに 感じ、 懷疑、 失望、 悲憤、 颜 世の 聲を 揚げし も 其 

の理 ありと 謂 はざる 可ら す。 然れ ども 彼が 有 神 的 心 は、 次第に 其の 光を發 ちて、 其の 心 胸の 雲霧 を 

排し、 公平なる 天道 を 認め、 永世 を 期す るの 宗敎は 厭世の 晴 府を脫 する を 得べき 方法 を 供給せ り。 

傳道之 書 結末の 一節 は、 懷疑 厭世の 夢 破れて、 東方の .H きを 見る ものに tt^ や。 コ へ レツ は漸 やく 

にして、 舊約 聖書の 健全なる 樂天 主義に 近づき、 其の 预言 者の 活潑 なる 希望に 同情 を 表する こと を 

得べき 方向に 進みつ 、ありし なり。 

蓋し 基督 敎は世 道の 非なる を 悲しみ、 人類の 悪に 制せら る k を慨 し、 萬 類の 受迭物 今に 至る まで 

共に 歎き、 共に 苦しむ こと ある を 知る ものなる を 以て、 其のう ちに 厭世の 觀念 幾分 か^する を 免 か 

れす。 古今 天下の 賢哲 英雄の 士は 一人と して 幾分の 厭世 心 を 抱く を 免れす。 之 をし も 抱か すん ば、 

何 を 以て か 世に 超え 衆に 勝る &人 たる を 得ん や。 然れ ども 基督 敎 はまた 此の世界 にっきて、 一種の 

健全なる 樂天 主義 を 把持す る ものなる を 以て、 其の 厭世の 二 極端 を 調和し、 乾坤 剛柔相 和し て^て 

有爲の 志氣を 張り、 眞 正なる 人格 を 薫陶し、 健全なる 生命 を作與 する もの は、 純良なる 宗敎 の赏任 

に 非す や。 

試みに 舊約 時代の 預言者 を 見よ。 彼ら は 道念 極めて 明らかに、 理想 甚だ 高く、 善 惡の應 報 毫も 差 

ふこと 有るべからざる を 認めたり。 其の 高潔なる 精祌は 其の 汚 機 を寬假 する こと 能 はす、 其の 理想 
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は 之 をして 平凡 陳腐 卑屈 陋 溢なる 社會の 程度に 安ぜ しむる を容 さす。 彼ら は道德 上の 批評家と. H り 

て、 當世を 審判し、 凡そ 王公より 庶 人に 至る まで、 其の 不義 敗德を 攻撃す るに 當 りて は、 熱 罵 冷嘲 

肝瞻 ために 寒く、 心氣 ために 律き、 干 將莫耶 の 利劍の 如き 批評 骨髓に 徹して、 奸惡 の微を 穿つ や、 

轟然た る 霹靂、 電光 一閃、 暗き 谷底 を 照す に 異ならす。 義を 重んじ、 理想に 注目す る こと S ポ？^ なる 

人 は、 動もすれば 世 道 意の 如くなら す、 人事 屡々 非なる に 驚き、 已れ の獨り 醒め、 世の 擧 りて 醉ぇ 

る を 嘆 じて、 失望、 S. 天道 是耶 非耶の 厭世 歌を唱 へて、 生きながら 身 を 山林に 薪り、 若く は慷 

慨禁 する こと 能 はすして、 自盡 する に 至る。 然るに 惟し むべき は イスラ H ルの 預言者な り。 皮ら ま 

道念 衷に 熱し、 倫理的の 批評 透明 痛 酷に して、 其の 志す 所 絕大絕 高な りしに も拘ら す、 樂 天の 精神 

洋々 として 胸 宇に 溢れ、 意 長く 世 短き 此の 地に 住み、 其の 高遠なる 理想の 實行 せらる.， を 期して 疑 

はざる なり。 彼ら は當 世の 人民 を 罵りて 言へ り、 あ ム罪惡 の 民なる かな、 不義 積んで 山を爲 せり 

と。 また 之と 同時に 歡 呼して 曰く、 此の 民 は 皆な 義 となる に 至らん。 彼ら は 如何にして 比の 矛盾 を 

一致せ しむる を 得し や。 夷 齊の徒 は 現狀の 意に 滿 たざる を慨 き、 遙 かに 往時 を 追憶し、 神 農 虞 夏. S 

焉 として 去れる を 嘆 じ、 旣往の 黄金時代 雲烟の 如く 過ぎて 其の 痕跡 を だに 止めざる を 恨みたり。 春 

去りて 復た來 るべ からす、 世 は 今の 如く 常に 秋な らんと 思 ふの 厭世 心稃 忍び 難き もの は あるべ から 

す。 イスラエルの 預言者 は然ら す。 彼ら は 過ぎ去りし 黄金時代 を追懷 せざる なり。 現在の 天地 甚だ 

非な り 效れ ども 黄金時代 は 今より 後に 在り。 彼らの 神 農 虞 夏 は忽焉 として 去りし こ 非す。 皮ら ま 


足 をつ % て、 之 を 其の 多望なる 將來に 待ちし なり。 傳道之 書に 倣 ひて 言 は^ 日出で てまた 沒 1 水 は 

や 一 iQH  、  I  , 

流れて 盡 きす。 萬 古 千秋 天地 依然たり。 曲れ る もの 直から す。 世 は 麻 車の 回轉 する が 如し 幾 回 

轉、 幾 變遷、 而 して 歷史 はた^ 古 を 繰り返へ すの みに 非す や。 ハルト マ ン 曰く、 人 は先づ 現在に 於 

ける 自己の 安樂 を 求めて 其の 結局 徒勞 なる を覺れ り。 此に 於て か 眼 を 来世に 注ぎて、 覺 束な くも 其 

の 安心の 地 を 求め たれ ども、 是れ また 太虚の 虛 のみ、 而 して 今や 人類の 進歩 を 計り、 世界の 改進 化 

育 を 期して 滿足を 得ん と 欲する なれ ど， 是れ また 虚偽た る を 免れざる なり。 財 愈よ 積んで 虛無黨 の 

勢焰 愈よ 熾ん なり。 ェ藝の 進歩、 機械の 载備、 敎 育の 整頓、 宗敎の 感化 は 世 を 幾許く 幸福 正 善の 地 

位に 進まし めたり や。 あ V 歷史の 發達は 人生 を 虚偽と 觀 する 意識の 發 達に 非す して 何ぞ やと。 ハル 

トマ ンの 所見 斯の 如し。 然るに イスラ H ルの 預言者 は、 現在 を 見る こと 彼が 如く 精細 繊密、 旣往の 

經驗に 失望す る こと 彼が 如く 甚だしく して、 尙ほ 且つ 樂 天の 精神 愈よ 强く、 希望 愈よ 盛なる こと 是 

の 如くなる は 果して 如何なる 故ぞ。 一致すべからざる 此の 背反 矛盾 は、 何に よりて 此の 不可思議な 

る 結果 を呈 する に 至りし ぞ。 

基督の 時代に 及び、 ユダヤの 曠野に 大呼す る 人の 聲 あり。 是れ 預言者の 世 を 警醒す るに てぞ あり 

ける。 彼の 說く所 を 聞けば 曰く、 至らん とする の 怒り。 曰く、 今や 斧 は 木の 根に かる。 曰く、 箕 

を 以て 粃糠を 集め、 之 を 消えざる の 火に 投 ぜん。 曰く、 我 は 水 ももて 洗 禮を行 ふ。 其の 功 幾許 ぞ。 

发ユ靈 火 を 以てする の 洗 禮を行 ふこと 能 はざる を 如何に せんと。 是を 以て 見れば、 イスラエルの 預 

東西の 厭世主義  一一 一 ◦ 三 - 


.  東西の 厭世主義  . 

三 〇四 

I は 自ら 沈欝悲憤 の 傾向 を 抱きて、 鬼 角 世の 暗黑 なる 側面 を 見る の 弊 ありし なり。 彼の 樂天 は其 

の 氣質活 澄 躍如、 申々 夭々 として 歳月 を經 過す るが 爲 にあらざる や 知るべき なり。 彼ら はまた 詩 田し 

墨 善て、 ぎく 蒙 山 QI 詈、 霧 QIS にして、 苟 くも 世人の 疾苦 t めんと 

欲した る ものに 非ざる なき か。 否な 彼ら は 感情的の 夢想 者に 非 ざり しなり。 彼らの 氣風は 儼 各 こし 

て 薄着 實 なり。 イスラエルの I 者 は 行を苟 くもせ す、 堅く 信じ、 深く ，ざれ i ら ざるの 風 

あり。 彼ら 奠術的 文士に 非るな り。 其の 髮は 何れより 来りし や。 (ブル ウス 氏ァ。 ず. ヒ チック 


下 

以色列 民の I 者が i 境に 沈む も、 尙ほ 能く 樂 天の 轰を 保ち、 其の 精种 爽々 とし て奪 ふべ か 

ら ざる も Qt し は何ぞ や。 此れ 前篇の 末 6 ベる 問題な り。 今簡單 なる 答 を 之に 與 ふれば、 蓋し 

其の 原由 は 以色駕 族の 襲に 存す畚 ふの 外 ある 可 参。 彼ら はァ ブラ rQ 子 係が 上天の 殊禹」 

I. 其 §f 由り て、 光 f 萬國 i 揚し il 世界 I くべき 大任 を 授けられ たる を萑 

信せ り。 此の 抱負 自任の 念が 如何に 以色列 民族の 希望 I 復し、 其の 元 氣を 振作す るの 京 動力 こて 

ありけ るよ。 富 松 陰が 失敗の 極、 獄に 投げ入れられ しとき、 道 守る 人 も 時には M もれ どもみ ちし 

たえねば 顯 はれ 4 めと まて、 其の 元督稷 せんと 試みし 如 I、 幾分 か 以色駕 族の |こ 


似たり と 謂 ふ 可し。 義士 仁人が 窮阨の 間に 迷 ふに 方り、 其の 衰 へんと する 氣節 を； lit- 與 する は、 此の 

宗 敎的觀 念に 非す や。 叉 上天の 恩 遇に 感じ、 其の 撰 擇を辱 ふせる を 思 ひて 志氣を 鼓舞す る もの は、 

. 高尙 なる 有 神 思想 を 抱き、 上帝に 關 する 其の 見解 精確なる を耍 する こと 論す るまで も 無 からん、 以 

色 列 民族 は 已れと 世代 を 同う せる 自餘 の國 民に 卓越せ し 所の 思想 を 以て、 上帝 を 崇めたり。 彼ら は 

最も 適切に 神の 恩 慈を感 佩し、 親しく 之と 交 はるの 信念 を懷 抱せ り。 彼の 十誡の 如き は儆然 たる 法 

令に して、 專ら 畏敬の 念 を 起す に 適せり と 思 はる、 ものなる に、 其の 冒頭に 我 は 埃 及の 苦役より 汝 

らを救 ひ 出せる 祌 なりと 說き 出した る 如き は、 其の 有 神 思想の 性質 を 表示して 餘り ありと 謂 はざる 

ベから す。 實に以 色 列の 上帝 は 愛と 恤れ みと を 以て、 其 荏 弱なる 國民を 救 ひ 出す の祌 にて ありき。 

昔し 孔子 は 厄 運に I 惟り しとき、 天 已に德 を 我に 生ぜり、 また 何 を か 怖れん とて、 少しも 其の 胸中の 

平和 を 失 ふこと 無り き。 稍 や 此の間の 消息 を理會 する もの は、 以色列 民の 宗敎 思想が 如何に 其の 樂 

天 的 精神の 原因たり しか を 容易に 悟る こと を 得べ し。 (ブル ウス 著 アポロ ジ. - チック スニ四 八、 九 頁 

參 照)。 

人の相知るゃ心を相知るを^！只ぶ。 眞 正の 知己 何れに 在り や。 我 を 知る もの は 其れ 天 かと 絶叫せ し 

人 は、 世間の 知 已に滿 足す る こと 能 は ざり しなり。 若し 人の 外 此の世に 知己と して 交 はるべき もの 

無くん ば、 億兆の 住み 遊ぶ 地球 も 時として は 人跡 絶えし 深山 喊 原に 異なら ざるべし。 バイ ロンが 傲 

然として 我 は 王者の 如き 寂寞 を 以て 自ら 任す と大 首せ しも 一 理 無き ことに は 非す。 リヒテル 云 はす 
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. や、 祌を担 否す る 人の 如く 孤獨 なる もの は 萬 有界に 存在せ ざる 可し。 彼 は 靈氣 を 活動せ しめす また 

踪 合せし めざる 自然て ふ 屍の 傍らに 悄然と して 立ち、 其の 大 なる 父 を 失 ひて 孤兒 となりぬ る 心情 を 

以て 哀慟 すと。 理想と 實 際と 相 一致せ す。 此れ 世界の 大 いなる 憂に 非す や。 カント 思へ らく、 至善 

の 極、 至大の 幸福 は 自由なる 合理的 存在者 を 以て 組織せ る王國 ありて、 德と樂 と 相 一致し 毫も 乖離 

せざる に 在り. と。 此の 見解 は 彼を驅 りて 来世の 存在 を 希望せ しめたり。 藎し善 は實の 最も 實 なる も 

のな り、 正義の 如く 堅固なる もの は 他に 之 無しと 斷言 する を 得べ し。 此の 善完. の 期 a" くしば、 1 

は 虚偽なる に 非るな きか。 義 の王國 存在すべき こと 決して 疑 ふべ からざる なり，。 性 善の 說を 立てる 

人 は 皆堯舜 たるべ しとの 言 を 以て 後進 を獎 働す る は 可な り.。 然れ ども 正大なる 有祌 思想と 希望 深き 

來世的 信念 之に 伴 ふこと 無くん ば、 朽索を 用ゐて 巨石 を 引き 擧 げんと 欲する の 類 ひのみ。 人 は 嘆 

美、 希望、 及び 愛に， £ りて 其の 精神 上の 生命 を 紫ぐ ものな り。 此 三綱定 るに 從 ひて 存在の 位階 昇進 

する こと 數等な る を 得ん と は、 詩聖 ゥォ ル ズゥォ ルスの 言に 非す や。 然れ ども 靈 光の 照らす に 衣ら 

すん ば、 吾人 何 を か 嘆美し、 何 を か 望み、 また 何 を か 愛すべき。 全心 を 吸引し、 全力 を 振 はしめ、 

人 心 をし て 毫も 倦怠 の 萌しな からしむ る 程の もの ありて、 常に 活 澄な る 元 氣を鈹 舞 作興す る に 非す 

んば、 麼 世の 念漸 やくに して 生じ、 精神 終に 亵 へて、 亡ぶ るに 至る もの 一 人に 於ても、 國 民に 於て 

. も 其の 例枚擧 する に遑 あらす。 ァ テンスの 民寬容 の氣象 乏しく、 厘 々たる 爭ひを 事と し、 英傑 を 忌 

み 新說 をぎ ひ、 大名 を 成さん とする 人物 を嫉 むこと 甚だしく、 終に 天祖 をして 窮 igs ならしめ. こ 


り。 紫る 世界に 於て 期を聚 むれ は 忽ちに して 監守 盜と疑 はれ 牧 賄の 暉は 瞬時に して 千里の 遠き に隊 

へらる。 高木 風 多し。 盛名 は 鬼の 惡む 所な り。 事 功 を 求む る は 身を危 くす るに 近し。 斯の 如き 危疑 

を 催 ふすべき 社 會は人 をして 矮小なら しむる の 傾き あり。 然るに グ リシ ャの 盛時に 方り、 社 會の弊 

風實 に斯の 如くな りしに も拘ら す、 ァ テンスの 人民 は敢爲 直往の 氣象 狂ん にして、 豪放 豁達の 精神 

嘆賞すべき もの 多し。 而 して 新 創の 意見 日々 に 競 ひ 起り 新 事業 踵 を 接して 現 はれたり。 學者 此の 現 

象を說 明して 曰く、 此れ 彼らが ァ テンス こそ 西 世界に 覇權を 握る 可き もの なれ、 其の 勢力 は頓 がて 

シ ヽリ ー より ユウ キ シン 海にまで 達すべし との 豫想を 抱き、 功名 富貴 意の 向 ふ 所に 從 はんと 信じ ヒ 

れば なり。 此に 於て か樂 天の 氣暫 らく 厭世の 抑壓に 勝ちて ァ テンスの 人民 を 活動せ しめたり。 吾 ザ 

外交の 約 を 結びし よりこの かた 國勢 大に變 じ、 人心の 激動 甚 しくして、 諸種の 事業 頻りに 興れり。 

殊に 立憲 政體を 設けて、 大いに 國光を 恢復 せんと 欲する 企圖の 如き は 民心 を 刺激す る こと 深く、 社 

.#1 の 全面に 生氣を 漲らせたり。 之 を 近来に 在りて 目覺 しき 事實 とす。 大詔 降り、 憲法 發布 4, ら，， ..、 

議院 設けられ、 總選擧 を 行 ふこと 已に 再三な らんと する の 今 曰に 至り 前き に 之 を 希望せ し 頃の 意氣 

何 所に 在り や" 海外 移住 策、 條約 改正 論の 如き 稍 や 人心 を鈹 舞し つ」 ありと いへ ども、 概して 之 を 

首へば 人心 倦怠の 兆候 を 示せる は、 爭ふ 可らざる 事實に 非す や。 根本的 革新の 氣カ衰 へて、 保守的 

の 反 磨 幾分 か 勢 ひを逞 うし つ A ある も 亦 之 を 同 一 の 元 因に 歸 せざる 可ら す。 

功 名聞の 愁は 世界の 一大 動機な り。 幾多の 英雄 は 事業の ために 泣く。 死せ る 蟇 も 電氣の 作用に 
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は {タ タル 活ける もの i 如くに 動かん とす。 枯死せ る 人心 も 名利の ために 動き、 萎縮せ る 志 も 事 功の 熱 

に激 せられて 復び振 ひ 興る こと 無き にあら す。 人生 之が 爲に 幾分の 活氣 を帶び 来る は事實 なる に 相 

違な し。 然れ ども 試みに 思へ。 シュ レイの 詩 は 其の 生前に 在りて 讀 まれす。 ヴ オルズ ゥォ ルス、 ブ 

ラウ 二 ングは 年老る に 及び、 僅かに 其の 名 を 世に 知らる、 を 得た るの み。 名相ピ ー ル 世に 在りし 頃 

令聞 を 博し 得す。 是を 以て 見れば 社會は 決して 公平なる 靡 判者に 非す。 風に 戰ぐ 山上の 苗 は 高し と 

して 歌 はれ、 澗 底の 松 は 低し として 嘲 けらる。 若し 名聞 ゆる を 以て 人の 天國 なりと せば、 此の 熟 望 

は實 に 悲哀 を 極 めた る 暗 冥 の府に 非す や。 

英人ピ ー ァソ ン 去年 一 書 を 著 はし、 宇內の 大勢 を觀 察して、 人 稱競爭 の 結 ra^ は 白 哲人 種 必衰の 理 

を推斷 し、 文明の 極點に 達すれば、 人類の 氣カ 終に 振 はざる に 至る 可き を 論ぜり。 其の 議論 穿 S に 

過ぎて 祀 人の 憂に 似た る 所な きに 非す とい へど も、 其の 精細なる 批評 は 深く 現代の 病根 を 指摘し 

て、 識者の 參考に 供すべき もの 多し、 彼が 文明の 結 ra^ として 民衆 政治の 氣運滔 々として 進み 來るを 

見て、 此れ 英雄の 發達 をして 困難なら しむべき 一 つなり と 喝破した るが 如き は、 吾人の 注意 を 値 ひ 

する の 言な りと 謂 はざる ベから す。 或る 意味に 於て 之 を 言へば、 立憲 代議 政體は 衆愚 專 横の 政治に 

外なら ざるべし。 憲法 出で、 議院 設けられて、 文明 的政體 完成す るに 從ひ、 英雄の 舞 嘉日に 縮 少 

し、 豪傑の 覇圆悵 として 止ん ぬる かな。 ピ ー ァ ソン 嘆 じて！：！  く 今日の 英， 語 世界 また クロム ゥ H ルの 

. ^き 快 男兒を 見る ベから す。 ナポレオン 再び 佛國に 現出 せんこと 思 ひも 寄らざる 所な り。 之 を 要す 


るに 今の 社會は 巨大なる 英雄の 存在す るを容 さ^るな り。 人文 愈よ 開 進して、 一個人の 生氣 愈よ 衰 

ふと。 此肯は 專ら歐 西 諸！： のために 陳 ベら れ たりと いへ ども、 心 を 沈めて 之 を 思へば、 吾邦に 於て 

功利 を 偶像と し 之に. H りて 滿足 する を 望む もまた 難から す や。 功利の 宗 敎に歸 依して、 生命の 糧食 

を 給 せんと 欲する も、 恐らく は 倦怠の 風 吹き荒れて 枯衰 凋落の 期に 接せざる を 得す、 人心の 倦怠と 

は 卽ちー 稷の厥 世 心に 外なら す。 春風 至りて 此の 昏睡 沈欝の { 仝氣を 掃蕩す るに 非 すん ば、 社會 は衰 

述に陷 る を 免れざる べし。 一 „1 々たる 功利 聞 達の 井 を 穿ち 心 を 養 ふ もの 復た必 らす渴 を 感じて、 自ら 

之 を耐へ 忍ぶ こと 能 はざる に 至らん とす。 靈泉 あり、 之 を 掬 するとき は 胸中に 活水 湧き出で 永遠に 

至る まで 混々 として 盡 くる ことな からん とす。 是れ 何も のぞ。 天の 人に 賜 はんと 欲する ものた^ 土 

中の 水に 過ぎす と 思 ひ 僻む る もの 滔々 たる 天下 皆た さ K れな り。 是を 以て 天より 流れ出で し 此の 纖泉 

を 索め て、 之 を 掬す る もの 稀れ なり。 

眞 正の 宗敎の 外に 精確なる 世界 觀を 以て 人心に 堅固なる 安 慰 を與へ 得る もの あらざる なり。 基督 

ン. ォプ •，/ ライ スト  はれ 

の 模範の 著者 は 云へ り。 主よ、 汝 の哀恤 みと 汝の 恩寵 を 以て 力 を 我に 賜 ふに 非 すん ば 此の 悲哀なる 

世に 在りて 如何で 能く 自ら を 支持す る こと を 得ん やと" ゥォ ル ズゥォ ル ス の 逍逸篇 に：：： く、 

"one  adequate  suf>port 

For  ttie  calamities  or  nlorteu  Ik ひ 

I^xlsts I one  ct -】. V  ；  aii assured  Dclief 
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ulat  the  procession  of  our  fate,  howe-er 

sad  or  disturbed,  is  ordered  l>y  a  Being 

〇r  ninnite  t> ひ nevclenc ひ and で owdr; , 

whos ひ ひ vel.Iasting  purposes  enlbl-ace 

All  accidents,  converting  ttieni  to  ^ooc3. 

—  J.,he  darts  cf  anguish  fix  not  where  the  seal: 

〇r  su&ring  hath  been  thoroughly  fortified 

By  accluiescenc ひ in  tli ひ Will  Supreme 

ror  time  and  for  eternitv;  by  faith, 

haith  absolute  in  God,  inclndin^  ho で ひ， 

And  tlie  derencc  that  lies  in  Isuncness  lo づ e 

〇r  His で ひ rfectioas;  witli  liabitual dr ひ acl 

〇r  isglll:  iinwortliily  conceited,  endured 

Impatiently,  ill-done,  or  left  Isdonc, 

lo  tne  dishonour  of  His  holy  name. 

Soul  cf  our  souls,  and  safegtiard  of  the  world  ！ 


O 


sustain,  、rl10ll  only  canst,  t:lie  sick  of  liearl;. 

Restore  ^--2.^  l^lnguid  SI)lrits,  ttnd  recall 

TTheir  lost  affections  unto  、i licc  and  Thine  ！ " 

人生 二 天地 間？ 忽如二 遠 行 客？ 飇 塵の 如き 其の 生命、 撼蚵 して 長く 苦 辛す る もの 多し。 人生の 恨事 何 

を 以て か 之 を 解かん。 あ. - 恨事 を 知りて 之を感 す。 感じて 之 を 愈すべき 道 を識ら す。 また 感覺 麻萍 

して 之 を 苦まざる の 境界に も 達する こと 能 はす。 心 を 死灰に 比し、 感覺 己に 失ひ盡 したりと 見 ゆる 

もの も落寞 たる 秋風 身に 染みて、 厭世の 情 また 靈 性の 根底 を 震撼し 坐ろ に 哀れ を 催 ふして 人生 嘆 を 

歌 ふ。 世 愈よ 進み 心 愈 熟し、 理想 漸 やく 高く、 目的 次第に 大な るに 至れば 人生 意の 如くなら す、 百 

事 所期と 違 ふ を 悲しむ の 情 益 切なり。 ハ ル トマ ンが厥 世 主義 こそ 人類の 最も 深き 思想 なれと 云 ひし 

はさる ことなり。 誤りて コンコ ルドの 聖人と 稱 せらる、 H  メル ソン の 如き は餘り 容易に 樂天 の主& 

を講 す。 此ら 善々 先生の 徒 未だ 眞 正の 厭世主義 を 知らす。 また 何ぞ 之と \ もに 純粹 なる 樂天 主義 を 

語る を 望まん や。 シヱ クスピ ー ャの 一言 は 此の w をして 愧 死せ しむる に 足らん とす。 口く、 

lie  Jes.ts  a/t  scars  wllo  never  felt  a ン voiina 》* 

未だ曾て創^^^-の痛苦を感せざりしものは刀痕に戯る-^ことをすと。 叉 彼の ゴ H テを兒 よ。 其の 樂 

天の 精神 は 人生の 瞎. 黑 なる 側面 を 見 ざらん， t を 務めた るに 由り て、 辛うじて 其の 擬勢 を 維持す る を 

得たり しなり。 盲者 蛇に 怖ぢ す。 見ざる を 以て 苦痛な しとす る もの は 安固なる 福 昔に 非ざる なり。 
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.  三 二  一 

此れ 獵 夫に 追 はる、 雉子 is を隱 して、 身 は已に 安し 4 想す るの 類 ひならん、 簾なる か 

な、 また 陋な るかな。 姑息の 計 其の 功 を 奏せす。 此の 輩が 思 はざる ときに 疆厩世 的の 感.^ n を 暴露し 

來る こと ある を 性し まざるな り。 

施 洗 者 ョで不 世 I へ、 時 を 憤 ふりて 死海 の邊 りなる 露に f て、 イス， ri ル 民族の 今昔 將來. 

を觀 念し、 人き 现 i 察する もの 此に數 年、 一 且簾 として 大悟して：, く- i は 斤」 づけり も P 

ゥ マの I 世に I し、 悪の 力 il めて、 謹の 行 はる の國 何時 臨む とも 見えす、 此れら. 

いは 人 I 想に して 到底 之 I 有なら しむる i はざる べしとの 疑 ひ は 古來腹 世、 いのぬ て 起る 所、 m 

育の 勇 も 之が 前に 挫け、 f の氣も 之が 前に 逡巡 して 力 を 出す を撣 かる。 然れ ども ヨハネの きこ 

は 善の 勝禾を 希望し 其の 必勝 を 信す るの 念 愈々 堅し。 天國已に近しの 一首は雲中に„.^めく電光の^ 

く 猶太 國 人心 Qil す。 近時 カントが 神の 14 謹 不死の f 膽 して H 楚と爲 し 

たる も 其の S 神に 至りて は 亦之處 なる もの 無し。 是れ將 来の 祌國を 指し示して、 人 、い I 舞し ヒ 

るの み。 彼 は實に 近時の 施 洗 者 ヨハネに て ありし なり，。 

施 洗 者の 如き は眞 個の 晷心 を照 らし 其 II？ るに S の 光 を 以てした る ものな りと いへ 

ども、 其の 自ら眷 したる 如く、 彼 は 世を 救 ふべき 太 陽を 窗 らし 来る ものに 非す。 口ぐ、 i., 

眞 光世に 臨む の前驅 として 其の 準備 を爲 すに 過ぎす と 3 實に然 り。 ヨハネ は 天 國斤) しと 云 ひしの 

み、 基 f  c く、 天 國は已 に汝ら のなかに 在りと。 蓋し 上帝の 疆を 仰ぐ まも こ、 其の 父た る こ 


と を：：：^ じ、 其の 人 を 救 ふの 事業 確實 なる を 知り、 世界 は 現に 神の 統治す る 所なる を 認めた るに， a 

り、 將來 望み あるの みならす、 現世 また 已に 光明 を 以て 充 たさる。 今日は 來日を 胚胎す。 1； 醉は ほ 

に 三 斗の 粉の 中に 包まれたり。 全 國の醱 る \ こと 期して 待つべき のみ。 故に 僅かに 將來を 指し示 

せる 预言の 宗敎は 終 はれり。 完成の 宗敎 まさに 開かれたり。 耶穌：！！く凡ての贺首^^と潘法はョ ハ ネ 

の來 るまで 預言せ り、 然れ ども 今より 後天 國は 强ゐて 取らるべし。 强カを 以て 之 を 取る。 汝らが 兒 

る 所の もの を兑、 汝ぢら が 聞く 所の もの を 聞く 者 は 福な り。 何となれば多くの預言^！？及び帝王は之 

を晃、 i 聞かん と 欲して 其の 望を遂 ぐる こと 能 は ざり しなり と" 基督より のち は 天國彼 所に 在り 此 

所に 在りと 云 ふ を" ぬひす。 其の 福 昔の 眞 理を¥ れば、 天 國は今 現に 我らのう ちに 在る ものと す。 

悲痛 も 嫉苦も 罪惡も 此の 覺 悟より 生す る樂 天の 精祌を 移す こと 能 はざる なり。 ベ，.' コン M く、  gd, 約 

の 祝福 は 善人の 安康 を 獲る に 在り、 新約 は 忠難を 祝福す A,r 此語短 かしと い へど も、 意 だ 長し。 

基 $ "の 徒 は 失望 するとき に 於て また、 挫折す る 場合に 於て、 能く 祌を譜 美し 十字架 上に 天父の 愛 を 

視 るに 非す や。 妄りに 其の 生命 を 救 ふ もの は 之 を 失 ひ、 我が 爲に之 を 失 はんと 欲する もの は 之 を 獲 

と。 露 正の 樂天 主義 此の 外に 出る こと 能 はざる べし 天地の 間 無限の 善 あり，、 何者 も 之に 抗 する 能 は 

す。 此の 善 反って 其の 有らゆる 反對を 利用して 己れ の 光 g: を發 す。 此の 眞现は 基督の 福 昔に 出ら ざ 

れば 知る ベ 力らざる なり.。 信條 に：： く 基督 は 冥府にまで 降れり と。 實に祌 の 愛 は 如何なる にも 其 

の 光明 を #： 及す る ものなら す や。 世間 粉々 たる 樂 天の 徒 を 見る に、 其の 曾 ふ 所何ぞ 其れ 容易なる 
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や。 凡そ 過不及 は 其の 弊に 於て 一 致す。 淺 薄なる 樂天 主義 は 人類の 凄淚 潜た る を 笑 ひ、 其の 失望 ：® 

しき を 嘲け り、 其の 道德の 悲劇、 其の 靈 性の 憂悶 を 無視す る ものな り。 天人 を 辱し むる こと 大 なり 

と 謂 はざる ベから す。 

誰か 基督の 如く 世の 疾苦 を 感じ、 人の 罪惡を 傷みし もの あり や。 其の 濃 やかなる 同情、 其の 痛切 

なる 愛 は 之 をして 他の 疾を 自ら 負 ひ、 他の 罪 を 自らの 罪と 爲 しぬ。 彼 は 人情の 忍ぶべからざる 所に 

まで 人類の ために 苦み を 受けたり。 十字架 上 罪悪の 兇 相 物凄く 現 はれ、 天地 悲慟 し、 日 も 此の 事體 

を 見る に堪 へす して 其の 光を隱 せる とき 彼は即 はち 祈りて 曰く、 父よ 之を赦 した まへ、 彼ら は已が 

爲す所 を 知らざる なりと。 何 ぞ神を 信す る こと 厚く、 人 を 信す る こと 深く、 人の ために 希 SIf: する こ 

と 遠く 05 つ 切なる や。 十字架 上に 顯 はれた る樂 天の 精神に 由ら ざれば 將來の 望み を も 今日の 平和 を 

も 維持す ベから す。 此の 精神の インス ピレ ー ショ ンを 被ら ざれ は 生命の 競 爭に眞 正の 勇氣を 保つ こ 

と 能 はざる なり。 

傳道之 #1 を 著述せ し 人 は 一種の 厭世家に て ありき。 然れ ども 彼が 宗敎は 之 をして、 厭世の 底に 沈 

むこと を 得 ざら しめたり。 アリス トウ トル 曰く、 大人 は 幾分 か 憂欝なら ざる を 得すと。 故に 以色 列の 

預言者の 如き も 厦 厭世の 心 念に 襲 はれし とい へど も、 彼ら は 其の 有 神 的 信念と メ サイ ァ的王 國の希 

望に 由り て 雄大なる 樂天 主義 を發揚 し、 能く 己れ の 志氣を 張り、 國 民の 精神 を も 鼓舞す る こと を 得 

たり。 更に 進みて 耶穌 基督の 性行 を觀 察し、 窃かに 其の 圓滿 なる 樂天 家なる 所以 G もの を究 むる に 


精確に して 深遠 雄 高なる 宗敎 の念存 する に 非れば、 ^人と 云へ ども 凡そ 心 ある もの は、 厭世の 雲霧 

を 排除す る こと 能 はざる べきの 理 甚だ 明らかな り。 

カントの 哲學は 不可 識 論の 源泉に て ありき。 萬 物の 根柢 は 如何なる ものなる か。 生命の 歸趣は 如 

何なる 所に 在る か。 進歩と は何ぞ や。 運命と は何ぞ や。 此らの 問題 を宗敎 的に 解釋 して 精確なる 答 

を與 へす、 また 其の 答へ を も 待た すして、 世界 觀の 疑義 を 等閑に 附 するとき は 疑惑より 生す る 失意 

厭世の 襲 擊を禦 ぐ こと 能 はざる なり。 マシゥ • ァ ルノ ルド は 義に向 ひて 進行す る 所の 我なら ざる 勢 

力 を 認めて、 其の 發憤輿 起すべき の 動機 を 見出さん こと を 務めたり。 然れ ども 人心 は 此の 如き 瞹眯 

なる 中立主義 のうちに 長く 抑留 せらる べきに 非す。 更に 一歩 を轉 じて 有神論に 進む か 或 ひ は 之と 反 

對 なる 方向 を 取りて、 純 乎た る 無 神 主義に 到達す るか、 二者 其 一 に 居らざる ベから す。 ショ ウベ ン 

ハウ エル、 ハルト マンニ 氏の 如き は 非 有祌的 傾向 を 貫徹して、 其の 論理 上の 結果 を 暴露し、 宗敎及 

ぴ哲擧 の 問題 實に 人生の 利害に 關 する こと 一 と 方なら ざる を 明示せ り。 其の 所見の 是非 はと も あ 

れ、 非 有神論より 生す る 人生 觀の眞 面目 を 赤々 裸々、 遺ち も 無く 暴露し 去りた るの 功 また 偉な りと 

謂 はざる 可ら す。 

佛は萬 物の 現象 を 無明に 歸す。 其の 由來を 討尋 すれば 人 意より 發 せす、 眞 如の 理體 より 起れ り 

(忽然と して 生起す と 云 ひて 難題 を 免れん と 試みし にも 拘ら す) と 見 ゆる 此の 無明 如何にして 之 を. 

斷 すべき や。 此の 如き 世界 觀を爲 す もの は 如何に 禪 定を務 むる も、 如何に 轉迷 開悟 を唱 ふる も、 到 
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底 厭世の 眉 を脫 する こと 能 はざる なり。 ショウ ペン ハウェル は、 世界の 現象 を說 くに 一元の ま 

論 を 以てす。 然れ ども 此の 影の 如き 現象 的 世界の I に 一 の ■ なる 存在、 終極 S 實 ありと 論 

す 其の 性質 を究 むれば 是れ 即ち 意志に 外 かなら す、 此の 意志 は 決して 有心 者に 非ざる なり。 元お 

無意識に して 妄りに 發 動し、 盲目なる 作 ffl を 事と する 所の 根本的 意志 は 漫に好 生を德 とす。 ほ 女，， 

愛 は 此の 肓 動す I 生 心の 結 f り。 斯の 如く 觀 来れば、 BS する きろの 此の 天地 及び 人 請 

の價値 何ん か あらん。 生命 を 保つ も 益な し。 如かす 相 率ゐて 自滅 せんに はと。 ショウ ペン ハウ エレ 

は 此の 自滅 說ま激 に 主張し、 ハルトマン は靜 かに 時期 の 至る を 待ち 漸を 以て 人類の 自ら 亡びん こ 

と を 希望せ り。 彼らの 世界 觀を 以て 人生 を 察すれば、 擾々 たる 生命 界の 競爭、 紛々 たる 歷 史上の 台 

I 廢は 痴人が 口角 泡 を 飛ばせて 謹す る 所の 物語に ぞ 似たり ける。 蘭く、 勢ひ猛 に、 S 耳 を 

& する 程 なれ ども、 千 言 萬 語 何の 意味す る 所 ある を 知る ベから す (沙 翁の マクベス)。 宗敎の 眞理を 

棄て 無： ゆ 吼物、 若く は 凡 神 的の 誤謬に 陷溺 する もの は 結局 厭世の 臭味 を 其の 心頭より.^. り 去る 

こと 能 はざる べし。 マルチ ナウ 云 はす や、 . 

5  ^^  fs  of  %stei  inexorable  】ogic  rids  thi  of  halfness 

and  hesitancies,  and  drives  them  straight  to  their  inevitable  goal" 

論理の 趨勢 は 如何と もす るに 由な し。 祌を 担み、 来世 を 無み し、 懐疑 無 信の 說を陵 抱し つ 吊に 

春の 如き 世に立ん こと は 得て 望む 可ら す。 無 宗敎と 厭世 は 相關鏈 して 離れす 煙の 火に 於る、 i 音 


に 於る よりも 甚だしき もの あり。 ロ赛を 塞ぎて 呼吸 せんこと を 欲する は、 故ら に祌を 無み して、 樂 

IK の 主義 を唱 ふるよりも = ^々たり。 

耶穌 曰 く汝ら 心に 憂 ふる 勿れ 神 を 信じ また 我 を 信ぜよ と。 何故に 我 を 信ぜよ と は 言 ひし か。 基督 

を 離 るれば 眞 正なる 有神論な し。 其眞 正なる 有神論 を 離 るれ は 安 慰 を 獲べ からす。 .S なる かな 基督 

を 信ぜざる 有神論の 漸 やくに して 凡 祌說に 移り また 凡祌 論の 更に 一 轉 して 唯 物的 無神論と なるや。 

此稿を 起す とき はシ ヨウ ペン ハウ H ル、 ハルトマン の 性行 哲學を 詳論 批評す るの 預定 なりし が本篇 意外に 長 

くな り ぬれば 一 と 先 づ此に 局 を 結びて 後ち 更に 筆 を 採りて 右の 二 氏 を 論ずる こと、 したり。 植 村正久 附記 • 

1 八 九 三年 一 〇、 一 一 月 (日本 評論) 

福澤 先生の 諸行無常 

世 W の 物 は 次第に 込み入りて、 亂雜 熱狂の 時代と はなり にけ り。 國會の 創始 は 政横爭 i# の 端 を 

開き、 人 は 血^に なりて 琪 小の 懸 引に も 狂奔せ り。 商機 熟して 貿易の 路 通じた る は 喜ばしき ことな 

れど、 肘祌 に^ 使せられ て 人の }iS 體を失 ひ、 天賦の 戴 能 徒らに 土中に 塊 もれて 殺風景なる 世の中と 

なり 行く こそ 嘆 はしけれ。 斯くて 勞働 問題 も 現れ 来りぬ。 所々 に ストライキ も 起れ り。 職工 軍團な 
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んど 呼ば はる いかめしき 名前の もの も 見 ゆめり。 形の ために 役せられ、 利の ために 使 はれて 胸中 少 

しも 餘裕 を存 せす、 齷齪と して 唯 だ 成敗の ために 人情 を滅 する に 至らん とする は、 柴 I し 今日の 時勢 

に 非す や。 

此に 於て か デビー I ザィと 云へ る 難 かしき 名 を 揭げ來 りて、 安心立命の 道を說 くもの あり。 座禪三 

眛に H 夫 を 凝らして 悟道 正覺 を壞、 名利 苦 樂の覊 雜を脫 して 自由の 妙 境に 達せん と 試みろ もの あ 

甚 しき は 風流の 奴と なり、 骨董 を 弄び、 點茶揷 花 を 事と して 暫 らく 浮世の 騒擾 を 忘れん と 謀る 

もの あり 心 術 を 練り、 度胸 を 養 ひて 物に 動ぜ ざらん こと を 務め、 頻りに 武道 を 修めん と 欲する も 

の あり。 蓋し 詩歌 输畫を 始めと して、 眞 正の 美術なる もの は、 或る 意味に 於て 皆な 之と 同一なる，.， 

針に 向 ひ、 幾分 か 其の 効力 を顯 はしつ、 ある ものな り。 

今や 斯の 如き 世の 有様に て、 その 狂 熱 を 救 はんとして 種々 の 方法 を講 する もの ある は、 此れ 如 可 

なる 兆ぞ。 吾等 はま」 以て 天下の 狀勢、 人心 が渐く i なる I を 必要と する S らんと す 

る を.^ るな り。 渴 して 泉 を 想 ひ、 熱 極り て 冷 を 慕 ふ は 人情に 非す や。 

福澤 先生 は I の 偉人な り。 isf 能く 社會 If 觀 破し、 II して 危險の 在 

る 所 を 失り 衆に 先き 立ちて 時弊 を 救 ふの 方法 を講 する は 先生の 長 技な り。 吾等 は 其の 所論が 常に 

輕濟 的の 禾巧 方便に のみ 流る、 を 見て 遺憾の 念な きを 得すと い へ ども、 其の 觀察 力の 鋭利な ろと、 

其の ffl 意の 周到なる に 驚くな り。 先生が 去る 十二 日 慶應義塾に 於て なせる 演說の 如き は、 名利 成^ 


の 熱 火に s 悶 する 世人に 一 服の 淸凉 劑を與 へんと 試みた る ものに て、 其の 所論 淺薄 なりと い へ ど 

も、 人心の 狂 熱 を 救 ふべき 良法 を 求む るの 必要 を 感ぜし むる に 至りて は、 其の 功 また 大 いなりと 云 

はざる ベから す。 福澤 先生 は 肉 ら覺 知せ ざるべし、 淺 薄なる 讀者も 心 付かざる べし、 深く 其 演說を 

. 味 ひ來れ ば、 宗敎の 念欝 として 其の 心 胸 を 鼓動し つ あるな り。 ^^然たるロ調のぅちに露界の事物 

に 其 心意 を 刺激 せらる、 の 跡 明かに 見るべし。 其 演說に 曰く 

『生 ある 者 は 死せ ざる を 得す。 人生 朝露の 如しと あれば、 浮世の 榮枯 盛衰、 禍福 吉凶 は 唯是れ 一時 

め 夢に して、 論す るに 足る ものな しと 雖も、 旣に 現世に 生れた る 上 は、 其 死に 至る まで 心身 を勞し 

て經 營すズ j 所な かる 可ら す。 是亦 人情 世界に 在る 一 生涯の 義務な り。 爱に 老生が 奇語を ffl れば、 人 

^萬寨 小 兒の戯 と 云 ふ も 不可な きが 如し。 戯と 知りながら 其 戯を本 氣に勉 め、 戯の 問に 喜 怒 哀樂し 

て 死す るの み。 深き 意味 あるに 非す。 今日 生きて 眠 食す るも戯 にして、 明日 病んで 死す るも戯 な， e 

ば、 死生 も 意に 介す るに 足ら ざれ ども 尙ほ其 生 を 欲して、 死を惡 むは 人情の 本來 にして、 夢の 如き 

戯を本 氣に勉 むる 者と 云 ふ 可し。 左れば 戯 ながら も 旣に之 を 本氣に 勉めて 眞 面目に 經營す 可し と あ 

れば、 戯 にして 戯に 非す。 字面 穩 ならざる が 如く なれ ども、 心 を 潜めて 深く 思案し、 眞 に其戯 たる 

を 知る にあら ざれば、 大事に 臨んで 方向 を 誤り、 由な きこと に 狼 狼して 人品 を卑 くし、 萬 物の 鍵た 

る 位 を 失 ふこと ある 可し。 例へば 近火の 時に カを盡 して 防禦す る は 自然の 人情、 叉 家人の 義務 なれ 

i、 旣に燒 失した る 上に て考 ふれば、 火に 逢うて 家の 燒 ける は 當然の 事の みならす。 假令 今度 焚 
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けざる も 永き 歳月の 問に は 自然に 腐朽して 倒る、 こと ある 可し。 燒 失したり とて 唯 家 を 失 ふに 遲速 

あるの み。 詰り 戯に 出來 たる 家が 戯に 無くなりた るまでの ことなりと 安心 すれば、 左まで 悲しむ に 

も 足らす。 又 これよりも 大切なる は 父母 妻子の 病 氣に其 全快 を 祈り、 醫藥 の手當 怠りなく、 苟も 此 

病苦 を 救うて 全快の 道 ありと 聞けば、 百事 を拋 ち、 身 を 苦しめて 之 を 求めざる 者な し。 人 問の 至情 

にして 自 から 禁 する こと 能 はざる 所 なれ ども、 视 いよく 翳藥 効な くして 病死したり とせんに、 之 

を 自然の 命數 として 諦む るの 外 ある 可ら す。 生れた る 者の 死す る は 其 生れた ると きの 約束に して、 

今更に 狼狽す るに 及ばす。 心を靜 にして 生者 必死の 實相 を觀る 可き のみ。 然るに 今 この 道理 を會心 

せす して 唯 眼前の 苦樂 のみ を苦樂 し、 苦んで 不平 を 鳴らし、 樂ん では 法外に 逸し、 萬 物の 鍵た る 人 

生の 口  § 位 にも ある まじき 醜 體狂體 を 口  Hi する は、 暴竟輕 重の^ を辨 へざる ものにして、 識者の 取ら ざ 

る 所な り。 彼の 小 丈夫が 家 を 燒て發 狂し、 愛子 を 喪うて 悲哀の 極 遂に 自 から 病を釀 すが 如き、 其 事 

例と して 見る 可し。 家の 將に類 、燒 せんと するとき は、 基 生の 勇 を 鼓して 消防す 可し。 家人の 將に病 

死 せんと するとき、 寢食を 忘れて 看護す 可し。 即ち 戯の 沙汰に 非す、 一生懸命の 時節 なれ ども、 其 

果して 燒 失し 死亡した る 上 は、 心事 をー轉 して 我 身 も 共に 是れ戯 中の 人た る を 思 ひ、 更に 苦痛 を感 

する こ とな かる 可し。 

右の 立 言 は少 しく 高尙 にして 佛 者の 說に 似たり。 宗敎 に 不 案內な る 老生の 口より する は 不 似合な 

れ ども、 佛 者の 意に 適 ふ も 適 はざる も 其邊は 別問題と して、 啻に 火事 病氣の 時の みなら や、 人 萬 


事を隨 時の 戯と しながら 本. m に 之 を 勉强苦 辛す るの 一事 は、 諸君が 今日 塾に 居て 學業を 修め、 成業 

の 後、 世に出で & 家事 世事に 處 する にも 缺く 可らざる 耍識 なりと 知る 可し。 擧問は 人世に 必要な 

り。 舉 問の 嗜 みなく して は 文^の 世^に 事 を爲す 可ら す。 暴 生の 力 を Iti して 本氣に 勉強す 可し と雖 

も、 字 を 請み 理を講 する のみ を 以て 人世の 能事 終れり とす 可ら す。 學問も 亦 唯 人生 fc 戯 中の 一 なれ 

ば、 ^勉强 の i§ にも 額々 に 思を馳 せて 事物の 輕 重を觀 察し、 知 字 推理の 外に 更に 大切なる 心 術の 修 

行、 處 世の ェ 風な かる 可ら す。 老生が 常に 云 ふ學問 を輕く 看る と は 此の 邊の 意味に して、 彼の 擧 tl;;' 

にの み 凝り！： まりて 己が 信す る 所に 偏し、 曾て 他の 說を容 る.. こと 能 はすして 動もすれば 人と 爭 

ひ、 遂に 極〕 - 扇の =? ^を 犯して 自 から 悟らざる が 如き、 學を 勉めて 本氣に 過ぎた る ものな り。 § 學 の 

事の みに 非す、 政治家が 權 カを爭 ひ、 靑 雲の 士が 立身出世の 前後 を爭 ひ、 之を爭 うて 目的 を逵 する 

とき は 意 氣揚々 として 無上の 愉快 を覺 ゆる 其反對 に、 不幸に して 失敗 すれば 忽ち 落膽 して 身躬 から 

慰む るの 道な く、 欝憂 煩悶して 醜體を 示す の 事例 は 世間に 珍ら しからす。 叉商寶 人の 利 を 得て 喜ぶ 

者に 限りて 非運のと きに 憂 ふること Is^ しく、 一成 一敗の 間に 喜憂自 から 禁 する 能 はすして、 成^ 

共に 其 身に 禍 する もの 少なから す。 何れも iJZIi 量 狭き 小 丈夫の 事に して、 其 平生の 伎倆 如 可に 拘は 

らす、 共に 士君子の 社 會に齒 す 可らざる 者な り。 畢竟 その 然る 所以 を尋 ぬれば、 政治家の 政治 を 重 

スじ 商ノカ 利 (分 重んじ、 其の これ を 重ん する こと 實を 過ぎて 遂に 人生の 尊き 品位 を 傷け たる も 

のと 云 ふの 外な し。 人間 萬 事戯と 申しながら、 其 局に 當れば 之に 熱心して 辛苦 勉強す 可き は 當然の 
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義務に して、 事と 品と に 由り て は 生命 を 犠牲に 供す る こと さ へ ありと 雖も、 其 熱 の往來 する 間に、 

時として 心事 をー轉 して 人生に 常な きの 原則 を 思 出し、 吾 身 も 正に 是れ 浮世の 百戯 中に 居て、 人と 

共に 一時の 戯を戯 る \ 者 なりとの こと を 悟り 得た らんに は、 其 熱する も 唯 熱に 止まりて 狂す るに 至 

らす。 名利の 心 をして 法外に 逸せし むる ことなき のみなら す、 假令 事情に 迫りて 家 を 亡. ぼし 身 を 殺 

すに 至る も、 s から 安ん する 所 ある 可し。 之 を 名け て 人間 安心の 法と 云 ふ。 諸君 年尙ほ 少し。 或は 

以上の 談を 聞き 是れ は堪へ 難き 事共な り、 人間 萬 事 を戯と 思へば、 初めより 勉强 する にも 及ばす と 

て、 直に 論破す る こと も ある 可し。 無理なら ぬ 思想の 順序 なれ ども、 前に 云へ る 火事の 例 を 以て 云 

はんに、 自家の 類燒 消防のと き、 人に 倍して カを盡 したる 主人が、 燒 失の 後に 至り 人に 倍して 平氣 

なる もの ある は何ぞ や。 即ち 此の 主人 は 家 を 重ん する こと 甚だしき 其 間に も、 一 念 また 之 を 輕んじ 

て 其 鳥 有に 歸 する を 愛まざる ものな り。 輕 重の 念 一時に 往來 して 相 妨げざる 所 は、 唯 諸君が 心 術の 

修業 如何に 在る のみ』 と。 . 

あ \ 先生 は 人間 萬 事 夢の 如し、 小兒の 戯れに 異ならす と 大悟 せらる。 然れ ども 戯れながら も 之 を 

本 氣に勉 むる は 人情の 免れざる 所 なれば、 之に 執着 拘泥せ ざる 様心懸 くべ し" 此の 精神 を 養 はんが 

ために は、 生者必滅、 人生 朝露の 眞相 を觀ぜ ざるべ からす。 此れ 福澤 先生の 福音な り。 此れ 眞 正の 

福音なる か。 日本 は 此の 預言者に 導かれて 眞 侗の樂 地に 達する を 得べき か。 

狂 熱の 時代、 之 を 憂 ひて 安心 を 求む るの 時代 は、 終に 儼然たる 信仰の 時代と なる か、 諧謔 嘲 篤の 


風 行 はれて ただ 現在 をのみ 樂む輕 薄の 時代と なる か、 二者 其の 一に 歸 せざる ベから す。 日本 は今將 

に 何れの 方向 を 取りつ & あるか。 悟 か、 狂 か、 上に 向 はんか、 下に^ ちんか。 5,:, うて 比 こ 至.^、 ま、 

心事 言 ふに 忍びざる もの あり。 あ. \、 皇天 此の 國民を 救 ひ 拾へ。 

1 八 九 三年 六 m? (日本 評論) 

王 陽 明の 『立志』 

孔子の 舉 は 品性の 舉 なり。 彼が 舉 問の 骨 髓は唯 だ 好個の 紳士 をつ くり 出す にあり。 論語 一 篇 

は 彼が 此 ：！；  士 たらん とする 人々 の 問に 答へ て、 時と 場所と に處 して、 其 踏み 行くべき 正 徑を敎 へた 

る  一 gl の 道行な り。 朋友に 交 はりて はよ き 朋友と なり、 鄕黨に 在りて はよ き鄉 人となり、 家こ罟 り 

を ざ 

て はよ く 其 { 豕を理 め、 國に 仕へ て はよ く 其 職 をつ くし、 各 其 器 を 磨き 其 能を展 ベ。 六藝を 身に 具へ 

て 天 を樂み 命に 安 じ、 文 質彬々 たるの 君子 は 彼が 養 ひ 成さん とする 所の ものな り。 「於 鄕黨拘 々如」 

一入 公 門 翰^ 如 也」 「朝 與下大 夫 一一 一 曰、 侃々 如 也」 是れ 則ち 孔子 自ら 其 修養し 盡 したる 品性 を 以て、 

範模的 舯士を 他に 顯彰 したる 者に あらす や。 

源 頭の 水は淸 しと 雖も其 未 流 は 濁る。 火 は 近づく に從 ふて 次第に 其 熱を增 す。 大人の 頭腦 にこ そ 

王 陽 明の 「立志】  三 二三 


王 陽 明の 「立志」  三 二 四 

純白なる 思想 も 映れ、 其！ 度傳 はりて 他の 頭 腦に徙 りたる 時 は、 旣に 本來の 面目 を 失へ るな り。 孔 

子の 學問は 何時 迄 も 依然た る 孔子の 學問 にて は 維持せられ ざり き。 遂に は陷 りて 訓詁の 學 となり、 

記誦の 學 となり、 千 溪萬徑 其適從 する 所 を 知らす、 外 好 を 飾り、 偽善 を裝 ひ、 禮儀 三百 威儀 三千、 腕 

を 張り 肩 を聳 やかして 君子 を眞 似る の 徒の み 多く 出で 來 るに 及びて、 孔子の 品性 擧兹 に泯咸 す。 

然れ ども 品性 は 外に 在らす して 內に 在り、 其 內 にして よく 修 すれば、 外 は 自ら 之に 隨 ふて， ぞノま 

る。 人の 君子た る は 其 心の 君子た るな り。 人の 聖人た る は 其 心の 聖人た るな り。 ！度其 心 を 放てば 

是れ總 て を 放てるな り、 一度 其 心を舍 つれば 是れ總 てを舍 つるな り。 於 是か本 を 端し、 源 を 澄まさ 

ん とする 心學 なる もの 起り 來る。 

藍より 出で 丄監 より 靑きは 陽 明 洞の 達人なる か。 彼 は 孔子の 品性 擧を 超へ て、 玆に 『聖人 舉』 を 

敎 へたり。 

寒 者と しての 陽 明、 敎， 師 としての 陽 明、 一個の 人と しての 陽 明、 —— 彼が 學問も 敎育も 品性 も 若 

し 其 『立志』 を 外に すれば、 決して 知るべからざる なり。 立志 は 則ち 陽 明の 本領 なれば なり。 『志 は 

木の 根な り、 水の 源な り、 人の 命な り』 と 彼 自ら 之 を 一一 ー曰 ふ。 彼が 其 身に 有ち 又た 放てる 總の もの 

は、 皆な 此 中心より 四 出せる 者な り。 

人生 は 理想と 現實 との 爭 なり。 高大なる 想 を 其 胸中に 懷 抱し、 之 を 以て 此 世界に 適用 せんと 欲 

す、 唯だ此 理想の 着々 其 現 實に顯 はれ 來る 所に 於て、 所謂 進歩 も あり、 勝利 も あり， 成功 も あるな 


り。 若 夫れ 其现想 を 合て &、 逸歩 を說 き、 勝利 を說 き、 成功 を說 くも 是れ 水中の 泡沬 のみ。 書生の 

梁 を 其 師に受 る、 朋友の相互に切^^"琢磨する、 主人の ！{\ ぉを现 むる、 牧師の 道を說 く、 1： 士 の其國 

わす  わす 

を 治む る、 唯 だ 斯ー 事 を 造 るれば、 是れ 即ち 人生の ni^ も 犬なる 者 を 遣る X 所以な り。 是に 於て か 王 

陽 明に 立志の 說 あり。 

只 念々 耍存 天 现。 而是立 iiv- 能不忘 乎。 久則 自然 心中 凝聚。 猜 道家 所謂 結 昭也。 此 天理 之 念 常 

^。 馴至於 美大 架祌、 變 反從此 一 念存 養擴充 耳。 

其 所 §ilK 现と は何ぞ や。  - 

^知 凡ん 天理 之 昭明靈 覺處。 故 良知 即 天理。 此 良知 を 能く 存養 擴充 して、 其 究竟 精髓に 至りた る 

者、 是れ 即ち 畫人 なり。 即ち 虛語 にて 之 を 一 W へば； 大现 とい ふ。 此 .51 語 を 採りて、 {貧 語に 飜譯し 来れ 

ば 之 を 人と いふ。 

公世 此。 務要立 個必爲 聖人 之 心。 時々 刻々 須是 一 棒 一. 條痕。 ー摑 一 掌 血。 方 能 聽吾說 話。 句々 

得 力。 若茫々 蕩々 度 曰。 譬如 I 塊 死肉。 打 也 不知 得 痛癢。 恐 終不濟 事。  , 

彼が 志と いふ もの 知るべき のみ。 察んで は聖 たらん こと を 期し、 人を敎 へて は 聖人の 地位に なら 

しめんと し、 品性 を 養 ふて は 聖人の 完 域に 逹 せんこと を 欲す。 是れ 即ち 彼の 所謂 立志なる 者な り。 

いた 

彼 は 自ら 進んで 此 地位に 臻り、 人 を將に また 此 地位に 臻ら しめんと す。 彼 は 造次 顕沛も 此志を 失墜 

せす、 其 眼 常に 天 を 仰ぎ 聖人 を 仰ぎ、 之を欣 慕す る こと ^渴も 管なら す、 其 胸 巾の 波瀾 常に 揚り、 
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若し 須 更にても 聖人 を 確認す る こと をば、 自ら 手の 舞 ひ 足の 蹈 むこと を覺 へす、 天 壌の 間 また 他の 

樂 ある を 知ら ざり き。 試に 彼の 集 を 繙て之 を 看よ。 天理 良知 精 靈靜坐 造化 等の 語の 如何に 其 中に 充 

てる かに 驚かん。 普通の 儒 書 を 措いて 陽 明 集を讀 めば、 猶ほ 恰も マ コ，' レ，" を讀 てん 力 I ライルに 

徒る が 如きの 心地す。 

彼の 聖人と いふ もの 必す しも 孔子の みに 限らざる なり。 否な 彼の 眼中より 見れば 孔子 とても 未だ 

聖人 の完 域に は あら ざ る べし。 

彼 曰く 個々 人心 有 仲 尼、 と 愚 夫 愚 婦も其 良知 を存養 し、 之 を擴充 すれば 乃ち 以て 聖人 たるべし。 

是れ 彼が 寧 問の 懦舉の 中に 一 頭 地 を 出した る 所以に してよ く 訓詁 記誦の 末に 流る」 註釋學 問の 世の 

中に 在りて、 彼の 學 問の み獨り 多くの 人の 心に 慈雨の 福音 を傳 へたる 所以な り。 是 故に 一度 彼の 學 

問 を 味 ひたる 者 は、 匹婦 も 容易に 其 志 を 奪 ふべ からす。 

HE 生の 笼を負 ふて 彼が 下に 集 ゅ來る 者、 引き も きらす。 彼 先 づ其頭 腦に鈹 吹す るに、 蜜 人た らん 

との 堅き 志 を 以てす。 書生に して 若し 一度 之 を 遣れて 訓詁 記誦の 末に 流る る 者 あれば、 彼 は 大に之 

を 鞭ち 之 を 警め、 以て 其 本に 反る こと を敎 へたり。 『立志』 を 外にして は 陽 明舉な し。 

嘗て 人 あり、 彼に 問 ふて 曰く 異端と は何ぞ やと。 彼 曰く、 

與愚夫 愚婦同 的。 是謂 同德。 與愚夫 愚婦異 的。 是謂 異端。  ， 

彼の 擧問は 孔子 學 にあら す、 普通に 所謂 懦學 にあら す。 唯 だ 『聖人 學』 なり。 何者 孔子 及 其 末流 


の 舉問敎 育 品性 等の 中には、 王 陽 明の 如き ァス ビレ ー ショ ン なければ なり。 是れ 即ち 彼の 舉 問が 他 

の爲 めに 異端視せられ たる 所以なる か。 

或は 曰く 彼の 學問 は、 儒 學に交 ゆるに 禪を 以てした る 者な りと。 唯 だ 天才 は 能く 融 化する のみ。 

彼が 心の 藩 籬內に 落ち 來る 者、 豈に 啻に 儒擧と 1,1 とのみ ならん や。 然れ ども 悉く 之 を 探り 来りて 自 

家藥 g 中の ものと なし、 之 をして 皆な 陽 明 化する に 至りて は、 是れ 即ち 彼の 胸中に 懦學 にも あら 

す、 禪 にも あらす、 其他總 てのものに あらざる、 別種の 獨自ー 己なる もの 存在 すれば なり。 

儒 學は人 をして 地 を 離れし めす。 然 ども 陽 明 舉は人 をして 天に 錄 らし めんと す。 禪は人 をして： IF 

木 死灰と ならしむ、 然れ ども 陽 明 舉は人 をして 生命の 水に 潤 はしむ。 儒 學には 彼の ァス ビレ ー ショ 

ン なし。 禪學に は 彼の ァス ピレ ー ショ ン なし。 ァ スピレ ー ショ ンは 即ち 王 陽 明な り。 陽 明學は 則ち. 

1 極 の宗敎 なり。 

懦舉を 知らん と 欲する 者 は、 朱 子 を 措きて 王 陽 明 を 織くべし。 王 陽 明 を 知らん と 欲する 者 は、 先 

づ 何よりも 其 ひ 『立志』 を觀 るべ し。 

『天に 在ます 爾曹の 父の 完全が 如く、 爾曹も 完全すべし』 とい ふ、 山上 垂訓の 精神 は、 陽 明 洞の 達 

人旣に 幾分 其の 微光 を觀 る。 

•  1 八 九 四 年 五 tll:(i 曰 新報) 
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佛 徒は提 婆を惡 友と 名づ く。 其の 之に 親む もの を 害する こと しき を 以てな り 0 觀音勢 至 を 勝 友. 

と名づ く。 其の 親愛、 守護、 影響 相 離れざる を 以てな り。 孔子の 友 道 を 重んじた る は 更に も 言 は 

す、 基督が 信 を 尊び、 神と 人との 間、 友 道 を 全うせん こと を 勤め、 人間の 愛情 を 耕した る、 比-：: 友交. 

の 読 を 厚う せんとせ しに 外なら す。 今や 人情 RI に輕 薄に 流れ、 信義 を 重ん する の 風衰へ 行き、 友 道. 

棄 てられて 土の 如し。 友 道を說 くまた 止むべからざる もの-ありと 謂 ふべ し。 

プラト； の說に 曰く、 人の 心 は團圓 の斷片 となりし ものに て、 他の 斷片 と接觸 して 相 全う 4, 一ん こ 

と を 計る 其の 自然に 出づ と。 彼 は 其の 遣 箸の 中に 友交 を 重ん する の 文攀を 多く 世に 傳 へたり。 ァリ 

スト， - トルカ、 朋友 は 二つの 體に 住する 一個の 靈魂 なりと 言へ る は、 友交 を 道破し 得て 妙味 言 ふべ 

からざる もの あり。 サム H ル書下 一 の 二十 五、 二十 六に、 ダビデが ョナ タンの 戰死を te- みて、 嗚呼 勇 

らを 

士は戰 の 中に 着- れた るかな、 汝の 高き 所に ョナ タン 殺されたり、 兄弟 ョナ タンよ、 われ 汝 のために 

悲しむ 汝は 大いに 我に 樂 しきもの なりき、 汝の我 を 慈め る 愛 は 尋常なら す、 婦女の 愛に も 優りた 


ますら を  5 

り、 鳴 呼 勇士 は 倒れた るかな、 戰の具 は 亡せ たる 哉と、 1 を謠 ひたる に 思 ひ 合せて、 感坐 ろに 深 

きを 覺ゅ。 友 は 勇士の 相 貴ぶな り。 其の 愛 は 婦女の 愛よりも 柔 かなり。 其の 親む や、 兄弟 もよ く 之 

に 及び難き もの-なり。 ダビデ、 ョナ タンの 二人 は 友交の 龜鑑 として、 其の 名靑史 にいと 鮮 かに 綠滴 

るの 趣 あり。 余 W は バウ „ -の歷 史を讀 みて、 其の 獄に 投ぜら るる や、 同志の 友 代る々々 自ら 請うて 

猿に 下り、 固 圄 に^ 友と 苦 を 分ち たりと 云 ふに 至り、 感涙の 進む を禁 する こと 能 はざる なり o( コ 口 

サイ 齊 四の 十三 節に 付きて、 ァレキ サン デル • マクラレン 氏の 論す る 所を參 照せ よ) 

世俗の に傳唱 せらる る 博徒、 消防 人足な どの 物語 をして、 一 種の 光彩 を 放た しめ、 殺伐 極まれ 

る 其の 履歷 をして、 興味 頗る 多き を感、 せし むる もの は、 友交の 情、 人生の 美を發 揮して、 左な き 時 

は陋 極まれる 彼等の 生涯 をして、 平素より 高尙 なる 段階に 昇騰 せしめた る を 以てな り。 遊俠の 美談 

も 友情の 結 茶、 武士の 光 榮も友 道の 花に 外なら す。 喊 野に 孤立して 同志と 團 結す るに 疎かり しと 見 

えたる ヨハネよりも、 從 游の士 曰に 加 はり、 十二 子 七十の 徒、 一 家の 如く 相 親め る ナザレの 耶穌 

は、 世 を 動かす に 於て 強大なる 勢力 を 有する にあら す や。 故に 君子 は 其のと もに 處る ところ を愼 

み、 友 を 結びて 道德を 成し、 切 礎 球 磨して 互に 相規諫 する の 道 を 全うす。 吾人が 獨り 机に 對 すると 

き發 明し 難き 眞理 も、 朋友と 談論 を 交 ふる 際、 電光の 閃く ごとく 忽然と して 之を會 得する こと あり。 

佐 藤 一齋 は、 一 藝の士 共に 語るべし と 首 ひしと かや。 惡んで 他の 美 を 知る を 得べ し。 如何なる 人 

にても 感服すべき 長所 は存 する ことならん。 然れ ども 友と して 交る に 非 ざれば、 人の ia を 見出す こ 
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と 能 はす、 互に 相 疎ん する より 多くの 譽 むべき 點 あるに も 心 付かす、 眼前の 寶を 土芥の • 如く棄 てて 

顧みざる こと 往々 にして 之 あり。 交友 は 人 を 知り 其の 秘藏 せる 美を發 揮す る 所以に 非す や。 宗敎は 

元来 友交 的の ものな り。 個人的に 終る 宗敎は 不具の 辨を 免る ベから す。 否宗敎 と名づ くるに も 値 4, 

ざる ものな り。 何と なれば 所謂 レリ ジョ ゾ (Religion) は 天と 人との 友交に して、 人間の 親愛 また 

其の 必然なる 結果と して、 自ら 之に 含蓄せられ 居れば なり。 其れ 然り、 故に 宗敎は 暴君 酷吏の 壓制 

する にも か& はらす、 法禁の 峻厳なる にも 關 せす、 同志 相 結び、 相 提携す るに 非 すん ば 止む こと 能 

はざる なり。 

さるから に アンデレ は 先づぺ テロ を 尋ねて 之 を 耶穌に 見えし め、 ピリ ボは 其の 友 ナタナ エル を 誘 

ひ 来り 見よ と說 き、 サ マリヤの 婦は 其の 隣 里 鄕黨を 集めて、 妾が 既往 を摘發 せし 人 あり、 此 はメ， 

シャに 非す やと 語りし なり。 管に 宗敎 のみなら す、 人生 は 凡て 友交 を 重ん する に 非 ざ 、 ズの 

美 を 成す こと 能 はす。 ベ. -コ ンが 友情の 結果 を 三 様に 分ち て、 第二 相愛 相思より， 牛； する 平和、 第 

二、 疑義 を 決し 出處 進退 を定 むる の 援助、 第三、 事を爲 すに 當り 相呼應 して 協力す る こと、 此の 三つ 

は 友交の 結果な りと 言へ る は、 大體 を說き 得て 殆ん ど餘蘊 なき を覺 ゆ。 

基督が 大事に 臨みて 弟子と 共に 祈り、 彼等の 薄志弱行 にして 眠る や、 汝等 一時 も 我と ともに 目 を 

醒し 居る こと 能 はざる かと 言へ る 如き、 如何に 其の 相愛 相思より 生す る 平和 を 求む るに 於て 切なり 

しか を 見る に 足るべし。 疾痛慘 摩、 憂 極まって 天に 叫び 人に 呼びて、 同情の 平和 を 求む る は 友情の 


一 要素に して、 叉 其の 美 はしき 結果な りと 雖、. 唯 憂苦に 付きての み 相思 ひ 相 慰めて 止むべき に 非 

す。 愛 を 共に する は 易く、 喜 を 共に する は 難し。 人 各々 些 の義俠 心なき もの は 有らざる なり。 弱き 

を 見て は 何人も 惻隱の si する こと 能 はざる の 思 ひ あらん。 孩 提の兒 井に 陷 らんと すれば、 盜跖と 

雖も之 を 救 はんと 欲するな り。 故に 人の 憂愁 を 思 ひ 遣りて、 之に 同情 を 寄す るの みならす、 其の 喜 

びにまで 同情 を 寄せ、 其の 美を樂 み、 其の 善 を歡迎 し、 其の 利 達 を II 歌す るの 精神 を 養 ひ、 友と し 

て 相 喜び 相 憂 ふるの 金 鍵 堅く 引き締る を 要す。 一人 罪 を 悔いな ば 神の 使の 問に 喜 ありと は、 如何に 

も 善く 天 を 形容せ る 言に 非す や。 ベ ー づンの 分類せ る 所に 從 ひて、 友情の 美 はしき 結 茶 を點檢 する 

は樂 しき 業なる ベ けれど、 余輩 は 此に之 を詳說 する の 愉快 を 放棄せ ざる を 得す。 

たまし ひ 

唯 だ ニー 目せ で 止み難く 覺 ゆる は、 ヨハネ 第三 書の 二 節に ぞ ある。 曰く、 愛する 者よ、 汝が靈 魂の 

隆ん なる 如く、 汝 凡ての 事に 付きて 隆んに また 健 かならん を 我 願 ふと。 老 使徒 ヨハネ は 其の 友 を 愛 

する に當 り、 唯 だ 彼等が 世上の 富贵榮 達の 點に 於て 得意な らんこと を 喜ぶ に 非す。 彼等の ために 第 

一 に 求めた. ろ 事 は、 其の 靈 性の 隆ん なる てふ點 にて ありき。 靈 性の 進歩 は 凡て 進歩 發 達の 基礎 標準 

なりと 彼は覺 悟したり しなり。 靈 性の 隆ん なること なくして、 獨り 世上の 富 *; 榮達 のみ 意の 如くな 

る は、 沐猴 にして 冠 冕す るの 類、 不 似合 ひ 極まれる のみなら す、 其の 利 達 却て 靈 性の 進歩 を 妨げ、 

之を墮 落せし むる の媒 となる ことなき を保證 すべから す。 ヨハネ は 友 を 愛する に 於て、 最も 深く 其 

のま 性に 目 を 着けた るな り。 余 K は 人と 交る に當 つて 大いに 玆に 注意せ ざるべ からす。 今や 夫婦に 


も 茶飲み友達なる もの あり。 交友 も 多く は 飲食 遊戯 を 以て 相 親む の 外、 深き 關係を 結ばざる 世の中 

なれば、 ヨハネの 友 道を唱 ふるの 甚だ 切要なる を感 す。 

凡ての 賜 は 責任 を 意味す。 二 千金 乃至 五 千金 を與 へられし もの は、 有りし 儘に て 之 を 保存す るの 

みならす、 活用して 利 倍す るの 責任 を 負 はすん ば あるべ からす。 吾人の 友 を 得る や 天下の 至寶 とし 

て 之 を 珍重し、 いつまでも 之 を繼續 する の 義務 を 怠る ことな かるべき なり。 友情 は 培養の 功 を 積 

^ 力めて 其の 發育 せんこと を 計らざる ベから す。 舞す こと を 怠る がた めに、 苗に して 秀です、 秀 

でて 實ら ざる 友誼 少 からざる は、 人間の 遣憾 何もの か 之に 如かん や。 ずつ 者に は 更に 多く を與 へら 

ォ 有たざる 者より は 其の 旣に 有て る もの をまで 取り去らる。 昨日の 淵 は、 ト 日の 瀨と、 變り ずく 

世の中の 常に は あれ ど、 過ぎ 来し方 を 顧みて、 友情の 新陳代謝、 冷 熱 消長 ほど 悲しき ことす く. な 

からん。 

或は 利己心に 驅られ 、友の 愛を獨 占めに せんと 試み、 無體 なる 要求 隙間な きがため に、 一 旦 結ば^ 

し 友垣に 間隙 を 生じ、 自ら 相互の 關係 をして 疎遠なら しむる こと あり。 友情 は 利己心と 一致す る こ 

と 能 はす、 永久の 交誼 は 嫉妬と 伴 ふべき に 非ざる なり。 人 をして 己の 友 を 愛せし め、 己の 友 をして 

ム 其の 美德を 分配せ しめんと 欲する は、 誠 ある 友の 心驟 くべき 所に 非す や。 或は 友 道の 柱石と も 


謂 ふべき 禮^ を 怠り、 穴」 うして 無遠慮に 過ぐ るより、 朋友の 何時しか 疎くな り 行きて、 吳 越の 如 

き 様に 終る もの も少 からす。 英國の 博士 ホ ー トン 氏が、 『家庭に 於る 四つの 柱石』 と题 する 小冊子 

に、 夫： i 親子 兄弟の^ 柄 にても、 禮懷を 重んぜ ざれば 其の 關係を 美 はしく 繼繽 し、 深く 之 を 耕す こ 

と 能 はすと 論す るの 二  =T め-り。 親子 夫録相 親む こと 深ければ とて、 故ら に 無遠慮に なり、 M に 粗暴 

を 極め、 無頓着に 流る るの 必要 何處 にか ある。 親睦の ffil を 交換し、 同情の 聖禮 典を擧 行す る こと 

を勉 めす、 贺 すべき こと ある も 之を賀 せざる を 以て 親密なる 證據 となし、 謝すべき こと ある も 之 を 

謝する は 他人ら しきに 似たり とて、 素 知らぬ 樣を裝 ひ、 唯 だ 自動 機械の 一 所に 集れる 如き 生活 をな 

すの み〕 斯の 如くして 情愛の 發達思 ふ 程に 進ます、 其の 始め や 春の 如く なれ ども、 其の 末 唯 だ 秋風 

落 寞の感 を 催す に 至る も、 敢て 之を怪 むに 足らざる なり。 貝 原 益 軒が、 夫婦の 間 は 常に 婚姻 を 取り 

結べる 當 時の 如く あらま ほしと 言 ひし は、 實に 人生の 經驗に 富める 一 一一 目な りと 思 はる〕 禮儀は 愛な 

くして おしく 北 ハの 形式 を存 する こと を 得べ し。 之 を虛禮 とい ふ。 然れ ども 3 具 個の 愛 は 之 を 表彰す る 

の 儀式 禮典 なくして 維持 せらるべき ものに 非す。 況ゃ之 を 培 tf して、 愈々 高く 且つ 深から しめんと 

欲する に 於て を や。 

友 は 之 を取拔 ふに 深く 意 を 川ゐ、 苟も 之 を破壤 する やうの こと 無き を 力めざる ベから す。 友情 

は 最も 人ら しきもの なり。 人の子 は禽 のよりも 之 を 養育す るに 用心 精細なる を耍 す。 吾人 は此用 

心 を 怠る がた めに 幾多の 友 を 失 ひしゃ を 顧み、 之が 維持と 培養と に 注意す る こと 一 層 深 からん こと 


を 要す 我の S くこと 稀なる 友の 門前に は、 荆蔬生 ひ 茂り. て、 他日 わが 往 くべき 途を 塞ぐ。 書信 を 

往復し、 音 問 を 交換し、 情 を 寄せ、 誠 を 致し、 忠信 を盡す こと 少 ければ、 友情の 日に 冷 かなる こと 

當然 なりと むべき のみ。 蓋し 友情 は 愛 を 其の 經 とし、 忠に相 仕へ、 互 ひに 相扶 くる を 以て 其の 線 

となさざる ベから す。 唯 だ 已を利 せんとす るの 心の み 盛んなる は、 友情 を溫 むる の 道に 非ざる な 

り. 己の 欲する 所 は 人 も 亦 之 を 欲する ことなる を 記憶せ よ。 利 を 標準と する もの は、 また 利 こ 依つ 

て 報酬 を受 くる こと を覺 悟すべし。 我 も 利と 曾 ひ 友 も 利と 首 ふ。 朋友 互に 利 を， I つて 交靑溫 かなら 

ん こと を 期す る は、 木に 嬰り て 魚 を 求む るの 類に 非す や。 眞 誠の 朋友 は 事大 小と なく、 如何なる 機 

食 を も 之 を 空しく 逸し 去らし むる ことなく、 必す 朋友の ために 忠 厚の 實を擧 ぐる こと を 怠らざる な 

り。 眞 ある 友 は壯絕 快絶なる 時機の 至る を 待た す、 行往坐 臥、 ー颦ー 笑の 間、 ー擧手 ー投 足の 勞 

も、 友の 爲 めに する こと を 輕んぜ す。 同人 相 仕 ふるの 精神 常に 盛んな り。 徒にい ざ 鎌 倉と いふ 大事 

の 場合 をのみ 待ち望みて、 厘 々たる 出来事の 間に 同情 を盡 し、 忠 厚の 道を實 行す る ことなき は、 友 

情 を枯棍 せし むる の 一 大 原因と す。 粗 豪に して、 洒 脆の 精神に 富めり と 見 ゆる H サゥ も、 深 沈に し 

て 執着心 强く、 其の 子 を 思 ふこと 甚だ 切に して、 哀別 離苦の 實驗 千秋 尙ほー 日の 如く、 昔時の 所懐 

何時 ま 1 も鮮 かなる ヤコ ブは、 神の 國を嗣 ぐに 最も 善く 適した る 者に て ありき。 使徒 ヨハネ は 年 

大いに 長け たる 後に ありて、 壯 年の 頃 曾て 耶穌 に從 遊せ し 時代 を 追懐して、 宛ら 咋今 新に 之 を經驗 

せし ものの 如く 見えたり 一)。 余輩 は 友情の 關係斯 の 如く 深切な らんこと を、 い 翻け ざるべ から 


す。 余 は 此の 目的 を 達せん がた めに 深く 心 を 用ゐ、 十分に カを識 して、 其の 培養 を 力むべき こ 

となり。 

然れ ども 人間の 交友 は 如何に ffl- 心すれば とて、 a 々の變 化に 伴 はれざる を 得す。 兒 時の 玩 器に 相 

親しめる 友、 老大の 時に 至りて は、 比隣 も 天外の 如く 相 疎む こと あるに 非す や。 同窓の 友、 甲 は 乙 を 

後に 置きて 獨り靑 雲の 梯に 登る。 政治 上の 行懸 り、 境遇の 變 t)、 事業の 異同、 集散 離合 等、 穩々 の 

關 係より、 莫逆の 友と 呼ばれし もの 心なら す も相隔 りて、 鬼 は 全く 相 忘る るに 至る こと あり。 宗敎 

上の 關 係の 如き も 友交に 少 からざる 影響を及ぼ すが 常な り。 加 之 人間の 友交に は、 到底 免る ベから 

ざるの 制限 ある を 如何に せん。 或は 物理 上の 制限に 隔てられて 事 多く 志と 違 ふこと あり。 互に 天の 

一方に 離れ 居り. て は、 唯 だ悔然 {〈1 を 眺め 遣りて 嘆ます る 外力な し。 父母の 慈愛、 交友の 情 も、 山河 

に 隔てられて 其の 誠 を 相 通す るに 由な し。 去る 者 は 日に 疎し。 一 瞬間の 差 千 萬 年の を 淺す。 六日 

あやめ 

の 苗2 蒲 十日の菊と 言へ る 諺 は、 人間 交際の 關係 にも 適用して、 斷 腸の 恨事 を 意味す るに 非す や。 所 

謂 物理的の 制限 は、 泰山 を腋 はさんで 北海 を 越 ゆるの 類な り。 人間の 交際 は 此の 種類の 制限 を 如何 

ともす る こと 能 はすして、 暗 淚を禁 する こと 能 はざる なり。 主 もし 兹に 在り. しなら ば、 わが 兄弟 は 

死す ベ から ざり し をと 首 へ る 不當の 語 は、 人間の 交際上 適 當に用 ゐらる べき 場合 甚だ 多し。 吾人 は 

友情 を顯 し、 胸中の 誠 を 寄せ、 彼我の 心 を 相 結ばん と 欲する こと 急なる 時 は、 或は 手 を 握り 或は 言 

もど か 

語 を 交 ふ。 握手 も肯 葉も啞 者の 手眞 似の 如く、 靴 を 隔てて 牵 きを 接く に似て、 其の 焦燥し さ 得堪ふ 


るき はす 情 激し、 も：： d りて は、 詩歌と なり また 昔樂 となる。 詩 も 歌 も 十分に 心の 機關 たる 運用 を盡 

す こと 能 はす。 斯る 場合に は 言 もな く聲 もな く、 唯だ窒 に滿 つる ナルダ の 馨香と なりて、 f 石 0 函 

を 打ち破り たる 無 聲の詩 は、 沙翁、 李 社の 文擧 よりも 更に 力 ありし に 非す や。 然れ ども 斯の 如く 有 

力なり し 無 聲の詩 も、 獨 り耶穌 に解釋 せらる るの みに て、 他の 十二 徒に は 誤解 せられて 粉々 たる 物 

議の稷 と はなり ぬ。 言語 擧作は 友情 を盡 すに 有用なる 機關に 相違な しと 雖、 其の 絕 頂に 至りて. H 却 

て 其の 本意 を遮斷 する の 故障と なる 場合 a 々あり。 時として は 此の 腹 を搔き 剖き、 此の 面皮 を 引き 

剝 きて、 欝勃 たる 心中の 所 懷を發 露す る 由 もがな と 煩 悶 する 場合 あり。 斯の 如き 事 實を求 むれば、 

其の 例 甚だ 多き ことならん。 鬼に 角 人間の 友情 は 物理 上の 制限に 支 へられて、 遺憾の 點多 きを 免，. - 

ざるな り。 加 ふるに 心理 上の 制限 ありて、 朋友の 間 を 阻隔す る こと また 極めて 多し。 人の 相 知る は 

心 を 相 知る を 尊ぶ と 李 陵 は 言 ひに き。 然れ ども 心 を 相 知る ほど 難き こと あるべ からす。 祌 ならぬ 身 

は ：！^ か 心底 を 察知して、 同情の 思ひ隈 なき こと を 得ん や。 基督が 世に 在りて 孤獨 参 0 人たり し 所 

以. の もの は、 蓋し 此の 理由に 外なら す。 其の 朋友 は 之 を 理解す る こと 能 は ざり. き。 彼 は その 朋友に 

巳の 志 を 明かに 傳 ふること を 得 ざり しなり。 彼 は 或る 制限 内に 於て、 其の 門徒と 共に 祈， する こと 

を 得し かど、 其の 遣憾 無量なる 境界線 を 超えて は、 相携 へて 共に 祈る こと さへ 出来 ざり しものと 見 

ゆ 我に, り 無き 物 思 ひ あれ ど、 一 々之 を 人に 告げん は 俥り 多し、 告げで 止むべき に 非す。 我 は 唯 

だ 曰 記の 由 紙に 之 を 吐露 せんの みと、 ボル ンズは 嘆きせ りと 聞く、 


人 問の 友情 は 心理の 制限に 隔てられて、 其の 底 蘊を傾 命 i する こと 能 はす。 一半 は由晝 にして ード 

の喑黑 なる は、 人 交友の 一大 缺陷に 非す や。 之に も 優りて 尙ほ 力なく 覺 ゆる は德義 上の 制限な 

り。 五 n 人の 交際 は 道念の 微弱なる がた めに、 朋友の 關係を 全うする こと 能 はす。 相愛の 靑 之が ため 

に厦々 龍 頭 蛇 尾の 弊 ある を 免れす。 加 ふるに 神の愛、 g や 善 を 以て 其の 標準と なすが 如く、 人間 交友 

の 愛 も、 義を^5.:んじ正しきを靠びて、 徹頭徹尾 道義 的な らん を 要す。 不義なる にも 枸 はらす、 ー且 

交 を 結びして ふ行题 りより 其の^れ 緣に紳 されて、 無條理 なる 情死 を遂 ぐるまで 朋友 相 結 托する が 

如き は、 其の 痴情 调む べきに 似 たれ ども、 道義 上より 之 を 見れば 少しも 見る に 足らざる ものな り。 

山 來關^ 武士 は 氣節を 尊ぶ の 名 あれ ど、 其の 實を^ 鑿 すれば 博徒 俠客 風の 意氣 地に して、 其の 倫 i 

上の地位 迚だ贿 劣な りと 謂 はざる ベから す。 余 W は 朋黨の it 甚だ 盛んにして、 附和雷同、 ラ. 懸 りに 

制せられ、 fwlw に 拘泥し、 苟且の 緣 故に 繁 がれて、 如何なる 不義 を も 行 ふ を 顧慮せ す、 却て 男子の 

面目 を 起す 此の にあり と 妄信す る 者 多き 今日に 於て、 人間の 友交に は道德 上の 制限 厳に 定まり 吾 

るを唱 ふるの 必要 を感 する こと 切なり。 西 鄕南洲 が、 薩 摩の 健 兒と惡 因緣を 結びし より、 其の^ 誼 

shr^ し f く 國亂 を脑し 多くの 生命 を 損 ふ を も 厭 はす、 叛旗 を飜 すに 至れる 如き は、 道義 上 極めて 

卑劣なる 所爲 なりと 雖、 世人 多く は 之 を 快 男兒の 精神 甚だ 壯烈 なりと して、 却て 道德 上の 美談と な 

すに 似たり。 一世の 法螺吹きなる 膝 海 舟が 作りし ものな りと て、 薩摩 琶琵に 合せて 歌 はるる 新體待 

の 如き は、 此の 不道徳の 張 本な りと 見做す も 決して 其の 過 首に 非ざる べき を 信す。 余 K は斯 る不德 
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義 なる 風潮に 對 して、 舊約書 申命記 十三 章の 六 節 以下に 見えた る高尙 なる 精神 を 主張し、 友交 上の 

道義 的 制限 を 明かに せんと 欲す。 HI く、 汝の 母の 生める 汝の 兄弟、 または 汝の 男子 女子、 または 汝 

の懷の 妻、 または 汝と 身命 を 共に する 汝の 朋友、 窃かに 汝を誘 ひて 言 ふ あらん、 汝も汝 の 先. 鼠 等 も 

知ら ざり し 外の 祌々 に 我等 往 きて 事 へん、 即ち 汝の 周圍 にある 國々 の 神に …… 事 へ んと言 ふ 者 あり 

とも、 汝 之に 從ふ 勿れ、. 之れ に聽く 勿れ、 之 を惜み 見る 勿れ、 之 を憐む 勿れ、 之 を 掩ひ隱 す 勿れ、 

汝必す 之 を 殺すべし、 之 を 殺す に は、 汝先づ 之に 手 を 下し、 然る 後に 民み な 手 を 下すべし と。 是れ 

政令 を 行 ふに 付きて 宣言せ しもの なる が 故に、 一 私人の 行 を 律す るに は 一 々之 を 文字通りに 適用す 

べきに 非す と雖、 其の 厳正なる 道德 上の 精神 は、 朋友 及び 徒 黨の關 係 を 制限す る 萬 古 不易の 大道に 

非す や。 ロベルト ソン 曰く、 其の 朋友の ために 德義を 賣るを 憚らざる もの は、 終に 己の ために 其朋 

友 を賣る こと さへ 憚らざる に 至らん と。 精神 上の 論理 蓋し 此の 如くなら すん ば 止まざる なり。 任俠 

義氣 などい へる 美 はしき 名稱の 下に、 極めて 輕 薄なる 背德の 友交 世に 行 はるる は 慨嘆すべき こと 

なり。 

下 

人間の 友情 は 種々 の 弱點に 制せられて、 滯 りなく 心と 心と を 結んで 遺憾な きこと を 得ざる なり。 

余輩 は 時として 最も 親しき 友人に も 知られ 難き 快樂を 抱く。 我に は汝 等の 知らざる 糈 ありと 耶穌の 


1 一一 口 はれた る 如し。 また 時として は 夫婦 兄： SJ^ の 問 にても、 思 ひかね て 慰む る 由 を さへ 知らざる 苦衛を 

とも 

感 する こと あり。 斯る 折に は 侶 を 離れ すん ば 泣く こと すら 心の 儘に 爲し能 はざる 心 池すべし。 親し 

き 人の 臨終に 際し、 彼が 死の 蔭の 谷 を獨り 歩まん とする に 悲し さ 遣る 方な く、 あはれ 相伴 ひて 之に 

力 づけ、 扶け 引きて 心 易く せ： (所 を 過ぎさせば やと 思 ふ さ 切なり と雖、 人力の 及び難き 之 を 如. 可と も 

する 能 はす、 見殺しに する の 憾みに 堪 へざる なり。 此は 古より 人 を 愛する ものの 常に 經驗 する 听に 

非す や。 人 は 其の 3： 取 犬の 苦樂 と、 せ (最も 深き 經驗 とに 於て は、 孤立 獨 歩して 他と 相 提携す る こと 能 

はす。 罪惡の 如き、 或る 意味に 於て は 極めて 社交的なる ものに て、 一人の 背 M 天下の 禍亂を 藤す。 

アダム の 罪 は 死 をして 萬 民に 王たら しめたり と 言へ る は、 力 ル ヴィ ン者 流の 主張す るまで もな く、 歷 

史上 明白なる 眞现 なり。 バウ n が 人類 を 有機 體 的に 說 明せ しこと は、 事新しく 說くを たす。 近來 

の 社會學 者の 論す る 所、 また 善 惡の關 係 波動して 影響す る 所 甚だ 廣く、 人類の 責任 實に 連帶 する も 

の ある を證 せり。 然れ ども 亦 他の 方面より 之を觀 察すれば、 罪悪 程 個人的なる もの 有る ベから す。 

余 W は 各自 已の 罪悪 を 背負 ひて 祌の 臺 前に 立つ。 此の際 我の 外に 我が 責任 を 負 ひ 得る ものな し。 

油を貯 ふること を 怠りし 五 人の 少女、 周章狼狽して 賢き 他の 五 人に 助 を 求 むれ ども 得す。 主の 臂喻 

にも 兒 ゆる 如く、 父 アブラハムの 慈愛 も、 驕る もの 久しから す、 富貴の 夢 忽ち 醒めて、 無限の 苦悶 

に 沈みた る 彼の 富める 者 を 如何と もす る こと 能 は ざり しなり。 斯の 如く 見 来れば、 罪惡 に付き 有情 

の 力 或る 程度 を 超 ゆるに 至りて 全く 無力なる を 知るべし。 余耀は 曾て ゴ ー ルが インカ ー え i ショ ン. 
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論の 補 遣と し 著述せ し 論文の 中に、 此の 犬い なる 敬虔の 秘 義を說 明す るに、 同情より 生す る 同化 力 

を 以てせられし を 面白く 玩味せ しこと あり。 最も 善き 慈母 は、 .； 则是 なき 幼兒に 同情 を 寄す る こと 深 

きがため、 已の發 育せ る 意識. 何れに か 去りて、 全く 稚兒の 意識 を 抱く ものと なりし かの 如く、 己が 

身 を 愛子の 境遇と 同化せ しむるな り。 愛の カ此に 至りて 極まれり と 謂 ふべ し。 此の 同情の 大小 深淺 

に 出り て、 母た るの 感化 力に 驚くべき 差異 は 生す るな り。 或は 其の 愛兒 と共に 居れば、 殆んど 東西 

を辨 へざる 穉 兒と異 る ものな きまで、 同情の 切なる もの あり。 之 を 最も 善き 母と なす。 大方の 母た 

る もの は斯の 如き 同情 を 有せざる がた めに、 僅に 演劇的に 禪兒の 様子 を裝 ひ、 木に 竹 を 接ぎた る 如 

く、 機械的に 幼童の 言語と 擧 動と を眞 似ん とす。 眞實に 非 ざれば 感化 力 薄し。 演劇的の 力 は、 皮相 

の 下 幾何 も 深く 徹する こと 能 はざる なり。 幼稚 圓の 最も 善き 保姆 は、 最も 完全に 子女と 同化して、 

自ら 子供ら しくな り 得る の 力 ある ものに 限れり。 凡ての 敎育 この 理に 據ら ざる ものな し。 堯舜の 如 

き 治者の 他に 異る もの、 また 此の 外に 出づ ベから す。 

人 無が 其の 相互の 關. 係と 感化 を 及ぼす 上に 於て、 同情 同化 を 要する こと 新の 如しと 雖、 共の 之 を 

爲し 得る の 力 甚だ 不十分に して、 极柢 より 一致 類同す る こと 能 はざる を、 獨り祌 に 於て は 之 を II 滿 

完全に 成就す る こと を 得。 是れ 即ち 神 子 受肉降 生の 理に して、：： 取 も 善く 人生 の 必要に 應 じたる もの、 

人力の 達し 難き 所 を 天 より 補へ りと 言 ふ も 不可な かるべし。 唯 だ 神子受 肉の 玄理 のみなら す、 人に 

代り 十字架に 死して、 罪を驗 へりて ふ 不思議なる 事實、 また 上米 說明 せし 听に 由り て 何となく 發明 


せらる る 所 多き やうに 感ぜら る。 唯 だ 人類の なし 得る 所、 通常 世間に 有り ふれる *5 に 泥み て 之 を 

S 想 すれば こそ、 種々 の 誤解 を も 来し 理解に 苦む 點も 多き ことならん。 然れ ども 人類が 如何に 望み 

て も、 .0 ら 之を實 現す るの 力なき 一致 同類の 愛、 神に 於て 至れり 盡 せりと 觀じ來 れば群 疑 永の 如く 

解け、 空に 錄 ゆる 高 峯 より 俯 陬 して、 土地の 形 狀布幾 遠近 大小、 I 目 瞭然た るが 如き 感 あり。 

<&i^ は 人 問 友情の 制限 を 論じ、 共の 弱點を 指摘す る 間に、 何時しか 神と 人との 間に 結ばる る 友情 

を說 きつつ ある を發 見す。 但し 人間 友情の 制限 は、 神の 至聖 所に 登るべき 階段に して、 人窮 つて 終 

に 神に 達する が 自然の 順序な り。 顿母 しき 故鄕 にも 身 を 置き かねて、 き" I- ひ 出で たる ヤコ ブが、 ベ 

一に Z  I 一  ん Z,  -  rnr  -  一  -Ef  )  i  ^  .  J. 11  -  ]  >  メンス • ェクス トリ； ティ *ィ 刀 • ゴッヅ ォッボ チュニ ティ 

一！' ルに が、 て 神に 近つ くの 換會を 見 ひせる 如し。 人力の 窮りは 神の 機會 なり、 と 或る 西哲 は 言へ りと 

かや 宗敎 (豕が 常に^う る 信仰なる 語 は、 取り も 直さす 祌と 人との 間に 友誼 を 結ぶ の 意味に て、 人 

Ir 力， 1^ に 信お を 超き、 其の 盛んなる 德と 力と を 仰ぎ 尊み て、 之に 生死 禍福 一切 を 委ねて 疑 ふ 所な 

く、 全心 全力 を 棒げ て 之に 事 へんと 欲す。 之 を 信仰と いふなり。 天下の 友情 之に 過ぎた る ものな か 

るべ し 人間の 不完全なる 友情 彌が 上に 上進して、 諸方に 結 ひ 回らせる 友垣 を傳 ひ、 回りくて， 

とい ふ 完全なる 友に 達せ ざれば 佛 造りて 其の 魂 を 入れざる の 麓に て、 首な き骸、 冕 を 戴かざる 王 

者、 玉の K 息の 底な きに も 比すべく、 其の 志 を 徹底せ す、 其の 終局の 目的に 達せ チ、 半途に して 徒然 

に 飼す る ものと 兑做 さ ざ る を 得す。 

人^の 情誼 は 各 一歩 二 歩 を 上に 進む るの 階段な り。 若し 愈々 進みて 其の 頃 俄然 空中に 盡 きて、 雲 


の 彼方なる 聖 殿に 上る ことなくば， 之 を 重 ぬれば 重ぬ る ほど 益々 徒勞甚 しと 謂 はざる ベから す。 

神と 人との 友交 成立して、 其の 情誼 完成す るに 至りて こそ、 人間の 不完全なる 交誼 悉く 生ける 意味 

を 具へ て 進化の 階段と なり、 天に 上る 連鎖の 金環と なりて、 人生 敎 育の 眞相 ST た 愉快に 觀 察せら る 

る を 得べ し。 斯く言 ふ は 神の愛 を大 ならし めんがた めに、 妄りに 人の 友交 を 侮蔑す る ものと 思 ふ 勿 

れ。 却て 完全なる 友交 を 神に 發 見せ ざれば、 人間の 友情 を 全うし 其の 意義 を 具足せ しめ、 其の 關係 

を 明かに し、 其の 本來の 面目 を發 揮す る こと 能 はざる の 道理 ある を 記憶すべき なり。 余輩 は 曾ても 

ほと リ 

論ぜし 如く、 人間の 愛 は 神の 邊を 迂回し、 通過して 來 るに 非 ざれば、 滿 足すべき 結 si^ を 見 難き もの 

なり。 互に 弱點を 抱く ものに て あり 乍ら、 深切 を盡 して 愛の 情誼 を 全うせん こ-と 思 ひも 寄らす、 他 

人の 情なき に 呆れ、 世の 冷淡なる に 憤り、 人の 我 を 知る こと 淺 きを 怨み、 友 道の 全から ざるに 失望 

し、 己が 精神の 徹せざる に 倦み 易き 余輩、 唯 だ 人の み を 見つ \ ありて は、 到底 友愛の 道 を 貫徹す る 

こと 能 はす。 然れ ども 一 曰 一人 問 以上に 瞳 を 凝らし、 神なる 善人 を 天の 一方に 望みて、 其の 限りなき 

慈愛に 感激し、 其の 包容 海の 如く、 其の 忍耐 譬 ふるに 物な く、 己が 如き 罪人 すら 尙ほ棄 てす して、 

之 を 救 ふの 恩 惠を譜 嘆す るに 至りて は、 人 を 怨み 世を愤 るまでに 誇れる 此の 身の 友情 破貌を 暴露し 

來 りて、 人間の 德義 少しも 見る に 足らす、 謙りて 更に 奮發 カを增 し、 神の 心 を 學んで 一 1^3 人に 厚 か 

ほとり 

らんと 欲する の 念 を 起す に 至る。 斯の 如く 神の 逢 を 迂回し 来れば、 人間の 友 道 自ら 其の 汚物 を 排除 

し 得て 光澤 天の 如く、 其の 馨香 樂 園の 花の 如くなる に 至る を 得べ し。 サミュ ヱ ル* ルサ フォルド 曰 


あから 

く、 凡ての 愛する もの は 茶 督の 傍に 立ちて 顔赧 めつ、 ありと。 余輩 は 天の 友情に 接し、 基督の 慈愛 

を 味 ひて、 自ら 慚愧 に堪 へざる もの ある を擧 ぶに 由り て、 人？ i の 友交 を 修養し、 其の 精 を拔き 其の 

美 を し、 其の 牧穫を して 現世に 於ても i>: ならしめ ざるべ からす。 

神と 友交 を締 する 時 は、 胸中 言 ふべ からざる の 平和 あり。 ベ， -コン が 言へ る 如く、 愛情 切なる 時 

は 共の 結 某と して 一 穆： の 平和 ありて、 其の 妙味 譬 ふるに 物な からん とす。 高尙 なる 友と 交れば 枯骨 

に膏 づける 如く 思 はれ、 老も 若返りて 千代 も經 ぬべ く 見 ゆ。 況ゃ神 を 友と する の 信念 切なる 者に 於 

て を や。 其の 胸中 公明正大 にして、 愛の 懐に 安ん する の 平和 何物 も 之 を擾す こと 能 はざる べし。 斯 

る 人 は 地に 屬 せざる 滿足 あり。 人と 世界との 上に 超然 獨 立し、 神の 御座に 侍立して 世の 風雲 を脾睨 

する の概 あり。 信仰の 父 アブラハム を 首め、 使徒 パゥ。 の 如き は 言 ふ も 更なり、 ル， - テル 等に 至る 

まで、 十：： より 神 を 友と せし 人々 の 傳を讀 まば、 此の 平和の 悌を 幾分 か 窺 ふこと を 得るな り。 余輩 は 

ル， - テルが、 神 わが 城な りと 歌 ひしに 由り て、 如何に カ强く 感ぜし や を 想像す。 余輩 はク ：1 ムゥェ 

ルが神 を 友と せし に. H りて、 其の 所信 を 貫く に大膽 不敵な りし を 見る。 また 余輩 は 義士 節に 死す る 

に 臨み、 皇天 上帝 眼 分明と 絶叫して、 聊か 其の 心 を 遣りた るを憐 む。 沈着に して 謹厳なる 仲 尼、 世 

の 友に 失望せ し 時 は、 己 を 知る 者 天に 在りと 思 ひて 滿足 する 所 ありし に 似たり。 

友交 は 感化の 絕 大勢 力なり。 故に 德を 修めん と 欲する 者 は 其の 交る 所を愼 む。 學は書 を讀 むより 

も、 傑れた る 人に 近づく に 如く はなし。 余輩 は 交る 听の 者に 同化 せらる。 神 を 友と する は：^ の點に 
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於て 最も 大 いなる 結果 あり。 神 は 感化 力 ある 友の 最大なる ものな り。 愛する ものよ。 我等い ま 選ば 

れて 神の 子たり。 後 如何、 未だ 顯れ す。 其の 顯 れん 時には 神に きんこと を 知る、 そ は 其の 有る が 儘 

に 之 を 見る ベければ なりと、 使徒 ヨハネの 言へ る こと 空しから す。 神の 友交 は 人 を 神ら しくな すの 

力なり。 今 tn の 如く 信仰 薄弱に して、 近く 神に 接する こと 稀なる 世に ありても、 眞實に 神と 親む も 

の は 一種の 特色 を 尊び、 個人 も 國家も 王者の 如く 堂々 として 人間に 濶 歩すべし。 神の 有る が 儘に 之 

を 見る に 至りて は、 必す 之に 肖ん こと 疑 ふべ からす。 

基督 敎は 神の 友交に よりて 人間 を 救 ふの 道な り。 神に 關す るの 敎理人 を 救 ふに 非す。 神の 友交 之、 

を 救 ふなり。 制度、 法式 人 を 導きて 天に 生れし むる に 非す。 神の愛、 人に 廣ご りて、 之に 神の 子た 

る自. £ を享 けしむ。 基督 敎は 神の 友交 を 重ん す。 故に 其の 第一 に 說く所 は、 古人が 朋友の 道な りと 

言 ひし 所の 信 を 以て 靈性を 救 ふの 動機と なすに あり。 人間の 友交 神 を 友と する に 至り、 首尾 相應じ 

根柢 固く 定まり て 本末 明かなる を 見る。 

此篇は 卜 ラム ブルの 『友愛 論』 ヒュ I. ブラックの 『友誼』 ワウ ガンの 『神秘 家 評傳』 及び ァリ スト ー トル 

の 『-1 コマ ケア ン丄シ タス』 等に 負 ふ 所 頗る 多し。 

1 八 九 八 年 七、 八 (福音 新報) 


名家 • 名家の 說敎 を聽く 

英國の 詩人 コ ウル リツ ヂ 曾て 壇に 登りて 說敎 すと 聞き、 文舉 批評の 大家 ハズリ ット 之を聽 かんと 

欲し、 朝 未明に 起き 出で、 泥濘 十哩を 歩して コ ウル リツ ヂ が說敎 すべきき 堂に 到る。 彼 は 之 を聽き 

て已の 辛勞に 酬い 得て 尙ほ餘 り あるの 妙味 を 感じ、 利益 を 得し もの 甚だ 多し。 後 文 を 作り. 其 日の 狀 

沉を 述べ て 曰く、 說敎 者の 聲は 香り 豐 かなる 香水 を 蒸溜 器に 懸けた るが 淸く 流る るに さも 似たり。 

彼が 徐に其 題意に 說き 入る や、 鷲の 風 を 凌ぎて 签に 翔る の概 あり。 余 は 眞理と 天才と が 宗敎の 前に 

相 抱涪す る を 見る の 心 地し きと。 

n 本人の 初對面 

プ 口 ー ウイ ツチ は英國 『タイ ムス』 新聞の 通信 者と して 歐洲 大陸に 駐在す る もの、 其 勢力お さお 

さ ー國の 大臣 を も 凌ぐべく、 帝王と も 膝 組みの 談話 を 試みる を 得べ し。 わが 伊藤 侯 先日 巴 里に 於て 

プロ ー ウイ ツチと き 見せし ときの 模様な りと て、 新聞紙の 報す る 所、 日本人の 品性に 關 して 參考と 

蔓窓 © 銶  三 四 五 ， 


.  0  0  0  0  •  三 s ハ 

なるべき 點 ある を 覺ゅ。 ブ 。ー ウイ ツチ 曰く、 侯 は總理 大臣たり しこと 前後 二次、 其 終りの 時 は 五 

年間 首相の 地位に 立ち、 日 淸戰爭 の 際 政權を 掌握せ しもの なり。 身長 尋常。 肩幅 廣く、  rsl ヴ I ら精旱 

果诀の 風 あり。 眼光 烟々 人 を 射、 唇 頭 微笑 を帶ぴ 易し。 初めは 何となく 長 權の色 ありて、 1^ 角 遠慮 

勝の 風 ありき。 是れ 日本人の 特性に して、 外交 宫の 夙に 認知す る 所、 談論 興に 入る に 及び、 始めて 

打ち解け 來る 云々。 

おのつ A 

人に 接する に當 り、 其初對 面の 時 は、 自ら 畏懼 遲 疑す るの 念 深く、 主客の 間に 壘を 高く し、 濠 を 

深く して、 鬪 はんとす る 軍雞の 互に 隙 を 窺 ふが 如き 態度 を 具 ふるの 點は、 一見 快活に して 樂天 的な 

りとの 批評 を 受け 得た る 日本人 實 際の 特質な りと は、 歐洲 外交官の 夙に 認知す る 所な り。 あ &斯の 

如き 力 わが 日本人の 特性と なる に 至りし もの は何ぞ や。 武士の 敎 育の 然 らしめ し 所 も あるべく、 叉 

人と 人との 間に 親愛の 情 薄く、 相 信す るの 念 乏しき に 由ら すん ば あらす。 伊藤 侯の 如き *k 苦なる 人 

すら、 新る 感覺 を初對 面の 外人に 與ふ。 ブ nl ウッチの 批評、 歐洲 外交官の 所見、 我等の 三省 を 値 

する もの あるな きを 得ん や。 

- 我 亦 別に 一 觀 あ，.. N 

田 ロ卯吉 氏 は 有名なる 經濟擧 者なる のみなら す.、 其 創意に 富む や、 S 々世の 識者 を 驚かす こと あ 

り。 彼 は漢學 者に 非す。 然れ ども 漢文 を 作り， て韓柳 をも慚 死せ しめんす る 勢 あり。 或 寺 は 與こ乘 


じ， 三十 一文字 は 愚か 其の アム ビシ 3 ンを 長歌に も 漏し、 暗黑 大陸と 稱 せらる る 亞弗利 加の 如く 

未開地なる 新體 詩に も 遠征 を 試みられ (曾て 天佑 丸に 乘 じて 南洋 貿易 を 試みられ たると 一般) て、 

ミ ル ト ンをも 人 丸 をも壓 倒す るに やとの 氣遣ひ を 世の 人に 與 へたり。 近來 叉宗敎 の部內 にまで 其の 

アム ピショ ンを 及ぼし、 宇宙 三觀 歌なる もの を 作られたり。 佛をも 基督 を も 通り越して 更に 一機軸 

を 出 だし、 我 亦 別に ー觀 ありと いかめしく 名 乘りを 上げて 說 かるる 所 は何ぞ や。 曰く、 

宇 { 由のう ちに 陰陽の  二つの 靈氣 充 ちくて 

和 すれば 即ち 見えね ども 分 るるとき は 雨雲に 

電氣も 光り 黑鐵に  磁力 も 起り 世の 人の 

知覺 にさ へ も觸 るるな り  一 切 有情の 世に出 づる 

陰陽 鍵氣の 分れな り  、 


されば 死 とても 別事な し 

1 ー氣の 漸く 和合して 

深く 女 犯 を 戒めし 

終身 狐 岡 を まもりた る 

未來は 一 つ 蓮 葉の 

夏 窓澄錄 一 


從來 分れし 陰陽の 

もとの 姿と なれるな り 

行 基 最澄空 海 も 

バ- 野の . ^町 ももろ ともに 

なかば 分けた ると もす まゐ 


三 SI 七 


樂 しき 夢 を や 結ぶ らん 

是れ鼎 軒 田 ロ卯吉 氏の、 我 亦 別に ー觀 ありと て 凡俗なる 我等に 敎へ、 其の 迷 を 露さん と 試みられ 

し 歌な り。 地 水火 風に わが 身心 を 返却す と觀 じて、 嘲弄 半分に 世を辭 したる 禪僧も ありき。 儒者の 

中には 田 口 氏の 如き 考を 以て 共 人生 觀を 立てし もの も少 からすと 我等 は 記憶す。 田 口 氏が 別に 開か 

る 見解 何處 にあり や。 若い かなこの 若 翁、 この 歌を讀 みて はモ 一一 スト も 笑 ひ、 一休 も 笑 ひ、 士 K 

ト 先生 も 笑 ふならん。 宇宙 三 觀も亦 面白き かな。 然し 夏 窓に 談笑す る 材料と して は 面白き に は 相違 

無 けれど、 死と 罪と 苦悶との 實在 せる 世界と 相對 し、 眞 面目に 斯る 託宣 を傳 へん こと は、 我等が 勇 

氣の 得て 能くす る 所に 非す。 

謙虚 寡默の 君子 

余は瑞 西人ヴ イネ I の 著述に 由り て、 非常に 大 いなる 利益 を 得た る ものの 一人な り。 先年 も或雜 

S—S 力 愛讀の 書目 を 書き記さん こと を 余に 求めし とき、 第一 に揭 げたる はヴ イネ ー の 書物て て あり 

き。 彼が. pi を 去りし は 今より 五十 年 前の ことなる が、 共の 傳 記に 依り、 其の 高潔 深邃 なる 文章に 依 

りて， 世を敎 育し、 思想 を 導きつ、 ある こと 案外に 大 いなる を 見る。 伊太利の 大 政治家 カヴ ー ルが 

自^ 國に 於る 自ぬ敎 きを 呼號 して、 その 政綱の 一とな せし は、 ヴ イネ ー の 著書 を讀 みし 結 3^ なりと 

傳 へらる。 其 他 ミン ゲッ テ、 ボンギ ー 等の 諸 大家が、 その 政治 論 をな すに 付て ヴ イネ！ に 負 ふ 所 多 


き は 識者の 夙に 熟知す る 所と す。 彼 は斯の 如く 偉大なる 人物に て ありし かど、 その ili 謙^に して 寡 

默を 守り、 ST らー 物 を も 胸中に 蓄 へざる ものの 如く 見えたり と 云 ふ。 

ヴィ ネ ー は 常に 人を隱 して 神 を顯彰 する を 生涯の 主義と なせし ものなる が、 友人 等 その 墓碑 を 作 

り、 ダ-  ^！ル霄十ニの三を撰み、 之に 銘 して 曰く、 穎悟き もの は {仝 の 光輝の 如く 離かん、 又郝 多の 

人を義 きに ti_i ^ける もの は、 星の 如くな りて 永遠に 至らん と。 然るに その 未亡人 はヴ イネ ー が 斯る頌 

譜を受 くる を 好ます、 餘り 立派なる 語の 前に は 辟易 逸 巡すべき を 慮り、 その 生前の 志に 背かん こと 

を 恐れたり と 見え、 諸 友に 乞うて 更に 第二の 經文を その 次に 錄 せんこと を 求めたり。 即ち コ 口 サイ 

書 三の 三 を 撰み たるな り。 曰く、. 其の 生命 は 基督と ともに 神の 中に 藏れ 居るな りと。 實に 優美なる 

佳話なら す や。 此の 良人に して 此の 賢妻 ありと 謂 ひつべし。 

如何なる 人 を か 引合に 出さん 

英 1： 近代史 の 著者 ジ ヤス チン • マッカ ー シ ー、 S 々自由 黨 の 下院 首領 ハルコ ー ト の演 說を讃 して 

言 ふ。 彼 は その 演說 中世 人の 熟知す る 名言 を 引用し、 世人の 耳に 慣れたる 語 を 抄出して、 その 辯 4 冊 

の 勢力 を 加 ふるに 巧な りと。 これ 最も 味 ひ ある 批評なる べしと 覺ゅ。 公衆の 前に 立ちて 敎を說 き、 

意見 を陳 ぶる ものが、 漫 りに 人の 知らざる むづ かしき 書目 人名な どを擧 ぐる は、 不利益の 甚し きも 

のな り。 

夏 窓 ® 錄  霞 九 . 
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豫 ^fln 者 

豫首 者と 言へ る 語 は、 近來宗 敎界の 流行語と なりぬ。 感情に 富み、 奇語 ロを衝 いて 出で、 大， i 

耳を壓 倒す る 如き 人 あれば， 容易に 豫ー 一 一一 n 者の 稱を負 は せらる。 然れ ども 豫言者 は正眞 至誠の 人たら 

ざるべ からす。 識見 衆に 超え、 思想 拔群 ならざる ベから す。 今日に 在りて は、 書 を も讀み • 擧識て 

も通ぜ ざれば、 豫 I 目 者と して 世に立つ ことむ つかし かるべし。 

トマス • ァー ノル ド 曾て 傳道 者の 資格 を 論じて 曰く、 凡そ 講壇に 立って 活ける 勢力と ならん に 

は、 多くの 河流に 養 はるる 湖水の 如くなる を 要すと。 然るに 傳道 者に して 河流の 常に 水 を 注ぐ もの 

なき 湖水の 如く、 否 間もなく 乾き 失する 潦 水の 如き もの 多き は 嘆すべき ことなり。 豫首者 は 積極的 

の 信念 を 有する の 人なら ざるべ からす。 神に 付き 基督に 付き、 罪と その 救 ひに 付きて、 確た る 1W 念 

なく、 消極的の 見解 及び 漠然たる 疑團を 抱く のみに て、 豫 言 者と 曾 はるる は、 名 實の相 副 はざる 是 

より 甚 しきもの あるべ からす。 豫言者 は 社會の 人となりて、 世 を 救 ひ 民 を 導く の 大志 を 抱く ものな 

ひ。 豫首 者に して 祈禱 のみ を 務め、 自己の 銀鍊 を專ら にし、 沈思 瞑想 を 唯一 の 事 葉と せし もの ある 

を 聞かす。 豫言者 は 皆 一 種の 社會 改革 家に て ありき。 然れ ども 唯 天下 國 家と 呼 はりて 社 會に意 を： 

ゆるの みに て は、 基督 敎の豫 首 者と は 謂 ふ を 得べ からす。 

舊約 時代の 豫言者 は阈家 及び 社會 ある を 知り、 獨り國 民と 神との 關係を 重し として 頃り に 之 を 痛 


論切議 せし にも 拘ら す、 人と 神との 關係、 個人 靈 性の 價値 等に 至りて は、 餘り 多く 考へ ざり しもの 

の 如く 見 ゆ。 新約に 至りて は然ら す。 基督 を はじめ その 弟子 等 は、 皆 一人の 靈 性に 非常なる 價値ぁ 

る を 認め、 祌とー 個人との 關係を 貴重して、 之 を 整理 調和す る こと を 努められたり。 故に 基督 敎の 

豫言者 は 人の 靄 を 熱愛し、 その 救 はるる こと を 戀ひ慕 ひ、 個人の 悔改に は 天使 も 自己 も歡喜 雀躍す 

る ほどの 精神 ある を 要す。 個人的の 救 を 忘れ、 靄 性の 不滅 を 度 外に 措き、 唯 社會の 不滅 を 主張し、 

國 家の 改革 を呼號 する のみなら ば、 これ 歩を轉 じて 舊約 時代に 退却す る ものと 謂 はざる ベから す。 

1;^ 木 を 出で て 幽谷に 移る と 言 はんか、 眞に殘 念 至極な り。 

ス ぺクテ 1 タ， I 

倫敦 『スぺ クテ， -タ， -』 記者 ハットン 氏 は、 七十 を 超 ゆるの 高齢に 達したり。 初め マル チノ ー 氏 

等の 說に 感服し、 ュ 一一 テリアン 流の 基督 敎 思想 を懷 抱し 居たり しが、 後 漸く その 意見 を變 じ、 純 乎 

たる 三 一 論者と はなり ぬ。 氏が 基督 敎に 付て 最も 多くの 感化 を 受けし もの をフ レデ リツ ク • デ 一一 ソ 

ン • モウ リスと す。 有名なる 經濟學 者べ， - ジホッ ト氏 とともに、 モウ リスが 說敎 を謹聽 して 餘 念な 

かりし こと は、 ハ ッ ト ン 氏の 常に 喜んで 語る 所な り。 

余 は 文 學神擧 ともに ハットン 氏の 著書に 負 ふ所少 からす。 且つ その 編 轉 する 『スぺ クテ， -タ， -JI 

ひん 

は、 余が 平素 愛讀 する 听の ものな り。 同 雜誌は 英語 界に發 行 せらる る 中に て、 最も 品よ き雜 誌に し 


て、 世人の 信用 露 厚し。 近頃、. 或 人 『ス。 へ クーア，， タ丄 社に 編輯 員と して 聘 せらるべき 屏の. 资 

格 を列擧 して 曰く、 第一、 深慮 靜 思の 人た る を 要す。 第二、 凡そ 物事 過激に 失する ことなく、 1 み 

、％ くして 樽 節の 德を失 はざる を 要す。 第三、 殆んど 知らざる 所な きを 要す。 第 四、 倫现 上の lg 察,^ 

り 文 舉を味 ふの 素養な かるべ からす。 第五、 誠實 なる 奉敎 心に 富まざる ベから す。 第 六、 . ^羊 S 

に 印度の 事 I 通せざる ベから t 第 七、 親切なる 老ま 如き 氣分を 以て 萬般 S 物 を I 辯 論す 

るの 風を存 すべし と。 此は ハットン 氏 及び その 同僚なる タウン センド 氏が 漸く 年老いて その 業を繼 

ぐべき 人物 を 論す るに 當り、 『スぺ クテ， -タ ー』 截誌を 最も 善く 知れる 文擧者 某の 記せし 所， 如何 こ 

も 適切に その 特 質を 列擧し 得たり と 謂 ふべ し。 f 雜 誌の 我 國に廣 く 誓 れんこと は 我等の 切 

望す る 所な り。 

アポ スーズ I トとコ ンゲァ 1 ト 

吾人 は 翻然 志を變 じて 昨今の 甚 しく 相 異 るを耻 とすべ からす。 手 を 翻せば 雲 手 を 覆せ は萌、 人称々 

たる 謹 は 固より 蒙 S む 所な り。 然れ ども 零る 所 I ひて、 if  if 出囊 退す 

ベて 確信に 由って 定まる もの 少き は、 今日の 大患な り。 或は 信仰 を拗 つもの あり。 或は 倚 道の 聖 f 

を 返く もの あり。 或は 敎會 より 遠 かる もの あり。 我等 は その 事に 付て 憂 へんより、 寧ろ その 事の ぬ 

つて 来る 所に 付て、 或は 慰め 或は 憂 ふべ し。 主 蒙た め、 ？る ことのた めに、 志 を 零る は？ 


讃 むべき ことに 非す や。 唯だァ ボス テ， -ト となる 勿れ。 ァ ボス テ， -トと は 確信に 依らす して 志を變 

する ものな り。 去る 者 は 去るべし。 基督 を 離る る 者 は 離れよ。 唯 だ 希く はァ ボス テ， -トに 4^ すして 

コ ンヴァ ，—ト たれ。 コ ンヴァ ，-ト と は 確信に 從 つて 變 心せし 者 を 首 ふ。 ； 大下コ ンヴァ ；ト少 くして 

アポ ステ， -ト 多し。 これ 人類の 耻 なり。 敎會の 醜 事な り、 國 家の 大患な り。 

敎 會 の 自信 

英国の 女 皇^ 下 即位の 佘剛紀 念 祭に 當り、 英闺の 新聞記者 過る 六十 年 に 於る 英阈 民の 進歩 を 論 

述 せし 中に 口 バ ，- トソ ン • 一一  コ ル宗敎 界の事 を 記して 曰く、 ヴィ クト リア 女 皇の台 世に ま、 基将 

の 敎會は 自信 自任の 精神 大いに 堅 確に なり、 己の 內に 驚くべき 潜勢力の 伏在せ る を 認識し、 裔 つて 

；大 下の ために 盡す所 あらん こと を 期す るに 至れり。 茶督敎 徒の 敎會と 一 W へる 圑體の 世に 在る は、 宛 

も 『ガル フス トリ，， ム』 (愚 西哥灣 より 歐洲の 北に 注ぐ 大 いなる 暖流) の 大西洋に 於る が 如く、 周圍 

の 冷 かなる と 異る溫 度 を 有し、 劃然 151: 別せ る 流れ をな して、 其 到る 所に 美 はしき 感化 を與 ふるに 比 

すべし との 確信 は、 現に 英阈の 某： 叔 =1 敎 徒を鈹 舞しつつ あり。 之が 爲に志 を勵 まし 氣カ を皴 し、 聖^ 

獻 身の 念 もい や 增し來 り、 基督 敎の 前途 甚だ 人 意を强 からしむ るに 足れり と。 。バ 1- トソ ン • 一一  コ 

ル は 活眼 達識の 人な り。 我等 は その 言の 實に 過ぎざる をき！ I す。 

.^r や 日本に 於け る 基督の 敎會 を觀 るに、 最も 遣憾に 感ぜら るる もの は、 自旨 自任の 氣り乏 X きこ 
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となり。 敎會 をして 基督の 委托に 感じ、 其の 同情に 動かされ、 己の 衷に 他に 見るべからざる 新生 命 

の存 する を 認識し、 金銀 我に 無しと 雖、 ナザレの 耶穌て ふ 名 我に 冇るを 記憶し、 微々 たる 小 圑體尙 

ほ 基督に 伎り て 潜勢力の 無盡藏 なる を發 明し、 奮然 天下に 打って出で しむれば、 帝國の 改革 も 成就 

すべく 傳 道の 結 菜 も目覺 ましき もの あるべし。 自暴自棄 は敎會 の瘤疾 なり。 之 を 癒す に 非ざ^ 

ば、 倚 道の 進歩 決して 望むべからざる なり。  1 A 九九 年 <  g  2 音 新報) 


黑 
谷 

の 

上 
人 


(眞 宗聖敎 大全 『黑谷 上人の 傳』、 須藤 光暉の 『法然 上人』、 望月 信享の 『法然 上人 正 傳』、 

木下尙 江の 『法 然と 親鸞』) 

其の 弟子 は 彼が 精舍を 建て &、 遣 跡 を 後世に 傳 へん こと を 願へ り。 然れ ども 其の 人 自身 は 之 を 拒 

みて 曰く 『跡 を 一 廟に占 むれば、 遣法遍 からす。 源 空が 遣 跡 は 諸 州に 遍滿 すべし U 故 如何にと なれ 

ば、 念佛の 興行 は、 愚老ー 期の 勸化 なり。 然れば 念 佛を修 せん 所 は 貴賤 を 論ぜす、 海人 漁 人が ャ：： 屋 

にても、 皆な 是れ源 空が 遣 跡なる べし』。 此の 豫言 空しから す、 法然 上人の 勢力 日本 全 國に遍 くな り 

ぬ。 其の 敎義 を相續 せる 親 鷲の 創設せ し眞宗 諸派の 勢力 を 合すれば、 近頃 明 照 大師と 謚 せら.， たる 

黑 谷の 上人 源 空の 如く 宗義 傳播の 上に 於て 成功せ しもの 少な からん。 

彼 は 大藏經 に 心 を 潜め、 無量 壽經、 觀 無量 壽經、 阿 彌陀經 など を根據 とし、 信仰の 列祖と 崇めた 

る 支那の 善導、 道掉、 曇 鷲、 懷感、 小康 等の 諸 說を奨 とし、 惠心 僧都の 『往生 要 集』 を 指南と した 

るな り。 其の 唱道せ る念佛 往生の 信仰 は、 素と 彼れ 自身の 創見に 非す。 然れ ども 其の 熱烈なる 信仰 

の 實驗無 かりせば、 淨土宗 は 興起す， る こと を 得 ざり しならん。 日 $敎 の 二 大宗 派 は 實に法 然の人 
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格より 生れ 出で たりと 謂 はざる 可ら す。 

父 は 美 作國久 米の 押 領使漆 時國、 母は秦 氏。 長 承 二 年 四月 七日 作 州 久米南 條郡稻 岡の 皮に 生る。 

即ち 基督 紀元 一千 百 三十 三年の 誕生 なれば、 此の 佛 門の 聖徒 は聖べ ルナ ルドに 後る、 四十 二 年、 之 

と 時代 を 同う する こと 二十 一年、 ァシ ジの聖 フランシスに 前き だつ 四十 九 年、 之と 時代 を 同う する 

こと 三十 二 年な ひ。 彼 は 又 西 行 法師 及び 鴨 長 明らと & もに 源平 盛衰の 悲劇 を觀、 人生の 激變 に觸れ 

たり。 是れら 五 人 を 比較し 來 らば 興味深き 研究の 題目 を 見出す こと を 得べ し。 . 

漆 時 國が獨 り 子、 幼名 を 勢 至 丸と 云 ひしが、 其の 九 歳な りし 頃、 父 は、 稻 岡の 庄の預 り 所 源： s: 武 

者定 明なる ものに 夜襲せられ、 重傷 を 負 ひて 世 を 去りぬ。 勢 至 丸 健げ にも 小 弓に 矢を番 へて、 當の 

敵の 眉間に 射 あて たれ ど、 之 を斃 すに 至ら ざり し を遣憾 とせり。 然れ ども 父 は 臨終の 際 之に 遣 言し 

て 曰く 『汝 更に 會稽 の耻を 思 ひ、 敵 人 を 恨む こと 勿れ。 是れ 偏に 前世の 宿業な り。 若し 遣 恨 を 結ば 

ば 其の |:.:： 世々 に 盡き難 かるべし。 如か じ 早く 俗 を 遁れ、 家 を 出で、 我が 菩提 を Pip らひ、 自らの 解脫 

を 求めん に は』 と。 是れ 決して 君 父の 纏 I： と 俱に天 を 戴かざる を 主義と せる 武士道の 言に 非す。 佛敎 

が 其の 慈悲 忍 辱の 敎を 以て 日本 國 民の 間に、 少く とも 或る 方面に 於て は、 如何なる 感化 を 及ぼしつ 

、ありし や を 見る に 足るべし。  . 

勢 至 丸 は 父の 遣 言に 基き、 十五 歳の 時 遙に叙 山に 上 ひて 佛 門に 入り、 久安 三年 十一月 八 曰 剃髮し 

て 法師の 數に 入りぬ。 彼が 初めの 師を肥 後 阿 闍梨皇 圓と云 ひき。 其の 弟子 法然は 煩悶 苦修、 後に 至 


り念佛 往生の 安心 を 得 たれ ども、 師の阿 闍梨は 年久しく 平和の 道 を 見出す こと 能 はす、 自ら 田, 3 惟す 

らく、 我れ 容易く 生死 を出づ るの 望 無し。 若し 廣 U 生を更 めな ば、 隔生即 忘して 佛法を 忘る k こと 

あるべし。 偶々 人身 を享 けながら、 依然として 生死の 問に 輪廻 せんこと は 遺憾の 限りなり。 何とか 

して 長命の 報 を 得、 佛 再び 世に出 づ るの 機ぎ 遇 ひて、 i の 救 ひ を 得ん と 欲す。 思 ふに 命 長 きも 

の 蛇に 過ぎた る は し" 願 はく は 大蛇の 身を享 けん ものと 念じ、 遠 江 阈笠原 皮、 櫻の 池 を 領主より 

申し受け、 放ち 文 を 取り、 臨終の 時 水 を 乞 ひ、 掌に 之 を 得て 氣息 絶えたり。 時の 人 4^ は 2;- して 它： 

なり、 池の ®l めり と 信じたり とか や。 法然は 後に 至り、 彼の 池に 臨みて 先師の .f 憫み、 懇ろ 

に 之が 爲に 後世 を？ e ひたりと 云 ふ。 話頭 稍 岐路に 入る の 嫌 ある を も 憚らす、 之 を 記す もの は、 以て 

ゾ 生の 問題 切迫して、 其の 解決 を 促す こと^だ 急なる を 見るべく、 迷信と は 云へ、 也 中の 蛇と，.， 匕 

して 解決の 機會を 待たん とす。 豈斷 腸の 懷に堪 ふべ けんや。 蓋し 法然の 時代 は 人の 心 極めて 眞 面目 

^ 人生の 疑题を 誡實に 研究して、 傍目 も ふらす、 假し 全世界 を 獲と も、 靈魂を 失 は.. 何の 益 あら 

ス やとの 念 猛烈なる もの ありし なり。 歐羅巴 中 世紀 を 支配せ る 精 祌も思 ひ 合さるべし。 公家 も 武門 

も 相 率ゐて 他界の 利害に 支配せられ たる を 想 見す ベ きな り 。 

少年 法 然斯る 時代に 生 ひ 立ち、 剩 さへ 其の 出身と 境遇と に 刺激 せらる」 所^く、 左 なきだに 天 

成の 囊的 倾向禁 I らす、 渴ける も？ 水に 於け ると 一般、 求道の 士  i るが 如くに て ありき。 師 

友 は 彼 力： =.,1 に 光榮を 輝かさん こと を 期待し、 且つ 之れ を從^ 慂 して 止 まざりし かど、 靜 かに 隱れて 


修養す るの 志 金剛の 如く、 十八 歲 西塔黑 谷に 移りて 専ら 密敎を 學ぴ、 戒を修 する こと を 努めたり。 

彼が 名 を 改めて 法 然房源 空と 呼ばれし は 此の頃の ことにて ありき。 生死の 道 を 明かに せんと 欲すれ 

ば 此の 機 を 逸すべ からすと 覺 悟し、 之が 爲に 一 切 經を讀 破す るの 志 を 起し、 黑 谷の 報恩 藏に 5, 入し 

て佛 家の 諸經 典に 服 を 曝す こと 五 年、 二十 二 歳に して 之 を讀み 了り ぬ。 然れ ども 彼 は 未だ 解脫の 首」 

を 得る こと 能 はす、 煩悶 從 前と 異ならす。 さて 止むべき にあら ざれば、 北嵯哦 の淸凉 寺に 參 籠して 

釋迦牟 尼佛に 祈誓 を懸 くる こと 一七 日に 及ぶ。 結願の 曉、 今日までの 如く 天台 止觀の 修行の みに て 

は 安心立命 覺束 なし、 建 示 家の 大家； g 學 にっきて 廣く擧 ぶの 外 あるべ からすと 决、, ^せり。 彼 は先づ 

奈 良の 與福 寺に 赴きて 法相 敎の玄 底 I き、 居る こと 二 年な りし も 其の 甲斐な かりき。 復 た黑 谷に 

歸り、 轉 じて 應保 元年 九月と 云 ふに、 年 二十 九に して |の寬 雅雜師 にっきて 三 鐘 i ぴ、 三 

十二 歳の 時、 仁 和 寺の 慶雅に 華 嚴經を 受けたり。 斯の 如く 西に 注き 東に 去り、 苦、 い 慘擔、 胸に は然 

る 如き 叫喚の 着 ほ 止ます。 彼 は 出 離の i を 得 ざり しなり。 是れ より 前き、 彼 は惠| 都の 『主 

f 集』 翁み 始め、 之 S くこと I なりし が、 一 曰 又 圖らす も 有り合 ふ 彼の 奪繙 i の 序文 

を讀 むに 曰く、 『夫 往生 極 樂之敎 行 濁世 末代 之 目 足 也 道俗 貴賤 誰不， 歸者 但顯密 敎法其 文非レ 一 事 

理 業因 其 行 惟 多利智 I 之 人 未， 爲， 難 如， 予頌魯 之 者 畏敢矣 是故依 二念 佛 一門- 聊集， il 要 文， 

披レ 之修， 之 易， 覺易， 行』。 彼 は 此の 數 十字の 中に 一 道の 光明 を 認め、 渡 頭に 舟 を 得た る 心地して 歡喜 

漸く 胸に 滿 つる を覺 えたり。 宛 もルゥ テルが 羅馬 書、 又は 加拉太 書を讀 みて 福 昔の 光に 接觸 し、 玆 


に 薪 時代の 門戶を 啓きた るに も 似たり。 法 然は尙 ほ 他の 一 點に 於て ルゥ テル を 聯想せ しむ。 彼は此 

のァ ゥグス テス ス 派の 獨逸 修道^が 妻を娶 りて、 修道 的禁愁 主義に 留めの 刃 を 刺した る 如く、 月輪 

左大ほ 兼實の 求めに. H り、 其の 弟子の 中より 親 驚 を拔擢 して 公の 女婿たら しめたり。 彼 は 自ら 娶ら 

すと 雖も、 實 際に 於て は妻帶 主義の 首唱者に して、 其の 實行は 彼の 勇猛なる 決 斷に共 土け りと g 印 は ざ 

る 可ら す。 

『往生 耍集』 に 依りて 其の 方針 は 確定したり。 彼 は惠心 僧都に 依り、 尙ほ 遠く 溯， e ぽ 善導 和 尙らの 

指示せ る 線路 を迎 り、 曾て 五た び 研究せ る 一切 經を 繰り返して 讀む さ 三回、 此の^ 瀚 なる 經典を 

覽 する こと 前後 八 回、 念佛 往生の 根據經 典の 上に 確實 なりと 斷定 する HJ を 得たり。 『遂に 一 心 專念阿 

彌 陀名號 行 往坐臥 不問 時節 久近 念々 不捨者 是名正 定之業 順 彼佛願 故の 文に 至りて、 末世の 凡夫 

彌陀の 名 號を稱 せば 彼の 佛の 願に 乘 じて 確かに 往生 を 得べ かりけ りと 云 ふ 道理 を 思 ひ 定め 給 ひぬ』 

(J; 谷 上人 第 六 卷第 一 段)。 彼 をして 當 時の 實驗を 自ら 語らし めよ。 『法相 三論 天台 華嚴 眞言 佛 、い の 諸 

大乘 の宗、 遍く擧 し 悉く 明む るに、 入門 は異 りと 雖も、 皆佛 性の 一 理 を悟顯 する こと を 明す。 ^^詮 

は 一致な り。 法 は 深 妙な りと 雖も、 我が 機す ベて 及び難し。 經典 を披覽 する に、 其の 智愚 なりい 行 

法 を 修得す るに 其の 心 翻て 味し。 朝々 に 定めて 惡 趣に 沈まん こと を 恐怖す。 夕々 に 出 離の 緣の 闕ナ 

たる こと を 悲嘆す。 茫々 たる 恨に は 渡に 船 を 失 ふが 如し。 朦々 たる 憂に は 閤に道 を 迷 ふが 如し。 歎 

きながら 如 來の敎 法 を 習 ひ、 悲 みながら 人 師の解 釋を學 ぶ。 黑 谷の 報恩 藏に 入て 一切 經を 披見す る 
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こと 旣に 五遍に 及びぬ。 然れ ども 尙ほ 未だ 出 離の 耍法を 悟り 得す。 愁情 愈よ 深く、 學意 益す 盛んな 

り。 愛に 善 因忽に 熟し、 宿 緣頓に 顯れ、 京師 善導 和尙勸 化の 八帖の 聖書 を拜 見す るに、 末代 造 悪の 

凡夫 出 離 生死の 旨 を 判定し 給へ り。 粗に 管 見して 未だ 玄意 を曉ら すと 雖も、 隨喜 身に 餘り、 身 

爲に 立つ。 とり わき 見る こと 三遍。 前後 合せて 八帖 なり。 時に 觀經散 善義の 一 心 專念彌 陀の名 虎め 

文に 至て 善導の 元 意 を 得たり。 歡 喜の 餘 りに 聞く 人 無 かりし かど も、 予が 如き 下 機の 見 法 は、 ¥ 

00000  0000  ーズー 4r^l-vwr^, 

陀.^ の 法藏因 位の 昔. 豫て 定め 置かる ふ を やと、 高 聲に唱 へて、 感悅髓 に 徹し、 落淚、 下 1 仃なり 

き』。 法 然も 親鸞 も 『阿 彌陀佛 は 衆生に 。代 1 で 願と 行と を圓滿 して 我らが 往生 を^" ま^ 給 ふなり。 

十 方 衆生の 願 行圆滿 して 往生 成就せ しとき、 機 法 ー體の 南無 阿 彌陀佛 の 正覺を 成し 給 ひしな り。 

るが 故に 佛の 正覺の 外に は 凡夫の 往生 はなき なり』 (安心 決定 鈔) と 信じたり。 『今の 他力の 頸 行 は 1， 

は佛 體に勵 みて 功を无 善の 我らに 譲』 ると は 彼らの 噴 罪 論に あらす や。 彌陀は 自ら 勵 みて 願 行を遂 

げ、 正覺を 圓滿に 成就せ り。 其の 功を无 善の 人類に 譲りて 之 を 救 ふと 說 きしな り。 請る と は カル ヴ 

ヰ ン 主義者の ィム ピウ テヱ ショ ンと左 も 似たり。 基督 者念佛 往生の 佛學に 於て 他山の石 を 3；； しおし、 

具 の 信仰 を發 揮す る の 材料 を與 へらる 人 こと あらん も、 之を怪 むに 足らざる ベ し。 

法然 及び： S 徒の 斯の 如く 信賴 せる 阿 彌陀佛 は 願 行 を 成就し 其の 精み たる 功德を 人 鎖に 讓與 すべし 

と 云 ふな ど、 其の 他 凡て 彼らの 信仰 態度 は 人格 的なる 佛を 認めた K> ものな り。 彼ら は 確に 法 本尊の 

宗敎 家に 非す して 人格 本尊 的なる を 疑 ふ 可ら す。 彼ら は 汎神者 流の H サゥの 如く なれ ど、 共の鞞：^は 


厘々 人格 的 有；^^ の ヤコ ブに 似たり けり。 法然の 如く 人生の 大 問題に 烦悶 し、 鶴 的 希 ひ f.: 燃る が 如き 

心 胸 は 15 玻 なる 佛敎 竹舉の 汎祌的 態度に 滿足 する こと 能 はす。 茫. - たる 天地、 之に 问愦を 寄せて，？^ 

ひの 憐み を垂 る、 もの もや あらんとの 本能 的 想像 を 禁 する こと 能 はす。 是れ應 て 一 1^ の惯 ぉ斷定 こ 

して ！！：！ 仰に 進む の 梁な り。 log く 言へば 願 は 思想の 父な りと肯 はす や。 彼ら は 鹿の 溪水を 化. is- ひ 喘ぐ 

が 如き 必要に 其の 眼 を 開かれ、 何時しか 愛 滴る が 如き 慈葡を 認め^た. る 心地 ぞ せらる。 彼ら は 『多 

くの をな し、 多くの 方法 を もて 豫 一一 一一 II 者に より 列 祖らに 吿げ給 ひし』 祌を 不充分ながら も 坑^ 見 

しもの ならん。 祌は£^^て彼らを孤兒として棄てざりしなり。 佛敎者 は 非 佛敎的 理の 一 端 を 1^ 破 

し^たるが 爲に、 强 いて 往生の 素懷を 遂げし ものな らん。 彼ら は 其の 『識ら ざる 祌』 に 依りて 祝 一 I 祸 

を 川：： たり。 

盡く 書 を 信 すれば 齊無 きに 若 かす。 然れ ども 佛敎者 は 存外に 文字の 崇拜 者な り。 彼ら は 其の 依據 

を經 典に 求む るに 熱する の 餘り. 批評 も 無く、 識^ を も 加へ す、 漫然 經典 を诛猴 り、 孰 も 如是我聞 

と點 g 、きて、 紛々 相 矛 せる 文章に 拘泥して、 八 宗十宗 幾多の 宗論 を鬪 はせ つ/^ あり。 法然 が. 一 切 

經 を涉獵 する Hi  ，八 回な りしと 云 ふ も、 せ バの励 機 は浙る 病毒に 感染し 居た ろ より 來り しならん。 ：j: 右し 

基帑 者の、 有祌 論に 於け るが 如く、  碑！ 舉に 於け るが 如き 態度 を 取りた らんに は、 假ひ 三部 經に如 

何なる 文字の あり たれば とて、 i£j ちに 彌陀の 願 行 を認む る こ と は 容易な る 戴に 非 ざ る を感す ベ かり 

しなり。 彼は餘 りに 深く 文字 を 信じたり。 文字 即 Si 槃とも 云 ふべき 結 菜に、 危 くも 共の 安心の 綱 を 打 
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ち 懸けし なり。 

彼らの 阿彌 陀信賴 は、 總 て佛敎 の禮拜 が、 印度 古代の 神話 及び 雜駁 なる 多祌的 迷信と 纏綿 化合し 

て 識ヌし 難き と 同じく、 一面 は 笑 ふべき 神話に 其の 根據を 置け り。 法然の 所謂 『阿 彌陀怫 の 法藏因 

位の 昔』 (上文 參看) と は 何 を 云 ふか。 是は 阿彌陀 が法藏 比丘と て 朱だ佛 Bif^ 一得ざる 因 位て ふ 菩薩の 

地位に 在りて 頻りに 向上の 道 を迎り 居た る 其の 昔 を 指して 然か 云へ るな り。 (村 上專精 著 『怫陀 論』 

四 三 四 頁 以下 參 照)。 乃往 過去 久遠 無量 不可思議 無央數 劫の 往古に 當り、 定 光如 來と號 する 怫陀の 

出世 あり。 其れより して 五十 三佛 前後 相繼續 して 出現し、 其の 最後に 出現せ る 佛を稱 して 世 自在 王 

怫と稱 す。 時に (是れ 何れの 時代 ぞゃ) 國王 あり、 深く 此の世 自在 王 怫の懲 德に歸 依し、 終に 隨家を 

棄て、 一 其の 佛 弟子と なり、 其の 名 を法藏 比丘と 稱 したり。 法藏 比丘 出家して 世 自在 王佛の 弟子と な 

る や、 自ら 意志の 所在 を 世 自在 王 佛に吿 白す らく、 我が 出家 は 固より 尋常一様の 佛陀 たらん こと を 

欲求す るに あらす、 須 らく、 我れ 一 切諸佛 に超絕 せる 最極 無上の 佛陀 となりて 一 切 衆生 を救濟 し、 

之に 一大 安樂 を與 へんと する にあり と。 斯くて 法藏 比丘 は 遂に 此の 大願 を 成就せ り。 而 して 今や 大 

覺圓滿 の 阿彌陀 如来と なれり、 云々。 印度人の 囈 語に 非す や。 然れ ども 法 然等は 阿 彌陀如 來法藏 因 

位の 其の 昔と て、 此の 神話 的 比丘の 修行に 感泣し、 佛 身に 血と 肉と を 添へ て 之 を 擬人化す るの 便に 

供し ぎ 力： を 尊く も作爲 せる 觀 あるな り。 彼ら 或は 言 はん、 阿彌陀 の信賴 は法藏 * 丘の； & 話と 離 

れ 難き 關係を 有する ものに 非す。 獨 立して 眞 如の 佛 身に 阿 彌陀の 慈容を 認め 得べ しと。 然 ども 原 


始佛 敎釋迦 n 身の 信仰 は 曾 ふ も 更なり、 總て 印度 宗敎の 根 本義た る 汎神說 と、 阿彌陀 如来の 人格 的 

性 IS との 關係 離合 は 如何。 彼ら は 基叔ほ を崇拜 せざる 有 神 哲學の 困難と 等しき 疑惑の 濃霧に 包まれ ざ 

るを^^：ざるべし。 然ら ざる も 其の 本尊 は餘 りに 恬淡 無味、 理想 境に 揮 散し 去りて、 i:!: 獵 水中の 月に 

於け ると 彷彿た る 事 K を 遣す の 外 無 からん とす。 幽靈は 實戰に 於て 物の 役に立た ざれば なり。 村 上 

博士！ I： く、 『祌 にあれ、 佛 にあれ、 絕對 にあれ、 無限に あれ、 大日に あれ、 彌陀 にあれ、 すべて 其の 

名稱の 如何に 係らす、 又 其の 意味の 如何に 關 せす、 基督 其の 人 を 以て 眼鏡と なし、 彼れ に 依りて 之 

を觀ん とする^ は 即ち 其 敎 なり、 又釋迦 其の 人 を 以て 眼鏡と なし、 彼に 依りて 之 を觀ん とする 者 

は 即ち 佛敎 なり。 叉 之に 反して その 所說の 如何 を 問 はす、 某督 その 人 を 通じて 考 へざる 者 は 總て非 

某将敎 なり、 又 その 所談の 如何 を 論ぜす、 11 迦 その 人 を 通じて 考 へざる 者 は總て 非佛敎 なりと す」。 

然り、 其の 名 を 祌と云 ふ も 佛と稱 する も、 迦 其の 人 を 通じて 觀 たる ものと、 其 4:# の 人格 を じて 

瞻 仰せる ものと、 其の 問に 天 淵 管なら ざるの 間隔 ある こと 論を須 たす。 基督に 依れば 其の 父なる 祌 

に 接すべし。 鎌 倉の 大怫 像の 如き 釋迦を 飾と せる もの は、 假ひ 或る 意味に 於て 『神に 醉ふ 人たり』 

得ん も、 スピ ノウ ザの 如きに 過ぎす。 懺悔 錄の 聖ァゥ ガス チンた らんこと は 得て 期す ベから す。 多 

くは眞 如の 理體 のみ を認 むる のみ。 決して 祌の 愛と 自己と を聯 結す る こと 能 はざる べし。 故に 念佛 

往生の 信者 は、 釋迦の 額に 基督 敎の 神と 幾分 か 相 類似せ る 人格 を附畲 せんと 試みし ものな り。 彼ら 

に對 する 批評 は、 眞實に 大日 如來 を崇拜 する 眞言の 徒に も、 日 連の 擅那 にも (若し 日蓮 宗を人 本尊 
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主義と 解 すれば)、 其の 他の 怫徒 にも 適 m すべし。 彼ら は佛敎 向然の 系統 を 雕れて 岐路に 人り、 00 

の說 法よりも 靈的 希求の 必要に 驅 られ、 便 做 斷定の 指南車に 乘じ、 宗敎心 發展の 論理に 1^ か て、 

擬人化せ る 本尊 を崇拜 する に 至りし なり。 牝類の 養 ひた ズ r 騖の 雛、 河水に 游泳して 彼の 女 を 驚かせ 

るに 非ざる を g: んゃ。 此の 事 實は斯 る 順序に 從 ひて 發展せ る佛敎 徒の 中に、 其 敎の 眞理を 以てす 

るに 非 ざれば、 常 然に滿 足せし め 難き 希求 餓ゑ渴 く 如き もの ある を する に 足らん。 

左る にても 念佛 往生の 徒が、 神話に 依りて 其のせ めても の 飢渴を 癒すべき 手段 を^ん と 試みた る 

は、 耶 穌雙喩 中の 蕩兒 落魄して 腹の 豆 莢に 飽 くこと もがな と 煩悶せ ると 稍々 相似て、 テ 一一 ソンの 所 

謂 『言 呼吸 をな すに 至り、 人類の 手 を 以て、 完全なる 事業の 愛らしき 形狀に 於て、 信胺 中の きに.^ を 

實 際に 行へ り』 て ふ 歷史の 必要 を 明白に 立證 する に 足るべし。 ナザレの 耶穌の 性行 業、 其の 十字 

架上の 死 及び 第三 曰の 復活 を根據 とせる 信仰 は 健全なる 宗敎 生活の 心 職な りと 謂 はざる 可ら す。 巿 

崎 博士の 『現 身佛と 法身 佛』 及び 其の 『根本 佛敎』 ゅ^^ー讀まば、 歴史的なる 耶穌^ 叔 M 及び 其の 莨 

に 根據を 有せざる 佛敎 者が、 此の 點に 於て 如何に 苦惱を 感じつ、， あり や、 如何に 不自然なる 迂路 を 

覺束 なげに 迪 りつ、 ある や を 示すな らん。 阿彌陀 若く は觀 音に 於け る 信仰 は、 或る 程度にまで 人 を 

滿 足せし むべき 资 格の 幾分 を 具へ たりと 雖も、 到底 思想の 上に 於て 鞏间 なる 地位 を 維持し 難き もの 

あらんと す。 基督 者 は 法 然らの 信仰に 發 揮せられ たる ふ不敎 生活の 要素 を 研究す るに 由り、 其 素、 

三位 ー體 論、 摩、 罪の 敎義 などの 方面に 於て 辯證の 好材料 を發 見す る こと を 得ん。 此の方 面に は^ま 


開拓し て 牧瘦の 多 か ろ ベ き ET" 込み あり と 謂 はざる 可ら す。 

上に 說き來 れる雞 題 を輕 減し 得た ひとす る も、 佛敎の 信仰 は 小乘の 厭世， n„„ ^味 を脫 する 一と 到底 望む 

可らざる のみなら す、 大乘 佛敎、 殊に 其の 宗敎的 趣味 最も 富膽 なる 信仰に 至りても、 其の 底 深く 屈 

せる 汎祌 主義、 多 神 主義、 其の 他 幾多の 悪因 緣 纏綿して、 執念く も 其の S 糸を爲 すべく、 佛敎 たるの 

範圍 にあり て は、 到底 快刀 亂麻 を斷 つが 如く、 人格 的の 祌を 認め、 共の 窮り 無き 慈愛に 健全なる 慰 

安 を 全うする の 望みな し。 彼ら は 罪に 就きて 正しき 態度に 復 する こと 能 はざる べし。 從 つて 其の 救 

扬論 にも 缺陷 多き を 免る" を 得ざる べし。 人面 獸身 像が 其の 獸的 半身 を 土中に 埋められて、 一面 

人の 如くなる にも 拘ら す、 盡未來 際 浮ぶ 瀨の あらざる 如くな らんの み。 怫敎の 中に 存在せ る 眞理は 

基督 敎に 於て、 より 充分に、 より 健全に 全うせら るべ し。 また 佛敎 の©說 基督 敎の眞 理を發 明す る 

の 効力 無き に 非るべし。 然れ ども 之れ を 改革し、 純粹 なる 有祌 的禮拜 を、 其の 荒廢 せる 跡に 建設し 

て、 其の 生命 を 長く 持續 せんこと は 結局 不可能な ひと 論斷 せざる を 得す。 植物 をして 動物の 如く 自 

由に 活動せ しめんと 試みな ば、 必然 之れ を 枯死せ しむる の 外な きと 同一 なる 運命 は 佛敎の 免れ 難き 

數に 非す や。 

法然は 折の 如く 鬼に も 角に も念佛 往生の 基礎 を 其 胸中に 固めた ひ。 擧修ー 一十三 年、 一 意專 心阿彌 

陀を 自ら 念じ、 また 人 をして 然 かせし むる に 熱， 中し、 安元 元年、 歲四 十三、 四 明嶽を 出で、 西 山の 

.廣 谷に 下 ひて 念佛を 興行し、 吉 水に 庵 を 結びて 淨土 門の 宗敎 を宜傳 したり。 其の 敎化 朝野 を 風 藤 
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し、 至尊 も 其 念 佛に隨 喜し、 月 卿 雲 客 之に 歸依 する もの 頗る 多く、 坂 東 武士 も 法 然の說 法に は 羊の 

如く 柔和なる 信者と な ひぬ。 甘糟 太郞忠 綱が 戰 場に 臨む とき、 法 然の敎 に 依りて 信心 を 起し、 合掌 

禮拜十 念 を 授かり、 弓箭 身 を 亡す 時な りと も、 十 念 成就せば 往生 疑 ひ 無しと 論され、 喜び勇みて 坂 

本の 戰 場に 赴きし が、 戰 死を遂 ぐるに 當 りて 念怫 三百 遍 ばかり 申して 呼吸 絶えた るが 如き、 一 Q 谷 

かたき 

の戰に 『目指す 敵の 安德！ K 皇、 之に 從ふ 平家の 奴 原』 と怒號 して 武名 を 職 かした る 熊 谷 次 郞直實 

が、 法然の 『唯 だ念怫 だに 申せば、 其 功徳に 依りて 往生す るな り』 と敎 ふ. るを聽 くや、 鬼の 目に 大 

粒の 淚潜然 た ひし を怪 みて 其の 故 を 問へば、 答へ て 『手足 を も 切り、 生命 を も 捨て、 ぞ 後生 は 助か 

らんす る ぞと承 はらんと、 疾 くに 覺悟を 定め、 太刀 を も 研いで 候 ひし 者 を、 唯 だ 念 怫を だに 申き f 

は， -/ 

往生す るぞ と、 易々 と 仰せ を 承り 侍れば、 餘 りの 嬉し さに 泣かれ 侍る』 とて 其 弟子と なり、 名 を さ 

へ 蓮 生 房と 改めた るが 如き、 平重衡 が、 土 肥の 次郞が 館に 幽囚の 身と な ひて 其の 傳 道に 1|¥ の 光 を 

得た るが 如き、 平 維 盛が 窃かに 紀州粉 河 寺に 落ち 來 りて、 圖らす も 其の 念怫の 慰安 を與 へられし が 

如き、 法 然の傳 道 は 多くの 回心 實歷談 を 以て 滿 たされたり。 耳 四郞と 云へ る 盗賊が 法 然の說 敎に悔 

悟して、 遂に 心 も圓き 僧侶と 成りし 如き 美 はしき 事實も あり。 就中 面白き は 法 然が耳 四郞の 敎阿彌 

陀佛に 授けた る 最後の 敎訓 なるべし。 彼れ 將に 故鄕 なる 相 模に歸 り 住まん とする に 臨み、 法 然のー 

首 を 授かり、 生涯の 紀 念に 供 へんと 欲すと 言 ひ 出で たり。 法 念 は 之に 念 怫の法 を 示し 『早い話が 泥 

棒 じ や、 他人の 寶に思 を 懸けて 忘る、 間と て はな けれども、 平 氣な顏 して 少しも 人に 氣 付かれぬ や 


う 仕向ける。 此の 盜み心 は 全く 他人に 知られねば、 飾らぬ と 申して 可い。 決定 往生の 心 も是れ で、 

其のと きの 念 佛は佛 様の 外 は 誰れ も 御存じない』 と吿 げたり。 右の 手に 爲す所 を 左の 手に 知らす 勿 

れと敎 へ、 密室の 祈 禱を勸 め、 人に 見られん 爲に義 を 行 ふ 可ら すと 諭されし 耶穌の 言 も 思 ひ 合さ 

る。 ルゥ テルの 信仰が アン テノ ミー ーャ II ズム なりと 誤解 せられし 如く、 又 今日の 基督 敎 徒が 日本の 

國粹と 敬神 主義と を 蔑視す とて 非難 せらる」 如く、 法 然も 迫害の 的と な ひぬ。 然れ ども 彼れ は 其の 

禁止せられ たる 念佛と 其の 宣傳と を廢 止せす。 弟子の 僭ら 危 みて 諫止 せんと 試みし かば、 法 然嚴然 

言 ひ 放って 曰く 『假し 殺さる- -ま でも 念佛 申さに やならねば』 と。 斯くて 遠く 流罪に 處 せられし 

が、 途次 船 は 播州 窒の津 に 着し、 夕日 波に 沈む 頃、 若き 美人 舟 を 漕ぎ 寄せて 突然 法 然の敎 へ を 乞へ 

り。 彼 は 浮 川 竹の 遊女に て あ ひき。 法然 其の 徴悔を 聞きて 曰く 『如何にも 輕 からぬ 罪障 じ やで …… 

速 かに 今の 稼業 をお 捨てな され。 じ やが 別の 道 も 見當ら す、 叉 身命に 代る 程の 道心 未だ 起らない な 

り や、 今の 儘で よし、 專心念 佛を唱 へな され。 …… 往生 疑 ひなし』。 斯くて 美人 は 感淚を 催 ほして 舟 

を 漕ぎ 展 しぬ。 西 行の 『江 口の 遊女』 に 於け ると 一般、 佛敎道 德觀の 本質、 其の 罪悪 論の 缺損 等、 

自ら 斯る 事實に 顯れて 意味 深き を覺 ゆ。 弟子のう ちに 其の 口授 を 受けて 文章 を 整頓す る もの ありし 

が、 其の 才に慢 する の氣色 ある を 見て、 斷然 彼れ が 筆記の 勞に當 る こと を禁 めたり。 法然は 時と し 

て 峻厳なる を 得たり しなり。 彼れ は 天晴れ 人中の 將帥 にて ありき。 建 久九年 病に 臥す や、 遣 一 一 一一 II せる 

一 個條に 曰く 『予 の^ 後に は 各 宜しく 別に 住 ふべ し。 一 所に 共 居す ベから す。 共同 は 和合に 似る と 
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雖も、 又た 恐く は 鬪爭を 起さん。 靜處に 閑居して 獨り 念佛を 行す るに 如かざる なり』。 彼 は 亦 常識の 

豫言 者な りと 謂 はざる 可ら す。 此の 訓戒 を 守りし ならば、 幾多の 爭鬪は 未發に 防止せられ たるなら 

ん。 眞宗の 開祖 親變 曰く、』 たと ひ法然 上人に 滕 され 參ら せて 地獄に 墮 ちたり とも 後悔す ベ からす 

候』。 之 を 崇拜 する の 篤き 以て 見るべき なり。 黑 谷の 上人 は 人 を 引. 41  くる 人格 的 勢力の 盛んな りし 

英雄 (カァ ライルの 意味に 於て) にて ありき。 

一九 一 一年 三 H: (宗教 及び 文藝) 

日蓮 上. 人  . 

^京灣 を 左に 廻りて 半日 程 を 進めば、 房 州 保 田に 達す。 これより 人車 を储 うて 又 半日 程 を 進め 

ば、 淸澄 山の 魔に 達すべし。 淸澄は 即ち！ 11 蓮 得度の 地な り。 若し 更に 進む こと 一  Si 許 なれば、 戶 

點々、 小 灣の堤 を 擁する を 兌る。 小 it 村と いふ。 是れ曰 連 誕生の 地な り。 灣に 1； あり、 漁夫 決して. 

之 を 網せ す。 船 を 浮べて 漕ぎ 去り 漕ぎ 來れ ば、 E 鱗， 碑 を 求めて 低徊 去る ことなし。 有名なる 誕生 寺 

は 此の 灣に 面して 建ち、 產 湯の 井と 稱 する もの、 今 尙境內 の 一隅に 存す。 

日蓮の 父 は赏名 次郞重 忠と稱 し、 藤 原 姓の 人な りと 傳 ふれ ども、 架して 然る や 否や。 彼 自ら 稱し 


て 我 は 旃陀羅 の 子な りと いひし こと あるより、 或は 日蓮の 家は據 多な りしと 臆測す る もの あり。 ， 可 

れ にせよ、 彼 は 共の 幼時 を 賤民 匹夫の 間に 經 過し、 朝に 漁 歌 を 聞き、 タに 漁火 を 望み、 漁夫の 子と 

嬉戯し、 絕 えて 高尙 優美の 感化 を受 くべき 便な かりし と 見 ゆ。 彼 は 此時已 に 群兒に 異なりて 佛を ¥ 

し、 殺生 を 忌みし とい ふこと 事實 ならば、 そ は 彼が 受け 得べき 唯一の 母の ® 化なる こと を 疑な し。 

彼が 母 は^々 山 緒 ある 家に 生れし ものと 稱 せら るれば なり。 

親鸞の 生る X や、 綾 s.i* にあり、 婢僕 之に 侍す。 之 を 日蓮の 境遇に 比し 来れば、 全く 反對 なりと 

いふべ し。 親 蠻の巡 退 節度 ありて 思想 詩趣に 富み、 其の 唱道せ し眞宗 は說に 於ても 式に 於ても 華乏 

しくして 質に 富める に 反し、 B 蓮の なす 所 事毎に 殺 氣を帶 び、 題目の 族戰 場に 飜り、 太鼓の 音 耳 を 

聾する を见 る。 是れ -: 一 £ 偶然な りと せんや。 

曰 蓮 は貞應 元年 二月 を 以て 生れ、 十二 歳の 時 善 日 膨の名 を 以て 登山す。 彼の 出家 は 父母に 促され 

たる ものにして、 唯々 其の 勸 めに 從 ひたりし とはいへ、 他動 的な り。 親鸞の 萬 事を排 して 自動的に 

得度 を 望みし に 異なり。 師僧 道 善に 至りて は 同より 慈 鍉 の擧 解に 比すべく も あらす。 道 善 は 善 曰 を 

改めて 藥王 麼と稱 せし む。 後 また 是生坊 蓮 長と 改め、 終に 稱 して 日蓮と 稱す るに 至りし は、 父の 釋 

名 妙 曰、 母の 釋名妙 蓮 を 併せ 取れるな り。 彼 は此時 初めて 讀書 習字 を擧 び、 夙に 穎悟の 譽 あり。 苦 

舉 凡そ 六 年に して 剃髮を 許されし 頃 は、 行 解 共に 進み、 從 つて 佛敎 分派の 理由 を 疑 ふこと 深く、 爬 

ii 剔抉 を 思うて 止ます。 遂に 血 を 吐く に 至る。 此に 於て か當 時の 政治 中心に して 又 文 與ま 示敎の 中心 
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たる 鎌 倉に 出で、 大阿、 然阿 等と 議論 を 上下す。 居る こと 五 年、 飄然 去って 關 西に 遊び、 南都、 比 

叙、 園 城、 野 山、 到る 處 常の 師 なく、 天台 を 事び、 眞言 を擧 び、 三論 を舉 び、 法相 を擧 び、 仉舍を 

擧び、 儒を擧 び、 冷泉 家に 伺候して 和歌 をも舉 ベり。 1 此に十 年 を 過ぎ、 錦 衣 故郷に 還らん とて 

路 伊勢 を 過り、 太 廟に對 して 讀經 す。 蓋し 當時 僧家 一 般の 風な りし もの か。 

余輩 は 此點に 於て 先づ 日蓮の 宗敎 心に 疑な きこと 能 はす。 余 蒙 は 先に 彼 は 他動 的に て 出家せ しこ 

と をい へり。 思 ふに 彼 は 內宗敎 心の 機 ゆるな く、 外 唯 僧侶の 顯榮に 目 を 眩せられ て此に 至りし にあ 

らざ るか。 彼 は 熱心に 宗敎を 研究せ り。 され ど 彼 は 熱心に 宗敎を 冥想せ ざり しなり。 彼の 宗敎は 人 

生 問題より 來 りしに あらす。 彼 は 宗敎を 批評の 題目と して 講究し、 之 を 講究す る 猶ほ餘 他の 擧 問の 

如くな りしな り。 彼 若し 人生 問題に 打 たれて 冥想に 入り、 經 論に 服 を曝ぜ しもの ならば、 何の？ J あ 

りて 儒を擧 び、 和歌 を 弄ぶ こと を 得た る。 彼 は 宗敎擧 者と いふべ し。 されば 未だ 宗敎 信者と はい ひ 

難 からん、 彼 は 常に 名 譽の爲 めに 催 進せられ たり。 漁夫 を 捨て X 僧侶と なりし も、 淸 澄の 山寺 を 

て- -都會 の 地に 出で しも、 その 迹名 譽の爲 なること 之 を 看過すべく も あらす。 彼が 立宗の 本. に 至 

りても 我等 亦た 此の 疑 あり。 此を 以て 彼 は 盛に 他を排 せり。 カを盡 して 他を排 せり。 念 佛無問 禪天 

嶽、 眞言 亡 國律國 賊は柔 和な る佛 弟子 のい ふべ き 言 か は。 

彼は淸 澄に 歸 りて 先づ 父母 を 說き、 建 長 五 年 卯月 廿 八日と いへ るに 愈々 その 木 色を顯 せり。 彼 は 

寺儈を 初め 地頭 柬條景 信、 一 村の 老若男女 を會 し、 其の 前に ありて 雄 辯 滔々、 多年の 蘊蓄 を 漏せ 


り。 彼 は ほら 卜 行菩 If を 以て 其の 身に 許し、 諸宗 の； g 舉を篤 倒し、 今 は 法 華經を 流布せ ざるべ から 

すと いへ り。 彼の 他宗 を 篤 倒す る 聲は聽 衆 をして 悉く 怒らしめ ぬ。 老^^道善は地頭の怒を恐れて諄 

諄 蓮：：： K を說 けり。 蓮！^^は堅く所信を執りて動かす、 道 善 は 鶴 肋の 念に 堪へ ざり き。 され ど 清澄の 山 

は断る改^^<^を容る乂の餘地を存せざりき。 蓮 長 は 遂に 山を辭 し、 名 を 日蓮と 改めて 鎌 介： に 赴け 

り。 彼が 發途の 曰 は 即ち 亦 日 連 宗發途 の 日たり しなり。 日蓮 此の 時 三十 二。 

日蓮が 第 一 の 法 弟 を成辨 とい ふ。 初め 叙 山に ありて 稍々 造詣す る 所 あり。 謂へ らく 『傳 敎大. ^の 

法 流を亂 し、 天台 眞義を 減せ しもの は慈覺 その 人な らん』 と。 人と 遇 ふ 毎に 必す之 を 語る。 一日 無 

動 寺の 尊 海に 遇 ひて 叉 此の 意見 を 語りた るに 『足下 は 蓮 長が 徒弟なら す や、 蓮 長已に 此の 說 あり 

き』 とい ふ を 聞き、 其の 暗合に 驚き、 欣 慕の 念に 堪えす、 tn 蓮 を 鎌 倉の 松葉 ケ 谷なる 小 庵に 訪ひ、 

膝 を 交へ て 意見 全く 投合し、 止まりて 薪水の 勞を 執る。 後 六 老僧の 一人に 日照と 稱 する は 即ち 此の 

成辨 なり。 

日蓮 は 鶴 岡の 經藏に 出入す る 傍、 路傍に 立ちて 法 華を說 けり。 人 其の 論の 過激に して 新奇なる を 

喜び、 來て 之を聽 くもの 亦 茶 だ 微から す。 四條賴 基、 進士善 春、 印東 有 國等日 を 追うて 有力なる 信 

徒 加 はる。 富 木 胤繼、 ェ藤 吉隆、 池上宗 仲、 荏 原義 宗、 南部 實長等 相 踵で 歸 伏す。 富 木 胤繼は 日蓮 

の 母の 親戚に して 曾て 關 西遊 學の 間に 其の 资を 給せ しもの、 南部 實長 は身延 山を献 じて 法 華 一 宗の 

本山と なせし 人な り。 


當時 上に は 時 頼、 時宗 あり。 靑砥藤 綱 これが 輔佐の 臣 として 上下の 成敗 當ら すと いふ ことなし。 

され ど 天災 地殃は 政治の 當否を 問 ふ ものに あらす。 震災 飢饉 年々 に 起り、 加 ふるに 疫病 流行し、 父 

母 妻子 相互に 離散し、 餓莩は 道に 横 はる。 日蓮 即ち 好機 會失 ふべ からすと なし、 此の 原因 を佛 法の 

取捨 誤れる に歸 し、 金 光明、 大集、 仁王、 藥師 の 四經を 引用し、 淨土宗 を 貶して 法 華經を 揚げ、 今 

にして 犬に 斷ぜ すん ば 金 光明 經の 七難、 藥師經 の 三災 悉く 應 すべく、 戰爭 起り て國 家の 滅亡 火を觀 

るが 如しと 論じ、 一 篇の文 を 草して 時 頼に 建る。 之 を 立 正安國 論と なす。 事 は文應 元年に あり。 是 

れ 日蓮が 一 生の 中に ありて 最も 心血 を 費せ し 文字に して、 一 宗の 要旨 概ね 此の 中に 存す。 超えて 文 

永 五 年に 至り、 大 元より 牒狀 あり。 言 ふところ 通商 修交に ありと いへ ども、 語 氣往々 脅迫に 涉り、 

無 禮の廉 なきに あらす。 朝廷 即ち 其の 使者 を 逐ひ歸 す。 翌六年 W 月 及び 八 年の 春、 大 元の 使 再び 來 

朝す。 日蓮 即ち 是れ 正しく 立 正 安國論 中に 引用せ る經 文に 所謂 他 國侵逼 難に 應 する ものな りと し、 

大いに 其の 明に 誇る。 同 十一 年 十月 元の 兵船 九 10 餘艘、 兵 數ニ萬 五千對 馬の 佐 須に寇 す。 それより 

進んで 壹岐に 入り、 筑前今 津に來 り、 箱 H 箱 崎 等 到る 處 財物 を 掠め、 人民 を 屠りて 歸航 す。 零で 弘 

安四 年 七月、 大元 更に 兵數 軍艦 を增 し、 破竹の 勢 を 以て 門 司 赤間關 に侵來 す。， 偶々 腿 風 あり、 大元 

の 兵 概ね 智 亡ぶ。 初め 日蓮、 大 元の 使の 第 一 回 到来の 時に 當り、 十一 通の 書 を 裁して 宿屋 平 左衞門 

尉 彌源太 を 初め、 建 長 寺の 道隆、 極樂 寺の 良觀、 大佛殿 別當、 壽福 寺、 淨 光明寺、 多寶 寺、 長樂寺 

等に 送り 『法 華 を 誹 誘す る は 三世 諸佛の 怨敵な り、 天神 祗地 此國を 見捨て たれば こそ 大 元よりも 牒 


狀來 りたる なれ、 速 かに 高慢の 心を飜 へして、 日蓮に 歸 伏せよ』 と 論す。 而 して 一 方に は 其の 弟子 

門徒 をして 流刑、 死刑に 應 する の覺悟 をな さしめ、 大いに 決心す る 所 ある を 示す。 平 左 衞門等 即ち 

曰 蓮 を 問 註 所に 召して 其の 傍若無人の 振舞 を 責めし が、 懸 河の 辯 を 振うて 一 々その 疑を說 破し、 毫 

も 屈する 色な し。 依て 兵士 三百 人 を 遣して 其の 庵室 を 襲 ひ、 之 を 縛して 馬 北 B に 跨らし め、 市中 を 引 

廻して 遂に 寵 口に 至り、 將に之 を 屠らん とす。 偶々 天地 晦冥と なり、 風雨 一時に 來り、 其の 處刑を 

茶 さす。 北 條氏亦 其の 刑 を 減等し、 遂に 佐 渡に 流す。 是れ文 永 八 年に して 日蓮 五十 歳の 時な り。 日 

連 は 佐 渡に ありて 其の 勇氣は 益々 加 はれり。 當 時の 書狀を 見れば 覇氣 何れも 當り 難き もの あり。 又 

日蓮 は 遇 ふ 人 毎に 道を傳 へて 蹇々 倦ます、 佐 渡 全島 その 下風に 麼 かんとす るの 狀 ありき。 已 にして 

たまく 

時宗 曰 蓮を赦 して 鎌 倉に 居らし め、 又 宗門 弘通を 許可す。 日蓮の 剛愎なる、 時宗の 適々 我に 滔 ふが 

如き 狀 ある を 屑し とせす。 遂に 甲 州 身 延に隱 る。 當時 日蓮 隱遁の 動機 は 如何。 若し 夫れ 日蓮 をして 

宗教の 弘 通に 餘念 なきものな らしめば、 何ぞ 喜んで 此の 許可に 應ぜ ざる。 其の 行は婦 幼の 小 念に 類 

せす や。 又 若し 彼 をして 其の 豫 言の 正しく 的中す るの 信仰 あらば、 國 家の 危難 を 目前に して 何ぞ獨 

り 山林に 引退せ る。 彼 は大元 第一 回の 侵來 を身延 にあり て靜 かに 見物せ り。 第二 回の 侵來 あるに 及 

びて 上下 鼎 の 沸く が 如くなる も、 山 を 下る 氣色 更にな く • 乞 ふに 任せて 僅かに 調伏の 法 を 行へ り。 

其の 行 は 策士の 所爲に 類せ す や。 決して 熱心なる 愛國 家の 所爲 にあらざる なり。 

大 元の 變 來に關 して は 世論 甚だ 喧しき もの あり。 我等 輕々 に 筆 を 下す こと を 好ます。 され ど 日蓮 
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は 多 血 性の 人な りし だけに、 誰よりか 一種の インス ピレ， -ショ ンを 受けた るに あらす やと 思 はる，， 

ふし あり。 十 f.;- 世紀の 頃フ 口， - レンスの サヴォ ナロラ 伊太利 全阈 不安の 極に 建した る 寺 こ， 方り、 そ 

の 見たり とい ふ 幻 を 謙いて 云く 『一夜 炎 を 吐く 劍を携 へし 手 を 見たり。 此の 劍に銘 あり、 曰く 主宣 

はく、 其の 劍は 間もなく 疾風の 勢 を 以て 此國 に墜 下すべきな りと。 叉 此の 時 天より 聲 ありて、 信 を 

惠み、 不信 を 滅ぼし、 神の 激怒 遠から すして 至らん とい ふ を 聞け り。 此に 於て 彼の 劍 遂に 地上？ 

ひ、 一天 搔き 曇り、 雷霆 gr り囊 き、 電光 物凄く、 飢餓、 戰爭、 疫病の 相 跪で 至る を 見たり』 と。 サ 

ヴォ ナ 口 ラは 其の後 亦 曰く 『ェ レ ミヤの いひし サイ ラスの 如き もの あり。 アルプス を 越えて 此の W 

に 攻め スり、 劍を 手に して 伊太利の 虐 主を僵 さんと。 叉 その 補佐の ほ は 悉く 滅亡し、 只 Is 资美こ 

餘念 なきもの にして、 初めて 靈肉 共に 全 かるべし。 惡 人に 至りて は靈肉 分散して 地^の 火に 5yf、 

れら るべ し』 と。 豫首は 端な く 的中せ り。 佛王 チヤ ー ルス 第 八 世 大軍を 率ゐて アルプス を 越え、 ネ 

1 プル スを 陷れ、 遂に フロ ー レンス に來 襲す。 フ 口.，. レン ス 王ピ 1 トロ 鉢 を 交 ふるに 及ばす して f 

へられ、 城下の 盟 をな てし フ ロ.ー レンス を 明け渡し、 四十 S 萬圓 許の 償金 を拂 ふべき 契約 をな せり 

とい ふ。 大 元の 襲来 は 幸に して 國 威に 聊かの 增減を 加へ す、 素より フ nl レンスの 屈-辱に 似ざる な 

り。 され ど 倩々 日蓮と サヴォ ナ ラの 場合 を 比較し、 其の 豫 首の 性質、 應驗の 類似 を 思へば、 爾 

奇異の 感 なから す や。 必す しも 偶然の 的中と いふ ことな かれ。 必 すし も宗敎 上の 迷信と いふ ことな 

カオ ス テツ ド氏 等の 一 種 奇異なる 降神術と ともに、 識者の 研究すべき 慣値 ある ものなる fe, も 未に C 


知る ベから ざるな り。 

更に 我等の 奇に 堪えざる は、 日蓮が 龍 口に 難 を かれた ると、 サ ヴォナ 11 ラが所 刑の 時の 事 稍 

稍 類似す るが 如き を 見る ことこれ なり。 サ ヴォナ ラは法王等の怨責を招き、 遂に 火刑に 當 てられ 

しが、 おの 刑 に 登る や、 ロ尙ほ 祈念の 言 を 絶た す、 己に して nz を瞪 り、 許 多の 群衆 を 一 睨す。 其 

の 時 群衆 等しく 呼んで 云く、 サヴ ォナ。 ラょ、 奇蹐を 行 ふ は 即ち 今の 時な りと。 已 にして 處刑者 合 

11 をな し、 サヴ ォナ。 ラ 絞^せら る。 サヴォ 。ナラ 手 を 擴げ、 其の 狀恰 かも 群衆 を 祝福す る ものに 

似たり。 事 ra^ て.. 刑臺に 火を掛 く。 勢 極めて 猛烈な り。 此の 時偶 强風 吹き 起り、 火炎 造 體に觸 る \ 

ことなし。 見る もの 齊 しく 奇 なりと 稱し、 驚き 恐れて 嘲弄の 聲を絕 ち、 或は 遁れ 去る もの あるに 

至りし とい ふ。 絞首 臺はサ ヴォナ 。ラを 殺せり。 され ど 刀劍は 日蓮の 首に 觸れ ざり き。 日 蓮 は此に 

一 縷の 命脈 を 維持す る を 得たり。 

日 連 は 此の 後 六十 一歳まで 存ら へて、 弘 安五 年 十月 十三 日 池 上に 寂す。 人 其の 壬 年に 生れて 壬 年 

に 寂す るを奇 とす。 その 世に ある や、 鎌 倉 殿に 建言す る こと 三た び、 伊豆に 三年、 佐 渡に 四 年、 住 

處を遂 はれし こと 廿四 度、 辛酸 を-嘗め たりと いふべ し。 ぎ はす 所の 書、 立 正 安！： 論 を 初め 戒體即 身 

成佛 依、 ii 目抄、 觀心 本尊 抄、 選 時杪、 報恩 抄等 あり。 高弟 六 人、 日照、 日 如、 日與、 日向、 日 

頂、 日 持、 之 を六老 4^ とい ふ。 宗門 今 は 七 派 を 分ち、 身 延出、 妙滿 寺、 ■ 輿 門、 八 品、 本 成 寺、 本 

隆寺、 不受不 施と いふ。 信徒の 勢力 を 以て 一一 一一 n はば 眞宗 と逼 庭の 問に あらん。 

日蓮 上人  三 七 五 


日 ts? 上人  三 七 六 

日蓮 は 念 佛宗を 篤り て 無間地獄に 墮 すべき ものな りと はい へり。 され ど 日蓮の 題目 は 念佛宗 の. 名. 

號 より 打算し 來 たる ものに あらざる か。 題目 はロ稱 修行して 慧を 研く 爲め なりと いふ。 くと ころ 

の 慧とは 抑 も 何ぞ。 念 佛の聲 彌陀を 動かして その 光明 衆生 を攝 取す と說く 他力 念 佛宗の 方、 却て 道 

理に 近から す や。 呼吸 を 忍び、 太鼓に 合せて 題目 を高唱 す、 寧ろ 愚な りと いふべき なり。 之 を 要す 

るに 當 時宗 敎の勢 漸次 平民 的に 化し、 淨 土宗、 眞宗 何れも 在家の もの k 信じ 易く、 行 ひ 易き を 取 

り、 食 あれば 即ち 危坐 正 念し、 食なければ 出で て 乞食す るが 如き 宗敎 漸次 二 装 雜の狀 あり。 日蓮 即ち 

題目の 功德を 唱道して せ： (の 行 ひ 易き を 示し、 更に 現世 利 ハ徒を 加へ て 愚人 を 惑 はせ り。 熊 本の 淸 1^ 公 

社、 瘤 病患 者 道の 兩側を 挾ん で^べ りと いふ。 都下 亦 此の 類の 社 百 を 以て 數ふ べし。 彼の 天 现敎な 

どい ふ ものと 何の 選ぶ 所ぞ。 佛敎の 野卑なる もの、 墮 落せる ものと いはざる ベから す。 

我等 は  一 二日 蓮の 性行に 就て 觀 察する 所 あらんと 欲す。 彼 は 素より 文筆に 嫺は ざり. しもの k 如 

し。 その 立法 安 國論は 比 企 大學の 添削に 係る とい ふ。 され ど 彼 は 非常の 議論 家、 能辯 家たり しに 相 

違な し。 彼の 前に ありて は 何人も 其の ロを噤 がざる を 得 ざり しなり。 彼 半生の 事業 は その 雄 £H、 議 

論に よる もの 頗る 多し とい はざる ベから す。 彼が 淸 澄に 法 華を說 きし 當 時に ありて は。 議論 風 生の 

槪 ありし なるべし。 忽ちに して 富 木の 英氣を 挫き、 忽ちに して 强剛 なる 遠 藤 爲盛を 服す。 其の 論法 

巧妙なる によら すん ば あらす。 遠 藤に 對 して は 云く 『汝 念佛の 行者なら ば、 他の 經文 を說 くまで も 

なし。 汝が 頼む 阿 彌陀經 に舍利 弗、 々々や、 々々々と 三十 幾度 か 呼ばれた る 其の 舍利弗 は其經 にて 


行 道せ し^ 據ゃ ある。 法華經 第二の 會 坐に 於て、 却て 華 光如 來と なりし と あるに あらす や』 と。 

時顿、 日蓮の 立 正安國 論を讀 み、 即ち 其の 邸に 召し寄せて 詰って 云く 『汝 一 卷の書 を 差 出して 天下 

の 政事 を 侮り、 萬 人の 信心 を 惑 はす 事、 出家 沙門の 所行に は あらす』 と。 日蓮 云く 『昔、 周の 世に 

賤 しき 蔡婦 あり。 我が 機 を 織らす して 天下の 亂 れんと する を 憂へ しこと、 左 傳の昭 公卄四 年に 見え 

たり。 況んゃ 天下の 安危 は佛 法の 邪 正によ る。 これ をし も 一 百 はすん ば 出家の 本業に 違 ふなり 云々』 

と。 發 端先づ 其の 對手を 呑む。 味 者 は 皆 その 籠絡す る 所と なるな り。 

曰 蓮 は 非常に 勇氣に 富める 人な りき。 否 寧ろ 剛復 極まれる 人な りき。 親 驚の 特性に して 若し 柔和 

にあり とい はビ、 日蓮の 特性 は 即ち 剛復 にあり とい はざる ベから す。 彼の 事業 は 徹頭徹尾 此の 剛愎 

を 梁 骨と なせり。 幾多の 敵 目前に 立つ も、 凛と して 憶す る 色な く、 風雪の 中、 激浪の 上、 斷乎 とし 

て衰 へす。 荒原の 間 友な きも 寂寥 を 感ぜす。 人家 遠き 處、 食 を 絶ちて 苦痛 を訴 へす。 剛復は 即ち 志 

を遂 ぐるの 途 ならば、 我 之 を 日蓮に 見たり とい はんと 欲す。 彼の 刀刃 段々 壌の 刑場 は 刀 手の 此の 剛 

S に撲 たれて 氣 憶した る ものに あらざる か。 文 永 元年 天津の 城主 ェ藤吉 隆を訪 はんとして、 途上 東 

條景 信の 兵に 耍擊 せらる。 日蓮 景 信の 爲 めに 前額 を 傷 けられし が、 大喝 ー聲、 目 を；^ して景 信 を 叱 

す。 景信 組 進ます。 日蓮 即ち 隙に 乘 じて 遁る。 曰 蓮 若し 尋常一様の 軟骨 漢 ならしめば、 身に 寸鐵 

も帶 びす、 從者 悉く：^ る \ の 危機に 臨み、 焉んぞ 手 を 拱いて 死 を 待た ざらん や。. 而 して 彼の 剛愎 

は、 遂に その 犬 死 を 許さす。 畢生の 勇氣を 悉く 此の 瞬間に 勃發 せしめたり。 

日 連 上人  111 七 七  . 


日蓮が 父母に 闺 する 愛情に 至りて は、 だ 厚き もの ありた るが 如し。 彼 は 生涯の  一 f 扇こ會 する 

毎に、 必す 父母 を 問 はすと いふ ことなし。 乞 ふ先づ 彼が 野 山に 登りし 時の こと を 聞け。 空 海 其の a. 

をして 野 山の頂 上にまで 登らし むる，， U を 禁 じたり. と 傅 聞し、 即ち 曰く 『淺^.拔^^^弘法大師、 入 4fs« 登竺 

の 難行に 其 身 佛果を 得 たれ ども、 母 を 救 ふこと 協 は ざり しか。 m 恩 父母 を 以て 重し とする に、 三 

の 世人 如何 なれば 佛 ra^ を 得る こと 難しと いふ。 若し 鬼して 然 らんに は佛法 g 依の 一切衆生、 皆 不孝 

者と なり 謂つべし。 本 地 法相 豈斯 くの 如き ものな らん や』 と。 人を責 むる に嚴 なる 斯 くの 如し。 少 

くと も 彼 は 父母の 恩 を 記し、 父母 を 尊む こと を 忘れざる 人たり. しなり。 彼 は 豪放 不羈に して、 町、 

を も 恐れす、 何事 を も 憚らす、 意の 向 ふ 所 之 を 達せ すん ば 止ます。 男氣滿 身の 人な りし かど も、 其の 

ナ き：： 畫を發 表する に 就きて 第一 に 苦心せ し は、 其の 父母 を 驚かさん ことなりき。 父母 は 師道 蒂のー 百 

を 信じ、 淸 澄の 山 を嗣で 其の 法 燈を傳 ふる は 我が 子なる べしと 笑 傾けて 說き勸 むる に當 り、 斯る逢 

土に 屈する は 我が 志に あらす と說き 出す に は、 さすがの 日蓮 も 非常の 苦心 をな したり. しなり。 さ， e 

ど 彼 は 威勢 隆々 たる 地頭. 東條の 前に 立ち、 其の 主義 を發 表する に 少しも 逡 巡の 體 を 示さ 1. りき。 彼 

は 權威を 恐れす、 而 して 父母の 恩愛 を 憚りたり しなり。 叉 見よ、 彼 は 其の 新 主義 を發 表した るが 爲 

め 遂に 淸澄 を逐 はれ、 故 鄕を辭 して 鎌 倉に 赴かん とせる 時 父母に 遭 ひたる に、 父母 は 哀別 離苦の 理 

に 責められて 淚を灑 ぎ、 今 は 名 を 改めて 妙 日、 妙 蓮と 呼ばん とい ふ を 聞け り。 B 蓮 も 亦 心 迫り、 靑 

悲しみ、 さらば 我 も 今日より 慈父の 日の 字と 慈母の 蓮の 字 を 賜り、 以て 吾が 名と なさん といへ り。 


此の間に おする 消 C6 を 窺へば、 せ "疋 に 奥ゆかし きもの あるに あらす や。 彼 は 其の 名 を 思 ふ 毎に、 他鄕 

の 月に 吟じな がら も尙 ほその 父母 を 忘れ ざり しならん。 サヴォ ナロラ が 生涯の 中に て 最も 優美なる 

ま门 翰と しいへば、 其の 母に 送りし ものな りと いへ り。 彼 亦せ ぶに 父母 を 愛した るに 相 遠な し。 されば 

其の 世 を！^ れんと する に 常り て は、 父母の 不在に 乘 じて 家 を辭 したり。 日蓮の 父母に 至りて 諄々 其 

の 志 を 吿げ、 ：|«_ハ の 现を說 きし を 以て 彼に 比すれば、 之 を 多と せざる ベから す。 余 ffi は 彼が 行 ひしと 

いふ 奇蹐 的の こと を 信す とはい はす。 され ど弘長 三年 彼の 母の 死せ しとい ふ 時に 恰も 其の 家に 歸着 

し、 一 曰； 之 を 蘇生せ しめて 更に 四 年の 壽命を 延ばした りと いふの 1 事 を强ち 無根な りと も 思 はす。 

思 ふに 日 連が 其の 家に 歸 りたる 時 は、 母は氣^：：-^の已に 一 膨に迫りし時などにてゃぁりしならん。 而 

いて 互に 相 見る や、 母の愛、 子の 思 相 通じて 元氣 また 常に 復 したる が 如き 事情な り しゃも 知る ベ か 

らす。 母の 死す る や、 日蓮 悲しみに 堪えす。 自ら 葬式 を 營み、 塚 を 築き、 石 を 建て、 佛 iei;- を 齊 み、 

其の 墓に 請經 する こと！， 日、 名殘 惜しく も 房 州を發 足して 下總に 赴きたり。 日連他曰父母の^：！^：に寺 

を 建て、 之 を 妙 R 山 妙 蓮 寺と 號す。 叉 遠 州 貫 名の 星 敷 跡に も 一 寺 を 建立して 妙 日 を 其の 祖と 仰ぎ、 

之 を 貫 名山 妙 日 寺と 呼べり。 多 血の 男子 は 叉多淚 なり。 何ぞ日 連に 於て 獨り 之を怪 まん。 

一八 八 St 年 R 月 (曰 木 評論) 


R 蓮 上人  三 七 九 


重厚の 人ルゥ テル  三 八 Q  . 

重厚の 人ル ウテ ル 

ルゥ テルの 性格に は隨分 缺點も 多かった。 彼 を 好まぬ 人も少 くない 様で あるが、 彼は輕 薄の 人で 

なかった、 苟 くもす る 人でなかった。 彼の 生涯の 跡 も、 此の 重厚の 性に 照して 初めて 解釋の 出来る 

節が 少 くない。 千載の 下 我等 を 引き 着ける 所、 我等 を敎 ふる 所實 にこ」 にある。 

, 彼が 大擧 生であった 頃、 故鄕を 訪づれ てから、 エルフルトに 歸る 途中、 烈しい 雷鳴に 出逢った 事 

が機會 になり、 青雲の志 を擲て 修道院に 人る やうに なった 事 は 有名な 話で ある。 どうして 此の 一 事 

がか」 る 非常の 變化を 起さし めた か。 研究者の 好奇心 を牽く 問題で あるが、 ルゥ テルが 之に 就いて 

語る 所 は 極めて 簡短 である。 『自分 は 自ら を 疑 ふたから 修道 僧に なった』 とた 1- 此の 一 一一 目で ある。 

パゥ n が 自己の 意味 深い 回心の 經驗を 語る に 『心に 善しと して 彼 を 我が 心に 示し 給へ る 其の 時 云 

云』 と 云 ふに 過ぎぬ と 類して 居る。 か、 る 經驗は 仔細に 之 を 述べ 之 を 分解しょう とすれば 千 言 萬 語 

を 連ねて^ 足らぬ であらう が、 又 二目で 云へば、 自らの 力に 頼れ なくなった、 神の 恩に よっての み 

救 はれた と 云 ふだけ で 足れり である。 我等の 好奇心 を滿 足せ しむべく、 輕心 此の 神聖な 領分の 消息 

を 喋々 せぬ 所に ルゥ テル の 奥床し い 性情が 表れて 居る。 


ひなき 淵 や はさ はぐ 山川の 淺き瀕 にこ そ仇浪 はたて』 と 云 ふ 歌 も 固より 一 面の 眞理を 語る もの 

であるが、 淺ぃ 瀬に は 到底 立ち 難い 浪が 深い 淵に は 立つ ものである。 魚の 多く 網に 入った を 見て ベ 

テ。 は 『主よ 我 を 離れ 給へ、 我 は 罪人な り』 と 叫んだ。 重厚な 反射 性の 銳ぃぺ テロに 非す ば 有り得 

ざる 事で ある。 天に 藤く 雷鳴 は 之 を 聞いた 人は數 限り もない が、 た^ ルゥ テルに のみ 『聖 アンナよ 

我 を 力 け^へ 我 は 修道 とならん』 と 決心 を 起さした。 ルゥ テル は 一た び 立てし 誓 は、 よし 危險が 

去り、 精祌が 常態に 復 しても、 之を果 さすに 巳む 輕薄兒 ではなかった。 

* ホネネ * 

ルゥ テルの 重厚な 資質 は、 人に 對 する 情誼 を 重ん する 點 にも 現 はれて 居る。 父親との 間柄 を 見 

よ。 彼 は 父の 望みに 從ひ 大擧に 入りて 法擧を 修めた が、 骨肉に も 計らす 修道 儈 となった 一 事 はいた 

く 其 父の 機嫌 を 損じた。 其の 子が 悪魔に 騙詐 かされた としか 思 はれなかった。 ルゥ テル は 父の 怒 を 

解いて 同意 を 得る ために 心を碎 いた。 按手 禮を 受けて 司祭と なった 祝に は 故 鄕の父 を 招いた。 父 も 

義理堅い 老人で あるし、 叉ルゥ テルの 弟なる 子供 を 失った ことが 其 心 を 和げ たと 見へ、 祝の 進物 を 

齎し 二十 頭の 馬に 故鄕の 友達 を乘 せて ェ ル フルトに 出かけて 來た。 

其の 時で も 父 は 列席の 敎授擧 者が 修道院 生活 の 美を說 くに 同意し なか つた。 他日 ルゥ テル は 此の 

點に 於て 父の 議論の 終に 正しかった と を認 むる に 至った。 ル ウテ ルが 修道 儈の戒 を 破って 妻 を娶っ 

た 時 父は大 變な滿 足であって、 老夫婦 打ち 揃うて ゥ イツ テンべ ルヒに 出かけて 來て 祝宴に 列し、 初 

重 15 の 人ルゥ テル  .  三 八 一 


i の入ル ゥャル  三 八 二 

めて 息子の 心得 違 ひを赦 したと 云 ふ。 父が 死んだ の はルゥ テルが 四十 八の 年、 ゴ —ブルクと 云ふ處 

で 苦心 慘擔 たる 時であった。 訃音に 接する や 『私の 父 も 亦 終に 死にました』 と 偕に ありし 友人に 云 

ひながら 詩篇 を携 へて 獨り 一室に 入り 祈り 且つ 泣いた。 翌 s は 頭が 茫然して 居た ほど 泣いた。 メラ 

ンク トンに 手紙 を 書いて 『今 曰 程 私 は 死 を 物と しない s はない。 我々 は 終に 死ぬ るまで 幾度 か 死ぬ 

るので ある。 今 は 私が 家族の 中の 最 年上と なった ので 父の 後 を 追 ふて 行くべき 權利を 有する』 と 云 

つた。 

ァづ セナハ の&を 美い 聲 して 歌. ひながら パ ンを貰 ひつ」 歩いた 頃、 其の 家に 招かれて 親切 を 受け 

たュ ルス ラゴッ タ 夫人の 恩義 も 長く 忘れ 得なかった。 他年 其の 子をゥ イツ テンべ ルヒに 呼び寄せて 

面倒 を 見て やった。 又舊 領主なる マン スフ H ルト 伯爵 家に 財產爭 があって 仲裁 を賴 まれた とき、 ル 

ウテ ルは 『若し 愛する 舊主 間の 仲裁が 出来るならば 自分 は 骨 を 墓に 埋 むる も 亦 本望で ある』 と 云つ 

て、 寒風 凛洌 たる 一月の 末、 『老衰、 耗弱、 寒冷、 視る にも 隻眼し か 用を爲 さぬ』 と 云った 衰弱の 身 

を 以て 故鄕に 旅立った、 而 して 首尾よく 目的 を 果して 和解の 證書 にも 署名し 了った 還 日、 急に 病 は 

重くな つて、 翌々 日 自分が 生れし 村に 死んだ ので ある。 

ルゥ テル を 好 み 得 ざ る 人に しても 故 舊に對 する 是の 如き 眷 卢 の 情に 對 して は 親しみ を 感ぜ ぬ 者 は 

ないで あらう。 彼 は淚の 人であった。 婦の 如き 濃な 情緒が 其の 偉大な 心 腸の 裡に 波う つた。 宗敎改 

革の 運動に しても 改革の 族擧げ をしょう と 云 ふやうな 浮いた 心から 出た ので はない。 羅 i 法皇 こ對 


して 弓 を 引かう と 云 ふやうな 謀叛 氣は 毛頭 これなか つたので ある。 九十 五 筒條の 論題 を祸 示した 一 一 

年の 後で も ミル チッ ッに說 き 落され、 今後 は 免罪符 攻擊を 中止し 沈默を 守る と 云 ふ 意味の 害 翰 を 法 

皇に呈 する こと を 約束し、 翌年 『基督 者の 自. 5』 の 一書に 書翰 を 副へ て 法皇に 獻 じょうとした ほど 

である。 た 彼 は 敵意 ある エツ クの 如き 徒が， 彼 を陷 るべ く羅 馬に 於て 運動し つ. - あった 爲めル ウテ 

ルの tir 衷も 水！ S に歸 し、 斷然 法皇の 公文書 を燒 き、 橋を斷 つて 進む の 決心 をな し 得た ので ある。 ゥ 

オル ムス の會議 に 於ても 喚び 出された 節 一 曰 彼 は 熟慮の 爲め 一 曰 の 猶豫を 乞 ふて 宿所に 歸 つたので 

あるが、 夜もすがら 憂慮 苦闘、 失望と 戰 ひつ. - 祈った。 然して 後 漸く 安き 心 を 以て 翌日 議場に 立ち 

得た ので ある。 

畏 ぃ苦戰 艱難の 一 生で あつたが、 是の 性情 は 之に 悲劇的 分子 を 加へ た 冷い 现 知の 人に 取りて は斷 

ち；：，々 き宿緣 にから まれて 悶え 苦しんだ。 友人の 多かった 彼 も、 木獨り 風に 橈む が 如くし 孤 獨な戰 

をた- - かふた 敎會の 制度 及び 禮典 を定 むる に當 り、 君 侯との 關係 ゃ羅馬 敎會の 或る 敎理と 儀式に 對 

して カル ヴィ ンの やうに 絕對的 見地に 立ち 得す、 其の 改革が 徹底的に なり 得す、 動もすれば 透 巡 佇 

徊 して 禍を 後世に 遣した 嫌 ひの あるの は遣憾 であるが、 過 を 見て 仁 を 知る と 云 ふ 方から 兑れ ば、 こ 

こに ル ウテ ル の 重 の 性格 を兒 出す ことが 出来る。 

ル ウテ ル の神擧 を考へ るに 當 つても、 此の 性格 此の 氣 象が 様々 の點に 働いて 居る >t を 示す ことが 
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出来たならば 面白から うと 思 ふが、 私 は 今 之 を 試みる だけの 研究 をして 居ない。 た 極めて 杜撰な 

がら 感じた 一 ニ點を 擧げて 見たい。 ルゥ テルの 基督 敎は德 を 修め 或は 美しい 品性. を 養 ふの が 主意で 

なくして、 神との 全き 調和に 達する のが 眼目で ある。 これで 思 ふに、 彼 は 肉 身の 父の 不興 を 直し 喜 

ん でもら ぅ爲に 多年 心 を 碎 いたと 同じく、 天父の 怒りから 赦 されて 救に 入らん 爲 に悶. へ 苦んだ。 彭 

道院に はいった の も 之が 爲め、 難行苦行 したの も 之が 爲 であった。 親しい 者との 關係 如何であって 

もさして 苦痛に ならぬ やうな 輕薄兒 の 頭から か」 る 神學は 出ないで あらう。 又 我ら 罪人 は 救 主 基督 

によりて 罪を赦 され 救 を 得る ので ある。 一 心に 基督に 依り 賴 まば 祌に關 する 知識 も、 罪の 赦も、 靄 

魂の 救 もた 1- 此の 君に のみより て 得られる。 之 亦ルゥ テルの 神舉の 根本 觀念 である。 凡そ 全き 信任 

信頼 は 重厚なる 人に のみ あ.^ 得る 所で ある。 ルゥ テルの 說く 如き、 基督に 對 する 全き 信頼 は 健全で 

深みの ある 靈 魂の 働きで ある。 又ルゥ テルが、 信仰から 道德に 行く 道を說 くに 當り、 一 皆 良く 人に 

事へ 得ん が 爲に已 を 抑制す る 所以 を說く あたりな どル ウテ ル の 性格 躍如たる 所が ある。 

性格ば かひで 總 ての 事 を說 明す る こと は出來 ぬ。 更に 大 なる 神の 啓示が あり 恩寵が あるが、 此の 

啓示 を感發 し、 此の 恩寵の 價値を 知り 得る 器が ルゥ テルに あった こと を 思 はねば ならぬ。 宗敎 改革 

を紀 念す るに 當り舉 ぶべき 敎訓の 一 はこ」 にある かと 思 ふ。 

.  一九 一七 年 一 〇 gc?! 音 新報) 


. 改革 時代の 神 學者カ ルヴ イン  . 

や 六 世紀 歐州宗 敎界の 風雲 は、 頓 みに ー變 して、 電 閃き、 雷 ま？^、  .M 敗 朽陳の 天主 敎は倏 忽の間 

に 柱 折れ、 屋 破れ、 遂に 支 ふ 可から ざるに 至れ ひ。 宗敎 革命の 鐘詖は 山より 山に 鳴り渡り、 國 より 

國に馳 せ 傅 はりて、 见 るが 中に 火の手 は、 益々 衝天の 勢と なりぬ。 ル ー テル は 怒れる 獅子の 如く、 

獨 逸に 猛り 回り、 ツウィングリ ー は 白熱の 如く、 瑞 西の 野 を 燃しぬ、 而 して 天 また 一 の寧馨 兒を佛 

蘭 •€! に與 へぬ、 カル ヴ イン 乃ち 共の 人な り。  . 

彼が 孤々 の磬を 譽げて 人の子と なりし は、 紀元 一千 五 百- r.- 年 七月 十日の ことにして、 夫の ル ー テ 

S-  一 J  いひった へ  さはき  . よ： 

ルが始 て。 マの 帝都に より、 時の 遣 傳に從 ひて、 ピラトが 基督 を 審判して ふ 石段 を攀ぢ 登りつ- - 

も、 不 use 现の 白光 を 天の 一 方に 望みて、 義人 は 信仰に よりて 活く べしと 悟りて、 革命の ダイナ マ 

イト を 地に 伏せし 時より は  一 二 年 前の ことなりき。 彼の 父 は 其の 地方 監督の 書記に して、 其の 母 は 

敬虔 篤信の 人な りき。 

幼時の 目的 . 

は 中學校 及び 大擧 を經 て、 終に 僧侶と ならん との 目論見な りき。 然れ ども 彼が 十 丸 歳と なりし 時、 
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父 は 監督と 隙 を 生ぜし を 以て、 彼 も 亦 神 擧を廢 し 法律に 轉擧 せり。 かくて 法理に は大に 進歩せ しが 

自ハ R 法律家た る を 好ます、 廿歲の 時、 其の 父 身 まかりし が 故、 パリの 都 域に 上り、 其の 地方に て改 

革の 事業に 努力せ り。 彼 は資に 革命の 雄將 として 天の 選びし 寵兒 なりき。 

彼が 改心 

共の 所以と 事情と を審 にす ベから す、 然れ ども 彼が 遣せ し 所の 片言に 據れ ば、 其の 改心 は 祌の爲 

し 給 ひし 所な り。 神 は 俄に 我が 心 をして、 聖書に 從 はしめ たりと いへ り。 又 云 ふ。 我 は 俄に 光線 を 

： ] ,  はな はた 

見た る 如く、 眞理を 悟りて、 我が 罪過の 實に 太し きと、 其の 恐るべき 刑罸を 受けん としたる こと を 

感 悟し、 神の 仁慈 を 祈願し、 自ら 惡き 途を棄 て、 爵遍を 以て 神の 道に 從 ふこと を 得たり と、 此に由 

りて 之 を觀れ ば、 夫の ル ー テルの 如くに、 熱 信を懷 き、 萬 事 を 全く 神に 委ねた る や 明白な り。 さて 

彼 は 暫く パリに 滯 在せ しが、 迫害 起り し 本國を 去りて バゼル に 走り、 該地 にて 神 舉番を 出版せ り。 

而 して 其の 目的 は 改革 黨の 主張せ る眞 正の 敎義 を發 表し 以て、 反對 黨の攻 擊に當 り、 併せて 國 君に 

も 其の 說の 眞理 なること を 知らし むる にあり き。 

彼 は 衷心より 新敎を 信奉した りと 雖も、 自ら 說敎 者と なる の 希望な く、 却て 擧問を 好み、 世 を 避 

u さち 

けて 密かに 神 舉を硏 f 九し、 著述 を 以て 斯道の 證明 者た らんと 思へ り。 紀元 一千 五 百 三十 六 年、 其の 

二十 七 歳の 時、 偶然 旅行の 次で 

瑞 西 ゼ ネ バ 


を 過り しこと ありき 只 だ I 泊して 翌朝 直ちに 出立 せんと 心組みぬ。 是 より 三年 前 ゼネバ に 新敎行 

はれし も、 共の 後天 主 敎の爲 めに 爾 倒せられ、 且つ 不義、 不德の 最も 盛に 流行し つ i あるに も拘は 

5 つ  かね 

らす、 正統派の 傅 道 者 は だ少 きを 憾み 居りし 折 柄、 預 て著嘗 によりて 評 刺 噴々 たる カル ヴィ ン當 

やど 

地に 來憲 せりとの を傳 聞して、 有志 者 は 直ちに 其の 旅 宿 を 叩きぬ 而 して 切りに 正統派の ために 

說敎 者と なり、 努力 せんこと を 請へ り。 然れ ども 彼の 素志 は元來 I 定の 地に 留る ことに あら ざり け 

れば之 を 謝絶せ り。 

うけが  . 

然るに 彼等 は容 U 勿に 承諾 はすして、 いへ らく 此際默 々密かに 神學に 偏して、 大切なる 說敎 者た る 

いな  のろ  むね 

を 1^ 否む こと は、 實に祌 の 吡ひを 免るべき にあら すと， 是に 於て か 彼 は H 疋れ 全く 主の 聖旨なる べし 

と 思 ひ、 決心して 直ちに 其の 請に 應じ、 ゼネバ の說敎 者と はなり ぬ。 而 して 特に 靑年 のために 傅 道 

すろ こと を 務め 『基督 敎 問答』 を 作り、 、叉 他の 說敎 者と 共に 人民の 品行に 制裁 を 加へ、 大に！ il 正の 

道 を 講ぜり。  ， 

ゼネバ よりの 追放  . 

にが 

良藥は 口に 苦く、 善 首 は 耳に 逆 ふ、 

カル ヴ イン は 一 旦 有志 者の 知る 所と なりて、 熱心 ゼネバ の改革に從事：^、 鞠躬 努力せ しが その 規 

律の 過嚴 なる に反對 する の 精神 漸く 起り 來り、 特に 自ぬ 派なる 者 ありて、 大に 其の 說敎 者に 反抗す 

るに 至れり。 是に 於て 彼 も 僅に 二 年に して、 人民の 尊敬 を 喪 ひしが、 其の 地の 支配者 も 亦 彼に 說敎 
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する こと を嚴禁 する に 至れり。 然れ ども 熱心なる 彼 は沈默 する こと 能 はす、 主の 輕生 日に 方り、 說 

敎せ しかば 其の 翌日 忽ち 國 外に 追放 せらる & こと & なりぬ。 然るに 彼 は 反って 之 を 喜びて、 獨 逸の 

西南 地方に 移り、 其の 地の 說敎 者と なりて 益々 神學を 研究せ り。 • 

得び セネバ に 召還 せらる 

、 

家 亂れて 良妻 を 憶 ひ、 國亂れ て 忠臣 良 相 をお も ふ。 かくて 未だ 三年なら ざるに、 夫の 自由 派の 不 

品行に よりて、 市民 は 再び 不義 不潔の 間に 沈み 菜て、 叉 羅馬敎 は 其の 隙に 乘 じて 共の 道 を 再興 せん 

と 企て、 加 之 後に 反對 せし 四 人の 支配者 中二 人は該 地の 獨 立に 反對 する 舉動 ありと て、 追放 せらる 

る あり、 一 人 は 殺人罪 を 以て 死刑に 處 せられ、 他の I 人 は 負傷して 死す る あり。 支離滅裂、 市民の 

德義を 維持し、 誘掖 する 者 一人 もな きに 至りし かば、 遂に 氏 は苒び 召還 せらる k こと & なれり 此の 

時 氏 は 再歸の 希望な かりし と雖 も、 是れ亦 祌の聖 32 なるべし と 思 ひ、 終身 ゼネ バの爲 めに 力 を盡す 

こと- なれり。 

彼が 事業 及び 其の 感化 力 

彼 は 非常の 盡カ をな すが 爲 めに、 毎日 唯一 回の み飮 食せ り。 叉 睡眠の 時間 も だ少 かりき 然して 

一方に て は 諸方の 通信に 回答し、 神舉を 敎授し 市政に 關與 し、 夜 は 深更に 至る まで 著述に 從 事し、 

日 一 仪眞に 计睱な くして、 散策 漫歩す る こ とすら 無き に 至りぬ。 

かくて 彼が 名 は 15 々として、 世に 喧傳 せられし かば、 束より 西より 南より 北より、 S の 神 學を聽 


かんが 爲 めに、 此の 地に 集る 者 其の 數を 知らす。 しかの みならす 宗敎 改革の 爲 めに 本阈を 追放 せら 

れし擎 は、 此處に 雲集せ しかば、 遂に 四 4. 年の 問 ゼネバ は 信仰の 大都會 となりぬ、 驚し 彼が 辨舌 

はル ー テルに 一歩 をゅづ ひしと 雖も、 北ハの 智力、 擧識は 彼 を 凌駕せ りと いふべ し。 故に 其の 勢力 は 

能く 歐州 西部の 各國に 波及せ り。 叉 聖者の 深意 を 悟り、 且つ 之 を 解明す るの； 點に 至りても、 亦 

ル ー テルに 優 ひ。 而 して 佛蘭西 にて 改革の 領袖と なり、 其が 爲に 努力せ し 者 は、 多く 彼の 門下生な 

り さ0 

彼が 神學  ■ 

其の 神舉は 夫の ァゥ ダス チンと 大^な し。 要するに 神の 攝理を 信じ、 其の 預定を 重んじ、 說を立 

つるに あり。 而 して 人類 は 神の 律法 を 破り、 罪 を 犯し 自由 を 失 ひたれば、 專ら祌 の 仁慈に よるに あ 

ら すん ば、 救 ひに 入る. こと を 得す。 ル ー テル は 彼程 g 定說を 重んぜ ざり き。 晚餐禮 にっきて は、 义 

ル ー テル の 如く 口 を 以て キリ ス ト の 聖體を 受け 得る ものと はせ ざり き。 然れ ども ヅ ウィン グリ より 

は 尙ほー 翳 之 を 敬 東し、 信仰 を 以て 此の 大禮 を領 する 者 は、 必す キリストより 靈魂 上の 糧を受 くべ 

きこと を敎へ ぬ。 

彼が 祌學 と自. W との 關係 

カル ヴィ ンの 祌舉は 恐らく は、 人 問の 自. Q に反對 する 者な らんと 想 ひしに、 何ぞ 11 らん 彼が 說の 

行 はる- r 處、 殆んど 共和政治の 國 ならん と は、 されば 佛蘭 西、 和 蘭、 蘇 格 蘭、 米 利 加の 如き、 皆 
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彼が 說の行 はる.^ 處 にして、 叉英國 のピュ ー リタ ンも、 彼が 說を 信奉して、 國 王の 壓 制に 反抗せ し 

こと ありき、 之に 反して ル ー テル 派の 行 はる、 處は、 今日に 至る まで 共和政治の 如き、 自由 <E ^は 行 

はれざる なり。 

蓋し カル ヴィ ン 派の 信徒 は 神の 政治 を 重ん， f るが 爲に、 人た る 支配者の 政治 を 過重す るの 弊に な： n 

ら ざり しならん。 而 して ゼネバ の 外、 カル ヴ イン 派の 敎會 は、 全く 政府と 關係を 有せす。 其の 信徒 

は 皆 自治の 植カを 有せり。 

カル ヴ イン は實に 改革 時代 光輝 ある 燈明臺 なりき。 

1 八 九 五 年 一 月 (福 一音 新報) 

カル ヴィ ンの第 四百 回 誕生日 

カル ヴィ ンは 一 千 五 百 九 年 七月 十日 佛蘭 西ノ ョ ンに 生れた。 其の 時ルゥ テル は 己に 廿七歲 であつ 

た。 後者が 驚天動地の 改革 說を 唱導し 始めた とき、 カル ヴィ ンは 年甫め て 九 歳であった。 

日本に 於け るプ n テス タント 督敎 徒のう ち、 組合 敎會、 バプテスト 敎き、 聖公會 の 一派 (所謂 

低 派」 を 始めと して、 殊に 日本 某： 督敎會 の 如き は、 歷史 的に 此の 人と 深い 關系を 有して 居る。 無 f 


此等各 敎.^ ：: が 悉く カル ヴィ ンの 思想 を^ 承して 居る と は 云 はぬ。 其の 制度が ゼネバ のと 必す しも t 

致し 居る ので もない。 然 かし 傳 道の 系統 を 尋ねて 昆 ると 此の 偉大なる 改革者の 歷. と 少なから ざる 

緣 故の ある を 疑 ふこと が出來 ぬ。 また 系統 は爭れ ぬ もので、 何處 かに カル、 ウイ ンの 感化が 其の 痕跡- 

を §w めて 居る やうに 見 ゆる。  ， 

巾に も 日本^^ 敎會の 如き は、 其の 最も 然る ものである。 其の 信 條は單 純なる 使徒 信條 で、 最も. 

公 同 的の ものであるから、 カル ヴィ ンの神 學を繼 して 居る ので もな く、 外 S の カル ヴ イン 的 敎會： 

と 組 總的關 係を冇 しても 居らない が、 敎八 r 制度が 第 一 ゼネバ に發 源した ものと 大同小異、 第一 一 其の. 

開始と 開 展に緣 故 深き^ 圃穴 敎師が カル ヴィ ン的 系統に 島すべき 人々 である。 而 うして 日本の 敎會. 

中 カル ヴィ ン 及び リフォ ムド 敎會の 思想と は 云へ ぬが、 其の 氣風 をば 最も 多く 傳 へたる は 日本 某督. 

敎會 である。 

カル ヴィ ンの 如き 人物 は 基#敎 の 共同 所有物で ある。 其の 功繽は 後世 凡て 基督 を 愛する もの を债. 

務者 とする の！^、 怖と 威力と を 具へ て 居る。 然れ ども 日本 某 督敎會 の 如きが 率先して、 其の 第 四百 回. 

誕生 曰に 於て、 カル ヴィ ンの爲 人り 及び 其の 精神、 思想、 及び 事業 を 追想す る は、 甚だ 滴- 當で、 ま 一 

た g る 有益な る ベ きを 疑 はぬ。 

彼は獨逸の大改革^^：と異なりて、 社交的 地位 高き 家に 生れ、 其の 人口 § 風 釆贵挨 と 云っても 耻 かし 

からぬ ほどであった。 共の 人格の 高尙 なる、 其の 生活の 單純 質素なる、 其の 友に 厚き、 其の 嚴 li^ 律，. 

カル ザインの 第 四百 回 誕生 ほ  H-^  „ 


カル * ウィンの 第 四百 回 誕生日  、，  三 九 二 

義 なる、 其の 意志の 堅 確に して 不撓なる、 其の 敵に 向って 寛大なる、 其の 祌に. 向って 忠實 なる、 其 

の 主 を 愛する に 埶ー烈 なる、 其の 事 を爲 すに 驚くべく 精勤な りし 等の 點に 於て、 彼 は 大いに 尊敬す ベ 

き 人格であった。 或は 彼が セル ヴィ タス を 異端者と して 燒死 せしめた とい ふ 悲しむべき 車 實を捉 へ 

て 其の 寛大なる こと を 疑 ふ もの も あらう が、 其れ は 時代に 暗き 判斷 である。 コ ル リツ ヂが 『セル ヴ 

ィ タスの 死 は、 獨り カル ヴィ ンの 罪と 云 ふべき もので ない。 歐羅巴 基督 敎國 全部のと もに 食擔 すべ 

き 非難で ある』 と 辯 じたの は 穩當な 見解で ある。 ミカ 14ル • セル ヴィ タスの 身に 火 を 點じ 付けた の 

は カル ヴィ ン ではない、 第 十六 世紀 其 ものであると 論じた 擧 者の 言 は、 更に 痛快なる を覺 える。 燃 

えつ ある 心 臟を祷 ぐる 手頸 は カル ヴィ ンが 己が 徽章に 用 ひた ものであるが、 其の 一生 は 實に敎 一 血 

鬆 ゆるば かりの 愛と 忠誠と を耶穌 基督に 棒げ たので ある。 彼が晚年病を得っ/^も、 依然 勤めて 業 を 

廢 せざる を 憂慮せ る 友人の、 切， に 之 を 諫止した とき、 彼 は 儼 かに 答へ て 『主の 來 らんと き 余が 懶惰 

なる を 見られん こと は 友人と して 君の 好まざる ところに あらす や』 と 云った。 

思想界に 於け る カル ヴィ ンの寄 與絕大 なる は、 共の 基督 敎論を 始めと して、 多くの 著書が 最も 雄 

辯に 證明 すると ころで ある。 一 一十 五 歳に して 著述せられ たる カル ヴィ ン の 『インス チチュ ゥッ』 が 

あれほどの 勢力 を 世界に 及ぼした こと は實 に目覺 しき 出来事で ある。 其の 思想 を 以て、 共の 經營の 

才を 以て 爲し 遂げた る 事業の 遠大なる は、 敎會史 の 著者 シュ ゥヴ H ルトの 語 を 以てする も^ 美で は 

あるまい。 曰く 『佛蘭 西の ルゥ テル 主義に 始まり、 ッ ヰング リイの 事業より 影響 を 受け、 スト ラス 


ブル ヒの改^>5:.ォブッ ッ " ルの爲めに大ぃに感化せられたるジョ ン* カル ヴィ ンは 1.^ しだ 剛健なる 口 叫 性 

の 人に て ありし かば、 遂に 此の 運動に. E 己 獨特の 徽章 を 印し、 太平洋の 兩 岸に 於て 歷 上 最も 大ぃ 

なる 役割 (劇壇の) を 演じた る 改革 的 模型の 创立 者と なりぬ。 其の. 闽 外に 延長せ る 席. さに ついて 

云 はビ、 遙 かに ルゥ テル 主義 を 凌駕せ り』 と。 

彼の n§ 格 は 北ハの 親友 ビィ ザァが 『余 は 十六 年の 間 親しく 彼に 接近した る q お，、 彼が クリスチャン 

的の 生活と 死の 模範 をす ベての 人 に 示 せ る を明肯 す る こと を 禱蹐せ ざ K? なり。 彼が 门^ 性 は 之 を 貶す 

こと 容 ならす、 之と 競爭 すろ こと ^ だ 困難なる べし』 と 口 を 極めて 稱讀 したば かりで ない。 ^仰 

に 於ても 趣味に 於ても ビ ィザァ と； 4- 反對 なる ルナン すら 次の 如く 之 を 評した。 n: く 『カル ヴィ ンは 

ルゥ テルが 成功の 秘密の 一 つなる 同情 深き 熱 切に 乏し。 彼はサ アルの フラン ソァの 如き 人を惱 殺す 

るば かりの、 然 かも 危險 なる 優し さより 成れる 魔力に も 乏し。 然れ ども 彼が 基赞 敎に對 する 反 動 を 

促が す こと 急な りし 時代と 國 とに 於て 成功した る もの は、 己が 嵐す る 世代の け 1^ もクリ ス チヤ ン的人 

格な りし を 以ての み』 と。 

多く は カル ヴィ ンを 知らす して、 之を惡 口す る こと を敎 へられ、 甚だしき は 蛇蝎の やうに 之 を 

惡むネ が ある。 カル ゲイ ン を稱譜 する もの は、 辯 解の 辭を 之に 添 ふるの 必要 を感 する かの 如ぐ 見え 

る。 或は 耻か しさう に カル ヴ インに 緣故を 有する もの も ある。 然れ ども 以上 述べた ところに よれ 

ば、 カル 、ウイ ンは 友人と してて 先輩と して 決して 耻 かしから ぬ 靈界の 豪の ものである。 カル ヴィ ン 

カル ザインの 第 四百 回 誕生日  一一 一 九 三  . 


カル * ウィンの 第 四百 回 誕生日  三 も g 

自身 は 後世から 大將の やうに 譽め 立ら れ るの を 好まない と 思 はれる が、 吾人が 之 を 稱揚 する は！ だ 

滴當な ことで ある。 殊に 其の 思想 ゃ經綸 のうちに 後の 基督 敎徒、 殊に 非 基 蝥敎的 最多 數の 人民、 就 

中祌を 知らざる 政權に 接せる こと 多き 曰 本の 基督 敎 徒が、 同情 を 以て 學ば ねばならぬ ものが 頗る 多. 

いと 育す る。 

カル ヴィ ン 及び 其 系統に 屬 する ものに 共通なる 基督 敎 思想の 根本的 主義 は、 人の 鍵 魂が 其の 救 

ひ、 及び 其の 他の 宗敎上 百般の ことに 就いて、 赛 ら絕對 的に 神に 倚賴 すべき を 唱道す る點 である。 

これ は 隨分關 係の 廣ぃ 複雜な 問題 を 多く 年 n んで 居る ところの 一 大 主義で あるから、 一 朝夕の 談に靠 

さるべき もので ない が、 試みに 救 ひのこと について 之を說 明して 見たい。 吾人が 救 はる、 の は、 自- 

己の 創意に 出で て 自己の 經營 する もので あるか。  然 らば 戰々 兢々 として 片時 も 安堵の 出来ぬ 一大事 

である。 自己 ほど 賴み 難く、 安心すべからざる もの はない から 困る。 ルゥ テル は 人の 救に つき 羅馬 

敎 に反對 して、 專ら 信仰 を 重し とし、 之に よって 義 とせら る、 こと を 主張した。 彼 は 基督 者の 心的 

狀態、 靈的 態度に 重き を 置いた。 云 は f 其の 着眼 は人擧 的と 名 づけても 好から う。 然るに カル ヴィ 

ンは 其れよりも 深く 潜り 人り 其の 奥に 進みて、 人が 信す るに 至る は祌が 自ら を彰 はして、 之に 作 m 

きか けらる るに 起因す と 認め、 人の 作^よりも 神の 作 S に 重き を 置く。 云 は カル ヴ イン は 神攀的 

の 見地より 救 ひを說 明した ので ある。 吾人 は 神に 向って 絕對 的に 服從を 投げ 驟 くるの 外ない。 信仰. 

は 固より 吾人の 信仰で あるが、 其の 由 來を尋 ぬれば 源 を 神に 發 する。 畢竟す るに HE 仰は祌 Q 作用 か 


ら 起る。 祌先づ 人 を 尋ね 求められる。 彼が 我等の 露 魂を捉 へらろ、 から 凡て 發 動する。 彼が 引く か 

ら我ゃ „s 動く。 此 所が カル ヴィ ン主義 救 ひの 說の 根本原理 である。 英圃 組合 敎會の 泰斗であって、 

カル ヴィ ンに 同情 深き デ H ルの以 弗 所書義 解に 曰く 『人の 救 はれる に は 祌の作 川の 根本的で， f 

大切なる は 云 ふまで もない。 然し 人の 意志に も 作 川の 餘地 を與 へねば ならぬ。 カル ヴィ ン徒は 後者 

の 方面に 於て 侃した 點と 忘れた と こ ろが ある だら う。 人の 作 m を 抹殺す るの は カル ゲイ ン者 流の 間 

逮ひ、 また 神の 作 W を 全く^ 却す. ろの は 其の 反對 者の 誤謬で ある。 が 此^ 兩 極端のう ち 何れ かと 云 

へば、 カル ヴィ ン 主義の 過失 はより 高尙 で、 より 偉大で ある。 其の 最も 光輝 ある 時代に 於け るァゥ 

ダス チヌス 及び カル ヴィ ン祌擧 の歷史 は、 其の 生命 を 失 ふ もの は 之 を 救 はんと 云へ る 永久な >C 法則 

を 最も かに 例！； まする 効力 を冇 つて 居る。 如何と なれば 人類の 勇氣、 勢力、 及び 正義の 最も 大膽な 

る事實 は、 其の 祌舉に 於て 人の 道德 心の 力 を 否定す る 如く 見え、 目： つ 神の 意志 を 以て 道 德界に 於け 

る 唯 1 の 勢力な りと 認めた る 人た ちのうち に 之を發 見す る ことが 出來 るからで ある』 と。 是 れはク 

n ムゥ H ルを 首め とし、 淸淨敎 徒の 歷. 5,- を 讀む者 は 容易に 首肯き 得べき 宣言で ある。 預定 及び 選擇 

等に つき 吾人の 一 致し 難く 思 ふ 節々 は 蓋し 此の 根本的 原則 を惡し ざまに 適 ffl した 末節の 誤謬で あ 

る。 末節の 誤謬 は 云 ふに 足らぬ。 カル ヴ イン 主義の 根 本義た る 此の 眞理に 至りて は 之 を 深く 心に 秘 

め牧 めて、 其れより 生す る 活力に 精祌を 養 ふが 最も 肝要で ある。 此の 外す ベての 點に 於て 神の 作 ffl 

を認 むる ことが かで ある。 彼の 祌擧は クラウゼの 所謂 パン ェンテ イズムと も名づ くべ く、 我等 は 

カル ザインの 第 四百 间 誕生 0:  三 九 五  . 


カル ヴ インの 第 II 百 回 誕生日  三 九 六 

神に 於て 生き、 動き また 在るな りと いふ 眞理を 最も 適切に 徹 ii- したる ものである。 カル ヴィ ン神學 

は祌 の經綸 を木框 として 之に 人生 を篏め 込む ので ある。 すべて 神の 直接なる 作 m に 重き を 置く か 

ら、 信仰の 標準 も 聖書のう ちに 作用く 神の 聖靈の 指導に よるの 外 はない と 主張し、 神と 人との 間に 

何もの を も 媒介と なす を 絕對 的に 厭悪し、 潔癖に 之 を 排斥し、 すべて 偶像 祭 じみた K> もの を飽 くま 

で 担 否して 少しも 仮借す ると ころがない。 隨 つて カル ヴィ ン 主義 は 君主 を 尊崇す. る こと を辭 せぬ け 

れど、 之を祌 らしく 待遇す る こと を容 さぬ。 

余輩 はまた カル ヴィ ン 主義が 翁 も 熱 切に 救摄 的なる を尙 ぶ。 其の 神擧は 人の E 非 を認 むる ことが 

明白で、 其 感覺が 沈痛で ある。 故に 人類 は 更生せ ねばならぬ。 扉を赦 されねば ならぬ。 噴 卵が 必要 

である。 是は 人力の 當り 難き ところ、 神の 犧 #： 的 行爲を 待たねば ならぬ。 瑰的 某. 督敎の 時 を得顏 

なる 今日に 於て、 カル ヴィ ン祌 寧の 此點 は敎 會の爲 めに 起死回生の 良劑 ではない か。 余輩 は 彼と と 

もに 盛んに 救扬的 基督 敎を 唱道 せんと 欲する 者で あ >c.。 此の 外力 ルヴィ ンが傳 道 者の 養成に 力 を ffl 

ひ、 其の 资格を 高めた る 如き、 聖 晩餐に 陪する もの の资格 を嚴重 にして 敎舍の 道德的 生活 を 振肅す 

るに 努力し ra つ 成功した る 如き、 其の 理想 を 社 會に應 ffl し、 政治 體 をして 神の 國の 理想に 則らし む 

る を企鬪 したる が 如き、 今日の 某督敎 徒が カル ヴィ ンに攀 ぶべき ところ は K だ 多い ので ある。 余輩 

は 其の 第 四百 回 誕生 曰が 日本の 某 督敎徒 をして 忘れられ たる 瑰 想と 怠られた る 事業と に 心 付かし む 

るの 機會 たらし めんこと を 己の 爲め、 叉 人の 爲 めに 切に 祈る ので あ >0。 一 九 0 九 年 七 B: (福 一音 新 5 


ジョ ン* ノックスの 人物 及び その 事業 

ス ウイ ス國の 改革 T ォッゥ ヰング リー 千 五 百 三十 一年 戰死 せり。 時に ジョ ン* カル ヴ イン 年齒卄 二、 

骢 て條大 なる 改革 事業の、 竹領 となりぬ。 彼が 其の 名：^ 共に 朽ちざる べき 『基督 敎の 定則』 を 著 はせ 

し は、 仆七 歳の 時な，^。 之と 時 を 同う して 世に出で、 相 共に 氣脈を 通じ、 呼應 して 起ちし を 蘇國の 

改革^<?ジョ ン •  ノック ス とす。 

是等 三人 は 所 る 『改革 敎八 n』 の 三明歷 なり。 彼等の 敛 吹せ る 主義 及び 制， M は獨 逸、 和 蘭、 瑞 

西、 佛蘭 西、 匈牙利、 英蘭、 蘇 格 蘭、 北米 合衆國 等に 行 はる。 其の 主張 は 凡て その 信條 若しくは 吿 

白に. S りて 代表せられ たり。 日本 基督 敎會の 如き は 其の 信條 少しも カル ヴィ ン 主義 を 標榜せ す、 敎 

會 として 改革 敎會 の祌 學を唱 へす、 且つ 歐 米の 長老 政治 派 諸 敎會の 孰れと も 有機的 關係を 保た す、 

實に 其の 名の 如く 日本 基督 敎會を 以て. SI ら 任す。 或は 之 を 呼びて プレ スビ テリア ン敎 會と爲 すは大 

い に れ りと- E はざる 可ら す。 

然れ ども 日本 基督 敎會の 創立に 與り、 今 曰に 至る まで 之と 多少の 親交 ある 外 國宣敎 使 は 皆 改革 派 
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の諸敎 會に屬 する もの あり。 而 して 日本 基督 敎會が 改革 主義と 多くの 點に 於て 意氣相 通す る もの. あ 

る は 明白なる 事 1  莨な り。 東京 市の 日本 基督 敎會 有志 者が 本日 ノ ッ クス第 四百 年 會を催 ふす るに て.； J 

れる、 蓋し 其の 现， S なしと 謂 ふ 可ら す。 

カル ヴィ ンは 世の 憎まれ ものな り。 其の 厳正なる 主張 は 他と 衝突す る 所 多し。 リフォ ムド 派諸敎 

龠の 基督 敎 論に 生氣 横溢、 圭角稜 々として 戰爭的 態度、 其の 傍らに 立つ もの をして 自ら 安ん する こ 

と を 得 ざら しむ。 試みに 最近の 事實を 以て 之 を例證 せんに、 英國宣 敎使茶 氏 次の 如き 一書 を 本會の 

發起 人に 送れり。 

諸君、 贵 下等の 招待 狀に 接した る 時 余 は 取り 敢 へす、 ペリイの 英國 敎會史 を 取り、 其の 索引に 據 

り 第 十 一 頁 を 見し に 曰く， 若し ジョ ン •  ノックス の 蘇 格 蘭に 於け る 如き 改革者 英 蘭に 起り しなら 

ば、 祈禱 文、 楚禮 典、 階級 的敎職 及び 英國聖 公 會の歷 史的 繼續は 絶滅の 運命に 際會 したるな らん 

と。 此の 語 をして 幾分 か 眞實に 近から しめば、 諸君 は 日本 聖公會 の敎職 其の 他會员 たる ものが、 

假令 ひノッ タスの 志眞實 なる を 疑 はすと も、 其の 紀 念に 靠敬を 表せん こと を 望む の適當 ならざる 

を 知らん 敬具.。 

ジョン *ノ ッ タスの 精祌は 新の 如く 他の 忌諱に 觸れ、 一 極の 憎まれ 兒 として 世に 憚らる 。『藥 瞑 眩せ 

ざれば 其の 病 癒えす』。 以て カル ヴィ ンの 主義が 世人の 急所 を衝 きて 健全なる 不愉快 を與 ふる を 見 

べし。 假令ひ 如何に 之 を 忌む もの 有りと も、 ジョ ン •  ノックスの 大 にして 其の 記 慮に 伴 ふ 光 榮の赫 


赫 たる は 何人も 之 を！ iJIr^E せざる を 得す。 カァ ライル n く、 

『ノッ タスが 其の 國民 のために 爲せ しこと は 宛 も 死より せる かの 如き 復活と 之 を 名く 可き なり。 固 

より 滑らかなる 事業に あらす。 然れ ども 確かに 歡迎 すべき ものに て ありき。 況ん やた とひ ー曆 荒々 

しかりしとするも斯ばかりの代價にては^^だ廉なるに於てをゃ。 如何なる 代價 にても 生命のと 同じ 

く^だ 廉 なり。 人民 は 之に 因りて 活き 始めたり。 蘇 格 蘭の 文學 及び 思 相"、 蘇 格 蘭の 工業、 即ち ジ H 

ムス • ワット、 デ H ビッド • ヒ ゥム、 オウル トル. スコット、 ボルン ズ、 余は是 等の 人格 及び 現象 中 

の 中には 何れも ノッ タスと 其の 改革と が 活動して 居る を發 見す。 改革な くして 彼等の 存在す 可ら ざ 

るを發 兌す。 蘇 格 蘭の 淸淨 主義 は 英國の 其れ、 叉 新 英國の 其れと なりし なり。 H デム ボ。 の 高敎會 

に 於け る騷擾 は廣、 ご り て 是 等の 地域に 普く 百 一れ る 突 戰健鬪 となりに き。 吾人が 嘆賞す る 彼 の 光榮ぁ 

る 革命、 人身保護 命令、 ^^,5なる國#せ：ハの他多くの祝福は五十年間の裔鬪の後ち皆其れょり生じた 

るな り。』 

叉 曰く、 

『ジョン •  ノッ タス は 就中 彼の 國人 及び 世界が 之に 對 して 負債 を 荷へ る 一 人の 蘇 格 蘭人な り。』 

ジョン •  ノックスの 第 四百 年會！ カァ ライル をして 再び 語らし めよ。 曰く、 

『余 はノ ックス の爲 めに 敢て辯 護すべき 必要 を 感ぜす。 是等ー 一 百 五十 年間 若く は 其れより 久しき 

世人が 彼に 就きて 何 を 言 ふと も 彼に 於て 何 か 有らん。 毫も 心に 驟 けざる べし』 と。 然り、 渾身 是れ 
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膽 なりし ジョ ン •  ノックス は 世上の 毀 i: の 上に 超然たり。. 粉々 たる 批評 彼 を掼ハ „ ^する 所な し。 然れ 

ども 彼が 眞相を 知る は 我等の 利益に 有らす や。 

ジョン •  ノックス は 今年 其 の 生 誕第四 百年 を紀念 せられつ & あり。 之に， H り て 兌れ ば 彼 は 千 五 百 〇 

五 年に 生れた る ものと 算 せざる 可ら す。 或は 彼の 誕生 を 一 千 S 百 十三 年な りと 主張す。 偉人 ノッ ク 

スの 生誕 年 H を 確かめん と 欲する も 得べ からす。 彼 は 門地 閥族に 於て 大 ならす。 其の 光榮は 血統よ 

り 流れざる なり。 彼 は 自己の 手腕、 信義、 及び 精神 を 以て It く。 彼 は 自ら 偉大な り。 

ジョン •  ノッ タスの 死 は 誕生よりも 詳 かなり。 門闕に 於て 犬なる 人 甘： (誕生に 於て 世に 知ら るれ ど 

も、 何の 歴史 も 無くして 世 を 去る の 場合 亦 少なから す。 ジョ ン* ノッ タス は 之と 正反對 なり。 彼の 死 

は 世人の 之 を 忘る る を 許さ ざり き。 彼 は 一 千 五 百 七十 一 一年 十 一 月 四日 月曜 曰 を 以て H デ ンボ U に 死 

せり。 其の 墓 は カル ヴィ ン のと 同じく 一千 六ぽ 三十 三年 失せて 定かに 其の 痕跡 を 止めす。 僅かに チ 

ャ 1 "ル ス 第一 一世の 銅像 を 安置せ る 地に 西 數尺を 隔て パ アリア メ ント 街に 在りき と 傅 へらる るの み。 

(Im? 一 二 5i 吧頁 i】s ど 而 して 其の 在 t ハ 十七 年問は 多事多難、 而も 偉大なる 事業 を 以て 充 たされた 

り。 英 蘭に 流離 ふ もの 五 年、 大陸の 流浪 五 年、 其の 十八 ヶ月 は佛蘭 西に ffis となりて ギ  1 奴&" 苦役に 

服したり、 彼の 首 は 賞 を 懸けて 獵られ たり。 昔時に 於け る 日本 武士の 如く 其の 家に は 常に 駿馬 を備 

へ 置け り。 何時 敵の 來襲 せざる を 保證し 難き に 因る。 南船北馬、 朝に 野に、 ジョ ン*  ノックスの 生 

：活極 はめて 繁多に て ありき。  . 


此の 人 如： 1: にして 道心 を 發し竞 に 其の 志 を、 王 基督に 傾く るに 至りし や。 彼 は 多く 自己の 靈 的經驗 

を， 語らす。 此れ メソヂ スト 者 流の 經驗談 に 饒舌なる と 稍 や 異なりと 謂 はざる 可ら す。 山來 改革 敎會 

は 此の 點に 於て 寡言 沈 默を尙 ぶの 風 あり。 故に カル ヴィ ンの 如き も 其の 信仰 を 起せし 顧 末 を 世に 傅 

へざる なり。 僅かに H 、の 驚くべき 詩篇 註解の 序に 突然 心を飜 へして 主に 歸 したりとの 一句 を 漏らせ 

るの み。 H 、友人の 一 一一 一口に よれば ノッ クスは 妻に 向 ひて 時に その 發 心せる 際の 消息 を 漏らせし こと 有り 

と兑 え、 臨終の 時、 一日 妻に 求めて 曰く、 いざ 余が 始めて 投錨せ る 彼の 文を讀 めよ と。 而 して 彼の 

女 は： N (の 意 を 得て 約 翰傳福 昔の 第 十七 章を讀 みたり と あり。 ジョ ン •  ノックス は 此の 文を讀 みて 信 

仰に 入りたり とお ぼし。 

其の 人物 を 言へば、 彼 は 誡實の 人な り。 如何なる 仇敵 も 之に 就て は 異論な かる 可し。 カァ ライル 

曰く、 『此の ノッ クスは 事 實に據 るに 非 ざれば 生活す る こと 能 はす。 彼 は 破船に 遭へ る 水夫の 懸崖 

に 於け る 如く、 實 在に 附着して 離れ 難く 見えたり。 彼 は 誠實に 由り て 英雄的と なり 得べき 一 の寶例 

を 吾人に 與ふ。 誡寳は 彼が 有する 偉大なる 天才な り。 ……超絶 的 知力に 至りて はルゥ テルに 及ば ざ 

る こと f;g し。 誡實に 至りて は 凡そ 其の 右に 出づる もの 無 けん』 と。 蘇 格 蘭の 改革 は臣を 以て 君 を 制 

し、 下 を 以て 上 を 抑へ ざれば 成就す ベから す。 此の 必要 はジョ ン •  ノックスの 夙に 看取せ し 所な 

り。 『鬼して 是れ祌 の 法則に 協へ る や 否や』 と はノッ タスが 自 から 問 ひて 久しく 決し 難く 感ぜし 所。 

彼 は數华 これ を 沈思せ り。 カル ヴィ ン、 プゥ リンゲル 等に 諮りし 後ち、 竟に 漸く 之れ を 決定せ りと 
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曾 ふ。 其の 誡實 概ね 斯の 如し。 彼 は遲々 として 考慮し、 深く 思 ひに 沈める 人に て ありき。 

彼が 大膽 にして 恐る る 所な かりし は、 其の 品性の 最も 著明なる 點 とす。 H 、の に 際し モ オルト 

ン伯カ アド ルゥッ ド演說 して 曰 く、 『 ： 生の 問絕 えて 人の 顔 を 怖れし こと 無き もの 爱に はる。 狼 は 

拳銃と 匕首と を 以て 展脅 かされたり。 然れ ども 平和と 光榮に 於て 其の 日 を 終れり』 と。 適評と 謂 ふ 

べし。 實に ノックス は 凡ての 人に 怖れら れ、 憚 かられたり。 

蘇 格 蘭の 女王 マリィ 及び ジョ ン • ノッ タスの 間に 起れ る 交 涉は藤 史の與 味 深き 悲劇の 一 つなり。 

ノックス 自著 改革 史に 女王との 會見を 記す る もの 四つ あり。 S 二 節 を 見る に、 ノックス 曰く 『陛下 

余 は祌の 御前に ありて 云 ふ。 余 は 神の 受造 物の 泣く こと を 喜ぶ ものに 非す。 然り余 は 己が 手 を 以て 

懲す 所の 余が 子女の 淚 すら 忍び 難く 感す。 況んゃ 陛下の 泣かる るに 於て を や。 然れ ども 余 は 當然陛 

下の 怒り を 蒙む る べき こと を爲 せし 覺 えなし。 只 だ 余が 天職の 要請す る 所に 從 ひて 眞赏を 語りし の 

み。 故に 余 は 良心 を 害し、 若く は 余が 沈默 によりて 國 民に 背かん より 寧ろ 陛下の 淚を 忍ばざる を 得 

す。 余 之 を 好む に 非す、 また 止む を 得ざる なり』 と。 金鐵の 如き 彼の 態度に は 女王 マリィ も 其 魔力 

を 用 ふること 能 はす、 只 だ 辟易して 紅淚に 咽ぶ の 外な かりき。 其の 心事 憐む べし。 然れ ども 英雄 崇 

拜 論の 著者の 言 頗る 肯綮に 當れ り。 曰く、 『不幸なる 女王よ、 然れ ども 若し 彼女 をして 幸福なら しめ 

たらん に は、 更に 不幸なる 國を る 可 かりし もの を』 と。 女王 を 泣し むる 亦 止む を 得 ざり しなり。 


時として 過激な りし こと は、 彼れ 自身 も 之 を 認識したり。 然れ ども 自ら 之を辨 じて 口 く、 『我等の 

改革 は 敵の 頑强 なる がた めに 猛烈なら ざる を 得す』 と。 是れ 道理 ある 辨解 なり。 殊に 女王 マリィの 

生存す る 限り は 如何なる 平和の 人 をして 此の 局に 當 らしむ る も、 激烈なる 方法 を用ゐ ざる を 得 ざり 

しならん。 蓋し 女王が 佛蘭 西の 宮廷に 於て 鍛鍊 せる 手腕 を 以て 人を擒 にす るの 技倆 恐る 可き もの 有 

りしな り。 其の 甘言、 其の 笑 ひ、 其の 淚、 其の 風采 容貌 凡て 敵に 對 ひて は 最も 効力 ある 武器に し 

て、 之に 欺かれ、 蕩 かされ、 志氣 沮喪して、 醜く 敗走せ しもの 枚擧 する に遑 あらす。 ジョ ン •  ノッ 

クスは 人 を 知る の 炯^ を 有せり。 其の 鑑識 確かにして 明かなる は 人 を 驚かす に 足れり。 而 して 彼が 

女王 を 評した る 言に！ II く、 『若し 彼の 女の 中に 倨傲なる 心、 奸譎 なる 精神、 及び 神と 其の 眞理 とに 逆 

ふ剛悛 なる 氣象 なくば、 余 は 1： 斷の明 を 失した るな り』 と。 斯の 如き 敵 を 有せる ノックス は 極めて 

手强く 之と 戰ふ の 必要 を 感じ たり。 

フル ウド 曰く、 『蘇 格 蘭の 貴族 は相爭 ひて 女王 マリィ を 助けん としたり。 獨 りノッ クス 及び 彼が 政 

權を 得る までに 引き上げ たる 平民の み屹 として 動かす、 よく 女王 マ リイに 抗敵 する こと を 得たり。 

實に蘇 格 蘭 は ノックス を 以て 誇りと なすべき 好き 理由 を 有す。 此の 大 いなる 危機に 際し、 彼が 創立 

せる 敎會幷 びに 英國 及び 蘇國の 自由 を 救へ る もの 實に ジョ ン •  ノッ タス 有る のみ』 と。 

或は 之 を 非難して 偏狹 にして 寛容の 德を缺 くと 首 ふ。 是れ 折衷 調和 を 事と して 些の 硬骨な く、 主 

義 を瞹昧 にして、 專ら輕 薄なる 感情に ま 配 せらる る 時代に 於て 屡 々聞く 所の 批評な り。 寬容も 事に 
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こそ 由れ。 凡ての 事 を 寛容す るは大 いなる 罪惡 なり。 人の 悪感情に 忍び 難く 感じて、 祌の眞 理に不 

忠なる を敢 てす。 昔 者 ヨハネ、 ^^ぺソ の浴窒に異丄山^？セリンサスを避けたりと傳へらる。 愛の 使徒 

の 此の 極端なる 行爲に 由り て與 奮す る は 現代の 切迫せ る 必要に 非す や。 實にカ ァ ライル の 言 へ る 如 

し。 『吾人 は 全然 寬容 せんがた めに 此 所に 在らす。 吾人 は 抵抗し、 抑制し、 m つ 打 勝ん がた めに 此所 

に 在り。 虚僞、 窃盜、 及び 罪悪の 迫らん とする 時 は 吾人 之 を 寛容せ す。 汝 は虛僞 なり. 容赦す る を 得 

すと 一一 目 はん。  ノッ タス は 此の 意味に 於て 偏狹 なりき』 と。 

然れ ども 他の 一 面に 於て は 寛容の 美 德 甚だ 愛すべき もの 無き にあら す。 M リサべ ス朝英 國敎會 の 

風 は ノックスの 好まざる 所な り。 然れ ども 彼 は 極力 之 を 助けたり。 蘇 格 蘭の 基督 敎徒は 禮拜に 風琴 

を 用 ふる を 非難して 殆ど 之 を 罪悪 視す るに 至る。 然れ ども ノッ タス は 風琴 を 用 ふる 英國 の會 堂に 於 

て說敎 する こと を辭せ ざり しなり。 彼が 二 萬 人の 來 襲せ るよりも 恐ろしと 言 へる マ ス 祭の 擧行を 女 

王 私有の 禮拜 堂に 於て すら 許容せ ざり し 事實を 記憶す る もの は、 亦 宜しく ノッ タスの 他の 方面に 於 

て 極めて 寬大 なりし を 忘る 可ら す。 

彼峻峭 にして 近づく 可ら す、 激烈に して 親み 難き 人物な りしと 感ぜら るべ けれども、 實際 は然ら 

す。 毫 しも 意地 惡 しき 所な く、 同情 廣 くして、 諧謔 も あり、 滑稽 も ありたり。 其の 家庭 は 和 樂欽羨 

すべき もの ありき。 彼 は 信仰 厚き 婦人のう ちに 多くの 朋友 を 有せり。 ロンドン、 ベル ウィック、 ジ 

H ネバ 、 デ ッ ぺ 、 ェ デ ン ボ 口 を 始め 其の 到る 所 善良なる 婦人 は 喜んで ジョン • ノックス に歸 依し、 


其の 你 道に 慰安 を 得、 心 魏上は 一 百 ふまで も 無く、 凡ての ことに 就きて、 其の 意見 を S. くこと を 好め 

り.。 エデン ポロの 婦人 逸 かに 書 を 寄せて 衣服の こと を 問 ひし こと あり。 ノックス 叮嚀なる 答へ を與 

へ、 且つ 其の #1 翰に 添 ふるに 會て カルビ ン が 衣服に 就きて 爲 せる 說敎を 以てした りと 傅 へ らる。 

就中 謙遞隨 痢に して 短悶 危惧の 間に 其の 心 を 安んじ 難き 輩に 對 して は ジョ ン • ノッ タスの 同情 殊 

に 濃 かにて ありき。 彼 は斯の 如き 場合に 苦め る もの を 慰めん が爲 めに 厦避 書を搜 索したり と 自ら 言 

へり。 傷める 葦 を 折らす、 煙れる 麻 を 消さす。 溫 かなる 同情と 穩 かなる 手と を 以て 弱き 靈魂を 導け 

る もの は Igg: 人に 憚られた るジョ ン •  ノックス なりし なり。 

其の 將に 死なん とする や r: く、 『余 は 天性 弱くして 怯な り』 と。 然り彼 は 多くの 人の 如く 自ら 蘭む 

さ *f が 

るの 厚 額 を 有せす。 謙 退辭讓 の德に 富みたり。 彼 は强く 促され ざれば 出づる こと 能 は ざり き。 宛然 

へ ばと 

ら 暴き 風 を へる 馴鴿の 如し。 故に 世に 顯 はれざる もの 四十 年、 悠々 自適、 村童 を敎 へ、 或る 家の 

牧師 を 以て 滿 足し、 其れより 以上の 志な きものの 如く 見えたり。 然れ ども 時勢 は 之を閣 地に 居らし 

むる を 許さ ざり. き。 ジョル ジ • ゥッ シャ ル トの證 死す る や、 衆 之 を 擁し、 責任 最も 重き 地位に 立ち 

て、 改革の 勢力 を 統率せ しめんと 提議せ し 時 は戰慄 して 泣き、 竞に 其の 座に も 得堪へ ざり しなり。 

謙 退に して 稍ゃ隐 病な りしと 聞 ゆる 預言者 H レ ミヤと 此の 點に 於て 一 致す。 彼が 平素 預言者 H レミ 

ャ を愛讀 せし も自づ から 其の 理由 ありと 謂 はざる 可ら す。 世に 傳 はれる ジョ ン •  ノックス 聖 に 散 

見せる 聖書の 文 無慮 三百の 多き に 達す。 其の 百 十 は 新約、 百 九十 は舊 約より 出で たり。 舊約 聖書に 

ジョン •  ノックスの 人物 及ぶ その 事業  四 〇 五 


ジ 3 ン. ノックスの 人物 びその 事業  四3 六 

て も エレ ミヤ を 引照せ る もの 最も 多く、 約 そ 六十 を箅 ふべ し。 ィ ザャ仆 三、 詩篇 卄 一、 以て 其の ヱ 

レ ミヤに 對 して 同 明 相 照し、 同氣相 求む る もの 有りし を 見るべし。 新約聖書 は 約 翰 及び 馬 太に 出づ 

る もの 四十 七、 また 彼が 其の 心 を 傾けし 所 を 察すべき なり。 

其の 如き 品性 を 具へ たる ジョ ン •  ノックス は 蘇 格 蘭 を プロテスタントたら しめたり。 英國の プロ 

テス タントた る を 得し も 其の 力に 歸 すべき 所 多し と 謂 はざる 可ら す。 歐羅巴 大陸の 改革 もジョ ン • 

ノックス に 由り て 此の 危急の 際に 救 はれたり と 做す も 決して 過賞に あらざる べし。 

先づ兒 よ 彼が 敎 育に 貢献せ し 所 頗る 多し。 デビ ソ ン の敎 育史に 曰く、 『ジョ ン •  ノックス C 蘇 格 葡 

に 於け る 封建制度 及び 君主 専制の 桎牿を 打破せ り。 蘇 格 蘭 民の 中に 智力と 德義 上の 自重 心 を 昂進せ 

しむる に 就きて 最も 有効な りし 敎恵學 校の 設立 を 成就せ る は 主として 彼の 力なり』 と。 ルゥ テル、 

カル ヴィ ン、 ツイン グリ 等皆敎 育に 貢献す る 所 少なから す。 ジョン •  ノックス は敎 育の 方面 こや C 

も大 いなる 事業 を 成就せ り。 

其の 人民の 自由 を擴 張し、 權利を 仲べ、 政治の 眞 面目 を發 揮し、 帝王 も多數 人民 も 皆 祌に對 して 

責任 を 負 ふとの 大義 を 鼓吹した る 事蹟 は 之 をして 國 家の 恩人、 政治 上の 改革者た らしむ るの 惯使餘 

り ありと 謂 はざる 可ら す。 

プ 口 テス タント 敎會に 一 の 特色 を帶 ぶる 長老 政治 は 元來ジ H ネバ の產 物な りし かど、 其の 主義 を 

最も 善く 實 現せる を ジ ヨン •  ノックス の 創立せ る 蘇 格 蘭の 長老 敎會 とす。 能く 自治と 統 一 と 調和と 


を 有し、 進歩と チ域 固と を保證 する の點に 於て 長老 政治 は 他の 制度 と 比較して 遍色 ある を 見ざる な 

り。 然れ ども 之 を祌聖 なりと して 有 ゆる 進歩 發達を 杜絶し、 琴柱に 膠す る 如き はノッ タスの 賛成せ 

ざり し 所な り。 彼 は 或る 敎會の 如く 己が 制度 を 尊重す るに 過ぎて 他 を 敎會に 非す と 論ぜ ざり. き。 其 

の 敎會論 は 健全なる 合理的の 見地より 組 II せられたり。 千 五 百 六十 年に 發 表せられ たる 蘇 格 蘭敎會 

規約の 一 節に！ ：！ く、 『敎會 に 於て は 神の 宮に 於け るが 如く、 凡ての 事 適宜に 秩序 正しく 爲 されざる 可 

らす。 然れ ども 我 は 一 つの 敎會 政治、 一 つの 禮典係 文が、 凡ての 世代 凡ての 時、 叉 凡ての 場所に 

必す しも 適用す ベ きも のに 非す と 思惟す。 何と なれば 人の 定めた る 俄 文 は 或る時 代に 限れる ものな 

るが 故に、 敎會 の德を 建つ るよりも 寧ろ 迷信 を 起す の 媒介と なる に 至らば 之を變 一. s{ すべく、 叉 變：. s{ 

せざる 可らざる ものな り』 と。 蘇 格 蘭の 改革者 はかくの 如き 穩當 なる 基礎の 上に、 其の 敎會を 設立 

したるな り。  • 

因みに 言 ふ、 ジョ ン •  ノッ タス 等の 創立に 從事 せる 敎會 は變 通の 餘地綽 々たりし に 似たり。 最初 

の 總會は 敎職者 六 人、 敎會 信徒の 代表者 卅五 人に て、 專ら傳 道に 從事 せる もの 甚だ 少な かりき。 故 

に 牧師、 長老、 執事の 外に リイ ドル ス 即ち 朗讀 者なる もの を 置きて、 禮拜 及び 傳 道の 缺乏を 補 ひ、 

スゥ ボルイン テ ンデ ン ト 即ち 視敎者 を 立てて 傳 道の 活動 を敏 ならし めんと 試みたり。 此の 視敎 者な 

る もの は 監督の 如きに 非す。 其の 地位 他の 敎職 者と 同等に して、 成る 可く 權柄を 握り 若く は 1 階級 

を 形造らざる やう 屠豫 防せ しこと 蘇 格 蘭の 敎會史 に 見 ゆ。 

ジ 3ン. ノックスの 人物 ST ひその 事業  ra〇 七 


ジョン • ノックスの 人物 及び その 事業  四 0,^ 

ジョ ン •  ノックス は カル ヴ イン、 若く はメ ランク トンの 如き 神擧 者に 非す、 故に 科 擧的功 鑌に於 

て は 直接 其の 貢献せ る もの 少なし。 然れ ども 彼が 蘇 格 蘭に 於け る 基督 敎 思想の 基礎 を 定め、 其の 將 

來に 《を すべ き 端緒 を 開きた るに 至りて は 其の 功 亦た 偉な りと 謂 はざる 可ら す。 彼 は 自ら 大 いなる 

神 § を 生ぜし めたり。 ノッ タス 等の 一 千 五 百 六十 年に 制定せ る吿 白書 は 其の 內容 より 見る も、 叉 

將來に 及ばせる 影響より 之 を 論す る も、 極めて 重要なる 神舉 上の 貢献な りと ー| 一一  E ふ を 得べ し。 グ リイ 

ン の 基督 敎信條 論に 口  く、 『蘇 格 蘭敎會 の 吿. HI を英國 のに 比すれば 凡て 神の 眞理 を 看破す る こ と： 处 に 

深く、 思想の 自由 を 主張す る さ ja{ に確實 なり。 殊に 一 千 五 ぼ 六十 年の 告白に 次の 一 節 ある は 大に吾 

人の 注意 を惹 くに 足らん。 in く、 何人 にても 我等の 吿. H に 於て 祌の聖 なる 一一 一一：： に 遠 背せ る條 若く は 文 

章 ある を發 見せば、 願く は 基督 敎的 愛に 由り 文書 を 以て 之 を 我等に 通知 せられよ。 我等 は祌の 恩寵 

に 由り 聖書の 言に 據 りて 之を辨 する か、 然ら ざれば 信條を 改正す るに 禱路 せざる 可し』 と。 蘇國の 

神學 思想 は 最も 美 ほ し き 精祌を 以て 開始せられ たらん に は、 有終の 美 更に 嘆稱 すべき もの 冇 りしな 

らん。 モド ゥォ ルド • オル ビング 一千 五 百 六十 年の 告白 を 評して 口く、 『是れ 蘇 格 蘭の 敎會が 其の 凡 

ての 角觝と 戰鬪に 於て 飜へ したる 旗な り。 全文 廿 五條、 最も 正直なる 眞 率なる、 雄々 しき 文體 にて 

記され、 阿諛 もな く、 潤色 もな く、 論理 振らす、 博識 を 街 はす、 恰も 晝は 終日 K 理の 宣傳に 多忙な 

る勞 多き 敎職 者が、 夜間 座して 其の 常に 敎 ふる 所の 項目 を列擧 したる が 如き 觀 ありて、 直ちに 心より 

其の儘 出で たらん と覺 し。 屢々 之を讀 めど も 褪め 難き 生命の 色 新 鮮 にして 靄然 掬すべき なり.』 と。 


今日に 於ても 蘇 國の祌 擧が對 岸の 獨 逸のと 異なる 點 また 玆に存 す。 而 して 其の 由来 を 尋ねれば ノッ 

タスの 光榮 に： 史に 一つの を 加 ふるに 至るべき を 疑 はす。 

一 千 五 百 六十 年の 吿. E は斯の 如く 祌擧の 進歩 を豫 期せり。 數年 前まで は 人生 を 試驗と 見る の 說專 

ら行 はれし が、 今日は 之を敎 育と 考 ふるに 至れり。 試驗と 見る も 1 面の 眞理 なり。 然れ ども 人生 祌 

の敎 育な りと する の 切に して 深き に は 若 かす。 是れ 進歩に 非す や。 然るに 改革 時代の 信條に 拘泥し 

之 を 以て 萬 事 を 律 せんとす る は 甚だ 愚かな り。  - 

祌學 m 心 想の 發逹を 期す る 今日に 於て ジョ ン • ノックス 等の 代表せ る 改革 派の 主義と、 ルゥ テル 派 

の 態度と を 比較せば、 大いに 擧ぶ所 あるべし。 余 は 時間の 制限 己む を 得す 僅かに 二つの 點に 就きて 

之 を 比較 せんと 欲す。 ルゥ テル は 理性 を輕ん する の 風 ありき。 之 を 名け て 『彼の 獸』 と 言 ひ、 『古来 暴 

フラウ *フ ェ ルス ンフト 

風 を 與すを 事と せる 例の 理性 夫人』 と 呼びし こと あり。 玆を 以て 其の 宗敎 思想 主觀 的に 流る るの 傾 

向 あり。 カントが ルゥ テルの 無限なる 主觀的 態度 を 摘 示せる 其の 故 あるな り。 末流に 至りて 甚だし 

リツ チル 派の 祌擧に 於て 其の 雜 極點に 達したり。 ルゥ テル 神事 末流の 一 つなる リツ チ ルの祌 學は靈 

的資利 主義 を 根底と し、 惯値 判斷を 標準と し、 宗敎 ヒの實 在を瞹 味に して、 主觀的 濃霧のう ちに 人 

を陷 らしむ。 彼の 徒 は 自然界に 宗教の 啓發を 求めす、 理性に は靈 的の 指導 をな す もの 少しも 之れ 無 

しと 斷じ、 藤 史的 耶 Si の 外 祌を認 むる の途 ある を 否定せ り。 物 祖辣が 中庸 を 解して 天命 之 を 性と 言 

ひ、 性に 率 ふ 之 を 道と 言 ふの 一節 を 批評し、 道の 本源 然ら す、 先王の 道の みと 結論せ るが 如き は、， 

ジョン • ノックスの 人物 及び その 事業  Et〇 九 


ジョン • ノックスの 人 f— 及び その 事業  0 一 〇 

自餘の 儒者に 對 して 一大 打 擊を與 へ、 彼等が 主張の 根據 を破壞 する ものの 如く 感ぜられたり。 リツ 

チルの 神學亦 之と 然 さも 似たり。 其の 古文書の 批評に 忙 はしき 點 相似たり。 其 现性を 蔑視す るの 點 

相似たり。 

改革 派の 神學は 之に 反して 人類に 宗敎性 ある を 認め 理性 を 適當に 尊敬し、 研究 を 重 じ、 人類 知識 

の 統一 を 希望す。 而 して 宗敎を 理性の 範圍 外に 驅逐 し、 人心 を兩斷 して 漫然 科 擧宗敎 の IH^ 域を定 

め、 全く 相關聯 する 所な しとして 兩 者の 平和 を彌縫 せんとす る リツ チル祌 學の瞹 味 糊塗の 態度に は 

强く 反對す る の 性質 を 有す。 

スコットランド 

蘇 格 蘭の 宗教改革 は 當初獨 逸 に緣故 深く、 ルゥ テル 主義 に遵 ひて 實 行せ ら れんと する の 傾向な り 

しが、 ウイ シャ ルト瑞 西に 旅して 新に 改革 派 主義と 氣脈を 通す る こと を 得、 ジョ ン. ノッ タス、 ジ M 

ネバ に 遊び カル ヴィ ンと 交り を 修め-、 意見 相 合する に 及び 竞に 改革 派の 主義 を 探 用す る ことと なり 

ぬ。 改革 主義 及び ルゥ テル 主義、 二者 異なる 所 如何。 旣に說 明せ る 理性に 關す るの 態度、 確かに 共 

の I つなり。 余 は 此の 外 只 だ 一 つ を擧 ぐるの 時間 を 有す。 然れ ども 此の 一 つ 甚だ 重大な り。 ル ウテ 

ル說は 反 猶太 敎 主義な り。 救に 付て 羅馬 敎會の 律法 主義 を 否定し、 只 だ 信仰に 維れ 依る の 福音 主義 

を 取りたり。 カル ヴィ ンは 固より 此の 點に 於て ルゥ テルと 一致 すれ ども、 尙ほ 他の 點に 於て 羅 馬と 

抗べ 弓して 甚だ 猛烈に 戰ふ所 ありき 是 れ何ぞ や。 カル ヴィ ンを 始め 凡ての 改革 派の 人々 は 反異敎 主義 

なり。 彼等 は 受造物 を 神と し、 人 を禮拜 し.. 偶像 を 祭る に對 して 根本的に 不同意 を唱 へ、 此の 誤謬 


否な 罪惡、 其の 他 凡て 之と 殺ら はしき ものに 對 して 最も 執念き 抵抗 を 試み、 殆んど 不倶戴天の 仇敵 

に 於け るが 如し。 ノックス 艇奴 として ルゥ アル 河に 苦役せ るに 際し、 マリアの 像 を 指示せられ、 之 

に禮拜 せん 事 を 要求 せられし 時、 慨然と して 之 を 水中に 投じて、 『彼の 女 は輕し * 之 をして 泳がし め 

よ』 と 絶叫せ り。 ツイン グリ 及び ルゥ テルの iS 晩餐に 關 する 議論の 如き、 兩 者の 異同 は 反異敎 主義 

の 厚薄に 基 かすん ば 有らざる なり。 改革 主義なる 和 蘭國の カイ ペルが、 ルゥ テル 主義の 獨逸 皇帝 其 

の 臣民に 刺 諭して、 汝等 死後 神の 前 及び 大 いなる 先帝の 前に 出づる こと 有る 可ければ、 熱心 銳意忠 

節を勵 むべ しと 言へ るを捉 へて、 異敎 的な りと 痛罵せ る 如き、 之が 實例 として 趣味 深く 考 へらる 可 

し。 余 は 日本の 基督教が 異敎 主義の 精祌を 撲滅す るに 非ら ざれば 此の 大 いなる 異敎國 竟に救 はる 可 

ら ざる を 信す る 者な り。 

今日 ノッ タスの 第 四百 年を紀 念す るに 當り、 余 は 日本の 基督 敎 徒が 人 權の 伸暢、 自由 敎龠、 進歩 

的 思想、 健全なる 神擧、 異敎 主義 撲滅の 天職 等に 就きて 深く 警めら るる 所 ある を感 す。 

ノック ス 生誕 第 四百 年 記念 講演 一 九 五 年 九 wGi 音 新報) 
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の 人物の 方が 更に 豪い。 其れ故 陸軍の 佐官で ある 所の 其の 子息の 書いた 三 冊の 偉 記と 書翰と を讀む 

方が  一 sil^ 益 も ぁり舉 ぶと， ) ろ も 多い やうに E しふ。 

マオ リス は 千 八 百 五 年 八月 十九 日に 生れ、 千 八 百 七十 二 年に 死んだ。 彼の 生れた 時代 は 恰も カァ 

ライル、 ミル、 ダル ウイ ンの 三人が、 英國の 思想 海に 波 潤 を 起した ときで ある。 カァ ライル は： に 

g 着せす、 人 を 恐れす、 社會の あらゆる 方面 を 痛罵した。 ミル は哲學 的の 議論 を逞 うし、 祌の W 在 

の 問題 は ォゥプ ス チヨ ン である、 無； t 論 を唱 ふること もい けない が、 さりと て 神の 實在を 

確信す る こと も 出来ぬ、 斯る 問題 は 決定すべき もので ない と 論じた。 ダル ウィン は餘に 科舉的 研究 

に 凝 り 過ぎ た爲 め 信仰 を 失 うたのみ な らす、 祌 秘 的な 詩的な 趣味 を 感 する 力 もな くな つて 了った。 

斯の 如き 有様で 三人 は 英國の 思 相^ 界を搔 き 廻 はして 居た ので ある。 是れ よりおき バ トラ ァは! ffc. 論 

を 書いて、 若し 聖書のう ちに 書いて ある； t を 疑 ふなら ば、 自然界に 於て 神 を 認める こと も 出來な 

い、 若し 聖書 を 疑 はば、 また 自然界 を も 疑 はねば ならない とい ふ 論錢で 基！^ 3： 敎 を辨證 して 居た こと 

であるが、 マオ リスの 時代に 至って は 思索 上の 傾向が バ トラ ァの 頃と は 大いに 變 つて 来た。 神 は 有 

るか.^ - いかと か、 人 は此世 限りの もの か、 將た 永遠の 世界が あるかと か 云 ふ 結局の 問 が 起って、 

議論 粉々 たる 有様であった。 マオ リス は 實に斯 る 時代に 生れた ので ある。 彼 は 神の K 在を證 明した 

り、 或は 靈 魂の 滅 せざる こと を 論じたり する、 宗 xic 學の人 門に 就いて 議論 を 試む る 方に は 餘りカ 

を盡 さなかった。 是 よりも 一層 深い 問題に 意 を 用ゐて 居た。 然 かし、 其の 基督教の 根本 問題 を 論じ 


たこと が、 間接に 大 いなる 影響 を與 へ、 就中 基督 敎 固有の 信仰 を 明らかにす るに 力が あつたので 

ある。 

彼の 父 は 學問も あり 得 良なる 人で あつたが、 ュ 二 テリアン 敎 きの 牧師 をして 居た" 故に マオ リス 

は 若い 時から ュ 一一 , リア ン 主義の 敎育を 受けた。 然るに 其の 母 は カル ヴィ ン主雜 の 人で、 マオ リス 

は 家庭に 於て 兩 方の 說を敎 へられ、 深き 同 情 を 以て 之に 注意し、 ぼつ 舉 ぶこと が出來 た。 一 體彼は 

終生 公平の. 立場 を 取り、 I 方に 片寄らない 見解 を なすこと を 力めた ので ある。 悪く 云へば 折衷主義 

である。 然 かし 悪い 意味 はない。 彼 は 勇氣の ある 人で、 极本的 改革 を圆 り、 進歩主義 を 把持し、 人 

を 恐れたり 世人の 機嫌 を 取る こと を 好まなかった。 然 かし 彼方に も 此方に も 同情 を 寄せ、 互に 敵對 

して 居る 議論で も、 双方の 長所 を 看取し、 公平な 態度 を 以て 之 を 取扱った。 斯の 如くな すに は 素養 

が ある。 家庭の 教育 も 其の 一 つで ある。 而 うして 彼の 學んだ 舉校も 面白い。 彼 は づケム プリ ッヂ 

大舉に 人り、 暫 らくして 後ち ォッ タス フォ ルド 大學に 移った。 彼の 經歷 にも、 舉問 にも 此の 兩大舉 

の 長所 を维 めて 居る 形が ある。 

ケム ブ リツ ヂ大舉 に は プラト ォ 者 流の實 在 主義と も 云 ふべき 傾向が あった。 此は 何かと 云 ふに、 

現在の 有様に 滿 足せす、 現在 は 影に して 其の 根源の 理想が 儼然實 在して 居. ると 說 くので， 所謂 ブラ 

ト才の 觀念說 若しくは 理想の 說 から 来た ものである。 人事 萬 端、 色々. の 制度、 議論、 擧說 等に 現 は 

れて 居る もの は 不完全で ある。 之よ ひも 更に 大 なる ものが 永遠 無窮に 存在す る。 此の 理想が を 
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麾 いて 進歩せ ねばならぬ やうに 刺激し つ X あると 主張す るので ある。 何時でも 此の方に 心 を 傾ける 

もの は 改革 進歩に 熱中し、 現在の SI に滿 足しない。 之れ が 即ち ケムブ リツ ヂ大舉 の 流 籠で ある。 

英國の 歷史を 見ても、 同大 舉は I 頻り 淸淨敎 徒の 要塞と も 云 ふべき Ifi となって 居た こと も ある。 

ケムブ リツ ヂ • プラトー 一 スト は、 かの カドォ ルス や、 モ オア や、 ホヰ チコ ゥト などの やうに 神祕主 

義 となり、 元氣 では あるが 正眞の 信仰が なくなった。 今日の ケムブ リツ ヂ大 舉、 其の 特色 は 文舉ゃ 

技術で なく、 舉術 智識の 方が 優れて 居る。 而 かも 進歩的で、 現在の を 打ち 毀す こと を 苦-にせぬ 

風 だ。 8- の 不健全な 信仰が 續 いたと は 云 はない が、 今 曰 も 何處 となく 進歩的の 氣風は 依然 存 して 

罟る。 

マオ リス は クリス チヤ ン とか、 クリス チヤ 一一 チイと か 云 ふ 語 を 嫌った。 已むを 得ぬ 時には 用ゐる 

けれど、 甚だ 之 を 好まない。 後世に は斯る 語が 多く 用 ゐられ るが、 聖書に は クリス チヤ ンと いふ 語 

が算へ る 程 記して ある だけで ある。 斯る語 は輕々 しく 使用すべき もので ない。 基督 は 基督 敎ょ ひも 

大きい。 基督 者 は 基督 を 代表すべき ものである けれど、 今日の 基督 者と いふ もの は 片輪が 多い。 實 

に 名稱の 濫用で ある。 基督 を 粉 碎し、 滅茶苦茶に 切り刻んで 了った。 基督 は 基督 者 や 基督 敎ょ ひも 

遙 かに 大きな ものである。 是れ マオ リスの 强く 論す ると ころであった。 殆んど 其 癖と なって 居た 位 

である。 又 彼 は システム 即ち 組織と か 系統と か 云 ふ？  一一  口語が 大嫌 ひであった" 是れ { 莨に 彼の 偸 快な と 

ころで ある。 此の やうに 現在 を 打ち 壞す倾 向が あつたから、 或る 方面に は 世と 相容れ す、 異端と 目 


せられて 敎授職 を 被 奪 せらる.^ に 至った。 

ォッ ク スフ ォ ルド 大舉は 其の 趣きが 遠 ふ。 アリス トォ トル 一流の 【貧 在 主義で ある。 プラト ォとァ 

リスト ォ トルと は 理想と 現實 との 代表者で ある。 後者 は實驗 的の 世界に 安ん する 餘り、 理想 を 追 ふ 

こと を 好ます、 成るべく 物事 を そっと 維 する こと を勉 める 傾向が あって、 現在の 制度 や 組織 を 神 

の 如く 祭り上げる。 此の方の 代表者と も r ムふ べき は 古へ に ロォド あり、 近世に は 一一 ュ マン、 ピュ ゼ 

ィ、 リドン、 ディ ン* チヨ ルチ 等が ある。 斯の 如き 傾きが あるから 文擧 的で、 現在の 制度 や 歷史を 

貴び、 鬼 も すれば 保守的に 流れる。 マオ リス は 此の 兩大舉 に 跨って 舉 問した。 隨 つて 趣味が 廣ぃ。 

彼は兩 者の 長所 を 意識し つ、 遣った と は 云 はれない が、 自 から 然 うなった ので ある。 

マオ リスの 時代に 形而上 攀會 なる ものが あった。 チン ダル、 ハックス レイ、 ミル、 マルチ ノォ等 

の が 多く 集り、 其のう ちに は 信者 も あれば 不信者 もあって、 互に 議論 を戰 はした" 此は 舉界の 

美談で た 珍しい ことで ある。 其の 記事 を 見る と實に 面白い。 天主 敎會の でゥォ ルドと いふ 人 

が ある (今の ゥォ ルドの 父)。 鋭い 論客で、 討論に 妙 を. 得て 居った。 其の 著 『st 哲舉』 のうちに 

も 此の 摩- $：： のこと が 害いて ある。 其の 光景が 甚だ 面白い。 マオ リス も 矢 張 ひ 此の 舉會に 出席した。 

a つ 彼 は ミルと も 親しく 交って 居た。 ミルの 自叙 傅に、 若し マ オリ スが 基督 敎に 關ら なかった な 

らば、 更に 毫か つたで あらう といって 居る 位で ある。 

彼 は 色々 の 議論、 を 門外漢と してで なく 其の 内に 人って 觀 察し、 同情 を 以て 味 ひ、 叉 非難し 討論す 
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る ことが 出来た。 色々 の 反對の 分子 を 一 身に 集めて 居る。 他の 人に は 調和して 居る、 タエ カルの 內 

的 光明 も 面白がって 居. る。 かく 神秘的の 方面が あると 同時に 英國 敎會の 儀式 禮典 等に 趣味 を 有して 

居た。 甚だしき は H ドヮ ルド • アル ヴィ ン グの說 にも 或る 程度まで は 同意す る ことが 出来た。 ァ ル 

ヴィ ング はカァ ライルの 友で、 長老 敎會の 牧師で あつたが、 奇跡 は 今日 も 行 ひ 得られる、 使徒 行 傅 

第一 一 章に 記された 方言の 如き も 使 ふこと が出來 ると 主張した。 また 基督の 人格に ついても 稍 異なつ 

た 考へを 有した。 東京 靑年會 に 以前 關 係して 居た スヰフ ト氏も 此の方の 信者と なった。 マオ リス. H 

之に も 同情が あった。 ぼつ 彼 は 英國の 福音 主義の 人と も 趣味が 合 ふ。 福音 主義と いへば 低 派 監督 敎 

會 とか、 ゥェ ス レイ 派の 人々 である。 其の 特色 は 罪から 救 はれる こと を 高調し、 基督教が 罪と 亡び 

よ ひ 人類 を 救 ふところに 重き を 置いて 說 くので ある。 マオ リス は 之に も 同情 を 寄せた。 然 かし 彼 ま 

其の 高調す ると ころに 同情す ると 同時に、 尙ほ 一歩 を 進めて 救 は 更に 廣 いもので ある。 政：^ロにも敎 

會 制度に も社會 制度に も、 其の 專政 虐待から 人 を 救 ふの が 基督の 聖旨で ある。 救 を 狹く考 へる の は 

間遠で ある。 勞働 問題な どに も 適用 せらるべき ものであると 說 いた。 デ H ルがゥ H ス レイ 1^ の大 zt! 

に 臨んで 演說 し、 福 一昔 主義の 短所 を摘發 き、 靈 魂の 救 ひ を 盛んに 說 くも、 基督の 主義 を資際 生活に 

應用 する こと を缺 いて 居る といった ことがある。 ゥ H ス レイ 派の § フヒ ン ドレイが 基督 敎道德 を 

論じた 著書に も、 始めに デ H ルの說 いたと ころも 引いて、 福音 主義 は 基督 敎的 生活 を 高める ことに 

骨 を 折らねば ならぬ といって 居る。 福音 主義に は 確かに 此の 短所が ある。 今日 も然 うで ある。 マオ 


リス は 救 ひ を廣ぃ 意味に 用 ひた けれど、 勿論 靈 魂の 救 はれる ことに 重き を 置き、 あらゆる 社 會の專 

制ゃ壓 迫に 對 して 自由 を與 へねば 完全せられ たと は 云へ ない と 主張した ので ある。 

マオ リス は 千 八 百 四十 年から 千 八 百 五十 三年まで 倫敦 キング ス大學 の敎授 となり、 歷史と 文擧と 

を s;ns した。 後に は神擧 をも敎 へた。 ケムブ リツ ヂ大舉 では 道德 舉を敎 へた。 之が また 彼の 學問を 

廣 くし 深く する 機會 であった。 其の 著 『道德 及び 形而上 哲擧』 など を讀 めば 博擧に 驚かざる を 得な 

い。 恰も 其の 當時ジ ョルヂ *ェ リ オットの 亭主なる ルイスの 哲擧史 出が 版され た。 マオ リスの 書はル 

イスの 其れの 如く 危 かしい ところがなくて、 趣味 多く a つ 注意深い ものである。 そして j 種の 演劇 

的な 技倆が あった。 他人の 說を 我が ものにして 說き、 智的 演劇 を やる ことが 出来た。 當 人の 云 はぬ 

曽 外の 意味まで も吸牧 して 之 を 巧みに 言 ひ 現 はした ものである。 此書は 今日で は 其れ ほどで もなか 

らうが、 希臘 i を 始め 印度の ことまで 綿密に 調べて 居る。 大 擧に數 年間 敎授 であった こと は 確か 

に 彼 をして 爾深 きを 得せし めた。 

コル リツ ヂと マ. h リス との 關 係に ついては 注意すべき ものが ある。 マオ リス は コル リツ ヂと 親し 

く 交際した ので はない やうで あるが、 其の 詩 や 文章 を愛讀 し、 其の 宗敎 若く は哲擧 上の 議論から 感 

化 を 受けた こと は少 くない。 彼 は 始め ュ  一！ テリアン 風の 思想で あつたが、 後に は 基督が 神の 子で あ 

る こと を 信じ、 之 を 唱道す る 上に 於て は 確かに 一方の 雄將 となった。 近世に 於け る 三位 ー體 論の 主 

張 者の ォゥ ソリ チイと なった。 而 うして 彼 をして 斯の 如く 其の 思想 を變 化せ しめたの は、 即ち コル 
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リツ ヂの 感化で ある。 此の 詩人の 感化 は實に 傑れて 豪い ところがあった。 マウ リス は 其の 詩 や 文章 

を讀ん で、 遂に 信仰が 變 つて 來 た。 

余が 神學 研究に 於ても、 また 文擧の 上に 於ても 多く 負 ふところ である 一 人 は、 『スぺ クテュ トル』 

の 主任 記者 リ チヤ ルド • ホルト • ハツ トンで ある。 彼 は 最初 マ ル チノ ォ の 弟子で、 ュ 一一 テリアン 主 

義の 仲間で あつたが マオ リスの 祌擧 說を聽 き、 其の 三位 I 體ゃ、 イン カルネ- ショ ンを 論す ると こ 

ろに 至り、 感嘆 措く 能 はす、 遂に ュ 一一 テリアン 主義 を拋 つて 熱心なる 三位 ー體 論者に なった ことで 

フ ヒ^^ヅ ク ス*ァ ン ド* ボリ チヅ グ ス 

ある。 また 民權 論の 盛んに 行れた ころ、 吾が 國の擧 者に 重 ぜられ て 居た 『物理 學と 政治 擧』 の 著者 

で、 倫敦ェ コノ ミストの 主筆であった バジョ ッ トも 同じく マオ リスの 感化 を 受けた 人で ある。 

マオ リスの 書に は 時代の 標が 着いて 居らぬ。 四 圍の情 態 や、 交り や、 時代な どが 現 はれて 居な 

い。 フヒ リツ ブス たプ ルツ クスは 時代 思想の 牛耳 を 取った ものである。 然るに 其の說 敎を讀 めば 宛 

がら 時勢に は 無頓着であった ものの やうに 見える。 固より 其の 時代に 適切な 思想 は ある けれど、 如 

何なる 場合に 說敎 した もの か 更に 解らぬ。 坪內 氏な どが 沒 理想と いふ 語 を 盛んに 招 ひ、 文 學界の 流 

行 語と なった ことがあ るが、 これ を 借りて 云へば ブルックスの 說敎 には沒 時代のと ころが ある。 斯 

る 傾き あると 同時に、 彼 は 立派な 時代 通であった。 永 在の 眞理を 其れと なく 隱然 時代の 必要に 適趙 

したので ある。 講壇 は あんな 風で 好い もの か。 幾分 か 感心すべく 思 はれる。 其れ は 別問題と して、 

兎に角 彼 は 時代 通で ありながら、 講壇で は 一向 時代に 通じて 居ない ものの やうな 態度 を 執った ので 


ある。 かの 『基督の 模倣』 もまた 時間 以上の ものである。 マオ リスの 著書 を讀 めば、 矢張り 其の や 

も。 すご 

うな 感じが ある。 ところが 當人は 時勢に Is して、 時代思潮の 時として 悽愴 くも 見 ゆる 波 P! が 其の 

胸に， 渦 をな して 居た. - 時代の 渦卷 のうちに あって 熱誠 を 注いで 居た。 此の 邊は餘 程フヒ リップス、 

ブルックスと 相似た ところが ある" 

彼の 思想 は 高くて 廣く、 深くて 遠い 同情が あった e 他人が 何 か 問 ふと 其の 答へ は當 初のう ち は 意 

味の 能く 解らない ことがある。 假令 枝葉の こと を 問 ふても、 彼 は 背後に 徹する 同情が あるから、 其 

の 根本のと ころまで 理解す る やうな 答へ をす る。 故に 疑 ひ を 有する もの に は實に 好い 敎師 であつ 

た。 彼に は 前に 云った 如く、 演劇的の 伎倆が あつたから、 其の 人の 地位に 成りす まして 話す ことが 

出來 たので ある。 其の 思想の 深く 高い こと は宗敎 改革 後の 只 だ 一 人で あると 稱 讚され た 位で ある。 

I 昨々 年 も 倫 敦のヒ ム ガムと 云 ふ 書肆の 主人から 來た 手紙に マオ リスの 本 は 今日 も 好く 賣れ る、 活 

きて 居る 多くの 人の ものよりも 捌けが 好い と 云って 居た。 之 を 以て も 彼の 著 ST が 如何に 多くの 人に 

愛讀 せられて 居る か を 想像す る ことが 出来る。 

彼の 感化 を 受けた もの は 前に 述べた 如く 實に 多い ことで あるが、 かの 米國の 『アウト ，ルック』 

記者 ライマ ン • ァボッ トも 彼の 書 を 好く 讀んで 居る。 今日 ァボッ トは 思想 上 餘程墮 落しつ. - ある や 

うだが、 其の 書いた もの を 見る に マオ リスの 『リン コ ルンス イン 說敎 集』 を熟讀 玩味して 居る と 思 

はれる 跡が 少なくない。 或る人 マオ リスの 深い 思想 を 評して、 『其の 講壇に、 長く 寄り付いて 居 兼ね 

エフ、 デヰ、 マオ リスに ついて  四 1 九 


エフ、 デヰ、 マオ リスに ついて  gj  二  0 

る 人の 往々 に 之 ある は、 海の 底に は 長く 居られぬ の だ』 と 云った。 

リン コ ルンス ィ ンとは 辯 護士の 集會の あると ころで ある。 マ ォ リス は 其の 所 霉禮拜 堂で 數 年間；^ 

5^ した。 ジ ヨセフ • バァカ ァのシ チイ 。テ ム プルの やうな 聽衆を 見る こと は 出来なかった。 然 かし 

極めて 精 撰した もので、 名士 を 以て 満たされて 居た ので ある。 其の 集會 者のう ちで 他に 移る ものが 

段 々 出来た。 彼等 は マオ リスの 說 敎を聽 くこ と の 出来ぬ の を 遺憾に 思 ひ 醵金して 說敎 の 出版 さ る 、 

よう 求めた。 そこで 出版す る ことと なった が、 其の 友人で 辯護士 なる ラ ドロ ォ とい ふが 彼の 手跡 を 

み 慣れて 居る ので、 其の 原稿 を 印刷に 附 する こと を 引き受け、 マオ リスが 說敎 してから 二 周 If 

に は 配布 せらる- r ことと なった。 『リン コ ルンス イン 說敎 集』 のこと を考 へる と、 故 海軍 少將世 良 

田 亮君を 思 ひ 起さ^る を 得ない。 余 は 同 君と ともに 之 を讀ん で、 互に 話し合うた。 同 君 も マオ リス 

の 書 を 讀んで 始めて よく 三位 一 體の眞 理を會 得した ので ある。 

マオ リス は 中々 セン シチ イブな 人であった。 謙遜で あるが、 神經は 甚だ 鋭敏であった。 一寸した 

ことで も 頭 を 打擲ら れる やうに 感じた。 或ると き 其の 說敎の 原稿 を 巳に 印刷屋に 廻 はした 後、 彼 は 

ラ ドロ ォ のと ころに 朝早く 遣って 来て、 印刷す る こと を廢 めて くれと 云 ふ。 其の 故 を 尋ねる と 或る 

人が マオ リス は 際限な く 書く 奴 だと 云った と 聞いて 非常に 心配し 出し、 出版す るの は廢 めた と 云 ひ 

出した ものと 解った。 讀 者の 方から は 非常に 出版 を 迫って 來 るし、 マオ リス は 否や だと 强情を 張る 

し、 中に 立って ラ ドロ ォ は大變 困った ことがああった 位で ある。  ， 


彼 は 多趣味な 人であった から、 小說を *1 いた こと も ある さう だ。 社會 事業に ついては ラ ドロ ォが 

基赞 敎社會 主義の 主唱 者で あるから 之に 導かれて 研究した ので あるが、 後に は マオ リス 自身が 其の 

大降 となり、 ラド ロォは 却って 其の 從 者の やうに なって 了った。 かくて 彼 は社會 事業に も 熱中し. U 

ので ある。 

彼 はまた テ 二 ソンと も 親しき 交りが あった。 詩人が まだ 名 を 成さす、 其の 價 値の 社會に 認められ 

ない 頃、 マオ リス 彼の 寓居 を訪 ふて 之 を獎勵 したと いふ 美談が ある。 二人の 間 は 甚だ 親しかった。 

マオ リス は 神學上 異論 を唱 へ る 故 を 以て キング ス 大學 の 敎授職 を 褪奪 せられん とすると 云ふ驟 ぎで 

批評の 中心と なり、 甚だしき に 至って は 偽善者とまで 云 はれた ので ある。 其の 時テ 一一 ソン は マ オリ 

スに詩 を 作って 送った。 彼 は マオ リスに 向 ひ 今の 境遇と 大騷 ぎの 世界 をし ばし 脫 して 余の 住んで 居. 

る ワイト島に 來て くれよ。 休息 を與 へたい。 一度、 否な 年々 來て くれよ とい ひ、 先づ 政治 上の こと 

を 論じ VJ のち、 祌に 重んぜら る- r 人の 重す る こと を 語らう ではない か。 それ は 即ち 貧しい 人の 細い 

II：： へ を 功け、 住 ひ を 良くして やる ことで あると いひ、 今 は 夕 景色で あるが、 春の 花 唤く頃 か、 或は 

其の後 か、 是非 一度、 否な 幾度 も來て くれよ と 歌って 居る。 其の 互の 友情の 濃 かであった ことが 知 

.si る" 彼 は 多方面の 人で、 同情 を 以て 百事に 涉 つて 居る。 或る 著書の 如き はテ 一一 ソンに 呈 して 居 

る。 詩人に も勞働 者に も 趣味の 深かった 人で ある。 

マオ リス は 哲學ゃ 宗敎擧 に 於て、 過去の 事實を 重んじ、 精確に 之 を 取り調べて 居る。 其 世界の 宗 
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敎を 論す る あたり、 事實の 上に は 多少 時代 後れの 點 があって も、 幽を 開き 徵を顯 はす 觀察 力が あ 

る。 殊に 將來の 成行きな どに ついて 未然に 預言した ことの 適 中した もの も 少なくない。 一例 を擧ぐ 

れば 彼が 佛敎 の將來 について 預言した こと は、 恰 かも 英國に 於け る 印度 宗敎の 主唱 者なる アンナ • 

Z  ^ント 女史 や マダム • ブラ ヮ ドス キイ や、 コ ル ネル • オル コッ トの 如き 人々 の 情 態に 一 々適 中し 

て 居る。 

マオ リスの 性質に ついて 貴い と 思 はれる の は、 リ チャルト • ホルト • ハットンが 評して、 マ オリ 

スの 如く 思想が 公共 祈禱 文の やうな 形になる 人 は 少ない といった 點 である。 牧師が 敎會で 祈る とき . 

會 衆の 心に なって 祈らねば ならぬ。 其の 必要 を 代表して 其れ を 自分の ものにして いふべき 害で あ 

る。 余は自 から 此の 點の 欠けて 居る の を 恥し く 思 ひ、 マオ リスに 擧 ばねば ならぬ と 心 藤け て 居る。 

マ， リス は 議論 するとき にも、 考 へる ときに も、 他人の 思想 や 境遇 を 酌み 取り、 深く 思 ひ 遣って、 

之 を 代表す る ことの 出来る 人であった。 只 だ 思想 だけ なれば 得難き 才とは 感じても、 淚を 流して 之 

を 尊敬し 欽慕に 堪 へぬ やうな 思 ひ をす る こと はない。 然 かし 彼 は 啻に 思想 上の みならす、 社會の 

罪惡 についても 同じ やうに 代表的の 位置に 立った、 自分の 缺點 もあった に 相違ない が、 社會 の罪惡 

を 嘆き、 其の 淺間 しさ を 思 ひ、 之 を 己が 罪の 如くに 感じた。 曰く 『我 は 時代の 罪 を已が ものと して 

吿白 せんと 欲す』 と。 他人の 罪 を も 自分の 犯した やうに 感じて 神の 前に 吿白 する。 これが 彼の 質で 

あった。 其れ故 彼 を 知らない ものに は、. 大變 汚い 人の やうに 誤られ、 其の 言 を 以て 直ちに 批評され 


たこと も あるが、 此氣風 あるが 爲に、 彼 は 預言者の 一 人で ある。 序に 云 ふ、 マオ リス. の解釋 に據れ 

ズ、 、言 者と は フォア • テル ラァ (預言者) にあら す、 フォステル ラァ (發言 者) である。 即ち 神の 

意志 を官： 言す る ものである。 或る ひと 其の 言 を 引き、 マオ リス も 神の 眞 正の 預言者で あると いひ、 

且つ 之 を 先生に 云った ものなら 大變 だ、 酷く 恐縮され て 例の 差込みが 起る と 笑った ことがある 斯 

の 如く 眞 面目な 預言者が あれば 國の 幸福で ある、 我々 は 大いに 之に 學ば ねばならぬ。 - 

皮 ま 常に i& む 方で、 面の 皮の 薄す ぎた 人であった。 例ば 其 講壇に 於る 様子 を 評し、 ラ、 ォは 

次の 如く 云った。 彼 は 小さい。 然 かし 面 や 手足の 配合が 好い。 講壇で は 手 を 背後で 組み合 はす。 埶 

して 來 ると 形の 好い 替が顫 ひ 眉が 稍 や 寄る。 時として は 額の 一方が 狭くなる こと も ある。 立って 居 

ると き は 型 像の やうに ちゃんとして 居る。 然 かし 熾ん になる と 身體が 講壇 一杯の 互 犬な 人の 様に 感 

ぜられ た。 

余 は 日本に 於て 聖書 讀會を 盛に したいと 思って 居る。 マオ リス は 然ぅ云 ふ會を 盛に 起した。 彼が 

其の 會に 臨んで 聖書 を解釋 したり、 話 をす る ときには、 間の 悪さう に 兩臂を 卓の 上に 突きて、 面 を 

ふて 了う のが 癖であった。 或る人 之 を 評して、 彼 は 己れ の 偉大なる こと を 耻ぢて 居る の だら うと 

ちょっき かくし  , 、 ， , I  / 

云った。 下 を 向いて 小さな 聲で 話す。 キング ス レイ は 『短 珍の 衣囊に 向って 預言す る 預言者 を 何し 

たら 好から うか』 とから かひ 半分に 云った ことがある。 

其の 門人に して 同勞 者たり しキ ングス レイ は 男性的の 人で あつたが、 マオ リス は 誠に 人類 的で あ 
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つた。 男性 及び 女性の 長所 を 8 て f と 云って 好かき。 無論 比較になる 話で はなお、 此 點主 

耶穌の 俤を存 して 居る かと 感 する 。斯の 如き 人物 はちよ つと 直ぐに II 曰る もので ない 。ラ ドロ ォ は マ 

ォ リスと 二 年 ほど 交際した 後に 始めて 其の 卓越した 人で I こ 急 見出した が、 キング ス レイ は大 

分 之と 異 つて 初對 面の B から 直ちに 其の 氣象を 知悉む こと を 得た といった。 比つ 逸話に よって フレ 

デ リツ ク • デ 一一 ソン • マオ リスの 謙遜に して 深い 人格が 眼前に 躍如たる やうに 覺 ゆる。 

晩年に は 筆記者 を 頼んで 其の 原稿 を 書かせた とい ふが、 ハツ トンの 傳 ふるところに 據れ ば、 ズの 

口授す る や、 膝に 枕 を 置き、 之れ を兩 手に て緊 かり 抱かへ ながら 坐り、 或は 之れ を 持ちし ま &窒を 

彼 所 此所歩 f,- 或 ひ は I み.^ 左の 手に 持ち、 座ながら 火箸 を 持って 爐の火 を 叩く こと もあった。 夫人 

は.. の 挽を稱 して 外 君の 黑ぃ內 儀 だと 戯れた こと も ある。 黑 いと 云 ふの は 枕の 中の ものが 黑 馬の 毛 

であった からで ある。 彼れ は 此ぅ云 ふ 風體で 其の 滾々 湧いて 盡 きせぬ 一 f 載 記者に 注ぎ かけた ので 

あ-る。 

トマス • アル ノル ドは、 信 條は靈 的 經驗を 主として 宜 一一 一一 〔すべき ものである、 一一 カャ信 fe^、 ァタナ 

シ ウス 信條の 如き はも、 つと INJ に反して 神の 本體ゃ 性質な ど を 以て、 其 眼目と して 居る から 良くない と 

じた。 成る ほど 5 道理で 古 jpl に 於け る 缺點 を舊 したに は逮 ひな けれど、 祌の眞 相な どに 

つきて 深遠なる 思想 を 信條に 標揚る こと を 非難す る 如き ロ氣 あるに 至って は、 頗る 不穩當 である。 

マ リス は 此の 點 にっき 全然 アル ノ ルドと 反對 で、 凡そ 神の 眞相 にっきて 思想が 亂れ、 若く は 甚だ 


不完全で あるとき は、 多くの 迷信 を 生じ、 W 際 生活に も惡 影響を及ぼし、 世 を 毒す る こと 恐るべき 

もの あるべし と考 へ、 祌の 父た る こと、 之と 其の 獨 子との 關係、 さて は 三位 一 體說に 至る まで 極力 

研究して 明かに する ことが 必要で あると 痛論し、 其の 一 一十 五 歳のと きから 死ぬ るまで 終始 一 F 、其の 

研究 に 從 事し て 其 の眞理 を 明かに する こと を 力めた ので ある。 

彼の 『社會 道德』 や 『祌 擧 論』 其の 他の 著書に 於て 吾人 は 三位 一 體說、 祌子降 生し 肉體 にて 

現 はれたり とい ふ 信仰 は 只 だ哲舉 上の 趣味 豐 かなる のみなら す、 歷史 を解釋 し、 人の 心に 潜める 靈 

的渴 望を滿 たし、 倫理 上の 發展を 最高 度に 向上せ しむるな どに つきて 効力 甚だ 大 いなる を擧 ぶこと 

が出來 る。 マオ リスが 繰り返しく 論じた 如く、 アル レンの 『クリスチャン • インス チチ ュショ 

ン』 などに も 其の 意 を 承け て說 明せられ て ある 如く、 基督 敎が羅 馬 帝 國の壓 力に 堪へ、 帝王 禮拜の 

根據を 突き破る ことの 出來 たの は、 神の 獨子 世に 降れる こと を 信じ、 隨 つて 神の愛 を認 むる こと 最 

も 精確なる を 得た 爲め である。 基督 敎が北 狄の蔡 力 を 挫く こと を 得た の も 主として 此の 信仰の 力で 

ある。 マ ホメッ ト敎が 歐洲を 侵略 せんとす るに 當り、 潮の 如き 其の 勢 ひ を 喰 ひ 留めて、 文明の 命脉 

を 維持した もの も 同じく 此の 信仰のお 影で あると 云 はねば ならぬ。 基督 敎徒は 神に 獨子 ある を 信す 

るに よって、 マホメット 敎 と對抗 する を 得た。 アル レン 云 はす や、 ァ タナシ ウス 信條の 冒頭に 凡そ 

救 はれん と 欲する もの は 云々 と ある 項 以下の 文 は、 基督 敎 徒が 回 敎 徒と 戰ふ ときの 軍歌で ある。 宛 

ま 〈 

かも 詩の 第 六十 ー篇 とともに 『願く は 神 起きた まへ、 その 仇 はこと くく 散り、 祌を 憎む もの は 前 

エフ、 デヰ、 マオ リスに ついて  四 二 五 


ディン. チ ョルチ も 論じ カル ギ ナル. 一一 ュ マ ンに！ ，"52  四ニ六 

より 逃げ去 らんこと を』 と 勇ましく 呼り つ、 基督 敎 徒が、 權カ 本位の マ ホメッ ト敎の 中心 を 突き崩 

した 閧の聲 は、 即ち 基督 神性 論 や、 三位 一 體說に 含まれた 眞理 である。 此の 信仰が 個人の 靈 魂に 如 

何なる 深き 關係を 有って 居る か、 之 を 明かに する ことによって 神 如何に 人に 近く あられる か。 寶に 

信仰の 生命 此の ー點 にあり とも 云 ふべき 道理 は マオ リスに よって 反覆 偸 快に 論ぜられて 居る。 ハツ 

トンの 『セォ ロジカル •  N ッセ イス』 の 如き 其の 意味 を 擴充し 敷衍した ものと 見ても 不都合 は ある 

まい。 此の 外 マオ リスの 贈 I 非 論、 永生に 關 する 敎訓の 如き、 假令ひ 前者 は隨分 首肯し 難き ところな 

きに あらざる も、 な 後世に 傳 ふるに 足るべき 價 値を備 へて 居る。 余 は 此の 講演に 於て マオ リスの 

神 擧說を 思 ふだけ 紹介す る ことが 出来ぬ。 其れ は 他日の ことに せざるを得ない。 然 かし マオ リスの 

最も 豪い ところ は 其の 擧說 にあら す、 其の 高尙 にして 謙 適、 熱誠に して 溫 良なる、 祌に事 ふると 同 

時に 人に 事 ふること 最も 忠實 なりし 人格で ある。 余 は 不十分ながら 之れ にっきて 語る を 得た の を以 

て滿 足せねば ならぬ。 兩者 いづれ か 其の 一 つ を 撰ぶべき 場合な りと せば、 余 は 其の 良き 方 を 撰み た 

りと 信す るので ある。  一 九 〇 九 年 五 Dt  (福音 新報) 

ディン • チヨ ルチを 論じ、 カル ヂナル •  二 ュ マ ンに 及ぶ 


人格に 接すべし 

，ティ ン • チヨ ルチ や、 カル ヂナル • 11 ユウ マ ン のこと は、 之を歷 史的に 研究し、 また 神擧 上に 百 一 

りて 論 すれば、 廣く 且つ 輿 味 ある 問題で あるが、 今夜 は 卒業生 諸君の 爲 めに 說敎 する 積り で、 二人 

のこと を 話さう と 思 ふ。 隨 つて 其の 話す 範圍も 限られて 居る ので ある。 

一一 ユウ マ ン 曾て 大攀の 生活に ついて 論じた ことがある、 其のう ちに ソ クラ テ スゃ プラト ォの 時代 

のァ テンスの 敎育 の 有様 を說 き、 『十九 世紀 の 今日の 我等 は 永 久の 紀念 品と し てグ リシ ャの 書物 や 、 

其の 昔 書かれた とい ふ 原本 を 有して 之 を 珍重して 居る。 然 かし 諸君 は此 等の もの を 手に入れる 爲め 

にァテ ン ス に 行く 必耍 はない。 また 往 つたと ころ でァテ ン ス では 之 を 見出す ことが 出来ぬ であら 

う。 十九 世紀の 今日から 考へ ると、 プラト ォ ゃチュ シヂデ イスの 時代に は何處 にも 書肆の 設け 無 

く、 ァゥ ガス タスの 時まで 書物の 寶 買が 行 はれなかった と閜 くの は 不思議 千 萬で ある。 圖書 館もァ 

タラ スか トレ ミィの 頃に 發 明せられ たもの らしく 思 はれる。 余 は ハ ドリア ン 帝の 治世 前に ァテ ン ス 

に！： 書 館が 在った か 否か を 疑 ふ。 ァ テンスで 行 はれて 居た 敎育 は、 擧生 をして 見させる HJ であつ 

た、 聞かせる ことであった、 また 同情の 魔力で 捕 へられる ことであった。 然 かし 讀 むこと ではな か 

つた』 と 云 ひ、 更に 當 時の 敎 育が 實 物的 敎 育と 人格の 感化と であった さ を 面白く 說き、 フ ヒデ ァス 

の 彫刻 を 研究す る爲 めに はパ ルセ イノ ンに 行き、 ホ リグ ノ ォ タスの 綺畫を 見る 爲 めに はデォ スクリ 

ディン • チヨ ルチも 論じ、 カル ナル こ1 ュ マ ンに 及ぶ  四 二 七 


ディン • チヨ ルチも 論じ、 カル ナル •  II ュ. マンに 及ぶ  四 二.^ 

の 神殿に 行き、 ソフォ クレス や イス キュ ラスの 詩 は 劇場に 演ぜら る&を 見物して 知り、 西方 ァゴラ 

に 行いて は リシ ァス 及び ァ ンドシ ディ スの 議論 や デモ スゼ 一一 ィ ス の 雄 辯を聽 くと 云 ふ 風で あつたと 

て 美しい文 章で 其の 模様 を 描いて 居る。 (ス ヒ^ ^^§$,11: 一 j£)。 . . 

精神 上の 發達は 善い 人に. 觸れ、 善い 人の 傳記 を讀 むこと である。 久しく 擧 校の 生活 をした もの 

は、 卒業して 後 も尙ほ 書物 を 捻くる ことに 拘泥す る 傾きが あるが、 其れば かりで は 可かぬ。 我等 は 

人格の 優れた ものに 接する こと を、 敎 育の 目的の 一 つと したいと 思 ふので ある。 

■ , 聖徒 的 品性 

ディ ン* チヨ ルチは 今日の 日本の 基督 者から 忘れられて 居る。 餘程 前に 宮川經 輝 君が チヨ ルチの 

著 "The  Gifts  of  civiligtio 巳- を 『歐 州正氣 論』 と 題して 飜譯 された KI が ある。 其の 書の 出来た 

頃 は歡迎 せられた ものである。 余な ども 原文 は 其の 前から 喜んで 讀み 甚だ 珍重した ことであった。 

殊に チヨ ルチの 著書のう ち 『基督 者 的 品性の 訓練』 は、 余の 精神 上の 經驗 に關 係せ る ものが 少なく 

なかった ことで ある、 余 は 監督 アンド リュ ウスの 信仰的の 書 を 好んで 讀 みまた 之 を 用 ひ、 他人に も 

之を讀 むこと を勸 める ので あるが、 其れ は チヨ ルチの 『パス 力 アル 及び 他の 說敎』 のうちに 監督 ァ 

ン ドリ ュ ウスの こと を 口 を 極めて 賞 讚した もの を讀 み、 其れから 此の 書 を 尊敬して 讀む やうに なつ 

たので ある。 斯う 云 ふ 風に 余 は チヨ ルチと 因緣が 甚だ 深い。 彼 は說敎 者と しても、 敎會を 始める 方 


から 云っても、 また 活動的 § としても 優れた ものであった。 其の 信仰の 方面から 云へば 聖徒 的の 

人格 を 有して 居た。 彼 は 千 八 百 九十 年の 十二月に 死んだ が、 其の 翌年の 一月の 『評論の 評論』 に 彼 

の 面が 揭げて ある。 如何にも 高潔な 容貌で あ 1^ -。 其の 文章 を 見ても、 其の 事業 を 見ても、 奥床し 

く、 氣 品の 高い ものである。 

ディ ン • チヨ ルチは 千 八 百 十五 年に 生れ、 千 八 fCl 三十 八 年に ォッ ク スフ ォ ルド 大學 のフ- 口 シッ 

プを與 へられた。 かの 有名な ォッ ク スフ ォ ルド 運動の 波瀾の 間 は 同大 學に 居て、 其の 運動に 與 つた 

HJ である。 千 八 百 五十二 年ホ エト リイの 敎會の 主任者と. なり、 罪なくて 配 處の月 を 見る と 云 ふやう 

な 有様で、 靜 かに 傳 道に 從 事した。 技量 も あり 擧識も ある 身で ありながら、 靜 かに 田 舍に 隱れ たの 

である。 然 かし 隱れ たるより 現 はる 、はなしで、 其の 力 ある 人物 は 千 八 百 七十 一年 グ ラッド スト ォ 

ン內閣 の 時に 引き出されて、 セント • ボウル • カシド ラルの ディ ンに擧 げられ た。 千 八 百 九十 年此 

の 世 を 去る まで 其の 任に 居て カを盡 した。 彼は大 監督に 推薦せられ たこと も あるが、 辭 して 之に 就 

かなかった。 彼 は 其の やうな ことが 嫌 ひなので ある。 功名の 念に 馳られ たり、 聞 達 を 求めたり する 

こと を 好まなかった。 彼 は 世 を 驚かす やうな 事業 をす るよりも、 其の 氣 高い 人格で 人 を 動し、 世 を 

益した ので ある。 

聖ァ ンセ〃 ムとチ ョ 〃チ 

ディン *チ ョルチ も 論じ、 カル ヂナル こ 一 ュ マ ンに 及ぶ  四 二 九 


ディン • チ m ルチを 論じ、 カル ヂナル •  II ュ マ ンに 及ぶ  四 三 〇 

彼の 著書のう ちに 聖 アン セル ムの傳 記が ある。 傑作と 云 ふ ほどで はない が、 其の 人物 は 能く 解か 

る 其のう ちに チヨ ルチは アン セル ムの 人格 を 道徳に 於て、 思想に 於て、 また 事業に 於て 共に 優れ 

たもとの して 盛んに 讚め て 居る。 其の 評論 は 宛 がら チヨ ルチ 自身の こと を 云った やうに 感ぜられる 

ffii 力 多い。 其れで 余 は 今 チヨ ルチ のこと を 語る に當 つても、 同じく 此の 三つの 方面 を考 へる がよ い 

と 田 i3 ふ。 

學者 として 

傳道 者は擧 者でなくて はならぬ。 擧問 は傳道 者の 勢力で ある。 之 を輕ん する もの は、 武士が 兩刀 

を輕 する やうな ものである。 ディ ン • チヨ ル チは擧 者であった。 リ チヤ ルド • ォゥェ ンが 天地創造 

の KJ に關 して 書 を 著した。 科學 と神舉 思想との 衝突 を 論じた もので、 當 時の 基督 敎會 には大 いなる 

影響 を與 へた ものであった。 チヨ ルチは 此の 書に 對 して 評論 を 加へ た。 固より 科擧の 素養が 無 けれ 

ば 確 力な 評論 は 下されぬ ので あるが、 リ チヤ ルド • ォゥ ェ ン之を 讀んで 玄人の 評論の やう だと 云つ 

て 感心した KJ である。 以て 科 擧に對 する 彼の 擧殖も 窺 はれる 次第で ある。 以太利 語 は 彼の 最も 得意 

とすると ころであって、 殊に ダンテに は 精通した ものである。 其の ダンテ 論 は 今でも 旗ば 引用 せら 

-れて 居る。 また ラテン 及び グ リシ ャ の文擧 にも 通じ、 自國 のシニ クス ピャ、 蜀 逸の ゲ ェテ、 佛蘭西 

の 乇 ン ティン. 及び パス カァ ル等 にも 精し かった。 乇 ン ティ ンはバ ス カァ ルの 反對の 側に 立った 學者 


で 日本で 云 へ ば福澤 先生の やうな 道 德を唱 へ 、 世間の 人から チヤ ホ ャ される 方の 意見で あ つたが、 

チヨ ルチは 之 を も精讀 玩味して 居た。 

更に 精し く 知って 居た もの は歷史 であった。 前に 云った 『歐 洲正氣 論』 や、 『基督の 言と 社會』 な 

ど 云 ふ 說敎集 を 讀んで 見ても、 彼が 如何に 活眼 を 開いて 歷史に 通じて 居 たかを 知る ことが 出来る。 

今夜 特に 紹介して、 余 も 卒業生 諸君 も 深く 心に 留めたい と 思 ふ點が ある。 其れ は 彼の 人物の 評論で 

ある。 之を讀 むと 偉大と 云 ふこと に 種類の あるの が 明になる。 世の 所謂 英雄 豪傑、 才氣縱 横 四逯を 

怫ふ ばかりで あっても、 之 を 最も 低い 聖徒に 比べても 遙 かに 下級の ものと なる。 一一 ユウ トン は 豪い 

に逮 ひない。 其の 頭腦は 組織的の 考 へに 富んで 居る。 前人 未 發の事 を も 見出した。 然 かし 之 を 精神 

的に 偉大なる もの、 例へば パゥ 口の 人格な どに 比すれば、 丸で 較べ ものに ならぬ。 善に 於て 偉大に 

ならねば ならぬ。 是れは 彼の 力 を 籠め て 主張す ると ころで、 知れ 切った ことで あるが、 幾度 聞いて 

も爲 めになる 眞理 である。 彼 はまた ベ ィコ ンの傳 を 書いて 『余 は 之 を 書き、 また 讀 むこと を 苦痛に 

感 する』 と 云って 居る。 彼 は 同情の 厚い 人で 不公平な こと は 云 はぬ。 然るに 此ぅ 云って 居る。 我等 

は 此逡を 能く 考 へて 見たい。 

ディ ン • チヨ ルチ また バッ トラ ルを 論じて 『彼 は 己が 理性に て 知りし ことの 眞實 と實 在と を、 常 

に 見、 感じ、 また 想像す る を 得た。 是れ 彼の 豪き ところで ある。 我等 も然ぅ ありたい ものである』 

と 云って 居る。 是れは 何う 云 ふこと であらう。 人 は舉問 をしても 笊に 水 を 入れた やうに、 只 だ 入れ 

ディン *チ ョルチ を 論じ、 カル チナル *ー1 ュ マ ンに 及ぶ  四三 1 


ディン * チヨ ルチも 論じ、 カル ヂナル 11 ュ マンに 及ぶ  四 三 二 

たのみで 少しも 溜らす、 一向 解って 居らぬ やうな ことで は 可かぬ。 然 かし 決して 忘れ 易い の を 非難 

する 理由で はない。 善い ことの 眞實 なる を 常に 見、 感じ、 また 想像す る 力が 欲しい ので ある。 チヨ 

ルチ がバッ トラ ルを 評した 言 は、 取って 以て 彼 自身 を 評する ことが 出來 ると 思 ふ。 

學者 としての チヨ ルチを 論す るの は 今夜の 重なる 趣意で ないから 是れ 位に 止めて 置く が、 彼 は 文 

章 家と しても 豪い ものであった。 飾りの 多い 感情的な 日本の 文章 は、 以前より は 善くな つた 點もぁ 

らうが、 頗る 子供ら しくて、 大人ら しい、 跪い、 悠然した、 淸 潔な、 高 稀な ところが 缺 けて 居る。 

其の 邊 から 云へ は 二 ユウ マン や、 チヨ ルチの 文章 若く は說 敎を讀 めば 大いに 得る ところが あらう と 

Ei3 ふ。 

活動の 人と して 

ピッ トは 曾て 政治家と して 必要なる は 忍耐で あると 云った。 是 れ我國 維新 以來 四十 年の 歷史に i 

しても 解る ことで ある。 さて チヨ ルチ がォッ ク スフ ォ ルド 運動の 當時 突飛な こと を 云 ふ 連中に 對抗 

して 遣って 往 つた 有様 を 見る と、 其の 政治的 技量の 豪い ところが 好く 解る。 それで 余 は 卒業生 諸君 

に 『チヨ ルチ の傳記 及び 書翰』 や、 『ディ ルの傳 記』 を讀 むこと を勸 める。 之を讀 めば 人 を 取り扱 ふ 

仕方 や、 事 を 料理す る 方法に ついて 色々 の 知識が 與 へられる。 傳 道の 六韜三 略と も 云 ふべき もので 

ある。 


余 は 彼の 如何にも 忍耐 深く 謙遜に して 物を貯 へて 居る ことの 出来る 品性 を 見て、 耻 しく 思 ふこと 

である。 之に は 其の 人の 感情が 大いに 關係 する。 我等 は 人 を 益す る 豪い こと を爲 ようと 思へば、 此 

の邊 を考 へなくて はならぬ。 余 は 此の 理窟 を 知る けれど、 自分の 身に 顧みれば 赤面の 至りで ある。 

チヨ ルチゃ 二 ュ. ゥマ ン のこと を 見る と實に 奥床しく 思 はれる。 何時も 其の Iclr-per の 權衡を 維持 

して、 紳士的であった ところ は、 大いに 學 ばねば ならぬ。 

余 は 自ら 久しい 間 新聞 雜 誌に 從 事して 居る から 殊に 偸 快に 思 ふとと もに、 益々 己れ の 小さい の を 

感ぜし むる 事柄が ある。 英國々 敎會が 今日の 如き 勢力 を 有する に 至った の は雜誌 『ガルデ アン』 の 

御影で あると 云 はれて 居る 。『ガルデ アン』 は 週刊 雜 誌で、 書物 を 批評し、 また 其の 時々 の 出 來事を 

論じた ので ある。 チヨ ルチは 之が 爲 めに 筆 を 執った。 上品な 文章で 政治 上の こと も 論 すれば、 また 

書物な ども 能く 批評した。 彼 はま だ 田舍に 居る ときから 書いて 居た。 都會に 出す とも 社會と 握手す 

る ことが 出來 た。 非常な 活動 をした ので ある、 人間 は 表立って、 拍手 喝釆 される やうな こと を爲た 

がる ものである。 牧師に は 此の やうな 誘惑が 多い。 素人 好きの すると ころから、 遂に は墮 落して 了 

ふこと も ある。 只 だ 集 會に人 を 多く 集めねば ならぬ と 云 ふやうな 詰らぬ ことに 力瘤を入れる 危險も 

起って 來る。 然るに チヨ ルチは 前に も 云った 如く 實に行 ひ 澄して 居た。 無暗に 人 を惹き 着ける が爲 

めに 焦慮る やうな こと はしなかった。 是れが 彼の 豪い ところで ある。 無論 多くの 人 は 彼の 許に 集つ 

たが、 彼 は 何ん な こと をしても 之 を 集めねば ならぬ と 云 ふやうな 風はなかった ので ある。 是れ 我等 
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の擧 びたいと 思 ふところ である。 事業家と しての 彼 は、 雜 誌の 編輯に カを盡 し、 セント • パウル • 力 

シ ドルの 改革 を 行 ひ、 偷敦 市中の 目 ぼしい 此の 建物 を 以て 盛んなる 感化の 中心 となす ことに 骨折 

り 時の 偉大なる 人物と 常に 往來 して 居た。 殊に グラッドストン などと は 親しく 交り を 結んで 居た 

ので ある。 

聖徒と して 

チヨ ルチ は斯の 如く 一 種の 政治家で 事業 を經營 する 才幹の あった 人で あるが、 生來隱 君子 的な 人 

で 聞 達 を 世に 求む る 念な く、 公會の 席な どで は 討論す る こと を 好まなかった 位で ある。 極めて 眞面 

目な、 沈着いた、 禮 儀の 正しい、 思慮の 深い 人で、 神の 前に 常に 長れ をな し、 聖徒 的の 本領 を發揮 

して 居た ので ある。 己が 智慧の 少ない こと や、 力の 足らぬ こと を 思 ふて は、 供の やうに 碌々 口 も 

利き 得なかった。 然 かし 一 たび 其の 責任 明白に なって 來 ると 大膽に 何ん の 恐る A ところ もな く 語 

り、 また 行った。 耍 する に是れ らも 其の 眞 面目なと ころから 來 たので ある。 

或ると き 彼が 云った ことがある。 新約 書を讀 むと 我等に 大 いなる 望み を 起させる こと を感 すると 

同時に 恐れ を與 へる。 赦 されざる 罪 を 罰せられる こと は、 想像 も 出來ぬ ほど 恐ろしい と。 今の V 

は 此の やうな こと を 餘り考 へぬ。 ヨハネ は 『死に 至る 罪 あり、 我 之が 爲 めに 祈れと 云 はす』 と 書し 

て 居る。 死に 至る 罪。 實に 恐ろしい ことで ある。 チヨ ルチは 此の方 面の 儼 かな 實に 戰慄 する 様な 事 


柄に 始終 目 を 着けて 居た。 是れは ダンテの 詩 を 讀んで 居た 爲め かも 知れぬ。 我等 も 斯う 云 ふ 調子 を 

學 びたいと S ^ふ。 

彼 は 同情の 厚い 禮 俄の 正しい 人 だから、 反對 者で あ つても 正直に 力 を 用 ひて 研究した 人に 對 して 

は 尊敬 を拂 つて 居た。 然し 佛蘭 西の ルナンの 如きに 對 して は 甚だ 輕 蔑した。 面白ろ 可笑しく 批評す 

るが 如き§、 上機嫌の 學者を 非常に 蔑視して 居た。 其の 評論 を讀 むと はっと 思 はせ る 位で ある。 

然 かし 我等 は 此の 點に 於ても 擧 ばねば ならぬ と 思 ふ。 

『評論の 評論』 の 主筆 ス テツ ドは チヨ ルチと 親しく 交際し、 最も 大 いなる 寶の 一 つとまで 云って 居 

た 位で あるが、 千 八 百 八十 五 年に 刑法 改正の 問題が 起った 頃ス テツ ドの雜 誌に 或る人の 文章 を 掲げ 

た爲に チヨ ルチ との 友情 は 絶えて 了った。 其の SS 末 は チヨ ルチが 死んだ 次ぎの 月の 『評論の 評論』 

に 書いて ある。 其の 時から 手紙 も來 す、 逢 ふさ も なくなった。 チヨ ルチが 死んだ と 云 ふ 報せ を 聞い 

て 非常に 嘆息した 有様が 見える。 友情と か寬容 とか 云 ふこと は 敬服して 聞 かねば な らぬ ので ある 

が、 其のう ちに また 注意すべき 點が あらう と 思 ふ。 ホック スと ボルクと は 親しい 間柄であった。 然 

かし 或る時 ボルクが 國會 議場で 口 を 極めて 佛蘭西 革命 を 痛罵し、 急激なる 政見 を 攻撃した ことがあ 

る。 其の 時 ホック ス反對 の 席より 立ち上りて、 『君と 我と は 意見が 違 ふ、 然し 友情 は績 くで あらう』 

と 云った。 すると ボルク 之に 答へ て 『否な 友情 も 破れた』 と 云った。 精神 を 籠め て 此の 一 事 はと 云 

ふこと に反對 する ものと 友情が 續 けられ 得る であらう か。 大事と 思って ゐる こと を輕 蔑し 嘲弄して 
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居る もの を寬容 する ことが 出來 ようか。 チヨ ルチが 甚だ 喜ばざる 或る 文章の 爲 めに ステ ッドと 交 祭 

を 絶った の は 義の爲 めに 憤った ものである。 此ぅ 云う ところがなければ 眞理は 明かに ならぬ。 マァ 

ク • ルゥサ ルフォ ルドの 自叙 傳 のうちに、 新聞記者 として 國會に 出入した ときの 有様が 書いて あ 

る。 議場で は 敵と 味方と が、 扣窒に 這 入って 來 ると 煙草 を 吹かしつ ふ 握手して 居る。 之を兑 て 嫌 や 

になって 了った、 議論 も 痛 篤 も 禮满も 握手 も 皆な 虛 儀で、 悲しくな ると 云て 居る。 ルゥ サルフ オル 

ドの やうな 風であった ならば 如何に 社 會は眞 面目になる であらう か。 チヨ ルチが 常に 敬畏の 念を懷 

いて 居た こと は、 其の 手紙 を れば 解る。 人 はもつ と眞 面目に なり.、 畏. る 念が 必要で あると 5?3 

ふ。 チヨ ルチは 古へ のグ リシ ャの擧 者が 入 は 死ねば 喫驚す る ことが 多いで あらう と 云った 言 を 引 

き、 恐らく 我等の 死んだ ときに、 生前 全能の 祌 にっき 能く 彼の やうに 何の 苦 もな く輕々 しく！^:! つた 

もの だと 感す るで あらう。 是が 死後 驚き 恐る、 ことの 一 つで あらう と考 へて 居る。 此ぅ云 ふ 方面て 

注意す る こと は、 だ 我らの 爲 めになる。 鍵 魂の ぐに や つく ときには 此ぅ云 ふ 與奮劑 が 必要 \b あら 

う。 擧說は 兎も角も、 我等 は 彼の 精神、 世に 處し、 祌に事 ふるの 道を舉 び、 靈 魂に 鞭打って 進まね 

ばなら ぬ。 是れ から 二 ュ ゥマ ン のこと を 述べる 積り. であった が、 餘 りに 時が 遲く なった 爲め 他日に 

讓る ことと しょう。 編者 註、 續 稿 なし  東京 神 學社第 四 回 卒築式 講演 

1 九 一 0 年 六 月 、(福音 新報) 


故 口 ボルト *フ リント 

日本に 於け る 基督 敎の舉 者 は 『有 神 哲擧』 (高 橋 五 郞譯) に 由り て、 n ボルト • フリントの 名 を 熟 

知す るなる べし。 英語 を 解し 神擧 の高尙 なる 研究に 趣味 を 有する もの は 其の 『非 有 神說の 批評』 

に 由り て、 彼が 精細 親 利なる 斷案を 唯物論、 汎 神說、 實證 論、 現世 主義 等に 下して、 基督 敎の 主張 

に 比 ぶれば 如何に 孟浪 杜撰なる か を 暴露せ る を 記憶す るな らん。 其の 『不可 識 論の 批評』 を讀 みし 

もの は、 フリントが リツ チル の神擧 思想、 殊に 其の 知識 論が、 總 て神擧 上の 思想 を標號 的の 範圍に 

制限 せんとす るサバ チェの 主張な どと 共に、 似て 非なる 誤謬なる を 指摘して、 甚だ 明快なる を 嘆 

賞した るな らん。 プラグ マチ ズムの 弱點、 價値 斷定を 宗敎の 研究 唯一 の 武器と 思惟す る 時流 神擧思 

想 者 は、 フリントの 剛健なる 理性 主義に 由り、 少く とも 他山の石、 大いに 啓發 せらる、 所 ある を覺 

ゆべ し。 『歷史 哲學の 歷史』 は フリントの 計畫 せる 大 著述の 第一 卷 なり。 先づ 歷史、 及び 人類の 進歩 

に關 する 東西 思想の 異同 を； il じ、 グ リシ ャ、 ロォ マ、 エヂ ブト、 ァラ ビヤ、 印度 は 云 ふ も 更なり、 

支那 日本 等に 至る まで、 各國 民史擧 上の 見解 を 比較し、 遂に フランス、 ベル ギィ、 スヰッ ランドに 

於け る歷史 哲舉の 研究 其の 沿革、 發展 及び 價値を 精 杏して、 殆 んど些 との 遺漏 無き を 感ぜし む。 其 
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の博學 達識な る 、古今 比 ひ少 しと 稱 せら る も 敢て溢 美に 非 ざ るべ し。 彼 は 人類の 歷史を 研究し て 

之 を、 王宰 する 神の 智慧と 正義と を辨明 せんと 企てし なり。 ブンゼン と共に 『歷史 に 於け る 神』 を 

かにして、 宗敎 思想に 貢獻 せんと 欲する は、 フリントの 宿志に て ありき。 然れ ども 遂に 其の 計畫を 

實 現せし むる こと 能 はすして、 身 は旣に 他界に 入りぬ。 現在の 生命よりも 其の 志望 は迥 かに 長 遠な 

りしな り。 然か のみなら す、 『イン トルナ ショ ナ ル神舉 叢書』 を 珍重して、 其の 旣刊の 分 を 喜び、 望 

蜀の 思ひ頻 ひに フリントの 『宗敎 哲學』 を 待ち設け たる 學 者の 遺憾 亦 察すべき なり。 左る にても 去 

年 十二月 十五 日の 大英 週報 所載、 フリントの 門 生の 一人に して、 vn アン ポロ 大擧 の敎授 たるべ エト 

ル ソンの 紀念 論文に 據れ ば、 彼が 多年 講述 せる 系統 祌舉の 筆記 は、 其の 門 生たり し擧 者の 問に 愛藏 

せられ、 或は 遠から す 之 を 編 S 、して 公刊す るの 通び にも 至るべし と 聞け る は 聊か 心遣りの 一 に^す 

るに 足るべき か。 ぺ H トルソン 敎授 は、 フリントの 系統 祌擧を 評して、 其の 莊重 にして 頗る 自.^ 、 

舉 問に 忠誠に して 輕々 しく 斷定を 下さ ビる獨 創 的 研究 は、 世の 擧者を 稗 益す る 所 多大なる べしと 云 

ふ。 彼 は 今人の 稍 倦 色 を 催せる 所謂 自然 神擧に 精通し、 廣く 天下の 諸 宗敎を 比照考 戴し、 殊に 耶穌 

基督 を 尊信し 之 を 中心と 爲る 神の 啓 独 を 其の 立脚地、 根柢、 又 歸着點 となせ り。 フリントの 系統， 

擧 にして 世に 公け にせら る.. に 至らば、 其の 舉者 をハ处 する こと 多大なる べき を 疑 はす。 

然れ ども フリント は、 祌學 及び 哲擧の 方面に 於て 博洽 精通な りしの みならす、 傍ら 經世 理財の 

究 にも 趣味 を 有し、 其の 造詣、 侮るべからざる もの ありき。 彼の 十 數年前 著述せ る 『社會 主義 論』 


の 如き、 今 は 稍 時勢に 後れた る點 有るべし と雖 も、 當 時に ありて は 慎重なる 研究の 結果、 其の 眞面 

目なる 批評 は、 専門家 をす ら滿 足せし めたり と覺 し。 讀書講 學に餘 念 無く、 專 らま i の隱 者な りと. 

氣遣 はれし 彼が、 案外に も 實社會 に 心 を 用 ひ、 其の 利害に 自己の 偉大なる 頭 腦を勞 したる を 見る ベ 

し。 セント • アンド リウスに 於て は 倫理 哲學、 ュデ ンボ！ 1 に 於て は 神 舉敎授 の 前任者た りし チヤ ル 

乇 ルスが、 說敎 者、 及び 神擧 者なる のみなら す、 傍ら 經濟舉 に カを盡 し、 此の方 面に 於て 亦 犬に 成 

功した ると 相似た る も 一 奇 なりと 謂 はざる 可ら す。 フリントが 講壇に 於ても 一 方の 雄將 たりし と 云 

ふ は 斯る擧 者と して 物珍しき 心地 せら る ベ し。 

溫雅、 现褒、 精勒. 無比、 虔誡、 篤信なる 好舉 (彼が 終生 娶ら ざり しは擧 問に 熱心な りし 爲 ならん 

と倫敦 の クリス チヤ ン* ゥォ ルド 記者 は 云 ふ) の 君子 口 ボルト。 フリント は 一 千 八 百 三十 七 年に 生. 

れ、 去年 千 九 百 十 年 十一 月廿 五日に 死し、 其の 次の 週間の 月曜日、 二十 八日 を 以て 葬られたり。 

彼 は斯の 如く 舉 問に 於て 偉大な り。 思辨に 於て 深逮 なり。 敎 場に 於て 多くの 門 生を敎 育したり。 

澈の 著書、 世を益するもの^^だ多きのみならす、 又 口舌の 雄と して 多くの 聽衆を 動かす こと を 得- 

たり。  {□! なる かな 其の 死 を 悼み、 其の 德を譜 へ、 其の 人格 を 賞揚す る もの X 多き や。 然れ ども 『假 

令 われ 預言す るの 力 あり、 又す ベての 奥義と 諸ての 舉 術に 達し、 又 山 を 移す ほどなる 總 ての 信仰 あ 

りと 唯 も、 若し 愛な くば 數 ふるに 足らぬ ものな り。  され ど预言 は廢り 方言 は 息み 知 Is も 亦廢ら 

し。 …… それ； 一一 n 仰と 望と 愛と 此の 三の もの は 常に 在るな り。 此のう ち も 最大なる もの は 愛な り』。 周 
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四 四 〇 

公の 才の 蒙りと 雖も、 驕り 且つ 吝 かなら しめば、 亦 以て 見る に 足らで ， ボル ト. フリント は學 

實 して 偉大な りし こと 上に 述ぶ るが 如し。 人類と して 其の ffl は 如何。 朋友と してせ お 口 i 如 

何 十二月 十 K 曰の 英國 新聞に、 女流 小說 家と して 才名 高き アン-一 ィ。 エス *スヮ ン 女史 (^號 ト.. 

り) フリント i 悼す る ー篇の 秦を揭 載せり。 女史が 豪の 波間に 身 を I、 靈 なき 生活 を營 

まんと 苦心せ し 露、 7 リント 及 5§s よ I 藉、 2、 議、 及び 援助 を與 へられし 囊を 

叙し、 其の 友誼 を 追懐し、 其の 德 を^び て 言々 淚 ならざる はなし。 其 或る 小說を 作る や、 ま 曰 の.. 

物囊上 if 舊 する の條に 至り、 思餘 りて フリントに 助 f 求 むれば、 彼 は 時と 勞カ きま 

すして 懇切なる II れり。 書中 『信仰 I はる &も 得き も 愛の H 戶を 出入す るの 外 佃. ぎ を 記. 

5 よ』 と 云へ る 一 句 は、 女史 I 之皇る さと 能 は t 自ら 精神 上 i 題に 傷す る 毎に フリ 

ントの 此の U 一一 口 を 記憶して、 其の 去就 進 返 を 決したり と說 くな ど K 舊 の^、 縷々 かば-くる 听を， ポら 

す フリント は擧 界の 達人な りしの みならす、 信仰の 偉人、 其の 同情 最も 慕 はしき もの ありし な. 

り。 

一力 一 一年 五月 (宗教 及 文藝) 


ジョル ヂ • マセソ ン の 傳を讀 みて 

Til ひ I」fe  of  c ひ orge  Matheson, loy  D.  Macrnillan, 

スコットランドの ニ敎會 長老 主義の 敎き は、 ジョン •  ノックス 以來、 スコットランドの 名物.. 

である。 水源 を 同う する にも 拘らす トマス • チャル モ ルスの 時に 至って、 敎き 分裂して 三 派に 分れ 

た。 一つ は國立 主義 を 執って 居る。 スコットランド 敎會と 云 ふが 即ち 是れ。 他の 二つ は蘇國 自由 敎 

會と 一 致 長老 敎<|1 とで あるが、 近頃 合同して 蘇國 一 致 自由 敎 きなる もの を 組織した。 自由と 名く る 

は國 立に 反對 する 意味で、 其の 維持 法の 如き も、 日本な どの 基督 者の 爲に 參考 となる ものが 少 くな 

い。 是れ ら兩敎 きは國 家との 關 係が 遠って 居る のみなら す、 其の 外異 つた 點が 面白き 對照を 示して 

居る。 其の 一 つ は 一月の ヒッ ボルト *ジ ヨウ ナル に 或る人の 指摘した ごとく、 所謂 ス コット ランド 

敎會 の 舉者は 主として 哲學 及び 系統 祌擧に 熱中す る ものが 多く、 敎理 に 關す る 著述 を爲 たも のが 澤 

山 ある。 タ n ック、 ケィ ルド、 マセソン、 フリント 等が 其の 代表者で ある。 彼等 は祌擧 者と して 廣く 

聞え た。 然るに I 致 自由 敎會の 方 は然ら す。 オウルの 如く 教理の 研究者と して 名 を 成した 者 も ある 

が、 口 ボルト ソン • ス ミス、 マァ カス • ドッズ、 ブル ウス、 デビッドソン、 ヂョ ルヂ • アダム • ス ミス 
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等の 如く、 高等 批評の 方面に 顯 れた擧 者の 多數 なる に は 如かす。 フリント を 除けば、 スコット ラン 

ド敎 きの 擧者 はタ。 ック、 ケィ ルド、 マセソン を 始めと して、 英國 ならば 所謂 廣敎會 主義の 祌學者 

比較的に 多く、 斯道の 折衷 妥協 を 事と する 傾向 を帶 びて 居る。 此の 點 一致 自由 敎 きの 學 者が 祌舉の 

健闘 者と して 硬骨 稜々 たると 趣きが 違 ふ。 ケィ ルド は 其の 『宗敎 哲擧緖 論』 や 『基督 敎 根本 眞理』 

等に 由って、 彼より 大な る舍弟 エド ゥォ ルド • ゲイ ルドと 共に 夙く よ り 我が 國の 基叔ほ 者に 知ら 

た フリ ントは 前號に 紹介され た 如し。 マ セ ソ ンの名 は 其の 信仰的 著書 や 『パ ゥ 口 の 靈的發 達』 『基 

督の肯 像 研究 集』 の 如き 書籍に 由って、 年来 多くの 知 已を曰 本に 有して 居る。 彼は獨 逸の 祌 舉を英 

國に 紹介し、 進化論と 基督教との 關 係を說 明し、 新 思想と 舊祌擧 との 離合 を 指導し、 若干 冊の 信仰 

的 著書 を 以て 霊魂 を 安んじ、 艱難 を 慰め 密室の 祈り を 助け、 精祌 修養の 伴侶と なった。 彼で 向って 

感 恩の 情轉た 切なる 人 は、 東洋に も 西洋に も 多く 有る こと を 疑 はぬ。 マクミラン 著 マセソンの 瞎に 

は 日本の 宣教師から 其 著書の 恩 を 謝する 禮狀を 送った こと も 記して ある。 彼 は實に 多くの 人の 爲 

に 信仰の 友であった。 

マセソンと ホワイト 彼と 同國 人なる 自由 一致 敎 きの ァレギ サン ドル • ホワイトの 如き も、 信 

仰 上の 修養に 蹈 ふべき 著書 多く、 霊界の 恩人で あるが、 兩 人の 性格、 文章、 趣味、 氣 韻の 相異 つて 

居る 所が 頗る 妙で ある。 マセソン は 平家の 公達の 如く、 ホワイト は阪東 武士の 如く、 前者 は 山間 幽 

邃 なる 湖水の 如く、 後者 は 波 を 揚げ 巖を嚼 みて 海に 注ぐ 江河の 如くで ある。 マセソン も 44 ワイト も 


共に バウ 口 を 描き出して、 其の 筆 其の 想と もに 匹儔 稿で あるが、 然し 前者 は 寧ろ ヨハネに 類似し、 

後者 は バウ C1 の 面影 を 見る 様な 思 ひがす る。 斯の 如く 性格 は相異 つて 居る けれども、 之が 爲め兩 者 

の 著述 は 彼れ 此れ 相補って、 信仰 修養の 志 ある ものの 必讀の 書で ある。 

就巾ホ ワイトの 架 テレサ、 ビショップ • アン ドリ ユス、 1 ーュ、 - マン、 サミュ ル • ルゥ ザァフ オウル 

K ジョ ン • バン ヤン は 之. 諮む 人の 戴 的 生活 をして 幾 -歷 の 高き に 上らし むべき か。 實に 信仰の 力 

に 富んだ 文章で ある。 マセソンの 『我が 向上心』 『山に 於け >C 瞬間 時』 『隱浪 の 時』 『河畔の 伏 息』 の 如 

き 祈禱の 菜、 修養の 资料 として、 常に 庵 - 右に 置いて 可な りと 云 ふ を^らぬ。 

パ ゥ n の 研究 及び 諸 宗敎の 研究 數尔前 マセソンが バウ n の 鎮的寶 .tB 展； i5l.*MJS んだ ときには 

新たら しい^ 界に 引き出 だされた 如き 咸： じ をした。 庵： 右に 其の 害 を 持ち合せ ぬから、 記憶の 誤謬 

.,vt;}i: する こと は出來 ぬが、 タル ソの バウ C -、 ガ マリ H ルの 門下に 敎 育せられ、 志 高く^ 多き 靑年 

として 始めて 某叔 I 敎 に接觸 する や 熱狂して？ V 撲滅 せんと 企てた。 次に ダ マスコに 往く 途上、 俄然 

转神 上の 頓挫 を 来たし 心機 一 轉し、 誠意 を 捧げて 某督 に服從 した。 

ァラ ビヤ 三年の 閑居、 德てァ テンスの 傳道、 H ルサ レムの 闪虡、 法廷の 審問、 羅 馬への 護送、 拘 

禁の 實驗、 帝國 の光榮 及び 武力 を昆 聞せ K 、其の 心事、 當 時に 於 社 舎 問題の 解決に 思 を 潜めし 其 苦 

心な ど 波瀾 重 iB.§、 復活せ る、 王 某： 醤を 伏し 拜 みたる 起點 より、 併せて 肉 身の 耶穌 を旦 ：％^w する に 至れる 

其の 徑路は 言 ふ も更ら なり、 羅 馬の 帝！； 主義より 寧び たる ことどもに 至る まで な マセソン の 涌く 
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が 如き 大瞻 なる 想像、 同情 濃 かなる 解釋、 趣味 深き 文字に 依って 遣憾 無く 描寫 されて 居る。 マ セ ソン 

のパゥ e 傳は 想像が 勝った 稗史小 說を讀 むが 如き 心地の せらる.^ 節 も 無き にあら ね ど、 或る 小說は 

拙き 歷史に 優って 古今の 人物 を 表 はすに 足る 如く  (例 すれば 口 モラに 於け るサ ボナ n ゥラ) 余 は マ 

セ ソンの 文章に 由って 最も 好 く バウ a と 其 心事と を 理會し 得た かと 思 ふ。 

ヂス チン クチ ブ*  メッ セ ジス • ォブ • オウル ド* レリ ジョ ンス (古 宗敎の 各 異なる 使命) は 

著者が 一千 八 百 九十 二 年の 著述で ある。 支那、 印度、 羅馬、 希臘、 波斯、 埃 及 等の 諸 宗敎を 叙述し 

其 特徴 を 指摘し、 皆な 基督 敎に 由って 其 本 意 を 遂げて 全璧 となる こ とが 出来る と 云 ふこと を 論じ 

た。 彼 は バウ n がァテ ン ス 人の 禮拜 せる 知らざる 神より 說き 起して 基督 敎の爲 に 有力なる 說敎を 試 

みたと 同様な 心 組であった らう。 此の 書 は 世に 有り ふれた 比較 宗敎 擧に關 する 多くの 書物の やう 

に、 獨逸 式の 細目に M つた 分解、 厘ば 鷄を 割く に 牛刀、 有らす もがな と 感ぜら る、 講釋に 耽って 居 

らぬ。 其れで 文人 畫の 一 と 筆に 物の 姿が 躍如たると 一 般、 典雅 雄 健なる 筆致 を 以て 此所ぞ と 云ふ特 

異な 點を拔 き 3^ むし 他人の 文章に は餘り 諄々 しき 說明ゃ 形容の 詞に 葉隱れ して 結局 解ら す 了 ひになる 

の 力 反って 明白に 會 得せられる。 文人 畫の 擲り賽 き、 旨く行けば 岩と も 梅の 古木と も 見 ゆるが、 嗤 

り 損へば 何とも 歟 とも 見分け 難くな つて 了 ふ。 マセソン は 決して 輕々 しく 筆 を 下した のでない。 多 

く讀み 深く 考 へて 書いた ので あるが、 往々 にして 文人 畫の 擲り騫 きを 爲 損った 所 も 散見す る。 

- ルの點 幾分 其の 價値を 割引きせ ねばならぬ にも 拘ら す、 ヂス チン クチ ブ •  メッ セ ジス • ォブ • 寸 


ウル ド. レリ ジョ ンスは 有益なる 書物で ある。 殊に 其の 暗示に 富んで 居る 所が 珍重すべき であ 

る 0  , 

共の 外の 著書 t- セソ ンは 頗る 著作に 富んだ 人で ある。 『聖書の 代表的 男子』 『聖書の 代表的 女 

子』 など は 其の 晚. 1^ の 作、 多忙なる 牧 會の餘 事で 通俗の ものである。 其れより 少し 以前に 出来た 

『* 基督れ 肖像 硏究 集』 ニ册 は、 無論 著者の 力 を 用 ひた もので は あらう が、 とても バウ 。傅. に は 及ば 

ぬ。 此の 餘り大 いなる 題目に 對 して は 左し も マセソン ほどの 想像 も 筆 も 萎縮った のか も 知れぬ。 然 

かし 決して 平凡と は 言 ふべ からす。 『パト モ ス 島よりの 斜光』 は 默示錄 から 閃光の 如き 暗示 を 得て 理 

想を發 揮した ものである。 『聖 詩人と ル擧 者』 は 著者が 年 來科擧 と宗敎 との 關係を 研究す る こと を繼 

檳し 『舊 信仰 某して 新 信仰と 共に 存在し 得る や』 と 題す る 著述 をした 因み も あるので、 詩篇. に顯れ 

た 如き 信仰的 情感と 近世 科擧 思想との 間に 矛盾 あり や を 論す るが 爲に 物した 小冊子で ある。 此方 面 

の 問題 を 充分に 解決し 得ざる もので も 之に 向って 頓母 しき 光 を 注射す るに 足る こと は 疑 ひ 無い。 彼 

の 著述に 『レイ ディ •  H ック レジ ャ』 と 云 ふが ある。 基督の 敎會を 一個の 婦人に 擬らへ 其の 靈的發 

展に 波瀾 顯晦 成敗 得失 ある 事 實を小 說體に 叙した ものである。 # て 柏 井園 君が 其の 梗概 を 日本 評論 

に 記載した こと ある を 記憶す る。 此の 外 『基督 敎 精神の 發 達』、 『獨 逸祌攀 研究の 手引』 など 是れら よ 

り も CI- く 世に 公け にされ た 著述 も ある。 

マセソンの 有名なる 讃美歌 然しながら 若し ジョ ルヂ • マセソンの 名 を 不朽なら しむる もの あ 

ジョル ヂ* マセソンの 傳も讀 みて  四四五 


ジョル チ* マセソンの 曙も讀 みて  四 4 六 

. ^とすれば、 そ は 上に 列擧 した 著述で はなから う。 即ち 僅かに 四 節より 成る】 首の 讃美歌な らんと 

信ぜら る。 讃美歌 第二 編の 第 百 五十六に 『疲れし 心 を 慰む る 愛よ』 云々 の】 首 は マセソンの 乍つ 

た "0  Love  that  wilt  not  let  tne  ^o. を譯 した ものと 號 して あるが、 文の 拙劣な こと は 云 ふまで 

もな く、 原 歌の 意味 を あはれ 詰らぬ ものにして 了った。 念の 爲め之 を 左に 直譯 する。 

一 我 を 放ち 遣 ひ 給 ふま じき 愛よ、 われ 疲れたる 靈魂を 君のう ちに ぞ憩 はしむ。 我が君 

よ ひ 受けし 生命 を また 君に 獻げて 返し まつる。 斯くて 君が 大海の 底 深く、 其の 流れ 愈よ 豐 

かに 滿ち 溢れなん。 

二 我が ゆく 途の 何處 にも、 常に 伴 ひた まふみ 光よ、 わが 消え消えに i ぐ をば 君に さ.， 

げて 委ね まつる。 斯くて わが 心 その 借^ 得た る 光 を 回 I 误 して、 i す Q 晝は 君が 日の 光の sg- 

ちかる  . 、，？ 

きのうち に、 愈よ 明く、 愈よ 美 はしくなる こと を 得し。 

三 苦痛のう ちに 我 を たづね 給ふ歡 喜よ。 ゆめ われ は 君に 向 ひて 此の 心 を 閉づる ことなから 

ん。 われ 雨の なかに 虹 を 見出で、 明けん あした は淚 無から めて ふ、 1： 誓 ひの あだ 

なら じと こそ 覺 ゆれ。 


四 我が 頭 を 接げた まふ 十字架よ、 われ 君 を 週れ 去らん と は 得 こそ 願 はじ。 われ 生命の 

さかへ  き は； 6 

光榮 死にた る を 塵に 伏せ 置けば、 究極 も 無 かるべき 生命、 其の 場 を 去らす 地よ ひ 紅に 

^き 出づ。 

此の 讚美歌 は 千 八 百 八十 二 年 六月 六日の 夕、 著者が イン ネラン の 牧師館に て 作り出し たので あ 

る。 姉妹なる 人の 婚禮 の當 日と て、 家族の もの は 皆 グラス ゴォに 行って 留守であった から、 共の 夜 

彼 は 唯 だ I 人であった。 人に も 知らせざる 苦しき 出来事の ありし 爲、 煩悶 悲哀、 殆ん ど堪へ 難く 感 

じた。 而 して 苦痛の 結果と して 詠み 出で たのが 此の 有名な I 首で ある。 僅々 五分 間に 出来 上った。 

或る 內 的の 聲に 口授され て 書いた としか 思へ ぬと 自ら 言って 居る。 後から 訂正 を 加へ た 所 は 唯 だ 一 

つ、 原との に は 『雨の 中に 奸. を攀ぢ 上りぬ』 とあった の を、 を スコッ ト ランド 敎會譜 美 歌 委員の 求 

めに 應じ trace  the  rainbow 『虹 を たづね』 (上に は 虹 を 見て とした) に 改めた のみで あると 云 

ふ。 實に美 はしい 歌で、 心 も 調 も 其の 妙味 得 も 言 はれぬ ほどで ある。 

マ セ ソ ンの傳 に は、 此の 譜美 歌の 爲に 光と 慰め を與 へられた 人た ちの 禮狀が 幾つか 載って 居る。 

歌の 德は 盛んな もの だ。 

牧師た る マセソン 著者 は斯の 如く 文壇の 豪の者で ある" 然 かし 彼が 多忙なる 牧師であった こ 

と を 忘れて はならぬ。 牧師と しての 最後の 任地 は エデン ポロの 聖 ベルナル ド敎會 であった が、 會員 

I 千 五 百 人 禮拜に 出席す る もの は 此の 數ょ ひも 更に 多かった。 最初 は 六 ヶ月の 間に 五 百 乃至 六百餘 
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の 訪問 を 自ら 行 ひ、 敎 會に屬 する 家族 を 悉く 見舞った と 云 ふ。 其の 牧師の 實務に 勉強した こと 驚く 

べき ほどで ある。 小會の 書記 は 彼 を 名け て 疲れる こと を 知らざる 訪問者と 言って 居る。 彼 は 日曜 學 

校の 敎 員の 爲 にも 講義 をし、 組々 の 訪問 $SCnE 團體 にも、 靑 年の 集會 にも、 女子 靑年會 や、 敎 會の壯 

丁會、 文學會 にも、 祈 禱會、 母の 會 などに も 出で て、 其れ，.，^ 演說 だの 話な ど を 遣って 居る。 其の 

精勵類 13. である。 

然るに 彼 は 盲人であった 十九 歲の 頃から 巳に 人と なった。 眼 を 自由に 用 ふること が 出來ざ 

りしに 拘ら す、 絕 えて 不平ら しき 言 も 無く、 說敎 にも 文章に も 其の 不幸なる 身の上 を 語った と覺し 

き 一 句 を も： 出す ことが 出来ぬ。 人 をして 彼が 盲目なる こと を 氣の罨 がらし めざる やうに 綿密に 注 

意した。 彼 は 不自. S なる 身體の 中に 常に 樂天 的の 精神 を 維持して 居った。 彼 は 一千 八 百 四十 二 年 三 

月 二十 七日に 生れて、 一千 九^ 六 年 八月 二十 八日 火曜日に 他界の 人と なった。 其の 生活 は I 大 悲劇 

である。 然 かし 凱歌の 聲高ら かな 樂！ K 的 悲劇で ある。 靈 魂の 勝利 此の上の 立派 はない。 

マセソ ンと 其の 姉妹 マ セソ ンの傳 記 を讀む 間に 感淚禁 する ことの 出來ぬ は、 其の 姉妹, が」」 目 

目なる 兄弟に 親切 を盡 した ことで ある。 殊に 其の 一人の 姉 は 彼が 死ぬ るまで 之と 同居して、 其の 介 

抱に 身 を 忘れ、 牧師と して 成功す るに も與 かって 力が 4^ つた。 チヤ アル ス* ラムと 其の 姉との 關係 

も 思 ひ 遣られて 奥床し き 限りで ある。 然 かし チヤ ァ ル ス* ラム は 姉の 發狂 せる を 介抱した の だか 

ら、 マセソンの 身の上と は 事が 顧 倒して 居る。 何れにしても 兄弟 姉妹の 關係斯 の 如く 美 はしい こと 


は讀ん でも 嬉しい。 餘所 目に も 之 を 親しく 見たならば、 如何に 美 はしく あつたで あらう か。 

日常生活の 模様 盲目なる 彼 は 如何にして、 牧會 に、 著作に、 斯の 如く 多大なる 事業に、 勤勞 

する こと を 得た か。 其の 霄記 をして 之 を 語らし めよ。 『先生 は. 時 頃 朝の 食事 を爲 すが 例であった。 

食事の 問に 其の 日の 新聞 や 手紙 を處 分して 了 ふ。 余 は 先生の 爲 に先づ 手紙 を讀 み、 次に 新聞に 移 

る。 新聞紙の 記事で は文擧 批評 や 新刊書の 紹介が 最も 先生の 注意 を 引いた に 遠 ひ 無い が、 政治 上の 

取り沙汰、 犯罪 事件の 裁判、 § 談等 にも 皆な 興味 を 寄せられた。 殊に 刑事事件の ごとき は 餘程注 

意せられ た 様で ある。 また 機械な どの 新發 明が 紙上に 報道せられ ると、 非常に 面白がられて、 成る 

ベく 緻密に 其の 耩造 ゃ應 用な ど を 調査せ ねば 滿足 せられなかった。 新聞紙が 濟 むと、 佛語獨 語の 研 

究に 移る。 

之に は餘り 長い 時間 を 費され なかった が、 研究 は 規則正しく 繼續 された。 右 了る と 祌擧哲 票 科攀 

歷 史文舉 等に 順番が 回る。 豫定の 時間 を是れ らの擧 問に 與 へた 後に、 先生 は 余に 口授して 雜誌ゃ 書 

物の 原稿 を 筆記せ しめる。 其の 瞑想に 入る の 深き ことよ。 其の 思想の 活動す る  こと グ- 欽 さよ 斯く 

て 最も 身の 人る 事業 は 果てる。 午後に なると 余 は 先生の 爲に小 說を讀 む。 夕暮 になる と 時として 又 

書物 や 小 說を讀 むこと もあった。 云々』。 ジョル ヂ， マセソン は 規則正しく、 決して 時間 を 浪費せ ぬ 

艇勞 者であった。 目 明かなる 多くの 人 は マセソンの 前に 赤面せ ねばならぬ。 

1 九 1 1 年 二  H? (宗教 及び 文 藝) 
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朝に 生れて 夕に 死す る もの は 新聞の 文學 なり。 如何に 精力 を勞 し、 思想 を銀鍊 したる 文章に て 

も、 新聞紙に 出づる もの は、 流水の 上に 劃した ると 一般、 乍ち にして 其の 形 を 見ざる に 至る。 然れ 

ども 其の 世に 及、 ぼす 所の 勢力より 言へば、 新聞の 如く 大 いなる もの 少し。 毎週 數 千の 聽衆を 集めた 

る大說 敎者ス ボル ジョ ンは、 新聞の 壇上に 立ちて、 撰み 拔 きたる 讀者 に、 其の 主義 思想 を說き 示す 

記者の 地位 を 羨みたり と 云 ふ。 左 も ありなん。 余が 平素 厚く 推 尊す る 『ディ ン』 チヨ ルチ は、 英國 

ホ エツ ト リイと 云へ る 僻陋の 地に 住み、 小さなる 敎會の 田 舍敎師 となりて 之に 滿 足し、 其の 墳墓の 

地所 を さへ 撰み 置きし 程に て、 顯耍の 地位に 上り、 社會の 表面に 立ち 出で て、 其の 技倆 を 揮 ふ 如き 

は、 其の 望む 所に 非す。 左れば グラッドストンの 奏薦 により、 聖 パウルスの 『ディ ン』 に擧 げられ 

し は 寧ろ 其の 自 から 好まざる 所に て、 意外に 出で たるな り。 彼 はたと ひ 僻遠の 地に 閑職 を 奉じつ- - 

ある も、 新聞に 投書して 大いに 一 世 を 稗 益し、 天下の 大勢 を も 支配し 得べ しと 思 ひたれば、 名譽ぁ 

る顯 職に 望み を 懸け ざり しなり。 彼 は 『ガ， -ヂァ ン』 等の 諸雜 誌に 論文 を褐 ぐるに よりて 力 ン トル 

ベ リイの 大 監督よりも 大 いなる 勢力 を 振 ひ、 英國 敎會の 趨向 を 支配す る こと を 得たり。 余 は 『ディ 


ン』 チヨ ルチの 傳記を W みて、 新聞 事業の 極めて 重大なる を覺れ り。 チヨ ルチは 之 を 天職と 認め、 

あらゆる 功名心 を 押へ、 克己 精勵 して、 定時 刊行 文 擧にカ を^ ゐ、 其の 成功 著しき もの ありし 人な 

り 0 

近代の 英： 文學界 に、 (§ 週 多くの 雜報を 草し、 鉛 _i の 業に 多くの 時を銷 する 記者の 生涯 を 天職と 

し 三十 六 年出斷 なく 之に 從 事して 大 いなる 成功 をな せし リ チヤ ルド • ホルト • ハット ン あり。 其 

の 編輯せ る 『スぺ クテ、 - トル』 は、 明治 十 一 年以來 大抵 間斷 なく 余の 讀 みたる 新聞な り。 其の 氣品 

高き 論文、 其の 精細 鋭利に して 禮讓敦 き 批評、 其の 熱 切なる 宗敎的 12 ふ、 其の 深邃 なる 人生 觀、 其 

の 公平 莊 重なる 政治 論 は、 二十 年の 問 余の 愛讀 せし 所。 『スぺ クテ， 'トル』 は 余が ために 師友の 如 

きものに て、 相 冗の 圏 係^だ 溫 かなり。 暫く 之を讀 むこと を廢 するとき は、 宛 かも 朋友に 對 して久 

^の 情 5 すべから ざる もの あると 異なるな かりき。 然れ ども 『スぺ クテ， - トル』 の 光 は、 リ チャル 

ド • ホルト • ハツ トンな り。 精神 界に 於て、 該雜 誌の 重き をな すに 至れる は、 一 に ハツ トンの 力な 

りと 謂 はざる ベから す。 

昨年 十月の 初、 リ チヤ ルト • ホル ド • ハットン、 九月 九 曰 を 以て 世 を 去りたり との；！^ 音に 妾す る 

や、 其の 無 數の讀 者、 斷 金の 友に 死に別れ たる 心地して 之 を 悲しみたり。 余の 如き も亦然 かりき、 

彼 は 世 を 去らん とする に 臨み 公け に 其の 傳 など を 作りて、 新聞紙 等に 揭 げしむ る こと を 好まざる 旨 

を 懇ろに 言 ひ 遣せ しかば 、『 スぺ クテ. 'トル』 すら も 其の 主筆の 傳を揭 げざり し 程な り。 然れ ども 其 
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、の 敎育を 受け、 其の 文 を 愛せし 友人の 内に は、 之が 小傳を 作り、 其の 性行と 文章と を 論評して、 他 

め 新聞 雜 誌に 載せし もの 少 からす。 去年 十月の 『コ ンテ ン ボラ リ* レビ ゥ』 に 出て たる ジュ リャ *ゥ 

え ッ チウ ー ドの 批評の 如き 是 なり。 余 も ハット ン の 指導に 由り、 一 方なら す 其の 敎訓を 蒙りし 一 人 

として、 爱に 聊か 其の 性行 を 叙し、 其の 思想、 特に 神 擧に關 する 思想の 一 端 を揭げ て、 此の 愛すべ 

き 人物 を讀 者に 紹介 せんと 欲す。 

リ チヤ ルド • ホルト • ハットン は、 今より 七十 二 年 前 英國の 倫敦に 生る。 其の 父ジ ヨセフ はュ 二 テリ 

アン 派 敎會の 宣教師に て、 而も 其の 極端 派に 屬し、 基督 敎 に付きて 過激なる 意見 を 抱け り。 彼が 牧 

し 居た る 敎會に は、 今の 英國 殖民 大臣 チヤ ンボ レインの 一家 も屬し 居りて 現今の チヤ ムボ レン 氏の 

如き、 若き 時 は 敎會の 事に 盡カ したりと 云 ふ。 年少なる ハツ トン は 當時ュ 11 テリ ヤン 派と 關係 親密 

なりし a ンド ンのュ 11 ボル シチ ー,コ ル レヂに 入りて 敎育を 受け 最も 意 を 折 n 攀に 注ぎ、 數學の 如き 

も 其の 好んで 研究す る 所に て ありき、 卒業の 時 哲學の 成績 著る しき を 以て 金牌 を 贈らる。 然れ ども 

彼が 最も 多く 益 を 得た る は 心 合 ひたる 朋友と 交際せ しこと にて、 就中 ロス カウの 如き、 べィ ヂホッ 

トの 如き、 後に 名 を 成せし 者な り。 ュ 一一 ボルシチ ー • コル レヂを 去て、 また 神學を 修めん がた め、 

ュ 一一 テリアン 派 マン チェス トル •  二 ゥ。 コル レヂに 入り、 マ ル チノ ー 等の 敎育を 受けたり。 ハットン 

は 後ち ュ  一二 ァリ ヤン 主義に 背きて、 マルチ ノウと 正反對 なる 地位に 立つ に 至りし かど、 終りまで 彼 

の 有名なる 『倫理 諸說の 模型』 の 著者 を 推 尊し たれば、 其の 著者 を 激賞し、 其の 品性 識見 を 讃美す 


るの 文、 屡 『ス ぺクテ ー トル』 紙上に 現 はれたり。 マルチ ノウ は ハットンの 思想の 導き、 其の 精祌 

を 發達 せし むる に 於て， 非常に 力 ありし ものな り。 文體の 如き も 後者が 前者に 學 びし 所 少 からす。 

句 長く 文勢 緩 かにして、 再讀に 非れば、 其の 意 を 了解し 難き 節の 愿ば あるが 如き は、 彼が マル チノ 

ゥに舉 びて 其の 短所 を襲套 せし ものな りと 謂 はざる ベから す。 彼 は 其の後 獨 逸に 遊び 其の 二 大擧に 

於て 祌學 折：： 擧の 研究 を繼績 せり。 特に バウルの 說に 至りて は、 殆ど 其の 精に 通す る こと を 得たり。 

大學 より： t りし 後、 牧會の 職に 從事 せんと 欲して、 厘ば 推薦 を 受け、 候補者と なりし かど、 一 も 成 

功せ しこと なし。 共の 傳道 者と しての 經歷 は、 失敗 を 以て 蔽 はれたり。 優美と 深遠と に 過ぎた る 彼 

の 亇乂 章と、 近 肌に して 說敎 朗讀 する に 極めて 不便な りしと は 失敗の 首なる 原因に て ありし なら 

ん。 斯くて #!  くの 間 r;  二 テリ ヤン 派の 『インク ワイ ni ル』 雜 誌の 記者と なりて、 文筆に 從事 せし 

が、 もな く 病に 福り、 醫士の 診察す る 所 肺病な りとの ことにて、 轉地 療養の ため、 其の 妻と とも 

に 西 印度に 遊べり。 其の 妻と 云へ る は、 同窓の 友 P ス カウの 妹に て氣品 高く 性質 極めて 優美 溫雅な 

る 婦人に て、 威 儼 侵すべからざる もの ありし と 云 ふ。 ハットン 自身の 病 は 漸くに して 怠りし かど、 

其の 套は 黄熱病に 極り て 遠 逝の 客と なりぬ。 是れ ハツ トンの 受けた る 最大 打撃に して、 失望 落膽の 

極、 變愁の 淵に 沈みて 起つ こと 能 はざる もの \ 如く 見えたり しが、 妻の 兄遙 かに 來 りて 之 を 助け 慰め 

て、 英國に 伴 ひ歸れ り。 妻の 死 は ハツ トンの 身に 取りて 償 ふべ からざる 損害に て ありし かど、 其の 

靈性は 之が ために 稍 や 光明の 方に 向 ひ、 其の 信念 漸く 深くな り從 前に 較 ぶれば 更に 善き 福音 を 味 ひ 
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初めたり。^ かの みならす 其の後 妻の 兄 口 ス カウ もまた 死去した るた め、 人生の 觀察 一 曆 深くな り 行 

き、 遂に マウ リスの 薫陶に 由り て、 基督の 光明 を鮮 かに 窺 ふこと を 得たり。 彼 は淚の 谷を經 過し、 

死の 蔭 を 歩みて、 神の 眞理に 達する こと を 得たり。 倫 敦に歸 りし 後、 辯護士 にならん と 志 を 起し、 

法律 學 者の 出入す る リン コ ル ンス • インに 加盟し、 其の 邊に 下宿して 法擧の 研究に 餘 念な かりし 頃、 

親友べ ィ ヂホッ ト (其 物理と 政治と 題す る 書、 銀行 論、 及び 論文 集 等 世に 行 はる、 彼 も 初はュ 一一 テ 

リ ヤンの 徒な り) の 誘引に. H り、 マ ゥ リスの 說敎を 聞きて 深く 感動す る 所 あり、 多年の 宿 疑 此に氷 IT 

して、 大いに 悟る 所 ありき。 其の 頃の 事なる べし。 ハットンが 投書し 居た る 日 『ペル スぺ クチ ブ.レ 

ヴ ュ』 と 云へ る雜 誌に マウ リスの 神 學論を 批評せ る 文章 あり。 議論 公平に して、 觀 察の 點 善く 肯綮 

に 中り、 頗る 時流 批評家と 異 りて、 空谷に so^ 昔 聞け る 心地せられ、 著者 マウ リス をして、 其の 人 を 

欽慕せ しめたり。 マウ リス 之 を 一 讀 して 直ちに ュ 一一 テリ ヤン 派の 牧師 ソル リイ を訪 ひ、 其の 筆者の 

姓名 を 質せし に、 即ち リ ンコ ルンス • インの 法學生 ハ ッ ト ンの 手に 成りし ものとの ことなり しか 

ば、 歩を轉 じて 彼が 僑 居を訪 ひしに、 其の 出で て 在らざる に 遭 ひぬ。 其の 夜 ハットンの 方より、 マ 

ゥ リス を訪 ふて 談論 刻 を 移し 此に 最も 美 はしき 友交 を 結びたり、 マウ リス は 元と ュ 一一 テリ ヤンの 家 

庭に 人と 成り、 自ら も 同一 の 信仰 を 抱き 居た る も、 宗敎 上の 經驗 漸く 熟する に 及び、 基督の 神性 を 

認識し、 意 を 決して 英國 宣教師と なりし 人な り。 議論 一世 を 傾け、 高義 天下の 欽仰 する 所、 勞働者 

を憐 み、 下民 を 救 ふ 赤誠 及び 事業、 人の 模範と なすに 足れり。 テ 一一 ソンが 未だ 名 を 成さ ざり し 時、 


夙に 共の 天才 を 認識し、 自ら 訪問して 之 を獎勵 せり、 テ 一一 ソンが 多難なる 世の 風 を 凌ぎて 大 詩人 

となりし もの、 マウ リスの 力 幾分 か 之に 與り たりと 謂 ふ も 不可な からん。 テ 一一 ソン また マウ リスの 

高義を 尊び 共の 任 俠を德 として、 永久 之 を 心肝に 銘 じたれば、 兩 者の 友情 甚に濃 かにして、 其の 交 

際 奥」 しきもの ありき。 マウ リスが 祌學 上の 意見 常 局 者と 合 はすして、 攻撃の 衝に當 り、 其の 職務 

を 恋 はれん とする や、 テ ニソ ンは  一 ；？^ を賦 して 之 を 慰藉し、 八方の 大舉 食議は 君の 上に g を 鳴り 森 

かし 宜敎師 s!^ は斯 くまでに 正義 を 重ん する 君 を 責めて、 口角 泡 を 飛ばす とも、 乞 ふ 記憶せ よ、 ワイ 

ト.： 1? に は^を 歡迎 する 通常 信徒の 爐邊 ある こと を。 この 語 を 書き送れり。 マウ リス は 今 ハットンの 

才と識 と を 認識し、 之 を獎勵 せんがた め、 長者より 進んで 交り を 後進に 求めた るな り。 加 ふるに 其 

の祌學 は實驗 上より！ 15 々 懷 疑の 雲霧 を排 して 眞理 の 光明に 到りし もの なれば、 通常の 擧 者が 机 ヒ の 

研究に. E りて 擧び 得た る 類に 非す。 彼が rl 二 テリ ヤンの 信仰 を棄 てて トリー 一 テリ ヤンと なりし は、 

冷 かに 學說 を變更 せし ffi. と 異なり、 火の 如き 苦悶の 中に 活ける 信仰の 進歩した るに て ありき。 ハツ 

ト ンは 奢の 死に 由り て宗敎 上の 靈覺發 揮せ しこと とて、 今 此の 信仰 上の 偉人に 接し 其の 感化 を 蒙 

り、 其の 誘掖を 受けて、 終に 神なる 基督 を 認め、 イン カルネ ー ショ ンの熱 信 家と なりぬ。 其の 結果の 

一 つ は、 千 八 百 六十 二 年に 至り -The  Incarnation  and  Principles  of  Evidence、、 として 世に 公け 

にせら る。 是 より 先き ハツ トン 『ナショナル、 レ ヴュ』 の 新たに 起る に 際し、 其の 編輯に 從 事し 

て、 多くの 有名なる 論文 を 草せ しかば、 文學 者と しての 其の 技倆 明かに 顯 はれ、 其の 名 天下に 喧傳 
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せらる \ に 至れり。 其の ゴ ェ テ 論の 如き は 後年に 至リ ドラモンドが、 現 世紀に 現 はれた る 第一 の批 

評論 文な りと 賞讃 せし ほどに て、 ゴラァ の 長所 短所 を 露 はして 殆ん ど餘蘊 なしと 謂 ふべ し。 たと ひ 

ドラモンドの 評 は 溢 美な りとの 批難 を 負へ るに もせよ、 彼が ゴェテ 論の 卓絶せ るに 至りて は、 不同 

意を唱 ふるもの 稀なる べし。 

『ナショナル、 レビ ュ』 に從 事す る 間、 彼は牧 入の 多から ざるた め、 生計の 補 ひに ベット フ オル 

ド* コル レヂ に數學 の敎授 となり、 擧生 間に 好評.^ 博せ しこと も ありき。 斯 りし 程に 印度 政府に 奉 

職し、 且つ 新聞 事業に は 經驗に 富める タウン センドと 云へ る 人、 故 國に歸 ひて、 『ス ぺクテ ー トレ 11 

を 引き受け、 己れ と 勞を頒 つに 適當 なる 人 を 尋ね 居た るに 會し、 ベ イジ ホットの 推薦 こ-より、 ハツ 

トン 之に 入社して 其の 編輯 を負擔 する こと k なれり。 此の 二人 は 性情 相 同じから す、 好尙を 異にす 

る もの ありと 雖も、 長短 相補 ひ、 共に カを戮 せて、 新聞の 事業に 勉勵 し、 互 ひに 膠漆 啻 ならざる も 

の あ ひき。 古来 友交の 事業に 於る や 其の 關係密 にして 且つ 犬なる もの あり。 ル ー テルと メラン クト 

： コ ブデ ンと ブライト、 マウ リスと キング ス レイの 如き 是れ なり。 ハットンと タウ センドの 如 

き、 また 其の 慕 はしき 一例な りと 謂 はざる ベから す。 ハットンが 『ス ぺクテ ー トル』 に 入る や、 孜 

治、 文 擧の事 を 論す るの みならす、 大いに 心 靄 上の 點に 注目し、 道德を 論じ、 宗 敎を說 きし かば、 

紙上 は 宛 がら 毎週 筆 を 以て 說敎 をな すの 觀を呈 する に 至れり。 時 まさに 進化論 の^めて 昌道 せら， 

たる 頃と て、 新進の 擧說、 青年の 傍若無人な るが 如く 時 を 得 顔に 横行 潤 歩して、 唯物論 を賛 し、 無 


神 主義に 雷同す るの fti 旦 すしく、 精神 界は 怒濤 懲^して、 狂風 吹きす さみつ k あり。 チン ダル、 ハ 

タス レイ 等が 同盟して 唯物主義の 急先鋒と なり、 其の 勢力 絶頂に 達した る も 其の 頃な り。 此の 時に 

當り、 自ら 懷疑 者の 經驗 を閱歷 し、 其の 慘瞻 たる 堙を 冒して 光明 界に 進みた る ハツ トン、 非 唯 物 主 

義の 先登に 進み、 反對 者に 向 ひての 同 1 かに、 且つ 善く 敵情 を 知悉して、 彼らが 疑の 由て 來る所 

を 見定め、 其の 急所 を 指して、 議論の 鋭鋒 を 差し向け、 優美に して 力 ある 文章 を 以て 攻擊 防禦の 戰 

鬪に從 事す。 彼 は 其の 時代に 於て 特殊なる 使命 を 奉じて 世に出で しもの なり、 毎週 彼が 論す る 所、 

評する 所、 追擊 する 所、 如何に 手強く ハク ス レイ、 クリフ ォ ルド、 ス ペン セル、 ミル、 スチ ー ブ 

ン、 チン ダル 等の 身に 應 へし ぞ。 又 其の 答 辯す る 所、 解釋 する 所、 其の 說明 する 所 は、 如何に 人 意 

を强 からしめ しぞ。 是を 以て 『ス ぺクテ ー トル』 紙上に 現 はれた る 文字に. Q りて、 祌を 認め 基督 を 

慕 ふこと を學 びし もの 夥しき ことならん。 英語の 用 ゐらる k 所、 アン グロ  • サキ ソン 人種の みなら 

す、 北ハの 文壇の 說敎 を聽 きて 悔い改め しもの、 幾何なる を 知る ベから す。 彼 は靈性 上、 倫理 上の 觀 

察點 により 社 會萬般 の 事 を 評論せ.^。 彼 は 政治 上に 於ても 說敎 者に て ありき。 然れ ども 理想の 夢に 

溺れた るに 非す、 また 着實 にして、 事務的なる 眼光 を 以て 政治 を 論. する こと を 忘れ ざり き。 ジュ リ 

ャ* ゥェ ッ チウ ー ドが 所謂 

*(  lie  enlrtred  on  ひ rnore  ardtious  £Uid  perilous で csltloll I- this  is  tlie  sick  which 

incotporates  most  of  those  ilnjslses  which  lead  towards  5-^^7^^^p^  gathers 
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蓋 f- 政治 は絕對 的の 理想に 據る こと を 得る ものに 非す。 理想に 向って 進歩す るに 最も 便く 善しと 

m あはる-を 探 用して、 之に 反對 する もの を 排除す るに あり。 世の 政治家 多く は着實 を 主義と し、 幾 

に 臨み 變に處 する を 知る のみに て、 理想に 着目す る こと を 忘る。 ハットン は然ら す。 rati 想 的て して 

着資 なる を 失 はす、 故に 彼が 政治 論 は 時流に 一頭 地を拔 きて 特色 を 帯びたり。 其の 文 學論は 人生の 

ナ n, つ 題 を起點 とし、 倫理 上の 精祌を 以て 充 たされた る ものなる が 故に、 是れ 等の 趣味に 乏しき 作家 

を 評論し、 其の 文舉 を品隨 する に當 りて は、 宛 がら 水 を 離れた る 魚の 游ぎ 得ざる が 如く、 別 界こ 

入りて 戶惑 ひする もの、 如く、 何となく 不手際に 見えたり。 ジョ ン* モル レイの 編 竹 S せる 英國 文學 

士傳の 一 冊なる スづッ トの傳 は、 ハツ トンの 筆な り。 其の 比較的に 不出来なる は、 蓋し スゴッ トの 

文學 が、 人生 問題に 關す るの 思想 乏しき に 基因せ すん ば あらす。 カァ ライル 曾って スコット を， ) 

て 曰く、 人生の 大秘義 は スコッ ト には大 なる ものに 非 ざり き。 其の 著書 多き にも 拘 はらす 其の 中に 

引用 さる. -に價 値する 文 舉の少 き、 スコットの 如く 甚し きものな し、 彼が 小說は 教訓、 徵戒建 「お、 

及び/て ゾ を高尙 にす るた めに 何等の 益す る 所な し、 傷める 心 胸 は 之に 由り て 癒さる ベから す、 雲 

霧の 中に 悶 ゆる もの は 之に ぬりて 導かる k ことなし 云、々 と。 此の 評語 固より 激に 失して 妥當 なら ざ 

る もの ありと 雖も、 スコットの 文章 人生の 大 問題に 精神 を 用 ゆる もの 少き は事實 なるべし。 宜 なる 

哉 スコット は ハットン の 力 を 喚び 起して 其の 縦横の 筆を揮 はしむ るに 適せ ざり しゃ。 


ハットン は斯の 如く、 倫理的に 文 學を觀 察する のみなら す、 其の 政治 論に 於ても 倫理 上の 觀 念に 

重き を S きて、 其の 贊否を 定め、 其の 去就 を 決したり。 近く は アルミ 一一 ャ 虐殺 事件の 世界に 傅唱せ 

らる. T に當 り、 博愛 任 俠の士 起て、 彼の 『大 いなる 暗殺者』 て ふ 惡名を 負へ る 土 耳 古 帝 を 攻撃し、. 

英國 人お の 中には 兵 を 擧げて 之 を 伐つべし と 論す る 者 多く、 クラ ッ 、ドスト ー ン の 如き も 此の 説 を 持 

する 一人な りしが、 政府 黨は 之に 同意せ す、 道義の 聲 終に 敢 へな くも 利害 論の ために 壓 せらる るの 

觀 ありし とき、 『ス ぺクテ ー トル』 は 政府 黨に 親密な りしに も拘 はらす、 慨然と して 道義の 聲 に左祖 

して、 其の 點に向 ひて 舆論を 指導 せんと 試みたり。 特に 余が 記憶に 留まりて 種々 の 聯想 を 伴 生し、 

余 をして 東洋の 前途、 日本の 國是 等に 關し、 大に 悟る 所 あらしめ たる は數年 前淸佛 戰爭の 際、 『スぺ 

クテ， 'トル』 紙上に 揭 げられ たる 『支那の 武装』 と 題す る 一 論文と す。 

クウ ルぺ， '提督が 福 州 を砲擊 して、 間もなく 淸佛 講和の 談判 成りし より、 歐 米諸國 にて は 支那の 

勢力 餘 程彭， 長せ しものと 認め、 其の 軍備 大いに 整 ひて、 歐羅 巴の 强國を も 凌がん とする に 至るべき 

かとの 氣遣ひ をな す 者 頗る 多 かりき。 明治 卄七八 年の 戰役 は、 旭日 旗の 光に 由り て 此の 迷夢 を 破 

り、 世の 爲には 幸か不幸か 之 を 知らね ども、 老 大帝 國の與 みし 易き を 曝露せ りと 雖も、 當時 にあり 

て は 欧米の 識者 をして 一種の 恐慌に 類似せ る もの を 感ぜ しめたる に相逮 なからん。 慾に 拔け 目な 

く、 黄金 を崇拜 する 世の 習 ひとて、. 功利の 競爭を 本と して 支那の 勢力 を 是非せ しもの も 多 かるべし 

と雖 も、 『ス ぺクテ ー トル 』 は 道 德の點 より 支那の 武力 膨脹 せん とする を 憂 ふるの 議論 を 公け にせ 
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り。 1 の 記者 は、 古來 支那の 兵馬が 隣國を 侵略し、 其の 勢 ひ を歐洲 にまで 及ぼせし こと ありと.， 

も、 何時も 人類の 進歩と 幸福と に寄與 貢献せ しこと なく、 却て 其の 妨害と なりし 事實 多き を列擧 

し、 斯る 勢力の 膨脹 は 人道の 爲に豫 防す るの 必要 ありと 論斷 せりと 記憶す。 余 は 此の 文を讀 て、 日 

本の 前途に 付きて 轉た 感慨の 情に 堪 へす、 列 國の關 係、 其の 消長 盛衰 等に 付きて、 深く 悟る 所 あり 

き。 斯の 如き 觀察點 より 政治 を 評し、 外交 を； 1^ る は、 歐 州の 現 時に 甚だ 必要なる のみなら す、 日 

本 も 之 を 精 思 熟慮して 其の 國是を 天理 人道の 上に 定めざる ベから す。 

或 人 ハットン を 評して 曰く、 彼 は -ュ ウマンの 儼然として 他界 的なる 天才に、 『ヒ プノ タイス』 (魅 

らる \ の義) されたり と。 實に然 り。 一一 ユウ マ ンは i ルゥ かや； 1:^ 最も 美しく 發揮 せし 者な り。 他界 心と 

は必 すし も 唯だ來 世の 事 をのみ 念 ふの 義に 非す。 明かに 靈性界 の 事物 を 認識し * 其の 精神 を 此に注 

射して、 目前の 世界に 餘り 多く 制せられす、 超然 脫 離して 靜寂、 謙虚、 獨 立の 道を修 むる 之 を 他界 

心と 稱す。 祌の實 在 を 確信し、 出 處 進退の 間に 祌と 神の 世界と を 記憶す る MJ 深き もの は、 最も 正當 

なる 美 はしき 意味に 於て 他界 的な りと 謂 はざる ベから す。 バウ a が 我れ 基督 を 知る に 比すれば 凡て 

のこと は 損なり と 云 ひ、 嘆く もの は 嘆かざる が 如く、 喜ぶ 者 は 喜ばざる が 如く、 買 ふ 者 は 所有な き 

力 如くに し、 此の世 を 用うる もの は、 之に 用 ゐらる \ こと あるべ からすと 說き、 悲しめ ども 常に 宣 H 

t 貧し けれども 多くの 人 を 富ませ、 何も 有た ざれ ども 萬 物 を 有し、 知ら ざれ どもよ く. S ら ると, 

a せし 如き は、 所謂 detachment  (超然 脫 俗と も解釋 すべき か) の 精神 を 露 はせ しものに て、 之 を 


飜譯 して 他界 的 精神と なす も敢て 不可なる を 見す、 曾て 詩人 シ- レ ー、 バイ „1 ンを 嘆賞し、 彼の 世 

に. |:H りし は ビル グリム • ォブ • ェ トル 一一 チ ー (時間な き 世界に 參詣 せんと 志す 者の 義) が 暫く 時間 

の 世界 を經 過せ しなり と 言 へ り。 此の 語 を 彼の バ ィ ロンに 適用す る は 頗る 不 似合の こ となる ベ 

し。 然， e ども ハ ッ 卜 ン 其の 景慕 せる 一一 ュ ゥマ ンを傳 し、 此人 こそ 實に 『ピル. グリム • ォブ *ェ トル 一一 

チ ー』 なれと 言 ふ。 彼 は 一一 ユウ マ ンの 高潔なる 他界 的 精神 を尙 み、 其の 徒 を 慕 ひ、 せ： (の 風を學 び、 

其の 敎訓を 世に 宣布 せんこと を 努めたり。 唯 だ 目前の 富責榮 達に 狂奔す る 世の中に 『ギ テツ チメン 

ト』 の 主義 を發 揮す る は、 英國に 必要なる のみなら す、 日本に 於ても 急務の 一 つなる べしと 信す。 

マウ リスに 私淑せ る ハットン、 漸くに して-一 ユウ マ ンに其 同情 を 傾む け、 一一 ユウ マ ンの 死後 は 『デ 

ィ ン』 チヨ ルチ、 『カノン』 リツ ドン 等の 友と して 最も 善し。 彼が 英國 高派敎 會を黉 成した る こと を 

以て 見るべき なり。 或は 其の 晩年の 傾向 『カトリ ッ ク』 敎會に 好意 を 表する にあり しと 言 ふ もの あ 

り。 然化 ども 余 は 信す、 是れ 善く ハツ トン を 知らざる 人の 想像に 過ぎす、 彼 は 最後に 至る まで 確實 

なる 一 個の 抗吿敎 派に て ありき。 彼 は 非 國敎徒 中の 最 極端なる 『ュ 一一 一 ャ リ ヤン』 より 出で て、 國敎 

徒の 最 極端なる 高 派 敎會の 忠僕と なりぬ。 『スぺ クチ - トル』 は、 各派の 基督 敎 徒が 等しく 愛讀 せし 

所な りと 雖も、 其の 主筆 は 常に ノ ン コンフ ル ミ ス ト派を 非難し、 時として は 之 を 痛罵す るの 文 を 

草したり。 彼が 非 國敎徒 及び 英國 敎會の 一派た る 福音 派 を攻擊 する の 文字 屢ば 公平 を缺 くもの あり 

と雖 も、 中には 之に 倾聽 して 他山の石と なすべき もの 少 からす。 之 を 例 すれば 非國敎 主義 獨 立派の 
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敎 會に牧 f る者 は、 其の 說 敎を 以て 衆を 引き寄せ、 其の 謹 高談 以て 人警 I ん とする の S 

り。 故を以 i ば輕謹 薄に 陷 つて、 餘り 企業 的に 傳 道に I せんとす るに 管と 論ぜし 如き、 實 

に 彼 等の病ひに適 中せ りと 謂 はざる ベから す。 且つ 博士 デ丄が 指摘せ し 如く、 所應ー裏 の 說敎 

は 悔改赦 罪 等に 熱心な りと 雖も 其の 道德 上の 志望 淺薄 にして、 世に 倫理的の 改革 を 《 行 せんと 欲 

する の I に 乏しく、 政治 を 忌避し、 豪 を 猜疑して、 唯 だ 狭隘なる 豪に 於け i 魂の 救ひ にの 

I を 專ら にしたり。 是 れ囊界 に屡ば現 はる、 所の 弊害に して、 所 靈霧仰 まて 直す 暴 

0 陷 |き膽 なる が 如し。 ハットン は 之 I 評して 彼等 は 『ス ピリ チュ 7 ケ グリ！ デネッ ス』 

(靈性 上の 貪愁) の奴隸 のみと 言へ り。 一語 善く 彼等の 弱點を 道破して 餘蘊 なしと 田し はる。 ハットン 

の 神蠢、 讀む ベく 玩味す ベ ま S る 多し。 余 は 唯 崖 I 德と i 論と に關 する SS 三 項 

を兹 に 揭げ、 に 其の 基督 論 S 介す る を もって 滿 足せざる ベから す。 前 ft が 『セォ ロジカ レ 

• エツ 卞』 の笫 i に 載す る 所、 其の 議論 正大に して 靈 性の 微$ てりと 覺 しき 點少 からざる を 

覺ゅ、 彼先づ 論じて 曰く 

『人の 信仰 は神| 参、 ism 或は If 厭 ひて 之 を 非難す るの 餘 

り、 其の 說 以て 天 を 隱蔽 する のみなら t 天を讓 にす るに 至らん かと 蓬 ふに 似たり。 i 

I する こと 厚き に似て、 其の 露 神 主義の 臭 味を| る 所 ありとの 批評 を誉る こと I ざる 

べし。 轟 主蒙黑雲は 難の きり f 隱す こと あらん も、 神に 零 を隱す ことなし。 J 


は 到底 神の 道德的 感化の 速せ ざる 所に 立つ に 至り 得ん こと 思 ひ..^ 寄らす。 無 神 者 は 世に 在りて 必 

すし も祌 なき 生活 をな さざる ベから すと 假定 する は、 有神論に 甚だ 不利な りと 謂 ふべ し。 思 ふに 

人の 言 念 は、 通常 考 へらる- - 如く、 我々 の 祌を尋 ぬるより 起ら す、 神の 我を尋 ぬるより 生す る も 

の 最も 多し。 神の 我 を 求む る や、 我の 明かに 之 を 認識せ ざる 場合 また 甚だ 多し。 明かに 神の^ 在 

を 識^ざる も 漠然 義を 信じ、 道に 頼る の 心を懷 くう ち、 冥々 の 間に 神に 尋ねられつ A ある もの 

あらん。 無 や V3i なる あたりに 祌の 感化 驚く 可き ほど 盛なる を 記憶せ よ、 故に 無祌 者に 同じ、 爾は 

其 說の故 を 以て 全く 祌 なき 生活 を營 みつ 、ありと 言 ふは大 いなる 誤謬な り。 多くの 危險 之より 生 

ぜんこと を 恐る、 祌を 信す る を 以て、 人間 社會に 於け る 第 一 等の 活力と し、 祌自， ％ を 以て 共の 第 

二位の 力と 見做し、 祌の 祝福 は 唯 だ 人の 告白より 來り、 其の 吿. HI の 範圍に 限 制せられたり となす 

とき は、 甚だ 恐るべき 結 raK. 之に 伴 ひ 來るを 見るべし。 無祌 者の 屡ば 顯彰 せる 善行 美德 は、 祌に係 

はらす して 起れ る ものに て、 時として は 神を認 むる 者に も 優る こと あり。 是れ 彼我 共に 躓く 所の 

石に 非す や。 宗 敎に關 係せ ざる 道 德を唱 へて 得々 たる 者なる も、 また 此の 誤謬より 起る。 祌の聖 

靈 が 明白なる 信仰な き 所に も 活動す る こと 明かに なら ざれば、 到底 此の 躓きの 石 を 取り除く こと 

能 は ざ る ベ し。 神 自身 は 之に 關す る 人 の 信仰よ り も 重く a つ 犬な りとの 眞现 を 现 會す ると き は、 

人 漸く 信仰 をして 祌に 似合 はしから しめんと 欲する の 志を與 すに 至らん。 明白なる 意識に 伴 はれ 

たる 信仰な きがため 祌の 感化に 何の 因緣 もな き 美事 善行 多く ありと する 間 は、 世人が 信仰 を 度 外 
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に 措く も 無理なら ぬ ことなり。』 

と。 蓋し 神 無き に滿 足す る 者と 雖も、 其の 意識 上 明かに 認めざる 神に 尋ねられ、 動力され、 感化 

せられつ、 ある を說く は、 極めて 肝要なる 論點 なりと す。 未信者の 心に 隱然 として 存在す る 眞趣を 

發销し 其の 知らす して 助けら る、 所の 勢力 を 示す は、 基督 敎 を宣傳 する 第一 翁 歩な りと 謂 はざる 

ベから す。 ハツ トン 又 曰く 

『.ffl" 神 者 は 無意識的に 其の 良心の 衷に 蘊蓄せられ たる 神の 感化 を 蒙りつ & ありて 其の 善に 〈み 義 

を 信す るの 一 念 を 分解 すれば 神 を 信す る 者と 同 I の點 なきに 非す と雖 も、 人の 行爲 意；^.^ にして 

明白なる 志と 相伴へ る もの また 多き を 思へば、 神の 存在 を覺 悟せ ざるに より、 道 德上大 いなる 損 

害 を 来す こと 敢て 怪しむ に 足らざる なり。 神の 感化 は 知識 上の 不信仰 を 以て 遮り 菜せ ざる もの あ 

らん も、 思慮 識別に 伴へ る 生活の 調 は 心の 眼に て 明かに 神 を 見ざる より 茶 だしき 損害 を 蒙らざる 

を 得す。 實際 上の 關係、 人の 生活と 親密なる もの を 明かに 認識せ ざるた め、 種々 の 影響 を 惹き起 

せる 實例 世に 乏しから す。 譬 へば 空氣 にも 目方 ありて ふこと を 知覺せ ざり し 古代の 人 も、 大氣の 

壓 力より 生す る 多くの 利益 を 無意識的に 蒙りし に 相違な しと 雖も、 彼等 は空氣 の 重量 を學 得し、 

知覺 し、 且つ 意識的に 之を應 用す るより 生すべき 凡ての 利益 を 享受す る こと 能 は ざり き。 祌を知 

ら ざる もの も亦然 り。 彼等 は祌を 知る ものと ともに、 其の 存在 及び 聖德の 結 鬼た る 祝福 を 享受す 

と雖 も、 其の 存在と 聖德と を 明かに 意識す るより 生すべき 特殊なる 祝福 を 蒙る こと 能 はざる なり。 


知識 漸く 進みて、 經驗の 地平線 擴 張せられ 思想に 伴 はる \ 生活い よく 多く かるに 隨ひ、 祌を知 

ら ざるより 生す る德義 上の 損害 は 益々^ だしき もの あらんと す。 如何なる 人 にても 神 を 認識せ ざ 

れば、 精祌 上の 損失 だし かるべし と雖 も、 其の 天性 覺醍 して 感情 深く i つ 切なる ものに 至りて 

は無祌 主義 の 害 最も 多し と 謂 は ざ る ベ か らす。 亂 縣 にして 物暂 (的なる 人 の 無神論よりも 精神 高尙 

にして 文雅の 習ひ淺 からす、 人情に 切なる もの、 無祌 主義 は、 實に 澄める 天に 太陽の 抹殺せられ 

たると 同じき 程の 遣憾 あるべし。 性愦濃 かにして 思想 深き 人に は、 祌の 感化 意識的に 其の 心に 達 

する もの {n! づ から 其の 多分 をヒ ：！ めざるべ からす。 而 して 黑 幕の 外より 無意識に 力 を 得、 安 慰を享 

くる こと、 此の 輩に は隨 つて 其の 分量 を 減ぜざる こと 能 はざる なり』。 

と。 H 夫 野人 は無祌 主義 を唱 へながら 有 神 主義の 祝福 を 無意識的に 享受す る こと あらん も、 思想 緻 

密 になり、 性情 濃 かにして 文雅の 嗜み 深き 社會は 漸く 此の 無意識的 祝福の 分量 を 減ぜざる を 得す。 

人情 深く、 同情に 富み、 思慮 明かなる 無 神 者 ほど 世に 不幸なる 人 また あるべからざる なり。 

吾人の 胸中 道念の 光、 輝きつ \ あり、 こ は 外より 来れる ものなる か、 上より： S れ輝 ける ものなる 

か、 將た 我が 衷 より 僅に 發 光せ しものに 係る か、 無 神 者 は 其 方寸の 外に 無限なる 道念 ある HJ を 認識 

せす。 彼 は茫々 たる 雨間に 孤立せ る 道念 を 抱く、 其靈 性の 光明 は 時として 明かな りと 雖も、 また 時 

として 甚だ 微かな り。 此の 殘燈 明滅の 如き 良心 を恃 みて、 危險 なる 不確かなる 生命 海に 栂 さ.^ んと 

す。 豈に 心細し と 謂 はざる ベ けんや。 道義の 念此に 動きて、 非常なる 決斷 をな さんと する に當り 一 
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身の 危急 目の前に 横た はり、 其の 影響の 及ぶ 所、 國 家に 連り 全世界に 一旦る こと あらん も 未だ 知る ベ 

からす。 我が 方寸の 光を恃 み、 殘燈啻 ならざる 良心の 指導に 一 住して、 斯の 如く 重大なる こと を 決 

行す る また 難い かな。 此に 於て 古人より 志士 仁人、 良心に 從 ひて 身命 を捐 て、 他人の 生命 幸福 を も 

連ねて、 共に 主義 事業の 犧牲 たらしむ るに 當り、 如何にしても 孤立せ る 自家の 良心の みに て は 心 を 

安ん する こと 能 はす、 自 から 神 を 仰ぎ 其の 限りなき 光に 接し、 我が 炬火と 義の 太陽なる 神明と を 連 

結せ しめて、 大 決心の g を 固む る こと を 得たり。 道 德は行 ふべき こと を 明かに する を 要する のみな 

らす、 之 を 遂行す るに 當 りて、 我 を推獎 指導して、 生ける 助け を與 ふべき 良友 あらん こと を 要す。 

基督 曰く 『善なる 者 唯 だ 一 個 あり、 即ち 神 あるの み』 と。 基督 敎有神 者の 信す る 所に て は、 ： 止義善 

道 は 唯 だ 抽象的の 理想の みに 非す、 生ける 實在 なりと す。 善と 義とは 人の 際限な く 追 ひ 求めて、 未 

だ 曾て 實に せられ ざるの 幻影に 過ぎざる か、 特に 善と 義 との Ifl なる 神の 存在す る あり や。 西 人が 

ォ， -ト • ッ、 - • ビ 、- (あらざる ベから す) とい ふ義 は、 空理なる か、 實 在なる か。 マルテン ゼン曰 

く、 人生の 不安なる 間に 於て、 理想と 實 際との 懸隔 甚 しき 中に、 一個の 絕體 的に 善なる 者の 存 すと 

の 確信す る を 得ば、 以て 人の 心に 言 ふべ からざる 平和 を齎 すに 足る。 世界の 紛々 たる、 人 音の 輕薄 

なる、 愚と 罪と 悲 みの 充滿 せる 中に 本 善なる 意志 超然と して 存し、 永久 不變 己れ に忠 にして、 敢て 

自家 搲着 する さなき を 認識す る は、 非常に 大 いなる 援助 を 良心に 向って 輸送す る ことなり。 非人 格 

的なる 善 を 信す る は 不完全なる 信仰な り。 斯の 如く 理想 を化實 すべき もの 唯 だ 吾人の 存 する のみな 


らば、 善の 獨立 にして K 在す るを認 むべ からす。 善の 實在 をして 心細げ に 人の 意志 如何に 懸る こと 

ならしむ る は、 矛 厨の Si だしき ものと 謂 はざる ベから す。 何と なれば 善 は化實 せらる、 と然ら ざる 

とに 無頓着なる 觀 念に 非す、 其の 幾分の 實行を 以て 滿足 する ものに 非す。 其の 實 現の 完全な らんこ 

と を 期す る ものな り。 然れ ども 善の 全き 實現は 全く 善なる 意志 活存 する に 非 すん ば 之 を 見る HJ 能 は 

ざるべし と。 道德は 理想の 之 を 指導す る を 待つ のみに 非す、 活ける 品性の 之 を率ゐ 助く る を 要する 

ものな り。 無 神 者 は 善の 實現を 認めす、 凡て 道德 上進 歩の 源泉た る 品性の 指導 を 貫徹すべき 神て ふ 

完全なる 品性 を 忘却す。 其の 精神 上の 損害 實に 甚だしき もの あり。 善 は 我の 之 を 追 ひ 求む る ものな 

るか。 はた 我 を 追 ひ 求む る 所の 善 者 ありて 存す るか。 我を捉 へ、 我を敎 へ、 我を懲 し、 我 を 誘 被せ 

ん とする 活ける 正義 存在す と 確信す る は、 道德 上の 最大 勢力な り。 基督 敎は我 を 追 ひ 求む る 所の 善 

なる 神 を 奉す。 迷 羊を尋 ぬる その 牧人、 失 はれた る 貨幣 を 穿 索す る 寡婦、 蕩子 を歡迎 する 慈父 は、 

神の 仰 を 微かに 描かん と 試みた る 譬喻に 非す や。 

道徳の 關係を 人類の 間に 限る は、 其の 發達 をして 不充分な らしめ、 其の 結果 をして 陋 S ならしむ 

る ものな り。 

ハットン 曰く、 

『人と 人との 間 神 を 以 て 中保者と なし、 人類 相 對の關 係の み を 以て 義務 責任 を 律 せす 神の 永遠な 

る 目的 及び 其の 測るべからざる 愛に 訴 へて、 之 を 思量 するとき は、 道義の 念 大いに 力 を 得て、 利 
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己の 心を鎭 め、 放慢 なる 精神 を 抑へ、 鄙吝の 情を斷 じて、 高潔なる 行 をな すに 至る こと を 得べ 

し。 我が 隣 友が 自己の 資格に 於て 値せざる 恩惠 も、 我 一 且神を 仰ぎ見る に 及びて は、 喜んで 之 を 

彼に 傾注す る こと を 得べ し。』 

博愛 義俠の 行、 古今の 靑史を 照す もの、 多く は 人と 人との 關係 のみに 基づかす、 『神 を 迂回し』 來 

り 初めて 其の 弊 を 去り、 其の 淳を 除き、 其の 臭 氣を脫 して 玲瓏 玉の 如き ものと なる を 得べ し。 明か 

に 天父 上帝 を 認めざる ものと 雖も、 大 節に 臨みて は、 之に 類似した る 感懐 を 以て 其の 志氣を 張り、 

欝結 せる 鄙吝の 情を淸 め、 其の 精神 を高尙 にす る こと を 得たり。 ハットンが 善 は 神 を 迂回し 來 りて 

始めて 淸潔雜 りなき こと を 得べ しとい へる 是れ なり。 蓋し 思 ふ、 彼が 一 生の 研究 は犧牲 献身の 生 

活、 神に 始まりし か 人に 始まりし かと 云 ふ 問題に 歸 着す。 彼 は 之 を 研究す るお 以て 神擧の 中心と な 

せり。 此の 問 ひ は 吾人 を 導きて 『イン カルネ I ショ ン』 の 秘義に 接着せ しめんと す。 是れ ハツ トン 

が 力 を 極めて 辨明 せし 所な り。 神 は 愛な り、 犧牲 献身の 愛な りと いふ。 果して 然る か。 ハットンの 

神學は 『イン カルネ、 -ショ ン』 の 眞理を 以てする に 非 すん ば、 此の 點を 明かに する こと 能 はすと 論 

斷す。  一八 九 八 年 二  (新世紀) 


中 村 敬 宇 翁 を 挽す 

明治 中興の 洪業 は、 少數 有力 家の 掌裡 より 来れり。 然れ ども 明治 中興の 洪業 をして 能く 滿 全なる 

發逮を 作 さしめ たる もの は 誰ぞ。 即ち 明治 中 輿の 洪業を 伸張す る繼嗣 者た る もの は 誰ぞ。 是 れ少壯 

靑 年の 勢力に 存せ すば あらす。 而 して 此の 少壯靑 年の 勢力 を敎育 修養せ しめたる もの、 是れ實 に當 

代 敎育家 諸氏の 効に 在ら すん ば あらす。 敬 宇 中 村 先生の 如き は 則ち 其の 人な りと す。 飜て 見よ、 王 

政 一新して 立憲 政體を 確立す る 迄の 今日に 至りて、 方に 二十 有 餘年を 要したり。 國務 適々 緒に 就く 

を B£ たりと 雖も、 辆爲 すべき 事 一にして 足らす。 而 して 誉老宿 儒 日に 謝し 月に 逝きて、 餘す ところ 

幾人 か ある。 吾人の 敬 宇 先生の 訃に 接して 哀悼の 意 を 表する もの、 固より 玆に 止まらす と 云へ、 暮 

景晚 日、 再-び 敬 宇 先生 を 見る 能 はざる を 思へば、 亦 我が 敎育 社き のために 深く 悽恰の 極に 堪 へす、 

雖然、 子の 三樂 中、 天下の 英才 を敎 育す る は、 天下に 王た るの 榮， 名、 業に 超絶す ると 云へば、 

敬-: チ 先生た る もの、 く は 自ら 生涯 を 街み て、 懷 に介然 すると ころ 莫 かる 可き なり。 吾人 は 先生が 

の 曰に 『遣 言な し、 苦痛な し』 との 二言 を發 したる を 聞きて、 切に、 翁が 安心立命の 地 を 敬せ 

すん ば あらす。  一 八 九 I 年 六 g  (s 木 評論) 

中 村 敬 宇 (、s も 挽す  EI 六 九 
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(自殺に 關 する 甚督敎 徒の 觀念)  . 

淸國. の水師 提督 丁 汝昌氏 は 海洋 島に 於ても、 烕海衞 に 於ても、 其の 境遇と 周 圍の狀 態との 容す限 

り、 善く 戰ひ しもの なり、 彼 は 其の 天晴れなる 生前の 所作と 最後の 悲劇と に 由り て、 益々 吾ら の 同 

情 を 引き出さん とす。 清の 水雷艇 十隻は 其の上 官等の 不在なる を 窺 ひて 港外に 逃れ出 でんと 企てた 

り。 凡そ 淸國の 軍紀 斯の 如くに 弛みて 武人の 道德振 はざる こと 甚だし。 加 ふるに 淸人 にして 士官の 

精 熟なる もの 少 きがため 止む を 得す、 浮浪 無頼の 外人 を 雇 ひて 戰鬪 に從 事せ ざる を 得す。 定遠 如何 

に 堅固なる も、 劉 公 島の 守備， si; に 厳重なる も、 斯る 情狀の 下に 戰 ひて 勝 を 獲ん K1 思 ひも 寄らす。 

然るに 句餘 日の 防戰 能く 日本 陸海 軍の § を 困し め 得た る は、 彼が 末期の 一 大名 * に： „ ^す や。 

提督が 降 を 申し入れて 名譽 ある 條件 を附 する の 許諾 を 得る や、 張 劉の ニ將 と.， もに 自殺 を 遂げた 

りと 傳 へらる。 彼ら は 如何なる 方法に 由り て 死した るか、 日本の 武士 は 立派に 自殺す る こと を尙 

ぶ 古への スト イツ クの徒 は 家に 火 移り、 黑煙 窒に充 つると き は 主人 其 所 を 立ち退かざる を 得すと 

の 論法 を 以て 自殺の 正理 なる を說 きぬ。 然れ ども 彼ら は 其の 方法の 立派な らんこと を 要求せ り。 あ 


ぁ淸の 三將は 自殺せ り。 吾ら はせ めて 其の 方法が 彼の 國人 得意の 阿片に 非 ざり しならん を 望む。 

卞汝昌 氏 等 自殺せ りとの 報到來 する や、 新聞紙 を 始めと して 世上の 議論 は 之 を 以て 其の 名譽 とな 

しぬ。 所謂 識者の 評判 は 彼ら 自殺す るに 非 ざれば、 其の 節操 を 全うする に 由な しと 言 はんば かりに 

聞え たり。 或る 新聞紙の 如き は 丁汝昌 自殺し、 兹に 始めて 其の 男兒 たる を 示せり と 言 ひ 放つ に 至れ 

り。 鬼 洋從來 の 道德を 以てすれば 斯 くの 如く 言 ふ も 聊か 無理に 非す。 武士の 敎育を 受け、 東洋の 人 

生觀に 養れ し 士人は 自殺 を 行 ふ 能 はすして、 實に 天人と もに 容 さざる の 罪 惡に陷 る こと 無しと せ 

す。 漫に 基督 敎 徒の 地位より 立論して、 未だ 福音の 光明に 接せざる 人の 心事 を 批判す る は 宜しから 

ざる 事な り。 故に 吾ら は 淸の將 三人の 自殺 を 非難し 其の 心事 を攻擊 せんと 欲する ものに 非す。 此の 

機會に 基督 敎 人生 觀の 一 端を說 き、 併せて 自殺に 關 する 吾ら の 意志 を 表明 せんと 欲する までな り。 

二三の 新閜紙 論じて 曰く、  丁 汝昌氏 等 は 身 を 殺して 仁 を爲る ものな りと。 此れ 意味な き 場合に 文 

字 を 濫 S す る の 誤謬な り。 何と なれば 彼らの 死 果して 何らの 德をか 建て、 また 何らの 仁 を か 成せる。 

吾ら は 彼らの 自殺 g 諒 すべき もの ある を 知る。 然れ ども 仁 を 成せる ものと して、 之 を稱贊 すべき 所 

以を 見出す こと 能 はす。 

淸の 三將は 何のた めに 死せ しゃ。 人 を 救 はんがた めなる か。 然ら す。 許 降の 條件已 に 明かに なり 

て もはや 兵士 將卒の 助命 疑 ひ を容る 可から ざれば なり。 將 にカ盡 きて 降る は 道義 上咎 むべき ことな 

るが ためなる か。 然ら す。 萬 一 にも 然 ありし とせば、 丁 提督 等の 自殺 は 己が 不道德 なる 所爲 を悔： 
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S  IT  二 

V 良心の 呵責に 堪 へざる に 由れ りと 謂 はざる を 得す。 然れ ども 何人も 彼らの 降りし を 不義な りと. 

は認 むる こと 能 はざる べし。 然 らば 北京 政^ 理 i にも 嚴刑を 加 ふること あらん を 怖れし に 由る， 

力 吾ら は 此の 一事の み を 以て 十分なる 自殺の 理由と 見做す こと 能 はざる 心地す。 之 を 要する S: ョ. 

の水師 提督 丁 汝昌氏 は 例の 體面 主義に 支配せられ、 世に 生き 存 へて 天下の 笑 柄に ならん よ ひ は、 死 

して 生き恥 ぢを 暴ら す ことなき に 如かす と 思 ひしな り。 世人に 後ろ指 を さ \る\ がロ惜 さに 自殺 を 

行 ひ し 敗將の 心事 想 ひ 遣られて 哀れな ひ。 

石 田 三 成、 小 西 行 長の 二人 は關ケ 原の ー戰に 打ち 負けし が、 當時 は斯る 場合に 自殺す るを尙 ぶの 

風習な りしに も拘ら す、 平素 I する 所の 天主 敎の 精神に 由 ひ、 斷乎 として 線魏の 恥辱 を 忍びぬ。 

三 1^ 力 捕 へられ、 大路 を 引き回されて、 首 を 刎ねら る \ までの 擧動は 彼が 生害した らんよ.,， もー鹰 

立派なる に 非す や。 死期 近き にも 拘 はらす、 身 を 重んじて 冷水 を 飲む h; を辭 みし 彼が 魂 こそ 眞に大 

丈夫の 本領 を 示せり と 謂 はざる を 得す。 三 成の 考へ にて は 捕縛の 恥辱 をし のび 難しと 思 ひ、 刑場の 

憂目 堪難 からん を 畏れて、 自ら 死 を 急ぐ は 臆病なる 所爲 なり、 此身は 道 を 行 ひ、 精； t を 立！^ にす ベ 

き は 男子の 本分な り、 此 使命 を帶ぴ たる 身體 をば 天の 命 をも俟 すして 敢て 自ら 害 ふ は 狼 狼の 至 ひな. 

り 此際身 を 殺して 仁 を 成さん と 欲せば、 少時な りと も 生命 を 全うし 勇猛に 水火 刀 鋸の 慘刑を も 忍 

ばざる ベから すと。 三 成 は實に 自殺に 於て よ ひも、 捕縛と 刑死と に 於て 其 品性 を 全うし 其 仁 を 成せ 

しなり。 


身體髮 ffi 之 を 父母に 受く、  {nj しく 之 を 害 ひ 傷る ベから す。 天の 吾ら を 世に出せ る は 決して 1 に 

非す。 人々 必す 问冇の 使命 を帶 びざる は 無し。 得意の 場合、 光 榮に伴 はる- r 順境に 於ての み、 使命 

を 荷へ りと E 心 ふべ からす。 腸を斷 つの 逆境に も 天下の 嘲り を 買 ふの 不運に も 天賦の 靈 明を發 揮し、 

人キ； a を 全 ふせんと を朋 すべきな り。 自殺して 面目 を 保たん と 欲する が 如き は 小膽の 極な. りと す。 た 

-.Jd ひ 其の 苦痛 恥辱 は 己が 罪悪よ ひ 生じた る 場合なる にもせ よ、 甘んじて 其の 結果 を 身に 引き受け、 

何 所まで も 苦き 杯を飮 むの 決心な くんば あらす。 此れ 仁 を 成し、 德を 建つ るの 正道に 非す や。 然る 

を 妄りに 自ら 非命の 死 を 促す は義に 非す、 智に 非す、 我意 を逞 うして 天の 授けた る 使命 を 蹂躪す る 

に 外なら す。 宛 かも 兵士が 戰 ひに 臨み、 其の 任務 を 難ん じて、 逃亡す るに 異なら ざるべし。 人 は 蒸 

餅の みに て 生く る ものに 非す。 總て 神の 一一 一一 n を 奉す るに 由って 生くべし。 餓 うる こと 天 意なら ば、 靈 

性の 盛んなる ものに 相應 しく 餓えて 人道 を 全うすべし、 世に 辱め を受 くる こと 我の 任命なら ば、 よ 

し 辱め を 受るも 吾が 精^ を 高潔に し、 身 を 活ける 犧牲 になして 上帝に 獻ぐ べし。 生きて 仁 を 害せ 

す、 死して 仁 を 成す の 道 蓋し 此 精神に 外 あるべ からす。 基督 敎徒は 孔子の 言よ ひも 更に 廣く a 深き 

意味に 於て 此 主義 を 實踐 せんと 志す ものな り、 國 のために 身 を 死地に 置き、 兄弟の ために 生命 を棄っ 

るが 如き は、 同よ ひ 基督の 大 精神と 一致す。 上帝の 命を肅 み、 公共の 利益 を圖 りて 身 を 殺す こと を 

辭 せざる は 仁人 義士の 大節 にして、 十字架の 敎 また 此に 在り。 吾ら は 決して 斯の 如き 死 を 非難す る 

もの に 非す。 ドゥル ネル 曰く 通例 自殺て ふ 名稱の 下に 基督 敎 倫理の 非難して 止まざる はた、. -自已 の 
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.廣本かし子逝く  Elg 

禾 益を圖 り、 自己の 一 身 を 潔く せんと 欲する よ ひ 死す るが 如き 類 を 言 ふの みと。 种農虞 夏忽焉 とし 

て徂 けり、 晦冥の 天地 居る ベから すと て 自殺せ し 者 は、 光明なる 祌と 其の 國とを 信ぜ ざれば なり。 

基督 敎徒斯 の 如き 思想 を 以て 自 から 死 すれば 不信の I だ大 なりと す。 昔し 羅 馬の 力 トウ 共和 國の 

滅亡 を 見る に 忍びす して 自殺せ る は 神な く 望みな き 精神の 結 栗な り。 基督 敎徒 たる もの 斷 じて 之に 

與 する こと 能 はざる なり。 產を 破り、 名 を 汚し、 情人に „ 刈れ、 勢ひ窮 りて 遣 恨 やる 方な く 自殺す る 

もの は 其の 胸中た.. 自已て ふ 一念 あるの み。 神の ため、 天下の ために 命 を 致す ものに 非るな り。 

世に へな ばよ しなき 雲のお ほひなん 

いざ 人り なまし 山の はの 月 

其の 心事 哀れな ひとい へど も、 正道 は 何 所まで も斯の 如き 我儘なる 自殺に は反對 せざる を 得す。 

恩 ふに 自殺に 付きて 吾が 邦人の 所見 正しから す、 死生 を轉ん する. 所以の もの は詮 する 所 彼らが 眞正 

なる 宗敎を 知ら ざれば なり。 吾ら が 基督 敎の 人生 觀を 日本 帝國 に宣傳 すべき 必要 は 此の 一事に 於て 

も 愈よ 明らかなる を 見るべし。  ，  I 八 九 五 年 一月 S 音 新報) 

最本 力し 子 く 


?fs 者 は 吾が 邦 女流 文攀 者のう ちに 若松 賤子 ある を 知 ス、.。 若松 踐 子と は 小 公子と 題せ る飜譯 小說に 

K 本 善 治 妻と 見 え た る Jli 、本 かし 子 其の 人 なる も 多 數讀者 の 知る 所なら ん。 

女史 は 吾が 邦 某 督敎徒 女流 文學 者の うちにて は 最も 廣く 人に 知られた る もの、 其の 蒲柳の質 を以 

て 世に 公け にした る 家庭 文 攀も少 からす 。晩年に 至り、 宗敎 上の 鍛鍊 大いに 進み、 鶴 性 一 變 せり 

(良人の 手書に 據る) と傳 ふ。 若し 之 をして 尙ほ 健在なら しめば、 宗敎 上の 家庭 文 奥 其の 手 を經て 

出づ べき を 疑 はす。 

さん 

. 女史 久しく 病に 苦しまれつ、 ありし が、 終に 去ぬ る 十日 午後 一 時 三十 <R 良人と 三人の 愛 兒とを 遣 

して 遂に 他界に 入りぬ。 死す る 前日 遺言して 曰く、 何の 傳記 もな し、 唯 だ 

終りまで 基督 の 惠みを 知り 居り し 婦人 

とのみ 記されよ と。 其の 宗敎 上の 有様 また 知るべき なり。 我等の 記憶に 誤りな からしめば、 女史 は 

元 治 元年 を 以て 生れ、 年を享 くる 僅に 三十 三、 有益なる 才能 を齎 して 溘. 焉 他界に 逝く。 某 螫敎徒 女 

流文攀 のために 之を惜 まざる を 得ん や。 . 

1 八 九 六 年 二  a: (福音 新報) 
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.  偉大なる 平民 傳道者 

余輩 平生 宗敎 上に 於て、 ム ウディ 一 流の 思想、 氣 風と I 致し 難き もの あり。 此を 以て 自ら 此の 偉 

人の 傳記 逸事 等 を 直む るの 準備 を 怠れ ひ。 忽ちに して 其の 訃音に 接し 遽に 其の 傳を 作らん と 欲す，， 

ども 坐 右に 其の 材料 を 有せす。 僅に 記憶せ る 事實を 書き集めて 之 を 左に 錄す。 他日 或は 其の 缺けヒ 

る を 補 ふべき 機會 もや あらん。 

- ム ウディ は 一 千 八 百 三十 七 年 三月 五日、 北米 合 衆 國マセ チウ セッッ 州の ノ ー スフ ィ ー ルドに 生ま 

る。 其の 地 丘陵 平地 人 ひ 交 ひて、 景色 絕 佳と 稱 せらる。 幼に して 父 を 失 ふ。 母 は 九 人の子 女 を 貧苦 

の 中に 養 ひ、 健全なる 道 德と僞 ひなき 宗敎 とに 於て 之を敎 育せ ひ。 此の 賢 婦名は ベッシィ • ホルト 

ン*ム ウディと いふ。 四 年 前 其の 死せ しとき、 ム ウディが 柩の 傍に 立ちて、 紀 念の 演說 をな せし 中 

の 數節を 見れば、 母の 性質、 美德、 子の 教育、 及び 其の 困窮の 様な ど 想像す る を 得べ し。 曰く、 

『斯の 如き 母の 子と 云 はる \ は 大 いなる 光榮な ひ。 余 は 十分に 之 を 讃美す る こと 能 はす。 …：. 父 ま 

負债 のた め 破産して 世 を 去りぬ。 俊、 王 等 来りて 塵も殘 さす 持ち去れり。 薪 を すら 運び 盡 せひ。 程な 

く 降雪の 候と なりぬ。 母 或る 朝 余 等に 告げて 曰く 『今朝 は 窒を暖 むる 薪 さへ なし。 舉 校の 時ョ まで 


臥 衣の 中に 暖ま ひ 居るべし」 と。 斯くて ありし 程に 薪 を 割る 音 聞え たり。 叔父の サムが 木 を 持ち 來 

りしに ぞ ありけ る。 余 は 今に 至る まで、 此の 親切 を 忘る、 こと 能 はす。 ……母 は 貧しき 人 を 追 ひ 返 

けし ことなし。 ^て 家に 僅かに 一塊の パンの み貯 へしと き、 或る人の 飢えて 來り しかば、 『子供ら 

よ 御身ら のために は 晩餐の パ ンを 薄く 切り、 其の 幾分 か を 此の 人に 與 へて 善き や』 と。 子供ら は 二 

首と いはす 之に 同意 を 表せし こと ありき。  余ら 七 人の 男兒 は、 力 ルセ H ジの 名將ハ ン 一一 バ ルの 

如く 敎育 せられたり。 其の 母 之 を 祭壇に 連れ 行きて、 必す羅 馬 を 亡さん との 誓 をな さしめ たり。 余 

らが母 は、 眞の 神の 祭壇に 子供ら を 速れ 行きて、 酒 其の 他人に 敵す る もの を 亡ぼす の 誓 をな さしめ 

たり、 余ら は爾來 怠りなく 常に 戰 へり。 死す るまで 戰 はんと 欲す』 と。 大 いなる 傳道 者ム ウディが 

家庭の 模様、 之に 依りて 略え 推し測る こと を へし。 殊に 味 ひ 深き は 次の U1 なり。 曰く、 『母 は屢 

々余 を 罰したり。 余 は 之が ため 益々 母 を 尊敬す。 母 は 余に 於て 何事 か 悪しき 行 ひ ある を 見出せば、 

必す 余に 命じて 棒 を 持ち 來 らしめ たり。 余 は 之 を 尋ね 出す に展々 長時間 を 費せ り。 時として は 朽ち 

衆て たる 棒 を 母に 交附 せ.^。 之 を 振り 試みて 容易く 折る & こと あらんと 氣遣 ふとき は、 更に 命じて 

他の 棒 を 搜し來 らしむ。 彼の 女 は 物事 を 急に せす。 「早く 棒 を 持ち 来れよ」 とも 言 は ざり き。 之 を 

e ノす 間、 心に 悶え 苦む が 余に とひて 最も 善き 罰な ひしと 思 はれし ものと 見 ゆ。 ：：： 時として 余 を 打 

ちし 後、 母 は 手 を 取 ひて 言 ふ、 「御身 此の 鞭 は 母が 寧ろ 自らに 當 てんと 欲する を 知るなら め」 と。 余 

は 母の 額を卬 ぎて 眼中 淚の 溢る k を 見たり。 頑固なる 心 も 之が ために 溶解 せらる \ を 禁 する 能 は ざ 
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ひき』 と。 記者 曾て 此の 言 を讀 みて、 祌の 罰て ふ 事の 意味 を 幾分 か 理解し 得た る 如く 感ぜし こと あ 

ひ。 

ム ウディ は斯 くの 如き 母に 敎 育せられ て、 貧苦の 間に 人となり しかば、 幼時よ、 身を勞 して 若 千 

の 金 を 得る こと を舉 ベり。 自ら 語 ひて 曰く、 『余が 牧人 を 得し は、 隣家の 牛をス トラウブ リツ ヂ 山に 

導きて 一週間に I 錢を貰 ひしが 初めな ひ。 之 を 自身の ために 費す の考 へと て はなく、 皆 母の 許に 寺 

ち 行きて 共同の 財布に 人れ たり』 と。 漸く 長す るに 及びて、 ボストンに 行き 或る 家に 丁稚 様の もの 

となりし こと あり。 一 千 八 百 五十六 年 九月、 彼 は年齒 二十歳に して シカゴに 移住せ り。 是 其の 傳道 

の 事業に 殆 めて 手 を 着けし 地に して、. 彼が 爲に はメッ 力に て あ ひき。 最初 其の 從事 せし は、 靴 商の 

ために 行商人と なりて、 諸方 を籍ひ 歩きた る ことな^。 斯る賤 業を營 なむ 間に も- 彼 は 己が 品性 を 

守 ひ 信仰に 進む こと を勉 めしの みならす、 此の 時 旣にー 圑の靑 年 を 集めて 之 を獎勵 し、 終に 傳 道の 

一勢 力 を 形成る に 至れ^。 自ら 已が 天分と 技倆と を 意識す るに 從ひ、 ム ウディの 傳道 事業 は 渐次彭 

張し、 粗末なる 集會 所よ ひ 初 まひて 大 いなる 建物に 移り、 シカゴより 他に， 波及して、 ，1 ユウ ョレク 

其の 他の 都市に 擴が ひ、 大洋 を 越えて 英 蘇の 國々 にまで 延び、 十九 世紀の 基督 敎史を 照す 偉業 を遂 

げたるな^。 曾て シカゴの 或る日 曜舉 校長に 一 級 を 受け持た しめら れんこと を 請 ひし 時、 『各 級と も 

敎 員に 缺 員な し、 汝 自ら 街頭 を 尋ね 捜して、 新たに 生徒 を 募り 来ば、 更に I 級を設 くる も 差 支へ な 

し』 と 言 はれ、 然 らばと て 忽ち 十八 名の 子供 等 を 誘引し 来れる が 初めに て、 ノ ー スフ ィ！ ルドに へ、 


ける 偉大なる 事業と なるべし と は、 夢に だ も 想像し がた き 所な らん。 

南北 戰-爭 の顷^ は傳道 として、 軍隊に 加り、 負傷者 を 看護し、 兵士に 靈 なる 糧を與 ふること を 

力め、 彼らの ために 書翰の 代筆す るな ど、 粉骨碎 身して 租々 の 慈善 高義の 事業 をな せり。 彼 は又監 

訣內 の陈 道に 盡カ せし こ-とも ありき。 彼が 條 道に 熱心し、 時 を 得る にも 得ざる にも、 常に 之に 意 を 

用 ひたる こと は、 次の 事實を 以て 其の 一例と なすべし。 或る人の 話に、 『余 曾て 汽車 旅行 をな せし と 

き、 旁ら を： るに 如何にも 幸 ひらし く、 然も 輕々 しからす 何となく 威厳 を 具へ たる 容貌の 人 あり。 

共に 風景の 美 を稱し 居りし に、 其の 人 余に 向 ひてい ふ 、「斯 く 匿 はしき 圃を與 へ られし 天父の 恩寵 

如何ば かり ぞゃ」 と。 余 は 唯 冷やかに 受け 答へ をな しつ & ありし に、 彼 は 更に T 君 は茶督 信者に あ 

らす や」 と 尋ねたり。 余が 「然ら す」 と 答へ し 時、 彼 は 思 ひ 入りた る 様に て 「信者に 成り 給へ、 余 

は 次の 停車場に て 下車す ベければ、 今 跪きて 君と ともに 祈らん」 と 言 ひつ.^ 旅客の 充滿 したる 屮に 

熱、 い 余が ために 祈れり。 余 ゆ 大いに 感じたり。 間もなく 汽車 は 彼の 停車場に 着きぬ。 彼が 下^す る 

を 見て 余 は 一?r たしく 「願 はく は 貴名 を 告げられよ」 と 尋ねたり e 彼 は 「ム ウディ」 と 首 ひ棄て \ 行 

き 過ぎぬ。 北ハの 時より 余 は 一個の 基督 敎信 者と なりぬ』 と。 斯の 如き 事實枚 擧に遑 あらざる べし。 

記者の 一 人が 横濱に 在りし 頃、 明治 八 九 年の 頃と 覺 ゆ。. 外 國人靑 年會の 催しに て、 ゲイ ティ • シ 

ァタ， -と 呼ばれし 劇場に 英語 演說 ありき。 演說者 は フヲ- ルズ、 パルソン、 マクラレン 等の 諸氏な 

りしが、 マ クラ レ ン氏は Si 督敎 證據の 一 端と して、 神 藤の 活動 現に 今 行 はれつ ありとの 趣意 を說 
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き、 其の 證據 として スコッ ト ランドに 於け るム ウディの 傳 道と 其の 成績と を 擧げ、 斯 くの 如く なれ 

ば 基督 敎は實 に 神の 力に あらす やと 結論せ り。 此は 當時ム ウディ 英國に 渡りて 傳 道し、 大學 にも 巿 

中に も、 罪惡を 悔い 改 むる もの 多く 起り て、 目覺 ましき 結果 ありし かば、 基督 敎の證 i として 之 を 

論ぜし なり 其の 盛んなる こと 想 ふべ し。 ^名なる ドラモンドの 如き も、 此の 寺ム ウディり， 匕 を 

受けたり とい ふ。 彼が ム ウディ を懷 慕す る こと 深 かりし は、 ジョ ルヂ • アダム • ス ミス 氏の 著 はせ 

る ドラ モ ンド傳 に 見 ゆ 。、ドラ モ ンドの 進歩的 思想、 ム ウディ 一流の 守 舊宗敎 家の 意見と 艱齬 せし か 

ば 此の 他面より 猛烈なる 反對 ありし にも 拘ら す、 ム ウディ はノ； スフ ィ ー ルドの 夏期 搴校こ 之れ 

を 講師と して 迎 へたり。 和 W 垣 謙 三 氏の 如き は、 ム ウディが 英國に 第二 回の 傳道 旅行 をな せし と 

き、 ケムブ リツ ヂ にて 其の 說敎 を聽き 感動して、 終に I 旦 基督 敎 徒と なりし ものなる よし。 

押 川 方義氏 米國に 遊びし 時、 ノ， - スフ ィ； ルドの 夏期 擧 校に 出席して、 親しく ム ウディに 接し、 

其の 感覺を 友人 某に 書 送りて 曰く、 『ム ウディ は 偉大なる 人物な り。 西 鄕も斯 くや あり けんと ョ 5 は 

る- -節少 からす』 と。 ム ウディが 一種の 勢力 を 以て 人 を 引き 着け、 之 を 感動せ しむる の 大人物たり 

し は 何人も 認 むる 所な らん。 彼 は 議會の 協 贊を經 すして、 帝王の 如く 自由 獻 金の 貢租 を 集めて、 

互大 なる 事 f 營 みたり。 彼 は 己に 優れる 多くの 擧者、 說敎者 を 引致して、 .？ 手足の 如く 活用せ 

り 彼 は 人の 中の 將才 にて ありき。 彼 は又畫 策、 經營、 構造、 組織の 天才な りと 謂 はざる ベから 

ザ 殊に 其の 常識に 富める 熱心なる 信仰、 誠實に 人の 靈魂を 愛する の 精神 は、 其の 傳道 勢力の 因つ 


て 生す る 秘密と す。 其の 神學 (若し 彼に 之 ありと せば) は 甚だ 固陋な り。 其の 聖書の 解釋 は、 多く 

の點に 於て 不通な り。 然れ ども 彼 は 信仰に 於て 靈界 の 偉人た る を 失 はす。 

ム ウディが 勢力の 大 なりし は、 其の 多 數の人 を 感化し、 ノ， - スフ ィ， - ルドに 男女の 諸 舉校を 設置 

し、 盛んなる 夏期 擧校を 催し、 シカゴの 聖書 擧校を 創立し、 其の 模型に 形造られし 多くの 傳道者 を 

敎 育して 、米阈 を 首め 世界 の 各地に 派遣し 、種々 の 慈善事業 を營 み、 四方 を 巡回し て 大集會 を g  く 等、 

1 々之 を數 ふる？ J 能 はざる 程なる に 依りて 知らるべし。 米 H は 勿論 世界の 靑年會 に 行 はるる 信仰の 

性質 及び 氣風を 見る に 其の 可否の 論 は 暫く 措き、 凡て ム ウディ 的な りと 謂 はざる 可ら す。 は 去年 

の 十二月 カン サス • シ チイに ti ：々 一 萬 五 千 人に 達する 大集會 を 催しつ i ありし 間に 其の 痼矣 なる、" 1 

ものの ひ 

臟病發 して 終に 見えざる 世界に 入れり。 ム ウディ は戎 具の 儘 死ぬ る 武人の 如く 主に 於て 眠，. り。 

何時の 頃 にゃあり けん、 福音 新報に ム ウディが 平素 心臓に 病 ひ ある を 知り、 或 ひ は 突然死す る こ 

となき を 保し がた きを 自覺 せした め、 片時 も 怠る ことなく、 主の 授けられし 任務に 從 事し、 ^カ傳 

道に 身を委 ぬるに 至れり との 記事 ありし を 記憶す。 而 して 彼 は 其の 傳 道の 刺激物た りし 心臓病に 駕 

して、 去年 十二月 廿 二日 上なる 家に 移轉 せり。  ■ 

ム ウディ は 死ぬ る 前、 數時問 人事不省な りしが 折々 は知覺 確かに 成りて 看護の 人々 に 語りし？ J も 

ありし と雖、 後の 報知 を 得 ざれば 之を詳 にし 難し、 只 彼が 絡 命の 辭 とも 見るべき 一 言な りと て傳 へら 

る X を 聞く に 曰く、 『世界 は 漸く 退却し、 天 は 開け 神 は 呼びつ.^ あり』 と  1 九 00 年 1 nrai 曰 新報) 
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ベッシィ • ホルトン • ム ウディと は 有名なる 傳道 者ム ウディ 氏の 母な り。 去年 其の 葬式の 席上に 

於 て、 ム ウディ 氏が 述べられし 亡き母 を懷 ふの 演說 なりと 云 ふ を 見る に、 情 切に して 感 極めて 深 

し 0 

テ 一一 ソンの 作れる ク D ッ シン グ *ゼ* バ アルと 題す る 詩 を 歌 ひ 終りし 時、 ム ウディ 氏 古びた る 家 

庭 用の 聖書 を 棒げ て 少し く 前 に 進み出で 其 の 母の 遺骸の 傍に 立て 述べて 曰く、 

通例より 言へば 親の 葬式に 子の 演說 する は 幾分 か 奇異の 現象な りと 謂 はざる ベから す。 余 は 勇 を 

皴し 自らに 克 ちて、 此に數 言 を 述べん と 欲す。 斯の 如き 母の 子と 言 はる、 は大 なる 光榮 なり。 余 は 

何より 言 ひ始 むべき や を 知らす。 余 は 十分に 之 を諧、 美す る こと 能 はす。 第一 余が 母 は だ 智慧 深き 

女に て ありき。 彼女 は 或 意味に 於て ソ n モ ン よりも 賢し と 謂 はざる ベから す。 ソ。 モ ンと異 りて 彼 

女 は 子 を 養育す るの 道 を 知りぬ。 九 人の子 女 ありし が 皆 深く 家 を 愛したり。 彼等の 心 は 母に 向 ひて 

甚だ 溫 かにて ありし 故、 皆 其の 意に 從 はざる もの 無 かりき。 

余 は 事に 臨て 自ら 之 を 決する に 苦み し 時、 常に 母に 訴 へて 其の 意見 を 尋ねたり。 余 は 通常 人より 


多く 旅行し、 幾多の 母 を も 見 たれ ど、 未だ 曾て 亡母の 如き 伎倆 ある もの を 見す。 母 は 其 子女 を 悉く 

己れ の 愛情の 周りに 結び付けし 故、 誰も 家 を 去る を 以て 最も 犬なる 禍と 思へ り。 彼等 は 何 慮に 行き 

て も、 實に 一 刻 も 早く 母の 許に 歸 らんこと を 望めり。 營 業の 都合に て カン サス 州に 移り 住みし 亡兄 

は、 利潤 多き 耕地 を 有せし にも 拘 はらす、 常に 故鄕 なる グリ イン フィル ドの 新聞紙 上に 寶 地面の 廣 

吿 出で なんこと を 渴 望し 居たり。 彼 は カン サス 州の 利益 多き 農業に て滿 足す る こと 能 はす。 如何に 

もして 母の 近くに 歸 らんこと を 願 ひしな り。 

母が 暝目 せし 後、 姉なる 人の 窃かに 語りし 所 を 聞きて 余 は 腸を斷 たる、 の 思 ひ をな せり。 父の 世 

を 去りし 後 一 年 許りの 間、 母 は 毎夜 淚に 咽び、 泣き 疲れて 渐く睡 りに 就きたり と 云 ふ。 然れ ども 午 

供 等の 前にて は 其の 氣色を も 表 はさす、 懾快 らしく 慰められ たれば 稚き 子供 等 は 今日まで 左様の こ 

ふしど 

と ありし を 夢に だ も 知らで ありき。 悲 みは 母 を遂ひ 遣り. て某督 の 許に 至らし めたり。 我等が 臥床に 

入りて 後、 母 は 己れ の窒に 人り、 熱心なる 祈り を 棒ぐ る を 常と せられき。 實に余 は 時として 眠り も 

得 やらで 母の 泣き 聲を 耳に せし こと も ありき、 彼女 は 子供 等が 皆な 眠れり と 思 はざる. 間は耐 へ に耐 

へて 淚を濺 ぎ 出 ださ^り しなり。 九 人の子の うち 母の 最も 愛する は 誰な りし か、 何人も 之 を 知ら ざ 

りしな り、 ィザャ は 其の 長男な り、 一 曰 も ィザャ なくて は 此世を 過し 難く 見えたり。 コル ネリ ャは 

其 長女な り。 後に 出來 たる 雙生兒 の 監督 をな す もの は コル ネリ ャ なりし かば、 彼な くば 母 は 如何に 

頼り無く 感ぜられ しならん。 コル ネリ ャは 母の 深く 頓む 所な りき。 あ、 次の ジョ ルジ よ、 彼 は 常に 
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母の 介抱 を 怠らす、 雨に も 風に も 殆んど 其 傍 を 去りし ことなし。 ジ 3 ルジ なくば 母 は 一日 も存ら へ 

難く 見えたり。 其の 次の ヱ ドウ イン は 母が 夫たり し 人の 名を嗣 ぎし 者 なれば、 更に 言 ふ を俟 たす。 

余 ドワイト を 如何に 見られし か、 余 は 今噪々 する まで もな し。 其 次の ルゥ サル よ、 不便なる 哉、 彼 

は 生活の ため 遠く 母の 家 を 離れたり。 彼 は 常に 愛 鄕病を 患 ひ 居たり、 又 ウォレンよ、 彼 は 父が 死し 

時に 最も 若き 子な りしが、 彼 は 特に 可愛らしく 見えたり。 サムと リヂィ は 雙生兒 なり、 彼 は 母が 夫 

を 喪 ひし 後の 光りに て ありき。 

母 は 未だ 曾て 子供 等 の を 煩 は しとて 咳き し こ とな し、 斯る 母 を 有 つ ほ ど 偉大な る こと はなし。 

余 は 今 忘れざる 內に言 はんとす。 母 は 其 昔 父の 貧困 を 極めし 頃、 人より 受けし 親切 をいた く 心に 感 

銘 して 永く 之を德 とせり。 余が 家に 歸 りて、 今日は 某 等より しかくの 厚遇 を 受けたり と 言へば、 

母 は 常に 言 ふ、 ドワイトよ、 然な言 ひぞ、 此は 正しく 此の 母の 厚遇 を 受けし なりと。 

. 父 は 負債の ため 破産して 世 を 去りぬ。 債主 等來 りて 塵 I つも 殘 さす 持ち去れり。 彼等 は 薪 を すら 

蓮び 盡 せり。 頓て售 空と なりぬ。 或 朝 は 余 母 等に 告げて 曰く、 今朝 は 窒を溫 むる 薪 さへ 無し、 擧校 

の 時間まで 臥床の 中に 溫 まり 居るべし と。 斯く する 內に木 を 伐る 音 は 聞 ゑたり。 是れ 叔父の サムが 

薪 を 持ち 來 りしに ぞ ありけ る。 余 は 今に 至る まで 此の 親切の 有り難 さ を 忘る- >r こと 能 はざる なり。 

又ュ -1 テリア ン敎會 の 牧師 ェパ レツ ト 氏の 親切 も 今尙ほ 記憶す る 所な り。 余 は 母が 平素 之 を 如何に 

感 佩し 居たり しか、 今此處 に證明 せんと 欲す。 


余が 收人を 得し は、 隣家の 牛 を スト ラウ ブリッジ 山に 案內 する より、 一週間に！ 錢を貰 ひしが 始 

まりなり。 余 は 自ら 之 を 費す の 者へ は 無 かりき。 皆 母の 許に 持ち 行きて 共同の 財布に 入れたり。 ジ 

ョ ルジが 仕事に 有り付きし 時、 余 は 自今 牛乳 を t: る は 誰の 受け持ちに なるやと 尋ねし を 記憶す。 母 

は 答へ て 言へ り、 我 自ら 之 を P 〔任すべし と。 彼女 は 實に九 人の子 供 等の ために、 糸 を 紡ぎ、 機 を 織 

り、 衣 を 縫 ひ、 靴下 を 編みたり。 而 して 一 言 も 其の 苦 勞を訴 へしこと なし。  , 

余 は 母を譜 美し 靈す こと 能 はす、 あ X 彼の 慕 はしき 額よ、 地球上に 之より 等しく 愛らしき 鎖 は 無 

かるべし。 五十 年 余 は 常に 母の 許に 歸り 来れり、 余 は 常に 家に 歸る を樂 みとせ り。 余 は 旅行の 後、 

歸路に 就き、 家 を距る 五十 哩の 近くに 達すれば、 何となく 心忙しく 感ぜられ、 客車の 中に て 立ちつ 

歩きつ 片時 も 安 坐す る こと 能 は ざり き。 恰も 此の ノル スフ ィ ルドに 列車の 到着す る 數分時 を 千秋の 

如くに 感じたり。 前の 土曜の 夜 余 は 家に 歸 りて 直ちに 母の 病床に 赴け り。 幸に もま だ絕 息る A までに 

至ら ざり き。 余 は 言へ り 母よ 我 を 知る やと、 答へ て 曰く 然 りと。 斯くて 臨終の 際に 臨み、 母よ-/, \ 

と 呼ばり しに も拘 はらす 二百の 答へ なし。 彼女 は 眠りに 就きし なり。 然れど 余 は 頓て母 を 呼ぶ の 時 

ある を 信す。 友よ 此は 嘆きの m に 非す。 余 は 諸君 をして 余 等 は 嘆く ものに 非ざる を 知らし めんと 欲 

す。 余 等 は斯の 如き 母 ありし を 誇る。 余 等 は 驚くべき 遣 物 を 受けたり。 

余 は此に 古き 家庭 用の 聖霧を 持てり。 母の 德は 皆な 此 寄の 賜な り。 父が 死せ しとき 家に ありし は 

唯 だ此亊 のみ。 母 は 之 を 以て 余 等を敎 へたり。 母が 此 世に 幸福 を與 へし 所 あらば、 是れ 皆な 彼女が 
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此の 泉 を 掬して 飮 みたる に 由る。 余 は 今 彼女が 紛筆を 以て 記號を 付けし 聖書の 句を讀 まんと す。 

曰く 

誰か 德 ある 婦を 見出し 得ん や。 其の 傲 は瑪琐 よりも 貴し。 其の 良人の 心 は 安んじて 之に 依頼す る 

こと を 得と。 

. 母 は 五十 餘 年間 寡婦に て ありし が、 夫の 存生 中 終始 其の 愛 1 にせり。 彼女 は 其 子供 等 をして 

签々 父 を 愛せし めたり。  . 

彼 は 羊毛と 麻 を 尋ね、 喜んで 手づ から 勞作 すと。  • 

是れ實 に 余が 母の こと を 言 ひし もの か。  . 

彼 は 島の こと を 思案して 此を買 ひ、 其の 結娱を 以て 葡萄 島 を 植え、 力 を 以て 腰に 帶し、 其の 手に 

勢 を 加 ふ、 彼 は 其の 商品の 佳なる を 察す、 其の 蠟燭は 夜 消へ ざるな りと。 

寡婦 ム ウディの 光 は 五十 餘 年間 絕 えす 彼が I 室に 輝きぬ。 余 等 は 彼女の ために 新しき 窒を 作り 設 

けて 之 を 慰めん と 計りたり、 然れ ども 母 は 却て 舊 くより 住み慣れし 彼の 室 を 喜びたり。 此は 大に理 

由 ありと 言 はざる 可から す。 子供 等の 生れし も其處 なり。 其の 最初の 災厄に 權り しも 其處 なり。 神 

に 逢 ひし も其處 なり。 是れ 母が 止まらん こと を 好みし 所、 子供 等が 母に 對 面する を 好みし 所、 母が 

勞 働して 泣きし 所な り。 

彼 は 貧しき ものに 其の 手を延 ぶ、 Sb: に 乏しき ものに 其の 手 を 及ぼせり と。 


母 は；^ しき 人 を 追 ひ 斥けし ことなし。 曾て 僅に 一塊の 麵 包を蓄 へし 時、 或人凯 ゑて 來 りしに 母 は 

言へ り。 子供 等よ、 余 は 御身 等の ために 夕 餐の麵 包 を 薄く 切りて 其の 幾分 かを此 人に 與 へて 可き 

やと。 余 等 は 二言と 言 はす、 皆 之に 同 怠 を 表せし こと ありき。 

余 等 七 人の 男兒は カル セ ェ ジの 名將ハ ン 一一 バ ルの 如くに て ありき。 ハ ン 一一 バ ルの母 は 之 を 祭 境に 

作れ 行き て 必す 羅 馬 を 亡 ぼさんとの 誓 をな さしめ たり。 余 等が 母 は 眞の祌 の 祭壇に 子供 等 を 件れ 行 

きて、 火， 酉 其 他人 類に 仇 をな す もの を 亡ぼさん と 誓 をな さしめ たり。 余 等 は爾來 怠りなく 常に 戰っ 

ひ、 ありき。 死す るまで 戰 はんと 欲す。 

ゆ は 厘々 余 を 罰したり。 余 は 之が ために 益々 母 を 尊敬す。 余 は 罰せら る、 ことに 不同意 を 表する 

ものに 非す。 余に 於て 何 か 不都合なる 處置 ある を 見出せば 母 は 余に 命じて 棒 を 持ち 來 らしめ たり。 

余 は 厘. 之 を 尋ねて 長時間 を 費せ り。 叉厦. 朽ち果て たる 棒 を 携へ歸 りたり。 母 は 之 を 試み 見て 容 

易く^る べしと 思 ふとき は、 再び 命じて 他の 棒 を 持ち 來ら せたり。 彼女 は 物事 を 急に せす。 叉 棒 を 

，し 出 だして 急ぎ 歸れ とも 言 は ざり き。 蓋し 其 間 余が 心に 悶え 苦しみて 眞の罰 を 受けつ、 ある を 知 

れ ばな.^。 余 は 己れ を 打つべき 棒 を 尋ねて 長時間 を 費し、 母の 前に 歸り 来れば、 頓て 上衣 を脫 がし 

めて^^く硬を加へらる。 ,|IE て 負けじ魂 を 出 だして 少も 痛くな しと 言 ひし 時、 母 は 更に 力を入れて 强 

く 打ち返せり。 余 は 之より 食け じ 魂の 愚なる を擧 ベり。 時として は 余 を 打ちて 後 母 は 余の 手 を 取り 

て 言 ふ、 御身 は 母が 此の 鞭 を 御身に 當 てんより は、 寧ろ 自らに 之を當 てんと 欲する を 知るなら め 
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と。 余 は 母の 顏を 仰ぎて 眼中に 淚 溢る」 を 見る。 是れ 余の 心 を 溶解す るに 足 ひて 餘ひぁ ひき。 • 

我れ 更に 何 を か 言 はん。 諸君 は 母と 往来して 善く 之 を 知れ ひ。 余 は 更に 詳言す る を須ゐ ざるな 

り。 余 は 唯 だ 聖書の 一節 を 諸君に 與 へんと 欲す。 此の 一節 は 母の 信條 なり。 彼女の 信條は 甚だ 簡略 

なり。 如何なる 逆潮に 遭 ふ も 母 は 我が 依り 賴 むは 神に 在りと 言へ ひ。 祌を賴 む是れ 母の 信条て， て 

あ ひき。 家 貧しく して 多くの 子 を 養育す る を 甚だ 難儀な りと 見て取りし 朋友 ども 来りて 子 を 他に 托 

せんこと を勸 むる も、 此の 兩の 腕、 斯く あらん 限り、 自ら 育 兒の勞 を 取るべし と 母 は 言 ひ 張りぬ 。- 

一 人の 婦 にて 七 人の 男兒を 育つ る こと 思 ひも 寄らす。 恐く は 其の 中に 獄に捕 はれ、 首に 繩を 掛けら 

る k もの も出來 べしと 言 ひし 人 も ありし が、 母 は 之 を 意と せす、 益々 勞働を 務めたり。 余 等 は 一入 

も 首に 繩を 懸けられ ざり き。 余の 母の 如き 母 多く あらんに は 天下 獄舎の 必耍 なきに 至らん。 

汝の 孤兒を 遣せ。 神 は 必す之 を 生き 存ら へし めんと。 

信仰 を勸 むる 此の 小冊子と 聖書と は 余が 亡母の 重寶 なり。 朝 毎に 彼女 は 余 等 を 起立せ しめて,^ 書 

を讀み 聞かす を 常と せひ。 見られよ 此の 鉛筆の 跡 を。 彼女 は斯 くまで 親切 丁寧に 此 書を讀 みしな 

r ノ  土曜日の 夜 日の 入る 頃、 余 等 は 聖日 を 守り 始む るの 習慣な りき。 曰 曜日の 日 沒は余 等が 聖 S の 

果 つると きな ひ。 余 は 此の 習慣 を 今 曰 も尙ほ 維持し つ」 あり。 一週の 務め を忠實 になし 果てし 土曜 

日の 夕に 至り、 聖曰を 守り 始む る の 偸 快 一一 目 ふべ からざる もの あ り。 

余 は 歹者カ 現世の こと を知覺 する や 否や を 知らす。 若し 之 を知覺 すと 知らば 余 は 母に 言 を傳 へて 


吿 げんと す。 余 等 も 亦 やがて 其の後に 繽き 行くべし と。  - 

余 は 博士 スコ フィ ルドが 今 曰 余 等に 與 へられた る 慰めの 辭を 感謝して 受く。 今日は 悼みの 日に 非 

すして 喜びの 日な り。 母 は 痛みな く 苦悶な く 眠る が 如くに 世 を 去れり。 今 余輩 は 其 屍 を 葬りて、 王が 

役 活のカ を 以て 來るを 待たん とす。  1 八 九 七 年 1 nrii き 

■ 後藤 •  S  , 

後藤 伯の 生活 は 明治維新の 元勳 として 日本の 歷 史に大 いなる 關係を 有し、 機變縱 横、 出沒 ともに 

測る ベから す、 厦. 世に 物議の 種 を 蒔き、 常に 忌憚 危疑の 的と なりて、 能く 天下の 一勢 力と 仰が 

れ、 共の 膽氣雄 略に 至りて は 容易に 之と 肩 を 比ぶべき もの を 見出す ベから す。 慶喜將 軍 をして 大政 

を 返還せ しめし も 伯な り。 民選 議院 首唱者の 一 人たり しも 伯な り。 大同 圑結を 叫びて 旋風の 如く 政 

界に逼 動せ しも 伯な り。 多くの 不利益なる 事情の 下に 內閣の 大臣と して、 割合に 長く その 地位 を 占 

めた る も 伯な り。 一 度なら す. 朝鮮 國の政 變に乘 じて 其の 功名心 を滿 足せし めんと 圖り しも 伯な り。 

其の 朝に 立つ と、 野に 在る と を 問 はす、 覇氣 勃々、 畫策 湧く が 如く、 企業の 念 常に 燃えて、 事 あれ 

ば必す 世人の 耳目 を 其の 身邊に 集めたり。 自ら 淸の 康熙 帝に 因み て 玄！. と號 せし が 如き は、 其の 志 
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の大 なる を 示す に 足るべし。 伊藤、 板 垣、 大隈 等の 諸 豪が 過去の 功業 を 顧みて、 己の 經歷を 說き誇 

るに 反し、 後藤 伯は舊 功に 戀々 たるの 色な く、 又絕 えて 之 を 誇る こと をせ す、 專ら その 眼 を 前 程に 

注ぎ、 骊 がう へに 進歩 せんこと を 務めたり。 曾て 自ら 稱 して、 七 顚八起 道 人と 言へ る 如き、 次で 其 

の 精神 を 見るべき なり。 

伯 は快濶 豪放の 人たり しに 相逮 なし。 長く 人を怨 むこと をせ す、 執念く 御む 所 ある 能 はす。 ， 

落々、 氣 宇潇， 洒、 愛すべき 所 ありと 謂 はざる ベから す。 然れ ども 歷史を 忘却す る は 責任 を 無視す る 

所以な り 。伯の： 叙-落 は 怨みと ともに 慰 を も 記憶せ ざるに は 非 ざり しか。 其の 世人に 多と せらる る- 听 

以の もの は、 道義 上 如何なる 意味 を 含み 居る か、 此は 一 つの 問題な りと 謂 はざる ベから す。 伯が 意 

志堅實 なら ざり し 如く 見 ゆる も、 此 所に 起因す るに 非ざる を 得ん や。 伯 は 死す るに 臨み 旁の 人に 吿 

げて 曰く、 『請 ふ、 余 をして 思 ふ 存分に 呻吟る こと を 得せし めよ』 と。 みな 答へ て 曰く、 『誰に か、 い 

置かるべき、 十分に せられよ』 と。 伯 曰く、 『否、 後藤が 死 際に， I りしと ありて は 面目なし。 殘念 

の 至りな り。 其の 代りに 詩を吟 すべし』 と。 新くて 白樂 天の 長 恨 歌 を 半まで 朗吟せ りと 傳 へらる。 

死 は 其の 最も 儼なる 意味に 於て 伯の 心 を 動かさ ざり しもの の 如し。 生命の 秘義は 死 せんとす る 伯の 

胸中に 往来せ ざり しもの か。 死に 臨みて 々たる 面目に 遠慮し、 然 かも 好んで (無意義に 選擇 せり 

とする も) 長 恨 歌 を 呤す。 其の 品性の 長短 及び 道念の 淺深、 此の 一事に 由り て 明かな りと 謂 はざる 

ベから す。 後藤 伯 は氣質 上の 樂天 家な り。 決して 道義 上の 樂天 家に 非す。 其 七 顧 尙ほ八 起 を 期し、 


進んで^^^まざる の氣象責ぶべしと雖、 そのうちに 主義の 一 貫せ る ものな く、 志の 高尙 なる ものな 

く、 信き の 堅 確なる ものな く、 責任の 重大なる もの ある を 感ぜす、 た^^靜かなるに堪へす、 無事な 

るに 苦しみ、 勃々 たる 野心に 驅 られ、 一生の 思 ひ 出に 快戰を 試みば やと 云 ふ 如き 意氣 込に て 社 食に 

其の 技兩を 演じ、 政界に 一種の 輕 業を爲 ししに 過ぎす。 天下の 政治家 多く は斯の 如きの み。 一 愈 生の 

迷惑 も 亦 „a しからす や。 之 を 英雄の 野なる ものと す。 余輩が 後藤 伯の 氣象を 愛し、 其の 事業 を 霊ん 

じ、 其の 死 を 悼む と 同時に、 其の 生活に も 其の 死に も 遺憾の 念禁 する こと 能 はざる もの ある は、 即 

ち 比の 故 を 以てな り。  一 八 九 七 年 八 B: (福音 新報) 

グラッドストン 

日々 に 新な 》n^ 

我國の 先輩 諸老は 今や 其の 實歷談 を 公に し、 懷 古の 情轉た 盛んにして、 或は 將來の 進歩 氣遣 はし 

く 思 はれ、 甚 しき は 其の 元 氣旣に 全く 衰 へたる を 悲 むべき 向 も あるが 如くに 感ぜら る。 福澤 氏の 自 

叙 傅の 如き は 善き 小 說を讀 むよりも 面白し。 世に 利益 を與 ふること 頗る 多 かるべし。 余輩 は 此の 偉 

人なる平民の懷舊談に付ては斯る不平^:^:^すこ..^を好ます。 然れ ども 概して 之 を 言へば、 我 國の英 
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はじめ 

雄 は 勝、 板 垣 等 を 首と して. 自家の S 功 榮譽に 付て 餘り 記憶の 强く 且つ 明かなる を惜 まざる を 得 

す。 今週に 至り 接 手せ る英國 新聞に、 P バ ー ト ソン • 一一  コルが グラッドストンの 死 を 弔す るの 文章 

あり。 注意すべき 記事 甚だ 多し。 中に 就き グラッドストンが 曾て マコ ウレ ー を 批評せ る 語な りと 言 

ふ を 引きて 曰く、 『マ コ レ ー は 己の 1 目 ひ、 或は 思 ひ、 或は 書きし こと を 記憶す る こと 寶に m くに 堪 へた 

りと。 余 思 ふに グラッ ドス トンが 他人の  一 F 語 擧動を 記憶す る こと マ コ ウレ ー にも る听 ありと 維、 

彼 は 自己の 經歷を 忘れ、 其の 手柄 話 を 喋々 する こと を愼 みたり。 彼 は 他人の 事に 付きて は 其の 已憶 

力 敏捷な りと 雖、 己の 事に 付きて は 萬 事 を 忘れた るかの 如く 見えたり』 と。 グラッドストンの 人物 

兹に 至りて 更に 大 いなる を 見る。 余輩 は 我國の 先輩 諸老が 懷舊を 催す とともに、 前途の 希望 を强め 

1 曆 進取 的な らんこと を 祈る こと 切なり。 彼等が 功に 誇り 旣往 に滿 足し、 人 をして 自己の 歷史を ま 曰 

力し むる ことなくして は滿 足し 難く、 自ら を廣吿 する に忙 はしき， は大 いなる 失態に 非す や。 

•  ノ-  '  , 

自家撞着.  ， 

首尾 「貫して 淸節を 持す る を 十年一日の 如く、 其の 志を變 する ことなき は、 余輩が 令 日の 社會に 

最も望まし^^思ふ所に非すゃ。 然れ ども 或る 意味より 之 を 言へば、 終始 一 致して 前後 少しも 相異る 

所な きも 此れ 必す しも 讚美す るに 足らす。 前に 引ける ロバ I ト ソン • 一一  コルの 論文に 曰く、 『マコ ゥ 

レ ー の 政治的 生涯 は實に 前後 一 致して、 少しも 自家撞着の 痕跡 を殘 さす。 然れ ども マコ ウレ ー の 生 


ffii- は 決して 高尙 偉大と 言 ふ を 得ざる なり。 グラッ ドス トン は然ら す。 彼 は 良心 を 重んじ、 ^^の聖旨 

に： J 化 ふこと を 勤め、 義務の 存 する 所に は 何 所まで も 進む を 以て 其の 主義と なること 故、 其の 政治的 

經# ば 時に 保守 (0^ と 合する こと あり、 乂 時に 自由 黨に與 する こと あり。 之 を 形式の 上より 見れ げ 

グラッ ドス トンの 政治的 生涯 は 自家撞着の 點 多く、 厘々 前後 相. 一致せ すとの 非難 を 免る る こと 能 は 

ざるべし。 然れ ども 其の 政治的 生涯 は マコ ー レ ー に 優る こと 幾歷倍 ある を 知る ベから す、 グ ラッド 

スト ンは純 乎た る 保守 黨 にも 非す、 進歩 黨 にも 非す、 彼 は 道の ため 確信の ために は 前後 矛盾の 排を 

辭 する ことなく、 甘んじて 自家撞着の 擧 動に 出で しなり』 

蕩 子と グラッ ドス トン 

ハヮ ー デン • カツ スルに 一人の 老婦 あり。 其の 子 放蕩 無賴 にして 母の 心 を 傷まし むる こと 甚し。 

老婦 一 曰 グラッドストンに 面會を 求め、 其の 1 子の ために 苦心 甚し きを 吿げ、 之に 訓戒 を與 へん 

こと を 求めたり。 グラッドストン 之 を 聞きて 同情の 念に 堪えす、 特使 を發 して 彼の 蕩子を 追跡せ し 

め、 之 を 尋ね 出して ハヮ ー ヂン 城に 携へ. 至らし めたり。 之 を 甘： (の 居室に 導きて 徐に道 を說き • 德義 

を敎 へ、 終に 無賴 なる 蕩子 をして 落 淚數行 深く 前非 を 後悔す るに 至らし めたり。 彼の 靑 年が 志 を 立 

てて 其の 席 を辭し 去らん とする や、 主人 手 を 彼の 肩に 置き、 汝と训 るるに 當り 共に 祈禱を 捧げざる 

ベから すと て、 跪きて 熱 切なる 感謝と 祈と を 捧げたり。 蕩子 之より 品行 を 改め、 母の 慰と なりて 身 
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を 立てたり とか や。 

グ ラッド スト ンと チヤ ^マ.. ス 

ラ リ ー 派プ レス ビ テリアン 敎會の 領袖た りし チャル マ ー スは、 グラッドストンの 敬服せ し牧 師 

なり 0 チャル 了ス は實 に 其の 欽慕せ し 英雄の 一人に て ありき。 彼畲て チャル マ 1 スを 評して 曰 

く、 『肉 體を脫 して 神の 前に 至る こと を 得し 聖徒の 内に て、 最も 子供ら しく 專心 一意 祌に忠 なりし も 

の は チヤ ルマ ー ス なり』 と。 語簡 なりと 雖も よく 其の 人物の 特徴 を 表し 得たり と 謂ぶべし。 

讃美歌 を 導く 

グラッドストン 夫婦 一 曰 アル ガイル 公の 家に 客たり。 公 は每朝 規律 正しく 家族と 共に 禮拜 する を 

習慣と す。 此日 エディ ン. ポロの 牧師 博 まスリ 1 氏 其の 席に 居 合せ たれば、 之 を 請う て灣を 司ら 

I む。 博士 は 纏て 蘇國 人の 流儀に 從ひ舊 約 聖書の 詩 一 篇を歌 ふべ しと 宣言せ り。 然れ ども 不幸に し 

て 司會者 自ら も 之 を 歌 ふこと 能 はす、 公 も 家族 も 其の 譜を 知らす。 一座た めに 白け わたりて まさに 

拍子 拔け せんとす るに 當り、 グラッドストン 自ら 發聲 者と なり 讃美歌 を 導きて 其の 禮拜こ 一入の^ 

を 添へ たり。  ？ 


虞 翁と 喫煙 

彼 は 5^ く 喫煙 を 悪め り。 年少 氣 鋭の 急進 黨 政治家 数名、 或 時 グラッドストン と共に 实す。 食事 了 

りて 彼等 は 1 りに 喫煙の 許可の 出 でん こと を 待てり。 然るに 虞 翁 は 案外に も 喫煙の 悪 齢 を 指摘す る 

の 演說を 始め、 特に 會 食後の 喫 を 篤 倒せり。 ハ ヮ ー デン城 虞 翁の 邸に は、 其の 子ホ ルバ，' トカ交 

際 場裡に 立ちし まで は、 一 つも 喫煙者に 便利 を與 ふるの 設 あら ざり しと 云 ふ。 

ブラ クー 一 ン グの傳 へたる 虞 翁の 逸事  • 

ブラウ 一一 ング 曾て 美術 擧 校の 宴 會にビ ー コン スフ ィ ー ル ド 伯と 同席す。 其の 時 伯が 食い ：4. 演說 は、 

美術 舉 校の 作 畫の 想像力 豐 富なる を 極力 稱讃 する ものに て ありき。 食後 伯 は ブラウ 一一 ン グ を 傍に 

招き、 『君 は 如何に 思 はるる や、 今日 愛に 來 りて 見る 所の 總畫 に^て 余の 最も 感 する 所の もの は、 極 

めて 像 力の 乏しき ことなり』 と。 ブラウ 一一 ング 其の後 グラッドストン と共に 朝餐を 喫せし とき 

前日 美術 學校 の 宴會に 於る ビ ー コン スフ ィ ー ルド の 演說を 語 り 出で、 『近來 の 諧謔 之 に 優る ものな か 

らん』 とて 笑ひ與 す。 虞 翁 服 を 瞋らせ 憤然として 之に 反對 し、 『君 は 之 を 輿 ある ことと 首 はるる か • 

余 は 之 を 地獄 的な りと 言 はんと 欲す』 と。 ニ大 政治家の 相逮 此の 一事 を 以て 明白に 知らる。 我國の 

政治家 ビ ー コ ン スフ ィ ー ルド を 憤る 虞 翁の 如き もの 茶して 幾人 か ある。 
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虞 翁と 市街 掃除人 

老 偉人の 大藏 大臣と して 其の 官邸に 在る や、 倫 敦の聖 マルティ ン敎會 にて 禮拜 する を 常と せり。 

途中 常に 一人の 道路掃除人 を 見 懸けし が、 IB 彼が 例の 所に 在らざる を訏 しく 思 ひ、 其の 近 狀を仲 

間の 者に 委しく 尋ね 問 ひて、 病氣 なりと 云 ふこと を 確め 得たり。 聖 マルティ ン敎會 の 牧師 かの 掃除 

番の 病める を 訪問して、 病中 見 f に 來る者 も あり やと 尋ねし に、 彼の 若者 は、 然り、 グ ラッド スト 

ン氏 来れり と 言へ り。 大 政治家が 此の 貧しき 病 者を訪 ひ、 共に 祈り 共に 語りて 大いに 之 を 慰めたり 

との 事 を 聞きて、 牧師の 驚き 一方なら ざり き。 

虞 翁 と祈禱 ： •  . 

グラッドストン は 家族の 禮拜を 重んじ、 自ら 之 を 規則正しく 實 行した るの みならす、 人に も 之 を 

勤めて 其の 獎勵に 怠ら ざり き。 f て 自ら 『家族 用祈禱 文』 なる 小冊子 を 編纂した る も、 家庭 禮拜を 

獎 S する の 意に 外なら す。 其の 心 を用ゐ たる 以て 見る べきな り。 

虞 翁と 聖書 研究 

マン チ ス タ ，-の 一 紳士、 曰曜の 午後 青年 を 集めて 聖書の 研究 會を 開き 居た るが、 ダラ ッ ドスト 


ンに書 を 送りて、 聖書 研究 を樊勵 する の 文章 を 乞 ひ 求めたり。 其の 返書に 曰く。 

此 問題に 付きて 余が 十分なる 說明 をな さん こと は、 時間と 事愦 との 許さざる 所な り。 然れ ども 

余 は 聖書の 研究 を獎勵 する の 機會を 空しく 逸し 去る を ST た遣憾 とす。 故に 簡 短に 一 一 一の 事 を 言 は 

かたち ちか プ 

んと 欲す。 …… 第一、 基督 敎は 基督な り。 基督と 其の 像に 近く は 凡て 吾人の 盡カ する 所なら ざる 

ベから す。 故に 福音書 は 他の 聖書に 優りて 熟讀 玩味 せらる る を 要す。 查 書に は 二 個の 目的 あり。 

神のお を綠の 野に 臥させて 之 を 飼 ふ 其 一 なり。 敎理を 明かに する の 材料 を 與ふ其 二な り。 人 各々 

能 あり。 長短 相 同じから すと 雖、 靑 草に 飼 はれ、 生ける 水を飮 むは、 如何なる 人 にても 共に 務む 

べき 所な り。 聖書 は 此の 目的の ため は 最もよ く 活用 せらる \ を 得べ し。 敎理を 組織す るが 如き 

i  やしな 

は 凡ての 人の なし 得べき 所に 非す。 此は願 はしき ことなれ ど、 多くの 人 は 神の 牧場に 飼 はるる こ 

と を 以て 滿 足せざる を 得す 云々。 

大 いなる 基督 敎徒 

グ ラッド スト ン死 せりとの 報 下院 に 達する や、 在 朝 在野 を 問 はす 凡て の 議員 哀悼 の 情に 堪 へざる 

ものの 如く、 滿堂 暫くの 間 寂と して 聲 なく" 恰も 死者の 遣骸 眼前に 撗り ある 時の 如し。 バルフ ォ 

ァ、 ハ， -コ， -トの 演說を 始めと して、 デ n ン其 他の 諸 議員 適切なる 演說 をな して、 老 偉人の 死 を 弔 

したり。 上院に 於て は 首相 サ ルス ベリ、 -暗 淚を满 へつ X 其の 年來の 政敵 を惜 み、 且つ 其の 偉 德を稱 
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讃 せり。 nl ス ベリ！ 伯が、 虞 翁 最終の 書翰 は 首相 夫人に 宛てた る ものな りと 言 ひしと き、 サ ルス 

ベ リ ー は 非常に 感動した る ものの 如く 見えたり。 ハ， -コ ー トは 下院に 於て、 グラッドストン は 犬い 

なる 紳士な りと 言へ り。 サ ルス ベリ ，-は 上院に 於て、 彼は大 いなる 基督 敎徒 なりと 稱讃 したり。 現 

住 首相の 讚辭 こ そ 虞 翁 の 最も 榮譽と する 听 ならん。 

虞 翁の 博聞 强記. 

グ ラッド スト ンは殆 んど萬 能力 を 有する 人に て ありき。 一 ニニの 友人 グ ラッド スト ンが擧 問の 博大 

なる を 心憎く 思 ひ.' 彼が 不得意な らんと 覺し きこと に付き、 汎く 調査 を 遂げて 之 を 閉口せ しめんと 

相議 し、 支那 國 製造 物に 關 する 或 雑誌の 記事 を 精讀し 置け り。 偶々 翁の面 前に 於て 支那 國 製造 物の 

談話 を 提出し、 頻りに 之 を 評して 得意げ に 見えたり。 グラッドストン 暫くの 間 之 を傾聽 して 感服し 

たる ものの 如くな りしが、 彼等が 凱歌 を 敬 はんとす るに 當り、 突然 言 ひ 出で ける は、 諸君 は 余が 某 

雜 誌の 爲に 起草せ る 文章 を 精密に 讀 まるる の 榮を與 へられたり、 先刻より 感謝に 堪へ すして 面 {n く 

聽き 居た るな りと。 

虞 翁と 小事 

曾て 贫民 救恤 局の 書記たり しォ 1 'ゥ H ン氏、 博士 パ.. '力 ー に 語りて 曰く、 『余 は 貧民 救： M の 計算 を 


繊密に 整理して、 之 をグラ ッ ドス トン 氏に 示し、 之と 種々 商議す る 所 ありき。 氏 は 鉛筆と 紙と を携 

へ、 凡ての 計 第 を 精密に 調 茶して、 二 曰の 後 余が 調べ：^ ら せる こと をまで 加へ て 之 を 返付 せられた 

り。 其の 事務 を苟 くもせ す、 小事にまで 忠 なりし こと 以て 見るべきな り』 と。 博士 パ ー 力 ー、 グラ 

ッ. ドスト ン の 吊 ひ說敎 をな せる 內、 『老 偉人 は 人の 輕ん する 小事に も忠 なりし。 忍耐 深く 極めて 着實 

なる 僕に て ありき』 と。 

虞 翁と 反對者 

有名なる 米國の 雄辯說 敎者ビ ー チヤ 1-、 博士 パ ー 力 ー に 同伴して、 グラッドストンの 官邸に 招待 

せらる。 席上 虞 翁の 談話 湧く が 如く、 然り とて 客に 自家の 意見 を陳 ぶる の 機會を 十分に 與 へつ.^、 

顧ら す 高ぶらす、 自ら も 快げ に 人 を も 快く 感ぜ しめたる の德と 技倆と に は、 ビ ー チヤ ー も 感嘆の 外 

なく、 之 を 偉大な りと して 常に 其の 友に 語り 聞かせた りと 云 ふ。 其の 席上 グラ 了 ドス トン 氏 一の 紙 

片を 示して 曰く、 『余 は 自ら 之 を朗讀 する こと を 好ます、 諸君 自ら 之 を 請むべし』 と。 何事な らんと 

之 を 受けて 讀 むに、 豈に 料らん や、 『全能なる 神 グラッドストンの 害 ある 事業 を 停止し、 地の 上より 

之 を 除き 給へ』 との 祈り 文な り。 衆み な 暫くの 間 言な かりし が、 博士 パ ー 力 ー、 『余 は 之 を 書きし 者 

の 名 を擧げ 得べ しと 信す』 とて、 或る 贵 婦人の 姓名 を吿 げしに、 グラ ッ ドス トン in  く、 『必定 彼が 書 

きしに 疑 ひなし、 彼の 婦人 は 熱心なる プロテスタント にて、 加 特カ敎 を 忌む こと 特に 甚だし けれ 
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ば， 余が 愛蘭に 於て 天主 教徒に 自由 を與 へんと する を 見.、 深く 之 を 憤りて 斯る祈 禱文を 印刷した る 

なり。 然れ ども 彼 は 其の 良心に 從ひ、 誠 を 以て 余を惡 みつ \ ある なり。 曾て 此の 官邸に 宴 會を催 ふ 

せし とき、 彼の 婦人 も來會 せし が、 余 加 特カ敎 徒 某の 傍なる 席 を 之に 與へ たれば、 彼 は 非常に 心地 

惡 しく 感じた る ものの 如く、 殆んど 其の 席に 堪 へす 見えたり 云 々 o』 パ ー 力 In!  く、 『グ ラ ゥ ド ス ト ン 

が 其の 反對 者の 地位 を 成るべく 善き やうに 解釋 せんと 力めた る 度量 は、 余 等が 之を崇 むる の 念 を 一 

屉 深から しめたり』 と。  一八 九 八 年 七 W  (福音 新報) 

武人た る 神學者 

海軍 少將正 五 位 勳五等 功 四 級 世 良田 亮氏 久しく 病 尊に 在 ひしが 藥石 効な く 遂に 他界の 人と な ひ 

ぬ。 其の 生る X や 安政 三年 十月、 其の 死す る や 去ぬ る 七月 三十 一 日 午前 十 時 四十 分、 年を享 くる 四 

十 叉 四。 本 月 四日 を 以て 靑山 墓地に 葬^ 了ん ぬ。 

國家 頗る 多難なる 今日、 氏の 如き 海軍の 良將を 喪へ るは悲 むべき 事な ひ。 氏が 軍人と して 如何な 

る 人物な りし かは^ 項に 見えた る 瓜 生 少將の 弔文に よりて 其の 一斑 を 知るべし。 余輩 軍事に 通曉せ 

す。 軍人と して 氏 を 評する の 資格な きを 感す。 然れ ども 基督 敎を 信す る 朋友と して 親しく 之と 交る 


の 幸福 を與 へられし を 以て 其の 品性と 信仰と にっきて は 聊か 知る こと を 得たり。 

氏の 朋友、 其の 職務に 忠實 にして 深 沈 剛毅 募 默 敦厚 誠實 なる を 稱 せざる ものな し。 其の 友情に 富 

みて 故葡に 懇切な りし は、 其の 訃音に 接して 多くの 友人が 淚 と共に 記憶す る 所な らん。 其の 愛國の 

志$^ に 熾ん にして 義 公 の 精神 深 かりし は 之と 共 に 敎會に 出 人す る 者の 熟知 する 所な り。 基督 敎 

と阔 家の 關係 にっきて 疑惑 を懷 くもの あらば、 氏の 平生は 之 を 辯 じ 得て 餘り あるの 實例を 示せり。 

世 良田 氏が 友人の 問 及び 家庭に 於て 敬 重すべき 品性 を 具へ、 帝國の 公民、 大元帥 陛下の 將官 とし 

て斯の 如く 重んぜら る k 所以の もの は、 蓋し 其の 宗敎 上の 信念と 素養と に 基く 所尠 からざる べし。 

氏は祌の阔の：！：^^して主耶穌基督に忠誡を致せる人なりしを以て、 其の 公人と して の 生涯 氣韻 一 歷 

高く、 共の 私 交 上の 美質 際立ちて 見えた るな り。 其の 基督 敎徒 なりし は、 尙ほ 築地の 海軍 兵擧 寮に 

在りし 頃に て 明治 七 年の 事な りしと 聞 ゆ。 信仰 を吿 白して 洗 禮を受 くる や. 曾て 其の實 驗談に 於て 

語られし 如く、 信仰の 造詣 未だ 深から す、 基督教に 關 する 思想 も淺 薄なる を 免れ ざり しならん。 然 

れ ども 常時- S 輩の 嘲笑 迫害 を 冒し 衆に 先 だち て 然も 軍人の 間に 在りて 基督教に 入る は 容易なる こと 

にあら す。 非常な 決心と 勇 氣とを 要せし ものなる を 疑 はす。 卒業後 選拔 せられて 米國に 赴き 新英 

同文 化の 精華 を 咀嚼し、 其の 思想の 潮流に 沈潜す る や、 宗教 上の 疑惑に 襲 はれ、 殊に 基督の 祌性、 

三位 ー體 等の 玄现 に關 して は、 宛 がら 五里霧中に 彷徨す るが 如き 感覺を 抱け り。 通々 ブルックリン 

に 至り ビ ー チヤ ，-ル の說敎 を聽閜 して 其の 雄 辯 豪談を 喜び、 チャン-一 ング 等の 著書 を讀 みて 其の 高 

武人た ろ 神藥者  五 〇一 


武人た る 神擧者  五 3 二 

妙なる 宗敎論 を 玩味す るな ど、 米 國に在 ひて 其の 受けた る 基督 敎の敎 育 決して 淺き にあら ざ る な 

り。 然れ ども 氏 は 基督の 神性、 三位 ー體 等の 諸說 にっき 疑團 未だ 解け やらす、 其の 信仰 を 雲霧に 1 

はれつ、 日本に 歸 ひた ひ。 然れども氏は忠實なる懷疑者な，^。 疑惑に 安んじ、 甚だしき は 之 を 得意 

として 誇る 如き こと を爲 さす。 虚心に して 銳 意之 を 研究す る を 怠ら ざ ひき。 氏 は 死す るに 至る まで 

眞理の 研究者と して 倦 まざりし 人な ひ。 米國に 於て 胚胎し、 彼處に 在りし 間に 氷解せ ざり し 基瞥の 

神性に 關 する 疑 は、 其の 歸朝後 解決 せられて、 氏 は 神 を 基督に 於て 見、 其の 全心 を 擧げて 之に 事 ふ 

る 人となりぬ。 其の 頭腦は 頗る 科舉 的に して 數理の 如き、 最も 好んで 研究せ る 所な ひ。 其の 舉問上 

の 嗜好 甚だ 廣く 歷史 政治 文舉の 如きに 至りても 其の 知識 趣味、 多く 得が たきもの ありと いふ も 可な 

り。 然れ ども 氏の 最も 好みて 研究せ し は祌舉 にて ありき。 世 良田 少將 は劍を 横た へし 神蔡 者な ひ。 

就中 基督の 神性、 イン カルネ ー ショ ン 等に 關 して は 日本の 墨 者に 其の 比 ひ を 看 出す こと 困難なる 程 

までに 多く 讀み 深く 考へ 遠く 索 ひた ひ。 氏は祌 若し 許し 給 は，. 後年に 至 ひ神舉 上の 敎育 にも 自ら 與 

かり、 傳道 者の 養成に 寄與 する 所 あらんとの 志 を 抱かれたり。 

故 少將の 信仰 は 此の 如く 決して 感情的の ものに あらす。 痛切 深 沈なる 思想に 伴 は， 丁、 內也ゥ 風、 

外 闽の浪 に 揉まれ、 鍛鍊を 經て鐵 の堅间 なる が 如しと 評すべし。 其の 實際 上の 宗教と 言へば、 敎會 

に 於て は 先導者 を 以て 自ら 任じ、 家に 在る 日 は 毎週 青年 を 集めて 基督 敎の眞 理を講 明す る を 習慣と 

せり。 その 扶掖^ 導に よ ひて 基督 敎 信徒と なりし 靑 年少から す。 日曜 舉 校に 出で て 聖書 を講述 せら 


れ しこと 多し。 其の 最も 得意と せし は 第 ra: 福音書と す。 世 良田 氏が 約 翰 傳を披 きて 剎人 契ム 口の 妙 

理、 ； t 子 降 生の 大逬を 講ぜら る、 時 は、 牧師 傳道 者と 雖も、 充分 これ を倾聽 する の 惯値ぁ ひと 稱せ 

らる。 

vs^ 日本 基督 敎會傳 道 局の 局員と して 多年 其の 發 達に 心 を 用 ひられし は 同. 勞 者の 感謝して 多と す 

る 所な り。 東京 靑年 會の會 長と して 熱心に 盡 力せられ たる は 世人の 熟知す る 所と す。 氏の 死せ した 

め 多くの 場所に 容易に 塡 補すべからざる 隙 を 生じたり。 殊に 記者の 如き は敎會 の同勞 者、 神學研 

究の好 伴侶、 順境 逆境 を 通じて 同情 厚き 朋友 を 其の 死と 共に 現在に 於て 失 ひ、 悲嘆 遣る 方な き 心地 

す。 慮 ふ、 昔 相 共に マウ リス の リン コ ルンス • イン • ソルモ ンを讀 みて、 屡々 所感 を 交換し 著者の 人 

物 を 品評 し 其 の 優美 深 邃 なる 思想 信仰 を賞讃 し、 殊に 主の 復活 に關 する 其 の 言論 を 玩味 して 更の 闌. 

くる を 知ら ざり しな ど、 坐ろ に 淚を催 ほす のみ。 

世 良田 氏の 死に 先立つ 五日、 記者 之に 告げて 曰く、 『今や 北淸 の擾亂 益々 甚 しく 帝國の 軍人 水陸 共 

に 戰に從 事し つ」 あり。 然れ ども 戰爭豈 に 耳目に 觸 る- - 砲煙 彈 雨の 間の みならん や。 今や 君 北淸の 

戰爭 よりも 大 いなる 戰爭 に從 事し つ k あり。 病床の 偉蹟.、 基督の 前に 赫々 たらん ことこ そ 望ましけ 

れ』 と。 氏 之 を 聞きて 滿面 笑み を 含み 其の 髯を撫 して 首肯せ し 容貌、 勢 驚と して 今尙ほ 眼前に 在 

り。 嗚呼 少將 今や この 戰に克 ちて 榮 光の 中に 凱旋し、 其の 積年 苦 思 慘澹の 間 僅かに 垣間見 得た る 主 

とま 帕子 なくして 相 見、 神 子 降誕の 妙理、 其の 味 ひ 更に 窮 りなき を覺 えつ k あらん。 去年の 暮 頃よ 

武人た ろ 祌藥者  五 〇 三 


請せ る 漏  五 g 

り 研究に 着手 せられし 『信仰に 由 ひて 義と せらる』 て ふ パゥロ 得意の 敎說も 今や 與味ー 入 加 はりし.， 

ことならん。 少將 我らと 共に 現在せ す、 然れ ども 其の 祈 は 曾って 世に 在りし 時よりも 敎會 の爲、 ホ 

の 民の 爲に尙 ほ 切に 且つ 濃 かにして 更に 力 ある ものな らん を 疑 はす。 

1 九 〇 〇 年 八 g  (福音 新報) 


美服せ る 罪悪 

星亨 氏の 橫死 は殆 んど滿 都を駭 殺せん とする の 一 珍事であった， 我輩 は 彼に 就て 多少 觀察 したる， 

所 も あり 亦た 聊か 意見 をも懷 いて 居る が、 今日の 場合 彼れ に 就て 餘り 多く 言 ふ を 好まない。 唯 だ 

小廉曲 謹の 徒 や、 僞善 雷の 輩が、 碌 まして 小智 小策 鼻し つぶ I 曰の 社 食に、 鬼に 角 一個， 

の 巨漢と して 雄 風 一世 を 吹 倒せん としたる 彼れ の 横死した る 事 は、 曰 本に 取って は 取り返しの 付か 

ぬ 大損 失で あつ て、 我輩 は實に 痛恨 哀悼の 情に 堪 へぬ ので ある。 

愛に 最も 慨嘆に 堪へ ぬの は 社會の 暗流に 不健全なる 古流の 思想が 停滞して 居って、 暗殺て ふ險惡 

手段が 尙ほ 未だ 日本の 社會に 其の 跡 を 絶たぬ 事と、 社 會が之 を 恐るべき 罪惡 とする の觀 念に 乏し 

く 時に 或は 刺客の 所爲を 義俠視 せんとす るの 傾向が ほの 見 ゆる 事で ある。 


叉た 言論 を 以て 世に立つ の 人が 其の 反 對者を 攻撃す るの 手段 極端に 失して、 往々 奇矯 激越の 言論 

を 以て 其の 對手を 中傷 せんとす るが 如き は 最も 戒めねば ならぬ 所で ある。 無責任 無作法なる 過激 論 

が、 思慮 單 純なる 血 性漢に 他人 を 誤解せ しむる の 媒介と なって、 取り返しの 付かぬ 珍事 を 仕出した 

事 は古來 其の 例に 乏しくない。 

公人の 名譽を 重んじな いと 云 ふこと は SS かに 我が 社會の 一 欠點 である。， 新聞紙の 記事が 如何に 無 

責任であって 其の 人 を 褒^す るの 語調が 如何に 野卑で あるか は 即ち 此の 缺點 を證 明して 居る。 昔の 

武士 は 自分の 名譽を 重ん すると 共に 又た 他人の 名 譽をも 尊重した ものである。 其の 爭論の 際な ども 

議論が 激 すれば 激 する ほど 語調が 靜 かに 成て、 S ひに. 其の 言葉 遣 ひも 叮 i- になった ものである。 尻 

まくり、 腕 まく ひ の 惡ロ雜 言 は 到底 士人 の爭 として 見る 事が 出来ぬ。 

刺， の 所爲の 僧む ベ き は 勿論で あるが 其の 心事に 至て は 寧 ろ 憐れま ざ る を 得な い。 彼れ は 深く 信 

じて 居た であらう、 自分の 爲す所 は 正義の 爲め 又た 國 家の 爲め であると。 併し 今 一 歩 其の 鶴 機を轉 

向し て 1  陌殺其 者 の大 eiii: 惡 であると 云 ふ 事に 思慮が 及ばなかった の は 實に殘 念 至極の 事で あ る 。 

もと 

佛蘭 西に 於て s-s の 名の 下に 多くの 罪 惡が行 はれた 如く、 我國 でも 道德の 名の 下に 隨分 多くの 罪惡 

が 行 はれて 居る。 i: 客の 常套語と して 『國 家の 爲 めに 奸 賊を誅 す』 など は 即ち 其の 著る しき 例證で 

ある。 

我 W は此際 世の 言論 家が 深く 自 から 戒 飾して、 今後 自ら 誤り 人 を 語る が 如き 愚 を爲す ことなく、 

美服せ る 罪； 惡  五 〇 五 


二  St 先生 も a? す  .E.-,,, 

五 r 丄ハ 

又た 世に 向て は穩當 にして 健全なる 思想 を 鼓吹す るに 勤めら れんこと 勸吿 せざるを得ない。 

1 九 〇 〇 年 一 〇 月 (福音 新報) 

福澤 先生 を 弔す 

福音 i が 常に 日本の 大 平民と して 尊敬す る福澤 先生 遂に 逝きぬ。 是阔 民の 一大 不幸な り。 日本 

は 其の 誇稱 する に 足る ベ き 一 つ の 名物 を 失 へ り。 然れど も 先生が 生前に 計畫 せる 事業 多く 成就し 

て、 文明の 進歩、： 社 會の發 達に 寄 與貢獻 せし 所、 甚だ 偉大に して、 明治の 1^: 史に 其の 痕跡 顯 著なる 

は、 聊か 其の 死 を惜む 者の 慰めと なすに 足るべし。 

中津 藩の 下級 士族たり し經驗 は、 先生 をして 深く 門閥、 階級の 弊 を 感ぜし めたり。 時として は 之 

が爲に 無念 骨髓に 徹する の 思 ひを爲 せし 少壯 時代に 於け る 先生の 面影 は、 福 翁自傳 を讀む 者の 熟知 

する 所な らん。 斯の 如き 境遇に 處 する 多くの 人々 は、 此の際 其の 反撥 力 を 爵祿、 位置の 一 點に 頃， Hi 

し、 自ら 顯榮の 地に 昇りて 會稽の 耻辱を 雪がん と 欲す。 先生 は然ら す、 却って 人爵 を 蔑視： r 上位 

に 立って 下 を 凌辱す るの 愚 を 嘲 ひ、 殆んど 之 を 兒戲に 類す る もの & 如く 見做して 超然 獨 立し、 夾肾 

稜々、 不覊自 .H の 行路 を 開拓し、 永く 平民の 冠 冕と なる を 得たり。 


先生 は尙ほ 藩に 在りし とき、 藩主より 所謂 御 紋服 を拜領 せし こと あり。 當 時の 士大 夫が 大 いなる 

光榮と し て せ^ 氣揚 々 之 を ffi へ歸 りて 其の 家人 に 誇 る を 常と な せる に 反し、 歸途 友人 の 家 に 立 ち 寄 

り、 此の 贵 重なる 燕 主 定紋 附 きの 羽織 を」 兩 三分に 賫 りて 酒 を 飲み、 蘭 書 を 買 ふの 资に 充てたり と 

いふ。 其の 一 生. を 貫け る 精神、 長所 短所と もに 此に現 はれたり。 其の 著書 五十部、 fni 五 冊の 多き に 

達す。 中に 就き 『西洋 事情』 の 如き 初 編の みに て 十五 萬 部、 僞版を 合すれば 二十 五 萬 部に 上り、 『擧 

問の す乂 め』 十七 編、 合せて 三百 四 萬 冊の 多き に 至れり。 先生 は斯の 如く 大 いなる 著述 (\么 にて あり 

しか ど、 未だ 一 度 も 他人の 序跌を 求めし ことなし。 其の 著書 も 著者の 如く 自立 獨行、 己が 惯 做に 依 

りての み 成功 を TO せし なり。 先生の 行徑 概ね 斯の 如し。 豪放なる 此の 平民 も 一度び は 殿様と 呼 ばる 

る 地位に 至りし こと あり。 彼が 所謂 飜譯の 職人と して 幕府に 雇 はれ、 一年 百 俵の 扶持 を 賜りて 下級 

旗本の 末 班に 列せ しとき、 一 日 福 地 源 一 郞氏之 を 訪問して 取次の 下婢に 殿様 は 御 在 宿なる やと 尋ね 

しに、 下婢 は不當 なる 面持ち をな し、 左様なる 人は此 所に 在らす と 答へ たり。 蓋し 小祿 にても 是程 

の 地位に 上れば、 殿様 呼 はり を爲 すが 當 時の 常習に て ありし かど、 福澤 氏の 家に て は斯る こと を 一 

切嚴禁 せし si なりし と は、 先生の 自ら 語れる 所に て 面白き 佳話な り。 

藩 中に 在りても 平民 的な り。 幕府に 仕 へても 平民 的な り。 明治の 世界に も 平民と して 自立せ り。 

其の 獨立 自尊の 主義 は 慶應義塾 の 修身 要領 發 布と 共 に 始まりし ものに 非す。 先生 は 獨立 自尊 を 以 て 

W 身せ ものな り。 其の 生涯 は 此の 主義 を 貰 徹せん こと を 期し、 少く とも 正直に 其の 實踐 躬行 を！： り 

B8 澤 先生 も 5? す  一 五 Q.^ 
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た. る ものな り。 ： 

先生 は 自ら 政局に 當る こと を 好ます。 自ら 權カを 握りて 政治の 實務を 執る が 如き 毛頭 其の 志に あ 

ら ざり しなり。 此は 彼が 自傳に 於て 審 かに 語る. ところ、 其の 玆に 至りし 由 來を說 くの 一段 興 f レだ 

深し。 大臣と なる も 意の ま なるべし と雖 も、 之 を 取らす して 終始 野に 立って 政治の 批評家、 社會 

の 敎導者 後進の g を 以て 自ら 任じた る は、 吾人の 多と する 所な り。 藩に 在りても 權カを 政 台 上 こ 

得ん と 努めし ことなく、 幕府に 在りても 敢て實 際 的 政治に 關係 せす、 明治の 世と なりても 政 ハサの ト 

に 超然たり。 余輩 は 府縣會 の 始めて 設けら る，， に當 り、 先生が 芝 <m より 選出せられ たる を 再三 固辭 

して 就 住せられ ざり しため 一 場の 物議 沸騰せ し を 記憶す。 其の 實際的 政治に 於け る 凡て 斯の 如し。 

然れ ども 國民 新聞記者の 言へ る 如く、 彼 は 『決して 安樂 椅子に 沈吟す るの 人に あらす、 常に 當 把に 

觸 着し、 之に 對 して 經綸 湧く が 如く ありき。 明治の 政史、 氏が 經營 措賽の 痕跡 を認 むべき もの』 少 

からざる べし。 福澤 先生 はダ ー テ、 カン. ト、 及び レッシングの 輩が、 國 事に 冷淡に して、 文 學に吟 

嘯し、 田.^辨に j 生を經過せし如くならす、 國事は 其の 最も 熱中せ しと ころに て、 共の 心 胸 は 國家及 

ぴ社會 と 活ける 關係を 有せり。 然れ ども 之に 離れた るが 如-く、 叉 離れざる が 如く 兒 ゆる. 地位に 立つ 

て、 社會を 批評し、 政治 を 論議せ しが 爲、 先生の 勢力 を發 揮す る こと 却って 多く、 其の 實際こ 固 

を 益せ しこと 幾何なる を 知る 可ら や。 國家を 益 せんと 欲する の 志士 多く は 議院の 席と 內閣の 椅子と 

を 希望す。 先生 は 政 爭に加 はる ことなく、 政界の 實務 に當ら す、 顯 要の 地位に 就かす とも、 政ム c の 


ために は 勿論 凡て 國家 經綸の 上に 於て 大 い に 爲すを 得 ベ きの 餘 地-お 々たる を 自家 行 の 實物敎 育 に 

て敎 示せられ たり。 先生の 一生 は處士 横議の 辯 護な り。 其の 五十部の 著書、 『民 W 雜誌』 の發 行より 

『時事 新報』 の 成立と 擴張 とに 至る まで、 皆 批評家の 贵 重すべき を證 明す る ものな り。 世界 は 政治 

的 職人 をのみ 贵 ぶべき にあら す。 直接 其の 實務 に關 係せ ざる 論客、 & 〔想 家、 また 大いに 之に 與 かる 

こと あろ を へし。 政 《Mi、 宫吏、 名譽 職、 寳業 家た らんと する にの み熱衷 する 社會 は、 此^の 外 

にも 大ぃ. なる 事 葉 ある を舉 ばざる 可ら す。 福澤 先生の 一 生 は 此の 點に 於いて 國 民の 一 大敎 育な らん 

と 信す。  • 

. 奇警なる 二 六 新聞記者 は福澤 先生 を する に、 『彼 は戰鬪 者な り』 との 語 を 以てせり。 選擇 面白く 

當を得たる此の，！^§は、 善く先生の 一 生を寫 すに 足る。 『^我慢』 の 著者、 一 面に 於て 西鄕 隆盛の 辯 護 

者、 爵位 階級の 破壞 者、 一時 凡ての 宫立舉 校 をば 爾 倒せる 私塾の 創立者、 獨立 自尊 主義の 唱導 者、 

成の 死を權 助の 死と 篤 倒せる 批評家、 儒敎、 王義を 忌み嫌 ひて 根底より (其の 所謂 根底に て 余輩の 

尙ほ淺 しとす る 所) 日本の 道德を 改革 せんと 志し、 夙に 文明 流の き理を 講じ、 晩年に 至り 慨然と し 

て 修身 要 額の 傳道 者たり し福澤 先生 は、 實に戰 の 人に て ありき。 彼は遷 々創開 的の 位置に 立ちて 世 

に 新たなる 運動 を爲 せる を 以て、 勢ひ戰 鬪に從 事せ ざる を 得 ざり しなり。 其の 平和の 戰爭は 血 を 雨 

らす 形. 體 上の 戰爭 よりも 厦々 猛烈なる 觀を呈 せり。 先生 は 花々 しく 戰鬪 せり。 古への 武人 は si の 上 

に 死す る こと を耻 とせり。 先生の 如き は 死に 至る まで 戰に從 事し、 鞍の 上に 死した るな り。 其の 旺 
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盛なる 氣魄は 之 をして 隱居 的の 安息 を 貪らし むる を 許さす、 老境 愈々 雄心 勃々 たる を 見たり。 一。 E 舉 

先生 は宗敎 家に 非す。 然れ ども 宗敎 以外の 意味に 於て 彼 ほ 多くの 偶然 を破壞 せり。 維新の 際 浪人が 

尊 氏の 木像 を馘 りて 改革の 吶 喊を爲 せる 如く、 先生の 手に 種々 の I 粉碎 せられて 日本 文明の 進歩 

は 著しく 其の 速力 を 加へ たり。 保守的の 眠り を 貪らん とする 社會に 此の 勇壯 なる 戰鬪者 を 失 ふ、 豈 

に 憮然と して 長嘆せ ざる を 得ん や。 

4 記者 曾て (明治 十 年) 當時 文壇の 老將 たりし 福 地 源 一 郞 氏が 同人 社の 文攀會 に幅澤 氏の 文章 を批 

1 一 まし . ^バの 著書に 散見せ る 飴屋お こし を寶る 者 にても 云々 の 如き 類の 語 を 捉へ來 りて、 之 を 諷刺 的 

に 冷 r おせる を 聞きぬ。 然れ ども 其の 際に 就いて 之 を 見る に 平家物語、 太平 記 等に 心醉 せる 文 擧の大 

家 福 地 氏の 著作 其の 功繽 頗る 大 なりと 雖も、 とても 氏が 嘲罵せ る 先生が 自家 創開の 文章に 及ぶべく 

も あらす。 其の 流暢に して 好餘 曲折 一 W はんと 欲する 所を盡 し、 r.- ての 讀 者に 意義 明亮なら しむる 

U あらん かなれ ども』 の文體 は、 一種の 妙味 を >  倫べ、 近代に 於け る文擧 上の 一 大成功と 謂 はざる 可 

らす 先生の 著書 後世に 存 すべき t のなからん 0,,., 或は 存 する もの ありと せば 『福 翁 自傳』 の 類に 止 

らん 力 然れ ども 其の 社會に 及ぼせる 勢力の 犬い なると、 j 種の 文體を 創始せ ると に 至りて は、 之 

をして 嚴然 たる 一 大文擧 者たら しむる に 足るべし。 

先生の 文章、 及び 敎育 すべて 造詣 深し と 謂 ふ 可ら す。 動もすれば 淺薄 なりとの 非難 を 免る 可ら 

や 隨民 記者が 之 を 評して、 『歐 米. K 明の 初等 敎育を 授けた る もの』 となせ る は 面白き 文字な り。 然 


れ ども 先生の 世 を ハ„| し、 社會を 啓發し 得た る は 其の 樂んで 初等 敎 育に 從 事した る を 以てな り。 世界 

國盡、 啓蒙 手 習 文、 文字の 敎の 如き は 文部省に 先立って 普通 敎 育に 着手せ しものに 非す や。 日本 國 

民 は福澤 先生に よりて 小事！ _ 度より 敎育を 授けられ たるな り。 画 民の 發達、 此の 敎育 者に 負 ふ 所 多 

きを 忘る 可ら す。 

先生 は 常識の 人な り。 其の 天分 性格、 米圃の フランクリンに 酷似す。 或は 其の 笑殺 諷刺 其の 他の 

點に 於て 佛蘭 西の ヴォ ルテ 1 'ルに 似たり となす。 然 りと 雖も余 輩 は 之 を フランクリンに 比する を最 

ぬ 

も滴當 なりと 信す。 先生が フラ ンクリ ンの 著書より プ ー ァ • リチ ャ ー ドの 格き：： を抄 きて 之 を 我が 画 

民に 示した るが 如き 偶然に 非す。 金 錢の責 ぶべき、 時間の 重ん すべき、 實務 の輕ん すべから ざる Hi 

などに つきて 先生の 所說 及び 敎訓、 フランクリンと 好 一 對 なり。 兩者 ともに 平凡 的 世俗主義 を 上品 

に W 行し、 獨自 一 己の 力 を 以て^ 行 實踐の 功 を 精み、 遂に 天下に 大名 を 成せり。 合 衆 画 到る 所フラ 

ン クリンの 紀念像 を 有する こと 最も 多き 米 人が、 何事に も 其の 風格 を存 する 如く、 福澤 門人の 人々 

も 先生の 面影 を 表 はすに 似たり。 然れ ども 上品なる ェピ キュ ラスの 徒 途に膝 小屋、 王 義に陷 りたる 如 

く、 叉 フランクリンの 感化 を受 くる 者 誤って 全能なる 弗の 崇拜 者と なれる 如く、 何人も 武士 風 あり 

と 認め、 俠骨 あると 稱諧 し、 道義の 念 深し とま 崇する 福澤 先生の 末流 また 拜佘： の 徒 小 Z しとせ す。 是 

共の 議論の 弊なる か、 其の、 王義の 論理的 結 菜なる か、 將た之 を攀ぶ もの > 誤解せ るに 依る か、 4 、輩 

は 先生の 人物と 精神と を 此の 點 より 非難す るの 不公卒 なる を 知る。 其の 末流の 弊に よりて 之 を 青む. 
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る は、 甚だ 不穏 當 なり。 何人と 雖も 先生の 人と 爲 りの 高潔なる を 認めざる 者な からん。 久しく 之 を 

悪口せ し 輩と 雖も、 今日に 至りて は 漸く 其の！！： 美 者と なりつ、 あり。 先生 は毀譽 の點に 於ても 一大 

勝利 を 得たり。 然れ ども 其の 所說 及び 其の 主義 は 論理的に 如何なる 結果 を 生すべき ものなる や、 - 

は 一 つの 公開 問題な り。 余輩 時 を 得て 之 を 研究 せんと 欲す。  ， 

先生 は 豪邁な り。 活澄 なり。 獨立 自尊な り。 常識に 富み、 眼光 炯々、 時と 勢と を 察知して、 能く 

事物 を 料理す るの 天才 あり。 先生 は 道義心 篤く、 正直に して 古武士の 風 あり。 然れ ども 其の 著しく 

^く 所の もの は 崇拜の 念な り。 彼 は フランクリンの 如く 物理 擧を 嗜好す る こと 意 St. に 深し。 曾て 之 

と 談話せ しとき。 先生が 頻りに 造化の妙 用 を 讚へ、 自然界の 約朿嚴 格なる を 賞し、. 天地の 廣大 なる 

を 驚嘆 せられし 音容 驚と して 目前に 浮び 來る。 『福 翁 百 話』 の 初めに 宇宙 天工 を說 きたる が 如きと 

其の 趣き を 同じう せり。 運用の 妙、 機 ェの靈 は 先生の 感嘆す る 所な り。 然れ ども 道義 ヒ宇 ^ に 於て 

感嘆すべき もの 先生に は 之 無き なり。 其獨立 自尊、 偶像 破壞、 四民 平等、 簡易 活達を 旨と する が 如 

き 其の 裏面に は 先生の 胸中 崇敬の 念 乏しき を 見るべし。 其の 常識 は 四面 を 見渡し、 眼下 を 下ろす 

こと を 得た る も、 仰いで 高き を 窺 ふこと 能 はす。 先生 は瞻仰 者に あら ざり しなり。 人の 生 見 上ぐ る 

を 貴ぶ。 歐 人人 を 呼んで アンス ロボスと 云 ふ。 或は 之を瞻 仰の 義 なりと 解す。 マルティ ノ，. 'の； 

論に 崇敬の 道義に 於け る 地位 を說 き、 其の 貴重すべき 所以 を 辯す る こと 詳 かなり。 余輩 は宗敎 者と 

して 先生の 缺點此 にある を 痛恨せ ざる を 得す。 其の 宗敎 に對 する の 態度、 幾分 か：^ 0 缺 t?- こよりて 


說明 せらるべし。 然れ ども 不思議なる は 常識の 人 フランクリンが 十三 州擧 兵の 際、 聯邦の 基礎 を 置 

かんとす る 含議に 於て 議論 紛々 たる を悲 み、 ら純 乎た る 基督 者なら ざり しに も拘 はらす、 祈 ，を 

以て 含すべし と發議 せし ことなり。 我が 福澤 先生 も 亦此に 類す る もの あり。 時として は 本願 寺の 

改革に 盡 力し、 眞 宗の擴 張に 一臂の 力 を 致されし こと も あり。 時に 宗敎論 を 時事 新報に 揭 載し、 老 

婆 心的 保 in 調 を 以て、 基督 敎の爲 めに 利益 を 計り、 佛敎儈 侶の 矯弊策 を 講じた る こと も あり。 

然れ ども 崇敬 心の 缺乏は 先生 をして 到底 基督 敎の 如き 信仰の 趣味 を 解す る こと 能 は ざら しめたり。 

朝に 夙に 起き 出で、 門生數 名と 共に 老壯士 の 如く 郊外に 散歩し、 夕に は 後進 を 座に 引きて 快活に 

談話し、 家庭に ありて は 夫婦の和 樂、 親子の 親愛、 世に 名高き ほど 濃厚なる 福澤 先生 は 逝きぬ。 余. 

輩阈 民と 共に 其の-死 を 哀悼す る こと 切なり。  一 九 0 一年 二  H-  (in 新報) 

マッケイ 氏 死す 

« 

臺灣 に往來 する もの は 淡水に 宣教師 マツ ゲイなる 偉人 ある を 知らざる ものな からん。 數十 年の 間 

台灣に 在住して 熱心 傳 道に 從 事し 福 昔の 宣傳 者、 社會の 改良 者、 凡て 文明 的 生活の 開 導 者と して 大 

いに 成功し、 其の 支那 人に 重んぜら る \ 事 或る 點に 於て は 總督を も 1^; すべく、 其の 感化 以外に 廣く 
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且つ 深き もの あり。 彼 は 一身 を 外國傳 道に 捧げ、 台灣の 人民 を 基督に 導く のみ、 世に 在り， て 何の 求 

むる 所な かりき。 彼が 台灣の 支那 婦人 を娶 りしが 如き 以て 其の 志の 堅固なる を 知る に 足るべし。 

日本 基督 敎會傳 道 局の 台灣傳 道に 着手す る やせ ：ハ の 派遣 に 係 はる 傅 道き を 歡 待し 、 百方 盡 力し て 多 

くの 便利 を與 へられし を マッケイ 氏と す。 台北 敎會の 成立す るに 至れる、 其の 他 附近の 傅お、 マツ 

ケィ 氏の 寬大 にして 兄弟 的なる 厚意に 依る もの 甚だ 多し。 

此の 剛健に して 虔誠な る 偉丈夫 マツ ケィ氏 は台灣 の開發 及び 其の 靈的 更生の 爲に大 いなる 未來を 

有せし 人な り。 台 灣の救 ひ は 神の 恩寵に 依り 氏に 待つ ところ 甚だ 大 なりし と li ふべ し。 

然るに 去ん ぬる 二日 台灣 より 悲 むべき 電報 到達せ り。 口 く、 『マツ ケ ィ敎師 永眠す』 と。 數月前 氏 

が 喉頭癌に 福り、 之 を切斷 したりとの 電報に 接し、 痛心に 堪 へす、 切に 其の 癒されん こと を 祈りし 

ことなる が、 今 終に 此の 訃 一 百に 接す、 痛惜に 堪 へざる なり。 

台灣 g 道の 明星 地に 墜 ちたり。 余輩 は撫 然として 悲み、 茫然と して 失望の 感な きを 得す。 唯台灣 

に 善き こと を 創始し 給 へ る 主 は、 必す之 を 成就し 給 ふべき を 信じて 聊か 慰む る 所 ある を 得るな り。 

マツ ケィ氏 逝きて 其の後 を續 ぐべき もの は誰ぞ や。 カナダ 長老 敎會の 外 國傳道 會社は マツ ケィ 氏の 

死に 因りて 猛烈な る 打擊を 蒙り たり 。 余輩 は適當 なる 後任 者 を 得て 此 の 偉大な る 死者 の 事業の 全 う 

せられん こ と を 望む ものな り。 

然れ ども 豈に 唯此 等の こと を 外國の 基督 敎 徒にの み 望まん や。 マツ ケィ 氏の 訃昔は 日本 基督 敎徒 


をして ム ：l 灣に對 する 其の 責任 を 記憶せ しめ、 大いに 之を傳 道す るの 精神 を 鼓舞せ しむる の 効力 を 有 

す。 日本 は 幾多の マツ ケィを 其の 領土た る 台灣に 派遣せ ざるべからざる なり。 
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ジ- ィム ズ • バ ラ 氏 

日本茶 ：I^H 敎舍 大食が 同氏に 對 する 祝賀 感謝の 決議案 を 通過せ し 時、 其の 述 ベら れ たる 答辭こ そ 面 

けれ。 彼 は先づ i^: 書より 三の 文章 を 引き 来りて 其の 所感 を 述べたり。 口く、 汝紀 念べ し、 汝の神 

エホバ この 叫 十 年の 間汝 をして 嘛 野の 路を步 ましめ 給へ り。 是汝を 苦しめて 汝 を試驗 み、 汝の 心の 

如何なる か、 なん ぢ がその 誡命を 守る や 否 や を 知らん が ためなりき (lffj)。 此れ 彼が 曰 本 在留 四 

十 年間の 小藤史 とす。 又 曰く、 その 小さき もの は 千と なり、 其の 弱き もの は强國 となるべし、 わ 

れ H ホバ その 時いたら ば 速 かに この こと を爲 さん (gli^fs ハ)。 彼 は實に 日本 傳 道の 結 が、 小さき 者 

より 千に 至る の懾快 を實驗 せり。 叉 口く、 汝らの 父 等 は何處 にあり や、 豫言者 永遠に 生きん や (II 

f\i)。 彼 は 日本 傅 道の 先輩 及び 同勞 者に して 旣に世 を 去りし 人々 を 記憶せ り。 其の 友情の 厚き 感す 

べし、 z:  く、 ブラ オン、 フルベッキ、 ゲリ イン、 ピャ ソン、 ガス リイ 等、 曰本炼 道に 功勞 ありし 者、 
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上なる 國に 召されて 休息に 人り たり。 彼 は 兮尙、 米 固に 健在す るへ ボン 氏の ことな ど を 引きて、 豫 

言 者 永遠に 生きん やと 云 はれた るが、 余輩 は 同氏 自身に 向 ひても、 同一 の 感倚を 包き、 敬愛の 念き 5 

愈 切なる を覺 えたり。 

彼が 日本に 來朝 せし 第三 年 目に、 矢野隆 山と 云へ る 人 洗禮を 受けたり。 バラ 氏が 彼と 共に 始めて 

日本 諧の 祈り を 棒げ し 時、 宛ら 天の 門 開けた るが 如く 感じたり と 云 ひし 如き、 當 時の 狀態 及び 氏の 

心事^ 前に 兒 るが 如き 心地せ り.。 

矢^ 隆山 氏が， 射 革り て 世 を 去らん とする や、 一日 バラ 氏 之 を 訪問せ しに、 矢 野 氏：！ I く、 『あなたの 

御 深切に は 報 ゆべき 樣 なし、 然れ ども 天國に 行く 時 あなたの 名前 を耶穌 さまに 中し ませう』 と。 バ 

ラ氏は 之 を 聞きて 恐ろしく 尊く 感じたり。 彼 は-一 ュ ー ョ ー ク灣水 淸く綠 草 美しき 所に 祖先 來の^ 墓 

の 地 を 有す。 日本に 來るも 其の 葬らる，^ は 彼の 處 ならん を 望めり。 彼 は米國 の故鄉 より 天國に 行.，：； 

まほし く 思へ るな り。 然れ ども 矢野隆 山の 信仰 篤く、 基督の 僕た るの 死 を 遂げて； 大國に 上りし 時、 

彼の 思想 は 全く 一 變 せり。 彼 は 天實に 日本の 上に 在る 如く 感じ、 死なば 故鄕に 於て せんとの 念 全く 

止みたり と Si れり。 其の 短時間の 演說、 鍵 的の 趣味 津々 盡 きざる もの ありき。 

一九 〇 I 年 一 〇 HKifi 音 新 報) 


四十 年間の 勤勞 ■ 

故 フルべ ッ キ 先生の 略俾 は、 別項 井深 氏の 寄稿せられ しもの あれば 此に 費せ す。 

安政 六华 十一 nr 日本に 來られ しょり 四十 年間、 敎 育に 宗敎に 先生の 盡 力せられ たる は、 朝野 幾多 

の 人の 深く 認識す る 所、 其の 功勞と 友誼と は、 多くの 人の 記憶に 銘 せられて、 日本 文明の 發達 及び 

宗教の 進歩に 永く 其の 印 娜を留 むる こ とならん。 

先生 は 日本 基督 敎の歷 史に關 係す る こと 頗る 廣し。 決して ー敎會 一宗 派の 人物に 非す。 K に 日本 

基督 敎徒 共通の 師父と して 尊敬すべき 人な り。 其の 生命 は 最も 多く 日本の ために 費され、 其の 同情 

は 日本の 進歩と： J.^ だ 親密に して、 其の 發 達を樂 むこと 老父が 兒 孫の 榮ぇ 行末に 於る よりも 切なる も 

の ありき。 先生の 人に 對 して 禮を靈 する、 客 を 愛する の 情に 富める、 其の 談話 趣味 多くして、 滑 

稽、 時として 人の 顷を 解かしむ るが 如き、 博聞 强記 にして 生ける 百 科 全書の 如くなる、 其の 日本語 

を 解し、 且つ 之 を 使用す るに 妙 を 得た る 如き は 世人の 熟知す る 所な り。 其の 弱 を扶 けて 强を 挫き、 

多 數の爾 制を惡 みて^に 少數者 を憐 み、 厘ば 判斷を 誤る ほどに 之に 同情 を 寄せ、 極めて 神學 上の 保 

守 家の 如く 見 ゆると 同時に、 此人 にして 此の 考へ ありと はと 喫驚す る ほどに 進歩的の 思想 を 有する 
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が 如きに 至りて は、 世間 之 を 知らざる 者 多 かるべし。 先生 をして 今小ノ しく 大膽 にして 勇氣に 富まし 

めば、 或は 進歩的 基督 敎の 一勇 將と ：n5^ 做さる-に 至り しゃも 知る ベから す。 先生が 今 義、 相え 火、 委 

員 會等を 不思議なる ほどに 忌み嫌 ひて 成るべく 之 を 避けん としたる が 如き、 其の 友人が 微笑 を^し 

つ，^ 淚 と.， もに 紀念 する 所なる べし。 先生 は 日本 基督 敎會の 創立に は 左まで 活潑 なる 關係を 有する 

者に. TTMr 其の 歷史の 半途より 客將 として 之に 加 はりし ものに て、 未だ 曾て 十分 之と 一 致せられ ヒ 

る ことなし。 

先生 は 如何なる 事柄に も 顧問 的の 客將 にして、 ： あ 面に 立つ が 如き は 寧ろ 其の 好まざる 所、 否 其の 

デ：,.！ の 許さ ビる 所な りしな らん。 先生 は 一個の 愛すべき 好 紳士な りしと 雖も、 盤根錯節に 處し、 手 

腕 を ひて、 思 ひ 切った る こと をな すの 人物に 非 ざり しなり。 其の 葬式に 臨みて、 同勞 者の 一人な 

るゼ ー ムス • バラ 氏が、 『博士 フルべ ッ キは H  ノクの 如く 神と 共に 歩み たれ ど、 走りた る 人に 非す』 

と 言 ひし は、 善く 先生の 平生 を 叙べ たる ものと いふべ し。 其の 信仰 は 霞 界の絕 高所に 登らす V また 

其の 深淵に も 潜り 入らす、 平穩 にして 大 いなる 變化 なく、 靜 かに 祌を 信じ、 基督 を 愛して、 其の 命 

ぜられ たる 事業に 忠 實を盡 し、 片時 も 倦む こと を 知ら ざり しなり。 バラ 氏が 『彼 は 人に 求めし こと 

なく 常に 人に 求められたり』 と 評せし は、 其の 多く 有した る 美德の 一 を 示せる ものな り。 先生の 

s==- く 朝野に 知己 を 有する こと 多き 人は少 からざる、、/ レ。 

然れ ども 何人も 先生が 權に 媚び、 自らの 地位 を 求めて 聞 達 を 博す るに 汲々 たりし を 出 だす こ 


と 能 はざる べし。 晚， に 至り 先生の 擧動、 或は R 本 基督 教徒の 精 祌と 趨勢と を 誤解せ しもの あるか 

の 如く、 何 となく 遗り憾 しく 感ぜら る \ ものな きに 非す と雖、 何人 か 先生の 德を慕 ひ、 其の 精神 を 

愛し、 ま，ハの心_3^-に感服せざるものぁらんゃ。 先生 は 曰 本 基 # 敎會の 全 體は言 ふ を 待た す、 其の 死に 

至る まで 忠義 を 盡さ れ たる は、 基督 を 信す る 凡ての 者の 胸中に 恩人と していつ まで も 敬慕せ ら る ベ 

し。 特に才カなくして人に^！^てられんとせし^^、 多數と 相容れ すして 心細く 感ぜし？^、 僻遠の 傳道 

地に 在りて 苦戰 しつ， -、 時として 失望 落膽の 淵に 沈まん とせし 者の 中には、 先生の 知遇と 援助と を 

記憶して、 其の 死 を悲む もの も 多 かるべし。 豪傑に あらす、 思想家に あらす、 また 神秘的の 要素に 

富みし にも 非す、 壯烈 なる 意志 ありし にも あらす、 傳奇 的の 精神 胸に 躍りし にも あらす。 然れ ども 

平豁 にして 神に 事へ、 諄々 道 を說て 倦ます、 謙 Si! にして 敢て 自ら を 推薦す る を la ひ、 無事の 宗敎を 

資踐 し、 退隱 せる が 如き 境遇に 在りて 意外に 廣き 事業 をな せる 基督 敎的好 紳士 は、 誰も 期せざる 畤 

に a! 焉世を 去りぬ。 記者の 如き は 先生の 書齋に 之と 筆硯を 共に し、 談笑し、 議論し、 否な 多く 敎へ 

られ たる 記憶 今更の 如く 甚だ 鮮 かなり。 豈に 哀悼の 念に 堪 ふべ けんや。 實に 先生の 死 は 多くの 人に 

取りて パ ー ソナル • ロスな りと 謂 はざる ベから す。 
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へ ボ ン 博士 其の 故 國に歸 らんと す 

博士 は 日本 在留 外國 宣敎 使の 宿老な り。 其の 来る や 日本 開 國の日 尙ほ淺 く、 國勢 あたかも 鼎の 沸 

くが 如く 頗る 困難 を 極めた る 時に 於て せり。 爾來 三十 有余 年、 終始 一日の 如く、 主事に 軼 掌して、 

倦ます。 今や 醫學 大いに 開けて、 刀圭の 術 日に 進み、 月に 歩みて 其の 程度 渐 やく 西洋 諸 國と比 15^ せ 

ん とする に 至れり。 而 して 今人 は 次第に 舊 時の 長袖 者 流の 翳 者の 存在せ し を 忘れん とす。 然れ ども 

試みに 思へ ヘボン 博士の 初めて 日本に 來 朝せられ たる は、 今 曰の 如く、 醫學の 開けた る 時に 非 

す、 草根木皮の 煎藥 のみ 流行して、 街頭に は 本道 外科の 看板 をのみ 見懸 くる 頃に て ありし なり。 此 

の 時に 當り、 博士 は醫を 兼ぬ る 宣教師と して 吾が 國に 渡来せられ しなり。 博士が 神奈 川横濱 等に 於 

て 多くの 忠者を 治療し、 數 人の 醫師を 薰陶 したる 功績 は 避し 洪大なる もの ありし なり。 而 して 世人 

は 漸く 之 を 忘却 せんとす るに 至れり。 少しく 當 時の 事情に 通す る ものと いへ ども、 彼の 有名なる 俳 

優澤村 H 之 助の 足 を切斷 し、 其の 腐 件瘡を 癒し、 名 を 海 內に條 かせて 西洋の 大國 手と 稱 へら， e し 人 

は、 今の ヘボン 先生 其の 人な りし を 容易に 記憶す る こと 能 は ざらん を 恐る，^ 也。 ヘボン 先生が 日本 

に 於け る翳舉 上の 功德は 誠に. 大 いなりと い へど も， 岸田吟 香が 精錡 水の 瓶に 平 丈 先生 直 偉なる 名 を 


のみ 僅かに 止めん とする は 遺憾の 至りな り (因みに 口く、 彼の 寶藥は 博士の 本意に 非す、 吟 香の 私 

せし 所な り)。 是は 日本の 醫術 大いに 開く るに 隨ひ、 自ら 刀圭に 從審 する の 必要 薄らぎて、 傳道及 

び 宗敎文 舉の秦 業 日に 切迫せ る を 以て、 其の 病院 を 閉じて 全く 翳 業を廢 し、 近き 數 年間 は 只辭 書の 

5. 耶穌の 宣教 使と して 世に 知られつ X ありし を 以てな り。 故に 我 W は 此に特 書して 翳擧 博士た 

る へボ ン 先生の 功繽を 表出し、 聊か 其の 丧 心の 大 いなりし を 謝せん と 欲す。 

^國 交通す るの 今日に 當り、 各阔 の 方 曾 を 舉び 外人 をして 日本 語 を 知らし む るの 便利 を 興す の 大 

切なる は sic 人の 熟知せ る 所な り。 ヘボン 博士 早くより 此に 見る 所 あり、 勤勉 勵精 刻苦して、 和英 大 

辭書を_^|-述せり。 其の 天涯 をして 比隣の 如くなら しめたる の 功 偉な りと 謂 はざる ベから す。 吾が 邦 

の 外交文書、 貿易の 昔 信、 宣敎 使の 傅 道、 及び 舉 生の 修業の 如き は 皆へ ボン 博士の 辭 書に 食 俊す る 

所少 からざる べし。 其 、の 再三 補：！ „ ^して 浩瀚なる 辭書を 著述した るの 功 また 大 ならす や。 

吾 蒙の 曰 夜 用うる 所の 舊約 新約の 蜜 書 は 素より 一 人の 勞 働に 成りし ものに 非す。 内外人 其の 飜譯 

の 大成に 與り しもの なり。 然れ ども、 尤も 多くの 時間と 勞 力と を 之に 費せ しもの は、 ヘボン 博士に 

非す して 誰ぞ や。 ヘボン 博士 はまた 大部なる 聖書 字典 を も 編 はぜられたり。 此の 書が 吾が 邦の 宗敎 

家 を利ハ まする こと 淺少に 非るべし。 斯の 如く 博士が 文擧 上の 功 を W へ 来れば 尙ほ 外に も擧 ぐべき も 

の 多 かるべし と 信す るな り。 

横 演の指 路敎會 の 成立より、 巍然 たる 會 堂の 尾 上 町に 屹 立す るに 至る まで 博士の 盡カ 一 と 方なら 
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す。 明治 擧院の 如き も 博士が 數 年間、 其の 總理 として 力 を 添 へられし 所な り。 明治 擊院 なる 五 層^ 

寄宿 舍を名 づけて、 ヘボン 館と 云 ふ。 博士が 自ら 资を 出して 建築した る ものな り。 此れ 先生が 彼つ 

擧 院の爲 にせる 心盡し の 幾分 を 代表す る に 足れり。 

博士 は 忍耐 謙 適に して、 事物に 勵精盡 力し、 能く  IS かに 働ら くの 人な り。 而 して 其の 吾が 帝國の 

爲に爲 したる の 事業 斯 くの 如くに 其れ 大 いなり。 豪傑 者 流の 人士、 ： おひ： 落 を 以て 自ら 居る の 少年、 壯 

圖を 事と し、 霜 快 を 旨と して、 花々 しく 生涯 を 送らん とする 犟は、 ヘボン 博士に 變 みて 可な り。 へ 

ボン 博士 は 日本 基督 敎會の 恩人な り。 日本 國 基督教 徒 全體の 恩人な り。 否、 實に 日本の 恩人な り。 

此の 人に して 永く 吾が 邦 を 去りて 遠く 其の 故 國に歸 らんと す。 豈に 感慨に 堪 ふべ けんや。 豈に 感謝 

の 情 を 述べざる ベ けんや。 其の 雪白の 頭. m ほ 經に兒 ゆる 如く 榮 光の 〔I 都な り。 断の 如き 生涯 を 送り 

たる 老人 は 祝福す べきな り。 

1 八 九 二 年 一 〇 GTG_i 音 新 報) 

ブ ラ才 ン 博士 

前後から 日本に 来られた 外國 教師の 中で、 其の 從 事され た 職務 は 何であった こ拘 まらす、 


に 政府の 認 むる 所と なって 勳章を 受けた 人 も あるが、 又た 不幸に して 認められ すに 特殊の 待遇 を 蒙 

ら なかった 人 も ある、 博士 へボ ン氏及 博士 ブラウ ン 氏の 如き は 即ち 立派なる 貢獻 ありながら 勳章も 

受けす に 濟んだ 人で ある。 過日博士井深梶之助氏は_5^;尿中會の敎役者會に於てブラゥ ン博士の事に 

就いて 演述 せられた ので、 記者 は猶ほ 他に 調 した 所の ものと 合し、 之れ を 取捨して 此に揭 ぐる 事 

にした 0 

五十 歳に して 日本に 派遣 せらる 

日本が 米國と 通商 條約を 締結した の は 資に千 八 五十八 年 即ち 四十 三年 前で ある。 此 時に ブラウ 

ン 博士 は 自ら 日本 傳 道の 急務なる に 感じ、 外國 傳道會 社に 出願して 其の 任用 を 得、 彼の フルベッキ 

及シ モン ズの兩 氏と 同船に て來 朝した、 是れ は條約 締結の 翌年の 十一月で ある。 此時 博士 は 齡旣に 

14=^十歳を過ぎて居ったので、其氣カの旺なる事、目的の遠大なること實に驚歎に堪へ ぬ次第でぁる。 

此の シ モ ン ズと いふ 人 は 後に 時事 新報の 客員と なり 橫演 十全 病院 長 を 勤めて 居った 人で ある。 

ませう を 見付けた 

常時 幕府 は 公然 基督教 を 許さな か つたし、 叉國民 は理. e もな く 外敎の 名の 下に 蛇蝎 視 したので、 

博士 は 第 一 に 日本語 を 知る 事の 必要 を 感じ、 日夜 其の 練習に 心を碎 いた。 練習と いっても 今日の 樣 

に 便利な 舉び 方で ない。 詰り は 自ら 想像して 自ら 研究す より 外なかった ので あるから、 其の 勞カは 

尋常一様でなかった。 或 日 博士 は 突然と して、 物に 狂うた 如く 慌 た、. - しく 叫んだ。 

ブラ オン 博士  •  • 五 二三 


ブラ オン 博士  .  五 S 

『 ヘボンさん/ \、 見付けました./ \』 

へ ボ ン 氏 は 驚いて 立上り 

『何、 何 をです。』 

博士 は渐 やく 我れ に歸り 

『日本語の 動詞の 未来です、 日本語の フユ ー チュ ァ* テンスです。 ありませ う、 厶 いませう の、 

せう を 見付けた のです。』 

と 首うた。 彼の 比重 發兒 者が 湯槽から 飛び出して、 裸驅 のま、 町. 中 を 見 付ました/ \ と 叫んで 走つ 

たのと 同一で、 此の 發見 をな した 時 博士の 愉 快 は どんなで あったら うか。 事 程 左様に 當 時の 一 百. お 上 

の 不便が 察せられる。 彼が 英語 會話篇 は 後に 脫稿 しても 出版の 資金が 無かった ので、 一 商人が 之れ 

を 引受け 香港で 出版した ので ある。 

寫 眞の嚆 矢 

博士 は寫眞 術に も 達して 居った ので、 本國の 外國 傳道會 社に 偉 道報吿 其 他の 通信 をな す 場合に 

は 必らす 其手づ から 撮影した 日本風 俗、 景色 等 を 添へ て 送る 事に して 居った。 比の 爲に會 社で ま 

居ながら に 日本の 實況を 知る のみなら す、 日本 其の ものに 對 する 趣味 を 深く 感ぜし めた。 あ 時 博士 

は 寫眞術 を 下 岡 連 杖 氏に 傅へ たのが 抑 も 日本 寫眞 術の 嚆矢 である。 或は 下 岡 氏に 傅へ たのま 米人シ 

ョ ー ャ 氏で あるとの 說も ある。 


I 


傳道者 養成 

日本に 在留す る こと 八 年、 博士 は 健康 恢復の ため 本 國に歸 り、 其 後明 治の 初め 即千八 百 六十 九 年 

に 與び來 朝し、， 新 潟 英語 擧校、 神 奈川縣 の修文 館に 敎鞭を 執て 居た が、 明治 七 年 宫立舉 校を辭 し、 自 

宅に 於て 私； 斗 S 校 を 開設した。 此 時に 入門した 人々 の 中で 目下 傳 道に 從 事して 居る 人々 は 本 多， 押 

川、 熊 野、 3 ほ； 木、 井深、 植 村の 諸氏で ある。 博士 は 常に 首うた 事が ある、 『自分 は 直接に 傳 道して 歩 

かない けれども、 ^道^^を養成するさに全カを盡すのでぁる』 と。 賞に 其 通りで ある。 淸國に 於て 

も 千 八 ぼ 三十 八牢、 博士が 廣 東に 行きて 八 年間 支那 人を敎 育した が、 其の 歸國 する に 臨んで 彼は淸 

r- ンたク ウィン 

國學生 中 有爲の 少年 三 名 を 伴ひ歸 米の 後 之 を 薫陶した。 其 一 人た る容 宏 は H 1 ル大學 から 法擧博 

士の舉 位 を 受け、 會て 米國駐 剖の 淸國 公使と え つた 事が ある。 今 ま 一 人の 黄 勝と いふ は 在米 淸國領 

事 もした 事が あるの だ。 彼 は實に 其の 言の 如く、 人物 養成と いふ 遠大なる 計畫に カを盡 したので、 

此點は 彼れ の 一 大美德 と 一 百 はねば ならぬ。  1 九 ◦ 三年 五 3al 音 新 報) 


ブラ オン 博士  五 二 五 


再び ジ エイムズ たハ ラ 先生 も广ぉ 介す 


再び ジ ユイ ムズ. バ ラ 先生 を 紹介 ナ 


i 化日ネ 基督 敎會 の大會 が、 バラ 先生の 來朝滿 四十 年 を 祝す る 決議案 を 通過せ し 時、 福. 昔 新，., ま 

之 を、 江湖に 報じ 重が 震の 了 f 揭げ たり。 暮は 其の 直な りし を S せらる る ことならん。 

丁 海岸 敎富 於け I き 演說 は、 大會の 席上に 於け るよりも f っ密、 感情 i として 滴る 

力 如く、 來朝當 時の 光景 宛と して IDE 見 ゆるが 如く、 四十 年を 經過 せる 傳道 Q 雷 グラマの 如き 

、も 地せられ たり。 余輩 は 今此に 其の 演說を 詳記す る こと 能 はざる を遣憾 とす。 左に 摘錄 せる ま驛山 

の片 玉に 過ぎざる なり。 

先生 夫妻 は 米 阈を發 し 希望 峰 を 周航して 支那の 上海に 到着したり。 交通の 不便 舟航の 遞綏 想像す 

るに 堪えたり。 彼等が 上海よ ひ乘 船して 日本に 向へ る は 僅々 百 S 十六 麵の 帆前船に して、 之 を 今日 

のお 一 I. に 比すれば 其の 差違 如何許り ぞゃ。 上海よ ひ 横濱に 至る まで 海 上に 消費せ る 日子 十 有 九 

日 i 曰 崎より 横濱 S す. る 苎曰を 要すと 云 ふ。 之 を 言の 墓に 比較 すれば、 i の 變化ぼ 

に 驚くべき もの まと 謂 はぎ. るべ か I。 開疆 間もなく 來 朝して 封き 時代 を疆 した 曰 本の 革 

命 を 目撃し 一 人の プ： 1 テス タント 基督 敎徒無 きょり 萬 を 以て 數 ふるの 信徒 を 起し-きたる 今日の 變 


を a 兑 せる 先生の 感慨 察す る に餘 り あ る ベ し。 

共の 乘込 みたる 帆前船 は 乘客四 五水 夫 八 九 名、 漸く 十一 七日 紀洲 灘に懸 りし 時、 豈に圖 らん や 

暴 服 吹き出で て 怒 ^：大 を 浸さん 許り、 荒れに 荒れて 迚も 無事 を 期し 難く^ えたり。 船長 も 全く 絕望 

. したる ものの 如く あ ひき。 先生 當 時の 心事 を 吐露して 曰く 『余 は 自己の 滅びん とする を 憂へ 悲しむ 

の 念 ありし に 非す。 是ょ.=:^先<水を派遣せるリ フォ ー ムド敎 會の俾 道 局 は 一人の 宣敎師 を ま那に 派遣 

せし が、 旣に 多くの 日 月 を經 たれ ども 未だ 安着の 報に 接せす、 船の 如何に あり しゃも 知らす、 必定 

難破して 折 の 使命 水の 泡 AT 消えし ならん と專ら 取り沙汰せられ たり。 而 して 余の 乘 りたる 船 も 今 

や： 《ホ風 一陣 海底に 沈沒 せんとす。 リフォ ー ムド敎 會の傳 道 局、 其の 微力 を 以て 新に 外 國傳道 を經營 

し、 先 Li は 支那に 派遣せられ しもの の 行方 知れざる あ ひ、 今 は 日本に 送られた る 余 も 亦 日本の 國土 を 

眼前に 見つ- - 海中に 都ら れんと す。 傳迸 局の 損害 は M よ ひ、 其の 失望 落膽 如何許り なるべき を 知ら 

t 折角の 事 實此に 頓挫して、 我が 愛する 敎 會の傳 道計畫 水泡に 歸 する こと あらん も 圖られ ざるな 

り。 五十六 顿 積み 輕 舟の 浮沈に 多望なる 傳道 局の 存亡 は懸 りたり。 余が 一死 惜しむ に 足らす。 唯 

だ 倚 al:!: の 前途 心に 懸 りて 憂慮に 堪えざる なり。  <ホ は 祈れり。 神よ 此の 船 を 恙無から しめ 給へ、 若 

し 無事に 着岸す る こと を^ば、 余 は 誓って 身命 を惜 ます 忠勤 を勵 みて 此の 使命 を 全うすべ しと。 余 

は 此の 誓 を 以て 日本に 来れり。 祌は 此の 誓 を 菜 さし めんが 爲に余 を 紀洲灘 に 救へ り。 然れ ども^ 十 

^il 經 過し 來れる こと を 顧みれば、 余 は 未だ 當 時の 誓 を 果し盡 さざる なり。 余の 信德 未熟に し 事て 

再び ジ エイムズ • バラ 先生 も 紹介す  五二七 


苒びジ エイムズ. パラ 先生 も 紹介す 

業に 破， く、 そ  1當. 時 の肅 を盡 す こと 能 はざる なり。 余 は 顧みて 大 なる 罪人なる を感 す。 

1. に 於て 慚愧 背に 汗の 流る るを禁 する こと 能 はざる なり。 然れ ども 申 命 ■ 一章 七 節の I は； 

の、 I あ る余の慰 なり。 曰く、 汝の祌 H ホバ、 汝が 手に 作す 所の 諸の 事に 於て 汝 を惠 み、 女が 此.^ 

大 いなる 露 を 通る を 見 そな はし 給へ り。 汝の f ホバ、 此の 四十 年の 間汝 と共に 在した.. ょ乏 

しきと ころ あらぎし なりと。 句.， 余が 1 身上き 應す。 m^fi 

み』 と 0 

バラ 先生 は、 少時、、 ハク ス夕 1の書 を 蒙て 犬い If 起せし 人な り。 彼 §1 み If を 

II して、 所謂 コン ヴァル ショ ンの覺 え 確かに 身に 泌 みたる 人な り。 彼键驗 的 裏に 富む。 

其の I す If 紀 S にて、 、ハプ テス マ を 受けたり。 瞎 野の 疆 年、 議人を 動かし、 S 

之に 零る もの I ぜ しめ、 智者よりも、 傳道 上に 成功 多く、  下に 多くの 有力者 を 出し、 き 

ら 直接に 傳道 せし のみな |、§ 間接の 成功 薄 多大なる I し斯の 如き 纏 修練の 架かりし を 

以てな り。 i< 『余 は 日本に 來ひ 三年に して 矢 野隆山 氏、 パプ テス マを受 くるの 喜び.. S ず。 

彼 まの 死す き當 り、 含まて 恩 機 ゆきよ しなし。 iiiiic^ 

え 上 けんの みと 言 ふ を 聞きし 時、 余 は 痛く 恐れ、 深く 感じて 喜びたり。 I 人の プロテスタント， 

敎 徒の 無き 曰 本に 来りて 先づ斯 の 如き 資を 結び、 信仰 を 以て 天に 昇る もの あるに 至る。 祝尋 t 

之に 加 へん。 余が 父 は 其 Q 子 Qmf  f  I ばぎ しなり。 故 I は此 の壽を 細か| して 父 


に報吿 し、 ¥^くても小：1:ほ北ハの子の日本に來りしを^_:^憾に思はるるゃと問ひぬ。 父 は 此の 問に 答へ ざ 

りき。 然れ ども 余 は 彼が 滿 足せし を 知る』 と。 鳴呼 一 人の悔改^<?::3仰を以て死せるを喜び、 之 を 故 

鄉の 父に 報知して 北 ハの心 を 慰めん と 欲す。 傳道 者の 志 眞に斯 の 如くなら ざるべ からす。 魂 を 救 ふの 

條 快を感 する、 先：^ の 如くなら すん ば 決して 腐.： なる 成功 を爲す こと 能 はざる なり。 

.  一九 〇 ー华ー 〇 り (FJg 新報) 

新島襄 

新お 鹿 は我國 赞敎 信者の §^ に 非常に 崇 されて 35 つ た。 彼 は 赞敎徒 以外の 人士から も 稀 有の 

傑物と？？ I めら れた。 或^^；は之を福澤氏と：^べ稱して、 ^.€1 の 二 大敎宵 者と 呼んだ。 彼が 死後 -1 部の 

敎徒は 之 を崇拜 して 止まない。 此の 人 去って i^: 督敎振 はすと mT4 もの も あるら しく 兌え る。 

il^ し 人から H ラタ 出- 0 はれる が 英雄た る ff: へ 格の 一 つであるなら ば、 新 ii^ は 確かに 其の ： 人た る を 失 

ふまい。 然し 此の 名薛 がー 時の 際物 和 場で 無かった かと 云 ふ 疑問 も ある。 彼が 死後 十 有餘年 を經た 

今日、 冷^ 公： 个に之 を 論評すべき 機 八 I： が 熟しつつ ある。 たと ひ 之 を 議論せ すと も 事寳上 判決 は n 十晚 

新. nl,^ の 惯 如何ん を 明かに する であらう。 鬼に 角 此の際 新 島の 傅が、 比較的 大部の 書と して 世に 公 

新&凄  五 二 九  . 


^  ^  0  go 

にされ たの は 至極 適 當で叉 便利 を與 ふること が少 くない。 此は 著者 デビス 博士に 對 して 公衆の 謝す 

べき 所で ある。 

記者 等の 記憶す る 所に 依れば、 

第一 何 所と なく 上品で 風釆の 好い人であった。 彼 は 此の 點に 於て 多くの 人 を 引 着る 力 を 有した 

ので ある。 其の 人物の 如何ん はさて 置き、 推し 出しが 好く、 愛嬌が あって、 如何にも 神士 らしく 見 

える のが 新 島 氏人 格の 特徴の 一 つで ある。 多くの 英雄 及び 徒 は 風釆に 於て 甚だ 不利益な 地位に 立 

つた 新 島 は 此の 點に 於て 仕 合 者と 言 はねば ならぬ。 或は 此 所が 彼の 最も 優れた 長所であった かも 

知れぬ。 

第二 彼 は 執構 の 人であった。 其の 傳 にも 見える 如く、 其の 日本 脆 走から 大 磯の 臨終まで、 彼が 

N ンス ウジ ァズム に 富んで 居った こと は 明白で ある。 彼が 同志 社の 經營に 就て 如何に 希望 を屬 し、 

熱情 を 之に $ ^しらせた か、 之と 交際した もの は 忘れ 難く 感す るで あらう。 第二 回全國 基督 敎徒大 叙 

睦會 のあった 節、 基督 敎傳播 の 勢 甚だ 盛んであった ので、 新 鳥の 熱情 燃え 上り、 彼 をして 傳 道の，., 

鎮を 鼠算 的に 豫想 せしめ、 國會 開設の 曉に 於け る 基督 敎の 勢力 云云なる べしと 絶叫せ しめたの であ 

る /て 此の 類で 彼 は 熱情の 人であった。 或は 其の 肉體の 負擔し 難い 程、 或る 目的に 就て 熱 激發 

したので ある だら う。 此れ 實に 彼が 成功した 秘訣の 一つに 逮 ひない。 

第三 新 島 は 擧識に 富んでも 居らなかった。 經綸の 技倆 も 左程に は 無い。 其の 講壇に 於て 述 ぶる 


所 は 別段 優れて 居る 様に も 見えなん だ。 其の 聲は 堂々 たる 威嚴を 具へ たので は 無い。 凛然たる 勢力 

は 其の 雄 辯に (若し 雄 辯と 言い 得べ くんば) 缺 乏して 居った。 然し 其の 演壇に 立って 大 (に 人 を 

かす こと カ出來 たの は、 無論 其の 精祌の 高い にも 依る ことであった らうが、 其の 聲に 愛嬌が あり、 

何だか 金の 鈴で もま" る 様な 工合で 聽く 人の 懷に這 入る 如く 感ぜられた。 其の 雄 辯 は wf!; 性的で 無く、 

寧ろ 女性的であった。 蓋し 其の 雄 辯の 特徵が 新 島の 全部 を掩 ふべき もので あるかと 思 はれる。 

第 四 新. c;^ は 其の 出身 ゃ經 1- と 言 ひ、 人物と 言 ひ、 日本 基督 敎 開拓の パ ゥ c 若く は ョ ハ ネ であり 

得た ので あるが、 惜哉彼 をして 其の 天分 を 充分に 發 する こと を 得 ざら しめた 事情が ある。 彼 は；^ 

を 俗 じ 基督 を 愛した に f;^ ひ 無い。 彼は傳 道の 熱情 を もって 居った。 然し 彼 は 餘り已 の 事業 を 偶像と 

したので ある。 其の 計 畫と事 紫と は 彼 を 束縛して、 露 的の 發展 にも 幾分 か 害. を 及. ぼし、 日本 敎 化の 

頭^と して 甘；、 の 天職 を 全 ふす る こと を 得 ざら しめた。 彼 は 其の 事業の 成敗より. 打算して、 日本 基督 

敎 徒の 無宗派、 王義を 否定し、 何 所まで も 外國の 宗派に 據ら ざる 可ら すと 主張した。 事業 上の 必要 は 

彼を驅 つて、 非 t^- 督敎的 勢力 を 抱 合し、 之 を 利用 せんとす るに 汲々 たらしめ た。 彼 は 世 の 政治家 

や 財産 {^ を も 利^し、 外國の 宗派と 其の 勢力 を 自家 藥籠 中の ものと なし、 之 を 工合よ く 操縦しつつ 

己の 理想 を實行 せんと 試みた。 俗 的 勢力、 外國 宗派の 金力、 及び 自己の 信念と 理想、 此等 二； 者 を 遣 

り 繰りして 調和せ しめて 好結果 を牧 めんと 試みた のが 新 島の 遣り方であった。 古 來傳道 を 以て 犬い 

に 成功した 人々 は、 決して 斯う 言 ふ 遣り方でなかった。 鹿 を逐ふ もの は 山 を 見す で、 新き 襄は餘 り 
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多く 一種の アム ピショ ンに 駆られた 所から、 到頭 此の 難 關に乘 り 入れ、 宛 も. ii 舟が 阿波の 鳴 戶に卷 

き 込まれた 時分 見た 様に、 進退 維れ 谷 まった ので ある。 此の 事情が 如何に 新 島の 品性に 害を與 へ、 

其の 靈的 進歩 を 妨げ、 其の 天分の 發展を 滞らせた か、 之 を 研究 すれば 精神の 修養 上 益す る 所 頗る 多 

からう と 思 はれる。 新 島 は 日本 傳 道の 一大 P 、言 者た るべき 人で あつたが、 洗禮を 受けた 企業 的 豪傑 

として 畢 つたので ある。 彼 は出來 ベから ざる 藝を 試みて 見事 失敗した。 彼の 死 を 早めた の も 此の 難 

關 に悶躁 いた 結 rai- では あるまい か。 之れ がた め 彼が 一大 セイント たる こと を 得なかった の は、 其の 

肉體の 死よりも 更に 大 いなる 恨事で ある。 我 靡の 兑る所 を 以てすれば 日本に 於け る 基督 敎の 進路に 

横 はる 最も 恐る 可き 誘惑 は、 此の 點に存 すると 言 はねば ならぬ。 小さな 新 島が 多く 出來 て、 繽々 失 

敗す る を 見よ。 事業の 成らざる はま だし も、 其の 靈魂を さへ 亡ぼす に 至る ではない か。 宗： ゃ敎會 

の發 達に 熱心す る も 善い が、 基督と 其の 王 國とを 最大 目的と して、 何よりも 之 を 先き. にせねば なら 

ぬ。 此の 前後 緩急 を 誤る こ と が 今 日 の 傳道 に 最も；^ ひする 危^物 である。 

1 九 〇 三年 八 1«  (福音 新報) 
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『かつ lyj 货を ir? らん 眞實 は爾曹 に自. s を 得さす ベ し。』  (約 翰傳八 の 三 二) 

『召れ て 主に をる 奴隸は 主につ ける 自主なる 者な リ 此の 如く 召れ し 自由の 者 は キリス 卜の 奴隸な リ。』 

(^株 多 前書 七の ニニ) 

猶太の 國 に は當時 種々 の 黨派入 ひ亂れ て、 世 は 混 戰の狀 にて ありき。 彼等 多數の 希望 は 重に 政治 

上 に^せり。 其の 重き を 置きし は、 法律制度 なり。 所謂 憂國の 志士 は對 外の 政策に のみ 注目し、 政 

治 上の 革新 を だに 成就せば 足れり と 信じた るな り。 猶太 は 純然たる 法治 國 にて 唯 政治 上 儀 文 的に 

の 现想を 全うせん こと を 企て 居たり。 己 自身の 目に 映 じたる 彼等 は アブラハムの 裔 にして、 天晴自 

山の： i:、 傲然 天下に 誇る 可し となせ しに も 係らす、 、王 耶穌の 目に は 自由 釋 放の 時機 到來 する を 待 

ちつ、 ある 奴 隸と映 じたり。 自らに は 自由な りと 見え たれ ど、 耶穌の 審！： に は奴隸 たる を 免れ ざり 

き〕 彼等 は 神の 子の 與 ふる 自. H を 有せ ざり しが 故に、 たと ひ 如何様に 政治 上の 改革 を爲す も、 依然 

として 奴隸 たりし 也。 紛々 たる 今日の 社會、 若し 耶穌 をして 之 を 評せし めば、 能く 奴隸 たらざる を 

得る もの 鬼して 幾人 か ある。 自らの 目に 映す る 所 を 以て 安ん する 勿れ。 基督の 如き 者の 目に は 如何 

に 見 ゆ 可き やと 深く 反省す ると ころ 無 かる 可ら す。 斯の 如く 反省す る もの 勘き は、 現今の 深憂 大患 

に 非す や。 

蓋し 基督の 官ー傳 せし 自由 は、 道義に 根ざし、 眞理に 基く。 黨 略に 依りて 決せられ、 驅け 引に 依り 

て 定まる ものに 非す。 
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(h、pf なる 自由 は.. 事物の 眞相に基 くべ し。 唯 物的なら ざる 世 f、 唯 物的 I 察し、 i 

の ヂぉを 無 神 的に 菌し、 。ハンの みに て 生く 可らざる 人 を、 妻の 問題に のみ 限， まする 

M 萬 物 ill する 薄し と if 可 参。 fa§. 時 I 題て 熱中 

する こと を 知りて、 之より 以上の 點、 更に 大 いなる 根本的の 霞 ある を 忘る。 本 f 暴す 4 は 

さる 可ら す。 宜しく 健全なる 世界 f 靈 し、 人生の 眞 f 穿ち、 之 I 礎と して 政 台 及び f を 

讓 すべし- 人格と は 如何なる も のぞ。 其の 理想 何れに t や。 理 I して S せらる 可き や。 理 

想と 霧との 關係 如何。 此 I 本 的の 大 問題 を 放任して 漫蓮治 上の 改革 を I する も、 §M 

見る 可き 者無きを 怪しまざる な ひ。 故に 基督 は i 曰 I を 知る 可し、 i は 爾曹 に 自由 I さす 

ベ し』 と 言 はれたり。  f 

三) 眞正 な 論^、  Mf 人 は 如何にしても 服 從の讀 I する こと 能 はす。 ^ 

に從は ざれば、 世 S ふ〕 靈的 にあら ざれば 物的な り。 Mimf.  If 

ざる ものに 屈服す るに 至ら すん ば 止ます。 眞 正なる 自由 は、 天地の 秦 なる 神 を 奉じ：. 耶； の 負 は 

己 |の裡に沒 する に侬 りて 全 ふせらる 可 きのみ。 多くの 人 其の 正 當の君 を蔑 如 

し f 營み、 形に 役せられ、 物に 驅 使せられ で 自由 釋 放の 天地に 出 でんと 擬す。 其の II 

る 亦宜 なる かな。  l(f 

(三) 眞 正なる 自由 は、 內 心の 現象な り。 其の 外部 に顯 れんこと を 期せば、 先づ之 を內に 於て 全 ふ 


する を 要す。 吾人 は 所有物に 依りて 自由なら す。 其の 富 四海 を 有すと も、 自由なら ざる 者 あり。 內- 

に 求む 可き もの を 外に 尋ねる は 愚な り。 外界の 事情に 力 を盡す こと を 知りて 精神の 開拓 を 怠る。 故. 

に. EI 由な らんこと を 期して 益々 自由なら ざる 狀 態に 沈淪 するな り。 签督の 自由 は 精神的な り。 皮 は 

內 心の 釋 放せら る」 を 最も 重し となせ り。 彼 は 倫理的 奴隸を 以て 最も 甚だしき 奴隸 となせ り。 よし 

富 を 得、 權柄を 握る も、 內に 自由なら す、 其の 精祌 にして 依然 利害の. 奴隸 たらば、 到底 之 を 正當に 

運用す る こと 能 はす。 玉 を 抱け る 小人が 罪 を 得る 如く、 其の 外部の 榮達は 反って 之 を 束縛す るの 媒 

となら すん ば 非るな り。 霞 的の 自由 を 得 ざれば、 理財 上の 自， ra、 政治 上の 自由、 却って 自他の 禍害. 

を隨 生すべき のみ。 こ は 我が 國 今の 政史に 依りて 證 明せられ て餘り ある 可し と 信す。 

故片 岡健吉 君の 如き は、 猶太 人の 如く 制度の 自由 を尙 ぶに 始 りて、 渐く 基督の 宣傳 せられた る眞. 

正の 自由 を-玩味す るに 至れり。 彼 は自の 眞理を 最も 深く 味 ひて、 着々 其の 佳境に 進みつ」 ありし 少 

數 者の 最も 著名なる 一 人に て ありき。 其の 晩年に 至りて は 多くの 人に 政界の 厭世 者な りと 誤解 せら 

れし 程、 制度の 効力 薄弱なる を 認め、 所謂 憲政 有終の 美 は 政治 以上の 經營を 要し、 法律 及び 政論よ 

り も 更に 根本的なる 事業の 存 する を 看破せ り。 彼の 企業 は 年と 共に 深くな り、 老いて 益々 高尙 なる 

域に 達しつ、 ありき。 當 年の 國會 開設の 願望 者は靈 的の 革新 を 夢み、 道德 上の 一 勢力たら む を 以て 

自ら 期す るに 至れり。 

其の 趣味 は 生れつき 深き に 非す。 其の 才能 は 狭^なる 範圍に 限られたり。 世人が 之 を 無能な り， 
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稱 したる も、 一 面の 道理な きに 非す。 

然るに も 係らす、 彼の 經藤を 檢し來 らば、 誰か 其の 事業の 頗る 多種多様 にして 其の 怠 外に 幅廣く 

奥深き に 感ぜざる を 得ん や。 彼 は 戊辰 革命の 軍人な り。 其の 今. 1^ に、 奥 羽の 各處に it 戰 して- 功 を 

立て、 技量 を顯 せし は 人の 知る 所な り。 サ ァ ー ベ ルの 勇者 は 一 轉 して 政治 上の 改 .舉 者と なり、 ^ 

奔.„5： 走、 或 ひ は獄は 鬚れ、 a 々身 を ふして、 立憲 政體の 開始に 盡カ せり。 日 木. の兩會 史上 片 岡随 

吉の名 は 永く 後世に 記憶 せらる 可し。 改革の 運動 者たり し 彼が 憲政の 創始に 際し、 政黨の 要路に 當 

り 議院に 重職 を 占めて 其の 建設的 事 泰に與 りし は、 今更 言 ふまで もな し。 彼の 信仰 愈々 熟する と 

共に 其の 企業 的 趣味 漸く 進み、 時勢の 促進に 應 じて、 鍵 的 企- SS 遂に 彼の 肩に 掛けられたり。 故 

ic 岡健吉 君が 明治 卅四年 十月 日本 基督 敎會に 推されて、 其の 傳 道：； 1^ 總裁 となり、 去年 又 同志 社の 社 

長 兼 校長と なられた る は、 其の 趣味 及び 精祌の 大いに 向 h せし に 非す して 何ぞ や。 彼 は 守成の 人な 

りと 稱 せられたり。 進歩 は 其の 長所に 非す と 取沙汰せ る 者 も ありき。 然れ ども 其の 經藤に 就て 之 を 

見れば 彼の 如く 進歩せ し 者 稀な り。 其 事業 上に 新 一大 地 を 開拓した る 者、 彼の 如く 目覺 ましき 者 は 多 

く 其の 儔 を 見る ベから す。 彼 は 武士の 典型な り。 其の 武士 的 理想に 於ても、 主耶穌 基督に 忠誠なら 

ん こと を 盟約せ し 以來、 彼 は 一有し く 進歩せ り。 彼 は 之に 依りて 武士道に 一生面 を 開きたり。 無舉に 

して， i 〔能なる が 如く 或る 方面に 蔑視せられ たる 彼が、 滔々 たる 天下の 才人に 比して 最も 多種多様の 

企業家と なり、 其の 趣味 意外に 廣 がりし を 示せろ 所以の もの は、 蓋し 彼が 識 厚 忠誠に して赏 壬 を 重 


しこ、 ；&の 招きに 接すれば、 直ちに 起ちて 之に 應す るの 精祌深 かりし に 因る。 才能な くも、 常に 祌「 

の R:: に應 する の 赤誠と 精神的 準備と だに あらば、 吾人 は 意外 に 幅廣く 奥深 き 生 活を營 む こと を 得 ベ 

し。 く才 なきに 失望せ る 者の 喩 へられし 一千 金の 所有者 は、 故片 岡健吉 君の 事業に 鑑みて 奮起 

して 可な り。 天下 は必， すし も 才人の 天下に 非す。 熱誠 者 之に 力 を 得べき 餘地掉 々たりと 謂 はざる 可 

ら， K 

『柔 加なる 者 は 福な り。 地 を 嗣ぐを 得べ ければ なり』 と。 片 岡健吉 君の 如き は廣吿 的の 技景： を 有せ 

す。 自ら 推薦す るの 鐵 面皮 を 有せ ざり き。 『彼 は 街衡に 立ちて 叫ばす』 と 言 はれた る 基督の 弟子な 

り。 然れ ども 柔和 温厚の 君子 遂に 政界の 一勢 力 を 以て 世 を 終へ ぬ。 バウ 口 曰く、 『體 のうち 最も 弱し 

と： ：？^ ゆる 咬 は 却て 無 かる 可らざる ものな り』 と、 手足の 敏活なる が 如くなら す。 皮膚の 光澤 燦然た 

るが 如くなら す。 又 骨の 硬き をも冇 せす C 然れ ども 心臓、 肺臓 は 肉體の 最も 重要なる 機關 たる を 失 は 

ざる 也。 我が 片 岡健吉 君の 如き 資に然 り。 この 最も 弱し と 見えた る 紳士 は、 我が 社會に 於け る 最も 大 

切な る 耍部 に 非す や 。此の 人 去り て 世界 は 之 が爲に 生じた る 空隙 を充す に 困難 を感す る ことならん。. 

故片 岡健吉 君の 宗敎に 就て は 語る 可き こと 多し。 予は 僅かに 其の ；を述 ぶる を 以て 滿 足せざる を 

得す。 彼 は靈魂 不滅 を 確信せ り。 憶 ふ 昔、 . 高 知縣下 大擧傳 道の 時、 相 共に 吉野 川の 邊 なる 本山に 巡 

回す。 彼 は 熱心に 鍵 魂不诚 を演說 せり。 彼が 自. S の 泰斗 を 以て 自ら 許せる 甘 水 伯の 身上より 說き 起し 

て、 靈魂 不滅の 必要 を 論じ、 感慨 淋滴、 大いに 一座 を^ 動せ しめたる 風貌 音容 a ^露と して、 十 年後. 
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の 今日 尙 目前に 之 を I する が 如き 心地す。 昨夜 有き る I 者 タル チ ニイの 傳を 請む。 一 1 が 

夢に 湯 来りて 其の 僕と なりぬ。 囊 遂に、 タル チ 一一 ィに乞 ひ 願 はく は 其の バイオリン を， て 一 

曲 を 奏する I んと言 ふ。 其の 曲絕 妙。 未だ 曾て 之に 比 敵すべき もの ある を 知らざる なり。 ぞ 

愕然として 醒む。 タル チ -1 ィ 夢中の 名曲 を 世に 傳 へんと 欲し 譜を 探りて、 之 を 校 せんと^み しも、 

至藝 中の ものに 及ぶ 可く も 非す。 彼が 11 し 得た る 1 は 夢中の ものに 比して 遙 かに 劣れる 

なり ，て 夕 ルチ- ーィが f 傳 へたる 譜は、 有名なる 『憂の 需』 これな り。 人生の 理想ま現 

在の 生活に 於て 其の 滿 足すべき 望 § すきと I す。 永 蒙 世 f 待た ざれ I 頭 蛇尾 こして 

W らんの み。 耶穌 曰く 十 斤 五 斤 を 得た る 者 は 善き 僕 等よ。 爾曹は 小さき ものに 中い なれば、 各 十の 口 ほ 

五の 邑 集る 可し と。 政治 は 決して 惡 しきものに 非す。 其の 最も 美しき 意味に 於て 來君も I せ 

らる 可し。 塞 Is? 『耶穌 彼等に 曰け る は 異邦人の 王 は 其 民 を 支配す。 又 そのき tl る 

者 は 恩 S す 者と f らる。 然れ ども I は 如是す ベから す。 爾曹 のうち 大な I は 幼き が，？、 

首た る 者 は 役 ふる 者の 如くなる べし。 食に 就ける 者と 事 ふる 者と 孰が 犬なる。 食に 就ける 者なら 

す や。 然れ ども 我 は SQ 中、 事 ふるぎ 如し。 わ If 於て f  f  f し 者 は f なり。 我 

父の 我に 任ぜし 如く 我も| に べし。 mfit  a つ 位 こ 

座しての イスラエルの 十二の 裹 4 んが爲 なり』 と。 平民 政治 穿 岡 響 君 は 死せ りと 雖も、 皮 

の と 事業と は 死後にまで 達せ すん ば あらす。 


塵埃 十 丈の 市街 は 水を撤 きて 之 を 潔め ざる 可ら す。 故 ：！！： 岡健吉 君の 死に 依りて、 吾人 は 永遠て ふ 

大 問題 を 投げ掛けられたり。 其の 人格と 品性と に 依りて、 大 いなる 敎 調に 接しつ. - あり。 吾人 は紛 

紛 たる 利害得失の 巷に 票 埃に 埋 れんと す。 區々 たる 政 黨の爭 ひも、 名譽心 も、 今日 この 席上に 充滿 

せる 天來の 感化に 依りて 洗滌せられ、 聖 化せら れんこと を 希望す。 故片 岡健吉 君の 精神、 永く 日本 

社會に 活動して 其の 繼續 者の 多く 出 でん こと は、 吾人の 切に 祈る 所な り。 

『われ 旣 に善戰 をた 》 かひ、 旣に馳 るべき 途 程を盡 し、 旣に 信仰の 道 を 守れ リ。 今よりの ち 義の晃 わが 爲に隨 あ 

り。 主卽ち 正しき 恭判 をな す 者、 其の 日に 至 リて是 を 我に 與ふ。 獨リ 我に 與 ふるのみ ならず、 凡て 彼の &ー 

慕 ふ 者に も與 ふべ し。』 (提摩 太 後書 四の 七、 八)  片岡 健吉君 追悼 會に 於て 

, 0 三年 一  一 W  (i 曰 新報) 

救世の 女傑 

北米 救世軍の 慈母、 博愛 義俠の 女傑、 ブ ウス • タツ 力 ー 夫人の 傳を讀 む もの、 誰か 彼女の 純潔な 

る獻 身の 生涯と、 高貴なる 犠牲の 精神に 感激せ ざらん や。 

彼女 は 世界の 雄 邦なる 大英國 に 生れたり。 然れど 彼女の 活動した る 天地 は、 北米 自由の 鄕土 にて 

ありき。 彼女の 畢生の 使命 は、 社會の 暗黑界 に沈淪 する 無告の 同胞の ため、 忘我 無私、 克己と 熱誠 
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を 以て 服役す るに ありき。 罪惡 の奴隸 となりて 憂愁 苦悶す る 同胞 を 愛する こと、 骨肉の 兄弟 を 愛す 

るよりも 熱 切なる 事に て ありき。 彼女 は 個人の 進歩と 社會の 改善と 殖民 事業と 貧民の 救濟 のた め、 

慈 服 愛 腸、 艱難 を 忍び 辛苦 を赏 めたり き。 彼女 は 社 會のヒ 流に 生活し、 人生の 榮耀と 快樂を 一身に 

集め 得らる る 天才と 手腕 を 有しながら、 甘んじて 粗衣粗食、 勤勞と 血淚を 以て、 希望と 愛の 日光 を. 

同胞の 胸底に 煌々 たらしむ るた め に 盡库し たるに 非す や。 

彼女 は 克己と 同情の 化身に て ありき、 犠牲と 獻 身の 天使に て ありき。 甚督の 愛に 感激して 救世軍. 

の 女傑と なり。 婦人 獨特の 美質 ある 眞實と 慈愛と 同情と を、 全く 同胞と 社會の 爲に獻 げたる、 現 ほ 

に 有名なる 女丈夫に て ありき つ 

鳴 呼 現今の 日本 婦人 中、 何ぞ 夫れ 黄金と 實 利の 奴 隸 たる 者 多き や。 彼等 は 高等教育 を 喋々 し、 手 

藝禮法 を喃々 する も、 其の 目的 は 唯 だ 良妻の み 賢母の み。 現今の 女學 生の 多數が 熱望し つ \ ある 生 

活 は何ぞ や。 彼等 は 錦 衣と 玉 食との 夢想 者に 非す や、 大厦と 高樓の 願望 者に 非す や、 勳爵と 利 fS の 

渴仰 者に 非す や、 黄金と 權 勢の 謳歌 者に 非す や、 野卑 淺 薄なる 物質的 生活 を 無上の 歡喜 となす 者に 

非す や。 

就中 近來 基督 敎 主義の 學校 にある 女學 生の 多數を 看よ。 彼等 は敎師 も學生 も滔々 相携へ て^々 た 

る 世俗の 濁流に 漂 はされ つ k あるに 非す や。 彼等が 趣味の 墮落、 品性の 野鄙、 思想の 殘 薄なる。 識 

者 をして 慨嘆に 堪 へ ざら しむ。 彼等 は 社會の 腐敗と 驕奢と 淫麼と 浮華と を 改革す る 熱、 いなく 勇氣な 


く、  俗 感化せられ、 精神の 修養と.^ 部の 光明と 品性の 美麗 を 忘却して、 容貌の 醜 美と 衣服の 善 isr ん 

と 外部の^ 飾に 汲々 として 物質的 生活の 奴隸 となりつ、 あるに 非す や。 幾 百 幾 十の 女擧校 卒業生 

中、 社， のために 苦難と 恥辱 を 甘受し、 同胞の ために 貧困と 迫害 を 感謝し、 新 家庭と 新 社會の 建設 

者と なり、 社會 的述 動の 女傑と なり、 救世 濟 民の 天使た る こと ブ ウス • タツ 力 ー 夫人の 如き もの 幾 

V  i  D>^0  一九 OS 年  一 H: (福音 新報) 
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『我旣 に 韓戰 をた \ かひ、 旣に馳 しるべき 途程を 盡し旣 に 信仰の 道 を 守れり。』 

(提摩 太 後書 四の 七) • 

..v^^s 邊松 子の こ と を i つ 撮んで 巾せば、 其の 父 は 岡 山 藩士 渡 邊忠平 君、 共の 母 はとき 子。 松 子 は 文 

久ー K 牛 (基督 膀千八 百 六十 二 年) 四 m: 十二 日、 岡 山 市 六 i ゆ 丁の 家に 生れた。 二 歳に して 父 を 失つ 

た。 然し 母 は E 治 十五 ハ 牛まで 存命へ て 居た。 十九 歳に して 渡遷莊 君と 結婚し、 治 十四 年より 大阪 

^京 横 >H， に 移ら れ遂 に 搏び is^ 京 に 出で 死す る 迄 住ま はれた ので ある。 

北 八の 始めは § 古 のなかに 生 杯競爭 場 裡に立 たれた。 他の 反對多 かりし に拘ら す、 攀 校に 入りて 勉 
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攀 せんとす る 良人の 志に 賛成し、 様々 に雾 して 之 を 助けられた。 靈 i にして、 ま 

in 應 漸く 奮す き 及ぶ や、 iilLH 

を 心 懸けた。 基督 敎を 信す るに 至り、 殊に 此の 精 禅 は 著しく 增 進した。  ！ 

:lg1i1ip 以下に 曰く 『ョッ 。〈に 女の 拳 あり、 夕ビ 夕と 名 付く。 譯 けば ドル カス、 

彼 1。 くの 善事と 施濟を 行へ る 者な りしが、 そのころ 病みて 死にた るに より、 其の？ 洗 ひて 褸こ 

り - 3 ッ 。ハ はル ッ ダに 近き 故に 弟子た ちべ テ a の 彼 所に 在る こと を e、  一  xa 

S に來 きと を遲 くす る 勿れと 請 はしむ。 。ヘテロ 起て 彼等と 偕に ゆき、 旣に 至り けれ， ま、 - 人々. 

^ 引きて 樓に f  。凡の 磨た ち ベーアぶ 側に 立ちて 哭 泣き？ ドル カスが 偕に 在りし と I こ 

作れ U まろの 上衣 下 衣 を 彼に 示す』 と。 我々 は 今 故 謹 夫人の こと を考 ふるに 當り、 レカ 

ス の 話 を E あ ひ 合 はざる を 得ない。  . 

奪敎患 i ベ 喜 初、 彼 は 余に 向 ひ 將來は f 救濟ゃ I 敎 I 爲 めに 力 I したい 

^^1】 ぉ敎 f めた I 千代 江に も f 此の f 話された こと もあった。 I に 於て 彼 は f 

ruf r つた。 彼に 敎保 たる こと を依賴 した もの は 十七 人の 多き に 及ぶ。 此の 敎會 

f  Iffi 加 はる、 時、 き 人 i 人の！. なり、 

f: 之 を獎 勵し 共に 祈 I になって 居る。 彼が 十七 人 g 保た る 1? 見ても、 ！れこ 

ぎであって 人 S くに 力 i され まが 知る。 最も 喜ばしき はま 囊 S 燈 努め、 ^^^^ 


爲 めに 祈り、 a つ 心を碎 いて 居た ことで ある。 其の 結 茶 一家 擧 つて 信者と なり、 其の 親族の 多く も 

敎を 信す るに 至った。 き 堂の 建築 委員の 一人と して 熱心に 盡 力し、 また 親切に 會員を 訪問せられ 

た。 資に彼 は 敎會に 於け る 同情の 天使であった。 婦人 會の委 昌 として 常に 骨折られた のみなら す、 

前後 一 ー问鶴 沼に 開かれた 婦人 夏期 學 校の 爲 めに 有効の 盡カ をせられ たこと である。 敎會に 於け る 其 

の 功 K 力 は 決して 酔少 でない。 

死？ ^の！^ まる、 に 二種 ある。 良人と か 妻と か、 親子と か、 兄弟と か、 朋友と か 云 ふ 場合に は、 其 

口 i 性の 善. 惡 に拘ら す、 其の 死 を 惜しむ のが 人情で ある。 勿論 己 を 愛して くれた ものから 惜 まる、 の 

は 喜ばしい に相逮 ない が、 また 己が 深く 愛して 心盡し をし； Z ものから 痛く 哀惜 せられる/ U と は 甚だ 

*:贝 いもので ある。 此の世に 於け る. U 友 松 子 は此等 一 一つの 意味に 於て 其の 死 を惜み 嘆かれる 人で あ 

る。 

彼 は 明治 卄九年 一 月 五日 信仰 を吿 白して 一 番 町敎會 (此の 富士見 町敎會 がま だ 一 番 町に ありし 

頃) に 於て 洗禮を 受けた。 爾來ー ft* の 性格の 光が 輝いた。 家の ものに も、 友の 目に も、 彼が 身の 

行から、 精神の 上まで 一 大變化 を 来した こと は かに 兒られ たので ある。 翳 者の 語る ところに よれ 

ば 彼の 信仰 は 其の 病氣 にも 著しい 影響を及ぼした。 彼 は年來 ヒス テリ ィ t 〈の 人で あつたが 信仰に 入 

りし 爲め 全く 其の 害 を 免る、 こと を 得た。 a つ 此の世で 何 をし やう かとい ふ、 共の 生存の 規模が 信 

仰に よりて 大きくな つた。 高尙 なる 意味に 於け る 生活の 功名心、 其の 目的、 共の 理想の 規模が 著し 
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く 大きくな つた。 殊に 余の 如き は 十四 年 始終 交際した に、 彼の 頭腦の 進歩、 知 ロカの 展開、 理性 

の 發達は 驚かる、 ばかりに 感ぜられ たこと である。 難 かしい 理屈 も 解る やうに なり、 深き 問題 を も 

理會 する に 至った。 十 叫 年 前 始めて 逢った ときと 近頃と は 雲泥の差であった。 英國の 牧師 ヒュウ • 

プライス • ヒュウ スが 死した 後、 其の 娘 父の 傳記を 書いた。 =MC のうちに 彼 は 信仰に 人って 其の 鶴 的 

の 1:1:^ が 開かれた と 同時に、 理性の 門戶も ii かれた と 云って 居る。 是れは 宗敎上 多く 見受ける 愉快 

なる 事寳 である。 松 子の 如き は 其の 著しき 實例 である。 十分な 敎育を 受けた ものでなかった けれ 

ど、. 共の 頭腦の 進歩 は 多くの 書 を讀ん だに も 優って 居る。 其の 意志 は 益す 强く なった？ 生 來才の あ 

つた 人で あ. るが、 信仰に 人る とともに 其の 才 よりも 意志が 强く なり、 巧く 造る よりも 確資 なる 意志 

を 以て 贯 〈くやう にな つ た。 

宗敎の 方面に は 祈る ことに 重き を 置き、 祈りの 實驗を 語られた こ とも であった。 彼の 生涯 は 

祈りの 多い 生涯であった。 祈りに よって 意外に 多くの 成功 をした 人であった。 余 は 年齢に 於て 稍 彼 

よりも 長 じ、 敎 育に 於ても、 信仰に 入りし 前後から 云 ふ も、 彼の 先 摩と 云 はねば ならぬ。 然 かし 交 

際して 居る II に 余 は a 々彼 を 姉の 如く 思 ひ、 折りに は 母の やうにまで 感じた こと もあった。 實に彼 

は 信仰に よりて re ての 點に 著しき 進歩 をな した。 余 は 平生 此の やうな 場合に 濫りに 赏め 上げる こと 

を 好まぬ ものである。 余が 松 子に ついて 述 ぶる こと は、 決して 賞め 過ぎて 居る と は 思 はぬ。 彼女 を 

. ^る もの は 誰し も然 うは 感ぜぬ であらう。 如何にして 彼 は斯の 如く 進歩す る こと を 得た か。 其の 敎 


友 カ斯く 誇り る ほどの 進歩 を 如何にして なし 得た か。 余 は 其の 進歩の 跡を考 へ、 自ら 顧みて 進む 

ことの 鈍き を 耻ぢ、 彼に 於て 大いに 舉び たく ふ 次第で ある。 其の 靈魂は 透明る やうに 誡實 であ 

つた。 欺かざる 鍵 魂であった。 又 不思議に 喜んで 精神 上、 思想 上、 道德 上の 利益 を 受け 容れる 力 を 

持って 居た。 ^すと か 排斥す ると か 云 ふこと は 其の 本色でなかった。 人の 善い こと、 賢い こと、 誠 

なること、 高尙 なること、 親切なる ことな ど を 味うて、 己が 心に 之 を 酌み 取り、 之 を 重んじ、 之 を 

貴び、 深く 考 へて、 ひ 廻らす 質であった。 余が 何 か 此れ はと 思 ふやうな 善い ことで も 云へば、 直 

ぐ 受け 容れて 之れ を 青. 行され た。 甚だ 眞 面目で ある。 余 は 之が 爲 めに 語る こと を愼 まねば ならぬ と 

感じた ことが 履々 である。 また 斯の 如く 語る ところ を 味 ひ、 之に 感 佩せられ るので、 余 は 少なから 

す 獎働を 受けた ので ある。 善き こ と を 勇んで 遣る にも 常に 力 を 添 へ 後から 絕 えす 援助され て 罟ヒこ 

とで ある。 此は彼 を 知る ものの 男女と もに 多く 同感 せらる、 ところで あらう と S ふ。 

松 子 は 浙く適 川す る ことの 速 かなりし のみなら す、 良心 も 非常に 敏捷な 人であった。 取り分け 病 

惟  1 くなる に 及び、 己が 罪 惡を感 する こと 深く、 斯の 如き 罪人が 救 はれ 得る や 否やとの 氣遣ひ を 少時 

は懷 かれて 居った 様 だ。 眞 面目に 罪惡を 感ぜられ たので ある。 かくて 耶穌の 十字架の 贖罪に 感泣 

し、 其の ーィ 思議なる 効力 を實驗 する こと を 得た ので ある。 

世 を 去らる、 とき 長男 は外國 にあり、 家に は 幼ない 子、 是 から 色々 心に 懸 るべき 害の 成長した 二 

人の 女子が ある。 また 彼が 亡き後に は獨 身と なって 重い 責任 を 負 はねば ならぬ 良人 も ある。 此 等の 
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こと を考 ふれば 其の 臨終 は さぞ 心配が 多かった らうと 誰に も 推察す る ことが 出来る。 實は然 うで は 

なかった。 が 病的に 恍惚と して 居た ので はない。 且つ 人間の 愛情 は 終りまで 濃 かであった。 一 曆深 

きを 加へ たに 相違 はない。 然 かし 其の 臨終の 間際に は 只 だ 天の 事、 死後の 事が 鮮 かに 考 へられた。 

彼の 知って 居る 死んだ 人の 名 を 呼び、 面の あたり 語 を 交へ たやう に 見えた。 例へば 余の 母の 如き 曾 

て 其の 面 を 見た こと もない ので あるが、 余から 其の こと を 聞いて 居た。 余 は 母と して 之 を 賞め たこ 

とも あらう。 また 賞め る慣 値がない とも 思 はない ので ある。 それで 彼 は 天に おいて 余の 母に 逢 ふこ 

とを樂 しみに して 居られた。 神の 國、 靈界の 限りなき 生命が 深く 鮮 かにな り、 確かに 充實 して 居 

た。 之が 爲 めに 心配の 多 かるべく 思 はるる 事情に あ.^ ながら、 餘り 多く 思 ひ 煩 はす、 雲井 遙 かに 飛 

ぶ 鳥に は 彈丸も 達せぬ が 如き 概が あった。 吾ら は實に 貴い 病人と 其の 死 際と を 見せられた。 天が 其 

の 靈魂を 占領して 居た。 

遂に 三月 一 日の 夜 十 一 時 五十 分と 云 ふに、 忽ち 此の世 を 去って、 其の 希望せ る 一 署高尙 なる 境遇 

に 進み、 限りなき 生命の 實驗が 世に ありし 時よりも 鮮 かにな つたと 信す る。 其の 息 絕 ゆる や 直ちに 

良人 は 彼のと もに 暮 した 一生の 爲め、 及び 其の 信仰 ある 死の 爲 めに 神に 感謝の 祈り を 棒げ た。 

松 子の 死 せんと するとき の 意識 を 問 ふたならば、 確かに 『我 旣に善 戰を戰 ひ、 旣に馳 るべき 途程 

を盡 し、. 旣に 信仰の 道 を 守れり』 と 答へ たで あらう。 

富 士見町 敎會に 於け る 葬式に て 述べし もの 一 九 0 三年 三 S  (福音 新報) 


酒 勾 常 明 氏の 自殺 

日^ 事件に 連. M して 罪に 問 はれん とせし 酒 勾 常 明 氏 は、 一 死 以て 己が 不明 を 世に 謝し、 且 體 面 を 

死後に 保たん が爲 めに、 短 銑 を 以て 其の 右 額 を 射、 悲壯 なる 自殺 を途 げたり。 氏の 遣 書を讀 み、 ま 

た 其の 朋友の 言に 徴す るに、 心地 光明に して 耻を 知り、 節 を 重ん する の 人な りしが 如し。 其の 寬宏 

にして 善く 人 を 信す るの 美德 は、 反って 小人の 利用す る 所と なり、 不知 不識の 間に 不測の 奇禍を 買 

ふに 至れり。 我等 は 氏が. rni ら與り 知らざる 耻づ べき 罪名 を 買 ふに 至れる 行 徑を憐 み、 潔よ く 其 身 を 

殺して 己が 潔白 を 天下に 明に し、 其の 死 を 以て、 不明 を 謝する と共に、 责任を 解し 耻を 知る ものに 

道 當に是 の 如くなる べき を 世に 示さん とせし、 氏の 志 を 悲しみ 其 行を壯 とせ すん ば あらす" 氏は武 

土の 家庭に 生れ、 武士 的氣 風に 薫陶せられ たりと 傳 ふるが、 氏の 自殺 は佝に 武士 的氣 風の 眞骨頭 を 

表せり と 謂 ふべ し。 羅 馬の ストイックの. H 殺 は 厩 世的觀 念より 来り、 受動的に して 女々 しけれ ども 

我國 武士の 自殺 は 責任と 體面を 重ん する 丈夫 的 精神より 来る。 武士の 自殺 は スト イツ クの 自殺に 比 

ら ベて 光彩 あり、 意義 ありと 謂ぶべし。 

され ど 我等 は 氏の 自殺に 就て 甚 深なる 遣 憾を懷 かんすば あらす。 氏が 責任 を 重ん する の 心尙 足ら 

酒 勾 常 明 氏の 自殺  五 gj 七 


酒 勾 常 明 氏の ま 殺  五 四 《 - 

ざる 者 あり。 一 時の 面目 を 全うする に 急に して 大勇の 道に 思 ひ 至ら ざり しこと 是 なり。 氏が 自ら 悲 

慘 なる 死 を 遂げし は、 彼が 責任 を感 する ことの 痛切なる を 示せり。 感 する もの は 感ぜざる ものに 優 

る や 遠し。 然れ ども 感 すると 全 ふす ると は自 から 異なり。 氏 若し 罪 あらば、 男らしく 恥を忍んで 刑 

辟に 服す る は 氏の 責 なり。 氏 若し 罪な からん か、 (我等 は 罪な かりし を 信す) 其 罪な きを 辯 じて 之 を 

天下に 明に する は 氏の 責 なり。 よしや 罪な くして 刑に 問 はる、 こと ありと も、 天下 は 氏の 高潔なる 

心事 を 信じて 深く 咎めざる べし。 一旦の 恥を忍んで 奮發 興起 敗を轉 じて 勝と なす は、 氏が 自己に 對 

し 社 會に對 し、 神に 對 する 責めな り。 是れ 一度 死して 復活す るの 道に して、 大勇 者に あら ざれば 能 

はす。 我等 は 氏の 如き 人に して 尙耻を 忍ぶ の 勇と 誠の 足ら ざり し を 見て、 彼の 石 田 三 成が 自殺 を以 

て 武士の 體面を 全 ふす る 唯一 の 道な りと する 時代に 於て、 同輩の 嘲笑と 世の 誹謗 を 顧みす、 甘んじ 

て 腰抜けと なりし 大勇に 深く 推服せ ざる 能 はざる なり。 

氏の 武士道 は 氏の 最後 を 勇ましく も 哀れなる ものたら しめたれ ども、 氏 を 誤りて 死 を々 力し めし 

もの も亦武 士 道な り 。 我 等 は 武士道 の 長 を 知 る と 共 に 其 短 を 忘る ベ か らす。 

1 九 〇 九 年 七 m  (i 曰 新報) 


% 治 擧院は 其の 敎授 ワイ コ フ 氏の 死に 於て 容易に 補墳 すべから ざる 缺陷を 生じたり。 ワイコフ 巧 

は 溫 厚篤 實 謙譲な る 人格と、 生 徒 を 敎 育し て 倦む こ と を 知ら ざ る 精勤と を 以 て 重き を 明治 學院 に爲 

し .Ts の P タ 人，^ れ なる を 問 はす 凡そ 之に 關係 をお する もの . ^敬愛と 言 任と を 集め 辱 >J り。 其の 間 

接に、 叉疆々 直接に、 日本の 傅 道に 貢獻 し、 福音の 宣布に 與 かりし こと も少 からす。 然れ ども 其の 

^<K は 主として 敎 育の 方面に ありき。 其の 最も 顯 著なる 功績 は、 擧 校の 講堂に 彰 はれ、 生徒と 親し 

く 相 交 る^に 於て tr た大 なりし を認 むべ し。 ワイコフ 氏 は 英語 文學 を敎授 する に 於て 多く 得難き 熟 

s^vs.- にて ありき。 其の 多年の 經驗 及び 懇切 溫 維なる 性情 は 彼 をして 最も 良き 敎 員の 一 人たら しめた 

り。 其の 多くの 門下生 は 勿論、 明治 擧院の 友人 は ワイコフ 氏の 死 を 痛惜す る こと 甚だ 切なる もの あ 

らん。 唯 だ 事 棠 上 之を惜 むの みならす、 友情より 其の 死 を 悼む こと 極めて 深 かるべし。 殊に 遣， -る 

家族の 人た ちに 對 して 同情 を 寄せ すん ば あらざる なり。 

ワイコフ 氏 は 『皇 國』 の 著者 グリフ イスに 代りて、 福 井 藩の 擧 校に 聘 せられた る 人なる が、 幾程 も 

なく 其の 母敎會 なる ダ ツチ • リフォ ー ムド敎 會傳道 局の 人となりて、 日本の 敎 育と 傳 道と に 從事レ 

. 故 ワイコフ 氏  五 S 


日本 メソ. チ スト 敎會の 新 監督 を 歡迎す  五 五 〇 

たるな り。 眷て 本紙の 紹介せ し 如く、 ダ ツチ • フォ， -ムド 敎會は 曰 本 最初の 敎會を 建設した る名譽 

を 有する のみなら す、 其の 敎 育に 與 かりて 力 有りし こと も 亦 記憶すべき 事實 とす。 文部省の 擧監た 

りし デビ ッ ド • モ レイ、 開成擧 校の 敎授 グリフ ィ ス 其の 他 を 曰 本に 與へ しもの はダッ チ • リ フォ， 》 

ム ド敎會 たり。 我國 人の 敎育 者と して 勤勞 せる 其 痕跡 今尙ほ ii かなる を覺 ゆる フルべ ツキ、 ブラウ 

ンのー 一人 もダッ チ • リフォ 、-ム ド敎會 より 此國に 派遣せ し宣 敎師 にて ありき。 ワイ コ フ氏は 此の 一 一 

人に 次ぎて、 日本の 敎 育に 於け る 其の 母 敎會の 事業 を繼繽 せりと 云 ふべ く、 彼等の 如く 或は 著明に 

認識せられ ざるに もせよ、 其の 功勞は 多く 劣る 所 無 からん と 信ぜら る。 ダ ツチ • リフォ ，- ムド敎 

會は、 米國 合衆國 内の 一 敎派 として、 左まで 大 なる ものに あらす。 陪餐 #10 貝の 數僅々 十 一 萬 七 千 人 

に垂ん とする のみ。 然れ ども 外 國の傳 道 及び 敎 育に 貢獻 する もの 斯の 如く 大る こと を 得。 日本に 於 

ての みならす、 ァラ ビヤ 印度 及び 淸國 等に 於て 然り。 

1 .5 一  一 年 二  W  (i 曰 新報) 

日本 メソヂ ス ト敎會 の 新 監督 を 歡迎す 

本多庸 I 君 は 日本 メソヂ スト 敎 會總會 の. 殆んど 一 致した る 投票 を 得て、 其の 監督に 選擧 せられた 


り。 共の 聖^式 は旣に 去る 日曜日 靑山舉 院禮拜 堂に 於て 行 はれたり。 此の 出来事 は 日本 メソヂ スト 

敎會 のために 祝す ベ く、 新 監督 の 友人 は 氏が 此 の 光榮を 獲た る を 喜 ぶ ベ し。 

何人も 本 多庸ー 氏が 日本 メソヂ スト 敎會の 監督に 選擧 せられた る を 意外とせ ざるべし。 其の， 

望、 經歷、 及び 才幹 は 氏 をして 此の 選擧に 漏れし むる を 許さ ざり しな ひ。 氏 は 日本 メソヂ スト 敎會 

に 於け る 自然の 監督に て ありし なり。 其の 選 擧は旣 に事實 にて ありし もの を 形式に 發 表した るに 過 

ぎす. と 云 ふ を 得べ し。 

本 多 監督 は溫 厚なる 紳士な り。 其れよりも 適當に 云へば 拔目 なき 智者な り。 如何なる 社會に 置か 

るると も 彼 は 其の 長者た る を 失 ふま じき 資格 を 有す。 然れ ども 其の 長す る 所 は 威望と 精神と を 以て 

統率の 任に 當 らんと する よりも、 寧ろ 樽 姐 折衝の 間に 外交的の 技. 侧を逞 うする に 在り。 圓滑 にして 

拘泥す る 所 少なく、 交讓 妥協、 總 ての 問題 を 無事に 結了せ しむる は 蓋し 本 多庸ー 氏の 長 技な り。 氏 

にして 其の 席に 在らば、 如何なる 集會も 海上 濤荒 きとき、 水面に 油 を 流した らん 如き 効力 あるべき 

を 疑 はす。 日本 メソヂ スト 敎會は 三 派の 合同より 成れり。 此所 五六 年の 間 は 之 を 融合せ しむる に 多 

く 注意と 盡 力と を 要すべし。 之に 加 ふるに 合衆國 南北に 分れて 對峙 せる 一 一派の 外國 宣教師 及び 加奈 

陀の 其れ を 一致せ しめんと 試みる は 難事の 一 つなり と 云 はざる 可ら す。 理想家 若く は 精神の 人なら 

んに は、 之が 監督と して 其の 任務 を完 うせん こと 其の 到底 覺束 なき 企な らん を 恐る。 日本 メソ ヂス 

ト敎會 が 此の際 本 多庸ー 氏 を 有する は 願 ふても ある まじき 幸な ゥ。 然れ ども 面白から ざる 行き掛り 

日本 メソヂ スト 教會の 新 監督 も 歡迎す  五 五一 


曰 本 メソヂ スト 敎會の 新 監督 も 歡迎す  五 五 二 

と 事情と に 乏しから ざる 其の 地位 は、 然し もの 本 多 氏の 要領 を 得た るが 如く 又 得ざる が 如き 天才 を 

も 困む るに 餘り あらん も 知る ベから す。 氏の 就職 を 祝す る 友人 は 其の 奮って 此の 衝に 當られ たる 勇 

氣を 多と し、 之に 同情 を 寄せて、 密かに 其の 成功 を 祈る ことならん。 

本 多庸ー 氏 は 其の 鄕里弘 前 人士の 先輩な り。 之 をして 志 を 政治 上に 抱かし むれば、 其の 方面に 於 

て 多く 成功す る を 得べ かりし なり。 議會 創設の 頃 は 之が ため、 其の 心 を 動かされ しもの 全く 之な き 

にあら ざり しと は、 氏の 自ら 告白す る 所に 非す， や。 氏が 誘惑の 力 少なから ざり し 政界に 望 を 絶ちて 

斷然傳 道に 献身した る は、 同人の 敬服す る 所、 人 意を强 からしめ たりと 云 はざる ベから す。 有つ も 

のは與 へられて 尙ほ餘 り あり。 有たざる もの は 其の 有つ もの を も 奪 はるる に 至らん。 其の 生命 を 救 

はんと 钐 する もの は 却て 之 を 失 ふ。 身を棄 てて こそ 浮ぶ 瀨も あれ。 本多庸 一氏 は紛々 たる 政 海に 漂 

浪す るよりも、 世俗の 考を 以てして すら 寧ろ 多幸なる 地位に 立 たれたり。 況ん ゃ靈的 趣味と 其の 祝 

福裕 かなる に 於て を や。 今にして 彼 は 其の 撰擇を 悔いざる ならん。 神 は 其の 才器 を 空う せ ざり しな 

り。 今や 本 多庸ー 氏 は 日本 メソヂ スト 敎會の 監督と して、 其の 政治的 天才 を發 揮す るの 機 畲を與 へ 

られ たり。 若し 此 所に 成功せば、 其の 光榮 及び 眞價 共に 世の 大臣た るに 比して 敢て邏 色な しと 云 ふ 

を 得べ し。 斯る 事情 をして 精神 界に 影響せ しむる は 好ましき ことに あらす。 否な 影響せ しむべ から 

ざり。 然れ ども 柔和なる もの は 福な り、 地 を 嗣ぐを 得べ ければ なりと ある 本文、 新 監督 本多庸 一 氏 

に 於て 其の 例證を 得た る は、 亦 敎訓に 富める 事實に 非す とせん や。 


日本 メソヂ スト 敎會の 現狀は 可惜 好漢の 當らす 觸らす 的 技倆 をのみ 要す。 然れ ども 之の み を 要す 

る 儘に て繼績 せば、 敎會 は、 少なくとも 精神的に、 死滅すべし。 本 多庸ー 氏の 當に發 揮すべき、 發 

揮せ ざるべからざる 精神的、 理想的の 方面 を 要し、 且つ 之を實 現せし むる の 餘地多 からん 日の 一日 

も IE 十く 來れ かしと は、 多くの 人の 祈る 所なる を 疑 はす。 

1 九 〇 七 年 六月 (福音 新報) 

故 本多庸 一 氏の 紀 念に 供す 

余が 始めて 故 本 多庸ー 君を識 つたの は、 明治 五 年の 三月 以後の ことであった。 同氏 は その 年の 五 

月頃 (？) 北 原義 道、 小川 きん、 大& すまの 三 氏と 共に バプ テス マ を 受けられた。 余 も 同時に 洗禮 

を 行 はる & 運びに したいと 思った が、 止む を 得ざる 事情が 起って 出来なかった。 實際 信仰に 入った 

順序から 首へば 余の 方が 却って 早かった かも 知れぬ が、 然し 年齢と 言 ひ、 其の 他 多くの 點に 於て 本 

多 君 は 余 等の 長者で、 初めから 何處 とたく 大將 株の 人であった。 同氏の 生涯に は 此の 大將 らしい と 

ころが 一 貫して 居る。 

彼 は 親切であった。 余の 如き は 同氏が 横 一:mls 地に 賃借せ る假 住居に 屡々 飮食 もし、 寢 泊り もし、 

故 本 多 席 一氏の 紀 念に 供す  tfislll 


故 本多庸 一氏の 紀 念に 供す  五五ョ 

一方なら す 世話になった。 貧 生なる 余 は 或る時 ギ ヨウの 『フィジカル • ジォ グラフ ィ』 (敎科 書) を Knr 

ひ 得すして 困って 居た 時、 同氏が それ を 購求して 吳れ たこと を 今日まで 鮮 かに 記憶して、 其の 友情 

を 忘れ やらぬ ので ある。 其の 他 宛 かも 伯父さんが 甥の 世話す る やうに 種々 其の 好意 を 受けた こと も 

バンな くな い 。 或る時 余 は カナダの メソ、 、チ スト 敎會の カク ランと 云 ふ 人の 方に 往 つて 神舉を 修め きう 

と 略 ぼ 決心した ことがあった。 本 多 君 は 熱心に これ を 止め， 遂に 余 をして 故 ブラウン 氏の 學 校に 入 

らしむ る やう 多少 盡 力され たので ある。 余が 曰 本 基督 敎會に 於て 不肯 ながら 今日 ある を 得た 其の 一 

つ の 動力 は 本多庸 一 君の 老實 にして 懇篤なる 助力で ある。 

明治 六 七 年頃、 或る日 曜日の 午後 初めて 神奈 川に 傳道を 試みる ことにな つたと き、 金子 某と いふ 

人の 家に 於て、 眞 先き に說敎 (もし 說敎と 云 ふこと が 出来るならば) をした の は 本田庸 一 君で、 其 

のお 相伴 を 勤め、 其の 前座に 何 かわからぬ 話 を やった のが 余で ある。 多分 それが 本 多 君に も 余に も 

說敎 とい ふ もの  > 初陣で あ つたら うと 田 ：3 ふ。 

其の 頃 同氏 は 余に 向って 曰 本 語擧の 必要 を 度々 語られた。 自ら も詞 の？：^ 衝 など を 捻く つて 居ら 

れ、 今で いふ 文 擧風を 切りに 吹かせ、 支那 譯の天 路歷程 を參考 として バ ン ヤンの ピルグリム ス， プロ 

グ レ スを 少しば かり 飜譯 したの を 見せられて 感心 をした 一 人で ある。 同氏 は譜美 歌の 飜譯 にも 關係 

が ある。 今の 『ちとせの 巖ょ』 、奮との 『われた る巖 よ』 の 讃美歌 は、 本 多 君が 或る 外 國宣敎 師と共 

に譯 出せられ たもので あると 記憶す る。 其の 外に も ある だら う。 本 多 君 は 我が 黨の 政ム c まであった 


が、 若し 境遇が 異 つて 居ったならば、 文舉の 方面に 於て 或 ひ は 多少の 成功 を 示す こと を 得た であら 

う。 然し 寨情は 彼 をして 社會 にあっても 敎會に 於ても 政治的の 活動に 身 を埋沒 せしめた ので ある。 

彼が 長 崎に 於いて 死んだ の も 政治的 多忙と 其の 煩累の 結果で あるか も 知れぬ。 然し どちらが 世の 爲 

め、 叉 同氏の 利益で あつたか、 其 所 は 容易に 判斷 が出來 かねる。 

余 W にと つて は 親切な 伯父さん、 敎會 での 長老であった ところの 同氏 は、 遂に 《廿 つて 余の 往 くこ 

お^ ヴか 

と を 諫止され た メソ、 デ ストの 仲間入り をして 了 はれた。 其處で 自ら 余が 木 多 君と 事 を 共に するとい 

ふ關 係が 薄らいだ 形で ある。 然し 何處へ 出しても 彼 は ビショップ らしい 人格で ある。 先天的の 監督 

である。 此の 人 を 失った の は 日本に 於け る 基督教の 一 大損 失で ある こと は 云 ふ を またぬ。 余の 如き 

多くの 甥 どもの 中には 心細く 感じて 居る もの も あるで あらう。 彼 は 智惠に 富み、 兒 懸けよりも 膽 

太き、 親切な 老成 人であった。 今 は 益々 基督 を 知る の 信仰に 於て 其の 佳境に 進みつ.^ ある こと を 疑 

まぬ 1 九 一 二 年 四 H- (福音 新報) 

ジョ ルヂ • ゥヰリ アム •  ノックス 

日本 はノッ クス 氏の 死に 於て、 其の 良友 を 失 ひたり。 日本 基督 敎會は 其の 發 達に 功 勞 多大な りし 
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敎師を 失 ひたり。 福音 新報 は 其の 創立 時代に 於て 關係淺 からす、 其の 明晰なる 思想と 健 まとに 負 ふ 

所 甚だ 多き 後援者 を 失 ひたり。 

博士 ジョ ル. チふ エリ アム. ノッ クス は、 一千 八？ 十三 年八翠 一日、 の 口 ォムに 生れ、 長 

じて ハミルトン • コ ルレ ヂに敎 育 を 受け、 ァゥ ボルン • セ ォロヂ カル • セ ミネ リイ に 入 り て.^ 學を， ほ 

め、 一千 八 百 七十 七 年 業を卒 へて、 次の 年宣敎 使と して 日本に 派遣 せら，.. たり。 

而 して 横濱に 東京に、 或 ひ は 幾多 敎會の 講壇に 明快なる 雄 辯 を 揮 ひ、 或 ひ は 一 致： t 學校 及び 明治 

學院の 講堂に 敎鞭を 執り、 時として は 帝 國大學 の 文科に 哲學 及び 倫理の 講義 を擔 任した るな ど 福音 

の眞理 を發揚 し、 基督 敎神學 の 蘊奥 を 開き、 知識 を 開拓す る こと を 努めたり。 

日本 基督 敎會 の傳道 者に して、 其の 誘掖の 下に 祌學 研究の 趣味 を覺ぇ 信仰の 基礎 を 堅固に せられ 

た：！， も！ らす。 彼の 『基督 祌子 論』 は 福音 的 信仰の ために 侮り 難き 一勢 力に て ありき。 其の 

『生命の 秘義』 は 英文に 於ても 又 其の 日本 譯 文に 於ても、 雄 健に して 感興 深き 文字 を 以て、 基督 敎 

の 梗概 を說 明したり。 其の 他 『道德 の 大本』 S 敎學』 の 如き、 英文に ありて は i 問答』 『折りた く 

柴の 記』 等の 譯文 及び 其の 解說の 如き、 博士 ノッ タスが 旣に 文擧の 方面に 貢獻 せる もの 多し。 彼が 

尋常の 外 國宣敎 使に あらざる を 見る に 足る。 後 米 國に歸 り 祌學界 に 將旗を 高く 5^ げて、 其の 明 fc,. こ 

して 新鮮なる 解釋が 其の 頭上に 多大の 名 譽を齎 し 来れる も怪 むに 足らす。 彼 は 固より 然 かく 顯 はる 

べき 天分と 資質と を 具へ たるな り。 其の 家計 上 止む こと を 得すして 日本の 傳道界 を 去りし は 遊だ暨 


むべ しと 雖も、 米國の 擧界に 雄飛せ る は 蓋し 其の 當然の 運命に て ありし なり。 其 友人の 多く は 彼に 

於て 攝现の 妙算を 認め、 適材の 適所に 用ら れ たる を 感じたり。 

記者の 一人 は 記憶す、 嘗て 之と ジュ ム ス • マルチ ノォ のさ を 論じ、 其の ェ舉の 出身に して 當初は 

終： ^1 こ In^ し、 甚 しく 唯物論の 傾向 を 有せし にも 拘ら す、 研究の 結 栗 中 ごろ 翻然 前. 説 を 放棄して、 漸 

く 基督 敎哲學 者の 兑 地に 反りた る を 見る や、 ノッ クス 博士 は 頻りに マルチ ノォが 思想の 發展 すると 

ヒ、 こ^しげ もな く 其の 思想の 系統 を 破壤し 去りて、 晚 年益々 新たなる 見地に 進みた る を 激賞し、 彼 

れがジ H ムス • マ コッ シと 此の 點に 於て 大差 ある を 指摘して、 互 ひに 學 問の 方針 を談 じ、 輿 湧き 來 

りて 刻の 移る を 忘れた る こと あり。 實に彼 は凝滯 する こと を 好 まざりし なり。 其の 進んで 止まざる 

天性 は、 4^ をして 其の 旣に 構成した る 思想の 系統に 束縛 せらる る を 許さ^り しなり。 彼 は 忌み 禪る 

所な く 其の 說を 翻し、 前と 異なれる 見解 を 無遠慮に 唱道す る こと を 恐れ ざり しなり。 其の 思想 厘々 

天馬 空を驅 ける 如き 概 きを 示 せり。 時として は餘 りに 輕 薄に あらす やとの 疑 を 招く ほどに て あり 

き。 其の S 台 十一 年傳道 者と して 日本に 來る や、 彼 は殆ん ど頑强 とも 稱 すべき カル ヴキ ン 主義 神學 

者と して、 『紐 育 イン デぺ ン デント』 紙上に、 日本に 於け る 基督の 敎會 はまし く微密 なる 信條を 採用 

せざる 可らざる を 論じたり。 當時 其の 理想的 信條は 蓋し ゥェ スト ミンス トル 信仰 吿. in にて ありし な 

らん。 然れ ども 日本に 居る こと 漸く 久しく、 其の 觸 接せる 所の 問題の 複雜 なる に從 ひ、 其の 思想の 

熟する に 伴 ひて、 彼の 祌學は 次第に 新たなる 態度に 傾けり。 彼 は 日本に 在りし とき 旣に 舊祌 學の覊 
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胖を脫 して 新 思想 を吸牧 する こと 益々 多く、 早晩 一大 變化を 示すべく 準備 を 整へ 居た るな り。 ra^ 然 

ュ 一一 オン 祌學 校の ジョ ルジ • ゥキ リア ム* ノッ タスの 神學 は、 東京 一 致神學 校の 敎授 たりし ときの 彼 

の 所說と 甚だ 異る もの あるに 至れり。 彼と 神學の 見解 を 異にする ものと 雖も、 其の 學 の i 歩. s:^ こ— 

して 健げ なる に 至りて は、 深厚なる 同情 を 寄せて 之 を 尊敬せ ざる を 得ざる べし。 

往年 紐 育より 記者の 一人に 送れる 書中に 曰く、 今や 米國の 思想界 粉々 擾々 として、 ； W 學の 如き も 

難題 を 以て 充滿 せり。 余 は 此の 議論 喧しき 中に 立ちて、 境遇の 甚だ exhilarating なる を 喜ば すん 

ば あらざる なりと。 實に彼 は 他人の 苦悶 倦怠すべき 問題に 接觸 し、 異論 洶 湧の 間に 立つ 寺、 反って 

精神の 爽快なる を覺 え、 思想の 愈よ 輿 奮す る を 實驗 して 意氣 軒昂、 大艦を 操りて 虱濤を 物と も 4- ざ 

る 老練なる 船長の 如き 英姿 颯爽た る もの ありし なり。 ジョ ルヂ • ゥヰリ アム • ノッ タス は^ 學界こ 入 二 

ける 良將の 一 人な りし を 疑 ふ 可ら す。 

狼は大 いなる 計畫を 立て、 新 機：； f を 出す を 必要と する 場合に 於て 最も 好き 相談 相 乎に て ありき。 

彼 力 好く 論じ、 好く 唱へ、 好く 和し、 好く 共に 進みし こと を 記憶す る その 多くの 友人 は、 其の 訃音 

に 接し、 憮然と して 懷舊 の淚に 暮れ すん ば 有らざる なり。 

明治. P 五 年に 行 はれた る 高 知縣大 擧傳道 は、 日本に 於け る 此の 種類の 傳 道の 嚆矢 にて ありき。 ^ 

者の 一人と 共に 最も 親密に 此の 計畫 に參與 し、 躬ら土 佐 (彼 は 明治 十七 八 年の 交 土 佐の 傳道を 開始 

せる ものの 一人也) の 各地 方に 赴き、 共に 北山の. 奪 を 踏み、 吉野 川の 急流 を涉 りて 傳 直に 奪勵 せる 


ジョ ルジ • ゥキ リア ム， ノッ クス は、 今年 再び 日本に 來り、 其の 在日 本傳 道の 經驗中 最も 偸 快なる 記 

憶に 富める て ふ 高知縣 下に 遊ばん こと を 望みたり。 土 佐の 諸 友 も 之を渴 望せ り。 然れ ども 彼 は 四月 

卄 K 日 午後 a 時 過ぐ る ころ、 溘焉 として 朝鮮の 京 城に 客死せ り。 

一九  一二 年 五月 (福音 新報) 
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比 七， 下 御 病 篤し と 聞き、 臣民 憂慮 措く 所 を 知らす、 心 を 一にして 御 平癒 を 祈りし も、 遂に 去ぬ る 七 

月 三十日 崩御 あらせられたり。 悲妻 哀悼の 雲、 深く 民心 を蔽 ふ。 

國 史を按 する に 明治の 聖代 ほど 國 運の 著しく 伸張せ しもの ある を 見す。 維新の 大業 成り、 立憲の 

政， け、 日淸 日露の 兩 役を經 過し、 人文 日に 月に 進み、 國威 中外に 輝け り。 皆な 偏に 陛下の 御盛德 

に 是れ. W れり。 信敎の 自由 確立せられ、 曾て 幾多 殉敎 者の 血 を 染めた る國に 於て、 心 を 安んじて 其 

0 道 を 信す る こと を 得る は 基督 者の 深く 感謝す ると ころな りと 云 はざる 可ら す。 
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明治天皇の 轜車を 奉送す 

國民は 明 夕 を 以て 靑 山の 祭場に、 明治天皇の 御 遣骸を 奉送 せんとす。 基督 者 は 當曰其 の敎會 堂に 

參 集して 之が 爲 めに 禮拜を 行 ひ、 皇室の 爲め國 民の 爲 めに 祈り を捧 ぐる ことなるべし。 

明治天皇 は 英雄に あらす。 英雄より 更に 好き 善人に て 在し き。 正直 謹嚴 にして、 敬神の 心 深く、 

國 民の 君主と して 責任 を 重んじ.， 之が ために 獻身 犠牲の 記憶 を 遣され しこと 頗る 多し。 維新の 大 

業、 憲政の 樹立、 光榮 ある 四ト五 年間の 政、 國勢 前古 無比の 發達、 將來 益す 隆 なるべき 進 運、 忠良 

なる 臣民の 最も 深厚なる 敬愛、 何れ か 其の 冠 冕の 寳玉 として 輝かざる もの あらん や。 

トメ lie  t>oast  or  llcl.aldry,  th ひ p>omj リ of  power. 

And  all  t:haf:  beauty,  all  thai:  wealth ひ 一 er  ^ave 

Awaits  alike  th、  inevitable  hcnlr:- 

l,11e で aths  of  glory  lead  but  to  the  grave." 
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花 は 櫻 木、 人 は 武士。 武士道 は 日本人 氣 質の 花な り。 然し 同じ 武士道と 云 ふ 名 を 冠ぶ りても、 源 


平時 代の 武士道、 阪東& 者の 氣風 は餘り 上品な ところ 無く、 之 を 山 鹿 素行ら の唱 へたる 武士道に 比 

十れば 殆んど 別物なる かの 感 あり。 古來 武士道 に は 進歩 改善の あ つたと いふ 證據 此處 にあり と 思 

ふ。 其れ だから 現在の 武士道に ついても、 惡 しき 處 あらば 之 を 指摘して 改善 進歩の 道を講 する のが 

適 常 だ。 

フォブ ：4 のこと は 大變な 評^で、 旣ゃ言 ふ も 聞く も 飽きが 來て 居る。 然し 之に 聯帶 した こと 

で 一 寸言 ひたいと 思 ふ は、 武士道の 演劇的な 一 事で ある。 或る 大舉 敎授 は、 大將の 死に II に銜ふ 

ありと 言った とかで、 世間から 憎しみ を 受けて 困却され たと 聞く。 就ても 屈な 世の中で は あ 

る。 時事 新報 は 同じ 理由の ために 讀 者の 數が減 少した とも 云 ふ。 社會 制裁の 輕 薄なる にも 呆れ かへ 

る。 斯 かる 問題に ついては 親切に 批評し、 靜かに他の議論に耳を傾くる程の雅量がぁり.^,(。 乃., - 

•  ざま  - - - > 

大將 は淸簾 潔白な 善い 人に 違 ひない。 其の 死に 狀に 就いては 故意に 街 ふ なぞと いふ 動機はなかった 

らう。 然しながら 彼れ が 本旨と して 歸 依した 武士道 其の ものに 體裁を 繕 ひ、 か I 木え を 飾る 氣 風が 染 

みこんで 居る。 頗る 演劇的な 分子 を 有って 居る。 軍人 は 何れの 國 でも 演劇的の もの だが、 殊に 武士 

. 道に は 其れが 多い やうに 思 はれる。 華々 しいと か、 天晴れと か 言 はるる の を 最上の 理想と 心 懸け、 

單 死の 跡 を 立派に したいと て 兜の 中に 薰り物 を燒き 込めたり、 白髪頭 を黑く 染めたり する 輩 も あつ 

た。 飛ぶ 鳥 跡 を 濁さす と は 云 ひながら、 武士 ほど 斯うい ふ邊 に苦勞 した もの は 無から う。 山 鹿 素-了 

の傳 記な ど を讀ん でも 此の 點が 明白に 見える。 倫理の 根柢が 深くない から、 う もしな けに ^廉 止 

演劇的なる 武士道  £J、, 


ハリス 監督と 其の 動 章  五六 二 

氣節を 重ん する 習慣 を 固める ことが 出来なかった かも 知れぬ。 鬼に 角 昔し 大 江戸の 消防 人足が 餾背 

さじ JJ  まと ひ 

な 刺子 半纏 や、 嚴 めしい 纏に 心 を 用ゐ、 顏役 などと 稱 へて 頻りに 虛榮 じみた 氣風を 鼓吹した と 一 般、 

武士道に も 演劇 じみた 所が 多い。 妙に 豪ら がり、 强 がり、 意地 張りて、 何でも 天晴れ 遣って 除け や 

もど さ 

うと 云 ふところから、 襟激に 流れ、 鬼て は僞 善に 陷る 場合と もなる、 中には 滑稽 じみた 芝居 擬ゃ、 

甚 しき は僞 善にまで 墮 落ちる こと も ある。 日本の ドン • キホ ー テを ものす る 人が 出來 たなら ば、 國 

民の 風敎、 武士道の 改善に も 益す ると ころが 多から うと 思 はれる。 我ら はこの 窮屈 千 萬な 社 會に於 

て、 稈 分に 斯 かる 事 を も 議論 をしたい。 又しても もら ひたい。 

一九  一二 年 一 〇 月 (福音 新報) 

ハリス 監督と 其の 勳 音- 

ハリス 監督 は 日本の 爲に 四十 年 以上の 勤勞 があった。 元來 左程の 擧識 あるで もな く、 手腕 技倆 非 

凡と 云 ふで もな く、 精神 界の 勢力 者と も 見えぬ が、 溫 厚篤 實の 風が あり、 人に 對 して 少しも 挫 壁 を 

設けす、 善く 客 を 愛し、 懇 誠の 情靄然 掬すべく、 之に 接して 春風に 吹かる、 如き 心地 を爲 さしむ。 

確かに 一 個の 信仰 厚き 好 紳士で ある。 人に 好かる、 人格で ある。 


彼 は 日本の. 2： 地に 於て、 又 朝鮮 等に 於て、 忠實 なる 働き を繼繽 したので ある。 今や 漸く 高 鈴 こ 達 

して、 或 ひ は 監督の 職 を 退かる k やの 沙汰 も ある。 近き うちに 米國 に歸ら る.， 由 を 聞き、 朝 矛の. e. 

士が精 養 軒に 饗宴 を 張り、 其の 行 を 送り、 其の 德を 讚え て 殆んど 到らざる 所な き 様に 見えた こと 

は、 別項 所載の 如くで ある。 日本 政府 は 之に 勳 二等 を 贈與 し、 其の 友人 は 之が 爲に鎌 倉に 邸宅 を 建 

築 せんとす るな ど、 老 監督の 心 を 慰めた る もの 頗る 多かった であらう。 

然し ハリス 監督 は 如何して 斯 くの 如く 朝野の 人から 重んぜられ たので あるか。 彼が 太平洋 沿 J 干 こ， 

於て、 ドクトル • スト ルヂ 等と 相 並びて 日本人の 爲に盡 力した こと も 忘る ベ からざる 其の 功鑌の 一 

つで あらう。 然し 其れよりも 更に 或る 筋の 人々 に 喜ばれた る は、 彼が 徹頭徹尾 日本 SK^ で、 常 こ 帝 

阈の爲 に 好き 吹 聽を爲 すに 汲々 たりし ことで あるか も 知れぬ。 外國の 感觸を 害せぬ こと を專ー と 

し、 あらゆる 手段 を 利用して 日本の 爲に 都合 好き 紹介 を爲 さしむ るに 脫漏 なき 或る 筋の 人々 は、 確 

かに ハリス 監督 を德 とせざる を 得なかった であらう。 監督が 最近 公に せられた る 文書 を 見る に、 其 

の 朝鮮 八道 を 巡 廻す る 間に 目撃した ところに 依れば、 併合 以来の 政治 は善盡 し、 美盡 して 居る との 

ことで ある。 彼 は 寺 內總督 を 以て 最も 良き 政治家 だと 稱讃 して 居る。 此れが 若し 監督の 如き 老實忠 

直なる 人の 言で 無かった ならば、 我ら をして 阿り， 詔 ふの 甚 しきもの であると 感ぜし むる 程で ある。 

我ら は ハリス 監督の 人格に 對 して 斯 くの 如き 疑 を 挾む 能 はざる を 幸 ひとす る ものである。 それ はが 

問題と して、 朝鮮の 總督 政治に 對 する パリス 監督の 態度 及び その 言 說が、 其の 筋の 氣受 頗る 好き は 

ハリス 監 g と 其の 勳 iTT  • .  .  、三 


ハリス 監督と 其の 勳章  •  五六 四 

疑 ひ を容れ ぬ。 精 養 軒の 宴會に 於て 披露 せられた 如く、 寺 內總督 が 監督 を 紹介し、 之 を 推賞す るに 

努められ たの も 無理なら ぬ ことで ある。 ハリス 監督 は 日本 政府、 殊に 朝鮮 總督 政府の 爲には 多く 得 

雞き： as 歌 者で ある。 彼の 人格 は 其の 讃辭を 重から しむる に 足る と 云 ふが、 其の 謳歌 をして 價値 あら 

しむる 一 つ の 理由で ある。 

然ル ども 日本 國民 として 我ら は必 すし も斯る 讃美 を 喜ぶ もので ない。 當局 者の こと は 知らぬ が、 

日本 國 民が 擧 つて、 ハリス 監督の 如き 讚 辭に滿 足し 隨喜 する やうで は、 邦國の 前途 甚だ 憂 ふべき も 

のが あると 思 ふ。 我ら はもつ と 根底 深き、 公平なる 批評家 を歡迎 したいと 思 ふ。 日本 國 民の 雅量 は 

口に 苦き 良 藥を必 すし も 忌避せ ぬで あらう。 ハリス 監督の 人格と 動機 は 敬服す るを吝 まぬ が、 其の 

何でも 御座れ 的の 御 頌め詞 は、 一寸 考へ ものである。 日本の 批評家が 皆 ハリス 監督の 如くで あるな 

らば、 國 民の 不幸 此 より 甚 しきもの なから うと 氣遣 はれる。 

外國 人に して 日本 政府から 勳章を 得た もの 頗る 多い。 宣敎 使のう ちで は フルべ ッ キの 如く、 へボ 

ノの 如く、 證分 其の 鹿當 なる を 首肯せ しむる もの も 少なくない。 ハリス 監督が 勳章 を贈與 せられた 

の も、 其の 筋の 理由と すると ころと は 違 ふか も 知らぬ が、 我ら も 之 を 尤もと 認 むべき 理由 を 有って 

居る。 甚だ 結構な こと、 斷言 する を 憚らぬ。 

然し i 所て 一 つの 疑點 とも 見るべき ものが ある。 ヘボンの 如く、 醫擧ゃ 日本語 擧を 開拓した と 云 

ふ 功績から 勳章 を贈與 された もの もないで はない が、 都合よ き 樣に 日本 を外國 に吹聽 したと 云ふ圔 


功で 表彰 せられる もの 頗る 多く、 もっと 地味な、 もっと 根底 ある 功 勞の爲 に 政府から K 章を投 けら 

れ たもの、 比跤 的に 少數 なる は 如何なる 理由で あらう か。 例 之ば チヤ ム バレンの 如き は 曰 本の 古典 

を 研究し、 之 を 紹介す るに 於て 貢献す る こと 多大であった こと は、 識者の 認 むる ところで あるが、 

彼に は勳 章の 沙汰が 無い。 斯 くの 如き もの 外に も ある。 此は抑 も 如何なる 理由で あるか。 

一九 一六 年 三月 ； 福音 新報) 

監督 ハリス 

ハリス 監督が 去る 八日 日曜日 午後 死去し、 十一 日 靑山慕 地に 其 遺骸 を 埋葬せられ たこと は、 讀者 

の旣に 熟知 せらる る 所で ある。 ヘボン、 フルベッキ、 ゥキ リア ムス、 バラ、 タム ソン 等と ともに、 

長く 日本の 俥 道に 從 事し、 多大の 貢獻 をした 人であった。 其の 死 は曩に 高木 壬 太 郞を失 ひて 間 もな 

き メソヂ スト 敎會の 損失で あるの みならす、 日本の 基督 者のと もに 惜む 所で ある。 彼 は 精神 界に貢 

獻 したの みならす、 米國の 西海岸に 於て、 叉 朝鮮に 於て、 日本 國 民の ため、 他の 方面に 於け る功勞 

も少 くなかった。 此れ 勳章ゃ 祭祀料 等 を 賜った ことに 由ても 知られる。 彼が 我が 國 朝野の 名士に 多 

くの 友人 を 有し、 廣く 愛せられて 居た の は、 一面に 於て 右の 事情に も 依る ことで あるが、 其の 最も 

監ぉ ハリス  五六 五  ， 


Si5 督 ハリス  五六 六 

大 いなる 理由 は 彼が 人格の 種類から 來 たので ある。 ハリス 監督 は 風采 ゃ氣 分から 應對ぶ ひに 至る ま 

で、 頗る 愛嬌に 富んだ 人であった。 上品なる 好 紳士 自 から 奥床しく 見え、 何となく 人 を 引き 着く る 

所があった。 彼 は 人氣を 集め、 好感 を 周 園に 及ぼす に 於て、 一個の 天才であった らう。 たと ひ 才気 

縱横、 談論 風發、 巧言令色と 謂 ふ 質ではなかった にもせ よ、 ー歷 尊重すべき 理由から、 自然の 外交 

家で あつたと 言っても 差 支へ あるまい。 彼 は sqr として 餘り 深く 認められなかった であらう。 講壇 

の 人と して 餘り長 じて 居らなかった であらう。 手腕家と して カを禪 はれた とも 見えない。 然し 其の 

德 望と 愛 矯 とに 於て、 一世の雄 たる ことが 出来た ので ある。 之 を 新 島 襄に比 ぶれば、 覇氣ゃ 經綸に 

於て、 或 ひ は 及ばざる 如しと いへ ども、 其の 紳士的 風釆 と、 人 を 引き 着く る 愛嬌と に 於て は、 蓋し 

相 近い 質の 人であった らう。 彼に 次いで 日本 メソヂ スト 敎會の 監督と なった 本多庸 一氏 も 此の 一事 

餘程 類似の 點を 示す ものの 如くに 見受けられる。 同時に 本 多 監督に は 其の 政治的 手腕 凡なら ざる も 

の もあった と 謂 ふこと を 記憶せ ねばならぬ。 日本 メソヂ スト 敎會 は斯 くの 如く 其の 監督の 人物に 於 

て、 大いに 祝福せられ たので ある。 其の 現今の 監督 も 同じ 格に 近い 人で あるら しく 感ぜら， る。 首 

腦に斯 くの 如き 人物 を 戴く と 謂 ふこと は、 或 意味に 於て 曰 本 メソヂ スト 敎會の 幸運で あると 謂って 

も大 いなる 不都合 は あるまい。 實に ハ リス 監督 は 此の 種類に g する 人格の 王者で b つた。 

ハリス 監督の 紳士的 風釆、 人に 好かる X 愛嬌の 根底に は、 基督教の 信仰に 依って 銀鍊 せら ，丄 た 愛 

力 深かった。 愛 は 多くの 罪を掩 ふと 聖書に 記載せられ たの は、 常に 他人の 短所 缺點 を見脫 し、 總て 


を 善意に 解す る を 意味と なす 註 釋に據 り 之 を 監督の 上に 適用 するとが 出来る であらう。 朋友に 對し 

二 ま 

て は 親切なる 辯 護 者、 何人に 對 しても 寬 厚なる 長者で、 總 てに 對 して 零る X やうな 愛嬌 を 注がれた 

ので ある。 ハリス 監督 は 甚だ 親切なる 基督 者、 世に も 稀なる 愛嬌 ものであった。 豪傑の 流に は 非 ざ 

る も、 人格の 世界に 於て 覇 たるべき 资格を 具へ て 居られた ので ある。 日本の 基督 者の 中には ハリス 

監督の 死に 於ん て 殆ど 親 を 失 ひたらん 如くに 感 する もので あらう。 信仰に 由れ る 修養の 結果で ある 

か。 或 ひ は 之 を 道德の 部類に 編 人すべし と 主張す る もの も あるで あらう。 或 ひ は 寧ろ 之 を 粘液質 や 

膽汁 貧と 同様の ものと 解す る を 可な ひとす る もの も あるで あらう。 吾人 は 之 を 何； e, とも 斷定 する に 

充分なる 村 料 を 供給され て 居らぬ。 然し 何の 道ハ リス 監督 は 世に も 多く 得難き 人格で あつたと 斷言 

する こと を 憚らぬ。 確かに 日本に 於け る 基督 敎傳 道の 歷史を 飾るべき 明星の 一 つであった。 

ハリス 監督 は 千 八 百 四十 六 年 (我が 弘化 三年) 七月 九日 北米 合 衆國ォ ハイ ォ洲 のビィ ルス ヴィ ル 

に 生れた。 十七 歳の 時 南北 戰爭 に會 し、 北 軍に 從 つて 兵役に 服 するとと もに 復び舉 校に 人 ひ、 敎育 

を 受けて 傳道界 に 身を投じ、 千 八 百 七十 三年 (明治 六 年) メソヂ スト 監督 敎會 の宣敎 使と して 日本 

に 派遣せられ たので ある。 赴任に 先ち て娶 ひたる 夫人 フ n 1ラ • ハリス は 文 學の才 にも 秀でた る 優 

雅な 人で あつたが、 約 四十 年の 間 病軀を 以て 能く 其の 良人の 勤勞を 助け、 千 九 百 九 年 死去した。 此 

の 夫^ は 日本に 於る 多くの 友人の 記憶に 永く 存る であらう。 

一九 一 六 年 四 ほ (i 曰 新報) 

監 1^ ハリス  五六 七  ， 


7 ランク：、、 ユラ ァ氏 も紀 念す  五六 八 

フ ラ ン クさヽ ュ ラ ァ 氏を紀 今^ 十- 

あ t* れ 

提摩太 後 害 第！ 寧の 十六 節 以下に ォ ネシボ 口の ことが 書いて ある。 曰く 『願く は、 王 矜恤を ォえシ 

ポロの 家に 賜へ。 蓋 かれ 厦 われ を 慰め、 Rd わが 鏈を 恥と せす、 其の ロマに 在りし とき 急ぎ 尋ねて 我 

に 遇 ひたり。 願く は 主 彼 をして 夫の 曰に 至り 主の 矜恤を 得しめ よ。 彼 エペ ソは 在りて 如何ば かり 我 

に 事へ しか 爾の 善くし る 所な り』 此れ は バウ 口が 友情に 厚い 一 例で ある。 彼と ォ ぇシボ B との 關係 

は 天まで 續 いて 居た ので ある。 ー說に ォネシ ポロ は 此の 時旣に 死して 居た と 云 ふ。 兩 人の 友情 はォ 

ネシボ 口の 死後 も尙ほ 益々 溫 かに 繼續 された ので ある。 

今日 ミュ ラァ 君の こと を 思 ふとき 余 は ォぇシ ポロと バウ 口との 友情 を 想 出さ る を 得ない。 其の 

似通った 點を擧 ぐると、 第一、 ォ えシボ 口と バウ 口と は 其の 人種が 異 つて 居った。 其で ありながら 

深き 友情 を 保つ ことが 出來 た。 ミュ ラァ 君と 我々 と 亦 人種 を 異にする けれども、 溫 かなる 友情 を 交 

換 する ことが 出來 たので ある。 船尾 氏が ミュ ラァ君 を 追想した 文に 『私 一己に 取って 先生 は 外國人 

だとい ふ 感じが 寸 毫も 無い ので ある』 と ある。  • 

第】 一 ォネシ ポロ は バウ 口 の 人格に 深く 感心して 居った。 彼 は 好んで 他の 長所 を 認識し 人に 敬服 


. ^る ことの 出来る 人で あつたに 逮 ひない。 此の 點に 就いても ミュ ラァ 君の 事 を 想 出す ので ある。 ミ 

ュ ラァ II？； は 人の 美點 長所 は 何でも 感心す る 人であった。 例へば 口 シャの 人が 善き 字引 を 作れば 之 を 

どの位 吹聽 した か。 斯 かる 事 は 他に も澤山 あるので ある。 彼 は 他人 を 『アド マイヤ ァ』 する ことの 

出來た 人であった。 

第三 其 友情に は 確に 『へ ロイ ック』 な 所があった。 ォネシ ポロ は バウ 口が 鎖に 鬚れ て 居った の 

を 恥と もせす、 之れ を 訪問して 善く 其の 友情 を 全うした。 其 所が 『へ Q イツ ク』 な點 である。 ォネ 

シボロ は バウ 口の ロマ に 居た とき 急ぎ 尋ねた と 云 ふ。 世に 輕んぜ られた 一 個の ユダヤ人が 囚 へられ 

て 口 マ の 都に 送られた ので ある。 宛然 地方の 名 もな き 人が 囚人と して 東京に 護 達された やうな もの 

である。 之 を 尋ねる の は 中々 の 骨折りで あつたに 違 ひない。 牢獄 を 訪問した 經驗を 有て 居る 人 は： H ハ 

^ 列 推察せられ るで あらう。 斯く彼 は 其の 友の 爲に 心配して、 よく 苦痛 を 忍び、 少しも 勞 する こ 

とを惜 まなかった。 ミュ ラァ 君も斯 くの 如くであった。 中々 骨の 折れる 友情 を 全うした 人で ある。 

第 四 『彼 H ぺ ソ にあり て 如何ば かり 我に 事 へし か爾の 善く 知る 所な り』 と ある。 ォ ネシボ 口 の 

友情 は 色々 人の 爲に 奉仕の 多き 友情であった。 何人も 之に つきて は 故ミュ ラァ君 を 想 ひ 出す であら 

う。 今日 此の 席上に も 其の 同情と 厚き 慰藉に 富んだ 友誼 を經驗 せられた 人々 の 甚だ 多き を 疑 はぬ。 

ォネ シボ 口と バウ 口 は n マ に 於ても H ぺ ソ に 於ても 親しき 交を績 け叉ォ ネシボ 口 が 世 を 去った の 

ち も 其の 關係 いよく 深く 實 に 天に 至る まで 繼繽 せらる、 友情で あった。 其 所で バウ が 其の 友情 
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に 報 ゆると ころ を 見よ 。『願 はく は 主 彼 をして 夫の 日に 至り 主の 矜恤を 得しめ よ』 と。 今日 我々 はミ 

ュ ラァ 君の 長く 渝ら ざる 友情 を紀 念す るに 當り、 如何 か 同じ 心 を 以て 報い ヒぃ ものである。 。， 、ゥロ 

は 又 其の 家の Hi を 思 ひ 『願 はく は主矜 恤をォ ネシボ ti の 家に 賜へ』 といって 居る 如く、  ^??-々は此^ 

きに 於て アメリカに 居らる るミュ ラァ 夫人の 上に も 主の 矜恤を 垂れ 給 はんこと を 祈るべき である。 

ミュ ラァ君 は 千 八 百 六十 二 年 九月 十日 英國に 生れ、 少 にして 米國に 渡り、 ヴォ ルヂ 一一 ャ大 擧を卒 

業しての ち 日本に 渡来し、 約 二十 八 年間 働かれ、 去る 四月 十九 日の 朝米國 タコマに 於て 死去せられ 

たので ある。 此の 人の 生涯 は 大部分 日本に 於て 暮らされた。 彼 は 其の 生涯の 最も 善き 歳月 を 日本の 

ために 費した ので ある。 千 八 百 八十 九 年米國 基督 敎靑 年き の 獎勵に 依り 日本に 来られ、 和歌 山中 學 

校、 江 田 島 海軍 兵學 校、 祌戶 高等 商業 學校、 青山 擧院、 東京 神學 社、 日語學 校、 其他此 所に 云 ふ を 

得ない 方面に 於て 種々 敎 育の 爲に盡 された。 

ミュ ラァ 君は傳 道の 志 篤く、 自ら 演說を 試みる やうな こと は少 かった が、 多くの 人と 個人的に 交 

際して 基督 を傳 道せられ た。 此れが 爲に 何の 位 手紙 を 書かれた か、 隨分 多い ものである。 或は 船に 

乗り 翻んで 居る 人の 爲に 說敎を 書いて 送られた ことな ども 多い ので ある。 其の 他 明治 四十 一 年 六月 

一 一十 五日から 明治 四十 五 年 五月 十六 日まで 滿四 年間 毎週 規則正しく 福 昔 新報に 筆 を 執られた。 其の 

間 少しも 怠り， なく、 極り よく 文章 を 寄せられた。 福 昔 新報に 文章 を 書く もの は 多い が、 そのうちで 

ミュ ラァ 君よりも 几帳面に やった 人 は 殆んど 無い と 言っても 可い。 忙しき 仕事に 從事 せらる.， 傍、 


何の 報酬 も 無く、 之を續 けられた こと は實に 敬服に 堪 へない ので ある。 自ら 顧みて 愧 かしく 思 ふ。 

ミュ ラァ 君の fll かれた もの を 讀んで 信仰に 進んだ と 明言して 居る 人は诀 して 少 くない。 福音 新報 P 

聖書 研究 や 日曜 學校 欄を設 くるに 至った の はミュ ラァ 君が 草分け をせられ たに 依る。 我々 はミュ ラ 

ァ Jfl; ほど 熱心に は 出来 兼ぬ るが、 其の 跡を迎 つて 居る 譯 である。 其の 外 自ら 『立志』 を發 行して 編 

輯ゃ 事務に 多大の 勞 力と 時間と 出費と を 負 嬉し 『ジャ パン ヴァ ンゼ リスト 』 、『クリス チヤ ン • ム 

1 ブメ ント』 等に、 忠實に 原稿 を 作って 送られた こと は 世に 隱れ なき 事實 である。 また 敎 役者 や 擧 

生な ど をして 外國 の. 善き 新 閜を讀 ましむ るの 便宜 を與 へんが 爲、 何の 位 手紙 を 書かれた か 知れぬ。 

都 は 云 ふ も 更なり、 淋しき 地方に ある 人々 にして、 氏に 由り て 外國基 香敎雜 誌を讀 むこと を 得て 感 

謝して 居る 人は隨 分多數 であらう。 余と 相 知る に 至った の も 福音 新報 を傳 道の ために ffl ひら 比た 關 

係からで ある。 與文協 まの ことに 就いても、 余な どが 餘り 熱心で ない の を 心配して、 中間に 立ちて 

種々 獎勵の 言 を 費され たこと である。 余 は 多 辯で ない 氏の 親切な 言 を 良く 記憶して 居る。 斯 くの 如 

くして ミュ ラァ 君が 日本の 基督 敎文擧 のために 盡 された こと は 非常な ものである。 彼 は 日本 基督 敎 

文學の 恩人で ある。  . 

ミュラ ァ 君の 友情 は 長く 渝ら なかった。 一度 敎 へた 擧 生は诀 して 忘れる HJ はない。 其の 人の 方で 

は 忘却して 居っても、 突然 氏の 手紙に 接して 舊情を 喚び 起す こと もあった らう。 司き 者 (？) も 其 

の 善き 信仰に 歸る こと を 得た の はミュ ラァ 君の 活ける 敎訓に 依る と 語って 居られる。 斯 くの 如く ミ 
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ュ ラァ 君の 緣 故で 基督 敎に 入った 人 は 多い AJ とで あらう。 實に 何れの 方面に も 終始一貫した 友情で 

あった。 以上 は 個人的の ことで あるが、 圑體 のこと を 云へば、 今の 靑山敎 #1 は 始め ミュ ラァ 君の 家 

に集會 をした のが 段々 と發 達した ものである。 斯 かる こと は 他に も 多い ことで あらう。 叉 慈善事業 

のこと など も 常に 心に 懸けて 居られた。 余 は 友人の 事業で ありながら 氣も 付かす に 過ぎて 居る と、 

不意に 其の 模様 を 問 はれ、 年末に は 此の 金 を やって 吳 れと賴 まれた こと も 幾度 かあつた。 氏 は 富豪 

と 云 ふ 身ではなかった けれど 日本の 慈善の 爲 めに 盡 された こ と は 意外に 多かった らう。 岡 山孤兒 

院、 外 村 義郞君 等の 事業に も 陰ながら 注意 を拂 ひ、 形に 於ても 種々 と 骨折られ たこと を 知って 居 

る。 氏と 余の 交り は 明治 三十 五 年 四月 十三 日の 曰 曜日 一 番町敎 きで 遇 ひ 翌日 角 害の 衛生 園 (tli,^ き 

Iff) で 開かれた 福音 同盟き の 親睦 き に 氏 夫婦 を案內 したの が 始めで、 今日に 至る まで、 終始一貫 

し、 骨折りの 多い、 『へ 口 イツ ク』 な 友情 を 厘々 經驗 したので ある。 

氏 の 斯く の 如き 性質 は 十字架 上 の 基督に 根ざして 居た ので ある。 實に氏 は 祌を 畏 る 、 念 に 富み 、 

神と 人との 爲 めに 讓 力して 廣告 せす 『勉めて 怠らす 心 を 熱く して 主に 仕へ』 た 人で ある。 福音 新報 

の 紙上 氏 を 評して フキ シャ ァ君は 『ィ ン カァネ H シ ヨン • ォブ • フレンド シッ プ』 (友情の 化身) と 

云 はれ、 堀峯橘 君、 山 谷 省 吾 君 は 聖者で あると 云 はれ、 ゥ H ン ライト 博士 は 日 語學校 追悼^での 演 

說に 於て 之をァ シジ のフラ ン シ ス に比べて 居られる。 斯く 評する も诀 して 溢 美で はない。 

昨日 も森寬 子さん と 氏の こと を 語り合つ たが、 ミュ ラァ氏 は 此の世に 居らる & ときから 旣に 此の 


世の 人の やうでなかった、 死んでも 恐らく 變 るまい と 云 はれた。 之れ を 余が 飜譯 すれば、 天に 屬す 

る氣 品の 人で あると 言 ふ 意味で あらう。 

余 は 明治 三十 四 年に ティ • ティ • ァレキ サン ドル 君 を 送った が、 養生 叶 はす、 布哇に 客死せられ 

た。 之と 殆ん ど引逮 ひ. に 余の 敎會に 出入りす る ことと なった 人が ミュラ ァ君 である。 雨 氏の 性行、 

事業、 亦た 何れ かに 相 連絡す る點の ある 様に 感ぜられる。 彼は專 門の 宣敎 師、 此は 員外 勤務者で あ 

る。 余 は 比の 二人が 日本に 來 ただけ でも 實に 偉大な ことと 思って 居る ので ある。 

ミュ ラァ 君が 其の 消息 を 日本の 諸 友に 傳 へられた 四月 九日 附 最後の 端 蚩 曰に、 詩 第三 十四 篇六 節よ 

り 九 節 を 引きて、 自分の 現狀斯 くの 如くで あると 云 はれて 居る。 詩に 曰く 『この 苦しむ もの 叫びた 

れば エホバ これ をき き、 そのす ベての 艱難より すく ひ 出した まへ り、 H ホバの 使者 は エホバ を 長る 

る 者の ま はりに 營を つらねて これ を援 く、 なん ぢら エホバの 恩惠 ふかき を嘗ひ 知れ、 エホバに より 

たのむ 者 はさい は ひなり、 エホバの 聖徒よ エホバ をお それよ、 エホバ を畏 る- - ものに は 乏しき こと 

なければ なり』。 氏が 信仰 を 以て 病苦の 間に 處 せられた 様 を 能く 窺 ひ 得る ので ある。 

1 九 二 七 年 六 日 (福音 新報) 
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I 板 垣 伯 

I 垣 伯 II 隨分 盛大 S り 行 はれた。 其 s 章 襲、 さて は 其 Q 人物評 皇 るまで、 全國 

聞 紙 を 稍ゃ賑 かなら しめた やうで ある。 伯 は 政治 界の 人で あるが、 其の 多方面な りし 生活 は， 

軍人と して、 政治家と して、 社會 改良の 經營 者と して、 或る 實 業の 試 をな せし 人と しての みなら 

す 宗敎の 方面に 於ても 多少の 關係を 有して 居られた る 事實が ある。 伯と 大隈 侯と は 人物の 種類 こ 

於て 異 つて 居る が、 大隈と 云へば 必す板 垣 を 聯想せ しめ、 自由 伯の 名 は必す 早稻田 侯爵 を 想起せ し 

る 因緣が ある。 兩者 とも 中々 多趣味で、 殊に 言論の 雄、 多くの 政治家の 指導者、 種々 なる 躍起 運 

動の 首領で、 假令 自ら？ 執らざる にもせ よ、 新聞記者に 相應 はしき 趣味と I とを發 揮し、 筆鋒 

親く 文壇に 覇を唱 へんと 苦心し (其の 成功の 程度 は 問題なる べき も) 、漏の 震と 戰ひ i こ 多く 

の 傷 手 臭 はせられ でも、 ともに 八十 以上の 老齢 i したるな ど、 餘程 似通った 點が ある。 

zf 大 I は 軍人と して sf  f  t 其 Q 何でも 來れ |幕 も此 S に 至りて S 色が ある 

まい。 世人 は 板 垣 伯 を 清貧に 安ん する 君子の 如く 云 ふが、 其の 實然 うで もな ささう である。 存外 理 


財の 方に も 熾烈なる 野心 を懷 き、 有られ も 無き 山 仕事に 引き 懸 りて 一攫千金の 利 を 取り 損 はれて、 

無残なる 失敗に 陷 つた 例 も 少なからぬ 様子で ある。 伯 は 富まん と 焦 立つ 貧乏人であった。 此の 點に 

至る と 豪奢の 生活 をな し、 客 (鶴 鳴 狗盜の 輩少ら ざる を 恐 るれ ども) 常に 門下に 充 つる も 供給の 餘 

力- 3 々たる 大隈 侯の 腕前に は 及ぶべく も あらぬ。 大隈の 庭園、 板 垣の 土傻 各々 其の 趣が 遠って 居 

る。 大隈侯 舞は厦 々神官 僧侶 諸 宗の敎 師に對 して 八方美人の 長 廣舌を 振 はれ、 宗敎 運動の 肝 煎に 手 

を 出された こと も ある やうに 聞く が、 板 垣 伯 も 其の 或る時 代に 於て は 幾分 か 基督 敎に 食指 を 動か 

し、 外 國宣敎 使 を 介して 其の 或る 目的 を 達せん と 試み、 宣傳の 口 入 位 は 敢て辭 せ ざり しこと も あつ 

たので ある。 

高 知縣に 基督 敎の傳 はった 經 路を尋 ぬれば、 當初 安川 亨と云 ふ 人の 斡旋で 自由 黨の 人士が 繽々 基 

督 敎に歸 依し、 在 高 知の 片岡 健吉、 坂 本 直 寛、 武市 安哉、 山 田 平左衞 門、 西 山 志 澄、 山 本 幸彥、 細 

川 義昌等 を 始めと して、 中島 信 行 男の 諸氏 基督 敎に 志を倾 け、 或は 眞實に 熱心なる 信者と なりたる 

など、 其の 他 自由 黨 系の 諸 名士  (例 すれば 齋藤壬 生 雄 氏の 如き) 相 率 ひて 基督 敎の 門に 出入し、 其 

ま こと 

の^ 力なる 宣傳 者と なった のが 其の 素因で ある。 其の 間に は 嘘から 出た 眞實も あるべく、 神の 恩寵 

の 作動 著る しく、 靈 化の 功大い に擧 り、 高知縣 などに 於て は 基督 敎が 根底 深く 健全に 扶植 せらる- - 

に 至った ので ある。 而 して 其の 背後に は 自由主義の 泰斗と 仰がれた る 板 垣 退 助 氏 (當時 未だ 五爵の 

設 なし) 陰に陽に 聲援 を與へ られ たる こと も 之に 與 りて 大いに 力 ありし を 疑 はぬ。 
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明治 十八 年より 十九 年、 二十 年に 懸けて 土 佐の 傳 道に 從 事した 人々 は 頗る 多い。 フルべ ッ キノ ッ 

クス ミ n ル タム ソン、 吉岡 弘毅、 植村 正久、 其の 他 幾多 日本 基督 敎會の 俥道師 有志 者が 代る 代 

る 高知縣 下に 派遣 せられた。 其の 中の 或る 一人の 確かなる 記憶に よれば、 板 垣 伯 は 屡 基督 敎の說 明 

に 耳 を 傾け、 懇談の 間に は當時 其の 愛讀 書の j なる 西 周譯へ エブ ン 『心理 學』 など を 持ち出し、 い 

と 得意 氣に 自ら 有神論 ゃ靈魂 不滅 說を 唱道し、 若し 道德 h 或る 除外例 を 設けて 伯の 有する 弱點の 一 

を寬假 せば、 進んで 洗禮 をも受 くべ しと 提言した こと もあった と 云 ふ。 また 時として は 『道 德に大 

, なる ものと 小なる ものと あり、 多くの 基督 信者 は 小道 德に 齷齪と して 道 德の大 なる もの を 疎略に す 

るの 傾きが ある。 余の 如き は 道 德の大 なる もの を 以て 見て 貰 ひたい。 道德の 小なる もの (男女 間の 

道德の 如き を 云 ふ) に 就きて は、 何分 大目に見て 貰 ひたき ものである』 と 眞顏に 論ぜられ たこと も 

あった。 伯に して 政界の 利害に のみ 沒 頭し、 鹿 を 追 ふ もの 山 を 見す. の 流 難に 階ら ざり しなら ば、 基 

督敎の 信仰に 達する に は 僅々 一 歩 二 歩を餘 すの みとも 見ら るべき 程 あ ひに 往 きつ 還りつ して 居ら I 

た 力 も 知れぬ。 少く とも バウ 口と ニー  合 談論 を鬪 はせ たる ァグ リツ パ 王の 度にまで は 進んで 居たら 

しく も 感ぜられる。 

板 垣 伯 は カヴゥ ル であるよりも 寧ろ ガリ バル ヂィ 型の 人であった。 經世 家と 云 はんより は 寧ろ 政 

.談 家であった。 若し 一 種の 政治 界預言 者 を 以て 自ら 居り、 政 黨者流 を 超越し、 人生の 批評とまで は 

- 行き 得ざる も、 社會の 評論家と して 立ち、 理想 を 標榜し、 天下の 木鐸 を 以て 住と せられたならば. m 


自肩 のために も國 民の ために も 其 利益 一 騷 多大であった であらう。 責任 ある 評論 を專 とする 預言者 

は、 現在 日本の 大 いなる 必要で ある。 

板 垣 伯が 自由主義 を懷 抱し、 民選 議院の 設立 を 思 ひ 起た る \ に 至った 理由 や 動機 は 伯 自らの 意識 

すると ころ 及び 其の 厦 公言せられ たと ころと、 世の 識者の 推測す ると ころと は 多少 相逮 ある を 免 か 

れぬ。 或る人々 の 批判せ る 如く、 薩長 兩 藩の 勢力に 對 する 均衡 を 獲得 せんと 欲する より、 其の 必要 

に 驅られ て、 自ら は贵族 主義 型の 人であった にも 拘ら す、 生れ もっかぬ 自由主義者、 平民 政治の 先 

達と なった ものである かも 知れぬ。 少く とも 其の 自由主義 は 根本的の ものではなかった。 人格と 其 

の 展開 を容 すべき 餘 地の 要求と に 基け る 自由の 觀念 は餘り 深刻に 感ぜられて 居らな か つたで あら 

う。 況んゃ 『吾人 今 神の 子たり 後 如何 云々』 の 精神の 如きに 至りて は、 伯 は 正しく 門外漢で、 自由 

主義の 淵源から 頗る 遠ざかって 居られた。 伯 は 其の 常に 謂 ふところの 政界の 陣笠 連 を 蔑視し、 大將 

株 を 推 尊す るの 流義に 染まりた る 人、 無意識の 間に 政界の アリス トク ラシ ィを 主張して 居られた の 

でな からう か。 平民 的に 見えて 平民 的で ない。 大隈侯 は 豪華の 人で あるが、 障壁 を 設けす して、 自 

由に 快活に 人 を 接見し、 之と 談論 を 上下す るを辭 せざる 點に 於て、 板 垣 伯よりも 寧ろ 平民 的で ある 

かも 測られぬ。 多くの 點に 於て 板 垣 伯 は 寧ろ 貴族 趣味の 人であった。 此は 近く 之に 接した ものの 自 

然 感知す ると ころであった らう。 而 して 大隈侯 や 板 垣 伯に 優りて 明治の 自由主義、 平民主義の 泰斗 

としてよ リ 多く 重んぜら るべき 人 は 幅 澤論吉 氏で あらう。 其の 言論、 著書に 於ての みならす、 彼 は 
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其の 『擧 問の す- f め』 に唱 へた 『天 は 人の 上に 人 を 作らす 云々』 の 大義 を 事實に 於て 貫徹 せんこと 

を 務めた る 天爵の 大 平民であった。 板 垣 伯が 自由 民權 のために 多くの 功果 を 齎らした る 日本の 恩人 

である こと は、 吾人の 之を認 むる に吝 ならぬ ところで あるが、 此の 名 譽に對 する 他の 有權 者の 存在 

を も 併せて 記憶せ ねばならぬ。 日本の 自由主義 は 板 垣 伯のより 深く、 福澤 氏のより も 更に 徹底した 

根據の 上に 建てられねば なるまい。 

板 垣 伯 は旣に 述べた 如く 比較的 多趣味の 人で、 考案 や 計畫に 富んで 居られた が、 晩年に 至り 意氣 

精祌 とも 昔 ほどに は 有り得な か つた やうで ある。 老齢 致し方 も 無き 次第 なれ ど 末路の 凋落 何人も 氣 

の 毒の 感を 催さ^る を 得なん だで あらう。 然し 政 友 會は其 成り立ちの 系統から 之 を 宛ら 生みの親の 

如く 感じた とも 見るべく、 總裁は 固より 末々 に 至る まで 其會員 は 數を盡 して、 伯の 葬送に 參 列し 

た。 宛ら 兒 孫が 祖 翁の 喪に 於け ると 同じ様に 見えた。 直接 自由 黨 系に 屬 する もの 政友會 員の 中には 

割合に 少ぃ樣 だ。 板 垣 伯 は 見す 知ら すのもの ども をまで 一緒にした 大家族の 家長た る 有様で 葬ら， 

た。 彼の 政治的 兒孫は 政 友會の 人々 ばかりで 無から う。 有らゆる 方面に 於て 次第に 繁殖し、 其の 樹 

立の ために 奮鬪 した 憲政と 自由との 主義 は、 益々 廣く行 はる.^ であらう。 創世記に 『神 ャぺ テを大 

寸 ま 

いならし めた ま はん。 彼 は セムの 天幕に 居住 はん。 力 ナン は 其の 僕と なるべし』 と ある。 板 垣 伯と 

其の 主張よりも 偉大な もの は、 彼が 天幕のう ちに 住 ふに 至る であらう。 藩 ii ゃ贵族 主義な ど は 終に 

僕と なる の 日が s^. 來 する であらう。 民權ゃ 自由 は 伯 自身の 主張した よりも 一 層徹良ーし.^*根本的の實 


義に 於て 赏現 せらる 入 を 望む ので ある。 

自由 黨の 歷史に 伯と ともに 最も 深き 緣故を 有する 一人 は片 岡健吉 氏で ある。 伯が 軍事に 老け、 戰 

陣の 間に 奔走した 如く、 片岡氏 は 自ら 軍人で、 實戰 にも 與 かり、 在野の 政治家と して 難戰 苦鬪。 政治 

のために 再び Sill の 人となり、 政 黨の耍 職に 居り、 國會の 議員と なり、 其の 議長と なり、 死に 至る 

まで I 货望愈 高く、 人格の 偉力 甚だ 偉大なる ものが あった。 加 之 彼 は 明治 十八 年 基 5_3E 敎に 入りて より 

敬虔の 念 愈々 深く、 信仰の 經驗ハ # 熟し、 高 知 敎會の 長老と して 其の 縣 下の 靈的 開拓に 盡. 球し、 日本 

基赞敎 會傳道 局の 總裁 として 帝國の 救に 貢獻 する こと を 努め、 京都 同志 社の 社長と なりて 教育の 方 

面にまで 其の 手 を 仲ば さんと しつ A あった。 彼 は 板 垣 伯の 如く 多趣味の 人で なく、 頭 腦も然 ほど 偉 

大 なりし に非づ 謂 は^ 一木 調子で、 驚くべき 忍耐に 富んだ 忠良に して實 に眞 面目なる 紳士で、 技 

倆ゃ識 ：nj^ 等 はとても 伯の 如き 人の 足下に も 及び難き に拘ら す、 其の 末路 愈々 廣 ごり、 其、 の^ 業 愈々 

多角形に なり、 其の 活動 愈よ 盛んになり、 其の 勢力 範圍 愈々 擴 張せられ、 深く 精神 界に 分け 上り、 

敎 育の 方面に も 及ばん としたの である。 彼と 此とは 出身に 於て、 才能に 於て、 手腕に 於て、 大 いこ 

相違して 居った にも 拘ら す、 其の 經過 其の 歸着點 に 於て 反比例 的に 相 隔絶し、 ffi に 後の もの 先にな 

りたる の觀が ある。 我が 國 自由 民權 の元勳 者たり し此ら 二人の 人物と 其の 經 過と を 見れば、 洗禮者 

ョ ノ ネに 就て ¥ 穌の言 はれた こと も 思 ひ 出で らる& ので ある。 『誠に 汝らに 吿ん婦 の 生た る もの のう 

ち レ まだ ノプテ ス マの ョハ ネ より 大 なる もの は 起ら ざり き。 然れど 天國の 最小 さきもの も 彼より 
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は大 なるな り。』 

二 和 田 垣 謙 三 

同じ 頃 liir" 昔を傳 へられた る は 和 田 垣 謙 三 氏で ある。 彼 は 板 IS 氏の 如く 日本の 歷 史に大 いなる 關係 

を 有する 人で は 無い。 彼は大 攀の敎 授法舉 博士と して、 舉 問の 方面に 名 を 知られた 人で あるが、 硏 

究者 として 何れ ほど 造詣が 深かった か、 思想の 上に 於て 世に 何れ ほどの 貢献が あつたか、 其の 事業 

として 社會に 福祉 を 及ぼした もの-^ 有無 多少 如何ん、 其の 人物の 深さ 高さ 等 は 如何で あつたか。 此 

ら のこと に 就いて 吾人の 知る ところ 極めて 貧弱で、 餘り 多く 語るべき 權利を 有して 居らぬ。 然れど 

も 和 田 垣 氏が 明敏なる 頭腦を 有し、 才氣 縦横、 有爲の 素質 を備 へ、 造詣 も 深くな り 得べき 可能性 を 

有し、 力 を 伸ばし、 人格 を 輝かせ、 世に 寄與 する もの 多大なる を 得べき 地位と 機會 とを與 へられて 

居った こと は、 多くの 人の 認識す ると ころで あらう。 斯 くの 如くなる にも 拘ら す、 若しも 自ら 面白 

がり、 人 を 面. m がらせ、 何事 も 面白き を 旨と して、 寄席の 興行 者の 如く、 其の 出方の 如きに 過ぎ ざ 

る 生活の 跡 を 見る のみなら ば、 其 は 生命の 悲劇で ある。 大 いなる 恨事と 云 はねば ならぬ。 

和 田 垣 謙 三 氏 は 才能の 人、 趣味の 人、 面白き 人、 藝術 肌の 人で あつたに 相違ない。 同時に 主義の 

人、 敬虔の 人、 志の 人で ありし や 否や は、 吾人の 未だ 熟知せ ざると ころで ある。 然れ ども 面白味が 

あるの みに て 確信と 主張と を 有せす、 世に ありて 何ら 身 を 犠牲に 供す る ほどなる 事と 其の 志と を懷 


かざる は、 例へば i*: 髓 病に 福り たると 一般、 遣憾千 萬なる 結果に 終らねば ならぬ と 云 ふ 眞理の 動か 

すべ からざる こと は 甚だ 明白で ある。 

桥町 敎會の 創立せられ たる 頃 和 H 桓氏は 三 好 退藏、 國府寺 新作、 小池靖 一 諸氏と ともに 多少 盡カ 

し、 族 を 伴 ひて 繁く 敎會に 出入せられ たの を 記憶す る。 其れら の 人々 のうち 旣に三 好 氏の 如く 世 

を 去った もの も あるが、 精 祌界に 於け る 其の 消息 杳 として 聞えざる もの も ある。 和 田 Ig 氏 は 英國ケ 

ン プリ" "、チ 大舉に 於て ム ウディの 說敎を 聽 き、 飜然 悔改の 人となりて 基督 者の 群に 入られた 由で あ 

るが、 其の 信仰生活、 思想 や 主義に 於て、 餘り 多く 徹底して 居らなかった やうに 見受けられる。 恐 

らく は 感じて 道に 入り、 何となく 面白がりて 敎會に 出入した もので あらう。 斯くて は 足； ig へ をせ す 

して 日本 アルプスに 登る 如き ものである。 必す 行き み. 行き 仆れ、 泥に 塗れて 路傍に 蔬 くが 自然 

の 成 行で ある。 

然る に て も 名流 死 すれば、 公然 其の 信仰生活 を棄て たる にも 拘らす 基督 者と し て 堂々 其の 葬式 を 

會 堂に 於て 營 むこと は、 和 田 斑ー 氏の 場合に 於け るの みならす、 從來屢 々見懸 くる ことで あるが、 此 

所に 何だか 一 つ の 問題が 横 はり 居る と 思 ふ。 

.  一九 一七 年 七 m  (福 昔 新報) 
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基督に 於て 死にし 實業家 

森 村翁 は 確に 日本 基督 敎の 最近に 於る 偉觀 であった。 江戶 人の 俠骨稷 々たると ころに、 堅忍 不拔 

の 氣分を 具へ、 獨 立の 精神に 富み、 實讓豕 として 大いに 成功し、 國 家よりも 其の 功績 を 認められた 人 

である。 此れ だけで も 偉と する に 足る。 然るに 翁が 精神 界に 於け る 經歷と 成功と は 物質 界に 於け る 

其れら よりも 貴き ものであった、 成功せ る 富者に して 翁の 如く 精神 界に 根本的の 更生 をな し 得た る 

が 不思議で ある。 基督 敎が 決して 失敗 者 落伍者 神經 衰弱 者の 宗敎 でない こと は、 翁の 履歷 によって 

も證據 立てられ たので ある。 人 はや 老い ぬれば 如何で 再び 生る- - こと を 得ん や。 高齢 翁の 如き 人に 

して 小兒の 如く 新生 命に 入りた る は、 吾人の 驚嘆す ると ころで ある。 翁が 全 國に亘 り 其の 老軀 を提 

げ、 火の 如き 熱誠 を 以て、 天下 公衆の 前に 基督の 證人 として 立ちた る 勇と 氣 力と は、 吾人の 最も 深 

く 尊敬す ると ころで ある" 其の 信仰 を 以て 善き 戰の 生涯 を 終りた る は、 最も 光榮 ある 凱旋な りと 謂 

はねば ならぬ。 吾人 は 彼の 其の 生涯と 其の 死の ために 神に 感謝すべき である。 

1 九 一 九 年 九 g  (i 曰 新報) 


小 崎 弘道氏 就職 四十 年 . 

鍵 南 坂 糾合 敎， の牧. ^小 崎 弘道氏 は 別 項 所載の 如く、 其の 敎 職に 就かれて より 滿 四十 年な りと 

て、 敎會の 人々 之が ために 盛大なる 祝 ひの 集會を 催された。 此は 東京に 於け る 基督 敎社會 の 出来事 

と §i つても ましい。 小 崎 氏の 東京 基督 者の 中に 於け る 關係は 其れ ほどに 深く、 傳道は 固より 諸種 

の 精神的 事業に 其の 貢獻 せられた る 功 勞は然 く 多大で ある。 凡そ 東京の 基督 敎 事業に して 小 崎 氏の 

關係 せざる もの 幾何 か ある。 氏の 基督 敎社會 に 於け る は、 漉澤榮 一 氏の 實 業に 於け るが 如くで あ 

る。 氏の II 滿 なる 性格、 頗る 多方面なる 趣味、 寛厚に して 一 見 長者の 如き 風釆、 不得要領な るが 如 

く 誤解せられ 易き 特徵 は、 之 をして 好個の 首領たら しめたの である。 其の 學識 の富贍 なる、 其の 信仰 

の 福音 的なる、 其の 神學 思想の 穩 健なる、 其の 事務的 常識の 熟達せ る、 皆 之 をして 多く 得難き 安全 

の 指導者たら しめたの である。 其の 世間に 廣く 識られ たる、 其の 交友に 富める、 其の 計畫 好なる、 

之 をして 最も 調法なる 委 n 貝、 最も 便利なる 耜談 役、、 稀に 見る ところの 周旋 家たら しめたの である。 

氏が 東京の 基督 敎社會 に 在りて、 一 の 巨人た るに 至られし は、 怪しむ に 足らす。 氏の 就職 以來 四十 

年の 歴史 は、 其の 所屬敎 派の 歷史の 大部分 を 占む るの みならす、 東京の 基督 敎の 表立ちた る 歷史と 
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甚だ， 親密なる 關係を 有して 居た ので ある。 

基督 敎文擧 は 氏に 負 ふと こ-ろ 頗る 多い。 六合 雜誌及 基督 敎世 の 創立、 警醒 社なる 基督 敎 出版 事 

業の 開始 は 首 ふ も 更なり、 聖書 飜譯 の計畫 などに 至る まで、 小 崎 弘道氏 を や 曰して 創業者の 甚だ. Inr 力 

なる 一人と 認め 得る ので ある。 小 崎 氏 自身が 筆 を 執りて 基督 敎の 文學 に貢獻 した 者 も 案外に 多い。 

其の 宗敎耍 論、 政敎新 論、 基督 敎の 本質、 の 如き、 決して 蔑視すべからざる 價 値を冇 して 居る。 夭 

は 或る 期間 『新世紀』 て ふ 月刊 雜誌 を發 行せられ たこと も ある。 決して 能文の 人で は あるまい。 大 

いなる 思 想 家と 謂 は る ベ き 素質 あり や 否や は 如何で あらう が、 其の 文擧に 貢献せ る 者 頗る 多き は 驚 

嘆の ほか 有る ベから す。 

東京 靑年會 は 小 崎 氏 等 の 首唱した 所 か ら 創った ので ある。 其 他 基督 敎 の 社會 事業に し て 氏の 力に 

多大の 負债 ある もの 一 にして 足らす。 

小 崎 弘道氏 は 曾て 同志 社の 社長であった。 同志 社を辭 し、 再び 東京に 移られし のち、 一 の 神學校 

様の もの を經營 せられた こと ある を 記憶す。 今 は靈南 坂敎會 附属 幼稚園 を 管理して 居られる。 氏 は 

斯の 如く 基督 敎 主義 敎 育に 年来の 關 係が 深い。 先日 其の 公言せられ たと ころに 據れ ば、 行く く は 

小 學校は 固より、 其れ 以上の ものまで、 成るべく は 大擧を も 設立せられ たき 志 を 抱いて 居らる \ と 

のこと である。 年齢 は 六十 を 超 ゆる 旣に 四で あるのに、 其の 抱負 斯の 如し.， 成否 如何 は 別問題と し 

て、 意 氣壯者 を 凌ぐ に 足る ものが ある。 


ルれ ども 小 崎弘道 氏の 本領 は傳 道で ある。 其の 成功 最も 見る に 足る もの は敎會 である、 其の 第二 

に 創立せ る^ 町敎會 (現今 は 綱 島佳吉 氏の 牧師た る) は、 當 巿有數 の敎會 である。 其の 第一 に 設立 

し、 又 現に 其の 牧 ® として 在任中なる 靈南 坂敎會 は近來 著る しく 進歩し つ.^ ある。 其 勢力 日々 に 加 

はり、 精神 上に 於ても 着々 仲暢 すべく 期待 せらる.^ やうで ある。 靈南 坂敎會 が、 其の 食堂の 東京に 

於て 设も 整頓せ る、 設備の 最も 行屆 きたる ものである 如く、 十分に 發 達せん こと は 皆 人の 希望す る 

ところで ある。 牧 g の 抱負に 相應 しく、 肉體の 健康 も 精神 もます く 佳良な らんこと を 祈ら すん ば 

あらす。 

同時に 記憶すべき は 其の 內助 者た る 姉妹で ある。 日本の 婦人と して 多く 見が たき 天眞 爛漫、 快濶 

にして、 口 も 八丁  (此點 夫君に 優る もの あらん も 知る ベから す) 手 も 八丁なる 小 崎 夫人の 功勞 は、 良 

人の 北ハれ と共に 表彰 せらるべき 慣値 優に 十分な りと 認めら る& であらう。 大いに 自重せられ なば、 

婦人 道 者と して、 少く とも 一勢 力た る こと を 得る であらう。 小 崎 氏 就職 四十 年の 祝 ひの 宴 會に於 

ける 夫人の 演 說を聽 きし もの は、 必定 此の 期待に 同感 を 表せられ るで あらう。 

吾人 は 其の 多くの 友人と ともに 勤勞 四十 年の 小 崎 弘道氏 夫妻の ために 神に 感謝し、 其の 健 嚴を祈 

る もの である。 

■  一九二 〇 年 一 1 月 (i 曰 新報) 

小 崎弘道 氏 就職 £ 十 年  五八 五 
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最古 參の 宣敎使 逝け り 

ヘボン、 フルべ ッ キ 其の 他の 人々 の 死後 は、 ジェ ムス • バラ 氏 本邦 在留 宣敎 使の 最古 參者 であつ 

たが、 昨年 本 國に歸 省して 居られた ところ、 一月 二十 九日 遂に 死去せられ たとの 訃音に 接した。 

彼 は 最故參 の {ー且 敎使 であるの みならす、 曰 本 最初の プロテスタント 敎會の 創立者であった。 殊に 

信仰の 人と して 優秀なる 人格者であった。 一八 六 一 年 六月 一 日 帆船 力 セ ィ 號に搭 じて 一一 ュ ー ョルク 

の 緯頭を 解纜し、 其の 年 十一 月 十一 日神奈 川に 到着した。 海路 實に 五ケ 月 半 を 要した。 今昔の 感に 

堪 へざる ことで ある。 爾来 五十八 年間 日本 國 民の 敎 化の 爲に 奉仕した ので ある。 裕にー 世紀の 半に 

過ぐ る勤勞 多大な りと 云 はねば ならぬ。 主の 忠僕 今や 其の 値せる 休息 を 賜った ものである。 

初めの 十 年間 は、 傳道上 何の 仕出 だした る こ ともなく、 籠 中の 鳥の 如く、 空しく 歷に 伏す 駿馬の 

如く、 髀肉の 歎に 堪 へざる 勇士の 如くであった らう。 語の 通ぜ ざるが 其の 理由の 第一 、 切支丹 邪宗 

門 厳禁の 制札が 依然として 高札 場に 揭 げられ て 居た 時勢が 其の 第一 一であった。 其の 他 外来の 新宗敎 

を弘 むる に、 不利益なる 事情 多々 ありて、 宣敎使 等の 手足 を 拘束した ので ある。 彼等の 苦心 思 ひ 遺 

られ る。 


明治維新の 時代に なりて 世の 有様 漸く 變 化し 外 國の 文明 を歡迎 する 様になり 外来の 制度、 習慣、 

文化， 思想 等に 對 して 門戸が 次第に 開放せられ 基督教 俥 播の氣 運 も徐に 熟しつつ あった。 當 時の 撗 

濱 は外阈 の物资 輸出入の 關 門であった のみなら す、 實に 所謂 洋學の 專賣權 は殆ん どみ な 其の 手に 握 

ら れてゐ た。 無論 東京に は 慶應義塾 や 南 校の 如き もの もあった が、 ハイカラの 靑年擧 生は擧 問の 直 

輸入 を 目が けて、 横濱に 集まる もの 雲の 如くであった。 其の 內のー 圑は パラ 氏の 家の 隣 地に 建てら 

れ たる 石の 會堂 (現今 海岸 敎會 の小會 堂) に參 集し 日々 午前 三時 間 同氏に ついて 英語 を 學んで 居 

た。 擧 生の 中には 後日 朝野の 間に 有名に なった 人々 も 多くあった。 バラ 氏 は 授業 前に 生徒と 俱に聖 

書 を 讀んで 自ら 祈禱を せら る 習慣で あつ た。 明治 五年舊 正月から 暫 らく の 間 は 創世記 を 讀んで 居 

られ たと 記憶す る。 丁度 日本 始めての 初 週 祈 禱會が 開かれて 居た ので、 毎日 午後 四時から 特刖に 集 

會 があった。 祈禱 會は滿 堂で、 嘗て 洗禮を 受け 公然 信者と なって 居た の は、 小川 廉之助 (後 義綏と 

改名) 氏 一 人の みであった にも 拘ら す、 青年 は續々 祈り をす る 様になった。 中に も 著る しき は德崎 

桂 之 助、 竹 尾綠郞 (後に 忠男) なんど 呼べる 人々 であった。 祈 禱會は I 週間の 豫定 であった が、 之 

な 、くさ 

を 閉鎖す るに 忍びす、 尙 幾日も 繽 けられた。 正月の 七 種の 日 午後の 祈 禱會に バラ 氏の 講ぜられ たの 

はべ ンテ コ ス テの條 であった が、 餘り 巧みなら ぬ 日本語で 埶ー 火の 辯 を 振 はれた。 眞にぺ ンテ コ ステ 

の靈が 堂に 滿 つる 様に 感じた ので ある。 堰 止められた 水が 堤 を 切って 一時に 迸り 出で たる 如く、 信 

濃の 山奥な どに 冬に 閉ぢ られた 18 桃李 春 を 得て j 齊に唤 き 出づる 場合の 如く、 十 年間の 閉鎖と 壓 
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迫 こ、 に 解けて 氏 の 胸に 欝 勃せ る讓活 の氣 火山 の 如き 勢 を もって 爆發 したので ある。 思想 や 言論の 

上から 云へば 餘り 聽き榮 のせぬ バラ 氏 の 說敎は 甚大 の 感動 を 多く のま 阜に與 へた。 中の 九 人ば かり 

は 三月に 至りて 洗禮を 受けた。 その 以前 洗禮を 受けて 居た 粟津 桂 一 郞 (後に 高 明) 小川 廉之助 氏 等 

之に 加へ 十 數名を 以て 何れの 宗派に も屬 せざる 日本 基督 公會 なる ものが 設立 せられた。 今の 日本 基 

督敎會 は 此の 小さな 圑體 から 生れ 出で た。 日本の プ II テス タント 基督 敎會 はこ こに 孤々 の聲 を擧げ 

たので ある。 

バ ラ氏は 明治 十 年まで 海岸 敎會 の假 牧師と して 傳 道し、 他の 牧師に 職 を 讓られ たる その後 も敎會 

の 父と して 終始 一 赏忠誡 親切に その 利益の ために 心 盡しを して 居られた。 然し 晩年の 皮 は 明治 初年 

日本 基督 敎會 創立 時代の 時の 如くに は 行かなかった やうで ある。 此は 時代の 變 化に 原因した かも 知 

れぬ。 その 性格に 由る ところ も 少なくなかった であらう。 近き 數十 年間 はかね て 期待され し 如く 日 

本傳 道の 正面に 立って 雄飛せられ なかった。 元來が 創始 時代の 英雄で、 西 鄕南洲 の 様な 人であった 

かも 知れぬ。 大久 保、 木戶、 伊籐の 如き 仕事 は 他の 人の 手に 移った ので ある。  - 

然し 草 分 時代の 元勳 であった に 相違ない。 明治 五 年後の 數 年の 間に その 生涯の 仕事 は 竣功した こ 

とであった らう。 その 間が 彼の 生產 期であった ものと 思 はれる。 彼ば かりで はなから う。 多くの 偉 

人大 柢は然 うかと 思 はれる。  . 

ジェム ス* バラ 氏の 名 をして、 日本 基督教の 歷. に 不朽なら しむる もの は、 彼が 最 切の 敎會を 創 


立した 人で あるの みならす、 外阈の 宗派に 屬 せざる 日本人の 敎會を 設立し、 曰 本の 基督 者 をして、 W 

く 唯 だ 一 つの 敎會 に屬 する ものたら しむる こと を 理想と し、 其の 實現を 志し、 之に 着手した ことで 

ある。 たと ひ 其 こと 志の 如く 成ら ざり しに もせよ、 斯 くの 如き 理想 を 抱き、 之が 爲 めに 本國敎 會當 

局 者の 意見と 背馳し、 其 身 幾多の 不利益 を 蒙りた るに も拘ら す、 數 年の 間 奮鬪 を續 けられた るは德 

とすべき ことで ある。 其 頃の 宣敎 使が 互に 宗派 を 異にし 居りた るに も枸ら す、 バラ 氏と 志 を與に 

した タム ソン 氏の 如き は、 或 期間 自活の 途を講 すべく 餘儀 なくせら る、 に 至った とい ふこと は、 吾 

人の 永く 記憶せ ねばならぬ 所で ある。 會衆 派の グリ ヰン、 長老 派の タム ソン、 リフォ ムド の バラ 

等の 諸氏が 斯 くの 如く 日本 基督 公會を 理想と して 相 提携す るに 至った の は、 孤軍 重圍の 中に 在る の 

結 茶、 自然 小異 を 顧る に遑 なく、 大同に 一 致した ので あらう。 敎會 合同 は 今日と 雖是 等外 國宣敎 使 

等の 經驗を 味 ひ、 日本 傳 道の 現狀に 想到し なば、 たと ひ全國 基督 者の ー敎 會に屬 する に 至る こと 

は、 豫期 すべから すと する も、 大 いなる 多 數をー つに 纏めて、 現在の よりも 有力なる 大敎會 を 見る 

に 至らん こと は必 すし も 望み 難き ことで は あるまい。 

然るに 日本の 基督 者 は 甚だ 少數 でありながら 安逸に 狃れて 居る。 彼等 は 日本 帝 國の救 ひて ふ 難題 

を 前に 控へ、 目に 餘る ほどの 敵に 對 ひながら、 傅 道の^ 蛆と 其の 苦痛と を經驗 せざる ものの 如く、 

唯 枕 を 高く して 睡酣 なる 狀態 である。 其れ ゆ ゑ、 合同 一致の 必要 を もさまで 深く 感じない ので あ 

る。 無論 合同 は輕々 しく 行 ふべき， t でない、 信仰に 依り 主義に 立ちて 愼 重に 取扱 はるべき ことで あ 

最古 參の 宜敎使 逝け り  五八 九  . 


最古 參の 宜敎使 逝け り  .  五 九つ 

る。 然れ ども 此の 條 件の 範圍內 に 於て、 或る 程度まで 頗る 可能 的の ものである こと は 吾人の 疑 は ざ 

る 所で ある。 若し 斯る ことの 有り得べき 點 にまで 傳 道の 精神 進む ことなくば 曰 本の 敎；^ 目覺 むる ま 

どに 勃興 せんこと は、 蓋し 豫期 する ことが 難 かしから う。 悠々 緩々 四分五裂の 存 様に て滿 足し 得る 

間は傳 道の 戰機 熟せす、 日本の 基督 敎 諸派が 未だ 關ケ 原の 場合に 立たざる 證據 である。 いざ.： i-IK と 

いふ 機 會到來 せりと はとても 見受けられない。 其れまでに は尙ほ 多くの 時間 を 要する かと 感ぜら， 丄 

る。 多く の 基督 者が 相 合 して 大事 に當ら ねばならぬ こと を感す るに 至つ た 時が 即ち 傳道 の t ft も 熟 

したる 場合で あらう。 

さ 

^る にても 最初 バ ラ氏 等の 懷抱 せる 理想 は 何故 半途に て 挫折した る や。 如何 なれば 其の 志の 如く 

實 現せられ すして 止みし か。 此は 興味深き 問題で ある。 

日本 基督 公會 の健氣 なる 理想の 失敗に 終りし 原因 は、 言 ふまで もな く、 他の 諸國に 於る 敎會の 分 

立す ると 異なった 現象で ない。 何處も 同じ 秋の 夕暮、 時勢の 然 らしむ る 所、 敢 てき I ハ しき 出来事で 

はなから う。 然し 當初四 五の 宣敎 使に 依り 提唱せられ たる 日本一 敎會 主義 は、 聖公會 派の 宣敎使 之 

に黉 同せ ざり しに も拘 はらす、 順風に 帆 を 揚げた る 如く、 する くと 實現 せらるべく 見えた が、 其 

の、 ち渡來 せる 宣敎使 之に 反對 する もの 相次ぎ、 美 以美派 (メ ソヂ スト は當 時然稱 へたので ある) 

の 面々 最も 强き 不同意 者のう ちに 算 へられた。 タム ソ ン 氏の 屬 する 長老 派の 宣敎 使に して 宗派 論 を 

主張す る もの あり、 大いに 氏 を 苦め、 日本 基督 公會の 外に 米阈に 本部 を 有する 長老 敎會を 設立し 


て 兄弟 ii に閱ぐ の 苦 々 しき 事 實を現 はすに 至った、 會衆 派の 宣敎使 も 漸次 宗派 的に 傾む き來 り、 

其の k ち歸朝 せる 新島襄 氏の 如き 宗派 論の 主張者であった。 たと ひ 日本 基督 公會に 於て、 當 初の 志 

を 固執し たれば とて、 事實上 日本の 基督 敎は旣 に 分立の 狀 態に 陷 つたので ある。 日本 基督 公會 主義 

の f 心 者で すら、 濡れぬ さきこ そ 露 を も 厭へ、 斯くて は 止む こと を 得すと 觀 念す るに 至った もの あ 

る も、 惟し む 可らざる 事情と なった ので ある。 日本 基督 公會 はつひに 一 方 は 日本 組合 敎會 となり、 他 

の 一 方 は 日本 基督 一 致敎會 (今の 日本 基督 敎會) となりて、 二 筒の 敎派を 樹立す る やうに なった。 

此ら兩 つの 敎會は 互 ひに 宗派 的 競爭氣 分の 最も 激甚な もので あらう も 知れぬ。 素 此れ 同， t より 生 

す、 相 煎る 何ぞ 甚だしき やと 嘆息す る 人 も あるで あらう。  ， 

バラ 氏 等の 鼓吹し、 日本 基督 敎靑 年の 熱中せ る 此の 計晝の 成ら ざり し 原因 は尙ほ 外に も 有る。 之 

を 指導す る だけの 統率力 を 有った 人物の 無かった ことが 一 つの 缺陷 であった。 當時 神戶に 在留して 

居た グリ イン 氏 や 横濱の ブラウン 氏なん どの 如き、 擧殖 深く 識見 高き 人 もあった が、 バラ 氏 や タム 

プ ソン 氏の 如き 程に は 此の に 熱誠 を 寄せて 居られなかった かも 知れぬ。 然り とて 熱誠 餘り ありと 

も、 神舉 上の 見地 や 制度 を鹽 梅す る 方面な どに 於て は 頗る 常識に 乏しく、 事物の 均衡 を 保ち 得る S 

の 同情と 雅量と を缺 き、 會議を 整理 協調す るの 能力 を 具へ ざる 人 は、 此の 大事 を 負 ふに 甚だ 不適 當 

である。 日本人の うちに は 後に 相當の 人に なった 者 も 有った が、 年若く、 事情に 疎く、 經驗に 乏し 

く、 とても 指導 統率の 任に 堪 ふる 人物が 無かった ので ある。 若しも 善き 統率者 だに 有ったならば、 

最古 麥の 宜敎使 逝け り  五 九 一 


最古 參の 宣敎使 逝け り  五 九 二 

少く とも 現在の よりも 大 いなる 敎會 をして 成立せ しむる こと を 得た であらう。 斯の 如く 日本 基督 公 

<1&！ の發 達意の 如くなら ざ ひし は、 勢 ひ 止む を 得ざる ことであった。 

ジ， - ムス • バラ 氏 は 信仰の 人で、 宗敎の ほかに 手 を 出す ことなく、 所謂 社會 事業な どに は 餘ひ深 

き 趣味 を懷 いて 居られなかった。 彼 は 福音 的の 傳道 者で、 全く 宗敎 的に 其の 門下生 を 導いた。 其れ 

か あらぬ か、 日本 基督 敎八  11 は、 極めて 地味な、 宗敎 精神に 富んだ、 時として は 時事問題 を 閑却す る 

に 非す やと 譏られ 易き 氣 風の 敎會 となって 居る。 宗教の 一 本調子で ある。 其 長所 も 短所 も此 所に 存 

する であらう。 其の 間に バラ 氏 や タム ソン 氏の 面影 を 認め 得る やうな 心地 もす る。 そこで、 la 所 

は 智く補 ひたき ものであるが、 創立者の 善良なる 遣 風で あると ころの 其の 長所 は 何 所まで も 之を谁 

持せ ねばなる まい。 或 ひ は 流行に つれて 日本 基督 敎會 最初からの 眞態を 失って はならない ので あ 

る。 吾人 はバ ラ 氏の 價値 此の 點に 於て 甚だ 貴き もの ある を覺 ゆるので ある。 

前に も 首った 如く 彼は學 者で は 無かった。 之と 謂 ふ 著書 も 無い やうで ある。 然し 多くの 手紙 を 書 

いた。 平生 甚だ 筆 まめであった。 横濱 のジャ パ ン* ガゼ ッ ト 紙上に 其の 文章が 逢讀 まれた ので あ 

る。 一一 ュ ゥ* ョクの クリスチャン • インテリ ジ H ンサァ 紙に も 其の 寄書 は每曰 見受けられ たので ある。 

氏 は聖蚩 翁譯の 委員で は 無かった。 然し 海岸 敎會 の禮拜 のために、 其の 門 生と.^ もに 詩篇 を 十數章 

譯 出して 木版 刷に した ことがある。 即ち 舊約 a.: 書の 飜譯に 先鞭 を 著 けられた ので ある。 彼 は 日本 讚 

美 f の 最初の 作者であった。 然し 先日 ジャパ ン* アド バァ タイ ザ ァに昆 えた .There  TS  a  IlajDpy 


l,and の 歌 を、 「好い 函 あります、 大 遠方」 と譯 された と 記載て あ つたの は 何等かの 間遠で あら 

う。 Jesus  loves  nie  this  I Isow を あやしげに 可笑しく 飜譯 した の は 彼で ある。 Rock  of  §.es. 

Praise  God  from  .whom  all  blessings  flow の 頌歌、 祌は 吾が 城な り God  is  our  refuge 等 を^ 

や^ひ 得る やうに 譯 したる 名譽 は、 (中に 本多廢 一氏の 助 を 借りた の も あるが) 當然 バラ 氏に 歸す 

べき もので あらう。 ジ ェ ム スた、ハ ラ氏は 吾が 國 基督 敎證美 歌の 慰 人で ある。 旣記 Praise  God  etc, 

を 『全 恩の 祌を ほめよ、 譜 美せ よ、 天下の 人譜 美せ よ、 天の 軍勢、 父と 子 靈』 と譯 せし 如き、 現 

行 1? 美 歌に 比すれば、 其の 氣 分と 精神と に 於て、 寧ろ 勝って 居り はすまい か。 宗敎は 文飾よりも 氣 

が 大切で ある。 

横濱は IS ふまで も 無い、 筘根、 山中、 三 島、 御殿場、 柏久 保、 名 fa 屋、 瀨戶、 cs、 春 日、 伊 

那、 北條、 飽山 等の 基督 者に して、 ジ， - ムス • バラ 氏 か眞 率に して、 親み 易く 友情に 篤く、 弱少 を 

^ れ むこと 深く、 義俠 心に 富んだ 其の 人格 を 慕 ひ、 せ： (の 解し 難く して 然もし ばく 人 を 動す 日本語 

の 說敎を 記憶し、 其のき ゆる 如き 祈りに 慰藉と 激勵 とを與 ベら れしを 感謝す る もの 多き を 疑 はぬ。 

, , - •  のこりおし 

^らは 老宣敎 使の 世に 無き を 遣 憾く思 ふこと であらう。 

二 九 二  0 年 一ー一 月 (福音 新報) 

最古 參の &„<敎 便 逝け り  五 L 三 


サン ディ 博士 死す  五 九 四 

サン ディ 博士 死す 

去月 十六 日 オクス フォルドに 於て サン ディ 博士 は 死去 せられた。 祌擧 研究の 貧弱なる 日本 基督 者 

の 間に も、 彼 は 比較的に 多くの 讀者を 有して 居た。 其の 訃音に 接して、 .師 友 を 失った 如き 感じ を 抱 

くもの も あるで あらう。 ， 況んゃ 親しく 其の 音容に 接し、 其の 懇 なる 待遇の 間に、 彼が 所說に 耳を倾 

けた 記憶 を 有する ものに 於て を や。 其の 死を惜 むの 情、 甚だ 痛切なる ものが あるで あらう。 

何と なれば 博士 は舉 者と して 偉大で、 米國 はもと より 歐洲の 大陸にまで、 祌舉 の權烕 として 廣く 

認められた のみなら す、 軀幹 長大、 風采 頗る 秀でて、 人と 爲り 温雅、 謙遞、 友情に 富み、 後進の た 

めに 勞を吝 しむ ことなく、 高風 淸節、 實に景 慕すべき 人格であった。 或る人 之 を 評して 最も 基督に 

近く、 基督の 肖像 を 作らん と 欲する 美術家 は、 其の モデル を サン ディ 博士に 於て 求む るに 如かす と 

言つ た ほどで ある。 

博士が #1 聖書、 殊に 福音書の 研究に 於て 英國の 神擧を 指導し、 其の 方向 を定 むる に與 りて 力 あ 

つた MJ は隱れ もな き事實 である。 此の こと は 其の 誘掖の 下に 遂に 大家と なった ボル キ ッ ト 博士が 去 

年 十月の ェ キ スボジ トリ ィ* タイム スに 寄せた 『ゥキ リア ム*サ ン ディ』 を 一 讀 せば 明に 知られる で 


あらう。 彼 は 緻密なる 研究 を 忠實に 努め たれば、 其の 貢獻 せる ものが 擧說 として 有益であった こと 

は 謂 ふまで もない。 然 のみなら す、 文藻 尊 常で なく、 書き振り 趣味 深く、 陳述に 於ても、 說 明に 於 

て も、 些の晦 跪の 弊な く、 總 ての 讀者 をして、 其の 明快なる を 感ぜし めた。 彼 は 演壇の 勇者で はな 

かった。 會 話に 於ても 豪談 流る A 如き ものはなかった ので ある。 然し 其の 明快なる 文章と、 その 靜 

かで 温良 典雅なる 談話と によりて、 多大の 勢力 を廣く 擧界に 及ぼして 居た ので ある。 博士 ま， i 、の 3 

生や 朋友 を^め、 或る 定まりた る 題目に つきて、 研究 會を 催す ことが 爆々 であった。 其の 結 茶と し 

て！^：物になって居るものもぁる。 或る人が 千 九 百 十三 年の 秋 之 を オクス フォルドに 訪問した 頃 は 皮 

が 諸 友と ともに 奇躐の 問題 を 研究して 居た と 記憶す る。 

平生 S 早 純 生活 を營 み、 早く 寢ね 早く 起き、 健康 之を容 すと き は 球戯に も 臨んだ。 千 九 百 wu^、 」v 

人 を 失 ひし 後 は孤獨 生活 をして 居られた が、 頗る 子供 好きであった から 他家の 兒女を 集めて 之と 共 

に 遊ぶ を 此の上 もな き樂 みとして 居られた。 此の間に 擧んで 倦ます、 其の 研究 1^ 斷 なく、 進んで 

止まる 所 を 知らざる もの A 如く 見えた。 博士 は 眞理の ii 明に. 忠實 で、 自說を 固執す るに 冷淡で あつ 

力 其の 舉說も 反 對の事 實と證 跡と を 見出す 時 は、 之 を改變 する に 少しも 躊躇す る がなかった。 

例 すれば 第 四 福音書の 著者に ついては、 旣に 其の 意見 を 公刊して 居られる にも 拘ら す、 近， こ 至り 

之と異りたる意.3^¥王張するに至った。 此の 類 は 他の 題目に つきても 認められる。 彼 は何處 まで も 

舉 者であった。 已が I！ 戶を 構へ て、 强 ひて 自說を 主張す る ものでなかった やうで ある。 

サン ディ 博士 死す  ，LLL 


サン ディ 博士 死す  五 九 六 

博士 は國 際祌舉 全書の 中に 基督 傳を 寄與 する ことにな つ て 居た。 完備せ る 基督 傳を 著述す るの 

が、 其の 多年の 宿志であった。 之が ために、 福音書の 根據 や、 其の 史的 價値、 基督の 人格の 神擧的 

研究 等に つきて、 綿密なる 研究 を 緩け て 居られた。 其の 『基督 擧及 人格 論』 の 序文に 『余 は 通例 基 

督 傳と稱 せられる もの を 書き、 若く は 之 を 試みる. て ふ、 より 太なる 事業に 着手す るに 先き 立ちて 自 

ら勞を 取るべく 餘儀 なく せられる 豫備的 研究 も、 蓋し 本書 を 以て 終たら しめん こと を 望む』 と 1 一一 口 は 

れた。 此の 言に よりて 博士の 基督 傳を讀 むの 幸福 或は 問 近くな り つ A ありと 朋 待した 人 も多數 であ 

つたで あらう。 然るに 何ぞ 測らん、 - ヤン ディ 博士の 基督 傳は 印刷に 付した もの も、 原稿 其の ま 人の 

もの も、 少しも 遣って 居らぬ。 而 して 博士 は溘焉 他界に 移られた。  - 

サ ン ディ 博士の 基督 傳は 何故に 世に 與 へられなかった ので あるか。 彼 は 本紙に 报 載せら る A アミ 

た 力ら 

ィル其 人の 如く 猶豫ひ 勝の 憶病な、 總ては 不決定な 夢の 人ではなかった。 アミ ィルは 新くて 日記の 

ほか 然した る 著 霧な くして 死んだ ので ある。 サン ディ 博士 は 基督に 對 する 信念が 熱烈で 堅固で、 其 

の 事柄 を 深く 重んじて 居た から 苟も 筆 を 下す ことが 出来す、 愼 重の 上に 愼重を 加へ、 叮嚀なる 研究 

を續 けたので ある。 彼 は 憶病ではなかった。 隨分 大瞻に 議論 もした。 自己の 意見 を 述べて、 餘り遠 

慮す る やうに も 見えなかった。 然れ ども 舉に 忠寶 であつ たがために、 遂に 基督 傳を 公に する に 至ら 

なかった ので ある。 此の 基督 敎 世界の 損失に 於いて 博士の 人格の 尊き 所以と 或 ひ は 其の 愛すべ き 短 

所 を も 益々 深く 認め 得べ く 思 はれる。 


サン ディ 博士が 基督 傳の 幾多の 問題、 基督 復活の 性質、 奇蹟 等に つきて 唱 へられた 所に は、 或 ひ 

は^ 肯し 難しと 感 すべき 點も あるで あらう。 然し 基督 者と して 其 根本的 立場 は 健全であった。 基督 

に對 する 信仰、 其の 噴 罪 や！^ にっきて は 彼の 主張の 堅實 であった 事に 少しも 疑 を容れ ぬ。 前年 ジュ • 

ポウスの 『福音 番に 於け る 福音』 『バウ 口に 於け る 福音』 ^の 公刊 せらる 、や、 博士 はゼ *ェ クスボ 

ジ トルの 紙 上に 其の 健 を 振って 基 督聰罪 の 眞 意義 を カ說 せられた こと を 記憶す。 

彼が 近來 世に iu: 倚 せらる- - 潜在意識 を 材料と して 基督の 人格 や、 其の イン カルネ ェショ ン の秘義 

を解釋 せんと 試みた 如き は稍不 詮索の 感 なきに あらす とて 之 を 非難す る もの も ある。 然れ ども 說の 

たまく 

當 は ともあれ、 此は 適々 もって 彼が 常に 新たなる 方面に 着眼し、 眞 理を迎 ふるに 急に して" 舊套 

を 墨守す るに 執念き 人に あらざる を證 する に 足る ので ある。 

去る 土曜日に 達した る ロンドン， タイ ムスに 據れば 、 ゥヰリ アム • サンデ ィは千 八 百 四十！ 一年 八 

月 一日 ノッチ ンガ ムシ ィァの ホルム • ピ" ボンドに 生れ オクス フォルド に 敎育を 受け、 累遷 して 千 

八 Ki 八十 三年 オクス フ ォ ル ド大舉 に聖番 解釋擧 の敎授 とな り、 千 八 百 九十 五 年 同大 擧レ H ディ • マ 

ガレ ッ ト祌舉 敎授に 任ぜられた。 其の 年へ ドラム 博士と ともに 羅馬 書の 註解 を 著した が 其の 著霄中 

齊れ 高に 於て 最も 成功した る ものである。 斯くて 後年に 至り 後進に 地位 を與 へんが ため、 其の 職 を 

辭 した。 今年 九月 十六 日 遂に 世 を 去った ので ある。 

1 九 二  0 年 一 1 月 (i 曰 新報) 

サン ディ 博士 死す  五 九 七 


カァネ ギィの Sis れ おる 心  五 九 八 

. カァネ ギィの 傷れ たる 心 

カァネ ギィの 自叙 傳が 出来た。 まだ 手に 人らない から 其の 詳細 を 知る に 由 もない が、 興味深き 讀 

みものと して 頻りに 待 たれて 居る。 然し 大英 週報の 紹介に 據 りて 其の 大體は 窺 はれる ので ある。 力 

ァネ ギィは 一 代 長者で あつたが 決して 守錢 奴ではなかった。 其の 所得 を 惜しげ もな く 公共の ため も 

提供し、 舉校ゃ 圖書館 や 其の 他 有益なる 事業の ために 寄附した 金額 は 驚くべき 數字を 示して 居る。 

鋼鐵王 はまた 其の 富 を 寄附す る 方に 懸けても 肩を雙 ぶる もの 稀なる 王であった。 彼れ は 高等の 敎育 

を 受けた ものではなかった が 書 を讀 むこと を 好み、 獨§修 、學問 も 人並に 優れ 首 語 應對も 上品で、 

王侯 贵紳、 名流 大家の 間に 伍して！ t 色な く、 立派に 交際の 出来た 人であった。 家庭の 關係も 圆滿で 

あった。 世間に 羨まれた ので ある。 

靈的 方面に 於て 彼 は 基督 者と 歩調 を 同じう する ものではなかった" 初めは ス イデ ンボ ルグ者 流の 

墓叔 s: 者であった よう だが 早くから ダル ゥキ ンの說 に 心 を 倾けス ペン セル、 マシゥ • アル ノル ド、 ジ 

ヨン • モル レイ 等の 思想に 共鳴し、 大體に 於て 不可 識者の 見地に 落ち着く やうに なった。 彼れ は 基 

督敎 祌舉ゃ 超自然の 方面 を盡く 振り 棄て \ 了った。 世界 は 進化の 理法に 從 つて 總て 向上 進歩す る も 


ので あるから、 萬 事 好し と 謂 ふ 確信 を 抱き、 其處 から 慰藉 を與 へられた。 彼 は 人生 を樂天 的に 觀察 

し、 人類 は I 個の 有機 體で、 其の 固有の 力 を 以て 總 ベての 害 物 を 排除し 遂に 有利な もの 適宜な もの 

を吸牧 する ことの 出来る ものである。 而 して 此の 目的 は 一般人 民の 教育 を 進め、 知識 を 開拓す るに 

.5 りて 成就 せらる べしと 信じ 以て 戰亂の 禍を 防ぎ 四海 皆 兄弟 の 大義 を實現 し 世界 を して 泰平 を樂し 

ましむ K^t を べき ものと 考 へた、 さて こそ 舉校ゃ 圖書館 や 平和 協會等 の 事に 力 を 用 ひ、 之が ため 

に 共の {3m を 提供した ものである。 是れが カァネ ギィの 理想であった。 希望の 樓閣は 彼の 腦裡に 笑 

の g を 極めて ゐた であらう。 大英 週報の 記者 は 之に 就きて 下の 如く 批評して 居る。 『敎育 を 受けた る 

世界 は 幸で、 善良なる 世界で 有 ひ 得べ しと 信ぜられ やう、 嘗て 民 は 由ら しむべし、 知らし むべ から 

す、 無舉が 民衆の 善事で ある、 讀み 書きの 出来ざる ものが 最善の 農夫、 最善の 僕婢、 最善の 兵卒 

であると 考へ る 時代 も あ つたが 力 ァネギ ィらの 仲間 は 之に 反し 學 問が 最善 事 で、 其れ だに あらば 世 

界は 幸福なる ベ しと 信す る 他の 極端に 走った ので ある。 獨逸 文化の 成り行き は 此の 迷夢 を醒 すに 充 

分で あ ひ 得べき 害で あるが、 今な ほ夢酣 なる もの も ありさう に氣遣 はれる。 敎育は 益が ある。 之 を 

民衆の 間に 普及せ しむべき である。 然し 知識 は 善用 もせられ 悪用 もせら るべき 能力 を增 加し 得る に 

過ぎない。 § が 品性に 於て 必す しも 無§ に 優って はゐ ない。 敎 育の 道 德的產 物 は 甚だ 僅少で あ 

る。 ナ， isf は敎 育せられ たもの が敎 育せられ ざる ものと 同じ ほどに 慘 酷で、 暴惡 で、 貪 楚で、 好色 多 

淫 であ ひ 得る こと を證 明して 餘ひ ある ものと 解せられ る。 文舉 であれ 科學 であれ 舉 問に は 靈魂 を淨 

カァネ ギィの 偽れ た る 心  五 九，， - 


カァネ ギィの 傷れ たる 心  •  六 〇〇 

化する 力がない。 敎育 せられた る 世界 は必 すし も 幸 幅なる 世界で あり 得べ しと は 認め難い。 物理 化 

舉は 病毒 を 防止し または 肉體の 苦痛 を 取り除く に は 効力 多大で あるが、 結局 知識よ ひ 得らるべき も 

のは單 なる 能力で ある。 能力 は 正義の 秘密で もな く、 其の 源で もない ので ある、 カァネ ギィは 世界 

の 敎 育から は 到底 望み 難き 一 J と に敢て 望 を 馬して 居た』 云 々 。 

山風に 落花狼藉の 悲慘を 見せら る- - 如く、 カァネ ギィの 美しき 夢 は、 大戰に 由り て 微塵に 碎 かれ， 

た。 彼れ はこれ がた めに 殆ど 喪心した かの 如く 意氣悄 沈、 傷ら れ たる 心 を 擁しつ と 暗澹たる 死を遂 

げたので ある。 世界 は 終局の 解決 を靈 なる 方面に 於て 求めねば ならぬ。 現在 有形の 事物に 於て 總勘. 

定を了 せんと 企つ る も、 つま ひ 駄目になる。 耶穌の 響の 富める 愚者 は、 作物の 燒な るに 喜び勇み、 

靈 魂よ 多年 を 過す ほどの 許 多の 貨物 を 有 たれば.， 安心して 食飮 せよ、 樂め よと 言った が、 迷は忽 に. 

して 破られ 愚者の 眞相 を、 醜く 爆 露 せらる るに 至った。 カァ ネギィ 一派の 考へ方 は 之と 比 ぶれば 

稍 上品で あるが、 道理の 上から は 五十歩百歩の 相 遠の みで ある。 カァネ ギィの 自叙 傳を讀 むべき 必 

耍を もって 居る 人が 世の中に は少 くない やうで ある。 必す 寳物敎 育に 適當 なる 材料が 其の 中に 多く 

見出される であらう と 信す る。 

I 九 二 一 年 二  H? (福 音 新報) 


米國 前大統領 ゥ キル ソン 

ゥ ヰルソ ン氏は 去る 四日 其の 直 大 なる 職 を 解いて、 之 をハァ デ イング 氏に 譲った。 は 久しく 健 

1^ を し、 歩行 も尙だ 困難で あると 聞く。 其の 政： _ ぬ 上の 理想 は、 事實 上の 成行きから 殘 酷に 破壞亡 

られ、 志す ところ 多く は 夢と なった。 此の. 打 架 は 彼の 肉體に 於け る 其れよりも 更に 甚 しきもの であ 

らう。 英雄の 末路 一掬の 淚を禁 す る/ J とが 出来ない やうに 感ぜられる。 然し 之 を 末路と 謂 ふの は 早 

や 過ぎる 斷定 である こと を 望む。 彼 は尙ほ 未來を 有すべく 期待 せらる/ r ほどに 識見に 富み、 志 高 

く、 人格の 力に 於て 邁れて 居る。 殊に 彼の 唱道した 世界的 政策、 人道と 正義と を 某-礎と した 宣雷 

は、 決して 消え 失する もので 無い。 世界の 進 運 は 其の 卓上に 撋 かる、 こと を容 さぬ であらう。 一旦 

靡ら れ たりと も必す 復活すべき を 疑 はぬ。 或る 外國の 批評家が 少 くと もゥキ ル ソン は、 一大事 業 を 

試みた るの^ 値 を 有って 居る。 偉大なる 理想に 向って、 世界 Ifi^ 族の 注意 を 促した こと は、 旣に彼 を 

して 歴史上に， 大 ならしむ るに 足る ので ある、 彼の 一一 一一 "は 決して 忘れられぬ であらう と 謂つ ヒの は、 t^J 

肯 である. まい。 其の 政見の 根 本義 は 今日 失敗しても、 遠から ざる 將來に 於て 勝利 を 占む るで あら 

うと、 ジャ パ ン • アド ヴァ タイ ザァ 記者の 說 いたの も 道理な 言 分で ある。 

米國前 大統額 ゥヰル ソン  」、◦ 一 


米國前 大統鎮 ゥヰル ソン  六 〇 二 

然し ゥヰル ソン 氏 は、 何故に 斯の 如く 失敗した ので あるか。 如何にも 堂々 として 乘り 出した にも 

拘ら す、 其の 寳際 上の 出處進 返に 於て、 政治的 機變、 王 義に陷 り、 其の 理想 を完 うせざる ところの あ 

つたこと が、 勢力 を 失墜して 事が 總 ベて 龍 頭 蛇 尾に 終った 原因の 一 つで あらう。 此の 外に 吾人の 看 

過す まじき こと は、 ゥヰル ソン 氏が 餘に 自己の 力 を 買 ひ 被り、 謙讓の 德に缺 くると ころが あり、 自 

ら用 ゆるに 過ぎて、 士に 下る ことが 出来なかった と 謂ふ點 である。 彼の 政治 上の 失敗 は、 或る 意 

味に 於て 人格の 失敗で ある。 基督の 出身 は赌 野に サタ ンの 誘惑 を 折伏し 得た るに 端 を 起して 居る。 

前大統領 ゥ ヰルソ ン氏 にして 若し 聖 殿の 尖塔から 落下す る 底の 誘惑 を 排斥し 得た 後に、 其の 仕事に 

着手したならば、 彼れ ほどの 失敗 を 取らなかった かも 知れぬ。 ウェルズの 『歷 史 概 lijul の 結 

尾に 次の 語が 見える。 『大統領 ゥ ヰルソ ンは 心稍狹 くして 幾分 か 主我 的なる の 疑が ある。 然し も 此の 

千歳 一 遇の 機會に 逢着せ る 合衆國 人民 は、 治に 生れ、 實に 育ち、 歷史に 疎く、 歐洲 をして 氣遣 はし 

く 感ぜ しめたる 世の 悲劇的なる 成り 行に も 迂遠で、 精祌上 何となく 淺 薄に 輕 いところ があった。 彼. 

らには 知識 上の 確信 はあった が、 道義 上の 確信 は 有って 居らなかった。 …… ゥヰル ソン 大統領 は、 

總 ベての 事 を餘り 自身と 聯結 せしめた。 彼 は 自身の 從者 のみに 己 を 圜繞 せしめた 云々 (P.  736)』。 

大體に 於て 適評で あらう。 平和 會議の 成り行き はもと より、 世界 改造の 歷史に は、 政策 や 知 略の！ 

rol^ を認 むる のみなら す、 品性 や、 人格 もまた 其の 重大なる 要素で ある こと を 忘れて はならぬ。 寨の 

敗れ は 多く 罪から. 來 るので ある。  -  1 九 二 1 年 111 S  (i 曰 新報) 


ァレキ サン ドル • ホワイト 

ぉ士 ホワイト は、 一 H 六日 八十 六 歳の 高齢 を 以て 口 ン ドンに 病歿した。 彼 は ！-、 デンボ 口の ュ ナイ 

テツ ト* セント • ジョル ジス 敎會の 牧師と して、 一一 ユウ • カレ ヂの 校長と して、 多くの 書籍の 著者と 

して .Eg く 日本の 基赞 者に 識られ て 居た。 其の 說敎 を聽 いた 人 も少く あるまい。 親しく 交った 人 も あ 

るで あらう。 殊に 多き は 其の 著書 を 讀んだ 人で ある。 彼の 『g で 書 人物 論』 は 日本の 講壇 を 富ました 

であらう。 彼の 『バ ン ヤン • キャラ タト ルス』 を 讀んだ 人 は、 天路歴程 中の 人物と 親しく 交 祭し、 

活る 人に 於け るが 如き 感じ を 抱きて、 之と 共に 泣き 之と 共に 笑 ひ、 之と 戰友 になり、 之と 同行す る 

如き 想 ひ をな した 人 も あるで あらう。 彼の 『十三 鑑賞』 に據 りて、 テレサ、 べェ メ、 一一  ユウ マ ン、 

其の 他 高德の 偉人と ともに 談じ、 ともに 祈り、 ともに 變貌 山上に 神秘的の 實驗を 味 ふが 如き 思 をな 

した 人 も あるで あらう。 露亞 西の ョ アン もスコ ット ランドの ルゥ ザフォ ドも、 芙國 の監赞 アンド 

リウス も、 ホワイト 博士の 紹介に 由り て 吾人の 信仰の 友と なること が出來 た。 彼の 書いた トマス • 

グド ウィンの 敎說に 於て 信仰生活の 進路 をー轉 せられた と 感じて 居る 牧師 も ありと か 間く。 皮の 

『吾ら の 主耶穌 基督の 歩み、 會話、 及び 品性』 は 基督 傳 中に 異彩 を 放って 居る。 保 羅の專 は 汗.：：. 充 

ァレキ サン ドル-.? イト  六 〇 一一！ 


ァレキ サン ドル • ホワイト .-  六 0 四 

楝 とも 謂 ふ 可き ほどで、 サバ チェ、 ワイネル、 ラムゼイ、 さて は 最近の デビ ド*ス ミス、 マ クー ーィ 

ル のに 至る まで 殆ど いづれ 菖蒲と 引き ぞ想 ふの 感が ある。 然し ホワイト 博士の 保 羅に關 する 文章 は 

獨特の 妙所 を 具へ た 書き方で、 彼の 使徒の 信仰の 神 髓を窺 ひ、 其の 基督に 對 する 報恩 感謝の 赤誠 

を 味 ひ、 福音 的 信仰の 經驗を 深く し、 肉の 中の 刺と 戰 ふに 於て 大 なる 援兵 を 得た らんが 如き 心地 

し、 之と 祈の 團欒に 入り、 敎 職の 苦 樂を相 語りて 益す ると ころ 極めて 多く、 老人 は 『老境に 於け る 

保羅』 を熟讀 して 同情 を禁 する こと 能 はざる を覺 える であらう。 

斯の 如く ホワイト 博士 は 日本に 於け る內 外人の 間に 甚だ 多數の 友人 を 有して 居る。 多くの 人に と 

りて 彼の 死 は 宛然 父 兄 を 失 ひたる 如き 感も あるで あらう。 

彼 は 千 八 コー 十六 年スコ ット ランドの 片田舍 に 生れ、 家 貧しく して 少年 時代に は 機織りの 手傳を 

したり、 クリスチャン • ウォルド 紙の 記事に 據れば 靴屋の 徒弟と なった こと も ある。 然し 讀 書が 好 

きで、 舉 問に 志が 深かった。 其れ を 同情者から 認められて 途に敎 育を受 くる 機會を 以て 大學 を卒 

業し、 一一 ユウ • カレ ヂ に神學 を 修め、 グラス ゴゥの 一 敎會に 副牧師た る こと 少時、 千 八 百 七十 年 

林 SISMf  if  SIS) ェ. チンボ。 のフ リイ • セント • ジョル 、チス 敎會に 招かれ カン ドリ ッシ 博士の 副 

牧師と なり、 千 八 百 七十 三年 (II) 其の 專任 牧師と なり、 千 九 百 九 年 其の 母校なる 一 1 ユウ • 力 レヂ 

の 校長に 擧 げられ、 千 九 百 十六 年 其の 愛する 敎會の 牧師 職を辭 し、 引續き 一一 ユウ • カレ ヂの 校長 職 

をも辭 し、 近頃 は n ン ドンに 移り ハム ス テッドに 住居して 居た が、 太陽の 山の端に 入る 如く、 遂に 


世 を 去った ので ある。 〔貧に 講壇 上に 於け る 近代の 偉人であった。 また 文畢 上の 達人で もあった。 彼 

は說敎 をした のみでない、 n 階 曰の 午後の 進拼 講演に は 常に 約 千 人の 聽衆を 集め 得た。 聖書 講演な 

る もの は單に 聖書 共の ものの 講義に は 止まらなかった。 通 古今の 大人物、 大著 述を 捉え 来りて、 趣味 

深き、 思想に 富んだ 講義 をした ので ある。 共の 結 21^ が 多くの 著書と なって 世に 現 はれた。 彼の 葬儀 

は 其の 牧師たり し H デンボ a のフ リイ • セント たシ ョ ルヂ ス敎會 堂に 於て 執行 せられて 甚だ 盛大で あ 

つたと 謂 ふ。 千 九 百 十六 年 博士が 牧師 職より 隱退 する や、 a ゥズべ リイ 伯、 博士 ゲルマン (ホヮ 

イト 博 土の 副牧師で あつたが、 その 辭職後 は 代って 專任 牧師と なりし 人、 今 は 紐 育に 牧師たり。) 

に 一書 を 送って 曰く、 ホワイト 博士が 去られた とな！  fT チンボ a の光榮 のみなら す、 基督 敎信 

仰の 明星が 容を隱 したので あると。 然し 今回 は 此の 明星 全然 他の 世界に 移 1 して 了った。 年 £1 か 

らー 一目へば 自然の 順序で あるが、 惜別の 感轉た 切なる ものが ある。 

1 九 二 一 年 三 g  (福音 新報) 

圓滿 なる 退職 寬弘の 長者 

兩 三年 以前 井深 博士 は 明治 擧院 の總 理を辭 せられた ので ある。 其のと き 或 人た ちの 感想 は 總理の 

圓滿 なる 退職、 寬弘の 長者  六 〇 五  - 


圓滿 なる 返 職、 寬弘の 長者  六 〇 六 

辭職を 不必要と 認め、 寧ろ 擧院の 不利益に 終る だら うと 觀測 する 方に 倾 いて 居た。 後任 總理が 未だ 

定まらす、 懸案と して 行き 惱んで 居る の を 見れば、 此の 感想 は 無理な ものでなかった やうで ある。 

然し 其のの ち 明治 舉院 の神擧 部長と なられた 井深 博士 は、 輕 からぬ 病に 權り、 一時 は 危篤と さへ 

傳 へられた ほどで あつたが、 其れ もやう やく 輕 快に 向 ひ、 健康 舊に復 したので ある。 

然し 到底 劇務に は堪 へまい と 謂 ふ 取沙汰であった。 然るに 同 博士の 健康 はます く 良好で、 去年 

濱 寺に 開かれた 大會に は 議長と して 說敎を もせられ た ほどであった。 と は 言 ふ ものの 以前の 如き 活 

動 は 如.^ かと 氣 遣った もの も少 からざる やうであった。 ところが 大會 後ます/ \ ^丈夫 なら c^。 先 

日 基督 者の 代表が 首相官邸に 招かれた 折の 如き は、 最も 長く 且つ 最もよ く 整った 演說を 試みられた 

は 同 博士で あつたと 言 ふ、 此の 分で は、 去年の 大患 以前に も 優した 活動 を 期待す るに 於て、 何の 懸 

念 もなから うと S1 だ賴 もしく 感じ、 道の ため、 曰 本 基督 敎會 のために 相 祝した 人々 もあった であら 

ラ 0 

然ると ころ 先日 開かれた 明治 擧院の 理事 参に 於て、 同 博士 は 全然 退職 せられる ことと なり、 名譽 

敎授 として 僅かに 或る 科目 を受持 たれる だけの さと なられた と 聞く。 此の 報告に 意外の 感を 催した 

人も少 くな からう。 擧院 のために も 甚だ 惜 むべき ことで ある。 然るにても 明治 學院が 前總理 井深 博 

士を 優遇して、 生活 上餘り 多くの 不便な く、 其の 餘生を 送らし むる 方法 を 立てた こと は、 頗る 適當 

で、 博士の ために 喜ぶ ところで あらう。 斯くて 今後 自由の 身 を 以て、 道の ため 必要に 應 じて、 より 


廣 い.，；：,^, 邦に 入り 老後の 奉仕ます く榮 あるに 至らば、 世に 惜 まるる 博士の 辭職も 幾分 か 其の 意 

味 を爲す ベ く、 或る 點 から 言 へ ば 寧ろ 賀す べき ことと なり 得る であらう。 

同 博士 は 明治 六 年撗濱 海岸 敎會 でバ プチ スマ を領 し、 擧校 生活の 間 夙に 長老と なり、 明治 十 年，， 

京に 移，， 麴町 敎會を 創立した 一人と して、 其の 最初の 長老と なり、 縫いて 奥 野 n 曰 綱 氏の 後 を ，ナ 

其の 牧師と して 就任し (明治 十二 年)、 其の 明治 十 一 年 一致 祌囊を 出で し 以來、 旣に 種々 の 關係を 

4^-って居た母校の敎務に關係し、 其の 剐總理 に 推され、 ヘボン 博士の 後任と して 其の 璁 1 こ 推さし、 

1 致祌擧 校以來 明治 蠢 S めに 盡 力せられ きと 前 I 十一 A 年、 § 功 11$ ある。 其の 

間 日本 基督 敎會の 會議ゃ 事務に 於て 重大なる 責任 を 負 はれ、 傳 道の 爲 めに 如何に 多く 貢献 せら.， た 

力 は 皆 人の 熟知す ると ころで ある。 斯の 如き 藤史を 有する 人の 退職 は 基督 者の 社 八 に 於て 一つの 

大 いなる 出來 事で ある。 

井深 博士 は 退職せられ たといへ ども 祌舉敎 育の 爲 めに 尙ほ盡 さるる とのこと であるから、 比の B 

は 其の 友人の 滿足 すると ころで あるが、 とにかく 同擧 院の餘 部から 返 かれた ので ある 故、 其の 將來 

の 仕事 はより 多く 他の 方面に 開拓せられ るで あらう。 然か あるが、 世の 爲め にも、 同 博士の 爲 めに 

も I 然で、 利益 ある ことで あらう。 祌必す 其の 忠良なる 老僕 (七十 一歳) の爲 めに 最も 良き 仕事 

を ^給 せ ら る ベ きを 疑 は ぬ 。 

井深 博士 鼓 初の 志 は 基督 敎文 舉の發 建の 爲 めに 盡 力せられ るに あつたが、 多年 敎 育の 方面に 専ら 

圓滿 なる 退職、 寬弘の 長者  .5^. 


圓滿 なる 退職、 寬弘の 長者  六 0 八 

勤務 せられた 結 茶、 十分に 其の 素志 を 伸ばす 機 會を與 へられす に 過ぎられ たやう である。 然し 他の 

事 多き 間に も、 基督 敎文 擧の爲 めに 貢がれた もの も 決して 少 くない。 福音 問答、 福音 史、 新約聖書 

神舉、 歷 史上の 甚督、 St 論、 天地創造 論 等 を 著 はされ、 或 ひは譯 された など、 其の 他 宵 益なる 害 

籍の發 行せられ るに 就て、 其の 與 つて 力 ある もの も少 くない やうで ある。 やや 閑散の 身と ならる ベ 

き 同 博士が、 當 初志され たことの 實 現に 今後 其の 力 をより 多く 向けられるならば、 道の 爲 めに 甚だ 

喜ぶ べき ことで あらう。 

右ら のことの ほかに、 其の 忠實、 謹直に して、 殊に 辭 職せられ てより 以 來謙德 いよ./ \i 者し と稱 

せられる 井深 博士が、 其の 人格と 勤 勞とを 以て 日本 基督 敎會の 諸會議 や、 諸 機 關の爲 めに 有益なる 

寄與 ます/ \- 多 かる ベ き は 吾ら の 確かに 期待し 得る ところで ある。 

頃日 舊約 聖書 サム H ル のこと を讀 み、 彼が 自ら 士師の 職務 を 解き、 新に 王政の 端 を 開き、 キシの 

子サ ウル を推擧 し、 綾いて ェセィ の 子 ダビデ を 位に 卽 かしめ、 後 賢の 爲 めに 路を 開いて、 少しも 吝 

なると ころな く、 寬弘の 長者と して、 其の 態度 少しも 遺憾な きを て、 頗る其の高風を^^慕するの 

念禁 する こと を 得なかった。 士の出 處進返 サム エルの 如く ありた きもので ある。 井深 博士の こと 多 

くの 點に 於て サム H ル に似て 居る やうで ある。 或る 外 國人之 を 評して、 ドクトル 井深 は 近頃め つき 

り 恩寵に 於て 成長せ ちれた と霄 つたの はよ く當 つて 居る。 井深 博士の 圓滿 なる 其の 生涯が 其の 辭職 

に 於ても 最も 美 わく 圓滿 で、 人情の 弱點を 暴露した 痕跡 を 露 はさなかった こと は、 其の 友人ら の最 


も 喜ぶ ところで ある。 乂 此れが S め 敬 ます，/ \- 加 はるを 覺 ゆるので ある" 

1 九 二  E1 年 三 (福 音 新報) 


歸滿 なる 退職、 ほ 弘 のお^  六 〇 九 
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